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Description and Interpretation of the Lionese Agricultural Rituals 

                  Takashi SUGISHIMA 

    The Lionese are an ethnolinguistic group numbering ap-

proximately 150,000 who inhabit the central part of Flores, 
Eastern Indonesia. The population of this region is divided 
into numerous traditional domains  (tans). These were au-
tonomous political units until early in this century. The data 
on which the present study is based were collected during my 
field research conducted from May 1983 to March 1985 in 
Tana  Lise, one of these traditional Lionese domains. 

    The Lionese economy remains a subsistence one, dependent 
on the slash-and-burn or swidden cultivation of rice, maize, 
cassava, sweet potatoes, and various vegetables. Recently cash 
crops such as coffee, cloves, and cacao have been introduced in 
mountainous areas, and irrigated paddy fields are found in 
flatland in the mountains and near the coast. 

   It is only the swidden agriculture with which multiple and 
complex agricultural rituals are interwoven. These rituals ap-

pear to be symbolic behavior apparently related to a cosmology 
or world view. But the Lionese people do not know and cannot 
explain the symbolic meaning paired with the rituals by a 
semiological code. They answered my questions about the 
meaning or purpose of the rituals in a general way by saying 

 `It is our custom' or  'We must perform it that way .' Accord-
ingly, these agricultural rituals are rule-following behavior 
rather than symbolic behavior. If this is the case, is it then 
impossible to advance the scientific study of these rituals beyond 
a mere description of them? 

    My answer is  'no,' because in many cases the Lionese ag-
ricultural rituals can be interpreted relevantly. Therefore we
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can proceed from simple description to a fairly detailed inter-

pretation of these rituals. The aim of this study is to describe the 
Lionese agricultural rituals in detail and to investigate the cultural 
representation of agricultural rituals (i.e. interpretations devised 
by the Lionese themselves concerning their agricultural rituals) 
by means of the concept of relevance developed by Dan Sperber 
and Deirdre Wilson [SPERBER and  WILSON 1986]. 

   After the exposition of a theoretical framework in the in-
troduction of this study, three sections follow. In section one, 
there is undertaken a description and analysis of the knowledge 
and beliefs concerning social organization, crops, deities, and the 
settings for these agricultural rituals such as the ceremonial house, 
the village and the garden. These will furnish the background 
knowledge or  'context' for interpreting the agricultural rituals. 

   In section two, an exhaustive description is presented of all 
the agricultural rituals, together with the agricultural practice, 
seasonal changes in natural phenomena, and the annual cycle 
of  'seasonal beliefs,' such as the visitation of moro  nggele (mys-
terious head hunters from overseas) and  mite  like (dreadful witches 
from the east end of Flores), the coming of  balu  re'  i (season of 
disease and death), and the occurrence of tana watu gaka (Mother 
Earth crying for the golden treasure kept in the ceremonial 

 house). 
   In part one of section three, by amplifying the discussion 

of section one, the agricultural rituals are  interpreted by means 
of investigating the contexts that make them relevant. Accord-
ing to the cultural representation of the agricultural rituals that 
emerges from this investigation, the crops are the wives given to 

(male) human beings from Mother Earth and Father Heaven, 
while the agricultural cycle is the life cycle of the daughters of 
these deities. In the next part of this section, it is shown that 
the seasonal beliefs are a set of images implied by the cultural 
representation of the agricultural rituals. 

    In parts three and four of section three, the following 

problems are discussed. 
   The people of Tana  Lise are not given equal status in the 

cultural representation of the agricultural rituals. Or, more cor-
rectly, through participating in the agricultural rituals, they are 
differentiated into chiefs near to the deities and those far from 
them. 
    Tana  Lise is subdivided into a number of semi-autonomous 
subdomains  (maki) ruled by a chief. The chief, as the person
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near to the deities in each maki, exercises various powers, and 
some of these chiefs do the same thing at the domain level. 

   Accordingly, the rules of agricultural rituals (i.e. the rules 
which the people obey when performing the agricultural rituals) 
or the agricultural rituals themselves as rule-following behavior, 
work in the same way as the  'power-conferring rules' or the 

 `secondary rules' defined by H . L. A. Hart [HART 1961]. 
   Finally, in the conclusion of this study, a brief discussion 

centers on the reason why the Lionese people restrict their  com-
ments to the rules of the agricultural rituals and are silent on the 
cultural representation of the agricultural rituals. As  No Strec-
ker pointed out, no anthropological theory has so far answered 
this problem satisfactorily [STRECKER  1988:203]. 

   In my view, it is important to recognize that the Lionese 
agricultural rituals are rule-following behavior in order to un-
derstand this problem. The rules of these agricultural rituals 
are simply accepted by the people holding to an  'internal point 
of view' (the viewpoint of  'the group which accepts and uses rules 
as guides to conduct' [HART  1961:86]). I suggest as a possible 
hypothesis that their silence on the cultural representation of their 
agricultural rituals is derived from holding to an internal  point 
of view, and maintaining silence on the cultural representation 
of them has the effect of making the rules of these agricultural 
rituals function in the same way as the  'representations in quotes' 
defined by Sperber [SPERBER  1975:99-106].
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　 序 言

　東 イ ン ドネ シアの フ ロー レス 島(Flores)に 居 住 す る リオ族(Lio)は1),焼 畑 耕 作

を生 業 とす る農 耕 民 で あ り,か れ らの 年間 の生 活 過 程 は,農 耕 のサ イ クル を 中心 に 展

開 され て い る。 この サ イ クル に は,ン グア ・タ ナ ・ワ トゥnggua　 tans　watuと よば れ

る一連 の儀 礼 が 不 可欠 な要 素 と して 織 り こまれ て い る。 した が って,農 耕 の サ イ クル

は,ン グア ・タ ナ ・ワ トゥを さ しは さみ な が ら進 行 して ゆ く ことに な る。 本 稿 は,こ

の農耕 の サ イ クル と一 体化 した儀 礼(農 耕 儀 礼)に 関 す る民 族誌 的な 研 究で あ り,そ

の主 要 な 目的 は,農 耕 儀 礼 を 中心 に年 間 の生 活過 程 を 詳 細 に 記述 す る と と もに,農 耕

儀 礼 の解 釈 か らみ ちび きだ され る 文化 表象(後 述)の 概 要 を あ き らか に す る こ とに あ

る。

　 まず,農 耕儀 礼 を と らえ る うえ で の基 本 的な 前 提 につ い て の べ る ことに しよ う。 リ

オ族 の農 耕 儀 礼 は,つ ぎに の べ る2つ の理 由か ら,規 則(rule)に した が う 行 為 だ と

い え る2)。 そ の 第1の 理 由 は,農 耕 儀 礼が,農 耕 の サ イ クル を 構 成 す る さ ま ざ ま な事

象 との 前後 関 係 を さだ め る規 則 に した が って お こな わ れ る ことに あ る。 した が って,

野 菜 の収 穫 を は じめ るに は,aと い う儀 礼 を お こな い,ま た,火 入 れ が お わ る とbと

い う儀 礼 を お こな う とい った具 合 に,農 耕 の サ イ クル は 進行 して ゆ く。

　 ま た,農 耕 儀 礼 を 規 則 に したが う行 為 と して と らえ る第2の 理 由 は,農 耕 儀 礼 が儀

礼 の や り方 を さだ め る規則 に したが って お こな わ れ る こ とに あ る。 儀 礼 を お こな うと

きに は,過 去か らう けつ が れて きた 規 則 に した が うこ とが重 視 され,創 意 や 工 夫 が は

い り こむ 余地 は きわ めて 限 定 され て い る。 この こと を端 的に しめ して い るの は,「 だ

れ そ れ の 御 代 か らの 儀 礼 を お こな う」(∫%∫ππgg獺 ～,　nama　 bapu～)と い う表 現 で あ り,

この 儀 礼 言語 は3),農 耕儀 礼 の場 面 で 朗 唱 され る き ま り文 句 の ひ とつ に な って い る。

1)リ オ族 の居 住地 域 にお け る調 査 はe1983年5月 か ら1985年3月 に いた る22箇 月 の あ い だ にお

こ なわ れ た 。な お,以 下 で は,リ オ 語 の フォー ク ・ター ム に しば しば言 及 す るが,リ オ語 の 母

音 は,a,i,u,e,e,oの6種,子 音 は,b,bh,d,dh£,g・gh,h,j・k,1,m,mb,nnd・n9・n99・

P,r,s,t,w,'の23種 で あ る。 な お,'は,グ ロ ッタル ・ス トップを あ らわ す[4ARM)T1933;

MEKOMBETE19HO-19H1]0

2)浜 本 は,ド ゥル マ族 のマ トゥ ミア 儀 礼 に関 す る 論 考 の な か で,儀 礼 を ロー ルズ の い う 「実

践 の規 則 」(ruleofpractice)[RAwLs1955:24・-25]な い しは サ ー ル のい う 「構 成 的規 則 」

(constitutiverule)CSEARLE1969:33-42]に した が う行 為 と して と らえて い る[浜 本1989]。

筆 者 は,こ の浜 本 の研 究 を 高 く評 価 す る が,現 在 の と ころ,い くつ か の点 で浜 本 とは こと な る

見 解 を も って いる 。

3)儀 礼言 語(rituallanguage)と は,詩 的 な効 果 を もつ 慣 例 的 な表 現 の こ とで あ り,類 似 す る意

味 を もつ と同時 に 対 の 関係 にたつ,2つ の文 章 か らな りた って い る。儀 礼 言語 は,東 イ ン ドネ

シ ア地 域 の文 化 的 な特 徴 の ひ とつ で あ り,社 会 生活 の さま ざま な 側面 に おい て,不 可 欠 とさ え/
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　以 上 で のべ た2つ の理 由か ら,本 稿 で は,儀 礼 を規 則 に した が う行 為 と規 定 す るわ

け で あ る が,こ の 規定 は,儀 礼 が記 号 論 的 な現 象 で はない こ とを 含 意 す る。 なぜ な ら

ば,規 則 に したが うと い う現 象 の 背 後 に あ る の は,規 則 を 受容(accept)し て い る と

い う事態 以 外 の な に もので もな い か らで あ る。

　 た と え ば,「 歩 行者 は道 路 の 右 側 を 歩 か な け れ ば な らな い」 とい う規 則 に した が っ

て い ると き,わ れ わ れ は,た ん に 規 則 を 「う けい れ て い る」(accept)に す ぎ な い。

お な じ こと は,儀 礼 につ いて もい え る。 儀 礼 が遂 行 され るの は,人 々が 規 則 を うけ い

れ て い る こと の結 果で あ り,世 界 観 な い しは コス モ ロ ジー と よ ばれ る象 徴 的 な 知識 の

体 系 が儀 礼 の背 後 に あ り,そ れ が 儀 礼 を な りた たせ て い るわ けで はな い ので あ る。 し

た が って,儀 礼 と象 徴 的 知識 の体 系 が,信 号(Signal)と 意 味(meSSage)の 関 係 に あ

る とい う記 号 論 的 な想定 は,人 類 学 に 数多 くみ られ る不適 切 な比 喩 の 一 例 な の だ とい

え る[Cf　 e.g.　LAKOFF　 and　 JoHNsoN　 l　980;SPERBER　 l985a:26-29;SPERBER

andWILSON　 l986:1-9;杉 島　 1987f,1988c,1989a,1990]。

　 これ と お な じ結 論 は,調 査 地 で の 体 験 か ら もみ ちび きだ す こと がで き る。 リオ 族 の

人 々は,儀 礼 の規 則 を 熟 知 して お り,儀 礼 の や り方 に つ い て た ず ね られ た 場合,そ れ

を明 確 に語 る こと がで き る。 しか しな が ら,儀 礼 の意 味 に つ いて たず ね られ た 場 合,

人 々 は,沈 黙 して しま うか,「 これ が わ れ われ のや り方 で あ る」(lna　sara　kita.),あ る

い は 「これ は慣 習で あ る」(lna　ada.)な ど と答 え るに す ぎな い。 した が って,リ オ族

の 人 々 は,儀 礼 が規 則 に した が う行 為 で あ る こと を,率 直 に 表 明 して い るわ けで あ る

が,儀 礼 が 記 号論 的 な現 象 で あ るな らば,こ の よ うな こと は お こ りえ な い はず で あ る。

なぜ な らば,信 号 と意 味 は,コ ー ドに よ って か た く結合 され お り,コ ー ドの解 読 は,

なか ば 自動 的 に お こなわ れ[FoDoR　 1983:52-55],信 号 だ けを 知 り,そ の意 味 を 知

らな い で い る こと は不 可 能 だ か らで あ る。

　 そ うで あ るな らば,わ れ わ れ は,儀 礼 の研 究 を どの よ うに す す めて ゆ け ば よ い ので

あ ろ うか 。 儀 礼 行為 の背 後 に 存 在 す るの は,規 則 を うけ い れて い る とい う事態 に ほか

な らな い 。 しか しなが ら,規 則 を うけ いれ て い る とい う原 初 的 な事 態 を分 析 す る こと

はで きな い 。 そ うで あ る な らば,儀 礼 の研 究 は,儀 礼行 為 を詳 細 に 記 述 す る こと か ら

先 へ はす す み よ うが な い よ うに 思 わ れ て く る。 だが,こ れ は,儀 礼 が な ぜ 遂行 され る

か とい う問 い に 対 す る答 えで はあ って も,儀 礼 が どの よ う に解 釈 され るか とい う問 い

＼ いえ る重要 な役割をはた している[cf.e.g.Fox(ed・)1988]。 本稿 には,リ オ語で バ サ ・ワガ

basawagaと よばれ る,こ の種 の儀礼言語 が しば しば登場するが,そ の理 由は,儀 礼言語が,

上記のよ うな意味できわ めて重要な役割をはた しているからである。だが,儀 礼言語を翻訳す

ることは,か なりむずか しい作業であ り,本 稿で提示される翻訳は,あ くまで も一種 の目安 と

考 えて いただきたい。
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に 対 す る答 えで はな い。 す なわ ち,儀 礼 は,遂 行 され た 時 点で 解 釈 の対 象 に な りか わ

るの で あ り4},儀 礼 の研 究 は,ま ず,こ の点 に着 目す べ きな の で あ る。

　 た とえ ば,リ オ族 の 農耕 儀 礼 のな か に は,目 的 の知 られ て い ない 儀 礼 行 為 が数 多 く

ふ くまれ て い る。 つ ま り,儀 礼 は,規 則 に したが って 遂 行 され るわ けで あ るが,そ の

目的 とす ると ころ は,い っ さい 知 られ て い な い。 した が って,こ の よ うな儀 礼 は,遂

行 され るた び ご とに,そ の 目的 を問 い か け る一種 の謎 と して 存在 して い るの だ と い え

る。 この こ とは,サ ー ル の 提 唱 した 制度 的 事 実(institutional　 fact:社 会 的 規則 を前

提 と して成 立 す る事 象 の集合)と 生 の 事 実(brute　 fact:自 然 科 学 が 対象 と す る よ う

な事 象 の集 合)と の 区 別[SEARLE　 1969:50-53]が 絶 対 的 な もので はな い こと を示

唆 して い る。 つ ま り,リ オ族 の農 耕 儀 礼 は,規 則 に したが う行為 で あ る とい う点 で は,

ス ポ ー ッや ゲ ー ム な ど と と もに 制 度的 事 実 の な か に分 類 され るが,自 然世 界 の 事象 に

もに た 不 透 明 な現 実 を構 成 して い る とい う点 で は,む しろ生 の 事 実 に分 類 され るので

あ る[Cf　 BERGER　 and　 LUCKMANN　 l967:77;SPERBER　 1975:31,96]。

　 と こ ろで,解 釈(interpretation)は,ど の よ う な解 釈で あ れ,な ん らか の 情報P

を文 脈(context)Cと む す びあ わ せ,そ こか らPに もeに も還 元 す る こ との で きな

い結 論2を み ちび きだす 推 論 的 な 活 動 だ とい え る。

　 た とえ ば,XがYに むか って 「さむ くな って きた」 と い った と しよ う。　Yは,こ の

発 言 か ら 「Xは"室 温 が さが って きた"と い って い る」,「Xは"マ ラ リアの 発 作 が は

じま った"と い って い る」,「Xは"冬 が 間 近 に や って き た"と い って い る」 な ど と い

った,さ ま ざ ま な結 論 を み ちび きだす こ とが で きるが,そ の 理 由 は,Xの 発言 とむ す

びあ わ され る文脈 の 内容 が さま ざ ま だか らで あ る。

　 この よ うに,文 脈 は,解 釈 に おい て きわ め て 重要 な役 割 を はた して い るわ けで あ る

が,そ の 内 容 は,い っ たい どの よ うに 選 択 され る ので あ ろ うか。 この問 題 を 考 え る に

は,有 意性(relevance)の 概 念 を導 入 す る こ とが不 可欠 だ と考 え られ る5)。

　 あ る情 報Pが あ た え られ た場合,わ れ われ は,そ れ を文 脈cと む す びあ わ せ,そ

こか ら,な ん らか の 結論Qを み ちび きだ す ことが で き る。 有 意 性 と は,こ の よ うな 状

況 に お け る,Pと0の 関 係 で あ り[WILsoN　 and　 SPERBER　 l981:169],わ れ わ れ

4)た とえ ば,つ ぎのよ うな状況を想定 されたい。俳優は,シ ナリオに したが って演技せ ざるを

えない。だが,観 客(俳 優をふ くむ)は,演 技を解釈 できるので ある。

5)こ の有意性(relevance)の 概念 を シュ ッツの 関連性(relevance)の 概念 と関連づけることは

興味ぶかい。た とえば,シ ュ ッツは,つ ぎのようにのべて いる。 「我 々は,世 界のあ らゆる層

に対 して 同程度に関心を もつわけで はない。我 々の 関心の選択機能 によ って,世 界は3時 間

的にも空間的 にも,主 たる 関連性 を もつ 層 とあま り関連性 を もたない層 とに組織化され る」

[SCHUTZl962:227]o
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は,こ の よ うな 関係 の確 立 を めざ してcの 内容 を選 択 す る[SPERBER　 and　 WILSON

l986:137-142]6)。

　 た と えば,Xが 「これか ら銀 行 に い って くる」 とい った と ころ,　Yが 「今 日は土 曜

日だ」 と い った と しよ う。 こ の と き,Xの 文 脈 に は,銀 行 で す ませ るべ き用件 や仕 事

の ス ケ ジュ ール な どが ふ くまれ て い る。 しか しなが ら,そ れ らをYの 発 言 とむ す びつ

け て も,Yの 発言 を 有 意 的に す る こ とはで きない 。 そ こでXは,記 憶 の 検 索 を は じめ,

「土 曜 日に は銀 行 が しま って い る」 とい う知識 に ゆ きあ た る。Yの 発 言 の有 意 性 が 確

立 され るの は,ま さに この 瞬 間で あ り,こ う して,「Xは"銀 行 に ゆ くこ とが 徒 労 に お

わ る"と い って い る」 と い う結 論 が み ちび きだ され る こと に な る7)。

　 これ は,文 脈 と して 利 用で きる 知識 が,記 憶 の なか に 直 接 た くわ え られて い る例 で

あ るが,わ れ わ れ は,つ ね に そ う した幸 運 に め ぐま れて い るわ けで は な い。 なぜ な ら1

ば,解 釈 に さい して は,情 報 を有 意 的に す るた め に,ア ブダ ク シ ョン(abduction)8)

を お こな わ な けれ ば な らな い 場合 もあ るか らで あ る。

　 た とえ ば,あ る 日を さか い に,Xに 対 す るYの 態 度が 急 に よそ よ そ し くな っ た と し

よ う。 だ が,Xは,い くら記 憶 を さ ぐって も,こ の 不可 解 な事 象 を 有 意 的 す る こ とが

で きな い。 そ こでXは,断 片 的 な 知 識 を 材 料 に して 「仮 説 的 文 脈 」(hypothetical

context)9)　 た と え ば 「あ る こ とない こ とを 言 い ふ らす くせ のあ るZが,　 Yに なに

か をつ げ 口 した」 な ど　 　を 構 成 す る ことに よ って,Yの よ そ よそ しい 態 度 を有 意 的

に しよ うとす る。

　 この よ うに,有 意 性 は,解 釈 を お こな うう えで ぬ き さ しな らない 役 割 を はた して い

るわ けで あ るが,情 報Pを 有 意 的に す る能 力 は,人 類 に 共 通 す る普 遍 的 な能 力 だ とい

え る。 この点 に つ い て,く だ くだ しい論 証 を お こな う必 要 はな いで あ ろ う。 な ぜ な ら

ば,わ れわ れ は,上 記 の よ う な3つ の 例 に対 して,だ れ もが お な じよ うに 推 論 で き る

6)有 意 性 の概 念 に関 す る,以 上 の よ うな 説 明 は,あ くまで も必要 最 小 限 の もの で あ る 。 この 概

念 に 関す る も っと も詳細 な議 論 は,SperberandWilson[1986]で 展 開 され て い るが,Sperber

andWilson[1981,1982]やWilsonandSperber[1981,1986]も 参 照 に あた い す る 。 だ が,

Sperber[1975,1980]で は,無 定 義 なま ま に も ちい られて い た 。

7)こ の例 は,WilsonandSperber[1979]お よ び 菅 野[1985:75]か らヒ ン トを え た 。

8)ア ブ ダ ク シ ョ ンは,パ ー ス によ って提 唱 され,哲 学 や 論理 学 の 分 野で ひ ろ く知 られ る概 念 で

あ り[cf.e。g.PEIRcE1978;HANsoN1969],ま た,人 類 学 で は,ベ イ トソ ン の キ ー コ ンセ

プ トと して も知 られ て い る[BATEsoN1972,1979]。 した が って,こ こで くわ しい説 明 を お こ

な う必要 はな い と考 え られ る 。な お,本 稿 で は,「 仮 説 的文 脈 」(後 述)を 構成 す る こ とに よ っ

て,情 報 を 有意 的 にす る認 知 的な プ ロセ スに,ア ブダ ク シ ョ ンとい う伝 統 的 な用 語 を あ て た が,

ス ペル ベ ル の 用 語 に した が うな らば,こ れを 「象 徴 的処理 」(symbolicprocessing)も しくは

「呼 び 起 こ し処 理」(evocationalprocessing)[SPERBERl975:115-149;SPERBERandWILsoN

1981:284-285]と よ ぶ こ と もで き よ うc

9)「 仮 説 的文 脈 」 とい う のは,筆 者 の造語 で あ り,ス ペ ルベ ル に した が うな らば,こ の 「仮説

的文 脈 」 は,「 補 助前 提 」(supplementarypremise)[SPERBER1980:27,41]と よ ば れ る。
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ことをすでに知っているからである。そうであるならば,人 類学者によっておこなわ

れる解釈が,リ オ族の人々によっておこなわれる解釈と,お よそかけはなれたもので

あると想定する理由は,ど こに も存在 しないことになる。それと同時に,お なじ理由

にもとついていえることは,た とえ農耕儀礼(P)の 解釈からみちびきだされる結論

(Q)が,細 部においては個人ごとにことなっていて も,大 筋においては,共 通 した

内容をもつ可能性があるということである。

　ただ し,以 上のような議論は,文 脈と してもちいられる知識や仮説的文脈の材料と

なる知識が,リ オ族の社会において一般的なものであることを前提とするわけである

が,こ の点について,筆 者が採用する方策は,文 脈として利用される知識や仮説的文

脈の材料としてもちいられる知識の範囲を,農 耕儀礼の参加者(人 間,作 物,神 霊)

と舞台装置に関する一般的な知識に限定する方法である。のちほどのべるように,農

耕儀礼は,そ れに参加する者たちが相互交渉をおこなう重要な機会であり,参 加者と

舞台装置に関する知識が,文 脈や仮説的文脈の材料としてもちいられないはずはない

と考えられる。

　以下では,農 耕儀礼(P)の 解釈からみちびきだされるQの 集合を農耕儀礼の 「文

化表象」(cultural　representation)と よぶことにするが,「 文化的」という形容詞を

Qの 集合に付加する理由は,ほ かでもなく,Qの 集合が,細 部においては個人ごと

にことなってはいても,大 筋においては共通 した内容をもっていると考えられるから

である10》。

　本研究は,以 上でのべたことを前提にはじめられるわけであるが,ひ きつづ く各章

の内容を,こ こで簡単にのべておくことにしよう。まず,第1章 では,農 耕儀礼の参

加者と舞台装置に関する一般的な知識が提示される。つぎに,第2章 では,農 耕儀礼

を中心に年間の生活過程が詳細に記述され,第3章 では,第1章 の内容に補足を くわ

えなが ら,儀 礼の解釈をとおして思いえがかれる農耕儀礼の文化表象をあきらかにし

「季節的信念」(そ の定義についてはのちほどのべる)と 農耕儀礼の規則を位置づける

試みがおこなわれる。そして,最 終部では,出 発点にもどり,儀 礼の解釈が容易であ

ることと,農 耕儀礼の文化表象が語 られないことの背後には,ど のような問題が存在

するかについて暫定的な議論が展開される。

　なお,本 稿には,数 多 くの個人名が登場するが,大 幅に偽名をまぜこむことによっ

て,調 査地の人々に迷惑がかからない工夫がほどこされている。

10)Qの 集合 に 「文化表象」 という名称を付与することに抵抗を感 じるむ きがあるか もしれない。

しか しなが ら,認 知心理学の文脈では,「 表象」 という言葉を,こ のような意味で もちいるこ

とが問題になることはないと思われる[cf:e・g・FODOR1983;SPERBER1985a,1985b]。
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　 第1章 参 加 者 と 舞 台 装 置

　 1・1　 人 間

　 1・1・1　 リオ族

　 フ ロー レス 島 は,バ リ島か ら東 につ らな る小 ス ンダ 列 島(Lesser　 Sunda　 Islands)

の な かに 位 置 し,約14,273km2ほ どの 広 さが あ る[PAULUS(ed.)1917:706]。 フ ロ

ー レス 島 の人 口 は
,100万 人 前 後 と推 定 され る が11),そ の 大半 は,フ ロー レス島 の在

来 住 民で あ る。 フ ロー レス 島民 の言 語 は,オ ー ス トロネ シア語 族 の ビマ ・ス ンバ ・グ

ル ー プ(Bima-Sumba　 Group)の な か に 分 類 され る[LEBAR(ed.)1972:86,90;

WuRM　 and　 HATToRI(eds。)1981]。 しか しなが らJフ ロー レス島 民 の 文化 は,け

っ して一 様 で は な く,地 域 ごと にか な りの ちが い があ る。 この地 域 的 な相 違 を は っ き

り させ るた め に,フ ロ ー レス 島 の在 来 住 民 を い くつ か の民 族 ・言 語 集 団 に分 類 す る試

み が な され て い る。 た と えば,ク ンチ ャラ ニ ング ラ ッ トは,8つ の民 族 集 団(Man-

99arai,　 Riung,　 Ngada,　 Nage　 Keo,　 Ende,　 Lio,　Sikka,　 Larantuka)に 分 類 され る

こ とを示 唆 し[KoENTJARANINGRAT　 l971:183-185],べ つ の 研究 者 は,6つ の言

語 集 団(Manggarai,　 Riung,　 Ngada,　 Ende-Lio,　 Sikka,　 Lamaholot)に 分類 した う

えで,そ の それ ぞれ を,い くつ か の下 位 集 団 に 分 類 して い る[WuRM　 and　 HATToRI

(eds.)1981](図1参 照)。 した が って,リ オ族 は,フ ロ ー レ ス島 に居 住 す る民 族 ・言

語 集 団 の ひ とつ と して 位 置 づ け る こ と がで き るわ けで あ る が,そ の人 口は,約15万 人

程 度 で あ る と推定 され る12)。

　 リオ族 の居 住地 域 は,県(kabupaten),郡(kecamatan),村(desa)な ど と い っ

た イ ン ドネ シ ア共 和 国 の行 政 単 位 に 細分 化 され て い る。 しか しなが ら,オ ラ ンダ に よ

る支 配 が 確 立 す る今 世 紀 初 頭 以 前,リ オ族 の居 住地 域 は,タ ナtanaと よ ば れ る政 治

共 同 体 に 区分 され て い るだ けで あ った(な お,タ ナ とい う言 葉 は,土,土 地,領 地 と

も翻 訳 す る こ とが で き る)。 そ の 当時,政 治 共 同体 は,個 々に独 立 した最 大 規模 の 政

11)こ の数 値 は,Koentjaraningrat[1971]の な かで 報 告 され て い る,か な り粗雑 な人 口統 計 資 料

に も とつ く筆 者 の推 測 で あ る。地 方 行 政 機 関 の発 行 す る統 計 資 料 か ら行 政 単位 の人 口 は知 りえ

て も,フ ロ ー レス 島民 の 人 口を 知 る こ と はむず か しい 。 なぜ な らば,フ ロー レス島 の全 体 と行

政 単 位 は,重 合 して いな い か らで あ る。

12)リ オ 族 の人 口に 関す る正確 な 統 計資 料 はな い よ うに思 わ れ る。 この数 値 は,Koentjaranin-

gnat[1971],MonografaDaerahTingkatKeduaEnde(1974},KabupatenDaerahTingkatKedua

EndedalamAngkaTahun1977danTahun1978(1979)1こ もとつ く筆者 の推 測 で あ る。 な お,

WurmandHattori(eds・)[1981}で は,リ オ族 の人 口を13万 人 程度 と推定 して い る。
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VVurm　 and　 Hattori(ed.)[1981]を 参 考 に作 製

図1　 フロー レス島の位置とフロー レス島の民族 ・言語集団

治 単 位 で あ り,隣 接 す る政 治 共 同体 の あ いだ に は,一 種 の 同盟 関 係(tuya　jaji)が と り

むす ば れ て はい た もの の,さ ま ざ まな 原 因か ら戦 争 が お こな われ る こ と も少 な くな か

った。 した が って,リ オ族 全 体 の 「わ れ われ 意 識 」 は,過 去 に お いて,か な り希 薄 で

あ るか も し くは存 在 しなか った とい え る。

　 こ まか くみ て ゆ くな らば,リ オ族 の居 住 地 域 の な か で も,そ の言 語 や 文化 は け っ し

て 一 様 で は な く,実 際 に は さま ざ ま な相 違 が み られ る。 この よ うな リオ族 内部 の地 域

的 な相 違 は,多 くの 場合,政 治 共 同体 の境 界 線 に そ って 発現 して い る こ と はあ き らか
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図2　 リセ地域とその周辺地域
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で あ る が,政 治 共 同 体 の 内 部に お い て も,み す ごす こと ので きな い地 域 的 な相違 が存

在 す る[杉 島1985a]。 した が って 以 下 で は,タ ナ ・リセTana　 Lise(リ セ地域)と

よば れ る政 治 共 同 体(図1,図2参 照)を と りあ げ,そ の 内部 に存 在 す る リセ ・ンゴ

ンデ ・リァLise　Nggonde　 Riaと よ ば れ る領 域 と,そ の なか に ふ くま れ るマ キ ・ン ド

リ ・ワ ンゲMaki　 Ndori　 Wanggeと よ ばれ る 村 落 共 同 体(maki)か らの 資 料 を 中心

に論 を すす めて ゆ く こと に す る13》。

　 1・1・2　 政治 共 同体

　 リセ地 域(Tana　 Lise)は,リ オ族 の居 住 地 域 の なか で も っと も規 模 の大 きな 政 治

共 同体(Lana)で あ り,そ の 領地 内に は,現 在 約15,000人 ほど の人 々 が居 住 し14),生

活 を い とな ん で い る。 この ひ ろい 政 治共 同体 の領地 　 　 政治 共 同体 の 領地 もタナ と よ

ば れ る が,儀 礼 言 語 の な かで は,タ ナ ・ワ トゥtang　zvatu(土 ・石)と 表 現 され る こと

が 一般 的で あ る　 　 の 由来 につ い て た ず ね られ た場合,人 々 は,そ の 大 部分 が タ ナ ・

ン ゴ ロLana　 nggoroで はな く,タ ナ ・ンゲ ダ ・ンガ エLana　ngeda　ngaeで あ ると説 明 す

る。 な お,以 下 で は,「 土 地 を所 有 す る」,「土 地 所 有者 」,「土 地所 有権 」 とい う表 現

を しば しば も ちい るが,こ れ は,の ち ほ どのべ るデ オ ・ホ ロ ・タ ナdeo　 holo　tang(土

地 の頭 をに ぎ る者)と い う表 現 の比 喩 的 な翻 訳 に す ぎな い15)。

　 タ ナ ・ン ゴ ロ とは,ア タ ・ン ゴ ロata　 nggoro(直 訳:お りて きた 人;意 訳:海 の 彼

方 か らフ ロ ー レス 島 の北 海 岸 に た ど りつ い た神 話 的 な祖 先 の子孫 た ち)が 所 有 す る領

地 の ことで あ り,こ の ア タ ・ン ゴ ロは,タ ナ ・ペ ンガ,ワ トゥ ・レ ンガtana　penga,

ω伽 膨㎎η(あ い た土,か らの石),つ ま り 「無 人 の土 地 」 に 入 植 しつ つ,し だい に 北

海岸 地 域 か ら南 海岸 地 域 へ と 「お りて きた」(nggoro)の だ と い われ る。 南 に すす む こ

と が 「お りて きた」 と 表現 され るの は,の ち ほ どの べ る民俗 方 位 の な かで,北 海 岸 と

南 海岸 が 「斜 め上」(ghele)と 「斜 め下」(9加 ωの の 関係 に おか れ て い るか らで あ る。

以 下 で は,こ の ア タ ・ンゴ ロを 「先 住者 」 と よぶ こ とに しよ う。

13)青 木[1986a,1986b,1988・1990]・Arndt[1939・1944],Petu[1969,1974,1982],山 口[1982,

1983,1985,1986,1989],Suchtelen[1921]な どに よ って,リ オ族 に 関す る情報 はふ えっ っ あ

る が,地 域 的な 相 違 はか な り大 き く,研 究 テー マ に も よ るが,比 較研 究 か ら有 意 義 な結 論 を み

ち び きだす こ とは,な か な か むず か しい場 合 が 多 い 。

14)こ の 数値 は,Monografi・0α εγαんTingkatKeduaEnde(1974),KabupatenDaerah7'ingkatKedua

EndedalamAngkaTahun1977danTabun1978(1979)に も とつ く筆 者 の推 測 で あ り,正 確 な も

の で はな いQ

15)よ り正確 な表 現 を もちい る な らば,こ の 「土地 所 有 権 」 と は,馬 淵 の い う 「呪術 的 ・宗 教 的

土 地 所 有権 」[MABUCHI1974】 であ り,土 地 と,そ こ に居 住 す る者 との 関係 は,東 イ ン ドネ シ

ア地 域 に お け る も っと も重要 な研 究 テ ー マの ひ とつ で あ る。
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a:祖 先の名前を冠 した集団名が知 られていないか,も しくは存在 し

ないことを意味する。た とえば,EmbuNg6raと いう集団名はあ

るが,EmbuWodaな い しAnaWod`aと いう名称 は存在 しない。

↓:父 系子孫が多数いる。

×:父 系子孫のいない可能性がある。

図3　 リセ ・デ トゥ地域の成立

　 これ に 対 し,タ ナ ・ンゲ ダ ・ンガ エtana　 ngeda　ngae(直 訳:手 で か き寄せ,足 で け

る土 地)と は,「 来 住者 」(先 住者 よ り もあ とに来 住 した者 とそ の 子孫 た ち)が,先 住

者 を追 放 す る こ とに よ って,あ らたに 獲 得 した(π96ぬ π9αの 領 地 を 意 味 す る。 しか し

な が ら,タ ナ ・ン ゴ ロで あ るか,タ ナ ・ング ダ ・ンガ エで あ るか とい う こと は,政 治

共 同体 の基 本 的 な構 成 と密 接 な関 係 を もって い るわ けで は ない 。 この こと を例 示 す る

た め に,タ ナ ・ンゴ ロで あ ると い われ る リセ ・デ トゥ地 域(Tana　 Lisp　Detu,図2参

照)を と りあげ,リ セ地 域 と の比 較 を お こな って み る こと に しよ う。

　 リセ ・デ トゥ地 域 の成 立 は,そ の南 側 に 隣 接 す る ンブ リ地 域(Tana　 Mbuli)出 身 の

ラ シ ・レ ゥRasi　 Le'uと べ ニ ・ワ ウ ォBheni　 Wawoと の結 婚 に 出発 点 を も って い る

の だ と い われ る(図2,図3参 照)。 そ の 当 時,ベ ニ ・ワウ ォ は,ワ ウ ォ ゜バ ジ ョ

Wawo　 Bhajoや ジ ェヶ ・ワ ウォJek6　 wawoと と もに ヌ ア ・リセNua　 Liseと よ ば

れ る村(nua)に す ん で お り,ワ ウォ ・バ ジ ョは,そ の あ た り一 帯 を お さ め る首 長

(moss　laki)で あ った。 つ ま り,ワ ゥ ォ ・バ ジ ョの 父で あ る バ ジ ョ ・ワ ウ ォBhajo
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Wawoは,ま だ,だ れ もす んで い な い 無 人 の土 地(Lana　 penga,ω 伽`6π9α)に や って

きて 土地 の所 有 者 とな り,そ の地 位 は,ワ ウ ォ ・バ ジ ョに 継 承 され て い た の で あ った

(図3参 照)。

　 ラ シ ・レ ウは,ベ ニ ・ワ ウォ と の結婚 を契 機 に,こ の ワ ウォ ・バ ジ ョの 所 有 す る土

地 に 来 住者 と して す むよ うに な っ た。 そ の た めに,ワ ウ ォ ・バ ジ ョの 地 位 を い ま につ

たえ る ジ ェケ氏 族(Embu　 Jeke)　 ジ ェケ ・ワ ウォJeke　 Wawoの 父 系 子孫(図3

参 照)　 　 の 代 表者 は,リ セ ・デ トゥ地 域 に 居 住 す る ラ シ氏 族(Embu　 Rasi,後 述)

の首 長 た ちに 対 して,現 在 で も 「妻 の与 え手 の首 長 」(mosa　 laki　ine　ame)の 地 位 に あ

るの で あ る。

　 ベ ニ ・ワ ウォ と むす ば れ た ラ シ ・レ ウは,7人 の 男 子 を もう け た。 上 記 の ラ シ氏 族

と は,ラ シ ・レ ウを 始祖 と す る,こ の7人 の 子 供 た ち　 　 ンボテ ィ ・ラ シMboti

Rasi,パ テ ィ ・ラ シPati　 Rasi,マ リ ・ラ シMali　 Rasi,ン ゲ オ ・ラ シNgeo　 Rasi,

パ オ ・ラ シBha'o　 Rasi,ン ゲ ラ ・ラ シNgera　 Rasi,ウ ォ ダ ・ラ シWoda　 Rasi

の父 系 子孫 を意 味す る(図3参 照)。 だ が,ウ ォダ ・ラ シと ンゲ ラ ・ラ シの父 系 子 孫

は,リ セ ・デ トゥ地 域 の 外 に 土地 を獲 得 し,あ た ら しい政 治 共 同 体(リ セ地 域)を 創

設 した のだ った。 そ のた め に ウ ォダ ・ラ シと ンゲ ラ ・ラ シの 父 系 子孫 の う ちで,リ セ

・デ トゥ地 域 に す む もの は,現 在で もほ と ん どい な い の だ とい わ れ る。

　 以 上 の よ うな 説 明 か らあ き らか な よ う に,リ セ ・デ トゥ地 域 の 基 本 的 な構 成 は,先

住 者 で あ る 「妻 の与 え手 」(ine　ame)と,来 住者 で あ る 「妻 の 受 け手 」(ana　 embu)と

の婚 姻連 帯(wuru mana)を 基 盤 に して い る。 だが,こ れ と お な じよ う な構 成 は,リ

セ地 域に もみ られ るので あ る。

　 話 は こみい って くるが,リ セ地 域 の 領地 は,つ ぎに のべ るよ う な11の タナ に 区分 さ

れ る。a)タ ナ ・ トゥー ・ヘ ンダTana　 Tu　 Henda,　 b)タ ナ ・レ ラ ・バ リTana

Lera　 Bari,　 c)タ ナ ・クネ ・マ ラTana　 Kune　 Mara,　 d)タ ナ ・ン ゴ ンデTana

Nggonde,　 e)タ ナ ・ラ トゥ 。ジ ャジ ャ ・ワル ・ジ ャジ ャTana　 Ratu　 Jaja　 waru

Jaja,　 f)タ ナ ・ラ ンデTana　 Lande,9)タ ナ ・フ ブ ・ラ シTana　 Hubu　 Rasi,　 h)

タ ナ ・ウ ォ ウォTana　 Wowo,　 i)タ ナ ・ブー ・ウォ ロ ・オ ネTana　 Bu　Wolo　 One,

j)タ ナ ・ロ ガTana　 Roga,　 k)タ ナ ・ロ ウ ォ ・リボTana　 Lowo　 Libo16)。　 この11

の タ ナ の概 略 的 な 位 置 につ い て は,図2と 表1を 参 照 され た い。

　 政 治共 同体(タ ナ)の 領 地 が 数 多 くの タ ナ に 区分 され る理 由 は,こ れ らの タ ナ が,

16)も っ と くわ しい 調 査を お こな う な らば,タ ナの数 は,さ らにふ え る可 能 性 もあ る。RateNg-

9(が 村 にす むmosalakipu'u(表2参 照)は,こ の よ うな タ ナをtanasia,masapastと よ び,そ

の数 は23ほ どあ る とのべ て い た 。
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表1　 リセ地域 の領地を構成するタナ

タ ナ の 名 称 complex  po'o

Tana Tu Henda 

Tana  Lera  Bari 

Tana  Kune Mara 

Tana Nggonde 

Tana Ratu Jaja 
Waru Jaja 

Tana  Lande 

Tana Hubu Rasi 

Tana Wowo 

Tana Bu Wolo 
One 

Tana Roga 

Tana Lowo Libo

LLB 

LLB 

LKL, 
LK 

LNR 

LNR 

LKL, 
LL 

LNR 

LNR 

LKL, 
LK 

LNR 

LNR

LLB 

LLB 

LKL 

LNR 

LNR 

 LKL 

LNR

独 自

独 自

独 自

独 自

タナの概略的な
位置

Desa Lise Lowo

Boraの 北 西部 分

DesaLiseI.owo
Boraの 南 東 部 分

DesaTaniWoda

ほぼ全 体

DesaWoloLeleA

の 全体

DesaDetuPera

とDesaWolo
Sambiの ほ ぼ全 体

とDesaWatu
Nesoの 北 部 分

Desa Hanga Lande

DesaTou,Desa

KotaEamの ほぼ

全 体

DesaWatuNeso

の 南 部分

DesaLiaBeke

の西 部分

DesaTaniWoda

の南 東部 分

DesaLiaBekeの

東 部 分

DesaDetuPera

の南 東部 分

タナの先住者

トゥー ・ヘ ンダ人

(AtaTuHenda)

トゥー ・ヘ ンダ人

(AtaTuHenda)

ク ネ ・マ ラ人

(AtaKun6Mara)

マ ング氏 族

(AnaMangu)

RatuJ句aとWaru

Jajaと い う人 物 を

長 とす る集 団

Am6Kokaと い う

人 物 を 長 とす る集

団

TodawiwiRia

と い う人物 を長 と

す る集 団

ン ド リ地 域 の 人 々

(AtaNdori)

NdikoMinggoと

い う人 物 を長 とす

る集 団

マ ング氏 族

(AnaMangu)

ブ ー地 域 の人 々

(AtaBu)

タナの獲得に功
績のあった人物

WodaPulaと
Wang96Mb6t6

L〔≡raBari

WodaPulaと

Wang9壱Mb6t6

WodaPulaと

Wang96Mb6t6

WodaPulaと

Wang96Mb6t6

Dosi Woda 

 Senda Tani

Mb6t6Pegoと

い う ワ ンゲ 氏 族

(AnaWang96)
の成 員

WodaPulaと

Wang96Mb6t6

 Benda Woda 
Pula  L Ndori 

 Wangge 

Mali Du'a

 LLB---=Lise Lowo Bora,  LNR=Lise  Nggonde Ria,  LKL=Lise Kuru  Lande,  LK=Lise Kuru, 

 LL=Lise  Lande

かつ て は個 々に 独 立 した 政 治 共 同体 の 領地,も し くはそ の一 部 で あ った こ とを しめ し

て い る。 つ ま り,リ セ地 域 の領 地 は,上 記 の よ うな11の タナ を,ウ ォダ ・ラ シWoda

Rasiと ンゲ ラ ・ラ シNgera　 Rasiの 父 系 子孫 が,ひ とつ の 政 治共 同体 の 領 地(つ ま

り リセ地 域 の 領 地)と して統 合 した ものに ほか な らな い。

　 この11の タ ナに は,そ れ ぞれ 先 住 者 が いた わ けで あ るが,ウ ォダ ・ラ シ と ンゲ ラ ・

ラ シの 子孫 は,多 くの 場合,こ の先 住 者 を追 放 す る こ とに よ って,タ ナを 獲 得 した の

だ とい わ れ る(表1,図4参 照)。 しか しな が ら,リ セ地 域 が,タ ナ ・ン ゴ ロを構 成

す る2つ の要 素(先 住者 で あ る妻 の与 え 手 と 来 住者)の 一 方 を か い た,特 異 な 政 治共

同体 と して と らえ る こ と はあ や ま りで あ る。 な ぜ な らば,来 住者(ウ ォダ ・ラ シと ン

ゲ ラ ・ラ シの 子孫)は,土 地 を獲 得 したあ とで,住 民 の数 を ふ や す た めに,そ の 妻 の
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受 け手 を リセ地 域 に す まわ せ,か つ て の先 住者 と お な じよ うに,妻 の与 え 手 と して の

土 地 の所 有者 に な って い るか らで あ る。　 .

　 図4の な か の ン ビ ピ氏 族(Embu　 Mbipi)な ど は,そ の典 型 的 な 例 だ とい え るが,

お な じよ うな例 は,ほ か に も数 多 くあ り,の ち ほど の べ る よ うに,村 落 共 同体(maki)

の 内部 に は,か な らず とい って よ い ほ ど,首 長 を代 表者 とす る ウ ェ ワ ω6ωα(村 落 共 同

体 の 領 地 を所 有 す る首 長 を 代 表者 とす る父 系 リネ ー ジ)に 対 して妻 の受 け手 の 関係 に

た つ 男性 た ち(と そ の 妻 子)が 居 住 して い る。

　 だ が,タ ナ ・ク ネ ・マ ラTana　 Kune　 Maraの 場合 の よ うに,リ セ地 域 に 併 合 され

たに もか か わ らず,先 住者 で あ る クネ ・マ ラ人(Ata　 Kune　 Mara)は 追 放 され な か っ

た例 もあ る。 現 在 で も,ク ネ ・マ ラ人 の 代表 者 は,モ サ ・ラキ ・イ ネ ・ア メmosa　 laki

ine　ame(妻 の 与 え手 と して の首 長)と して,タ ナ ・ク ネ ・マ ラの 少 な くと も 半 分 を

所 有 し,そ こに 居 住 を つ づ け て い る17)。 そ して,も う半 分 は,ク ネ ・マ ラ人 に 対 して

妻 の 受 け手 の 関係 に た つ ウ ォダ ・プ ラWoda　 Pulaの 父 系 子 孫 に よ って所 有 され て い

るの で あ る。

　 また,タ ナ ・ロ ガ(表1参 照)の よ うに,先 住 者 で あ るマ ング 氏族(Ana　 Mangu)

は,一 度 追放 され たに もか か わ らず,タ ナ ・ロガ に お い て凶 作 が つ づ い た た めに ・ よ

び もど され るに い た った とい う例 もあ る。 そ して,よ び もど され た の ち,マ ング氏 族

は,ン ベ テ ・ワ ンゲMbete　 Wanggeと セ ンダ ・ウ ォダ ・プ ラSenda　 Woda　 Pula

に妻 を あた え る こ とで,ウ ォダ ・ラ シWoda　 Rasiの 父 系 子 孫 に 対 して妻 の与 え手 の

関係 に たつ こ とに な った ので あ った(図4参 照,た だ し図4で は,Senda　 Woda　 Pula

と マ ング氏 族 との 関係 は省 略 され て い る)。

　 1・1・3首 長

　 首 長 の地 位 に つ い て のべ る まえ に,タ ナ ・リァtana　 riaと タ ナ ・ロ オtans　 GO'Oの

区分 につ いて 説 明 して お く必 要 が あ る。 上 記 の11の タ ナは,タ ナ ・リァ とタ ナ ・ロオ

とい う2種 類 の タ ナ に 区分 され る。 タ ナ ・リア(大 きな 土地)と タ ナ ・ロ オ(小 さ な

17)図4に しめ され て い るよ うに,mosalakiineame(妻 の与 え手 の首 長)とm・salaki pu'u(根

本 の首 長)は,妻 の与 え 手 と妻 の受 け手 の 関係 に た って い る 。 リオ 族 の政 治 共 同体 は,こ の 両

者 の連 帯 関係 を 中心 に構 成 されて い る場合 が多 く,筆 者 は,TanaWoloJita,TanaNggela

(図12で はW・Djita,Nggelaと 表 記 され て い る),TanaBu(図2参 照)に お い て,こ の種 の

連 帯 関 係 が重 視 されて い るの を確 認 して い る 。お な じこ とは,青 木 と山 口 の調 査地 域 に つ い て

もいえ る[青 木1986a;山 口1983]。 これ は,東 イ ン ドネ シア の各 地 か ら報 告 され て いる,

いわ ゆ る 二 重 主 権(dualsovere三gnty)の システ ム[CuNNINGHAM1965;FoRTH1981;Fox

(ed・)1980;小 池1985;VANWOUDEN1968]に つ な が る もの と考 え られ る。 だ が,リ セ地 域

で は,mosalakiineameとmosa laki pu'uと の連 帯 関係 は,政 治共 同体 の全 体 的 な構 成 の な か

で,ど ち らか と い う と周 辺 的 な要 素 にな って い る。
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土 地)と い う名 称 が 示 唆 す る よ うに,タ ナ ・リア は,た しかに タ ナ ・ロオ よ り も大 き

い。 だ が,タ ナ ・リァ とタ ナ ・ロ オ の分 類基 準 は,土 地 の 面 積 の広 狭 に あ るので は な

い。 タ ナ ・リアと は,タ ナ を獲 得 す るた めに協 力 しあ った 複数 の 人物 の う ちの1人 が,

他 の者 か ら指 名 されて,そ の所 有 者 と な った よ うな タ ナを 意 味 す る。 具 体 的 に は,タ

ナ ・ トゥー ・ヘ ンダ,タ ナ ・レ ラ ・バ リ,タ ナ ・クネ ・マ ラ,タ ナ ・ンゴ ン デ,タ ナ

・ラ トゥ ・ジ ャ ジ ャ ・ワル 。ジ ャ ジ ャ,タ ナ ・ラ ンデ,タ ナ ・フ ブ ・ラ シが,こ れ に

あ た る。 これ に 対 して,タ ナ ・ロオ と は,他 者 に よ って指 名 され る こ とな しに,あ る

人 物 が所 有 す る こ とに な った タナ を 意 味 し18),タ ナ ・ウ ォ ウォ,タ ナ ・ブ ー ・ウォ ロ

・オ ネ,タ ナ ・ロガ,タ ナ ・ロ ウ ォ ・リボ が,こ の タ ナ ・ロ オに あ た る。

　 だ が,こ こで 強 調 して おか な け れ ば な らな い の は,数 多 くのタ ナに 区 分 され て は い

て も,リ セ地 域 の領 地 が全 体 と して の ま とま りを もって い ると考 え られ て い る こ とで

あ る。 この こと は,タ ナ ・ロオ をふ くむ リセ地 域 の全 体 が,エ コ ・タ ケ ・ トラ ・ンダ

レ,ウ ル ・ソエ ・エ ン ド ・ンバ ウ ェeko　take　Tola　 Ndale,　 ulu　soe　Endo　 Mbawe(直

訳:尾 は トラ ・ンダ レに か け られ,頭 は エ ン ド ・ンバ ウ ェに む す ば れ てい る;意 訳:

表2　 リ セ 地 域 の 主 な 首 長 た ち

地 位 名

a)モ サ ・ ラ キ ・プ ウ

　 　 mosa　 laki　pu'u

b)リ ア ・ベ ー ワ

　 　 ria　bewa

c)モ サ ・ ラ キ ・イ ネ ・ア メ

　 　 moss　 laki　ineα 襯ど

d)モ サ ・ラ キ

　 　 mosa　 laki

e)モ サ ・ラ キ

　 　 mosa　 laki

f)リ ア ・ベ ー ワ

　 　ria bewa

9)モ サ ・ラ キ

　 　 mosa　 laki

h)モ サ ・ ラキ ・ヘ ベ ・サ ニ

　 　 mosa　 laki　hebe　sani

地位名の訳

根本の首長

大きく長い

妻の与え手の首長

首長

首長

大きく長い

首長

最下流域の首長

地位につ いた初
代の人物

Woda Pula 

 Wangge  M  bete 

 Pedha Gawi 

 Lera  Bari 

Pongo  Wangge 

Dosi Woda 

 Le'u  Wangge 

 Senda Tani

現在の後継者が
居住する村

Rate Nggoji 

Wolo  Lele 

Fata Ndopo 

Bela Nggo 

Wolo  Lele B 

Mula Watu 

Wolo  Lele B 

Watu  Neso

18)た とえば,タ ナ ・ロウォ ・リボは,マ リ ・ドゥァMali　 Du'a(図4,表1参 照)が 独 力で獲

得 した領地であり,ま た,す で にのべたように,タ ナ ・ロガは,凶 作がつづいたためによび も

どされた先 住者であるマ ング氏族(Ana　 Mangu)に よ って所有 されている。
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領 地 の 南端 は トラ ・ンダ レまで で あ り,領 地 の北 端 は エ ン ド ・ンバ ウ ェま で)と 表 現

され,他 の 政 治共 同体 の 領地 と は っ き りと区分 され る こ とか ら もわ か る。

リセ地 域 に は,現 在 の と こ ろ83も の 首 長 の地 位 が あ る。 しか しなが ら,真 の意 味 で

首 長(mosalaki,物 屍ωの と よぶ ことの で き るの は,こ の83の 地 位 の う ちの8つ に す

ぎず,そ の 他 の 首 長 は,ハ ゲ ・リァhageriaや ハ ゲ ・ロオhagelo'o(こ の両 者 は,

ボゲ ・ハ ゲbogehageと 総称 され る)と よば れ る副 次 的 な 首 長 に す ぎ ない。

この 区 別 は,上 記 のタ ナ ・リア と タ ナ ・ロオ の 区分 と密 接 な 関連 を もって い る。 つ

ま り,タ ナ ・リア を所 有 して い るのが,モ サ ・ラ キmosalakiな い しは リア ・ベー ワ

晦 醒ωαで あ り,そ の他 の副 次 的 な首 長 は,タ ナ ・ロ オ を所 有 す る首 長で あ るか,も

し くは,タ ナ ・リア の なか で,モ サ ・ラ キ も し くは リァ ・ベー ワと の協 力 関 係 を た も

ち,こ の 関 係 の な かで な ん らか の役 割 を あ た え られ て い る。

モサ ・ラ キ,リ ア ・べ 一 ワと 総称 され る8つ の首 長 の地 位 の う ち,表2のa,b,c,

d,e:は,ウ ォ ダ ・プ ラWodaPulaと ワ ンゲ ・ンベ テWanggeMbete(図4参 照)

が 中心 に な って リセ地 域 の 領地 を急 速 に 拡 大 して い った,リ セ地 域 の創 設 期 に成 立 し

た地 位 で あ り,の こ りの3つ(す な わ ち 表2のf,9,h)は,の ち の時 代 に 成 立 した

もの なの だ とい わ れ る。 首 長 の地 位 名,そ の 訳,首 長 の地 位 に つ い た初 代 の人 物 名,

お よ び現 在 の 後継 者 が 居 住 す る村 落 に つ い て は 表2と 図2を 参 照 され た い。

この8つ の 首 長 の地 位 は,図4に しめ され て い るよ うに,初 代 の 首 長 の父 系 子孫 に

よ って,代 々継 承 されて(matasapi,ω ぬ3α ρの 現 在に いた って い る。 ま た土 地 の分

割 相続(bagi,8加 ωの は ま れ に しか お こ なわ れ な い た め に,首 長 の所 有 す る領 地 は,

さ ほ ど 目減 りす る こと な く相 続 されつ づ けて きて お り,現 在 で も,こ の領 地 を慣 習法

的 に お さめ て い るの は 首 長だ とい え る。1・1・1で ふ れて おい た 村 落 共 同体(maki)

と は,ひ と りの 首 長に よ って所 有 され,か つ お さ め られ て い る領 地 の全 体 に ほ か な ら

な い。 した が って,村 落 共 同 体 は,先 ほど のべ た11の タ ナ とか さな りあ う場合 が多 い

わ けで あ るが,い くつか の例 外 もみ と め られ る。

た と えば,タ ナ ・ トゥー ・ヘ ンダ は,現 在,ワ ンゲ 氏 族(AnaWangge)の2人 の

首 長 に よ って 共 同 で所 有 され,か つ お さめ られ て い る(図4参 照)例 な ど を あ げ る こ

とが で き るが,の ち ほ どの べ るマ キ ・ン ドリ ・ワ ンゲMakiNdoriWanggeも,こ の

よ うな例 外 の う ちの ひ とつ だ とい え る。

ま た,タ ナ ・ラ ンデ は,図4に しめ され て い るよ うに3名 の 首 長 に よ って共 同所 有

され て い るが,か れ らは,そ こに 居住 して お らず,ス イ ・ トゥ ウ,ダ ラ ・マ ジ ャszci

tu'u,dharamaja(直 訳:燥 製 に して 乾燥 させ,乾 か して 干 しあ げ る;意 訳:首 長 に あ
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た え られ る肉 を 乾 燥 肉に した うえ で 首 長に と ど け る役 目)と よ ばれ る代 行者 を す ま わ

せ て い る。 した が って,タ ナ ・ラ ンデ は3つ の村 落 共 同 体 の いわ ば 「飛 び地 」 に な っ

て い るわ けで あ るが,タ ナ ・ラ ン デの 人 口 が ふ え は じめ た の は,比 較 的 近年 の こ とで

あ り,そ の き っか け は,1950年 代 に お こなわ れ た移 民で あ った。 つ ま り,タ ナ ・ラ ン

デ を所 有 す る首 長 の居 住 す る村,と りわ け ウ ォ ロ ・レ レWolo　 Lele村 と ム ラ ・ワ ト

ゥMula　 Watu村 か らの移 民 が お こな わ れ,現 在 のDesa　 TouやDesa　 Kota　 Baru

(図2参 照)に ひ ろ が って い た 無 人 の荒 野 が 開 墾 され,水 田が 造 成 され て い った ので

あ る19)。

　 1・1・4　 ハ ゴ ・ワ ウ ォ

　 これ まで に の べ た首 長 は,す べ て 男 性で あ るが,ハ ゴ ・ワ ウ ォ 加80ω 伽oと よ ば れ

る女 性 の首 長 に つ い て もふ れ て お く必要 が あ る。 そ れ とい うの も,ハ ゴ ・ワ ウ ォは,

リセ ・ン ゴ ンデ ・リアで お こな わ れ るポ オ ・リアの 儀 礼(後 述)に おい て,重 要 な 役

割 を は たす か らで あ る。 ハ ゴ ・ワ ウ ォの起 源 につ い て は,つ ぎ の よ うな 口頭伝 承 が つ

た え られ て い る。

初 代 の ハ ゴ ・ワ ウォ は,ウ ォダ ・プ ラWoda　 Pulaの 長 女,ケ ワ ・ウォダKewa

Wodaで あ った(図4参 照)。 ウ ォダ ・プ ラは,ワ ンゲ ・ンベ テWangge　 Mbeteと

協 力 しあ って,リ セ地 域 の領 地 を 飛 躍 的に 拡 大 した(表1参 照)英 雄 的 な 存 在 で あ り,

4人 の子 供 た ち　 長女 の ケ ワ ・ウ ォダ,長 男 のタ ニ ・ウォ ダTani　 Woda,次 男 の

セ ンダ ・ウ ォダ ・プ ラSenda　 Woda　 Pula,三 男 の ドシ ・ウ ォダDosi　 Woda　 の

すべ て を 首 長 に す るつ も りで あ った 。 だ が,ウ ォダ ・プ ラは,こ の計 画 を 実 現 す るま

えに 他 界 し,ケ ワ ・ウ ォダ は,ド シ ・ウ ォダ と と もに くら して い た。

　 あ る と き,ド シ ・ウ ォダ は,他 の 政 治 共 同体 と戦 争 を お こな う ことに な り,リ セ地

域 の外 に 援 軍 を も とめ た。 そ の か い あ って,ド シ ・ウ ォダ は勝 利 を お さ め,領 土 を 手

に いれ る こ とが で きた20>。 だ が,援 軍 に きた者 の なか か ら数 多 くの戦 死 者 が で た 。 そ

の た めに,　 ドシ ・ウ ォダ は,戦 死 者 の代 償(pati　 toko　tuka)の 支 払 い を もと め られ た

が,そ の額 は,ド シ ・ウォダ の支 払 い 能 力 を こえて い た。

19)こ の移民は,現 在おこなわれつつあるイ ンドネ シア政府主導の移民 とはことな り,人 々の自

発 的な意志 にもとづ き,政 治共 同体の内部でお こなわれた移民であ った。マキ ・ンドリ・ワン

ゲを例にあげると,1950年 代か ら1960年代 にかけて,人 口の約半分が,DesaKotaBaru(図

2参 照)に 移住 してい った。

20)奇 妙な ことに,こ の領地が現在の リセ地域内のどの部分にあたるのか,そ れか らまた,ド シ
・ウォダがどこに援軍を もとめたのか という点につ いて,は っきりした知識を もってい る者は

少な く,ま た,こ の点に関する口頭伝承 は,さ まざまな内容を もっている。
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　 そ して,あ る 日の こと,と う と う30人 の 男 た ちが や って きて,戦 死 者 の 代 償 の と り

た て に かか っ た。 だ が,そ の夜,ケ ワ ・ウ ォダ は,ド シ ・ウ ォダ を たす け るた め に30

人 の 男 を誘 惑 し,そ の全 員 と性 交 を お こな った。

　 翌朝,男 た ちが ふ た た び戦 死 者 の代 償 を も とめ は じめ る と,ケ ワ ・ウォ ダ は,「 す

で に支 払 い はす ん で い るで は な いか 」 とい って,男 た ちを 追 い は ら った。 この功 績 の

ゆ え に,ケ ワ ・ウ ォダ は,ハ ゴ ・ワ ウ ォに な った ので あ る。

　 1・1・3で のべ た男性 首 長 の地 位 は,父 系 的に 継 承 され るのに ひ きか え,こ のハ

ゴ ・ワ ウ ォの地 位 は,母 系 的 に継 承 され るの が な らわ しで あ った。 つ ま り,ハ ゴ ・ワ

ウ ォ は,と りわ け ポ オ とい う儀 礼(後 述)が お こな われ る6日 の あ い だに,不 特定 多

数 の 男 性 と性 的 な 関係 を も ち,次 世 代 の後 継 者 を 再 生 産 して い た の だ とい われ る。 し

か しな が ら,現 在 で は,こ う した こと は お こな わ れ な くな り,ま た,ハ ゴ ・ワ ウ ォは,

正 式 の 夫 を もつ よ うに な って い る。

　 ハ ゴ ・ワ ウ ォ とい う名 称 はsポ オ とよ ば れ る儀 礼(後 述)で ハ ゴ ・ワ ウ ォが お こな

う 「山 も りに され た米 の頂 上 部 分 」(ワ ウ ォ)を 「つ か み と る」(ハ ゴ)行 為 に 由来 す

るの だ とい わ れ,こ の よ うな 行 為 は,儀 礼言 語 で は ハ ゴ ・ワ ウ ォ,ト ウ ・ンボ トゥ

hago wawo to'u mbotu(直 訳:上 の 部分 を つ か み と り,山 の 部分 を つ ま み と る;意

訳:も られ て い る飯 な どに 最 初 に 手 を つ け る)と 表 現 され る。 だが,こ の 儀 礼言 語 は,

「処 女 を うば う」 こと の娩 曲 表 現 と して も もち い られ,ま た,ン ボ トゥは,「 山 」 を 意

味 す るば か りで な く,ク リ トリス(li'e)の婉曲 的 な表現 で もあ る。 以 上 の よ うな概 略

的 な記 述 か ら も,ハ ゴ ・ワ ウ ォと い う女 性 の 首 長 は,「 性 」 と密 接 な むす び つ きを も

って い る こ とが 理 解 され よ う21》。

21)以 上のよ うな政治共同体の構成 に関する記述 は,あ くまで も暫定的な ものである。 リセ地域

の内部構成 は複雑 であ り,と りわけ首長間の階層 関係や相互関係について語ることはきわめて

むずか しい。その最大の理 由は,首 長間の競合 ・敵対関係であ る。 リセ地域の内部構成 は,口

頭でつたえ られて いる リセ地域の創設 か ら現在にいたるまでの 「歴史」 と密接 な関係を もって

いる。だが,そ の内容は,首 長間の競合 ・敵対関係を反映 し,話 者 ごとにことなっているとい

って も過言ではない。そ して,こ のような現象は,今 後 さらに顕在化 してゆ くように思 われ る。

それ というのも,過 去 においては,首 長間の位階序列に,社 会的な承認をあたえる儀礼 が頻繁

にお こなわれていたが,現 在,こ のよ うな儀礼は,ま れ にしかお こなわれな くな っているか ら

であ る。

また,も うひ とつだけ理由をあげて お くと,交 通手段 といえば徒歩 にたよ るほかな く,ま た,

千 メー トル前後の山々がつ らなる リセ地域 は,1人 の研究者 が調査をおこな うには,あ まりに

も広大だ ということである。 リセ地域の南端か ら北端にいたるには,ど んなに急いで も2日 は

かかり,雨 のなかを歩 くと4日 はかか って しま う。 したが って,遠 方の地域 に関す る情報は,

どう して も不足が ちにな る。だが,お な じことは,リ セ地域 の人 々にと って もいえるはずであ

る。つま り,「 歴史」 に通暁 してい るといわれる首長で も,遠 方の地域 に関する 「歴史」 につ

いては,あ やふやな知識 しか もって いない場合が多いのである。
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　 1・1・5　 村 落 共 同体

　 つ ぎ に,マ キ ・ン ド リ ・ワ ンゲ を例 に と り,村 落共 同 体(maki)の 内部構 成 を概 観

す る こ とに しよ う22)。

　 ワ ンゲ ・ンベ テWangge　 Mbeteに は,ン ベ テ ・ワ ンゲMb6t6　 Wang96,セ ンダ

・ワ ンゲSenda　 Wangge
,ン ド リ ・ワ ンゲNdori　 Wanggeと い う3人 の 息子 が い た

(図4参 照)。 この3人 の 息 子 の う ちで,当 初,ワ ンゲ ・ンベ テか ら リァ ・ベ ー ワ の地

位 とタ ナ ・ンゴ ンデの 所 有権 を うけつ い だ の は,長 男 の ンベ テ ・ワ ンゲ で あ っ た。 だ

が,ン ベ テ ・ワ ンゲ の息 子 と ンベテ ・ワ ンゲ の何 番 目か の妻 が 近 親 相 姦 とい う重大 な

罪 を おか した た め に,リ ア ・べ 一 ワの地 位 は,三 男 の ン ド リ ・ワ ンゲ に 継 承 され,ン

ベ テ ・ワ ンゲ の息 子 と セ ンダ ・ワ ンゲ に は,ハ ゲ ・ロ オhage　 lo'o(副 次 的 な首 長)の

地 位 が あ た え られ る こ とに な った(図4参 照)。 そ して,タ ナ ・ンゴ ンデ の大 部 分 は,

ン ド リ ・ワ ンゲ に あ た え られ,の こ りの 部分 が ンベ テ ・ワ ンゲ の 息子 と セ ンダ ・ワ ン

ゲ に 分 与 され た。

　 こ う して,マ キ ・ン ドリ ・ワ ンゲMaki　 Ndori　 Wangge,マ キ ・ンベ テ ・ワンゲ

Maki　 Mbete　 Wangge,マ キ ・セ ンダ ・ワ ンゲMaki　 Senda　 Wanggeと い う3つ

の村 落 共 同体 が成 立 した わ けで あ るが,現 在,こ の3つ の 村 落共 同体 は,Desa　 Wolo

Lele　 Aと い う 行 政 村 と 重 な り あ って お り,ヨ

ハ ニ ス ・ワ ン ゲYohanis　 Wanggeと い う人 物

が,こ の 行 政 村 の 村 長 を 長 き に わ た っ て つ と め

て い る(図7,表10参 照)。

　 村 落 共 同 体 の な か に は,い くつ か の 村(nua)

が 存 在 す る。 具 体 的 に の べ る な ら ば,マ キ ・ン

ド リ ・ワ ンゲ に は,ウ ォ ロ ・レ レWolo　 Lele,

ア エ ・ トゥ ン グAe　 Tungu,ウ ォ ロ.フ ァ イ

Wolo　 Fai,テ ボ ・ラ カTebo　 Laka,ウ ォ ロ ・

ム デWolo　 Mude,オ ト ・パ ウOto　 Pau,カ ジ

ュ ・マ ニKaju　 Mani,ウ ォ ロ ・ボ ァWolo　 Boa

と い う8つ の 村 が 存 在 し,マ キ ・ ン ベ テ ・ワ ン

ゲ に は,ウ ォ ロ ・ベ トWolo　 Bheto,パ ゥ.べ

一 ワPau　 Bewaと い う2つ の 村 が 存 在 す る
。 図5　 Desa　Wolo　 Lele　Aの な か の村 々

22)こ の村 落 共 同体(maki}と は,リ オ族 に 関す る筆者 の他 の 論文 で は,半 自律 的領 地 とよ ばれ

て い た もので あ る 。儀礼 言 語 で は,tanaboggyno'e,watugetogene(土1片,石1切 れ)と 表現 さ

れ る。
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図6ウ ェ ワ ・ ン ド リ ・

表3DesaWoloLeleAの 人 口

村 名

Wolo  Lele 

 Ae Tungu 

Wolo Fai 

Tebo Laka 

Wolo  Mude 
Oto Pau 

Kaju Mani 

Wolo Boa 
Wolo Bheto 

Pau  Bewa 

Wolo  Lele Lo'o

家屋数

21 

21 

10 

22 

9 

10 

10 

9 

29 

2 

1

144

男性居住者

57

46

22

56

28

18

28

29

53

7

3

347

女性居住者

60 

53 

21 

66 

31 

24 

25 

31 

77 

8 

5

401

村内居住者

117 

99 

43 

122 

59 

42 

53 

60 

130 

15 

 8

748

そ して,マ キ ・セ ンダ ・ワ ンゲ に は,ウ ォ ロ ・レ レ ・ロ オWoloLeleLo'oと い う

村 が ひ とつ だ け 存 在 す る(図5参 照)。 各村 の人 口 は,表3に しめ され て い る とお り

で あ る。

概 略 的 に のべ る な らば,マ キ ・ン ドリ ・ワ ンゲ とい う村落 共 同体 に 居 住 す る人 々は,

つ ぎに のべ る よ う な3つ の カ テ ゴ リーに 分 類 で き る。

a)そ の第1番 目の もの は,リ ア ・べ一 ワで あ る と 同 時に マ キ ・ン ド リ ・ワ ンゲ と

594



杉島　　リオ族における農耕儀礼の記述と解釈

ワ ン ゲ の 内 部 構 成

い う村 落 共 同 体 の長 で あ る23),ヤ コブ ・ン ドリ ・ワ ンゲYacob　 Ndori　 Wangge(図

4,図7参 照)を 代 表者 とす る,ウ ェ ワ ・ン ドリ ・ワ ンゲWewa　 Ndori　 Wanggeと

よ ばれ る ウ ェ ワwewa(父 系 リネ ー ジ)の 男 性成 員 と そ の 妻 とい っ た 関係者 で あ り,

この カ テ ゴ リーに属 す者 が,村 落共 同体 に 居 住 す る人 々 の か な りの部 分 を しめて い る。

そ して,図6,図7に しめ されて い る よ うに,ウ ェ ワは,数 多 くの トゥ カtuka(サ ブ

・リネー ジ)に 区 分 され て い る。

　 b)村 落共 同体 に は,他 の政 治 共 同 体 や村 落 共 同体 か ら他所 者 が や って きて すみ つ

い た り,そ の父 系 子 孫(と そ の妻)が い く世代 に もわ た って居 住 をつ づ けて い る例 が

か な り一般 的 に み られ る(図8,9,10参 照 と と もに,図7も 参 照 さ れ たい。 なぜ な

らば,図7に は,ウ ェワ ・ン ド リ ・ワ ンゲ の女 性 と結 婚 し,妻 方居 住 をつ づ け る,他

の政 治 共 同 体 や村 落 共 同体 の 出身者 が 数 多 くえ が き こ まれ て い るか らで あ る)。

　 か れ らが,マ キ ・ン ド リ ・ワ ンゲ にや って きた 理 由 は,さ ま ざまで あ り,ま た,ウ

23)村 落 共 同体 の 長 は,tekeria,faingga'dと よ ばれ る。tekeriaと は,「 大 きな ものを に ぎる」 と

い う ほ どの意 味 で あ り,ま た,faingga'eは,faiを 「女性 と結 婚 す る」 こ とを意 味 す る動 詞 と

考 え るな らば,「 土 地神 と結 婚 して い る」 とい う意 味 にな る 。だ が,こ の よ うな翻 訳 は,か な

らず しも正 し くな い と考 え られ る。 それ と い うの も,調 査期 間 中,筆 者 は,faingga'4と い う

表 現 の意 味 につ い て,何 度 も人 々 にたず ね た が,あ る者 は,「 土 地 の所 有 者(tuantanah,イ ン ド

ネ シア語)の ことで あ る」 との べ た り,べ つ の 者 は,「 村 落共 同体 に 居住 す る 人 々 の生活 に対

して責 任 を もち,"人 々を コ コヤ シや パ ラ ミツの よ うに世 話 をす る"(tirongerenio,pamangere

naka)者 の こ とであ る」 と説 明す る だけ だ ったか らで あ る。 だ が,こ の翻 訳 は,完 全 にま ちが

って い る ので はな い。 この微 妙 な 問題 につ いて は,3・1・16を 参 照 され たい 。
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エ ワ との 関 係 も,マ キ ・ン ド

リ ・ワ ンゲ に や って きた 当初 は,

さまざ まで あ った。 しか しなが

ら,こ の よ うな理 由や 関係 に も

とつ い て,か れ らを い くつ か の

カ テ ゴ リーに分 類 す る こ と は無

意 味で あ る。 なぜ な らば,か れ

らと ウェ ワの 成 員 と の あい だ に

は,婚 姻 連 帯 の 関係 が重 層 的 に

と りむ すば れ て お り,こ の 関係

の な かで,か れ らは,お お むね

ウ ェ ワに対 して 妻 の 受 け手(や

妻 の 受 け手 の さ らに そ の妻 の受

け手)の 関係 に た って い るか ら

で あ る24)。

c)以 上 で のべ た2つ の カ テ

ゴ リーの ほか に,村 落 共 同 体 に

は奴 隷 層(ataho'o)の 父 系 子孫

(と そ の妻)が 居 住 して い る(図

11参 照)。 しか しなが ら,そ の

数 は,し だい に 減 って きて お り,
図8　 パ テ ィ氏 族(Ana　 Pati)

か れ らの 出 自が 口に され る こ と は,は ばか られ る よ うに な って い る。 か れ ら とそ の主

人 との 関係 は,現 在 に お い て も緊 密 で は あ るが,そ の 関係 は,他 の 村 人 とか わ る と こ

ろの な い互 酬 的 な性格 の ものに か わ って きて い る25)。

以 下で は,bとcの カテ ゴ リー に属 す 者 た ち を 一括 して,「 ウェ ワの 関 係者 」 と よ

ぶ こ とに しよ う26)。 な お,図7,図8,図9,図10,図11で は,世 帯 主(既 婚 の 男 性,

24)リ オ族 の 婚 姻連 帯 の 体 系 につ い て は,い ず れ 機 会 を あ らた め て,全 面 的 な報 告 と分析 を お こ

な う予定 で あ る[cf.杉 島1987f]。

25)事 実 か ど うか は と もか く,ピ ウス ・ラ シ ・ワ ンゲPiusRasiWangge(図7参 照)がTana

KunuLimaと よば れ る1andschapの 長(radja)と な って か ら(1・1・7参 照),奴 隷 の 売

買 は禁 止 され,ま た,奴 隷 は解 放 され たの だ といわ れ る。 な お,ピ ウス ・ラシ ・ワ ンゲ が,タ

ナ ・ク ヌ ・リマ の長 にな った の は,1914年 の こ とで あ った[SUCHTELENl921:85]。

26)リ オ語 に は,こ の 「ウ ェ ワの関 係者 」 とぴ った り と重 な りあ うよ うな 表 現 は な いよ うに思 わ

れ る。 多少 な り とも一 致 す る の は,ク ヌkunuで あ るが,こ れ は ウ ェワの成 員を もふ くむ 曖 昧

な概 念 で あ る。
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記 号 の 説 明

▲ ンバマmbama儀 礼の参加者

鼻 の 死者

癸=○ 世帯主 は死亡 したが妻は健在

△ 一 〇 婚資の支払 いをともなわない腔関係

一 養取 関係

_一 レ 土釜(ρ040mbama)の 相続過程

一 レ 婚資の支払い者 と婚資の支払 いの対

象 となった女1生との関係 を しめす。

その女性の生んだ子供 は,婚 資の支

払い者の集団に帰属す る。

〔1〕 同一人物

〔2〕 同一人物

〔3〕 同一人物

(p～)土 釜(ρ040)の 番 号

〈WL>Wolo　 Lele村 に居 住

〈AT>Ae　 Tungu村 に 居住

<WF>Wolo　 Fa1村 に 居住

〈TL>　 Tebo　 Laka村 に居 住

<WM>Wolo　 Mude村 に居 住

〈OP>　 Oto　 Pau村 に居 住

<KM>Kaju　 Man1村 に居 住

〈WO>Wolo　 Boa村 に居 住

図7　 ウ ェ ワ ・ン ド リ・ワ ン ゲ と そ の 関 係 者



杉島　　リオ族における農耕儀礼の記述と解釈

図9　 ワ ン ゲ 氏 族(Ana　 Wangge)

お よ び父 に か わ って母 や キ ョ ウダ ィを 養 う未 婚 の男 性 を ふ くむ)間 の 出 自関 係 に焦 点

が あて られ て お り,世 帯 の 内部 構 成 や婚 姻 連 帯 と い った さま ざ ま な社 会 関 係 は大 幅 に

捨 象 され て い る。

　 と ころで,村 落共 同体 の領 地 は,ン ゲ ボngeboと よば れ る数多 くの 区 画地 か ら な り

た って お り,そ の大半 は,村 落共 同体 の 長(首 長)に よ って 所 有 され て い る。 た だ し,

そ の一 部 は,ン ゲ ボ ・ポ ドngebo　podo(直 訳:釜 の 区画 地)　 意 訳 す るな らば,ン ゲ

ボ ・ポ ドは,「 ンバ マmbamaと よば れ る儀 礼(後 述)に 供 出す る米 を収 穫 す るた め の

区 画 地 」 と い う意味 に な るが,こ の米 が つ ね に ンゲ ボ ・ポ ドか ら収 穫 され な け れば な

らな い とい う きま りは ない　 　 と して,そ れ ぞれ の トゥカに 分 与(bagi,9加 ωの さ れ
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記 号の説明は図7を 参照

図10　 ン ビピ氏 族(Embu　 Mbipi)と その 関 係者

TMW:Tuka　 Mbete　 Wanggeの 長 に従 属

他 の 記 号の説 明 は図7を 参照

図11奴 隷層の子孫 とその関係者

て い る。 しか しなが ら,こ の ンゲ ボ ・ポ ドに 対 す る トゥカ の長(deo　 zuisu　luluあ るい

はdeo　 nitu　pa'i)の 所 有権 は,二 次 的 な もの に す ぎ ない 。 なぜ な らば,村 落 共 同体 の 長

は,ン ゲ ボ ・ポ ドを と りあ げ,他 の トゥカに 再 分 与 す る権 利 を も って い るか らで あ る。

　 だ が,ト ゥカ の成 員 た ちに と って,こ の ンゲ ボ ・ポ ドは,あ ま り重 要 な意 味 を も っ
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て い な い。 そ れ と い うの も,ン ゲ ボ ・ポ ドは,ト ゥカの成 員 た ちが永 続 的な耕 作 活 動

を お こな うに は,あ ま りに もせ まい土 地 だ か らで あ る。 そ こで 村 落 共 同体 の居 住者 た

ちは,村 落 共 同体 の 長 に願 いで た うえで,村 落 共 同体 の 長 の所 有 す る 区画 地 を ほぼ毎

年 の よ うに 耕 作 す る こと に な る。 しか しな が ら,そ の こ とに よ って,か れ らに 特 別 な

貢 租 贈与 が 課 され る こと は な い。 つ ま り,首 長(村 落 共 同体 の 長)は,あ くまで も土

地 を獲 得 した 祖 先 の ダ リ ・ニ アBari　nia(直 訳:顔 を 立 て る;意 訳:後 継 者 ・代 理 人)

と して,村 落 共 同 体 の 領地 を所 有 して い るので あ り,こ の 領 地 は,首 長(村 落 共 同 体

の 長)の 私 有 地 で はな い ので あ る27)。

　 現 在,ウ ェ ワの 成 員 と ウ ェ ワの関 係者 は,耕 地 に 関 して ほぼ 同 等 の権 利 を も って い

る とい って よ い。 しか しな が ら,後 者 は,過 去 に お いて 条 件 の 悪 い 土地(傾 斜 の急 な

土 地 や痩 せ た土 地)で 耕 作 活 動 を お こな わ な け れ ば な らず,ま た,奴 隷層 は,お もに

主 人 の耕 地 で 働 くこ とを よ ぎな くされ て い た ので あ った28)。

　 ユ・1・6　 ロ ウ ォ ・コ レ人

　 マ キ ・ン ド リ ・ワ ンゲ に は,現 在 の と こ ろ,ウ ェ ワ対 して 妻 の 与 え 手 の 関係 に たつ

集団 は存 在 しな い。 この問 題 との 関連 で,ロ ウ ォ ・コ レ人(Ata　 Lowo　 Kore)を め ぐ

る口頭伝 承 に つ い てふ れ て お くことに したい。

　 ロ ウ ォ ・コ レ人 は,別 名,ア タ ・ トゥー ・コ レAta　 Tu　 Koreと も よば れ,タ ナ ・

トゥー ・ヘ ンダ の先 住 者 で あ った トゥー ・ヘ ンダ人(Ata　 Tu　Henda,図4,表1参 照)

の一 派 と して 認 識 され て い る。 トゥー ・ヘ ンダ人 は,ウ ォダ ・プ ラWoda　 Pulaと

ワ ンゲ ・ンベ テWangge　 Mbeteに よ って タ ナ ・ トゥー ・ヘ ンダ か ら 追放 さ れ た あ

と,方 々に 離散 して い った。 だが,そ の一 部 は,ン ゲ ラ ・ラ シNgera　 Rasiの 父 系 子

孫 に よ って よび もど され,タ ナ ・レ ラ ・バ リに お ちつ くこと に な った 。 そ の 理 由 は,

ンゲ ラ ・ラ シの 父 系 子孫 に と って,ロ ウォ ・コ レ人 は,妻 の与 え手 だ った か らで あ る

　(図4参 照)29)。

　 そ れ と お な じこ ろ,ロ ウォ ・コ レ人 は,ど うい うわ けか,マ キ ・ン ドリ ・ワ ンゲ に

27)以 上のよ うな記述は,概 略的なものである。なぜな らば,土 地所有の システ ムを くわ しくし

らべてゆ くと,ウ ェワの成員の うちの何人かの者が,村 落共同体の領地の外に,ngeboledheと

よ ばれる区画地を所有 してい ることがあき らか になるか らである。 これは,戦 功の報償 として

使用権を みとめ られた土地の ように思われるが,な にぶん,そ の存在を知 ったのは,調 査の最

終段階にな ってからであり,じ ゅうぶんな資料をえることはで きな かった。

28)こ のような状況 は,村 落共 同体 ごとでがなりのちがいがあ り,一 般化することはむずか しい。

だが,少 な くとも,マ キ ・ンドリ・ワンゲにおいて,村 落共同体 の成員は,平 等にあつかわれ

ているという印象 をもった。

29)以 上は,ン ゲ ラ氏族 の成 員 とべラ ・ンゴBelaNggo村 にすむ ロゥォ ・コレ人か ら聞 いた も
のであ り,ン ドリ・ワンゲの子孫か ら,こ のような伝承を聞 くことはで きなか った。
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も居 住 して お り,ン ドリ ・ワ ンゲNdori　 Wangge(図4,図6,図7参 照)の か わ

りに,農 耕儀 礼 を遂 行 す る役 割 を に な っでい た。 現 在 ベ ラ ・ンゴBela　 Ng90村(図

2参 照)に す む ロ ウ ォ ・コ レ人 は,ン ドリ ・ワ ンゲ に と って も ロ ウ ォ ・コ レ人 は妻 の

与 え手 で あ り,ン ドリ ・ワ ンゲ の妻 は ロ ウ ォ ・コ レ人 で あ った と さえ主 張 す る。 た だ

し,こ の よ う な 口頭伝 承 を ン ド リ ・ワ ンゲ の 父 系子 孫 か ら聞 くこ とは なか った 。

　話 を もと に も どす と,マ キ ・ン ド リ ・ワ ンゲ に居 住 して い た ロ ウ ォ ・コ レ人 は,ン

ドリ ・ワ ンゲに 罵 署 雑言 を あ びせ か け,無 礼 な ふ るま いに お よぶ こ とが しば しば で あ

った。 そ こで,ン ドリ ・ワ ンゲ は,ロ ウ ォ ・コ レ人 を追 放 し,自 分 の息 子 で あ るタ ニ

・ン ドリTani　 Ndori(図6
,図7参 照)を その 後 継者(dari　 nia)に す え た。 そ の た

めに,タ ニ ・ン ド リの子 孫 で あ るプ リプ ス ・ンベ テPelipus　 Mbete(図7参 照)が,

現 在 に い た るまで,ロ ウ ォ ・コ レ人 の後 継 者 と して 農 耕儀 礼 を遂 行 して い るので あ る。

だ が,プ リプ ス ・ン ベテ は,住 所 不 定 の遊 び人 で あ るた めに,や は りタ ニ ・ン ドリの

子 孫 で あ る ヨセ ブ ・ボ カYosep　 Bhoka(図7参 照)が プ リプ ス ・ンベテ の 代 役 を つ

と め る場合 が多 い。

　 また,ロ ウォ ・コ レ人 に つ い て は,つ ぎ の よ うな伝 承 も聞か れ る。 ン ド リ ・ワンゲ

に よ って ロ ウォ ・コ レ人 が追 放 され て 数 世 代 た った の ち,ン ドリ・ワ ンゲ の孫 で あ る ン

ドリ ・ロオNdori　 Lo'o(図7参 照)が,ベ ラ ・ン ゴ村 に す む ロ ウ ォ ・コ レ人 か ら妻 を

むか え る こ とに な っ た。 一 説 に よ る と,そ の理 由 は,マ キ ・ン ドリ ・ワ ンゲ に おい て

凶 作 が つ づ い た た め な のだ とい わ れ る。 そ の後 も,ベ ラ ・ンゴ村 の ロ ウ ォ ・コ レ人 と

の 婚 姻 連 帯 は,ン ドリ ・ロ オの 息子 と孫 が,ド ゥク ・ トゥー,レ ンゲ ・ リマdhuku　 to,

lengge　lima(母 方 交叉 イ トコ婚)を お こな ったた めに,現 在 に い た るま で,絶 え る こ

と な くた もた れ て い る(図7参 照)。

　 ロ ウ ォ ・コ レ人 の女性,マ リア ・ウタMaria　 Uta(図7参 照)30)は,の ち ほ ど くわ

し くのべ るよ うに,マ キ ・ン ド リ ・ワ ンゲ とい う村 落 共 同体 の長 で あ るヤ コブ ・ン ド

リ ・ワ ンゲYacob　 Ndori　 Wangge,図7参 照)が 主 催 す る農耕 儀 礼 に おい て重 要 な役

割 を はた す わ けで あ るが,ロ ウ ォ ・コ レ人 の女 性 が 婚 入 す る と きに は,ヤ コブ ・ン ド

リ ・ワ ンゲ が 婚 資(の 一 部)を 支 払 う ことか な らわ しに な って い る。

　 な お,プ リプス ・ンベ テが 継 承 す る地 位 は,ポ ロ ・ク ウ ィ,エ コ ・ロェholo　kurvi,

eko　roe(頭 ・飯 を 供 え る,尾 ・酒 を供 え る)と よば れ るが,マ リア ・ウタ が継 承 す る

地 位 の名 称 は知 られ て い ない 。

30)た だ し,筆 者 が 調 査地 を はな れて しば ら くす る と,マ リア ・ウ タは他 界 し,ま た,ベ ラ ・ン

ゴ村 の ロ ウ ォ ・コ レ人 に は未 婚 の女 性 成 員 が いな か った ので,マ リア ・ウタ の地 位 は,プ リプ

ス ・ンベテ の妻 で あ るアガ タ ・ソー レAgathaSore(図7参 照)に 継承 され て い る 。

soo



杉島　　リオ族における農耕儀礼の記述と解釈

　 1・1・7　 リセ ・タ ナ ・テル

　 この節 を お え るに あた り,オ ラ ンダ時 代 の 行 政単 位 につ いて ふ れ て お く ことに した

い。 そ の理 由 は,オ ラ ンダ時 代 の行 政単 位 が,現 在 の イ ン ドネ シア共 和 国 の行 政単 位

とは こと な り,リ オ族 の 伝統 的 な 政 治体 系 に 依 拠 した か た ちで構 成 され て い た か らで

あ る。

　 オ ラ ンダ時 代,リ オ族 の居 住 地 域 は,最 小 の単 位 で あ るkampong(村 落)か ら,

complex,　 district,1andschapを へ て,　 onderafdeeling(県)に い た る行 政 単 位 に 区

分 され て い た。 この よ うな行 政 単 位 の 体 系 が,現 在 の行 政 単位 の体 系 と どの よ うに 一

致 し,一 致 しない か を 詳 細 に の べ る こ と はむ ず か しい が,図2と 図12と を比較 す るな

らば,少 な くと も リセ地 域 と そ の周 辺 に つ い て は,こ の 両者 が ど の よ うに 一致 し,ま

た 一 致 しな い か を知 る こ とがで き よ う。

　 1917年 当時,リ セ地 域 は,Tana　 Kunu　 Lima(図12で はTana　 Koenoe　 Vと 表 記

され て い る)と よば れ る1andschapに ふ く,まれ て お り・ リセ地 域 の リア ・べ 一 ワria

Suchtelen[1921】 か ら車云載

図12　 1917年 当時の行政単位

soy
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ゐ伽 で あ る ピ ウ ス ・ラ シ ・ワ ンゲPius　 Rasi　 Wangge(図7参 照)が,1914年 以 来,

そ の 長(radja)に な っ て い た[SucHTELEN　 1921:85]31》 。 だ が,1925年 に な る と,

Tana　 Kunu　 LimaとNdonaと い う2つ のlandschapは 統 合 さ れ,リ オLioと よ

ば れ る1andschapが つ く ら れ た 。 そ れ に と も な っ て,　 Tana　 Kunu　 Limaの 長 で あ

る ピ ウ ス ・ ラ シ ・ワ ン ゲ が,そ の 長(radja)に 指 名 さ れ た 。

　 こ の 時 期 に お け る ピ ウ ス ・ラ シ ・ワ ンゲ の 権 勢 は,相 当 な も の で あ っ た ら し く,ピ

ウ ス ・ラ シ ・ワ ンゲ は,ウ ォ ロ ・ワ ルWolo　 Waru(図2参 照)に 豪 勢 な 邸 宅 を か ま

え,か な りの 資 産 を た くわ え て い っ た32)。

　 す で に の べ た よ う に,リ セ 地 域 は11の タ ナ か らな りた っ て い るわ け で あ る が,1917

年 当 時,こ れ ら の タ ナ は,リ セ ・ ン ゴ ン デ ・ リ ァLise　 Nggonde　 Ria,リ セ ・ロ ウ ォ ・

ボ ラLise　 Lowo　 Bora,リ セ ・クル ・ラ ン デLise　 Kuru　 Landeと い う3つ のcomplex

に 区 分 され て い た 。 そ し て,リ セ ・ン ゴ ン デ ・ リア の 場 合 に は,ム ラ ・ワ ト ゥMula

Watu村 の リア ・ベ ー ワria bewa,リ セ ・ロ ウ ォ ・ボ ラ の 場 合 に は,ウ ォ ロ ・レ レ ・ベ ー

Wolo　 Lele　 B村 に す む モ サ ・ラ キmosa　 lakiの 「弟 」,リ セ ・ク ノレ ・ラ ンデ の 場 合 に

は,モ サ ・ ラ キ ・プ ウmosa　 laki　pu'uが,そ の 長(kapalaな い し はkapitan)に 指 名

さ れ て い た 。 だ が,そ の 後(お そ ら く は1919年 こ ろ に),リ セ ・クル ・ラ ン デ は,リ セ ・

ク ルLise　 Kuruと リ セ ・ラ ン デLise　 Landeと い う2つ のcomplexに 分 割 さ れ た 。

　 こ う して,リ セ ・ン ゴ ン デ ・ リア,リ セ ・ロ ウ ォ ・ボ ラ,リ セ ・ク ル,リ セ ・ラ ン

デ と い う4つ のcomplcxが 成 立 した わ け で あ る が,リ セ ・ク ル と リ セ ・ラ ン デ の 区 分

は,か な ら ず し も 明 確 な も の で は な く,ラ テ ・ン ゴ ジ村 の モ サ ・ラ キ ・プ ウ が,こ の

2つ のcomplexの 長 を つ と め る 時 期 が な が くつ づ い て い た ら しい 。 こ れ に く わ え,

リセ ・ラ ン デ は,タ ナ ・ラ ンデ の 範 囲 と お な じで あ り,す で に の べ た よ う に,タ ナ ・

ラ ン デ は,モ サ ・ラ キ ・プ ウ と2人 の リア ・ベ ー ワ の 共 同 所 有 地 に な っ て い る。 そ の

た め に,リ セ地 域 は,現 在 で も リ セ ・タ ナ ・テ ルLise　 Tana　 Telu(3つ の タ ナ の リ

セ)と よ ば れ こ そ す れ,リ セ ・タ ナ ・セ ト ゥLise　 Tana　 Setu(4つ の タ ナ の リセ)

と よ ば れ る こ と は な い の で あ る33)。

　 確 言 す る こ と は で き な い が,こ のcomplexは,も と も と あ っ た 地 域 区 分 に,若 干

31)ヤ コブ ・ン ド リ ・ワ ンゲ(表10参 照)の メ モに は,「1us1くaslWangge(図7参 照)が'Tana

KunuI・imaの 長 に な った の は,1914年 で は な く,1917年 とか かれ て い る。

32)ウ ェ ワ ・ン ドリ ・ワ ンゲ の 成 員 は,ウ ォ ロ ・レ レ村 の リア ・ベ ー ワが,表2に 記 載 され て い

る8人 の 首長 のな かで,も っ とも高 い位 にあ る ことを 主 張す るが,こ れ は,PiusRasiWangge

の権 勢 を 背 景 に成 立 した主 張 な の か も しれ な い。

33)districtに つ いて ふ れ て お くと,リ セ ・ンゴ ンデ ・リア,リ セ ・ロ ウ ォ ・ボ ラ,リ セ ・クル,

リセ ・ラ ンデ,そ れ に,リ セ 地 域 と はべ つの 政 治共 同体 で あ る リセ ・デ トゥLiseDetuは,

Liseと い うひ とつ のdistrictを 形 成 して い た。 そ して,そ の長 は,PiusRasiWanggeで あ った。
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の手 な お しを くわ え た も のの よ うに思 われ る。 す なわ ち,complexは,ポ オ カ〆oや

パ キpakiと い っ た儀 礼(後 述)が お こな わ れ る地 理 的 な範 囲 と,そ の 周 囲 に存 在 す る

タ ナ ・ロ オを合 併 した もの で あ った と推 測 され るわ けで あ るが,ポ オ を 共 同で お こな

う地 理 的 な範 囲 が,オ ランダ 時 代 以 前に お い て も,リ セ ・ンゴ ン デ ・リア,リ セ ・ロ

ウォ ・ボ ラ,リ セ ・クル ・ラ ンデ と よ ばれ て い た か ど うか は不 明 で あ る。 だ が,少 な

くと も現 在 で は,こ の3つ の 名 称 は,ポ オや パ キが お こなわ れ る地 理 的 範 囲 の 名称 と

して も ちい られ て い る(表1参 照)。 なお,本 稿 に お いて 記 述 の 主 要 な 対象 と され る

村 落 共 同体,マ キ ・ン ドリ ・ワ ンゲMaki　 Ndori　 Wanggeは,リ セ ・ンゴ ンデ ・ リァ

の なか に ふ くま れ るので,こ の こと を銘 記 され た い。

　 以 上 で のべ た よ うな オ ラ ンダ 時 代 の行 政 シス テ ム は,イ ン ドネ シア 独 立 後 も,1960

年 代 の初 頭 まで踏 襲 され つ づ け た の だ とい わ れ るが,そ の経 過 を簡 単 に の べ て お く こ

とに しよ う。

　 たい そ うな権 勢 を ほ こ った,ピ ウス ・ラ シ ・ワ ンゲ は,1935年 に オ ラ ンダ の 官憲 に

逮 捕 され,テ ィモ ールTimor島(図1参 照)のAta　 Mboaに 幽 閉 され る。 そ の理 由

は,豊 作 を え るた め に,ピ ウス ・ラ シ ・ワ ンゲ が モニ地 域 に おい て3人 の 人 間 を殺 害

した こ とに あ った。 だ が,リ セ地 域 の人 々,と りわ け ウ ェワ ・ン ドリ ・ワ ンゲ の成 員

た ち は,現 在 に い た る まで,こ れ は,反 オ ラ ンダ 勢 力 と手 を むす ん だ ピウス ・ラ シ ・

ワンゲ に 対 す る,オ ラ ンダ 側 の 政 治 的 な謀 略 以 外 の な に もので もな い の だ と主 張 して

い る34)。

　 ピウ ス ・ラ シ ・ワ ンゲ が逮 捕 され る と,ス ラ ウ ェ シSulawesi島(図1参 照)出 身

の メ ナ ドMenado人,　 Y.　Ch.　Rambingな る者 が,　Landschapの 長 とな り,上 記

の よ うな シス テ ム は,そ の ま ま の か た ちで 温 存 され た。

　 そ して,1942年 の 日本 軍 の 侵 攻 を むか え る こ とに な る。 テ ィ モー ル 島 に上 陸 した 日

本軍 に よ って,ピ ウス ・ラ シ ・ワ ンゲ は,幽 閉 を とか れ,日 本 軍 を む か え いれ るべ く,

た だ ちに 帆 船 で フ ロー レス島 に む か った。 オ ラ ンダ 側 は,逃 走 した ピウス ・ラ シ ・ワ

ンゲ を と らえ るた めに,リ セ地 域 の村 々に 軍 隊 を 派遣 し,ウ ォ ロ ・レ レ村 を焼 き は ら

った。

　 だが,1942年5月13日,日 本 軍 は,フ ロー レス 島西 部 の ル テ ンRutengに 上 陸 し,

14日 に はエ ン デEndeに 到着 した。 こ う して,ピ ウス ・ラ シ ・ワ ンゲ は,追 跡 の手 を

∋4)当 時,OnderafdeelingEndeh(エ ンデ 県)の 県都 で あ るEnde(Endeh)に は,イ ン ドネ シア

独 立 運 動 の指 導 者 で ある と同時 に,後 日,イ ン ドネ シア共 和 国 の大 統 領 とな るス カル ノが 幽 閉

され て お り,PiusRasiWanggeは,ス カル ノと き わ めて親 し くして いた 。 ス カ ル ノが,船 で

フ ロ ー レス 島 にむ か った の は,1934年2月17日 の こ とで あ った[SALAM1966:79]。
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の が れ,約3年 間 の 日本 時 代 が は じま る。

　 日本 時代 に お い て も,オ ラ ンダ 時 代 の行 政 区分 は,そ の まま の か た ちで も ちい られ

た。 そ して,日 本 軍 に 協 力 した ピウ ス ・ラ シ ・ワ ンゲ は,landschapの 長に か え り咲

く ことに な った。 た だ し,日 本 時 代 に お いてlandschapの 長 は,「 愈 長 」 と よば れ,

complexの 長 は,「 郡 長」 と よ ばれ た。

　 終戦 と と もに 日本 軍 が ひ き あ げ る と,ピ ウス ・ラ シ ・ワ ンゲ は,日 本 軍 に 協 力 した

か どで,ふ た た び逮 捕 され,テ ィ モ ール 島 の クパ ンKupan9に 連 行 され た。 そ して,

1946年,ク/¥° ンに お い て銃 殺 刑 に 処 せ られ た。

　 だ が,ピ ウ ス ・ラ シ ・ワ ンゲ が逮 捕 され ると,マ ル クス ・ク ヌMarkus　 Kunu(図

7参 照)が,landschapの 長に 指 名 され,イ ン ドネ シア 独 立 後 も,し ば ら くのあ い だ

は オ ラ ンダ 時代 の行 政 シス テ ム が機 能 して い た の だ と いわ れ る35)。

1・2　 作 物

1・2・1　 作 物 の起 源 神話

　 リオ族 の居 住地 域 に は,始 源 の 時 代 の 出来 事 に ふ か い 関 心 を よせ る政 治共 同体 もあ

れ ば[Cf青 木 　 1986a;山 口　 1982,1983,1985,1986],そ の よ う な 出来 事 に あ ま り

関 心 を しめ さ ない 政 治共 同体 も存 在 す る。 リセ地 域 は,後 者 の部 類 に 属 し,人 々は,

始 源 の時 代 の 出来 事 よ り も,ラ シ ・レ ゥRasi　 Le'u(図3参 照)に は じま る祖 先 た ち

の 「歴 史 」 に 強 い関 心 を も って い る。 唯 一 の例 外 は,作 物 の起 源 を説 明す る神話 で あ

るが,こ れ と て も,始 源 の 時代 に まで さか の ぼ る もので はな い。

　 リオ 族 の 作 物起 源 神話 は,イ ェ ンゼ ンの い う 「ハ イ ヌヴ ェ レ神 話 素 」(Hainuwele

Mytologem)[JENsEN　 1963:107-112]を ふ くんで い る とい う点で,共 通 の 内容 を

も って い る36)。 つ ま り,リ オ 族 の 作 物起 源 神 話 に は,殺 され た 女 性 の 身体 か ら各種 の

作 物 が発 生 した と い う モ チ ー フが ふ くまれ て い るわ けで あ るが[cf.　e・8・青木 　 1986b:

200;PETU　 　1974:131-187;SUCHTELEN　 l921:161;山 口　　1983:21-22;1989:

485-486],そ れ以 外 の 内容 は,話 者 ご とにか な りの ちが い が あ る とい って も過言 で は

35)以 上の7つ の段落でのべた ことは,す べて,ヤ コブ ・ン ドリ・ワンゲの所蔵するメモや口頭

でつたえ られている 「歴史」 にもとつ くものであ り,オ ランダ側 の文 献資料 とつきあわされて

いるわ けではない。

36)馬 淵 は,東 アジアと東南ア ジア地域 の穀物起源神話を,タ イプ1(海 も しくは天界か らもた

らされ た),タ イプII(地 下界か らもた らされた),タ イプ皿(死 体か ら発生 し,そ れは女性 も

しくは女神の死体である場合が多い)と い う3つ のタイプに分類 した[MABUCHI1964:84]。

この分類 に したが うな らば,リ オ族の作物起源神話は,タ イプ皿も しくは,タ イプ1と 皿が混

合 したものといえる。
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な い37)。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (

　 作 物 の起 源 神話 は,神 秘 的 な 力 を もつ(bhisa)知 識で あ り,そ の 内容 を知 って い る

者 に は,豊 作 が もた ら され るのだ とい わ れ る。 ニ ジ ョnanoも し くは ンガ オngaoと よ

ば れ る各 種 の 呪文 をふ くめ,神 秘 的 な 力 を もつ 知 識 は,秘 密 に して お か な けれ ば な ら

ず,そ の 内容 が人 前 で 語 られ る こと は な い。 その 結 果,お な じ内容 の 知 識 は,ご く限

定 され た範 囲 で しか 流通 しない こ とに な る。 作 物 起 源 神話 の 内容 が多 様 で あ る理 由 の

ひ とつ は,お そ ら く,こ の ことに あ るよ うに 思 わ れ る。

　 以 下 で紹 介 す る作 物 の起 源 神 話 は,マ キ ・セ ンダ ・ワ ンゲMaki　 Senda　 Wangge

1・1・5参 照)の 長で あ る ヨセ ブ ・ロ ワYosep　 Rowaと,タ ニ ・ン ドリの 子孫 で

あ る ヨ セブ ・ボ カYosep　 Bhoka(図7参 照)に よ って 語 られ た もので あ る38)。

　 1・2・2　 ヨ セブ ・ロ ワに よ る異伝

　 あ る 日,ラ ウ ・タ ーLau　 Ta村 一 筆 者 補 足:ラ ウ ・タ ー村 は,フ ロー レス 島 の 南

岸,す な わ ち ン ドリ地 域(Tana　 Ndori,図2参 照)の 海岸 の近 くに あ った と,ヨ セ ブ

・ロ ワ は説 明 して いた　 　 に す む1人 の女 が
,家 に い の こ って い た と きの ことで あ っ

た。 夫 と姑 はで か けて お り,家 に は,他 に だ れ もい な か った。 突 然,雷 鳴 が と ど ろい

た か と お も う と,雨 がふ りは じめた。

　 女 は,炉 の火 が 消 えて い る こ とに気 づ き,隣 家 の者 に,火 だ ね を も って きて くれ る

よ うに頼 ん だ。 だ が,外 は大 雨 で あ り,隣 家 に は,使 い 走 りを して くれ るよ う な子 供

が い な か った。 そ こで,隣 家 の 者 は,犬 を使 う ことに し,尻 尾 に火 だね を む す びつ け

た 。 こ う して,犬 が 使 い走 りをす る こ とに な った。

　 そ の後,雨 は ます ま す 強 くな って い った。 そ して,あ ま りの 豪雨 に,し ま い に は潮

位 が あ が り,あ っ とい う 間 に,ラ ウ ・タ ー 村 は,海 の な かに の み こま れ て しま った。

ン ドリ地 域 の海 岸 か ら沖 に舟 を こ ぎだ す と,い まで も海 の な か に 円形 広 場 や 石柱 な ど

が み え るが,こ れ は,海 に沈 ん だ ラ ウ ・タ ー村 な ので あ る。

　 ラ ウ ・タ ー村 の人 々 は,モ レ ・ケ リ ・サ ンバMole　 Keli　Sambaと い う場 所一 筆

者 補 足:図2に えが か れ て い る ケ リ ・サ ンバKeli　 Samba(サ ンバ 山)の 東 側 に あ る

　 　 に 避 難 しよ うと した が,の が れ えた の は,一 部 の村 人 だ けで あ った。 この よ うな

こと が お こ った の は,す べ て,犬 に使 い 走 りを させ た た めで あ った。 だ か ら,い まで

37)イ ェ ンゼ ンが 調査 を お こな った セ ラム島 の ヴ ェマー レ族 に おい て も,状 況 は これ とに た もの

で あ った と考 え られ る。 それ とい うの も,記 録 され て い る作 物 起 源 神話 の異 伝 は,か な りこ と

な った内容 を も って い るか らで あ る[JENSEN2.riCINIGGENMEYERI939:59-67]。

38)ヨ セブ゚ ・ロ ワに よ って語 られ た 作 物 の起 源神 話 の 一 部 は,杉 島[1985b,1987b,1987d]に お

い て紹 介 されて い る が,そ こで は,神 話 の 前半 部 が省 略 さ れ て い る。
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も犬 に 用事 をい い つ け て は い け ない とい わ れ る ので あ る。

モ レ ・ケ リ ・サ ンバ に の がれ た村 人 の なか に は,ボ ビBobiと ノ ン ビNombiと い

う美 しい2人 の 姉 妹 と,そ の父,母,兄 弟 が ふ くま れて い た。 父 は ラ ウ ・タ ーLau

Ta,母 はケ リ ・キマKeliKima,そ して 兄弟 は ラ カLakaと い う名 前 で あ った。

あ る 日の 夕方,ボ ビとZン ビ は,ラ カ と と もに 薪 を と りにで か け た。 と ころ が,薪

を切 って い る と,ラ カ のつ か って い た 斧(taka}が,ボ ビ とノ ン ビの 足 に あ た って し

ま った 。 ラ カは,血 が 流 れ だ さな い よ うに 傷 口を しっか りと お さ え た。

ボ ビ とノ ン ビは,す ぐに 村 に か え ろ うと した 。 だ が,ラ カ は,村 に も ど る こと を た め

らった 。そ れ とい うの も,親 か ら こ っぴ ど く しか られ るの が 目に み え て い た か らで あ る。

か れ らは,考 え に考 え,と うと う村 に はか え らな い ことに した。 そ して,コ ジ ャ ・

ンダ レK(>jaNdale(筆 者 補足:モ レ ・ケ リ ・サ ンバ か らみて,東 方 に 実 在 す る場 所

の 名 前)に む か って 歩 き は じめ た。 だが,コ ジ ャ ・ンダ レに つ い た と き,傷 口か らと

うと う血 が 流れ だ して しま った。 と ころが,し た た りお ちた血 は,す ぐ さま赤 い モ ロ

コ シ(リ オ語 名lolo:学 名:80γg勧 那 協{gα7の に な った。

か れ らは,そ こか ら ンボ トゥ ・ラ ンバ ・リルMbotuLambaLiruと い う山に むか

い,つ づ いて,ン ボ トゥ ・ラ ンバ ・レナMbotuLambaLenaと い う山に のぼ って

い っ た。 そ して,タ ナ ・ヌ ヴ ァTanaNuwa'者 補 足:以 上 の3つ の地 名 は ブー

地 域(TanaBu)に あ る(図2参 照)ま で きた と き,は るか 遠方 に,自 分 た ちの 村

の あ る モ レ ・ケ リ ・サ ンバ がみ え た。

か れ らは,な お も歩 きつ づ け,あ る丘 に た ど りつ い た 。 そ こで ラ カ は,つ ぎの よ う

に い った。 「こん なふ うに,い き先 もさだ ま らぬ ま まに歩 い てい て も しか た が な い。

い っ そ,こ こで,別 れ た ほ うが い い の か も しれ ない。 お れ は,村 に か え る。 村 で は,

父 や母 が,お れ た ちを探 して い るに ちが い な い。 こ こで 別 れ る こ とに しよ う。」

こう して,ラ カは,村 に か え って い った。 そ の た めに,そ の丘 は,以 後 ウ ォ ロ ・ウ

ィアWoloWi'a(別 れ の 丘)と よば れ る こと に な っ た。

ラカ と別 れ た,ボ ビと ノ ン ビは,さ らに歩 きつ づ け,と うと う,フv一 レス 島 の北

海 岸 地 域 に あ るニ ダ ・ヌ ァ ・プ ウNidaNuaPu'uと い う村 に た ど りつ い た。 そ して,

村 はず れ の丘 に す む ことに な っ た。

しか しなが ら,ボ ビと ノ ン ビは,毎 日,す わ って い るば か りで あ った。 そ れ と い う

の も,彼 女 た ちの 毛 髪 に は稲 が み の って お り,髪 の 毛 を バ サ ッと前 に た らす だ けで,

籾 米 を え る こ とがで きた か らで あ る。 ボ ビと ノ ン ビは,そ れ を上 着 で うけ と め,ユ ウ

ガオ(リ オ語 名:hens,学 名:Lagenariasiceraria)の 果皮 で つ くった 器 に こす りつ け
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て籾 殻 を と って い た。 人 々は,ボ ビと ノ ン ビが なに を 食 べ て い るの か を知 りたが った

が,み る こ とが で きた の は籾 殻 だ けで あ った。

　 ボ ビと ノ ン ビは,た い そ うな美 人 で あ った ので,す ぐに,多 くの 男 た ちと 知 りあい

に な り,毎 日の よ うに,い れ か わ りた ちか わ り,男 た ちが,彼 女 た ちの も と を お とず

れ て い た。

　 そ して,そ の 日 も,昼 飯 を す ませ た こ ろに少 年 が や って き た。 ボ ビと ノ ン ビは,髪

の 毛 の シ ラ ミを と って くれ るよ うに 所 望 し,少 年 は,そ れ に 応 じた。

　 だ が,シ ラ ミを と って い るあ いだ に,少 年 は,髪 の毛 のな か に 一 粒 の籾 米 を発 見 し

た 。 そ して,そ れ を舌 の下 に か くす と,少 年 は,シ ラ ミを と るの に疲 れ た と い って,

家 に か え ろ うと した。 だが,ボ ビと ノ ン ビが 頭 に手 をや って み る と,籾 米 が な くな っ

て い た 。 少年 は,す ぐに よび もど され,体 じゅ うを くま な く しらべ られ た。 しか しな

が ら,ボ ビ と ノ ン ビは,籾 米 を みつ け る こ とが で きな か った。

　 この盗 まれ た籾 米 は,す ぐさ ま泥 の なか に う め られ た。 なん 日か た って,様 子 を み

に い った 人 々は,稲 が,す で に ガ イgai(学 名:Sacchrum　 spontaneum)の 大 き さに成

長 し,稲 穂 が み の って い る ことに 驚 い た。 か れ ら は,収 穫 を は じめ,穀 物倉 は 籾 米 で

い っぱ い に な った。

　 だが,食 べ る こと は,大 い に た め らわ れ た。 そ れ とい うの も,人 々は,オ ン ドundo

(学名 不 明)と い う苦 い 味 のす るヤ ム イ モを 主 食 に して お り,そ れ が稲 で あ る こ とを

まだ 知 らなか った か らで あ る。 しか しな が ら,い ろ い ろ と考 え た す え,人 々は,そ の

不思 議 な実 を 食 べ て み る ことに した。

　 まず,籾 米 を ユ ウガ オ の椀 に こす りつ け て籾 殻 を と りさ り,風 選 にか け た。 そ して,

小 さな土 釜で 炊 い た。 釜 か らは,良 い に お い が ただ よ って くる。

　 最 初 に,一 人 の年 老 い た 男 が食 べ る こ とに な った。 死 ぬ な らば,自 分 ひ と りで た く

さん だ と思 ったか らで あ る。 と ころが,食 べ は じめ ると,た ちま ちの う ちに 老 人 は太

って い った。 まわ りで み て い た人 々 は,老 人 が ボ ウ ォ・ベ ヌ60ω068η 鋸(腹 のふ くれて

死 ぬ 病気)に か か った の で はな い か と心 配 した。 だ が,老 人 は,「 ま った く甘 い 味 が

す る」 とい い なが ら,う ま そ うに食 べ つ づ けた。 そ して,体 はま す ま す太 って ゆ く。

こう して,そ の場 に い たす べ て の者 が,飯 を食 べ る ことに な った。

　 と こ ろで,こ の よ うな こ とが お こる まえ か ら,ボ ビ とノ ン ビは,す で に大 勢 の 男 た ち

か ら,結 婚 を 申 しこ まれ て い た 。それ とい うの も,彼 女 た ちは,た い へ ん な美 人 だ った

か らで あ る。 しか しな が ら,ボ ビと ノ ン ビ は,結 婚 の 申 し出を はね つ け るば か りで あ

った。 そ のた めに,男 た ち は,ボ ビと ノ ン ビを い っそ の こと殺 して しま う こと に した。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 so7
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　 ボ ビと ノ ン ビは,殺 され る まえ に,男 た ちに むか ってつ ぎ の よ うに い った。 「さあ

殺 しな さい。 で も,私 た ちを大 事 に す る こ とを わす れ な い で くだ さい 。 足 な どで踏 み

つ け て は な りませ ん 。 私 た ちが た おれ て い ると きに は,お こ して くだ さい 。 種 ま きが

おわ り,野 菜 を収 穫 す る季 節 に な れ ば,禁 忌(dire)を ま も らね ば な りませ ん 。禁 忌 は,

私 た ちの 身体 に 対 す る 禁 忌 な ので す。 そ れ とい うの も,乳 房 は キ ュ ウ リ(timu),性

器 は シ ャ ロ ッ ト(リ オ語 名:somu,学 名:Allium　 ascalonicum),オ ナ ラは ヒメ ボ ウキ

　 (リ オ語 名:fate;学 名:Ocimum　 canum),リ ンパ 節 は シカ ク マ メ(リ オ語 名:40認;

学 名:Psophocarpus　 tetragonolobus)だ か らで す 。 そ して,シ ョウガ(lea)は 指 な ので

す。 だ か ら,ペ サ ・ウタpesa　 uta(野 菜 を 収穫 す る儀 礼)を お こな う まえ に,シ ョ

ウガ を と って,む や みに 食 べ るの は,ち ょ うど,見 ず 知 らず の 女 性 の 手 を に ぎ る よ う

な もの なの で す。 これ らの野 菜 を食 べ よ う とす ると きに は,ま ず ペ サ ・ウタ の儀 礼 を

お こな い,ウ ィス ・ル ルzuisu　lulu(祖 霊 の座,1・4・3参 照)で,私 た ちの父 や 兄

弟 に 知 らせ て くだ さい 。 さ もな い と,ベ ラ ・ク ラ,イ ア ・シサbela　 kela,　is　sisa(直

訳:雷 が裂 き,イ ア 山が割 る;意 訳:落 雷 に よ る突 然 死)に な りま す。 これ は恥 ず か

しい こ とで す。 雷 鳴 が とど ろ きわ た る と きに は,私 の兄 弟 が や って きて い るの で す。

トウモ ロ コ シ(ブαωα)は 私 た ちの歯,豆 類(bue)は 肋 骨,ア ワ(リ オ語 名:ω θ畝 学

名:Setaria　 italica)は 髪 の毛,モ ロ コ シは血,腸 は カ ボ チ ャ(besi),ヒ エ(pega)は 脂

肪,ド バ/!//は 歯 垢 な の で す39》。」 こ うい い の こ して,ボ ビと ノ ン ビは 殺 され て い

った40)Q

　 殺 した あ とで,男 た ち は,死 体 を ケ リ・キマKeli　 Kimaと い う,近 くの 山　 　筆 者

補 足:ボ ビと ノ ン ビの母 の名 前 と ま った くお な じで あ る ことに 注 意　 　 に ひ きず りあ

げ,そ こで 切 り き ざん だ。 そ して,死 体 の各 部 を,籾 米 や,死 体 を切 りきざ む た めに

つ か っ た まな 板(liti)の 一 部 とと もに,大 勢 の人 々に分 配 した。 そ の た め に,ケ リ ・

キマ は,以 後,ケ リ ・ン ドタKeli　 Ndota(切 りき ざみ の 山)と よば れ る ことに な っ

た(図2参 照)。

　 子 供 の こ ろ,私 の家 に は,ボ ビと ノ ン ビの 死 体 を 切 り きざ むた め に つ か った とい わ

れ る まな 板 の 一部 が あ り,そ れ は,ナ ンバ ンサ イ カ チ(リ オ語 名:ndopo;学 名:Ca∬Za

fistula)の 木 で つ く られ て い た 。 しか しな が ら,私 が ま だ幼 い こ ろに 父 と母 は死 んで し

まい,こ の ま な板 は ど こか へ い って しま った。

39)調 査期 聞 中,ド バ とい う作 物 を 実見 す る こ とが で きな か ったの で,そ れ が ど のよ うな もの で

あ る か につ いて は不 明 で あ る。

40)植 物 の リオ語 名,和 名,学 名を 関係 づ け る にあ た って は,GornerandWatanabe[1969],岩

佐[1974,1975],熱 帯 植 物研 究 会(編)[1984],Verheijen[...】 な どを 参考 に した 。た だ し,
一 般 に知 られ て い る植 物 につ い て は

,学 名 を記 す こ とを さ しひ かえ た 。
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　 1・2・3　 ヨセブ ・ボ カに よ る異 伝

　 あ る 日の こ と,ボ ビと ノ ン ビが,薪 を と りにで か けた。 ボ ビは姉,ノ ン ビは妹 で あ

った。 小川 の近 くで薪 を と って い る と,ボ ビが,あ や ま って 山刀(topo)を 足 に ふ り

お ろ して しま った。 血 が傷 口か ら流 れ だ し,そ の 血 は,た ち ま ちの う ちに稲 に な っ た。

ボ ビは,そ れ を ひ ろ い,髪 の毛 の な かに しま っ た。 そ して,足 を ひ きず りなが ら,北

海岸 地 域 へ と歩 い て い った。

　 ボ ビと ノ ン ビは,翌 日,ニ ダ ・ヌア ・プ ウNida　 Nua　 Pu'uと い う村 に つ き,バ ク

bhakuと よ ば れ る小 屋 で 休 んで い た。 す る と,少 年 が や って きた ので,ボ ビ と ノ ン ビ

は,頭 が か ゆ くて しか た が な いか ら,シ ラ ミと りを して くれ る よ うに た の ん だ 。

　 と ころ が少 年 は,シ ラ ミと りを して い る う ちに,籾 米 を み つ け た。 そ して,そ れ を

口 の 中に い れ,奥 歯 の と ころ に か くした。少 年 は,す ぐさま,シ ラ ミと りを お わ りに

してか え ろ う と した。 と ころ が,ボ ビが頭 に 手 を や って み る と,髪 の 毛 の な か に しま

って お い た籾米 が な くな って い た。 そ こで,ボ ビは,少 年 に 籾 米 を か え す よ うに い っ

た。 だが,少 年 は,し らを き りつ づ け た。

　 ボ ビと ノ ン ビの詮 索 を のが れ た 少年 は,そ の足 で,あ る老 人 の と ころ に い った。 そ

して,籾 米 をみ せ,そ れ が なん で あ るか を たず ね た。 だ が,そ れ は,み た こ と もな い

もの だ った ので,老 人 は,と りあ えず 土 の な かに うあ て み る よ うに い った 。

　 そ こで少 年 は,籾 米 を 泥 の なか に う めた。 す る と,籾 米 は,3,4日 で 芽 を だ し,

茎 に は,す で に節 もつ い て い た。 ま った くお ど ろ くほ どの はや さで あ っ た。

　 そ の 後 も,稲 は成 長 をつ づ け,ベ トゥbhetu(直 訳:妊 娠 す る;意 訳:稲 の穂 が茎

のな か に お さ ま った状 態,い わ ゆ る 「穂 ば らみ」)に な った と き,稲 は ガ イgai(学

名:Sacchrum　 spontaneum)の 高 さに ま で た っ した 。 そ して,と う と う稲 は,黄 金 色に

み の った 。 人 々 は,稲 刈 りを お こな い,乾 燥 させ,森 の な か にか く した 。 ボ ビ と ノ ン

ビは,こ の こ とを ま った く知 らな か った。 籾 米 が 完 全 に 乾燥 す る と,老 人 は,米 を つ

い て炊 くよ うに 命 じた。

　 炊 きあ が る と,た った ひ とに ぎ りの 米 は,ヤ シ殻 の 椀 に2杯 ほ ど の量 に な っ た。 ま

ず老 人 が食 べ る ことに な った。 た とえ 死 んで も,老 人 な らば よ い と い うわ けで あ る。

　 老 人 は,飯 を食 べ て み た 。 す ると そ の味 は,じ つに 甘 く感 じられ た。 少 年 は,少 し

わ けて くれ るよ うに た のん だ が,老 人 は,け っ して食 べ させ よ う とは しな か っ牟。

　 老 人 は,食 べ お わ る と,す ぐに 寝 こんで しま った。 ま わ りにい た 人 々 は,老 人 を ゆ

りう こか した。 そ れ と い う の も,老 人 が死 んで しま った ので はな い か と思 った か らで

あ る。
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　 ゆ り う こか され,老 人 は 目を さま した が,手 足 が お ど ろ くほ ど強 くな り,ま った く

疲 れ な い よ うに な って い た。 そ こで は じめ て,老 人 は,飯 を炊 いて,み ん なで 食 べ る

よ うに い った。

　 飯 を 食 べ お わ る と,少 年 は,村 人 た ちに い った。 「おれ た ちの食 べ た もの は,じ つ

は人 間 の 頭 か らと った もの な ん だ。 た った 一粒 うえ た だ けで,3,4日 で芽 がで て,

夜 も昼 も成 長 を つづ けた。 ま ず,じ い さん が食 べ たが 無 事 だ った。 そ こで,み ん なで

食 べ た って わ け だ。 本 当に うま か った。」

　 (こ こで ヨセ ブ ・ボカ は,ボ ビと ノ ン ビが殺 され た 理 由 を説 明せ ず に,ボ ビと ノ ン

ビが殺 され た あ との 話へ とすす んで い った。 ボ ビと ノ ン ビが殺 害 され た 理 由 につ いて

質 問 す ると,ヨ セブ ・ボ カ は,「 よ り多 くの 稲 を え る こ とで あ った の で は な い か」 と

答 え た。)

　 ボ ビ とノ ン ビを殺 して しま う と,人 々は,大 勢 の人 間 を よぴ あつ めた 。 そ して,死

体 を 切 り きざ んで,わ け あ た え た。 最 後 に や って きた の は,エ ンデ族(Ata　 Ende)で

あ り,の こ って い た指 の部 分 が あた え られ た。 つ ま りか れ らは,豆 を え た の で あ った 。

こ う して,さ ま ざ まな 作 物 が各 地 に ひ ろ ま って い った。

　 (ヨ セブ ・ボ カ は,こ こまで 語 った と ころで,急 に 話 題 を か え,ボ ビと ノ ン ビの兄

弟 に つ い て話 しは じめた。)

　 ボ ビと ノ ン ビに は,ラ カLakaと い う名 の 兄弟 がい た 。 か れ は,ボ ビと ノ ン ビを さ

が して,ケ リ ・ン ドタKeli　 Ndota(ボ ビ とノ ン ビが 切 り きざ まれ た 山)ま で や って

きた。 そ して,人 々につ ぎ の よ うに い った。 「お ま えた ち,こ こで 私 の 姉 妹 が い な くな

った 。 お ま え た ちが 姉 妹 を殺 した の だ。 だ い じに世 話 を しな さい。 そ して,食 べ物 を

あ た え な さい。 豚 を 殺 して 私 の姉 妹 に 供 え な さい。 姉 妹 が,私 た ちの と こ ろへ も って

くるだ ろ う。 そ う すれ ば,お ま え た ちは 豊作 に な るだ ろ う。」

　 1・2・4　 作 物起 源 神 話 の 一般 的要 素

　 ヨ セブ ・ロ ワ と ヨセ ブ ・ボカ に よ って語 られ た2つ の異 伝 に は,つ ぎに のべ る よ う

な共 通 点 が ふ くま れて い る。a)大 半 の 作 物 は,ボ ビと ノ ン ビ とい う女 性 の 身 体 か ら

発 生 した。b)ボ ビと ノ ン ビに は,ラ カ とい う名 前の 兄 弟 が い た。　c)ボ ビと ノ ン ビ

の 身 体 の そ れ ぞれ の部 位 は,別 々 の種 類 の 作 物 とな った。d)斧(taka)も し くは山

刀(topo)が う ち こま れ る こ とに よ って,ボ ビと ノ ン ビは,作 物 を うみ だ す 存 在 とな

った。e)神 話 の主 要 部分 を構 成 して い る の は稲(赤 米)41)の 発生 で あ り,ま た,稲

41)赤 米 に は,parekeamboa,darekearulale,parkeko(尾 の あ る稲),darebeku(ジ ャ コ ウ猫 の 香

りの す る稲),paretekemite(茎 の黒 い 稲)な ど とい った 品 種 が あ る。
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が もっ と も重要 な作 物 と して あ つ かわ れ て い る。f)稲 は,最 初,ボ ビと ノ ン ビの 頭

髪 に み の って い た。9)ボ ビ と ノ ン ビの身 体 は,ケ リ ・ン ドタで 切 り きざ まれ,作 物

の種 と して分 配 され た。

　 以 上 の よ うな共 通 点 は,マ キ ・ン ド リ ・ワ ンゲ とそ の 周辺 で えた,べ つ の異 伝 に も

ふ くま れて お り,し たが って,マ キ ・ン ド リ ・ワ ンゲ と そ の周 辺 に おけ る作 物 起 源 神

話 の基 本 的な 構 成要 素に な って い るよ うに 思 わ れ る。 だ が,こ の基 本 的 な要 素 の ほ か

に,つ ぎ の よ うな 事 柄 に も注 意 を は らう必 要 が あ る。

　 h)ボ ビと ノ ン ビと い う名前 は,あ くまで も個 人 名 で あ り,彼 女 た ち は,イ ネ ・パ

レine　pare(稲 の 母)と い う一般 名 で もよば れ る。　 i)ヨ セブ ・ロ ワ は,ボ ビ と ノ ン

ビが殺 され る こ とに な った 理 由 を,結 婚 の 申 しこみを はね つ け た ことに も とめ て お り,

ヨ セ ブ ・ボカ は,よ り多 くの 作物 を えよ う とす る願 望 に も とめ て い る。 筆 者 の 知 るか

ぎ り,作 物 起 源 神 話 の な かで 語 られ る殺 害 の 動機 は,ほ ぼ この2種 類 のい ず れ か に分

類 す る こ とがで きる。j)作 物起 源神 話 の な かで 語 られ る,イ ネ ・パ レの 身体 の部 位

と作 物 の種 類 と の対 応 関 係 を み て ゆ くと,作 物 の大 半 は,イ ネ ・パ レか ら発生 した こ

とが あ き らか と な る。 しか しな が ら,ヤ ム イモ や タ ロ イ モが イ ネ ・パ レか ら発 生 した

こ と を物語 る神話 は皆 無 で あ る。k)の ち ほ ど くわ しくのべ る よ うに,イ ネ ・パ レ の

身 体 か ら発生 した稲(赤 米)を は じめ とす る作 物 は,女 性 と みな され て い る。 だが,

パ レ ・ラカdare　 laka(ラ カの 稲)も し くはサ ニ ・ウ ェナ ∫α痂 ωθηα(畑 の下 端)と よ

ば れ る稲(濃 い紫 色 を した米)だ け は,男 性 とみ な され て お り,ボ ビ と ノ ン ビの兄 弟

で あ る ラ カLakaと 関連 づ け られ て い る。 こ の稲 は,作 物 を外 敵 か らま も って くれ る

の だ と いわ れ,畑 の 下端 で 栽 培 され るが,イ ネ ・パ レの 身 体 か ら発 生 した 作物 とは こ

と な り,農 耕儀 礼 の対 象 とな る こと は な い42)。

　 1・2・5作 物 に 関す る諸 知 識

　 つ ぎ に,作 物 の 起 源神 話 と密 接 な 関連 を もつ と考 え られ る さま ざ ま な知 識 に つ い て

の べ る ことに しよ う。

　 稲 は,人 間 と おな じよ うに 霊 魂(mae)を も って い る の だ と され,稲 刈 りに と もな う

ピグpiguと よば れ る儀 礼(後 述)で は,稲 の 霊魂 を と ら え る こ とが重 大 な 関心 事 とな

って い る。

　 一般 に,女 性 や 子 供 の 霊 魂 は,男 性 の もの と く らべ る な らば,ヘ ク(heku)(直 訳:

42)リ オ語 には,菜(uta)と して食べ られる野菜類を 包含するutaae(野 菜 ・水)と いう言葉や,

食物 となるすべての植物を包含するkajuka(木 ・食べ る)と いう言葉はあ って も,畑 で栽培 さ

れ るすべての作物を総称す るような名称は存在 しない。kurubendと い う表現 もあるが,こ れ は,

雑草をふ くむ野生の植物を包含す る名称である。
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や わ らか い;意 訳:脆 弱で あ る)で あ り,身 体 か らは なれ(bopa)や す い と考 え られて

い る。 これ と お な じよ う に,稲 の 霊 魂 は,ち ょっ と した き っか けで,ど こか へ い って

しま う(bopa)の だ といわ れ る。 した が って,た とえ ば,畑 で 大 きな ク シ ャ ミ(fena)

を して しま った と きに は,す ぐに クル ル ル と舌 をふ るわせ て(keri),稲 の 霊 魂 を よび

も ど さな け れば な らな い。 この 行 為 は,ケ リ ・マ ェ ・パ レkeri　mae　pareと よ ば れ る

が,幼 児 が お どろ い て泣 きだ した と き(つ ま り驚 い た た あに 霊 魂 が遊 離 しそ うな 状況)

や ニ ワ トリを よ び よせ ると きに も,こ れ と お な じこ とが お こな われ る43》。

　 また,と りわ け男 性 は,稲 を女 性 と して あつ か う こ とに,日 ご ろか ら じゅ うぶ ん な

注 意 を は らわ な けれ ば な らな い。 た とえ ば,作 物 を ふ み つ け る こと は禁 忌 で あ り,ま

た,朝 はや く男 性が 畑 に はい る こと は,プ ー ・ネ ブ ・リオ ・ア エpu　 nebu　rio　ae(異

性 が 水 浴 して い る と ころ に は い って ゆ くこ との禁 止)と してつ つ しまれ る。 そ れ と い

うの も,稲 は,妊 娠 中 の女 性 と おな じよ うに,朝 はや く水 浴 す る とい わ れ るか らで あ

る。 この禁 忌 は,つ ぎに のべ る よ う な,稲 の成 長 段 階 名 や 部分 名称(表4参 照)と 密

接 な 関 連 を も って い る44)。

　 稲 穂 は,出 穂 にい た るまで の あ い だ,止 葉(稲 穂 を最 後 まで つつ んで い る葉)に つ

つ まれ て い るが,こ の 状 態 は,ベ トゥbhelu(妊 娠)と よば れ,登 熟 の過 程 で 炭 水化

物 を ふ くん だ 白い 水 が 籾 殻 の な か に た ま って ゆ くこ と は,ア エ ・ス ス ・ダ マae　susu

dhama(母 乳 が 入 る)と 表現 され る。 また,母 乳 が た ま った 状 態 は,パ レ ・ア エ ・ス

ス ・ブ ヌdare　 ae　susu　benu(乳 に 満 ちた 稲)と もよば れ る。 した が って,米 は,こ の

母 乳 が 固 ま った もの な ので あ る。

　 これに くわ え,止 葉 は,ロ バlopa(赤 子 の 産 着)と よば れ,止 葉 に くる ま れ て い る

43)ク ルルルというよび声がつかわれ る家畜 は,ニ ワ トリだけであ り,豚 をよぶときにはオーオ
ーオーo ,o,o,と い うよび声がつかわれ,犬 をよぶ ときには,ゴ アgoaと い うよび声がつかわ

れる。また,風 をよぶ ときには,ヒ ューと口笛をふ く。

したが?て,ク ルルルとい うよび声は,ニ ワ トリ,人 間の霊魂 稲 の霊魂 とい う三者間の密

接 な関係を暗示 しているといえるが,つ ぎにのべるようなニワ トリの起源神話 も,人 間 とニワ
トリとの密接 な関係を示唆 している。

昔,父 母 とくらす2人 の子供がいた。この2人 の子供(兄 弟姉妹)は 怠 け者であ り,い くら

親 たちがいいきかせて も,ま った く働 こうと しなか った。そこで,親 たちは,食 べてばか りい
て働 かない者 は家 にいれてや らないとい って,子 供たちを家か らしめだ して しま った。

2人 の子供たちは,何 度 も何度 も,家 にいれて くれるように哀願 したが,し まいにはあ きら
めて,ジ タノキ(リ オ語名:jita;学 名:Alstoniascholaris)の 木 にのぼ って寝て しま った。

翌朝,2人 の子供 は,す でにニ ワ トリにな り,朝 のおとずれをつ げていた。人間は,マ ヌ シ
ア(manusia)と よばれ,ニ ワ トリは,マ ヌ(manu)と よばれる。両者 は,シ ァS2Q(朝)の お と

ずれをつげ る(表9参 照)と い う点で ことな って いるにすぎない。
これ以外に も,人 間の霊魂 稲の霊魂 ニ ワ トリという三者間の密接な関係を示唆す る表現

や儀礼行為 は数多 くあるが,そ れ らについては行論の過程でのべてゆ くことに したい。

44)表4を 作成 するにあたっては,星 川[1975]を 参照 した。なお,杉 島[1985b]の43頁,お よ

び 杉 島[1987b]の52頁 で は,aesusudhamaをaesusutamaと あやまって記 して いるので,こ

の機 会に訂正 してお く。
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表4　 稲 に 関 す る 名 称

稲の成長段階名称

mumu laru 

 supe 

 eko he 

sawi ana 

beka wunu hi 

ulu wo'o 

sese 

 bhitu 

 sulo sela 

 sulo 

 ai susu dhama 

rengu 

 tea  ria  meta  ria 

 tea

直 訳

針のような芽

矢 じり

スズメの尾

子が分かれ る

チガ ヤの葉のよ うな形を した葉
がふえる

先端がまが る

先端がたれ る

妊娠

稲穂が少 しだけでる

稲穂がでる

母乳がはいる

稲 が下をむ く

黄色 いの もあり,青 いのもある

黄色 くなる

意 訳

発芽

分げつ

出葉

穂ばらみ

出穂

登熟

稲の部分名称

 woM 

tengu 

lopa 

guru 

laru 

pepa 

esa 

pu'u 

hamu 

toko 

buku 

kutu

直 訳

穂

首

産着

指輪

節と節とのあいだ

葉

実

根本

根

骨(軸)

節

シラミ

意 訳

穂

穂首

止葉

葉耳

節間

葉身

籾

根本

根

茎

節

蔚,花 粉

稲 穂 は,つ ぎ に のべ るよ うな 意 味で 新 生 児 に た と え られ る。 リオ 族 の 社会 に おい て,

同性 の 「双 子 」(ana　dhumbi　 rua)は,と りた て て 人 々の 関 心 を ひか な い。 だが,異 性

の双 子 が う まれ ると,そ の双 子 は,母 の 胎 内 で ペ ラ ・パ ニpela　Mani(非 合 法 的 な 性

関係 の こ とで あ り,こ の場合 に は近 親 相 姦 を 意 味 す る)を 犯 して い た とみ な され る。

したが って,異 性 の双 子 は,こ の 関係 を断 つ た めに,べ つべ つ の家 で 育 て られ な けれ

ば な らな い。 おな じ こと は,稲 につ いて もい え る。 パ レ ・ンガ ア カα短 π98α'α(直訳:

枝 わ か れ した稲;意 訳:穂 首 の部 分 か ら枝 わ かれ した 稲 穂 を もつ 稲)が み つか った場

合,稲 が お な じ品種 で あ るな らば,な に も問題 は お こ らな い。 だが,パ レ ・ンガ ァが

ことな った 品種 の稲(た とえ ば通 常 の赤 米 と上記 のパ レ ・ラ カ)で あ る場 合,か れ ら
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は,ペ ラ ・1¥°二 を犯 して い た と み な され,ガ モ ・パ レ ・ンガア gamo pare nggaa(パ

レ ・ンガ ァ を洗 う)と よば れ る儀 礼 が お こな わ れ な け れば な らな い45)。

　 この よ うに,稲 穂 に は,稲 の子 供 と して の イ メー ジ が付 与 され て い るわ けで あ るが,

そ の一 方 で,稲 穂 に は,稲 の頭 と して の イ メ ー ジが付 与 さ れて も い る。 なぜ な らば,

穂 首 は,テ ン グtengu(首)と よば れ るば か りで な く,稲 穂 に は,ク トゥ ・パ レ kutu

pare(稲 の シ ラ ミ)と よば れ る花粉 や 蔚 が あ るか らで あ る。 これ に くわ え,作 物 の起

源 神 話 で は,稲 穂,頭,シ ラ ミが 密 接 に 関係 づ け られ て い た ことに も注 意 を は らう必

要 が あ る。

　 1・3　 神 　 　 　霊

　 1・3・1　 ウ ラ ・レジ ャ とタ ナ ・ワ トゥ

　 リオ族 の 人 々は,天 上 と地 下 に す ま う一 対 の至 高 神 の 存 在 を認 識 して い る。 前者 は

ドゥァdu'a,後 者 は ンガ エngga'eと よド れ,神 々に むか って言 上 さ れ る祝 詞 の な かで

は,ド ゥア ・ゲ タ ・ル ル ・ウ ラ,ン ガ エ ・ガ レ ・ウ ェナ ・タ ナ" dua gheta lulu wula,

nggae ghale wena tana(月 の上 の ドゥア,地 の下 の ン ガエ)と い う儀 礼言 語 が も ちい

られ る。 だが,こ の ドゥア と ンガ ェ とい う名称 は,か な らず しも常 用 され る も ので は

な く,と くに地 下 に す ま う神 は,タ ナ ・ワ トゥ tana watu(土 ・石)も し くは リマ ・

プアlima　 bua(毛 の は え た手)と よ ばれ る場合 が 多 い。 ま た,天 上 に す ま う神 は,し

ば しば ウ ラ ・レジ ャ wula leja(月 ・太 陽)と もよば れ,こ れ は,タ ナ ・ワ トゥとい う

名 称 と対 の 関係 に あ る よ うに思 わ れ る。 した が って,以 下 で は天 上 に す ま う神 を ウ ラ

・レジ ャ(天 空神)と よ び,地 下 に す ま う神 を タ ナ ・ワ トゥ(土 地 神)と よ ぶ ことに

しよ う。

45)筆 者 は,ガ モ ・パ レ ・ンガアを実見 したわけではないので,じ ゅうぶんな資料があるわけで

はないが,ガ モ ・パ レ ・ンガアは,つ ぎのよ うにおこなわれるとい う話 をきいた。

まず,家 のなかのウィス ・ルル(祖 霊の座)と よばれる場所(後 述)で 豚を屠殺 し,あ ふれ

でた血を,編 みカゴにいれ ウィス ・ルルにおかれて いるパ レ ・ンガア(を ふ くむ稲穂)に した

た らせる。 その後,編 みカゴの稲穂を脱穀,精 米 して,飯 を炊 く。それ とともに,屠 殺 された

豚を料理す る。飯 と豚 肉の料理 がで きあがると,呪 医が,家 の主柱(mangu)を むいてた ち,手

で料理をささげ もって,つ ぎのような祝詞を4回 くりかえ して言上する。

　o,Bobi　Nombi,　 　　　　　　　 オー、ボ ビとノ ンビ6

wa'u sai  no'o mangu au, 

nggoro sai no'o soku lo. 

mai kaka sai  gha kasa, 

mai nggengo sai gha  kern°.

ア ウ竹でっ くられた家の主柱をおりて こい。

ソク ・ロー という屋根の部材をおりて こい。

胸 に抱いて あげよ う,

脇に抱いてあげよう。

　その後,戸 を しめき って,ま ず家 の主入 が料理を食べ,つ ぎに妻 と子供たちが料理 を食べ る。
つ ぎに,戸 をあけて,近 所 の人 々をまねいて食事をお こなう。 このよ うな儀礼をお こなわない

と,パ レ ・ンガアを収穫 した家の成員のなかか ら死者がで るのだといわれる。
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この一 対 の存 在 につ いて,ま ず 指摘 して お きた い の は,タ ナ ・ワ トゥと ウ ラ ・レ ジ

ャにつ いて 知 られ て い る知 識 の量 が大 き く ことな って い る こ とで あ る。 つ ま り,タ ナ

・ワ トゥに つ い て は
,多 数 の慣 例 的 な 表現 と,そ れ に付 随す る比較 的豊 富 な知 識 が 知

られ て お り,タ ナ ・ワ トゥと相 互 交 渉 を お こな う文 脈 も数 多 く存 在 す る。 これ に 対 し

て,ウ ラ ・レジ ャに 関 す る慣 例 的 な 表 現 は少 な く,ま た,ウ ラ ・レ ジ ャと相 互 交 渉 を

お こな う文 脈 もわ ず か で あ る。 明確 な か た ちで ウ ラ ・レ ジ ャと の相 互 交 渉 が お こなわ

れ るの は,ト ワ ・リマ ・ドゥアJoω σ伽 α4ぬ(天 空 神 の手 を ほど く)と よば れ る一

種 の 治 療儀 礼 と,ポ オ ρo'o(後 述)と よばれ る農 耕 儀 礼 の文 脈 に ほぼ 限定 され るよ う

に 思 わ れ る。

これ に くわ え,タ ナ ・ワ トゥと ウ ラ ・レ ジ ャに つ い て,も う ひ とつ 指摘 して お きた

い の は,こ の両 者 の 性 別 や相 互 関係 を 説 明 す る知 識 が,ほ と ん ど とい って よい ほ ど知

られ て い な い ことで あ る46》。

この 点 につ いて,リ オ 族 の神 観 念 に 関 す る アル ン トの 研究[ARNDTI939]は,興

味 ぶ か い 資料 を提 供 して い る。 アル ン トは,リ オ族 の居 住地 域 を広 範 囲 に歩 き まわ り,

25名 の話 者 か ら聴 取 した 天 空神(du'a)と 土地 神(ngga'e)に 関す る説 明 を くわ し く記

録 して い る。 そ の一 部 を 紹 介 して お くと,25名 中10名 の者 が,天 空神 を男性,土 地 神

を女 性 と説 明 して お り,4名 の者 は,天 空 神 は女 性 で あ り,土 地 神 は男 性 で あ る との

べ て い る。 そ して,そ の 他 の者 は,天 空 神 と土 地 神 が男 性 で も女 性 で もあ ると 答 え た

り,1人 の 男性 で あ る と説 明 した り,性 別 に つ い て は答 え て い な か っ た りす る。 ま た,

天 空 神 と土 地 神 の数 に して も,1名,7名,30名 とい った 具合 に さ ま ざ まで あ る。 だ

が,両 者 が どの よ うな 関 係 に あ る か に つい て 説 明 して い る者 は皆 無 で あ る。

行 政 的 な 統 計 資料 に よれ ば,リ セ地 域 の住 民 は,全 員 カ トリ ックの信 者 で あ り,ま

た,カ ト リ ックへ の改 宗 は,現 在 生 きて い る老人 た ちの親 の 世 代で すで に は じ ま って

い る。 した が って,カ トリ ックは,リ セ地 域 に お い て少 な くと も半 世紀 の歴史 を も っ

て お り,そ の あ い だに,ウ ラ ・レ ジ ャと タナ ・ワ トゥを対 象 と す る儀 礼 の一部 が す た

れて い った こ とは確 か だ とい え る(た だ し,消 滅 した とい い きれ る 儀 礼 は 存 在 し な

い)。 だ が,ア ル ン トの 研究 が しめす よ うに,1930年 代 に お い て も ウ ラ ・レジ.ヤと タ

ナ ・ワ トゥの性 別 や相 互 関 係 は,だ れ もが 知 る 自明 の 知識 で は な か った よ うに 思 わ れ

る。 タ ナ ・ワ トゥと ウ ラ ・レ ジ ャの性 別や 相 互 関係 は,現 在 で は,儀 礼 の解 釈 を と お

46)ウ ラ ・レジャとは,直 訳す るな らば 「月 ・太陽」 という意味になるが,月 は,杉 島[1987c]

で くわ しくのべておいたように,男 性の力とふか く結びついているように思われ る。た とえば,

月食(uvulabops)は,首 長の死がまちかにせま っていることの兆 しと解釈 されることや,ま た,

健康で頭の良い子供を えようとす るならば,男 性 は,月 があかる くかがやいて いる(uvulaja)

ときに性交をおこなわ なければな らない という信仰な どは,そ の典型 的な例だといえ る。
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して しか 顕 在 化 しな い よ う な状 況 が 成 立 して い るわ けで ある が(第3章 参 照),過 去

に おい て も,事 情 は,現 状 と さ ほ ど ちが って い なか った 可 能性 を否 定 す る こと はで き

ない で あ ろ う。

　 1・3。2　 タ ナ ・ワ トゥ

　 タ ナ ・ワ トゥ は,人 間 に 作 物 の恵 み を あ た え,親 が子 を や しな い 育 て るの とお な じ

よ うに,人 間 を養 育 す る(ρ α9α)存在 とみ な され て い る。 この こ とは,儀 礼言 語 で はタ

ナ ・パ ガ ・サ ガ,ワ トゥ・モ ー ・トン ドtang　gaga　 saga　 zvatu　mo　tondo(土 が や しな い,

石 が 育て る)と 表 現 され るが,日 常 的 な会 話 の文 脈で は,こ れ と おな じよ うな意 味 で,

キタ ・カ ー ・レカ ・タ ナkita　ka　leka　tana(直 訳:わ れ わ れ は土 地 か ら食 べ る,意 訳:

人 間 は土 地 神 か ら作 物 を えて,そ れ を食 べ て生 きて い る)と い う表 現 も も ちい られ る。

　 ま た,こ の2つ の 表 現 と は意 味 内容 が か な りこ とな って い るが,タ ナ ・オ ラ ・ンバ

ー ・カー
,ワ トゥ ・オ ラ ・ロ ラ ・ミヌtana　ola　mba　 ka　zvatu　ola　Iota　minu(直 訳:土

は歩 い て食 べ る も の,石 は行 きて 飲 む もの;意 訳:旅 先 で は,畑 か ら無 断 で 作 物 を と

る こ とが ゆ る され る)と い う儀 礼 言語 が あ り,こ れ もま た,タ ナ ・ワ トゥの 「生 の与

え手 」 と して の側 面 を表 現 して い る とい って よ い。

　 しか しな が ら,タ ナ ・ワ トゥは,「 生 の 与 え手 」 と して の 側 面 の ほ か に,そ れ と は

対 照 的な 「死 の与 え手 」 と して の側 面 も も って い る。 つ ぎに の べ るよ うな2つ の 表 現

は,こ のタ ナ ・ワ トゥの もつ死 の与 え 手 と して の 側面 を 明確 に い い あ らわ してい る。

　 そ の ひ とつ は,ン ガ ェ ・パ イngga'epai(土 地 神 が 呼ぶ)で あ り,老 年 に な って む

か え る,い わ ば 理 想 的 な死 を意 味 す る。 この よ うな死 は,う まれ た時 刻 とお な じ時 刻

に お とず れ るの だ と い われ る。

　 これ と対 照 的 な 位 置 に あ るのが,タ ナ ・カ ー,ワ トゥ ・ペ サLana　ka,ω θ魏 ρ6脇(土

が 食 べ,石 が 食 す)と よ ば れ る死で あ り,こ れ は,タ ナ ・ワ トゥが 「怒 って,罰 を あ

た えた 」(rudu　 rakの た め に お こる よ うな 突 然 の死 を意 味 す る。 タ ナ ・ワ トゥは,人

間 の お こな う 「す べ て の こと を知 って お り」@64'o薦 ∫αωの,悪 い(re'e)こ と,ま ち

が っ た(sala)こ と を お こ な う人 間に,裁 きを あ た え る(uku　 manusia)存 在 な の で あ る。

タ ナ ・ワ トゥは,そ の配 下(ha'i　 lima)で あ る妖 術者(polo)に 命 じて(5ゴ'の,懲 罰 の対

象 者 を 殺 し@伽),妖 術 者 と と もに,そ の死 体 を 食べ る(pesa)の だ といわ れ る。 し

た が って,タ ナ ・ワ トゥは,妖 術者 を は るか に こえ た力 を もつ ポ ロ ・プ ゥpolo　pu'u

(直 訳:根 本 の妖 術 者;意 訳:最 高 位 の妖 術者)で もあ る ので あ る[杉 島　 亙986a]。

　 この よ うに,理 想 的 な死 に せ よ,非 理 想 的 な死 に せ よ,人 間 は,タ ナ ・ワ トゥの意
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向 に もとつ いて 死 へ とみ ちびか れ るわ けで あ るが47),タ ナ ・ワ トゥの す ま う土 地 は,

死者 が ゆ きつ く場 所 の ひ とつ と して と らえ られ て い る よ うに 思 わ れ る。 この こと を端

的 に しめ して い るの は,葬 送 儀 礼 の 文 脈 で もち い られ る,つ ぎ の よ うな 表 現で あ る。

　 キタ ・ワ ロ ・レカ ・'タナkita walo leka　tana(直 訳:わ れ わ れ は 土 地 へ もど る;意

訳:わ れ わ れ は死 ぬ と,土 地 に 帰 還 す る):こ れ は,す でに のべ た カー ・レカ ・タ ナ

(わ れ わ れ は土 地 か ら食 べ て い る)と 対 を なす 表 現 とい え るが,つ ぎの よ う な表 現 も,

これ と ほ ぼ お な じ意 味で もちい られ る。

　 ナ イ ・レ カ ・トゥカ ・イ ネ 。カ イnai leka tuka ine kai(母 の腹 に はい る):ト ゥカ・

イ ネ ・カ イtuka　 ine　kai(母 の腹)と い う表 現 は,い さ さか 曖 昧 で あ るが,土 葬 に さ

れ る死 体 が,新 生 児 の よ うに 「手 足 を ちぢ めた 姿 」(kuru　kudhu)に され る こ とや,地

下 が,ト ゥカ ・タ ナtuka　 tang(土 地 の 子宮)と よば れ る こと を考 え あ わ せ るな らば,

「母 の 胎 内に は い る」 とい う表現 が意 図 す るの は,母 の胎 内に もに た トゥカ ・タ ナ(土

地 の 子 宮)に も ど る こと な のだ とい え よ う。

　 しか しな が ら,ト ゥカ ・タ ナ(土 地 の 子宮)は,死 者 の ゆ きつ く場 所 と して ば か り

で な く,作 物 が 産 出 され る場 所 と して も認識 され て い る。 つ ま り,ト ゥカ ・タ ナ は,

種 ま きが お こなわ れ,そ こか ら作 物 が 成 長 して くる場所 な ので あ る。 そ れ ゆえ に,人

人 は,ン ゴル ・ン グ レngoru　 ngure(収 穫 物 が トゥカ ・タ ナに と りこま れ る た め に,

収穫 量 が 減 って しま う こと)を ふ せ ぐ た めに,ニ ジ ョ ・ トゥカ ・タ ナnijo　 tuka　tana

(土地 の子 宮 の呪 文)と よば れ る呪 文 を しば しば畑 で とな え る ので あ る。

　 した が っ て,土 地 は,生 と死 の 与 え 手で あ る タ ナ ・ワ トゥの す ま う場 所 で あ る が ゆ

え に,生 と死 が 転 換 され る場 所 と して 認 識 され て い るの で あ り,こ の生 と死 が 転 換 さ

れ る場所 と して の 土地 が,ト ゥカ ・タ ナ(土 地 の子 宮)に た と え られ る ので あ る。 言

葉 を か え る な らば,土 地 は擬 人 化 され て い るわ けで あ るが,つ ぎに の べ る よう な 表現

は,こ の こ とを 明 確 に しめ して い る。

　 タ ナ ・カ ンブtana　 kambu(太 った土 地):こ の 表現 は,タ イ ・フ ァカta'i　faka(ミ

ミズ が土 中か らだ した排 泄 物)が た くさん あ る よ う な,肥 沃 な土 地 を 意 味 す る。 す べ

て の 呪文(nijo)に は,イ ネine(母)と よば れ る キ ータ ー ムが ふ くまれ て お り,こ れ

が 呪文 の もつ 効 力 の源 泉 に な っ て い る と い わ れ るが,上 記 の ニ ジ ョ ・ トゥカ ・タ ナ

47)の ちほどのべるように,人 間の死 には ウラ ・レジャ(天 空神)も ふか く関与 しており,死 は,

ウラ ・レジャが人間を 「抱 く」(9αo)こ とによ って生ず るのだといわれ る。 だが,タ ナ ・ワ ト

ゥ,ウ ラ ・レジャ,妖 術者,そ れ にイネ ・レケineleke(後 述)と い った,人 間に死を もた らす
ことので きる存在が,相 互に どのような関係を もって いるかについて,は っきりしたことは部

分的に しか知 られていない。 どのような存在が病気を もた らしてい るのか,あ るいは,ど のよ

うな存在が死にいた らしめよ うと しているかを判断す るのは,つ ねにアタ ・ニ ピalaη桝(夢
の人)と よばれる呪医の役 目である。
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(土 地 の子 宮 の呪 文)の 場合 に は,「 ミ ミズ」(hati)と い う言 葉 が キー タ ー ムに な って

い る。 ま た,妊 娠 す る こ と は,ト ゥカ ・タ イtuka　 ta'i(子 宮 ・排 泄物)と 表 現 され,

カ ンブ とい う言 葉 は,「 太 った 」 も しくは 「脂 肪」 と い う 意 味で も ちい られ るば か り

で な く,ン ゲ ー ・レカ ・ トゥカ,ベ カ ・レカ ・カ ン ブnge　 leka　tuka,　beka　leka　kambu

(腹か ら殖 え,子 宮 か ら増 え る)と い う儀 礼 言語 の文 脈 で は,「 子 宮 」 の 意 味で もつ か

わ れ る。

　 そ して,作 物 の で きの よ くな い地 味 に とぼ しい土 地 は,タ ナ ・ノ コtang　noko(や

せ た土地)と 表 現 され る。

　 タナ ・ワ トゥ ・リセ ・ネ ギ ・デマtana watu Lise negi dema(リ セ 地 域 の タ ナ ・ワ

トゥは,本 当に 強 い):こ れ は,か な らず しも定 型 化 され た 表 現で は ない が,あ る老

人 は,こ の よ うな 言 葉 で,他 の政 治 共 同体 の タ ナ ・ワ トゥと くらべ,リ セ地 域 の タ ナ

・ワ トゥが は るか に 強 い こと を 表現 して い た。 この表 現 で 注 目 され る の は,ネ ギ とい

う言 葉 が 肉体 的 な強 さを 意 味 す る形 容 詞 で あ る こと と,そ れ ぞ れ の政 治共 同体 の タ ナ

・ワ トゥが ,べ つ べ つ の 存 在 と して と ら え られ て い る こ とで あ る。

　 タ ナ ・ンゲ ー,ワ トゥ ・ンゲ ダtana　 nge,watu ngeda(土 が 生 育 し,石 が大 き くな

る):こ の儀 礼 言語 は,ウ ォ ダ ・ラ シと ンゲ ラ ・ラ シの 子 孫 が,先 述 の11の タ ナ(1・

1・2参 照)を つ ぎつ ぎ と併 合 し,し だ いに 政 治 共 同 体 の 領地 が 大 き くな って ゆ くさ

ま を表 現 して い る。

　 タ ナ ・ペ トゥ,ワ トゥ ・ラ ンゴtana　 petu,watu rango(土 は熱 く,石 は あつ い),

タ ナ ・ケ タ,ワ トゥ ・ンガ ーtans　 keta,　zvatu　ngga(土 は冷 た く,石 はつ めた い):前

者 は,政 治 共 同体 の領 地(tana　watu)を め ぐる争 い が た えず,混 乱 が つ づ い て い る状

態 を意 味 し,後 者 は,領 地 を め ぐる 争 い が しず ま り,平 和 が お とず れ た こと を意 味 す

る儀 礼言語 で あ る。 ペ トゥと ラ ンゴ は,病 気 の た め に 熱 が高 い さ まを 形容 す る言 葉 で

あ り,ま た,ケ タ と ンガ ー は,健 康 な 状 態 を形 容 す る言 葉 で あ る。 した が って,こ の

2つ の儀 礼 言 語 は,人 間 の健 康 状 態 に つ い て の 表現 を転 用 した もの な ので あ る。

　 ベガ ・ラ カ ・ゲ レ ・ライbega　 raka　ghele　ra'i(畑 の上端 まで の女 陰):い つ 種 ま きが

お こな わ れ て もよ い状 態 に まで と と のえ られ た畑 は,し ば しば,こ の よ うに 表 現 され る。

　 タナ ・タ ガ ・ラ ラ,ワ トゥ ・ピ ピ ・テ キtang　 taga　lara,watu pipi teki(土 のふ くら

は ぎが 枯 れ て 黄 色 くな り,石 の頬 が ひ きは が され る):こ れ は,火 入 れに さい して 森

を延 焼 させ た こと を意 味 す る儀 礼言 語 で あ り,森 を延 焼 させ た者 は,ポ オ とよ ば れ る

儀 礼(後 述)で,豚 を供 犠 す る こ とに よ って,タ ナ ・ワ トゥの 許 しを こわ な けれ ば な

らな い。
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　 タ ナ ・ウ ィウ ィ ・ンガ ンガ 伽 α痂 ω飽9朋9α(土 地 の 口が あ い て い る):こ の 表 現

は,供 物 を う け と るた め に,タ ナ ・ワ トゥが 口 を あ けて い る状 態 や,タ ナ ・ワ トゥが

人 間 を食 べ るた めに,口 を あ け て い る状 態 を意 味 す る。 土 地 の 口 が ひ ら き っぱ な しに

な って い る状 態 は,き わ め て危 険 な ので,そ れ を と じるた め の儀 礼 が あ り,そ の儀 礼

は,レ イ ・タ ナre'i　tans(土 地 を縫 う)と よば れ る。

　 オ ラ ・ンガ イola　ngai(息 を す る場所):こ れ は,タ ナ ・ク ネ ・マ ラ(表1参 照)内

に あ る洞穴 の名 前 で あ る。 タ ナ ・ン ゴ ンデ,タ ナ ・ラ トゥ ・ジ ャ ジ ャ ・ワル ・ジ ャ ジ

ャ,タ ナ ・フブ ・ラ シが,ま だ リセ地 域 の 領地 に な って い な い ころ,ウ ォ ダ ・プ ラ と

ワ ンゲ ・ンベ テ(表1,図4参 照)は,こ の洞 穴 に ア ナ ・コオana　 ko'oと よば れ る木

片 を なげ こみ,フ ロ ー レス 島 の 南 に ひ ろが る海(サ ブ海)に で て くるか ど うか を しら

べ る こ とで,こ の3つ のタ ナ が タ ナ ・ク ネ ・マ ラ と一 体 の もの で あ る か ど うか を う ら

な った とい う伝 承が 知 られ て い る。

　 デ オ ・ポ ロ ・タ ナdeo　 holo　tana(土 地 の頭 を に ぎ る者):こ の表 現 は,村 落 共 同体 の

領地 を所 有 す る首長(村 落 共 同体 の長)の こ とを 意 味 し,す で に い く度 か もち い た 「土

地 の所 有者 」,「土地 を所 有 す る」,「土 地 の 所 有 権 」 と い う表 現 は,こ の デ オ ・ポ ロ ・

タ ナ とい う表 現 の比 喩 的 な翻 訳 に す ぎ ない。 筆 者 の知 るか ぎ り,リ オ語 に は,「 土 地

の所 有者 」,「土 地 を所 有 す る」,「土 地 の所 有権 」 な ど と直 接 的 に 対 応 す る表 現 は ない

よう に思 わ れ る。

　 ペ オ ・ポ ロ ・タ ナpeo　 holo　tana(土 地 の頭 を こち らに む け る):戦 争 な どの 手 段 に

よ って,領 地(タ ナ)を 獲 得 した 場合,コ ル ・コ エkolu　koe(土 地 に穴 を ほ り,タ ナ

・ワ トゥへ の供 物 を う める儀 礼)に よ って,タ ナ ・ワ トゥ(土 地 神)と あ らた に 関係

を と りむ すぶ 儀 礼 が お こなわ れ,こ の儀 礼 は,ペ オ ・ポ ロ ・タ ナ と よば れ る。 人 間 の

身 体 の なか で,頭 は,霊 魂(mae)の や ど る場 所 だ と考 え られて お り,頭(bolo)と い

う言 葉 は,し ば しば 霊 魂 の意 味 で も ちい られ る。

　 以 上 の よ う な タ ナ ・ワ トゥ(土 地 神)と タ ナ ・ワ トゥの す ま う土 地(タ ナ)に 関 す

る表現 や 知識 を総 合 す るな らば,土 地 は,女 性 の身 体 の よ うに,頭,口,頬,気 息 口,

胎 内(子 宮),女 陰,ふ くらは ぎを も ち,タ ナ ・ワ トゥ(土 地 神)は,そ こに や ど る

霊 魂 に もに た存 在 だ とい う ことに な る。 言 葉 をか え るな らば,土 地 と土 地 神 の 関係 は,

女 体 と そ こにや ど る霊 魂 との 関係 に に て い るわ けで あ るが,こ の 場合 の土 地 とは,人

人 の 生 活 が い と な まれ る政 治共 同体 の領 地 の こ とで あ り,政 治 共 同体 の領 地 も,儀 礼

言 語 の 文 脈で は,タ ナ ・ワ トゥと よば れ る。

　 した が って,タ ナ ・ワ トゥ(政 治 共 同 体 の 領地 と そ の下 に す ま う土地 神)と は,身
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体 とそ こにや ど る霊魂 か らな る女 性 的 な存 在 な のだ とい え るが,こ の よ うな イ メ ー ジ

は,リ オ 族 の人 々が い だ くタ ナ ・ワ トゥの イ メ ー ジ と,そ うか け は なれ て はい な い と

考 え られ る。 タ ナ ・ワ トゥは,す でに のべ た よ うに,「 最 高位 の妖 術者 」(polo　 pu'u)

と して 位 置づ け られ て い る。 そ して,妖 術 者(polo)と は,通 常 の 人間 の霊 魂(mae)

と は区 別 され る ア ナ ・ウ ェ ラ 伽 αω6γαと よ ばれ る霊 魂 を や ど した 人間 で あ り,妖 術

者 と して の すべ て の能 力 を か ね そ な え た真 の 意 味で の妖 術 者(polo　 eo　no'o　olaω6♂の

は,す べ て 女性 で あ る。 これ に くわ え,ア ナ ・ウ ェ ラは,夜(ola　 kobe)に な る と妖 術

者 の身 体 か らで て(wa'u),ガ カgakaと よ ばれ る鳴 き声 を あ げ なが ら活 動 を は じめ る

が,こ れ とお な じよ うに,タ ナ ・ワ トゥ(土 地 神)も ま た,夜 間,土 地 か らで て(ω α'の,

ガ カ を発 しな が ら,あ た りを 飛 び ま わ るの だ とい わ れ る[杉 島　 1986a]。

　 1・3・3そ の他 の存 在

　 農 耕 の サ イ クル と多少 な りと も関係 を もつ,そ の他 の 超 自然 的 な存 在 に つ い て,手

短 な説 明を くわ えて お くこ とに しよ う。

　 ニ トゥnitu(霊):こ れ は,森(と りわ け そ こに 生 育す る草 木)に や ど る霊 的 な 存

在 で あ り,開 墾 のた めに 森 を 切 りひ らいた り,建 材 を え るた め に樹 木 を伐 採 す ると き

な どに,強 い関 心 が む け られ るよ うに な る。 なぜ な らば,そ の よ うな と き に運 悪 くニ

トゥ ・レエnitu　re'e(悪 い ニ トゥ)に 遭 遇 す る(gena)と,命 を お と す ことに もな り

か ね な い と信 じ られ て い るか らで あ る。

　 ニ トゥ ・パイ nitu pa'i(直 訳:護 る霊;意 訳:祖 霊):上 記 の ニ トゥと に か よ った

名 前 を も って い るが,ニ トゥ ・パ イ と は,次 章で くわ し くのべ る よう に,屋 内 の ウ ィ

ス ・ル ル ω融1π 彪(祖 霊 の座)と よば れ る場所 に あつ ま る祖 霊 を 意 味 す る。

　 フ ェ ンゲ ・レ エfengge　 re'e(悪 い フ ェンゲ):こ の 精霊 は,い つ もあ た りを うろつ

きまわ り,食 物(肉 や 米)を 盗 もう と す る食欲 な精 霊 で あ る。 た くさん あ った はず の

食 物 が,い つ の まに か 少 な くな って い ると きに は,フ ェ ンゲ ・レ エが 盗 んで い った の

だ と い われ る。 した が って,た くさん の食 物 が 一 箇所 に あつ め られ る と きに は,あ ら

か じめ ニ ジ ョ ・ボケ ・フ ェ ンゲ ・レエnijo　pokefengge　 re'e(フ ェ ンゲ ・レエ を お い は

ら うた め の呪 文)を とな え,フ ェンゲ ・レエ を おい は ら って お く必 要 が あ る。 だ が,

フ ェ ンゲ ・レ エは,食 物 を盗 む こと が で きる だ けで あ り,人 間 に 危 害 を くわ え る こと

は な い。 な お,フ ェ ンゲ ・レエの 出 自,性 別,容 姿 な どにつ いて,は っ き り した こと

はな に も知 られ て い な い。

　 イ ネ ・レケine　leke(モ ダ マ の母;補 足:モ ダ マ は学 名 でE'吻 ぬ ρ加5θ0♂0励5と よ
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ばれ る蔓 木):イ ネ ・レケ は きわ め て 危 険 な 存在 で あ り,イ ネ ・レケ と 言 葉 を か わ

した り,食 物 を も らっ た り した だ け で も,人 間 は死 に いた るの だ と され る[4杉 島

1988b]。 イネ ・レケ の 起 源 を説 明 す る神 話 に よれ ば,イ ネ ・レケ と は,一 種 の ポ ロ

・リアpolo　 ria(大 妖 術者)で あ り
,か つ て は リセ地 域 の近 くに す んで い た の で あ っ

た 。 そ の首 領 で あ るイ ェIeは,ン ゲ ラ氏 族(Embu　 Ngera)の 祖 先 の ひ と りで あ る

レ ラ ・ンゲ ラLera　 Ngeraの 姉妹,モ レ ・ンゲ ラMore　 Ngera(図4参 照)を 誘 拐 し

て 妻 に した。 そ れを き っか けに,イ エ は,レ ラ ・ンゲ ラに よ って殺 害 され,残 党 た ち

は,モ レと もど もゲ タ ・ホ ロ ・タ ナgheta　 holo　tana(直 訳:上 方 に あ る 土 地 の 頭;意

訳:フ ロー レス 島 の東 端部)に 逃 走 し,現 在 に い た る まで,そ こに す んで い る のだ と

され る[杉 島　 1987e,1987g]。

　 モp・ ンゲ レmoro　 nggele(翻 訳 不 能):モ ロ ・ンゲ レ は,海 のか な たか らや って く

る首 狩 人 で あ り,リ オ族 の人 々は,モ ロ ・ンゲ レを あ くまで も人 間 と して と らえて い

る[杉 島　 1985b,1989b]。 　 しか しな が ら,モ ロ ・ンゲ レは,一 定 の 時 期 に しか 出 没

しな い と い う点 で,上 記 の イ ネ ・レケ とお な じよ うな 特 徴 を も って い る。

　 ア タ ・ポ ロata　polo(妖 術者):妖 術者 に つ い て は,こ れ まで の 記 述 の なか で 多 少

な り と も くわ し くの べ て きた ので,こ こで,そ の 内容 を くりか えす 必 要 はな い と考 え

られ る。 た だ し,つ ぎの こと を補 足 的 に の べ て お くこ とに した い。 妖 術 者 は,タ ナ ・

ワ トゥの配 下で あ る とは い え,従 順 な配 下 と はみ な され て い るわ けで は ない。 つ ま り,

妖 術 者 は,人 肉 を食 べ た い と い う,み ず か らの欲 望 に した が って,ま っ と うな 人 間 を

も殺 め る危 険 な存 在 なの で あ り,そ のた めに,人 々は,で き るだ け妖 術者 た ちとの 相

互 交 渉 を ひ か え る よ うに す るので あ る[杉 島　 1986a]。

　 具 体 的に の べ るな らば,マ キ ・ン ドリ ・ワ ンゲ で は,ニ コラ ウ ス ・ボ ン ゴNikolaus

Pongoの 妻,マ ル テ ィ ヌス ・バ サMartinus　 Basaの 妻,ラ ンベル トゥス ・ウォ ロ

Lambertus　 Woloの 妻,イ グ ナ シ ウス ・マ リIgnasius　 Maliの 妻,そ れ に トビア ス

・ドシTobias　 Dosiの 妻(図7参 照)な どが 妖 術者(polo　 eo　no'o　ola　zoelu)と して恐

れ られ て い る。 だ が,そ の夫 た ち も,妻 か らの影 響 を うけ て,な かば 妖 術者 に な って

しま って い るの だ とい わ れ る[Cf杉 島　 1986a]。 だ が,ま だ結 婚 して ま もな い トビ

ァ ス ・ドシに つ い て は,ま だ,そ の よ うな 話 は聞 かれ ない。

1・4舞 台 装 置

1・4・1民 俗 方 位

この節 で は,村,家,畑 とい った,農 耕 儀 礼 の 舞 台装 置 を記 述 して ゆ くわ けで あ る
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が,そ の ま え に,ま ず,リ オ族 の 民俗 方 位 に つ い て のべ て お くこ とに した い。

　 リオ語 で話 を す ると き,わ れ わ れ は,民 俗 方 位 をつ ねに 頭 のか た す み に いれ て お く

必 要 が あ る。 そ れ と い うの も,人 や 物 が特 定 の 場所 に存 在 す る こ とや,特 定 の場 所 か

ら特 定 の 場 所 へ と移 動す る こ とを 表 現 す る場 合 に は,か な らず とい って よ い ほ ど,ゲ

タgheta,ゲ レghele,ラ ウlau,ガ ワ9肋 ωα,ガ レghale,メ ナmenaな ど と い った 方

向 を指 示 す る前 置詞 を も ちい な け れ ば な らな い か らで あ る。

　 この よ うな方 向 を指 示 す る前 置詞 の体 系 を 理 解 す る こと は,そ うむ ずか しい こ とで

は ない 。 だ が,そ れ を使 い こな す こと は困 難 で あ り,リ オ族 の 人 々で さ え も,不 慣 れ

な土 地 で は,し ば しば,ま ちが い を おか す こ とが あ る。 なぜ な らば,リ オ族 の民 俗方

位 に は,東,西,南,北 の よ うな 固定 した 参 照 点 が存 在 しない か らで あ る48)。

　 まず,村 や畑 とい った 狭 い範 囲 の空 間 に適 用 され る方 向指 示 の 前 置詞 の 体 系 か らの

べ て ゆ くこと に しよ う。 以 下で は,こ の体 系 を 「1型 の体 系 」 と よぶ こ とに す る。 リ

オ族 が 居 住 す る地 域 の大 半 は,起 伏 の多 い 山 岳地 帯 で あ り,ど こまで い って も平坦 な

土 地 な ど とい う もの は存 在 しな い。 リオ族 の 民俗 方 位 の体 系 は,こ の 事実 を暗 黙 の 前

提 に して い る よ うに 思 わ れ る。 それ とい うの も,1型 の 体 系 を も ちい る場 合,ま ず 知

らな け れ ば な らない の は,ゲ タ(上 流 ・山 の方 向)と ラウ(下 流 ・海 の方 向),も し

くはゲ レ(斜 め上)と ガ ワ(斜 め下)の 方 向 だ か らで あ る。

　 ゲ タ とゲ レ,ラ ウ とガ ワの ちが い は,つ ぎの よ うに 説 明 す る こ とがで き る。 村(の

地 面)や 畑 は,一 見 す る と こ ろ,平 坦 で あ るよ うに み え る場合 が あ る。 だ が,そ の周

囲 に 目を や る と,村 や畑 は,つ ね に 山 腹,尾 根,そ れ に 山 の す そ野 な どに 存在 し,水

図13　 1型 の体系

の 流 れ る方 向 は さだ ま って い る。 この よ うな場

合 に適 用 され るの が,ゲ タ と ラ ウで あ り,土 地

が 傾 斜 して い る こ とが あ き らかで あ る場合 に は,

ゲ レと ガ ワが 適 用 され る。 だが,ゲ レとゲ タ,

ガ ワと ラ ウ は,実 際 に は,お な じ方 向 に適 用 さ

れ る可 能 性 が 高 い 。 そ の た めに,ゲ タ とゲ レ,

ラ ウ とガ ワ は,ゲ タ ・ゲ レあ るい は ラ ウ ・ガ ワ

とい った よ うに,熟 語 と して も ちい られ る場 合

が 多 い。

　 図13の よ うに,こ の ゲ タ(ゲ レ)と ラ ウ(ガ

48)残 念な ことに,ア ル ントの 『リオ語 ・ドイツ語辞典』[ARNDT1933]に おける,方 向指示 の

前 置詞 に関す る項 目の語義注解は,ほ とんどつかいもの にな らない。
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ワ)と を むす ぶ 軸 に は,メ ナ とガ レとを む す ぶ方 位 軸 が 直角 に ま じわ って い る。 だが,

この メナ と ガ レを むす ぶ 方 位軸 は,ゲ タ(ゲ レ)と ラ ウ(ガ ワ)を む す ぶ 軸 に と って

二 次 的 で あ る。 それ とい うの も,ゲ タ(ゲ レ)と ラ ウ(ガ ワ)の 方 位 を 知 らず に,メ

ナ とガ レの方 位 を 決定 す る こ と はで きな いか らで あ る。

　 以 上 の よ うな 説 明か らあ き らか な よ うに,1型 の体 系 は,周 囲 の地 形 を前 提 と して,

せ まい 範 囲 の 空 間 に適 用 され る。 そ の た め に,ど う して も多 中心 的 な も の と な ら ざ る

を え ない 。 た とえ ば,aと い う村 とbと い う村 が,　Aと い う山 の 中腹 とBと い う山 の

中腹 に存 在 し,か つ,a村 とb村 は,谷 を は さんで むか い あ って存 在 して い る と しよ

う。 この よ う な状 況 に お い て,a村 とb村 に お け るゲ タ(ゲ レ),ラ ウ(ガ ワ),メ ナ,

ガ レと い う4つ の 方 位 は,180度 の ずれ を もつ こ とに な る。

　 つ ぎ に,視 野 を も う少 しひ ろ げ,政 治 共 同 体 の領 地 の全 体 や そ の 周 囲 の地 域 に適 用

され る,「H型 の 体 系 」 につ いて のべ る こ とに しよ う。n型 の体 系 と1型 の 体 系 と の

相 違 点 は,つ ぎ の ことに あ る。 そ の第1点 は,H型 の体 系 で は,ゲ タ と ラ ウ とい う方

向指 示 の前 置 詞 が つか われ な い こ とで あ り,そ の第2点 は,ゲ レ とガ ワ とを む す ぶ方

位 軸 が,地 形 と はべ つ の基 準 に よ って設 定 さ れ る こ とで あ る。 つ ま り,II型 の 体 系 で

は,海 が基 準 に な るので あ り,メ シ ・ア タ ・フ ァイMesi　 Ata　 Fai(直 訳:女 の海;意

訳:フ ロー レス 島 の北 に ひ ろ が るフ ロ ー レス 海,Flores　 Sea)の 方 向 が ゲ レ(斜 め上)

と な り,メ シ ・ア タ ・ハ キMesi　 Ata　 Haki(直 訳:男 の 海;意 訳:フ ロ ー レス の南

に ひ ろが るサ ブ海,Savu　 Sea)の 方 向 が ガ ワ(斜 め 下)と な る。 そ して,1型 の体 系

と お な じ よ うに,そ れ に 直 角 に ま じわ るか た ちで メナ とガ レを む すぶ 方 位 軸 が設 定 さ

れ る。

　 1・1・2で の べ た ア タ ・ンゴ ロ(お りて きた人)と い う表 現 の 背 景 に あ る の は,こ

のII型 の体 系 で あ り,ア タ ・ンゴ ロで あ る ク ネ ・マ ラ人(Ata　 Kune　 Mara,図4参

照)は,フ 　 一 レス 島 の北 岸 に あ るサ ダ岬(Ngalu　 Sada)に た ど りつ き,そ こか ら,

フ ァタ ・ン ドポFata　 Ndopo村 に 「お りて きた」 の だ と いわ れ る(図2参 照)。

　 このII型 の 体 系 と1型 の体 系 は,つ ぎに のべ る よ うな 意 味で,相 互 に 関 連 しあ って

い る。 リオ族 の 政 治 共 同体 は,妻 の 与 え手 で あ る先 住 者(ア タ ・ンゴ ロ)と 妻 の 受 け

手 で あ る来 住 者 との婚 姻連 帯 を基 盤 に して い る場 合 が 多 い が,先 住者 の代 表 者 が 居 住

す る家 も し くは村 は,来 住者 の居 住 す る家 も しくは村 か らみ て,ゲ タ も し くはゲ レの

方 向に 存 在 す る ことが 一般 的で あ る。 た とえ ば,リ セ地 域 で あ るな らば,ク ネ ・マ ラ

人 の代 表者 で あ るモ サ ・ラ キ ・イ ネ ・ア メmosa　 laki　ine　ame(妻 の 与 え手 の首 長)の

居 住 す る フ ァタ ・ン ドポFata　 Ndopo村 は,表2に 記載 され て い る首 長 た ちの す む
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村 の な かで,も っ と もゲ レ(斜 め上)の 方 向 に存 在 し,ラ シ氏 族 の始 祖 で あ る ラ シ ・

レ ゥRasi　 Le'uは,も とを た だ せ ぱ,ン ブ リ地 域(図2参 照)と い うガ ワ(斜 め下)

も しくは ラ ウ(下 流)に 存 在 す る場 所 か らの 出身 者 で あ った。

　 ま た,リ セ ・デ トゥ地 域 を 例 に と る と,ジ ェ ケ氏 族(Embu　 Jeke)の 代 表者 が居 住

す る村(Wolo　 Feo)は,ラ シ氏 族 の 代 表者 た ちが す む村(Wolo　 Waru)か らみ て,

よ りゲ レ も し くはゲ タ の方 向 に 存 在 す る。

　 これ に くわ え,ン ゲ ラ地 域(Tana　 Nggela)　 　 そ の お お よ そ の位 置 は,図12か ら

知 るこ と がで き る。 た だ し,図12で は,Nggelaと 表記 されて い る　 　 の 成 立 は,先

住者 の 首 長 の 娘,Nggelaと 海(Mesi　 Ata　Haki)の 彼 方 か らや って きたモ サ ・ラ キ ・

プ ゥmosa　 laki　pu'u(根 本 の首 長)の 始 祖 との結 婚 に 由来 す る の だ とい わ れ,現 在 で

も,先 住 者 の首 長 の地 位 を い まに つ た え るモ サ ・ラ キ ・イ ネ ・ア メmasa　 laki　ine　ame

(妻 の 与 え手 の首 長)の す む 家 は,モ サ ・ラキ ・プ ウの す む家 よ り も,お な じ村 の な

か で,よ りゲ タ(上 流)の 方 向 に 存 在 す る。 そ して,こ れ に類 す る村 や 家 の配 置 は,

ウ ォロ ・ジタ地 域(Tana　 Wolo　 Jita)　 図12で は,　W.　 Djitaと 表 記 され て い る

や ブー地 域(Tana　 Bu,図2参 照)に もみ られ る。

　 つ ぎに,フ ロー レス 島 の全 体 に 適 用 され る 「皿型 の体 系」 に つ い て の べ る ことに し

よ う。 皿型 の 体 系 で は,ゲ タ と ガ レとい う2つ の方 向 指 示 の 前 置詞 が も ちい られ る。

フ ロー レス 島 の東 端 は,ホ ロ ・タ ナholo　tang(土 地 の頭)と よ ばれ,西 端 は,エ コ ・

タ ナeko　 Lana(土 地 の尾)と よば れ るが,フ ロ ー レス 島 の東 端 に言 及 す ると きに は,

つ ね にゲ タ ・ポ ロ ・タ ナtheta　 holo　tangと い う表 現 が も ちい られ,フ ロ ー レス 島 の

西端 に言及 す ると きに は,つ ね に ガ レ ・エ コ ・タナghale　 eko　tangと い う表現 が もち

い られ る。

　 この 皿型 の 体系 に お け るゲ タ と ガ レと い う方 向指 示 の 前 置 詞 は,沖 縄 の 民俗 方 位 に

お け る ア ガ リ(東)と イ リ(西)と い う言 葉 の もつ語 感 と類 似 して い る。 そ れ とい う

の も,垂 直 方 向 の 上下 関係 に 適 用 され る 「N型 の 体 系 」で は,ゲ タ とガ レと い う2つ

の方 向指 示 の 前 置 詞 が もちい られ るわ けで あ るが,こ の体 系 に おい て,ゲ タ は上方J

ガ レは下 方 に適 用 され るか らで あ る。 す でに のべ た よ うに,タ ナ ・ワ トゥと ウ ラ ・レ

ジ ャに対 す る祝 詞 の な かで は,ド ゥア ・ゲ タ ・ル ル ・ウ ラ,ン ガ ェ ・ガ レ ・ウ ェ ナ ・

タ ナ4ぬ9雇 如 観 蹴 〃π!α,π99磁9加1ど 膨 襯 伽 σ(月 の 上 の天 空 神 よ,土 の 下 の土 地

神 よ)と い う儀 礼言 語 が もちい られ るが,こ れ な ど は,IV型 の体 系 の典 型 的 な使 用例

だ と い え る。

　 つ ぎに,「V型 の体 系」 につ い て のべ る こと に しよ う。 こ の体 系 は,ゲ レと ガ ワ と
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い う2つ の 方 向 指示 の前 置 詞 か ら構成 さ れ,フ ロ ー レス 島 と海 の彼 方 と の関係 を 表現

す ると きに も ちい られ る。 つ ま り,海 の彼 方 に は ガ ワ(斜 め下),フ ロー レス 島 に は

ゲ レ(斜 め上)が 適 用 され るの で あ る。 そ のた めに,フ ロー レス 島 か らみ る と,海 の

彼方 は,す べ て ガ ワ(斜 め下)の 方 向 に存 在 す る ことに な り,た とえ ば,「 オ ラ ンダ

に ゆ く」 とい う文章 を リオ語 に 翻 訳 す る と,ン バ ナ ・ダ ・ガ ワ ・ベ ラ ンダHabana　 da

gharaa　Belanda(斜 め 下に あ るオ ラ ンダに ゆ く)と い う文 章 に な る。

　 このV型 の 体 系 と関連 す る2つ の 事 柄 を指 摘 して お くこと に した い。 そ の第1は,

ガ ワ ・プ ウ ・ス ア9加z〃 〃ρ〃'usu'a(斜 め下 の 鉄 の 源 に)と い う表 現 で あ り,こ れ は,

海 の 彼方 に あ る 「外 国」の 総称 と して も ちい られ る。 た とえ ば,ア ク ・バ レ ・ワ ロ ・

ダ ・ガ ワ ・プ ウ ・ス ァaku bhale walo da ghawa pu'u su'a(私 は鉄 の 源 に か え る)と

い え ば,こ れ は,オ ラ ンダ人 で あ れ,日 本人 で あ れ,外 人 が 故 郷 に か え る こ とを 意 味

す る。 した が って,こ の 表現 は,鉄 が 外 来 の 産 物で あ る こ と を含 意 す るわ けで あ るが,

の ち ほど のべ る よ うに,鉄 製 品が タ ナ ・ワ トゥを遠 ざ け るた めに も ちい られ るの に 対

し,鉄 製 の斧 が ウ ラ ・レ ジ ャ(天 空 神)の よ り しろ と して解 釈 され る こ とや,ス アsu'a

とい う言 葉 が,鉄 とい う金 属 を意 味 す る と同 時 に,ウ ラ ・レ ジ ャの よ り しろで あ るア

ウ竹 で つ くった 掘 り棒(や ア ウ竹 に 鉄 の 先 端 部 を と りつ け た掘 り棒)を 意 味 す る こ と

は きわ め て興 味ぶ か い。

　 ま たV型 の 体 系 と の関連 で指 摘 して お きた い,も うひ とつ の事 柄 は,V型 の体 系 と

II型 の体 系 との 関連 で あ る。　V型 の 体系 に おい て,海 の彼 方 は,ガ ワ(斜 め下)の 方

向に 位 置 づ け られ るわ けで あ るが,こ の 海 は,ガ ワの方 向 に あ るが ゆ えに,メ シ ・ア

タ ・ハ キ(直 訳:男 の海;意 訳:サ ブ海)で な けれ ば な らな い。 他 方,海 の彼 方 か ら

や って きた クネ ・マ ラ人(Ata　 Kune　 Mara)の 祖 先 は,ゲ レ(斜 め上)の 方 向 に あ る

サ ダ岬 に た ど りつ い た のだ とい わ れ る。 この 海 は,ゲ レの方 向に 存 在 す るが ゆ えに,

メ シ ・ア タ ・フ ァイ(直 訳:女 の海;意 訳:フ ロ ー レス海)で な けれ ば な らな い。 そ

して,ク ネ ・マ ラ人 に対 して妻 の 受 け手 の 関 係 に た つ ラ シ氏 族(Embu　 Rasi)の 始 祖

は,ガ ワの 方 向 か らや って きた の だ とい わ れ る。 した が って,妻 の与 え 手 は,「 女 性 」

や ゲ レと関係 づ け られ,妻 の 受 け手 は,「 男 性 」 や ガ ワ と関連 づ け られ て い るので あ

る。

　 方 向指 示 の前 置 詞 の 体系 に は,以 上で のべ た5つ の 体 系 の ほか に,屋 内の 空 間 に適

用 され るVI型 の 体 系 が あ るが ・ このVI型 の体 系 に つ い て は,の ち ほど くわ し くの べ る

こ とに しよ う。
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　1・4・2　 村

　多 くの場 合,村 落 共 同体 の 内部 に はい くつ か の村(nua)が 存 在 す るが,そ の ひ とつ

に は,ウ ェワ(首 長 を 代 表者 とす る父 系 リネ ー ジ)の 全成 員 の た め の家 で あ る,オ ネ

・リァ one　ria(大 きな家)も し くは オ ネ ・タ ナ ・ワ トゥone　Lana　zvatu(土 地 神 の 家)

と よ ばれ る家屋 が た て られ て い る。 普 段,こ の オ ネ ・リア に は,首 長(と そ の妻 子)

が居 住 して お り,マ キ ・ン ドリ ・ワ ンゲ の 場合,オ ネ ・リア に は,ヤ コブ ・ン ド リ ・

ワ ンゲ Yacob　 Ndori　 Wang96(図7参 照)と そ の妻 子 が居 住 してい る。

　 オ ネ ・リアが た て られ て い る村 を,か りに 「本 村 」 と よぶ な らば,こ の 本 村 の周 囲

に は,よ り規 模 の小 さい 「分 村 」 が 散 在 す る。 マ キ ・ン ド リ ・ワ ンゲ の 場合,ウ ォ ロ

・レ レ村 が
,こ の 本 村 に あ た る(図5,写 真1参 照)。 本 村 に は,オ ネ ・'Jア の ほか

に,首 長 以 外 の人 々 がす む オ ネoneと よ ば れ る通 常 の 民 家 もた て られ て い る。 そ の数

は,通 常20戸 か ら30戸 程 度で あ り,ま た,分 村 に は,10戸 か ら20戸 程 度 の オ ネ がた て

られて い る(裏3参 照)。

写真1ト ロ ・ロセ(ToloRose)山 からみた

ウォロ ・レレ村。高 くとが った屋根

を もっ家がオネ ・リアであ り,手 前

にみえるほそながい建物は小学校の

校舎。

　これらの家屋は,村 落のなかで円環

状に配置されており,家 屋の戸口は,

この円環の内側にむけられている。そ

して各家屋の後方 もしくは斜め後方に

は,畑 の収穫物を貯蔵するための穀物

倉(kebo)が たてられている。

　家屋と穀物倉とがおりなす,こ の円

環の内側は,ハ ンガhangaと よばれる

広場になっており,そ こには,本 村の

場合,ハ ンガhangsと よばれる石積み

の円形広場とヘダhedaと よばれ る建

物が存在する。また分村の場合には,

やはりハ ンガとよばれる広場と,ヘ ダ

と類似した形態をもつクゥ肋魏 とよ

ばれる建物が存在する。 このヘダおよ

びクウは,人 々が自由にあつまって話

のできる集会所として利用されている

が,か つては未婚の男性が寝泊りする,
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(1)オ ネ ・リア 。 ② ワ トゥ ・ジ ュー ・ア ンギ 。 ③ か つ て は 肉 料 理 を お こ な う と き につ

か わ れ る ク ウ ・レー ワkuwu　 lewaと よば れ る建 物 が あ っ た が,現 在 で は 土 台 石 だ け に

な っ て い る。 〔4)オ ネ(通 常 の 民 家)。(5)オ ネ。(6)穀 物 倉 。(7)ヘ ダ(集 会 所)。(8)オ

ネ。(9>墓 。⑲ 墓 。(ll)オ ネ 。(12)墓 。(1⑳Wangg6　 Ndoriの 墓 。昌(1心墓 。 ⑯ ム ス ・マ セ

musu　 maceと よば れ る石 柱 。(16)ハ ン ガ 肱 ηgα(石 積 み の 円形 広 場)。(1⑳ 墓 。(1紛Ndori

Wanggeの 墓。㈹ 墓 。⑳ 石 垣 。⑳ 墓 。⑳ 墓 。⑬ 墓 。(24?Mbete(Yohanis　 Wangge

の 父)の 墓 。 ㈱ 墓 。㈱Wangge　 Mbete(別 名Ata　 Ngga'6)の 墓 。 ⑳ 墓 。㈱ 墓 。(29)

墓 。 ⑳ 墓。 ⑳ オ ネ 。(32)オ ネ 。 人 名 につ い て は 図7を 参 照 の こ と。

図14　 ウォロ ・レレ村の中央広場の周辺
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一 種 の若者 宿 と して も利 用 され て い た の だ といわ れ る
。 した が って,ヘ ダ と クヴ は,

に か よ った 機 能 を も って い るが,こ の両 者 の 決定 的 な ちが い は1ヘ ダ に の み首 長 た ち

の集 会 所 とい う,第3の 重 要 な機 能 が付 与 されて い る とい う ことで あ る。 ま た,ハ ン

ガ に は,数 多 くの墓 が存 在 す る(図14参 照)。

　 村 内の 空 間 に は,す で に のべ た よ うに1型 の体 系 が適 用 さ れ る。 した が って,村 内

の空 間 に は,ゲ タ(上 流 ・山の方 向)も し くはゲ レ(斜 め上),ラ ウ(下 流 ・海 の方

向)も し くは ガ ワ(斜 め下),メ ナ,ガ レとい う4つ の方 位 が 設 定 され て い るわ けで

あ るが,村 内の も っと もゲ タの 部分 は,ウ ル ・ヌ ァulu　 nua(村 の 頭)と よばれ,も っ

と も ラウの 部 分 は,エ コ ・ヌ ァeko　 nua(村 の尾)と よば れ る(図13参 照)。

　 エ コ ・ヌア に な,ワ トゥ ・ジs‐ ・ア ンギ ω伽 ブπα卿(ジ ュー ・ア ン ギの石)と

よ ば れ る大 きな 石 が お か れ て お り(図14参 照),村 内に 多数 の死 者 が で て,そ れ が イ

ネ ・レケ(1・3・3参 照)の せ い で あ る と判断 され る場 合 に は,こ の ワ トゥ ・ジ ュ

唄'ア ンギで イネ ・レケ に供 物 を供 え る儀 礼 が お こなわ れ る49)
。

1・4・3家

図15　 オネの平面分割

　 家 屋 に は,オ ネoneと オ ネ ・リァone

riaも しく はオ ネ 。タ ナ ・ワ トゥone　tana

zvatu(土 地 神 の 家)と よ ば れ る2種 類 の

家屋 が あ るが,こ の2種 類 の家 屋 は,基

本 的 に は お な じ構 造 を も って い る(図15,

16参 照)。 以 下 で は,家 屋 の平 面 分 割 の

構 成 と家 屋 の 内外 に 存 在 す る場 所 や 物 に

つ い て,概 略 的な 説 明 を くわ え る こ とに

す る50)◎

　 オ ネone(居 間)51):家 屋 が オ ネ と よば

れ る こ とか ら もわ か る よ うに,居 間(one)

は,家 屋 の全 体 を 代 表 す る空間 で あ る。

49)イ ネ ・レケ とジ ュ ー ・ア ンギ は,き わ めて 類似 した 存 在で あ り,ま った く同一 の 存 在で あ る

こ とが 断言 され る場合 もあ る。 した が って,ワ トゥ ・ジ ュー ・ア ンギ と は,ま さ に イネ ・レケ

に供 物 を供 え る場所 なの で あ る。

50)な お,杉 島[1986b,1988c】 で は,ウ ォロ ・レ レ村 の伝 統家 屋 に つ いて 詳 細 な報 告 が な され

て い るので,よ り くわ し くは,そ ち らを参 照 され た い。

51)リ オ語 の オネ とい う言 葉 に は,日 本語 の ウチ とお な じよ うに 「内側 」,「 中央」,そ れ に 「家」

と い う意 味 があ る。 ま た,オ ネ ・オネandandと い うと 「中 心」 とい う意 味 に な る。
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図tfi　 ウ ォ ロ ・レレ村 の オ ネ ・リアの 平面 分 割

居 間 は,家 に す む者 た ちに と って 寝食 の 場 と な る多 機 能 的 な空 間 で あ り,そ こに は,

屋 内 の他 の空 間 に はみ られ ない さ まざ ま な 物 や 場所 が密 集 して い る。

　 マ ガ ・ロ オmaga　 lo'o(小 さな マ ガ):マ ガ ・ロ オ は,外 部 に む け て ひ らか れ た 接 客

の 空 間で あ り,村 の 内外 を とわ ず,家 の外 か らや って くる者 は,こ のマ ガ ・ロオ に お

い て な ん らか の対 応 を うけ る ことに な る。 そ の 場合,マ ガ ・ロオに 座 を しめ るの は男

た ち だ けで あ り,女(子 供)は,居 間(one)の な か に座 を しめ る こ とに な る。

　 マ ガmaga:オ ネ の マ ガ と よば れ る空 間 は,建 築構 造上,オ ネ ・リア のマ ガ・ベ ー ワと

一 致 す る
。 しか しなが ら,平 面 分 割 の な か に しめ るマ ガの位 置 は,オ ネ ・リア の マ ガ ・ロ

オ とお な じで あ り,外 部 に む け て ひ らか れ た 接 客 の 空 間 に な って い る。 これ と呼 応 す

る か の よ うに,オ ネの マ ガ ・ロオ は,マ ガ に は い るた め の踏 み 台 に 「格 下 げ」 されて い る。

　 こ こで 指 摘 して お くべ き こ と は,マ ガ ・ロ オや マ ガが 「外 」(sia)と 境 を せ っす る

空 間 だ とい う こ とで あ る。 この こと を端 的に し め して い るの は,つ ぎの よ うな 表現 で
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あ る。 居 間 に は い る こ と は,ナ イ ・ゲ タ ・オ ネnai　 gheta　one(居 間 の上 に あ が る)と

表 現 され る。 これに 対 し,マ ガ ・ロ オや マ ガに で る こと は,ワ ウ ・ガ レ ・シア ω幽

ghale　sia(外 の 下に で る),ワ ウ ・ガ レ ・マ ガ ・ロ オ ωβ'πghale　maga　 LO'O(マ ガ の下

に で る),ワ ゥ ・ガ レ ・マ ガwa'u　 ghale　magaな ど と 表現 され る。 だ が,マ ガ ・ロオ

や マ ガに で る こと は,完 全 に 「外 」 にで るの と は 区別 され る。 つ ま り,完 全 に 外 にで

る こと も また,ワ ウ ・ガ レ ・シア と表 現 され るが,マ ガ ・ロ オや マ ガ か ら地 面 に お り

る こ と は,さ らに ワ ウ ・ガ レ ・タ ナ wa'u ghale tana(土 の 下 に お りる)と 表 現 され,

反 対 に,地 面 か らマ ガ ・ロオ や マ ガ に あ が る こ と は,ナ イ ・ゲ タ ・マ ガ ・ロオnai

ghe'ta　maga　 lo'o(マ ガ ・ロオ の上 に あが る)も しくは ナ イ ・ゲ タ ・マ ガnai　gheta　maga

(マ ガ の上 に あが る)と 表現 され るか らで あ る。

　 この よ うな 説 明 か らあ き らか に な るの は,IV型 の 体 系 が,居 間 とマ ガ ・ロ オや マ ガ

との位 置 関 係 を 表現 す る うえで も ちい られ て い る こ とで あ り,マ ガ ・ロオや マ ガが,

ガ レ ・タ ナghale　 tang(地 面 の 下)と ゲ タ ・オ ネgheta　 one(居 間 の 上)nai　 gheta　maga

(マ ガ の上 に あ が る)と の 中間 に 位 置 して い る こ とで あ る。

　 マ ガ ゜ベ ー ワ maga bewa(高 い マ ガ):マ ガ ・ベー ワ は,居 間(one)と マ ガ ・ロオ

との あい だ に あ って 両者 を 媒 介 す る よ うな空 間 で あ る。 しか しな が ら,こ の空 間 は,

すで に 内側(one)に ふ くま れて お り,オ ネ ・リア の場 合 に は,マ ガ ・ロ オ とマ ガ ・ベ

ー ワと をへ だ て る扉(pere)が と りつ け られ て い る
。

　 レ ン ドrendo:オ ネ ・リアに は,レ ン ドとよ ば れ る空 間 が2つ あ り,右 側 の レン ド

に は,ン ボ ラ ・カ ドmbola　 kadhoと よば れ る金 の 財 宝 を は じめ とす る貴 重 品 が お さ め

られて い る。 だ が,左 側 の レ ン ドは,上 記 の オ ネ とお な じよ うに,寝 食 の 場所 と な っ

て い る。

　 ル ルlulu:こ の ル ル もまた,上 記 の居 間(onの や 左 側 の レ ン ドとお な じよ うに,寝

食 の 場 と して 利 用 され る。 図16を な が め る と,オ ネ ・リア に は,つ ね に ル ル が 存 在 す

るか の よ うな印 象 を も って しま うが,実 際に は,ル ル を もた な い オ ネ ・リア も数多 く

存 在 す る。

　 リバribha:こ の 空 間 は,戦 争 の 勝 敗 を う らな う た めに,ジ ェ ンギ ・フ ェオjengi

feo(ク クィ ノ キの実 を燃 や す)と よば れ る ト占が お こな わ れ る場所 で あ った。 筆 者 の

知 るか ぎ り,リ バ は,ウ ォ ロ ・レ レ村 の オ ネ ・リアに だ け存 在 す る。

　 つ ぎに,家 屋 の 内外 に存 在 す る物 や 場 所 につ い て,概 略 的 な 説 明 を くわ え る こと に

しよ う。

　 炉(waja):経 済 的に余 裕 の あ る 男 性 は,一 夫 多 妻 婚 を お こな う ことが,か つ て は
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普 通 に お こなわ れて お り,そ れ ぞ れの 炉 に は,妻 が1人 ず つ 配 置 されて いた 。 ウ ォ ロ

・レ レ村 の オ ネ ・リアに は,現 在 で も,「 右 側 の炉 」(zvaja　nggana},「 左 側 の炉 」(ω 妙α

nggeu),「 下 流 後 方 の炉 」(rvaja　lau　longgo),「 上 流 後方 の炉 」(ωψ8ん 伽 あ㎎8の,「 マ

ガ ・ベー ワの炉 」(waja maga bewa)「 レン ドの炉 」(zva,ja　rendo)と い う6つ の炉 が 存

在 す るが,こ の数 は,オ ネ ・リア に居 住 で き る妻 の数 と一 致 して い る。 そ の なか で,

右 側 の 炉 は,屋 内に存 在 す るす べ て の炉 を代 表す る ワ ジ ャ ・プ ウ ω妙αρぬ(根 本 の

炉)で あ り,そ こに は第1妻 が 配 置 され て い た。

　 レケ ・ペ ラleke　pera(こ す りつ け る柱):右 側 の炉 の す ぐ下 に は,レ ケ ・ペ ラと よ

ばれ る土 台 柱 が 存在 す る。 この 土 台柱 は,床 下 に 存 在 す る すべ て の 土 台柱 を代 表 す る

レケ ・プ ウleke　pu'u(根 本 の 土台 柱)で あ り,タ ナ ・ワ トゥの配 下 で あ る妖 術 者 が 家

屋 に 出入 りす るた め の通 路 と して 認 識 され て い る。 ま た,タ ナ ・ワ トゥに来 臨 をね が

うと き に は,ナ イ ・ガル ・ペ ケ ・ブ ク ・ル ケ ・ブ ク ・ル ケnai　 gharu　peke　buku　 leke

buku　leke(足 の指 を しっか り とふ ん ば って,そ こに あ る土 台 柱 の節 々を の ぼ って きて

くだ さい)な ど と い った儀 礼 言語 が も ちい られ るが,レ ケ ・ペ ラが 「根 本 の土 台柱 」

で あ る ことを 考 え るな らば,レ ケ ・ペ ラは,妖 術 者 ば か りで な く,タ ナ ・ワ トゥが家

屋 に 出入 りす るた めの主 要 な通 路 に な って い るのだ とい え よ う。

　 この よ うな 解 釈 を支 持 す る の は,つ ぎの よ うな禁 忌 で あ る。 す なわ ち,オ ネ ・リア

の 場合,レ ケ ・ペ ラの す ぐ上 に あ る右 側 の炉 で は,現 在 で も鉄 で つ くられ た鍋(podo

su'a)や 釜(hazva　 su'a)を つ か うこ とが 禁 止 され て い る。 す で に の べ た よ うに,鉄 が

タ ナ ・ワ トゥを 遠 ざけ るた めに もちい られ る こと を考 え るな らば,こ の禁忌 は,タ ナ

・ワ トゥの通 行 を妨 害 しな いた めの配 慮 な の だ とい え よ う。

　 ウ ィス ・ル ルzvisu　 lulu(祖 霊 の座):オ ネ ・リアや トゥカ(ウ ェ ワ　 　 首長 を代 表

者 とす る父 系 リネー ジ　 　 の下 位 分 節 体)の 長 が居 住 す るオ ネ の居 間(onの の右 側 奥

に は,祖 霊 た ちの あ つ ま る ウ ィス ・ル ル と よば れ る場 所 が 存 在 す る。 そ こに は,ワ ト

ゥ ・ウ ィス ・ル ルwatu wisu lulu(祖 霊 の座 の石)と よば れ る,い くつ か の石 が お か

れ て お り,祖 霊 に 供 え られ る食 物 は,こ の 石 の 上 に のせ られ る。 トゥカの 長 が居 住 す

る オ ネの ワ トゥ ・ウ ィス ・ルル は,オ ネ ・リア の ワ トゥ ・ウ ィス ・ル ル を分 与 した も

の な の だ と いわ れ る。

　 な お,ウ ォロ ・レ レ村 の オ ネ ・リア の ウ ィス ・ルル に は,ワ トゥ ・ウ ィス ・ル ル の

ほ か に,サ ウsauと よば れ る刀 や 儀 礼 用 の 斧(taka)が おか れ て お り,ま た,そ の 上

の壁 面 に と りつ け られて い るオ ラ ・テ オola　 teo(物 を掛 け て お くた め の突 起 物)に は,

豊 穣 を もた らす ワ トゥ ・ニパwalu nipa(蛇 の石)と よ ば れ る石 を い れ た 肩 か け バ ッ
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グ(rembi)や52),農 耕 儀 礼 に お い て もちい られ る ンボ ラmbala(儀 礼 用の 肩 か け カゴ)

が か け られて い る。

　 ンボ ラ ・カ ドmbola　 kadho:ン ボ ラ ・カ ドと は,ウ ェ ワの 成員 に よ って 代 々蓄 積 さ

れ,首 長 に よ って 保 管 され て き た金 の総 称 で あ り,そ の なか に は,さ ま ざ ま な金 の 装

飾 品 が ふ くま れて い る。 この金 は,別 名 ンガ ウ ・タ ナ ・ワ トゥ ηgαω昭 α槻 ω伽(土

地 神 の 金)と よば れ る こ とか ら もわ か る よ うに,タ ナ ・ワ トゥに あ た え られ た金 なの

で あ り,首 長 と い え ど も,こ の金 を売 却 した り,婚 資 と して もちい た り,そ れで なに

か を買 った りす る こと は禁 止 され て い る。 また,農 耕 儀 礼や 首 長 の 就 任 式 な ど と い っ

写 真2ウ ォロ ・レ レ村 の オ ネ ・リアの主 柱

に と りつ け られ て い る サ ガ ・ウ ラ ・

レジ ャ(天 空 神 の よ り しろ)

た特 別 の 場合 を のぞ き,ン ボ ラ ・カ ド

が お さめ られ て い る箱 を あ け た り,ン

ボ ラ ・カ ドを身 に つ け る こ とはで き な

い。 実 際 に は なか な か で きな い こ とで

あ るが,ン ボ ラ ・カ ドの 箱 を あ け た と

きに は,わ ずか で も金 を 「足 しい れて

や る」(pusi)努 力 が な され る。

　 な お,ン ボ ラ ・カ ドの 一 部 は,ワ ト

ゥ ・ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の 座 の石)や

ンゲ ボ ・ポ ド(1・1・5参 照)と と

もに,そ れ ぞれ の トゥカに 分 与 され て

お り,こ の3者 が 分 与 され て い るか ら

こそ,各 トゥカ の長 は,の ち ほど のべ

る 「村 落 共 同体 内 の儀 礼 」 を 主催 す る

ことが で き るの だ とい わ れ る。

　 ベ ンガ ・ トコbenga　 toko:オ ネ ・リ

ア の居 間(one)の 中央 奥 に は,ベ ンガ

・トコと よば れ る一 種 の板 壁 が と りつ

け られて お り,多 くの場 合,そ の お も

て の面(戸 口の方 を む い た面)に は,

女 性 の 乳房 の 彫刻 が ほど こされ て い る。

52)ワ トゥ ・ニ パ は,nipaSawaと よ ばれ る 巨大 な 蛇 が 口か らは きだ した もの な のだ とされ る。

ワ トゥ ・ニパ の は い った肩 か け バ ッグ は,通 常 の 肩 か け編 み カ ゴ(rembi)と は こ とな り,山 羊

(rongo)の 皮で つ くられ て い る 。 な お,他 の 村 落共 同体 にお け る農 耕儀 礼 で は,こ の よ うな石

は もち い られ な い 。
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ただ し,ウ ォ ロ ・レ レ村 の オ ネ ・リア

の場合 に は,上 記 の ンボ ラ 。カ ドを身

に つ けた女 性 の上 半 身 像 が 彫 刻 されて

い る[杉 島　 1987b]。

　 バ クbhaku:ウ ォロ ・レレ村 の オ ネ

・リアに は,レ ナlenaと よば れ る 回

廊 状 の 中二 階 が も うけ られて お り,ン

ボ ラ ・カ ドの ち ょ う ど真 上 の部分 に は,

ン ド リ ・ ワ ン ゲNdori　 Wanggeの

父 で あ る ワ ン ゲ ・ ン ベ テWangge

Mbete(表2,図4,図7参 照)の 遺

骨 を いれ たバ ク とよば れ る石 の 箱 が お

か れて い る。

　 サ ガ ・ウ ラ ・レ ジ ャ saga wula leja

(天 空 神 の よ り しろ)53):オ ネ ・リア

の 棟 木 を さ さ え る2本 の主 柱(mangu)

の う ち,右 側 の主 柱 に はサ ガ ・ウ ラ ・

写 真3ム ラ ・ワ トゥ村 の オ ネ ・リア の サ ガ ・

ウ ラ ・レジ ャ(天 空 神 の よ り しろ)

レ ジ ャと よ ばれ る もの が しば りつ け られ て お り,ウ ラ ・レ ジ ャへ の供 物 は,そ の 受 け

皿 の 部分 に おか れ る(写 真2参 照)。 ま た,サ ガ ・ウ ラ ・レ ジ ャと よば れ る もの は屋

外 に もあ り,そ れ は,家 屋 の前 方 右 側 の 軒先 と地 面 と をつ な ぐよ うなか た ちで た て ら

れ て い る(写 真3,図15,図16参 照)。 屋 内 の ウ ラ ・レ ジ ャは,木 で つ くられ て い るの

に 対 し,屋 外 の サ ガ ・ウ ラ ・レ ジ ャは,ア ウauと よば れ る硬 い竹(学 名 不 明)で つ

くられ て い る。 だが,ウ ラ ・レジ ャに 降 臨 を ね が う と きに は,ワ ウ ・ノ オ ・マ ング ・

ア ウ,ン ゴ ロ ・ノ オ ・ソ ク ・ロ ーzva'u　 nO'O　mango　 au,　nggoro　no'o soku　to(ア ウ竹

の主 柱 をつ た って お りて きて くだ さい,ソ ク ・ロー とい う屋根 の部 材 をす べ りお りて

きて くだ さい)と い った よ うに,サ ガ ・ウ ラ ・レ ジ ャの と りつ け られ て い る主 柱 が,

あ たか もア ウ竹 で で きて い るか の よ うに 表 現 され る。 ま た,棟 の 中央 部 に は,マ タ ・

リァmata　 riaと よば れ る,ア ゥ竹 を割 りひ らい た 受 け皿 状 の もの が と りつ け られ て お

り,こ れ は,供 犠 され た 動 物(も し くは人 間)の 頭 を ウ ラ ・レ ジ ャの た めに 供 え る と き

につ か わ れ る。 したが って,ア ウ竹 は,ウ ラ ・レ ジ ャの よ り しろと して もちい られ る

53)サ ガsagaと いう言葉 には 「背丈」 もしくは 「身体」 とい う意味 もある。そ うであ るな らば,

サガ ・ウラ ・ルジャは,「天空神のよ りしろ」 と翻訳す るよ りは,「御神体」 と翻訳す るのが適

当なのかも しれない。
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べ き材 料 な の だ と い え る。 な お,屋 外

の ウ ラ ・レ ジ ャと マ タ ・リア は,カ ト

リック教会 か らのつ よい 指 導 の た め に,

マ キ ・ン ドリ ・ワ ンゲ とそ の 周 辺 地域

で は,し だ い に 姿 を 消 しつ つ あ る54)。

　 サ ガ ・タナ ・ワ トゥsaga　 tana　zvatu

(土地 神 の よ り しろ):ウ ォ ロ ・レ レ村

の オ ネ ・リア の 前庭 に は,サ ガ ・タ ナ

・ワ トゥと よば れ る ものが たて られ て

お り,タ ナ ・ワ トゥに供 え られ る供 物

は,そ の受 け皿 の 部分 に おか れ る。 サ

ガ ・タ ナ ・ワ トゥの支 柱 は,耐 久 性 に

とむ ナ ンバ ンサ イカ チ(ndopo)の 木 で

つ くられて お り,受 け皿 の部 分 は石 で

つ くられて い る(写 真4,図16参 照)。

だ が,筆 者 の 知 るか ぎ り,他 の村 落 共

同 体 に 存 在 す る オ ネ ・リアの場 合,こ

の よ うな サ ガ ・タ ナ ・ワ トゥは たて ら

れ て い な い。

　 上 記 の 「右 側 の炉 」,「左 側 の炉 」,「上

流 後 方 の炉 」,「下 流 後 方 の 炉」 とい っ

た炉 の名 称 が 暗 示 す るよ うに,家 屋 に は,右 と左,前 と後 の方 向が あ り,家 屋 の 内側

か ら戸 口 をむ い て す わ り,右 手 の方 向 が 「右 」(nggana),左 手 の方 向が 「左」(nggeu),

前方 が 「前 」@の,後 方 が 「後 」(longgo)と な る(図17参 照)。

　 すで に のべ た よ うに,居 間 とマ ガ ・ロ オ(も し くはマ ガ)と の位 置 関 係 を 表 現 す る

と きに は,IV型 の 体 系 が適 用 さ れ る。 だ が,こ れ と はべ つ に,家 屋 内 の空 間 に は,　W

型 の 体 系 が適 用 され る。 つ ま り,前 方 に は ガ ワ(斜 め下),後 方 に はゲ レ(斜 め上)55》

54)具 体 的にのべるならば,カ トリック教会か らの強い指導 とは,ワ トゥ・ネソ村の教会 にすむ

神父の指導であ り,こ の神父は,厳 格 な人物と して人 々の信頼をえて いるが,ア ウ竹でつ くっ

たよ りしろ(saga)を みつけると,た だちにたたき壊 して しま うのだといわれ る。ただし,こ れ

は村人がいっていることであって,筆 者 は,実 見 したわけで はない。

55)こ のゲレとガ ワという方 向を指示 する前置詞 がもちい られ るために,屋 内空間にも,村 落共

同体の領地や村内空間 とおな じように,「 頭」 と 「尾」の部分があ り,居 間のなかで,も っと

も奥の部分 は 「頭」(ulu)と よばれ,ま た もっとも入 り口に近い部分(炉 の付近)は 「尾」(eko)

とよばれる。
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図17村 内に設定 されている方位 と屋内に設定 されてい る方位 との相互 関係

とい う方 向 指 示 の 前 置詞 が適 用 され るわ けで あ るが,こ の ガ ワ とゲ レを む す ぷ方 位 軸

と直角 に ま じわ る方 位 軸 の 両端 は,い わ ば 「空 い た」 状 態に あ り,そ こに は,村 内 空

間 に適 用 され る方 向指 示 の前 置 詞 が代 入 され る よ うに な って い る(図16,図17参 照)。

これ が,1,Ⅱ,皿,　 IV,　V型 の体 系 と はべ つ に,　W型 の体 系 を設 定 した 理 由に ほか

な らない 。

　 このVI型 の体 系 は,　IV型 の体 系 と,つ ぎに のべ る よ うな 意 味で 微 妙 に 関係 しあ って

い る。 つ ま り,VI型 の体 系 は,居 間(オ ネ ・リア の場 合 に は,居 間,レ ン ド,ル ル を

ふ くむ 空間),マ ガ(オ ネ ・リア の場 合 に はマ ガ ・ベ ー ワ),マ ガ ・ロ オ とい った,そ

れ ぞ れ の 区画 内 の位 置 関係 を表 現 す る こと はで き るが,区 画間 の 関係 を表 現 す る こ と

はで きな い ので あ る。 に もか か わ らず,居 間 の もっ と もガ ワ(斜 め下)の 部分 は,マ

ガの も っと もゲ レ(斜 め 上)の 部 分 と接 して お り,マ ガの も っ と もガ ワの 部分 は,マ
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ガ ・ロ ォの もっ と もゲ レの部 分 と接 して い る。 した が って,屋 内 の平 面 空間 はJIV型

の 体系 とW型 の 体 系 が くみ あわ され る結果,「 斜 め上 」 か ら 「斜 め下 」 に い た る階 段

状 の空 間 と して 構成 され る こ と にな る。

　 この よ うに 屋 内 の 平面 空 間 を と らえ るな らば,II型 の体 系 が適 用 され る政 治共 同体

の 領地 と お な じよ うな 空 間構 成 が,家 屋 に もみ られ る こ とが あ き らか とな る。 す なわ

ち,女 性 は,来 客 が あ る場合,ゲ レ(斜 め上)の 方 向に あ る居 間 に座 を しめ,男 性 は,

ガ ワ(斜 め下)の 方 向 に あ る マ ガ ・ロオ な い しはマ ガ に 座 を しめ る。 また,オ ネ ・ リ

ア の場合,居 間 の も っ と もゲ レの部 分 に は,女 性 の乳 房 の 彫 刻 が ほ ど こ され た ベ ンガ

・ トコが と りつ け られ て お り
,そ の反 対 の方 向 に あ る軒 先 に は,サ ガ ・ウ ラ ・レ ジ ャ

(天 空 神 の よ り しろ)が と りつ け られ て い る。 サ ガ ・ウ ラ ・レ ジ ャを女 性 の 乳 房 の彫

刻 と対 比 す る理 由 は,の ち ほ どあ き らか と なろ う。

1・4・4畑

　農 耕 儀 礼 の 観 点 か らな が め るな らば,畑 に は4つ の種 類 が あ る。 そ の 第1番 目の も

の は,パ キMakiと よば れ る儀 礼 が お こな わ れ る ウマ ・パ キuma　 pakiで あ り,リ セ ・

ンゴ ンデ ・リア で は ウォ ロ ・レ レ　Wolo　 Lele村 に す む 首長(ria　 bezva),リ セ ・ロ ウ

ォ ・ボ ラで は べ ラ ・ンゴBela　 Nggo村 に す む首 長{mosa　 laki),リ セ ・クル ・ラ ン デ

で は ラテ ・ン ゴ ジRate　 Ngg(求 村 に す む 首 長(mosa　 laki　pu'u),そ して,そ れ ぞれ の

タ ナ ・ロ オで は,そ の所 有 者 だ けが,パ キ を お こ な う権 利 を もって い る。 た だ し,か

れ らは,名 目上 の 耕作 者 で あ り,実 際 に は他 の者 に 命 じてパ キを お こな わ せて い る56)。

ウマ ・パ キ は,数 メー トル 四 方 の きわ め て 小 さな畑 で あ り,収 穫 物 は,皆 無 に近 い と

い って も過 言 で はな い。 この畑 を 以 下 で は,「 パ キ畑 」 と よぶ こ とに しよ う。

　 第2番 目 の畑 は,村 落 共 同体 の長 が 耕作 す る,ウ マ ・ングァ ・バ プuma　 nggua　bapu

とよ ば れ る畑 で あ り,そ れ ぞれ の村 落 共 同 体 に は,こ の 種 の畑 が ひ とつ ず つ存 在 す る。

以 下 で は,ウ マ ・ン グア ・バ プを 「祭 祀 畑 」 と よ ぶ こ とに しよ う。 現 在,祭 祀 畑 は数

メ ー トル 四方 の きわ め て 小 さな畑 に す ぎな い。 しか しなが ら,村 落 共 同 体 の 長 につ か

え る奴 隷 が数 多 くい た 時 代 に は,こ の豊 富 な 労 働 力 をつ か い,か な りひ ろ い祭 祀畑 が

っ くられ て い た。

　 第3番 目の もの は,ウ ェ ワ(首 長 を 代 表 者 とす る父 系 リネー ジ)の 下 位 分 節 体 で あ

56)リ セ ・クル ・ランデの場合,パ キは,タ ナ ・クネ ・マ ラとタナ ・ラ ンデのそれぞれに おいて,
べつべつの人物によってお こなわれ るという話 を聞いた。 また同様 に,現 在 リセ ・クル ・ラン

デでは,ポ オの儀礼が タナ ・クネ ・マ ラとタナ ・ランデのそれぞれ においておこなわれ るとい

う話 も聞いた ことがある。注21で のべたように,リ セ地域 の内部構成 は複雑であ り,さ らな る

調査が必要 とされるゆえんである。
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る トゥ カtuka(サ ブ ・リネ ー ジ)の 長 が耕 作 す る ウマ ・ン グアuma　 nggua,ウ マ ・ピ

グuma　 pigu,ウ マ.ピ グ ・ウ ェ ラ π解αμ劉 ω67αな ど とよ ばれ る畑 で あ り,以 下 で は,

この種 の畑 を 「儀 礼 畑 」 と よぶ こ とに しよ う。

　 な お,ウ ォ ロ ・レ レ村 に す む 首長(Yacob　 Ndori　 Wangge,図4,図7参 照)は,

リァ ・べ 一 ワ,マ キ ・ン ド リ ・ワ ンゲ(と よ ばれ る村 落共 同体)の 長,そ れ に トゥカ

・ワ ンゲ ・ン ベテ(と よ ばれ る トゥカ)の 長 をか ねて い るので
,上 記 の パ キ畑,祭 祀

畑,儀 礼畑 とい う3種 類 の畑 を耕 作 す る こ とに な る。

　 第4番 目 の もの は,首 長 で も,ト ゥカ の 長で もない者 に よ って耕 作 され る畑 で あ り,

ウマuma(畑)と よば れ る。 この畑 を 対 象 と して農 耕 儀 礼 が お こなわ れ る こ とは な い。

以 下 で は,こ の よ う な畑 を 「通常 の畑 」 と よ ぶ こと に しよ う。

　 以 上 で の べ た4種 類 の畑 に は,村 内空 間 の 場合 と お な じよ うに,1型 の 体 系 が 適 用

さ れ,畑 の な か で,も っ と もゲ タ(上 流 ・山 の 方 向)も し くはゲ レ(斜 め上)の 部 分

は,「 頭 」(ulu)と よ ば れ,も っと も ラ ウ(下 流 ・海 の方 向)も しくは ガ ワ(斜 め下)

の部 分 は,「 尾 」(eko)と よ ばれ る。

　 と ころで,畑 に は 女性 と して の 作 物 が栽 培 され,畑 の 下 端 に は,イ ネ ・パ レ(稲 の

母)の 兄 弟Lakaと 関連 づ け られ る男 性 と して の稲 が 栽 培 され るわ けで あ るが,こ れ

と お な じよ うな 空 間構 成 が,11型 の 体系 が適 用 され る政 治 共 同体 の領 地 やIV型 とVI型

の 体 系 が適 用 され る屋 内 の平 面 空 間 に もみ られ る こと は,す で に のべ た と お りで あ る。

第2章 農 耕 サ イ クル

2・1　 農耕活 動 の概略

　 リオ族 の 伝 統 的 な 生 業 は,陸 稲(pare)の,キ ャ ッサ バ(uwi　 kaju),ト ウモ ロ コ シ

(jawa)な どを 主 作 物 と す る焼 畑 耕作 で あ るが,こ の3種 類 の 作 物 の な かで,も っ と

も高 い 価 値 が付 与 され て い る の は陸 稲 で あ る57》。

57)ル イスがのべるよ うに,フ ロー レス島では,米 や コー ヒーな どといった粒状物を計量す ると

きに,約14リ ッ トルの 容量を もつ ビスケ ット缶 がもちい られ る。 この缶 は,ル イスの調査地

(KabupatenSikkaの 東部)で はblikと よばれ,リ オ語で はbeleと よばれるが,い ず れにせよ,

その語源 は,オ ラ ンダ語 のblik(ブ リキ缶)に あると考え られ る。

ここで,こ の計量単位にふれた理 由は,ほ かで もな く,米 の収穫量がbellに もとついて語 ら

れ るか らであ る。blikに は,約10キ ログラムの籾米がはいる(た だ し乾燥 された籾米の場合 に

は約8キ ログラム)。 ルイスは,1ヘ クタールの畑に2blikの 種籾が必要 とされ,新 たに開墾

された畑で,か つ豊作 の場合には,そ の畑か ら,100blikの 籾米が収穫され ることを報告 して

いる[LEwls1989:29,319]。

確言することはできないが,筆 者の調査地 における米の収量は,こ れよりも若干悪 いように

思われる。1ヘ クタールの畑か ら収穫 される籾米が,80beleを こえることはないよ うであ り, /
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表5生 業活動 と季節の交替過程(つ づ き)
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　 表5に は,焼 畑 耕 作 の過 程 が 概 略 的に ま と め られ て い るが,こ こで 補 足 して お きた

い の は,こ の過 程 が,か な らず し も毎 年 くりか え され るわ けで は ない とい う こ とで あ

る。

　 毎年 開墾 され るパ キ畑 を の ぞ くと,リ セ地 域 の人 々 は,ほ ぼ2年 に1回 の 割合 で 開

墾 を お こな う。 開 墾 され た新 畑(uma　 ndu'aも し くはuma　 api　nu)で は,　 トウモ ロ コ

シを ふ くむ野 菜 類(uta)や 稲 が 栽 培 され る。

　 2年 目の畑(uma　 huts)に は,上 記 の よ うな作 物 と と もに,キ ャ ッサバ,サ ツマ イ

モ(ndora),タ ロ イ モ(rose),ヤ ム イ モ(uwi)　 　 た だ し,タ ロ イ モ とヤ ム イモ は食 料

と して は あ ま り重 要 で は な く,ま た,植 えつ け も積 極 的 に な されて い ると は い い が た

い　 　 な どが 栽 培 され る が58),開 墾 を お こな う必 要 が な い以 上,ン ゲ テ ィngeti(伐

採 の準 備)か ら トカ ・ヘ ベtoka　 hebe(土 砂 の 流 出止 め作 り)ま で の過 程 を お こ な う

必 要 は ない。

　 同様 に3年 目の畑 の場 合 も,ン ゲ テ ィか ら トカ ・へ べ まで の過 程 は不要 で あ り,そ

こに は,主 と して キ ャ ッサ バ,サ ツマ イ モ,タ ロイ モ,ヤ ム イ モ など が 栽培 され る。

したが って,人 々は,表5に 記 され て い る全 過 程 を2年 に1回 の割 合で お こな う と と

もに,ン ゴ ロngoro(種 ま きま えに 畑 に はえ て い る雑 草 を と りのぞ く作 業)か ら収 穫

に い た る過 程 を,2年 目お よ び3年 目 の畑 で お こな うの で あ る。

　 な お,ト ウモ ロ コ シは,1年 に3回 の種 ま きが お こなわ れ るが,そ の それ ぞれ に は,

ジ ャワ ・ワ ウ ・パ レjawa waj pare(直 訳:稲 のに おい が す る トウモ ロ コ シ;説 明:

稲 とい っ しょに11月 の 下 旬 に 種 が ま か れ,3月 に収 穫 がは じめ られ る トウモ ロ コ シ),

ジ ャワ ・デガjawa dega(直 訳:畑 づ く りの トウモ ロ コ シ;説 明:10月 に 種 が ま か れ,

1月 に 収 穫 され る トウモ ロ コ シ),ジ ャ ワ ・レ ジ ャ jawa leja(直 訳:太 陽 の トウモ ロ

コ シ;説 明:6月 に 種 が ま か れ,乾 季 の さな か に収 穫 され る トウモ ロ コ シ)と い う名

前 が つ け られて い る。 この な かで,収 穫 量 が もっ と も多 い の は,ジ ャワ ・ワ ゥ ・パ レ

で あ り,ま た,農 耕 儀 礼 が と もな うの は,こ の トウモ ロ コ シだ けで あ る。

＼ 不作の場合,収 穫量は,5～10beleに まで さが って しま う。また,人 々は,3beleの 種籾をま

けば,収 穫量は60bele程 度であるとものべていた。 平均的な畑の広さは,50～100ア ールと

い ったところであり,1人 の世帯主 は,こ のような畑を1つ ないしは2つ ほど耕作 している。

なお,今 回の調査では,他 の作物 の収穫量について くわ しいデータを収集することができな

か った。ただ,印 象的にのべ るな らば,本 当の意味での主食 は,米 ではな く,ト ウモ ロコシと

キ ャッサバだとい うことがで きる。

58)キ ャッサバは,11月 ～2月 ごろに植え られ る場合 が多いが,収 穫に特定の時期 があるわけで

はない。サ ツマイモは,3月 ～6月 ごろに植え,9月 ～1月 ごろに収穫がお こなわれるようで

ある。タロイモには,一 定 した植えつけの時期 も収穫の時期 もないよ うであるが,ヤ ムイモは,

だいたい6～8月 にかけて収穫がなされる。
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　 た だ し,以 上で のべ た こ とは,通 常 の畑 と儀 礼 畑 を対

象 とす る もの で あ り,祭 祀 畑 とパ キ畑 に はあ て は ま らな

い。 な ぜ な らば,パ キ畑 は,2年 に1度 で はな く毎 年 開

墾 され,祭 祀 畑 とパ キ畑 で は,キ ャ ッサバ,サ ツマ イ モ,

タ ロ イモ,ヤ ム イ モが 栽 培 され る こと は ない か らで あ る。

　 過 去 に おい て,畑 は,3年 間 つ か われ る と,最 低 で も

6～7年 のあ い だ 休 耕 に され るの が普 通 で あ っ た(図18

参 照)。　 しか しなが ら,現 在 で は換金 作 物 と して コー ヒ

ー(kopi
,イ ン ドネ シア語),チ ョウ ジ(cengkeh,イ ン ド

ネ シァ語),カ カ オ(cokolat,イ ン ドネ シア語),ク ク イ

ノ キ(リ オ語 名:feo;学 名:Aleurites　 moluccana)な ど

と い った作 物 が 重 要 視 され は じめた た めに,畑 は,3年

の あ い だつ か わ れ て も休 耕 に は され ず,上 記 の よ うな 換

金 作 物 が植 え られ て ゆ く場合 が多 くな って きて い る59)。

　 水 稲 耕作 の技 術 は1920年 代 に導 入 され た に す ぎ ず60),

また リオ 族 の居 住 地 域 の 大部 分 は,複 雑 な地 勢 を もつ 山

岳 地 域 で あ る。 した が って,現 在 で も水 田(uma　 ae)の

大 半 は,た とえ ばDesa　 Kota　 BaruやDesa　 Watu　 Neso

1年 目の畑

 (unia  ndu'a) 

     1

2年 目の畑

(uma huta)

3年 目の畑

(uma huta lebu)

　 　 ,

6～7年 間の休耕地

(huta  ngura)

数十年間の休耕地

(ndu'a)

数世代 間の休耕地

(ngebo tu'a)

開墾されたことのない森

(pu)

図18開 墾 と休耕のサイクル

(図2参 照)と い っ た,平 地 の ひ ろが る場 所 に分 布 して い るだ けで あ り,山 地 部 で は,

山間 の谷 間 に ご く小 規 模 な水 田が つ く られ て い るに す ぎ な い。

　 水 稲 耕 作 は二 毛作 で お こ なわ れ,11月 の下 旬 ～12月 の上 旬 に植 え られ た稲 は,5月

の初 旬 ～ 中旬 に か け て収 穫 が お こな わ れ,5月 の 下旬 ～6月 の上旬 に植 え られ た 稲 は,

11月 の上 旬 ～ 中旬 に か けて 稲刈 りが お こな わ れ る61)。 だ が,マ キ ・ン ド リ ・ワ ンゲ に

59)と は い って も,筆 者 が調 査 を お こな って いた1983年 か ら1985年 当時,DesaWoloLeleAに

お け る換 金作 物 の 収 量 は,ま だ そ う多 くはな か った。 た とえ ば,コ ー ヒー は,300～400キ ログ ラ

ム(キ ロあ た り約750ル ピア),ク ク ィ ノキ の実 は,400～500キ ロ グ ラム(キ ロあ た り約1,000ル

ピア)程 度 で あ り,チ ョ ウジや カ カオ は,ま だ 収 穫物 が え られ る まで に は いた って いな か った。

60)あ る イ ン フォー マ ン トによ ると,水 稲耕 作 の 技 術が もた らされ た の は,1925年 こ ろの ことで

あ った と い う。 当時 のKotaEnde(エ ンデ 市)に は,ス ンバ ワ島 か ら ビマ 族(Bimanese)の

出身 者 が流刑 され て い たが,刑 期 がお わ り,そ の人 物 が 故 郷 にか え ろ う とす る と こ ろを,Pius

RasiWangge(1・1・7,図7参 照)が ひ き とめて,水 稲 耕作 の指 導 を あお い だ の だ った 。

こ う して,1930年 代 に は い る とモ ニ地 域(図2参 照)を は じめ とす る,さ ま ざま な場 所 に,か

な りの面 積 を もつ 水 田 が ひ らか れて い った ので あ る 。

61)田 植 えの 前 に は,田 にお い しげ った雑 草 を 山刀(topo)を もち いて は らい,そ して鍬{tambi)

で 土 を お こすEambiと よ ば れ る作 業,そ れ に 田 に水 を いれ て,踏 みつ け 土を 柔 らか くす る作 業

が お こなわ れ な けれ ば な らない 。 この 作 業 は,人 間 に よ って お こな わ れ る場 合 に は,setoと よ

ば れ,水 牛 を つ か って お こなわ れ る場 合 に は,ndewuと よば れ る 。 ま た,田 植 え はmula(植

え る),草 と りはlemo,畦(ω01090)の 草 刈 りはgagawologo,稲 刈 りはkeiiと よば れ る。
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は水 田が ご くわ ず か しかな く,ま た,そ の重 要 性 も低 い ので,以 下で は水 稲 耕 作 の過

程 を記 述 の 対 象 か ら除外 す る。 な お,水 稲 耕 作 の 過程 と 関連 す る農耕 儀 礼 は ま った く

存在 しない 。

　 家畜 と して は,水 牛(kamba),豚(ω αωの,鶏(manu),犬(lako)な ど が 保有 され て

お り,数 と して は少 な い が,馬(jara)や 山羊(rongo),そ れ に 牛(5吻,イ ン ドネ シア

語)な ど も飼 わ れ て い る62)。 これ らの 家畜 の な かで,も っと も高 い 価 値 が付 与 され て

い るの は水 牛 で あ るが,水 牛 の 放 牧地(kuru　 kamba}が 開 墾 され,換 金 作 物 が植 え ら

れ て い ったた めに,マ キ ・ン ドリ ・ワ ンゲ と その 周 辺地 域 で は,水 牛 が ほと ん どい な

くな って しま った。 しか しな が ら,Desa　 Tani　 Wodaと そ の周 辺 地 域 で は,ま だか

な り多 くの水 牛 が 放 牧 されて い る。

　 ま た,か つ て は,サ トウヤ シ(リ オ 語:moke;学 名:Arenga　 pinnata)が 数 多 く栽

培 され て お ら,そ の樹 液 を 採 取 して,モ ケ ・バ イmoke　 ba'i(直 訳:・苦い モ ケ;説 明:

サ トウヤ シの樹 液 に ヒ ロバ ノ ジ ア オ イの樹 皮 をつ け こん でつ くった発 酵 酒)や モ ケ ・

表6ウ ォロ ・レ レ村 と ウ ォ ロ ・

ワル にお け る雨 量

月

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

合計

ウ オ ロ ・レ
レ村

323mm

375mm

382mm

326mm

183mm

141mm

64mm

190mm

17$mm

30mm

209mm

252mm

2653mm

ウ オ ロ ・ワ ル

241mm

160mm

184mm

130mm

182mm

147mm

123mm

41mm

44mm

117mm

186mm

211mm

1766mm

表7ウ ォロ ・レレ村における気温 と湿度

月

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

最 高

26°C

24°C

26°C

26°C

26°C

23°C

22°C

25°C

26°C

28°C

27°C

26°C

最 低

20°C

20°C

20°C

21°C

20°C

18°C

18°C

18℃

19°C

20°C

21℃

21°C

最 高

88%

91°0

90%

88%

90%

93%

93%

87%

84%

73°0

::'.

:・i

最 低

97%

97%

97%

・:i

99%

99%

99%

97°0

95°0

88°0

94°0

95%

62)ウ ォ ロ ・レ レ村 に お け る,1983年 か ら1985年 に い た る家 畜 頭数 は,ほ ぼつ ぎの とお りで あ る。

水牛0頭,牛3～4頭,馬5～10頭,山 羊10～14頭,ア ヒル10羽,ニ ワ ト リ160～300羽,豚

150頭 ～200頭 。 ニ ワ トリの数 が 不 安定 で あ る理 由 は,し ば しば病 気 が 蔓延 し,ま た た くま に ニ

ワ トリの 数 が減 少 して しま うの と,ン バ マ と よ ばれ る農 耕 儀礼 にお い て,ニ ワ トリが多 量 に屠

殺 さ れ るか らで あ る。 ・

な お,上 記 の よ うな 家畜 の う ち,個 体 名 がつ け られ るの は,水 牛,牛,馬,犬,豚 だ けで あ

り,ニ ワ ト リ,山 羊,猫(anadoも し くはanakanio)に,個 体 名 がつ け られ るこ とはな い 。
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ア ラmoke　 ara(モ ケ ・バ イを蒸 留 した酒)を つ くった り63),ま た 樹 液 を 煮 つ め て グ

ラ ・モ ケgula　 moke(砂 糖)を つ くる ことが さか ん に お こなわ れ て い た64)。 か つ て サ

トウヤ シの 栽 培 が重 要 な生 業 活 動 で あ った こと は,つ ぎの よ うな2つ の 事柄 か ら うか

が い 知 る こ とが で き る65)。 そ の ひ とつ は,祖 霊 や 神 々に対 して 豊 作 を ね が う と きに と

な え られ る儀 礼 言 語で あ り,そ の な か で は,ガ ガ ・ボ オ gaga　bo'o(開 墾 を お こな って

満 腹 とな る)と い う 表 現 とケ ウ ィ ・ア ェkewi ae(サ トウヤ シの 樹 液 を 採 取す る)と

い う表 現 が対 の関 係 に お かれ て い る。 も うひ とつ は,火 入 れ の と きに サ トウヤ シを燃

や した り,若 いサ トウヤ シを切 りた お して,そ の樹 芯(hoge〃aoke)を 食 べ るこ とが 禁

止 され て い る ことで あ る。 だ が,そ の後,コ コヤ シが サ トウヤ シよ り も重 要視 され る

よ うに な り,現 在 で は,上 記 の よ う な換 金作 物 が コ コ ヤ シよ り も重 要 視 され る よ うに

な って きて い る。

　 な お,表6に は,1984年 の ウ ォ ロ ・レ レ村(海 抜 約1,000メ ー トル)に おけ る降 雨

量 と,行 政村Desa　 Wolo　 Lele　Aを ふ くむKccamatan　 Wolo　 Waru(ウ ォ ロ・ワル

郡)のIbu　 Kota　 Kecamatan(郡 都)で あ る ウォ ロ ・ワルWolo　 Waru(海 抜 約250

メ ー トル)に お け る1976年 か ら1983年 に い た る降雨 量 の平 均 値,表7に は1984年 に お

け る ウ ォ ロ ・レ レ村 に お け る月 べ つ の平 均 気 温 と湿 度 が記 され て い るので 参 照 され た

い(ウ ォ ロ ・ワル の所 在 に つ い て は 図2を 参 照)。 ウォ ロ ・レ レ村 の降 雨 量,気 温,

63)モ ケ ・ア ラは,つ ぎのよ うな方法でつ くられる。まず,地 面に3つ の石(lika)を おき,そ の

上 に土釜(podo)を のせ る。 つぎに,土 釜のなかにモケ ・バ イをそそ ぎこみ,土 釜の口に,そ

れよりも少 しだけ直径の大 きな竹(bheto)を 垂直 にたてる(こ の 竹の底の部分の節 はぬいてあ

る)。 そ して,釜 の口と竹 とあいだにアダ ンの繊維(lege)を つめ,す きまがな くな るよ うにす

る。そ して,こ の竹の側面に穴を うがち,そ こに樋 の役割をはたす,節 をぬいた細い竹 をね じ

こみ,こ の竹の もう一方の端 は,地 面 にたてた支柱で固定する。

このような蒸留装置の準備 がで きると,土 釜の下で火をたいて蒸留を は じめ,蒸 留された酒

は,樋 をつたって したたりおちて くる。 くりかえ し蒸留をおこな うことによ って,ア ル コール

の濃度を高 めた ものは,jengijila(直 訳:燃 えて,炎 をだす)と よばれ,文 字どお りの火酒 と

なる。

1955年 ころまでは,ど この村 にも,少 な くともひとつの蒸留装置があり,ほ ぼ1箇 月 に1度

の割合で,5～6メ ー トルの長 さの竹 にモケ ・バイをあつめて,共 同で蒸留をおこなっていた。

しか しなが ら,モ ケ ・アラをつ くる村は,現 在では,き わめて少な くな って しま った。

64)か つては,サ トウヤシの樹液を につめたものか ら,グ ラニ ュー糖がつ くられていた。 この技

術は,1920年 代 にサブ(Savu)島 からや って きた者がっ たえたのだといわれ,砂 糖を精 製す る
ためにヤギの脂肪が もちい られて いた。だが,こ れがなかなかめん どうなので,し ばら くのあ

いだ,グ ラニュー糖をつ くるのをやめていた。だが,1940年 に,オ ランダ人が講習会をひ らき,

ククイノキの実で精製をお こなう方法をお しえたために,し ば らくのあいだ は,グ ラニ ュー糖

がつ くられていた。だが,こ れもめん どうだ とい うことで,現 在では,サ トウヤ シの樹液をに

っめて,棒 状にかためたものが,細 々とつ くられているだ け で あ る。 これ は,WatuNeso

やWoloWaru(図2参 照)で1週 間に数回ひ らかれる市場などにもってい って売 られ る。

65)作 物 とおな じように,サ トウヤ シもまた女性であることは,さ まざまな表現や儀礼行為が示

唆 して いる。サ トウヤシ(moke)の 起源神話では,モ ケMoke(サrウ ヤシ)と い う名前の女性

が,サ トウヤ シの実(folemoke)を ひろった首長に,夢 をとお して,そ の栽 培法や利用法を お

しえたのだ といわれ る。
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湿 度 は,筆 者 が 計 測 した もので あ り66>,ま た,ウ ォ ロ ・ワル に お け る降 雨 量 は,H.

Woda　 Gadho(Pemimpin　 Wilayah　 Kecamatan　 Wolowaru,　 Kantor　 Pertanian

Kecamatan　 Wolowaru)に よ って計 測 された もので あ る6?》。

　 2・2　 農 耕 儀 礼 の 概 略

　 農耕 儀 礼 は,首 長(村 落共 同体 の長)や トゥカ(ウ ェ ワ　 　 首 長 を代 表 とす る父 系

リネー ジ　 　 の下 位 分 節 体)の 代 表 者 に よ って主 催 され る儀 礼 と,そ れ 以 外 の儀 礼 に

分 類 され る。 前 者 の儀 礼 は,そ れ ぞれ の村 落 共 同体 の内 部で お こなわ れ る儀 礼で あ り,

そ れ に 参加 す る人 々の 範 囲 が村 落 共 同体 の外 に まで ひろ が る こと は な い。 以 下で は,

こ のよ うな儀 礼 を 「村 落共 同体 内 の儀 礼 」 と よぶ ことに しよ う68)。

　 これ に対 して,後 者 の儀 礼 は,リ セ ・ンゴ ンデ ・リア,リ セ ・ロ ヴ ・ボ ラ,リ セ ・

クル ・ラン デを 単位 と して お こな わ れ る(1・1・7参 照)。 以 下 で は,こ の よ うな儀 礼 を

「村 落共 同体 間 の儀 礼」 と よぶ ことに しよ う。 他 の政 治 共 同 体 とは こと な り,リ セ地

域 に は,政 治共 同体 の全 体 を ま き こん だか た ちで お こな わ れ る農耕 儀 礼 は存 在 しな い。

　 本 稿 で は,村 落 共 同体 内 の 儀 礼 の 例 と して,マ キ ・ン ド リ ・ワ ンゲ Maki　 Ndori

Wanggeの 長 に よ って 主 催 され る儀 礼 と ウ ェ ワ ・ン ドリ・ワ ンゲWewa　 Ndori　 Wan-

996の 下 位 分 節 体 の ひ とつ で あ る トゥカ ・ンベ テ ・ワンゲTuka　 Mbete　 Wanggeの

長 に よ って 主催 され る儀 礼 を と りあ げ る ことに す る。 な お,マ キ ・ン ド リ ・ワ ンゲ の

長で あ る ヤ コブ ・ン ドリ ・ワ ンゲYacob　 iVdori　Wanggeは,ウ ェ ワ ・ン ド リ ・ワ ン

ゲ の 長,ト ゥカ ・ンベ テ ・ワ ンゲ の 長,そ れ に リァ ・べ一 ワ ria　newaと い う3つ の

地 位 を兼 任 して い るので(表2,図4,図6,図7参 照),こ の ことを は っ き りと銘

記 され た い。

　 すで に のべ た よ うに,畑 は4つ の 種類 に分 類 され るが,首 長(村 落 共 同 体 の 長)に

よ って主 催 され る儀 礼 は,祭 祀 畑 を 対 象 と して お こな わ れ,ト ゥカの 長 に よ って主 催

され る儀 礼 は,儀 礼畑 を対 象 と して お こな われ る。 以 下 で は,い ちい ち 「マ キ ・ン ド

66)雨 量の計測と算出式は,小 沢 ・古野[1965]を 参考 にした。

67)Suchtelen[1921]に も,1917年 の フローレスの南岸部と北岸部で計測された雨量が記録 され

ている力楠 岸で は1885mm(146日 の降繭),北 岸では1552㎜(95日 の隔 日)と 記

録 されて いる[SUCHT肌EN1921:63]。

68)以 下の記述は,リ セ地域 の全域で,お な じ内容を もつ村落共同体 内の儀礼 がお こなわれてい

るかのような印象 をあたえるか もしれない。 しか しなが ら,す でに示唆 しておいたよ うに,農

耕儀礼の大半は,村 落共同体 ごとで微妙にことな っているばか りでな く,し ば しば大 き くこと

な って もいる。たとえば,ク ネ ・マ ラ人(AtaKezneMara)に 属すモサ・ラキ・イネ ・アメ(妻

の与え手 の首長)の 主催する村落共同体内の儀礼 には,ン バマmbamaと よばれ る儀礼(後 述)

のかわ りに,カ ー ・ウウィkauwi(ヤ ムイモを食べ る)と よばれる儀礼がふ くまれているが,

これな どは,そ の典型的な例 だといえる。

644



杉島　　リオ族における農耕儀礼の記述と解釈

年 月 日

表8農 耕 儀 礼 の 日 程

農 耕 儀 礼 の 名 称

1983年5月31日

　　　 6月22日

　　　 7月3日

　　　 7.月5日

　　　 7月8日

　　　 7月9日 ～10日

　　　 8月21日

　　　 8月27日 ～28日

　　　 8月30日

　　　 8月31日

　　　 9月18日 ～19日

　　　 9月21日

　　　 9月21日

　　　 9月25日

　　　 9月26日

　　　 10月2日

　　　　　 ?

　　　 11月28日

　　　 11月29日

1984年1月22日

　　　　1月23日

　　　 3月6日

　　　　3月10日

　　　　5月2日

　　　　5月31日

　　　　8月3日

　　　　8月5日

　　　　8月11日 ～12日

　　　　8月14日

　　　　8月15日

　　　　9月16日 ～17日

　　　　9月20日

　　　　9月22日

　　　　9月23日

　　　　9月24日

　　　　9月30日

　　　　　 ?

　　　 12月9日

　　　 12月10日

1985年1月13日

　　　　1月14日

　　　　1月14日

　　　　1月15日

　　　　2月19日

　　　　2月23日

pigu uma nggua 
tu  tnd  pad 

 dra mbama 

 pid uma nggua bapu 
mi  ad uma nggua 
mbama  ka  ko 

 dra mbama 
 mbama ka  wisa 

mi  cd 

pigu uma nggua bapu 
 pai  po'o 

pigu wera uma nggua 
mi  ad uma nggua bapu, mi  ad uma pigu  wera 

po'o ria 
po'o lo'o 
rago po'o 

paki 
 kecll  koM uma nggua 
tedo uma nggua 

 kecM  koM uma nggua bapu 
tedo uma nggua bapu 

 pid uma nggua bapu,  pid uma nggua 
pesa uta 
pigu uma nggua 
tu  mcd  pad 
mi  ad uma nggua 

 dra mbama 
mbama 
mi  ae 

pigu uma nggua bapu 
pai po'o 
pigu wera uma nggua 
mi  ad uma nggua bapu, mi  ad uma pigu wera 

po'o ria 
po'o  lo'o 
rago po'o 

paki 
 kecM  koM uma nggua 

 tedo  umainggua 

pa'i muku 
bui  muku 

 ke&  koM uma nggua bapu 
tedo uma nggua bapu 

 pid  uma nggua 
 pesa uta uma nggua
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リ ・ワ ンゲ の 長が 耕 作 す る祭 祀 畑 」 と か 「トゥカ ・ンベ テ ・ワ ンゲ の 長 が耕 作 す る儀

礼畑 」 とい う表 現 を つ か うの は面 倒 な ので,前 者 を 「祭 祀 畑 」,後 者 を 「儀 礼 畑 」 と

よぶ ことに す る。

　 また,村 落共 同体 間 の 儀 礼 の 例 と して は,リ セ ・ンゴ ンデ ・リアに お け る儀 礼 を と

りあ げ る こ とに す る。 具 体 的に のべ るな らば,そ のな かに は,パ イ ・ポオpai　 po'o,

ポオ ・リアpo'o ria,ポ オ ・ロオpo'o　lo'o,ラ ゴ ・ポ オ rago po'o,パ キpakiと い った

表9時 刻 の 民 俗 分 類

イン ドネシア中部時間

1～2時 頃

2～3時

3時 頃

4時 頃

5時 頃

6時 頃

9時 頃

11時 頃

12時頃

13時 頃

14時 頃

15時 頃

16時 頃

17時半 頃

18～19時

19～20時

21時 頃

22～23時

0時

リ オ 語

 mice gudu bepa 

 roke  bhale 

manu kako se deka 

manu kako deka rua 
 mba  jaja 

ola  mera 

sia  beta 

leja geju 
leja bhanga 

niru mu 

niru lai 

leja ngara wadho 
leja  detu pembu 

 kiso  ninu 

leja  leu 

leja  kiri 

leja  kiri  ria 
leja lo'o 

leja molu 

leja wale ro'a 

leja  ghale 

manu nai  modho 

ola mbewu 

tanga sala nia 
nelu  ru'i ka 

 boka  roke 

 roke  ndate 

 kobe one

訳

突然 目覚 める

寝返 りする

1度 ニ ワ トリが鳴 く

2度 ニ ワ トリが鳴 く

外 にでてお しゃべ りをす る

赤 くなる

明 るくなる(意 訳)

太陽があ らわれ る

太陽が少 し高 くなる

陽にあた り身体が暖か くなる

陽にあたるのをやめる

見上げ るほど高 くのぼ った太陽(意 訳)

真昼間(意 訳)

自分の影をふむ

太陽が少 し傾 く

太 陽が傾 く

太 陽が大 きく傾 く

小 さな太陽

太 陽が沈む

猿を恐が らせ る太陽(意 訳:山 地部 だけで太 陽が
見え る時刻)

太 陽が沈んだ

ニワ トリが寝場所に飛び上がる

夕闇

人の顔を見まちがえ る

食事 時
コ

眠 りにお ちる

重い眠 り

真夜中

補 足:1)・lameraか らmanunaim・dh・ まで は,olasia(昼 間)と 総 称 され,そ の他 の 時刻 は,

oJαん醒(夜 間)も し くはhojakobe(夜 間)と よ ばれ る 。 した が って,1日 の時 間 は,

昼 と夜 に区 分 さ れ るの で あ る 。

2)rraanukakosedekaとmanukakodekaruaは,manukako(ニ ワ トリが鳴 く)と 総 称 され,

lejagejuか らnirumu'ま で は,bugsla'e(朝)と 総称 され る 。
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　　　　　　　　　　　　　 表10農 耕儀礼に しば しば登場す る人物

氏 名

ア ナ ス タ シア ・ム ク

Anastasia Muku

ア ン トニ ウス ・ウィ ク

 Antoni  us Wiku

エ リザ ベ ス ・パ ウ

Elizabeth Pau

カタ リナ ・ロ ロ

Katarina  Lolo

ク リス テ ィ ナ ・パ レ

Kristina Pare

サ ミュエ ル ・レバ

Samuel  Leba

シモ ン ・セ ンタ

Simon  Senda

ソロ モ ン ・ウォダ

Salomon Woda

テ レシ ア ・コ リ

Thelesia Koli

フ ェDニ カ ・ウ ィ ニ

Veronika Wini

プ リプス ・ンベテ

Pelipus  Mbete

マ リア ・イメ ル ダ

Maria Imelda

マ リア ・ウタ

Maria Uta

マ ル ガ レータ ・ウア

Margareta  Wea

モ セス ・ハ ル

Moses Haru

図の番号

7

11

11

11

11

11

11

7

7

11

7

7

7

7

7

農 耕 儀 礼 との か か わ り

ロウォ・コレ人の女 であるマ リア・ウタの助手をつ とめる女性 。

常日頃,ヤ コブ ・ン ドリ ・ワンゲの家族のために働 く人物。態

度は,つ ねに控えめで,無 口。

ア ントニ ゥス ・ウィ クの本妻であり,儀 礼畑 と祭祀畑を対象と

する儀礼 に参加 して,作 業をおこなう働 き者の女性 。

おさない妹や弟 とともにオネ ・リアにすんで,家 事を手つだ う,

けなげで,働 き者の少女。

ロウォ ・コレ人の女であるマ リア ・ウタの助手をつ とめるとと

もに,オ ネ ・リアでおこなわれる儀礼で料理をお こな う物静か

な女性。

ヤ コブ ・ンドリ ・ワンゲの主催する儀礼に参加 して,い つ も作

業を手伝 う,き わ めて勤勉でま じめな人物。

ク リスティナ ・パ レの息子であ り,ソ ロモ ン ・ウォダの友人。

ヤ コブ ・ンドリ・ワ ンゲの主催する儀礼に参加 して,裏 方の仕

事をおこな う。また,農 作業 にも,し ば しば労働 力を提供す る。

マキ ・ンドリ・ワ ンゲの長であるヤコブ ・ンドリ ・ワンゲの息

子。換金作物の導入 に意欲を もやす働 き者。

ヤ コブ ・ンドリ・ワ ンゲの妻。ヤ コブ ・ンドリ ・ワ ンゲの主催

する儀礼 に差配 をふ るう人物。

カタ リナ ・..の 母。夫に先だたれた後,複 数の男性 と内縁関

係を もち,現 在 は,ア ン トニウス ・ウィクとい っしょに暮 らし

ている。

ン ドリ・ワ ンゲによって,ア タ ・ロウォ ・コレの代役に指名 さ

れたタニ ・ン ドリの商 系の子孫であ り,儀 礼畑と祭祀畑を対象

とする儀礼 において重要な役割をはたす人物。だが,住 所不定

の遊び人であるために,ヨ セブ ・ボカが,プ リプス ・ンベテ に

かわ って儀礼をおこな う場合 が多い。

ソロモ ン ・ウォダの妻。ブー地域の リア ・ベーワの娘であ り,

リセ地域 の慣習を習得 しつつ ある。

祭祀畑を対象 とする儀礼にいつ も登場 し,重 要 な役割をはたす

ロウオ ゜コレ人の女。

オネ ・リァのちか くにすんでお り,ま た,夫 はヤコブ・ンドリ・

ワ ンゲ とご く近 しい関係 にあるので,ヤ コブ ・ン ドリ ・ワンゲ

の主催する儀礼に参加 して,作 業を手つだう。また,農 作業 に

もしば しば労働力を提供する。

AtaNgga'e(図7参 照)が 死んだ後,そ の妻のひ とりが「再婚」

した人物。本来縁 もゆかりもない ンビピ氏族(EmbuMbipi)

の成 員であ るが,AtaNgga'eの 妻の(内 縁 の)夫 ということ

でヤ コブ ・ン ドリ ・ワンゲの家族とは頻繁にゆききしている。

しば しば,農 作業 にも労働力を提供す る。
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ヤ コ ブ ・ン ドリ・ワ ンゲ

Yacob Ndori  Wangge

ユ リ ウ ス ・ラ ト ゥ

Yulius Ratu

ヨセ ブ ・ボ カ

Yosep Bhoka

ヨハsス ・ワ ンゲ

Yohanis  Wangge

レオ ・オ ナ

Leo Ona

ロ マ ヌ ス ・ソ イ

Romanus So'i

7

11

7

7

9

9

マキ ・ンドリ・ワンゲの長であると同時に,リ セ地域 における

リア ・ベーワの地位にあり,人 格者 としての世評が高い。 ウォ

ロ ・レレ村の小学校の校長を して いるので,農 作 業に従事する

時間 がなかなかもてない。伝統的な慣習法 よりも,人 々の生活

水準を向上させる ことに強い関心を もっているが,リ セ地域 の

「歴史」について も,な みなみな らぬ知識を もっている。

ア ン トニ ウス・ウィクの息子。強健 な身体 をもつ働き者であ り,

ヤ コブ ・ン ドリ ・ワンゲの主催 する儀礼に参加 して,裏 方の作

業を手つだう。だが,性 格は,無 口で陰馨。強姦 事件をい くつ

もおこ したのち,イ リア ン・ジ ャヤに移民する。

ンドリ・ワンゲによ って,ア タ ・ロウォ ・コレの後継者に指名

されたタニ ・ンドリの子孫であ り,儀 礼畑 と祭祀畑を対象とす

る儀礼において重要 な役割をはたす人物 。マキ ・ンドリ・ワ ン

ゲの住民のなかで,農 耕儀礼 のや り方につ いて,も っともくわ

しい知識をもっている。だが,か れに しても,筆者 の質問に対 し

ては,い つも 「これは慣習である」 と答えるだけであ った。

Desa　Wolo　Lele　Aの 村長であ り,伝 統的な慣習には一定の 距

離を とり,換 金作物の導入をは じめ とし,村 の近代化に努力す

る人物。母 と姉妹がオネ ・リアにすんで いるので,食 事はオネ

・リアでおこな うが,儀 礼のときに料理 される飯や肉に手をつ

けることはまれである。

カジy・マニ村にすんでいる ワンゲ氏族の成員で あるが,さ まざ

まな呪文 を知 っているので,儀 礼畑を対象 とする儀礼がおこな

われ るときには,いつ も援助がこわれる。ロマヌス・ソイとは兄

弟の関係 にあり,かれ らの知 っている呪文 はおな じ内容をもつ。

カジュ・マニ村にすんでいる,ワ ンゲ氏族の成 員であ るが,さ ま

ざまな呪文を知 って いるので,儀 礼畑を対象とす る儀礼 がお こ

なわれるときには,い つ も援助が願われ る。 レオ ・オナとは兄

弟の関係 にあ り,かれ らの知 っている呪文 は,おな じ内容をもっ。

儀礼がふくまれている。

　農耕儀礼は,毎 年,ほ とんどおなじように くりかえされてゆ く。だが,祭 祀畑の開

墾をおこなった年とおこなわなかった年では,農 耕儀礼の内容に若干のちがいがみら

れる。 以下では,前 者を 「新畑の儀礼体系」,後 者を 「旧畑の儀礼体系」とよぶ こと

に しよう。表8に は,以 下で記述される農耕儀礼のおこなわれた日付が掲載 されてい

る。1983年5月31か ら1983年9月21ま での農耕儀礼は新畑の儀礼体系に属 し,1983年

9月25日 から1984年9月22日 にいたるまでの農耕儀礼は旧畑の儀礼体系に属 し,そ れ

以後の儀礼は,ふ たたび新畑の儀礼となる69)。しかしなが ら,薪 畑の儀礼体系と旧畑

69)新 畑 の儀礼体 系と旧畑の儀礼体系とい う概念 は,あ くまで も分析概念である。換言す るな ら

ば,人 々は,い つ耕作年度 がは じまり,い つおわ るかを明確に認識 しているわけで はない。 し

か しなが ら,ポ オとよばれ る儀 礼を耕作年 度のは じまりとみなす観点は,か な らず しも恣意 的

な ものとはいえない。その理 由は,3・1・16に おいてあ きらかとなろう。
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の儀 礼 体 系 に は,お な じ儀 礼 が数 多 くふ くま れ て お り,こ の2種 類 の儀 礼 体 系 を べ つ

べ つ に 記 述 す る こと は,い か に も冗長 で あ る。 そ こで 以 下で は,新 畑 の儀 礼 体 系 と旧

畑 の儀 礼 体 系 を お りまぜ な らが ら記 述 を す す め て ゆ くことに す る。

　 ま た,以 下 で は,2月 ～3月 の 時期 か ら記 述 を は じめ るが,こ れ は,次 章 に お け る

論 旨が も っと も経 済 的に な る こ とを ね ら った もので あ る。 そ の た めに,1983年,1984

年,1985年 に お こな わ れ た儀 礼 の記 述 が混 在 す る こ とに な る が,そ の こ とに よ って,

い ち じ る しい混 乱 が 生 ず る と は考 え られ な い。

　 な お,以 下 の記 述 に は,数 多 くの人 物 が 登 場 す る ので,だ れ が だ れで あ った か わ か

らな くな って しま う可 能 性 が あ る。 表10は,そ うな る ことを 未 然 に ふせ ぐた めの もの

で あ り,そ こに は,農 耕 儀 礼 と主 な登 場 人 物 との か か わ りが 簡 単 に 紹 介 され て い る。

2・32月 ～3月

　2・3・1　 フ ォウ ォに お け る季 節 現 象

　 リオ族 の 「季 節 」(wula)の 分 類 体系 に したが う な らば70》,2月 ～3月 に か け て の

時 期 は,フ ォ ウォfowoと よば れ,1年 を つ う じて もっ と も雨 の多 い 季 節 と して 認 識

され お り,1984年 の2月 に は375mm,3月 に は382　 mmの 雨 量 を 記 録 して い る(表

6参 照)。 雨 がふ りつ づ くた め に,家 の 床 下 まで が湿 り,カ ビ くさいに お いを 発 す る

よ うに な る。 この よ うな 現 象 は,フ ォ ウ ォ ・レ ウ ・ワ ウ 声fowo lewu wau(床 下 のに お

うフ ォ ウ ォ)と 表 現 され る(表5参 照)。

　 しか しな が ら,フ ォウ ォ は,雨 量 ば か りで な く,天 候 の多 様 さに よ って も特徴 づ け

られ る季 節 で あ る。 なぜ な らば フ ォ ウ ォに は,ワ リ ・ア レwari　 are(稲 を 乾 か す)と

よば れ る数 日間 の 晴 れ間 や,ワ ラ ・リァ wara riaと よ ば れ る,お そ ろ しい 暴 風 が や

って くる か らで あ る?1)。 この 風 の た めに,屋 根 がふ き飛 ば され た り,倒 壊 す る家 が,

毎 年,村 で数 軒 はで て くる。 ま た,高 い 屋根 を もつ オ ネ ・リア は,強 風 を ま と もに う

け,風 の 息 と 呼 応 して き しみ は じめ る。 そ して,村 の 周辺 や 森 で は,熟 しつ つ あ った

果 実 が お ち,木 の 枝 がお れ,弱 って い た大 木 が た お れ る。 だが,も っ と悲惨 で あ るの

70)リ オ語 には,こ のフォウォを は じめとする12ほ どの1月 」(wula)の 名前が知 られている。人

人 は,こ の 「月」を月の満ち欠 けと関連づけて説 明 しよ うとす るが,少 な くとも現在では,厳

密に 「月」 と月の満ち欠けが関連づけ られる ことはな く,ま た,「 月」 よりもグ レゴ リー暦 の

方が,人 々にとっては重要な意 味を もつようにな って いる。 しか しなが ら,農 耕サイクルや季

節の交替過程を記述するには,「月」の名称 についても言及する必要がでて くる。「月」 とグ レ

ゴ リー暦 とのおおまかな対応関係 については表5を 参照 されたい。

71)ワ ラ ・リアは,西 か らふ く風と して認識されてお り,ワ ラ ・リアのワラwaraは イ ンドネ シ

ア語のbarat(西)と 語源をおな じくする可能性 もある。なお,ワ ラ ・リアのふ くころは,ま

だ西モ ンスー ンの季節である。
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は,風 あ た りの強 か った 畑で あ り,背 の高 い トウモ ロ コ シや モ ロ コ シ,そ れ に稲 まで

が な ぎた お さ れて しま う。

　 ワ ラ ・リァが あ ら ゆ る もの を 吹 きた おす さ まは,レ ゴ ・ボ カ ・ア ウrego　 bhoka　au,

つ ま り 「(現実 に は 吹 きた お され る こ とな どあ りえ ない)ア ウ竹 の新 芽 さえ もが た お さ

れ る」 と表現 され る。 ま た風 が 一 時 的に 休 止 し,無 風 の状 態 が つ づ くこと は,ト ゥー ・

レグto　reguと 表 現 され る。 トゥー ・レグ と は,妻 の与 え手 が,籾 米(も し くは精 米)

と伝 統 的 な織 布 か らな る 「女 財」(regu　data)を 妻 の 受 け手 の も とに は こん で ゆ くこ と

を 意 味 す る。 つ ま り無 風 状 態 は,大 風 が 女 財 と して の作 物 を ど こか に は こんで ゆ き,

留 守 を して い る状 態 に た とえ られ る ので あ る。

　 ワ ラ ・リア が数 日 の あい だ 吹 きあれ る と,そ の す ぐあ とに,ふ た た び雨 がふ りは じ

め るが,こ の 雨 は,ワ ケ ・カ ジ ュ ・ア ウ wake kaju au,つ ま り 「(吹きた お され た)

植 物 を た て る」 と よ ばれ る。

　2・3・2　 除 草

　 め だ つ草 だ けを ひ きぬ くラ ウra'uと よば れ る 草 と りは,す で に い く度 も お こな わ

れ て きた が,フ ォ ウ ォに はい ると,畑 で は雑 草 が作 物 を凌 駕 す る よ うに な る。 そ の た

めに,上 記 の ワ リ ・ア レ(数 日間 の 晴 れ 間)が つ づ くころ,ケ ァke'aと よ ばれ る大 が

か りな 除草 が お こ なわ れ る。 た と えば,儀 礼 畑 に お け る ケ ア は,1984年 の場 合,2月

29日 に お・こなわ れ た。 この ケ アで は,掘 り棒(su'a)を もちい て す べ て の雑 草 を 根本 か

らほ りお こ し,ひ きぬ い て しま う方 法 が と られ る72)。

　 ま た,フ ォ ウ ォ は,収 穫 の準 備 を は じめ る時 期で もあ り,女 た ちは,収 穫 物 を い れ

るた め の編 み カ ゴ(benga)や 稲 の 脱 穀 や 乾 燥 の た めに も ち い る ム シロ(te'e)を つ く

った り,修 繕 した り し,男 た ちは,穀 物 倉(kebo)や 出作 り小 屋(mbe'i)の 修 理 や薪 築

の た め の準 備 を は じめ る。 これ らの 作業 は,稲 刈 りの まえ ま で つ づ け られ て ゆ く。

　 この よ うに農 耕 に か かわ る活 動 は,し だ い に多 くな って ゆ くに もか か わ らず,畑 か

らは,ま だ な に も収 穫 す る こ とが で きず,食 料 は,フ ォ ウ ォに お いて も っ と も欠 乏 す

る。 この苦 しい食 料 不足 の状 態 は,フ ォ ウ ォ ・ン ゴー ・ ドゥナfordo　 ngo　duna,つ ま

り 「手 が と ど きそ うで,と どか な い フ ォ ウ ォ」 と表 現 され る。

72)調 査期間のおわ りちか くな って,過 去において は,畑 の上端か ら,kuowinaと よばれ る畑 の

祭場をへて,畑 の上端 にいたる帯状 の部分の除草を,夜 のあいだにおこな っていたとい う情報

をえた。このke'akobe(夜 の除草)と よばれる除草をおこな うと,雑 草が生えに くくなるのだ'

とい う。
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　 2・3・3　 ピレ ・ウマ

　 草 と りが お こな われ る と,4晩(ん0∂4sutu)の あい だ畑 へ の 立 ち入 りを禁 止 す る73),

ピ レ ・ウマ pire　uma(畑 の禁 忌)と よ ばれ る儀 礼 が お こなわ れ る。 ピレ ・ウマ に は,

儀 礼 畑 を対 象 に す る もの と祭 祀畑 を 対象 に す る もの が あ る。 旧畑 の儀 礼 体 系で は,こ

の2つ の儀 礼 は,同 一 の機 会 に お こな わ れ る。 これ に 対 して,新 畑 の儀 礼 体系 で は,

儀 礼畑 を対 象 とす る ピ レ ・ウマ だ けが お こな わ れ,祭 祀 畑 の ピレ ・ウ マ は,ン バ マ ・

カ ー ・ウェ サ とよ ば れ る儀 礼(後 述)の 直 前 に な って は じめて お こなわ れ る。 以 下で

のべ る の は,旧 畑 の 儀 礼 体系 に属 す ピレ ・ウマで あ る。

　 1984年3月6日8時30分74):ウ ォ ロ ・レ レ村 の オ ネ ・リア(首 長 で あ る ヤ コ ブ ・ン

ド リ ・ワ ン ゲ が居 住 す る家 屋)か ら,モ セス ・ハルMoses　 Haru,ク リス テ ィナ ・パ レ

Kristina　 Pare,カ タ リナ・ロ ロKatarina　 Lolo(表10参 照)が 儀 礼畑 に む け て 出 発 す

る(儀 礼 畑 は,筆 者 の 調 査 期 間 中,ウ ォ ロ ・レ レ村 か ら北 に歩 い て15～20分 ほ どの場

所 に あ った)。 ク リス テ ィナ ・パ レと カタ リナ ・ロ ロ は,オ ネ ・リアで 準 備 した 飯(are

Aire)と 小 型 の野 ネ ズ ミ(te'u)の 肉 を煮 た料 理(uta nake te'u)75),そ れ に ク クイ ノ キ

の 実(声o),米,食 器 類 な どを い れ た編 み カ ゴ(benga)を 頭 に のせ て も って ゆ く。

　 8時51分:一 行 が儀 礼 畑 に 到 着 す る。 ニ ジ ョ ・イ ネ ・パ レnijo　ine　pare(稲 の母 の

呪文)を は じめと す る さま ざ まな 呪 文 を 知 って い る ので,い つ もカ ジ ュ ・マ ニ 村 か ら

よば れ る レ オ ・オ ナLeo　 Ona(表10参 照)は,す で に畑 に到 着 して い た。

　 畑 の 中心 に あ る カ オ ・ウ ィニ kao wini(種 籾 を 汲 む)と よば れ る畑 の祭 場(カ オ ・

ウ ィニ につ いて は,種 ま きに と も な う儀 礼 との 関連 で,の ち ほ ど くわ しくのべ る)で,

ク リス テ ィナ ・パ レが,小 さな土 釜(podo　 lo'o)か ら飯 を ユ ウ ガ オ の 椀(hena)に も

り(jobi),鍋(hawa)の か ら野 ネ ズ ミの 肉を ヤ シ殻 の 椀(he'a)に よそ う(jobi)。

　 9時00分:レ オ ・オ ナが,カ オ ・ウ ィニ(畑 の 祭 場)に たて られ て い る,樹 皮 を む

い た高 さ30cmほ どの ヒロハ ノ ジア オ イ(リ オ語 名:denu;学 名:Melochia　 umbe-

llata)の 木(tebo　 denu)の 下 手(ghazva)に しゃが んで,ユ ウ ガオ の 椀 と ヤ シ殻 の椀 か

ら飯 と野 ネズ ミの 肉(頭 部 を ふ くむ)を つ まん で,ヒ ロバ ノ ジア オ イ の木 とそ の わ き

73)こ れ は,夜 のあいだだけ畑への立 ち入 りが禁止されるとい う意味ではな く,た とえば,3月
6日 の夜か ら,3月9日 の夜にいたるまでのあいだ畑にはいることがで きな くなることを意味

する。

74)以 下では,時 分 きざみで 記述をすすめてゆ くが,時 刻 は,日 本時間よりも1時 間 お くれの

「イ ンドネ シア中部 時間」(WaktuIndonesiaBagianTengah)に したがう。 また,い たず らに

記述 を複雑 にしないために,以 下では,時 刻の民俗分類についてはいっさい言及 しないが,表

9を 提示す ることによって,時 刻の民俗分類 とイ ンドネ シア中部時間による時刻 とを対照で き

る可能性をのこ してお くことに したい。

75)野 ネズ ミをだれがつかまえて きたのかは聞 きもらしたが,こ れは,乾 燥肉にされた もので は

な く,生 のもので あった。
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に おか れ て い る石(ω 伽)の 上 に供 え る(kuzui　roe)。

　 そ の後,レ オ ・オ ナを 中心 に,参 加 者 た ちが,カ オ ・ウ ィニ(畑 の 祭場)に し ゃが

み,ユ ウガ オ の椀,ヤ シ殻 の 椀,土 釜,鍋 に の こ って い た飯 と野 ネズ ミの 肉 を食 べ る。

　 9時18分:カ タ リナ ・ロ ロが,ク クイ ノ キの 実 を 口の な かで ドロ ドロに な る まで か

ん で(mama},そ れ を ヤ シ殼 の椀 の なか に は きだ す。 そ して,そ れ に 水(ae　 keta)を く

わ え て,ア エ ・フ ェオaefeo(ク クイ ノ キの 実 の 水)と よば れ る 白 濁 した 液体 をつ く

り?6),ヒ ロバ ノ ジア オ イ の木 のす ぐわ きに お く。 だ が,正 式 に は,ア エ ・フ ェオ を畑

に 散 布(zuesa)し な けれ ば な らな い77)。

　 これ と同 時 平 行 して,レ オ ・オ ナが,ラ イム(リ オ語 名:mude　 telo;学 名:Citrus

aurantifolia)を 半 分 に切 って,そ の 断 面 で,ヒ ロバ ノ ジ ア オ イの 供 物 柱 とそ の わ きの

石 の 上 に お か れ た,野 ネズ ミの 肉(頭 部 をふ くむ)を こす る。 だが,ラ イ ム は,コ ブ

ミカ ン(リ オ語 名:mbangga;学 名:Citrus　 hystrix)の 代 用 品 で あ り,本 来 な らば,

コブ ミカ ンがつ か われ な けれ ば な らな い。

　 9時20分:レ オ ・オナ が,少 量 の米 をつ まみ と り,そ れ に ニ ジ ョ ・イ ネ ・パ レnijo

ine　pare(稲 の母 の 呪 文)を さ さや きか け る。 す べ て の 呪 文 に は,呪 文 に 効 力 を あ た え

る イ ネine(母)と よ ば れ る キ ー ・タ ーム が ふ くま れ て お り,そ の 内容 は,秘 密 に さ

れ て い る。 そ の た め に,呪 文 が 声 に だ して と なえ られ る こと は な い。 つ ぎに の べ るニ

ジ ョ ・イ ネ ・パ レは,レ オ ・オナ か ら後 日え た もの で あ る。 な お,以 下 で は,イ ネと

よば れ る キ ー ・タ ー ム を 「源 」 と翻 訳 す る ことに した い 。

 pW kau  pare  ghawa  ghawa. 
nuka no'o mbembu kura. 

nai no'o  w6a  wawi. 

nuka no'o  w6a rusa. 

 Mta no'o hoba  neta. 

ndu no'o susu muru, 

 pad kaka da gha kasa,

プエ!78)斜 め下 に あ る稲 よ。

小 海老 と い っ しょに の ぼ って こい。

豚 の と お る道 を あ が って こい。

鹿 の と お る道 をの ぼ って こい。

ア ナ ミル タ　(Anamirta　 cocculus)の 蔓 を わ

た って こい。

川 エ ビのあ とを つ い て こい。

胸 に い だ けば,

76)こ のアエ ・フェオは,お もにマ ッサージをおこな うときにもちい られる生活必需品のひとつ

で あり,そ の効能 は,マ ッサ ージをお こなう箇所 にぬ りこめることによって,「熱い」(petu)状

態(不 健康で異常な状態)にあ る身体を 「冷たい」(keta)状態(健 康で正常な状態)に 転換す る
ことにある。

77)こ のアエ ・フ ェオには,コ ブ ミカ ン(後 述)を くわえて もよいのだ といわれ る。

78)呪 文 は,ン ガオngao(さ さや く)と もよばれ るが,マ キ ・ン ドリ・ワンゲ とその周辺地域

では,ニ ジ ョnijo(唾 をは く)と よばれ ることが一般的である。呪文が 「唾をは く」とよばれ

る理 由は,呪 文を となえるときに,呪 文を作用 させたい対象や,呪 文を となえる者 と呪文を作

用させ たい対象 とのあいだを媒介する物(た とえば米)に唾 をはきかけるか らである。「プエ!」

とい うのは,唾 をはいている音である。
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kasa temu bhanga. 

nggengo da gha kemo, 

kemo temu deso. te ma'e le 

 wbu  inde  nggenggu 

maku  ngere  watu 

tu'a  ngere su'a. 

 pue! kau  pare ghalt•  eko  d. 

 pare" kaka da gha kasa, 
kasa temu bhanga. 

nggengo da gha kemo, 

kemo temu deso. 

te  ma'e; le, 

 we'ru  ma'e  nggenggu. 

maku  ngb-e  watu, 

tu'a  nggb-e" su'a. 

 pd! kau  pare; mena geju leja. 

 pare kaka da gha kasa, 
kasa temu bhanga. 

nggengo da gha kemo, 

kemo temu deso. 

 te  ma'e  le" 

 weru  ma'e"  nggenggu. 

maku  nge're"  watu, 

tu'a  ngere su'a.  

pue!  pare  ghele  Mbotu  Ndot a81), 
 Keli Kima.

放 して はな らな い79)。

脇 に お しあ て れ ば,

退 い て はな らな い80)。　 　 　 　 　 　 1

た たい て も,う こか ず,

ゆ さぶ って も,び くと も しませ ん よ うに。

石 の よ うに じょ うぶ で,

鉄 の よ うに か た くな りま す よ う に。

プ エ1　 西 方 の河 口に あ る稲 よ。

稲 を胸 に い だ けば,

放 して は な らな い 。

脇 に お しあて れ ば,

退 い て は な らない 。

た た い て も,う こか ず,

ゆ さぶ って も,び くと も しま せ ん ように 。

石 の よ うに じ ょうぶ で,

鉄 の よ うに か た くな ります よ うに。

プ エ!　 日の 出 の方 角 に あ る稲 よ

稲 を胸 に い だ けば,

放 して はな らな い。

脇 に お しあ て れ ば,

退 いて はな らな い。

た た いて も,う こか ず,

ゆ さぶ って も,び くと も しませ ん よ うに。

石 の よ うに じょ うぶ で,

鉄 の よ うに か た くな りま す よ うに。

プ エ!　 斜 め上 に あ る ン ドタ 山,

キマ 山 の稲 よ82)。

79)「 放 して は な らな い 」 とい わ れ る の は,「 稲 が逃 げ て いか な い よ うに,放 して はな らな い」

とい う意 味 であ る。

80)「 退 い て は な らな い 」 と いわ れ る の は,「 稲 が 逃 げ て いか な い よ うに,退 いて は な らな い」

とい う意 味 で あ る 。

81)お な じよ うな文 句 が,す で に4回 くりか え され るわ け で あ るが,こ れ は,1・4・1で のべ

たn型 の体 系 に お け るg観6,ghawa,mena,ghaleと い う4つ の方 位 に 存在 す る稲(の 霊 魂)に 対

す る よび か け に な って い る 。

こ こで は,あ た か もmenaが 東,ghaleが 西 に 相 当 す る よ うに訳 した が,リ オ族 の民 俗 方 位 は,

gheta(上 流 ・山)も し くは9履6(斜 め下)とlau(下 流 ・海)も し くはghawa(斜 め下)の

方 向 を基 準 に して設 定 され る ので,menaを 東,9加14を 西 と翻 訳 す る こと は,つ ね に た だ しい

とは か ぎ らな い 。

82)MbotuNdotaとKeliKimaは,ケ リ ・ン ドタKeliNdotaの 別 名 で あ る。 す で に のべ た よ

う に,ケ リ ・ン ドタ は,「 切 り きざ みの 山」 とい う意 味 で あ り,ボ ビ とノ ンビ とい う女 性 が 切

り きざ ま れ,作 物 の種 とな った 山 と して知 られ て い る(1・2参 照)。
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Rega Wolo Gai. 

Nggo Wake Wani. 
Sumba Manu Nai. 

Mego  ghele Tana Ai. 

 Ndole Ndopo. 

puki uti  begs jela Bobi Nombi. 
 Weu Wara. 

pare pare,  ine kai, 
Dale ngi'i  mera.

　 　 　 　 　 国立民 族学博物館研究報告　 15巻3号

レ ガ ・ウ オ ロ ・ガ イ83)。

ン ゴ ー ・ワ ケ ・ワ ニ 。

ス ン バ ・マ ヌ ・ナ イ 。

メ ゴ ・ゲ レ ・タ ナ ・ア イ。

ン ド レ ・ン ドポo

ボ ビ と ノ ン ビ の 女 陰,陰 茎,ほ と,ま ら 。

ウ ェ ウ ・ワ ラ84),

稲,稲,そ の 「源 」 は,

赤 い 歯 の ダ レ85)。

　 以 上 の よ うな ニ ジ ョ ・イ ネ ・パ レ(稲 の母 の呪 文)を とな えた 米 粒 を,レ オ ・オ ナ

が,稲 の 根本 に4回 に わ けて う め る。 こう す る こ とに よ って,作 物 が じょ うぶ に 育つ

よ うに な るの だ と いわ れ る86)。

　 本 来 な らば,畑 か らひ きあ げ る と きに,畑 の祭 場 の わ きに 「木 」(kaju〃zatの を た

て(soke),そ こに,飯 の は い って い た土 釜 を 「さか さ まに か ぶ せ 」(sobhe),4晩 の あ

い だ,そ の ま ま に して おか な けれ ば な らな い。 だ が,実 際 に は お こな わ れ な か った。

　 以 上 で の べ た儀 礼 は,儀 礼 畑 を 対 象 と す る もの で あ るが,お な じよ うな 儀 礼 が,ほ

ぼ 同時 刻 に祭 祀 畑 で もお こな わ れ た。 そ の た めに,筆 者 は,祭 祀 畑 で の 儀 礼 を み る こ

と がで きな か った。 な お,祭 祀 畑 で の ピ レ ・ウマ は,ヨ セ ブ ・ボ カYosep　 Bhokaや

83)こ の呪 文 を とな えた レオ ・オ ナ 自身 も,以 下 の5行 につ いて,「 これ らはす べて イネine(呪

文 を 効 力 あ る もの させ て い るキ ー ・タ ー ム)で あ る」 とい うだ けで,じ ゅうぶ ん な説 明 を お こ

な う こと はで きな か った 。

この 問題 との 関連 で,つ ぎの よ うな ペ トゥ神父 の言 葉 は きわ めて興 味ぶ か い 。 ニ ジ ョ ・イ ネ

・パ レ(稲 の母 の呪 文)で は ,ケ リ ・ン ドタを は じめ とす る,稲 に と って 神 聖 な場 所 が しば し

ば言 及 さ れ る。 「そ の 神聖 な 場 所 とは,た とえば,MegoやLekebai(筆 者 補 足:シ ッカ 県

KabupatenSikkaの 南 西部 に実 在 す る)に あ るMegoWakeWani,SundaManuNaiで あ る 。

ま た,KoweTanaAiも 神 聖 な場 所 とみ な され てお り,そ れ は,Maumere(筆 者 補足:シ ッ

カ県 の 中心 都市)も し くは シ ッカ 県 の東 部 に あ る。 リオ族 の居 住地 域 で は,NduaRiaやWolo

Gaiと い った1・epembusu山(筆 者補 足:リ セ地 域 の北 西 方 向 にそ び え るKabupatenEndeの

最高 峰 で あ り,海 抜1881メ ー トル)の 周辺 にあ る 場所 の名 前 も稲 に と って神 聖 で あ る と みな さ

れ て い る 。 こ う した神 聖 な地 名 は,一 息 で"MegoWakeWani,SundaManuNai,NduaRia

WoloGai"と い ったよ うに発 音 され る」[PETU1974:64]。

この よ うな ペ トゥの指 摘 は,お そ ら くた だ しい と考 え られ る 。な ぜ な らば,マ キ ・ン ド リ ・

ワ ンゲ にす む あ る老 人 も,ニ ジ ョ ・イ ネ ・パ レのな か に,MegoWakeWani,KoweTanaAi

とい う言 葉 がふ くま れて い る こ と知 って い たか らで あ る。 そ うか とい って,レ オ ・オ ナの 呪文

が あや ま って い る とは い えな い 。 その 第1の 理 由 は,呪 文 は 口に だ され る も ので は な く,し た

が って,そ の 内容 が相 互 にチ ェ ック され る機 会 は存在 しな い か らで あ る 。ま た,第2の 理 由 は,

呪文 には 意 味不 明 の言 葉 がふ くまれ て い る こ とが 普通 だ か らで あ る。

いず れ に せ よ,レ オ ・オ ナの となえ るニ ジ ョ ・イ ネ ・パ レに は,あ き らか に シ ッカ県 の地 名

がふ くまれ て い るわ けで あ るが,興 味 ぶ か い こ とに,シ ッカ県 の南岸 の村,Sikkaで は,1)u'a

Pareも し くはInaPareと よ ばれ る 「稲 の母」 が リオ族 の居 住 地域 か らや って きた こと にな って

い るの だ と い う[LEwlSl988:168,333]。

84)ウ ェ ウ ・ワ ラは人 名 と思 わ れ るが 意 味不 明 。

85)ダ レは人 名 と思 わ れ るが意 味不 明。

86)「 じ ょうぶ に育 つ 」 とは,ニ ジ ョ 。イネ ・パ レのな か のtoma'ele,wdruma'enggenggu.tu'a

ngeresu'a,makungdrewatu.と い う儀 礼言 語 に よる説 明 を意 訳 した もので あ る 。
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マ リア ・ウタMaria　 Uta(表10参 照)が 中心 に な って お こな われ た。

　 2・3・4.　 ペ サ ・ウタ

　 畑 へ の4晩 の 立入 禁 止 が あ け る と,ペ サ ・ウタpesa　 uta(野 菜 を 食 べ る)と よば れ

る儀 礼 が お こな わ れ る。 この儀 礼 は,野 菜 類 の(uta)の 収 穫 を可 能 に す る儀 礼 で あ り,

それ 以 前 に,野 菜 を収 穫 す る者 に は,ベ ラ ・ク ラ,イ ア ・シサBela　 kela,　is　sisa(稲

妻 が 割 り,イ ア 山 が裂 く)と よば れ る8?),落 雷 に よ る突 然 の死 が お と ずれ るの だ と い

わ れ る。

　 ペ サ ・ウ タ は,別 名,ペ サ ・ウ タ ・ドウ ェ pesa uta dowe(シ カ クマ メを食 べ る)あ

る い は ペ サ ・ロボ ・ ドウ ェpesa lobo dowe(シ カ クマ メの若 芽 を食 べ る)と よば れ る。

こ の よ うな 儀礼 の 名称 か らい え る こ とは,シ カ ク マ メに は野 菜 類 を 代 表す る作 物 と し

て の地 位 が あた え られ て い る とい う こ とで あ る。

　 ペ サ ・ウタに は,儀 礼 畑 を対 象 とす る ペサ ・ウタ と祭 祀 畑 を 対 象 とす るペ サ ・ウタ

が あ る。 旧畑 の儀 礼 体 系 で は,こ の2つ の 儀 礼 は合 同で お こなわ れ るの に 対 し,新 畑

の儀 礼 体 系で は,儀 礼 畑 を 対 象 と す る ペサ ・ウタ だ けが お こな わ れ,祭 祀畑 の ペ サ ・

ウタ は,ン バ マ ・カ ー ・ウ ェサ と よば れ る儀 礼(後 述)の なか で お こな わ れ る。 だ が,

い ず れ の 場合 で も,ト ゥ カの成 員 は,ト ゥカの 長 が ペ サ ・ウタ を お こな う こと に よ っ

て は じめて,野 菜 を 収 穫 す る こと が可 能 に な り,ま た,ウ ェ ワの 関係 者(1・1・5

参 照)は,村 落 共 同体 の 長 で あ る ヤ コブ ・ン ド リ ・ワ ンゲ(表10参 照)が ペ サ ・ウタ

を お こな う ことに よ って は じ めて,野 菜 を 収 穫 す る こ とが可 能 に な る。 な お,以 下 で

記 述 す るの は,旧 畑 の儀 礼 体 系 に属 す ペ サ ・ウタ で あ る。

　 1984年3月10日12時40分:金 の 耳飾 りと 黒 い 上 体 衣(lambu　 mite)を 身 に つ け た マ

リア ・ウタ が,祭 祀 畑 で 野 菜 を収 穫 す るた めに,ク リス テ ィナ ・パ レを した が え て オ

ネ ・リアを 出 発 す る(mba woro uta)。 マ リア ・ウタ は,儀 礼 用の 肩 か け カ ゴ(mbola)

を も ち88),ク リス テ ィナ ・パ レは,ナ イ フ(piso)を 右 手 に もって ゆ く。 マ リア ・ウ

タが 身 に つ け て い る金 の 耳 飾 りは,オ ネ ・リアに 保 管 され て い る ンボ ラ ・カ ド(タ ナ

・ワ トゥに あ た え られ た 金)の 一 部 を なす もの で あ る(1・4・3参 照)。

87)稲 妻 とイア山(KeliIa)と の関係 は,か な らず しもあき らかではない。 イア山は,死 者 の霊

魂 がむか う 「あの世」(nuaria)と してのム トゥ山(KeliMutu)の はるか西にある山であ り,

リセ ・デ トゥ地域にすむ老入は,死 者の霊魂は,ム トゥ山で もう一度死に,そ のとき鳥 とな っ

てイア山に飛んでゆ くとい ういいつたえがあるといっていた。 もし,イ ア山に到達する ことが

できれば,人 聞(manusia)と して生まれかわり,到 達する ことがで きないと,鳥(uleage)に な っ

て しま うのだとい う。 しか しながら,リ セ地域では,こ のよ うな話を聞 くことはなかった。

88)こ れ は,オ ネ ・リアの ウィス ・ルル(祖 霊 の座)に つ りさげ られて いた ものであ る。
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　 12時53分:テ ボ ・ラ カ村 の近 くに あ る祭 祀 畑 に 到着 す る。 儀 礼畑 と は こと な り,祭

祀 畑 に は,畑 の上 端 と下端 の そ れ ぞれ に,カ オ ・ウ ィニ 肋o痂 擁(畑 の祭 場)が も う

け られ て い るが(図40参 照),畑 の上 端 の カ オ ・ウ ィニ のす ぐわ きに た て られ た 木 に

は,小 さい土 釜 がか ぶ せ られ て い る。 これ は,す で に ピ レ ・ウマが お こな わ れ た こと

を しめ して い る(2・3・3参 照)。

　 マ リア ・ウタが,畑 の上 端 の カ オ ・ウ ィニ のす ぐ上 方(g観 の にあ る ロ カ ・ソ ム ・

レァloka　somu　lea(シ ャ ロ ッ トと シ ョウガ の 場所)に 植 え られ て い る シ ャロ ッ トを,

い くつ か ほ りだ して儀 礼 用 の肩 か け カ ゴに い れ る。 つ ぎに,ト ウモ ロ コ シ,シ カク マ

メの 若芽,キ ュ ウ リ,ヒ メ ボ ウキ を,儀 礼 用 の肩 か け カ ゴに い れ る。 そ して,祭 祀 畑

に 植 え られ て い る トウモ ロ コ シの 木(saga　 jazva)を 根 本 か らナ イ フで 切 って,肩 にか

つ ぐ。 祭 祀 畑 に は,ま だ なに も実 って い な い ので,こ れ らの野 菜 は,ペ サ ・ウタ の儀

礼 を お こな うた めに,べ つ の畑 か ら も って こ られ た もので あ る。

　 12時55分:収 穫 を お え たマ リア ・ウ タ と ク リス テ ィナ ・パ レが,オ ネ ・リァ に むか

って 出発 す る。

　 13時16分:オ ネ ・リアに 到 着 して,ト ウ モ ロ コ シの木 を ウ ィス ・ルル(祖 霊 の座)

に たて か け,儀 礼 用の 肩 か け カ ゴに いれ て き た野 菜類 を,ウ ィス ・ル ル に近 い竹 床 の

上 に お く。 オ ネ ・リアを 出発 し,収 穫 して き た野 菜 を ウ ィス ・ル ル に お くまで のあ い

だ・2人 の 女 は,た とえ 道 で 人 に あ って も,け っ して 口を きい て は な らな い し,ま た

通 りす が りの人 々 も,道 ば た に よ け て,話 しか け る こと を忌 避 す る(Aire　 mega)。

13時28分:マ ル ガ レー タ ・ウ ェァMargareta　 Weaと フ ェ ロニ カ ・ウ ィニVero-

nika　Wini俵10参 照)が,野 菜 を収 穫 す るた め に,オ ネ ・リア か ら儀 礼畑 に む けて

出発 す る。 マル ガ レー タ ・ウ ェア は,ン ボ ラ ・カ ドの金 の 耳 飾 りをつ けて もよ い ので

あ るが,こ の と きに は,な ぜ か金 の耳 飾 りを 身 につ け なか った。

　 13時57分:マ ル ガ レー タ ・ウ ェア と フ ェ ロニ カ ・ウ ィニ が,ト ウモ ロ コ シの 木 を か

つ ぎ,肩 か け カ ゴ(rembi)に いれ た野 菜 類 を もって 儀 礼 畑 か ら もど って くる。 そ して,

そ れ らを祭 祀 畑 か らの 収穫 物 と お な じよ うに ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の座)に お く。 彼 女

た ち もま た,道 す が ら人 に あ って も,け っ して 口を きい て は な ら ない 。

　19時00分:マ リア ・ウタ が,オ ネ ・リア の右 側 の 炉(waja nggana)に す わ り,べ つ

べ つ の釜 で2種 類 の飯 を炊 いて い る89)。 そ の 第1は,祭 祀畑 に まか れ た 種 籾 の の こ り

{tera)を 精 米 した米 で あ り,第2は,儀 礼 畑 に まか れ た種 籾 のの こ りを 精米 した米 で

89)月 経 中(uvulamai}の 女 性 や 出 産直 後(bareka'oana)の 女性 は,儀 礼 の と きに料 理 を お こな う

こ とが で き ない 。 あ る イ ンフ ォーマ ン トは,そ のよ うな女 性 は 「生 臭 い」(ulaunubs)か ら料理

を お こな うこ とが で きな い と説 明 して い た。
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あ る。 つ ま り,種 籾 の の こ りは,種 ま きが お わ る と穀 物倉 に 保管 して おか れ,ペ サ ・

ウタの 儀 礼 に お いて は じめて 食 べ る ことが 可 能 と な るので あ る。 も し,ペ サ ・ウタ の

ま え に種 籾 のの こ りを食 べ る な らば,病 気や 死 が お とず れ るの だ とい わ れ る。

　 19時26分:ヨ セ ブ ・ボカ とサ ミュエ ル ・レバ Samuel　 Leba(表10,図11参 照)が,

ウ ィス ・ル ル に近 い 場所 にす わ り,箕(kidha)に もられ て い る ヒメ ボ ウ キの 葉 を つ ん

で,ユ ウ ガオ の椀 に いれ る作 業 を お こな って い る。

　 19時30分:ヨ セブ ・ボ カが,シ カ クマ メ の葉 で 豚 肉(豚 肉 は オ ネ ・リア に 保 存 され

て い た 乾燥 肉)90)を つつ み,右 側 の 炉 に す わ る マ リア ・ウタに わ たす 。 マ リア ・ウタ

は,そ れ をあ らか じめ 用 意 して あ った コ コナ ツ ミル ク(ae　nio)と と もに 鍋 に い れ,火

に か け る。

　 19時45分:ヨ セブ ・ボ カが,ポ ロ ・ン グタ horo　ngeta(混 ぜ トウガ ラ シ)と よ ば れ

るあ え 物 をつ くる。 つ ま り,ヒ メ ボ ウ キの葉,コ コヤ シの 胚 乳 層(isi　nio)を す りお

ろ した もの,き ざん だ シャ ロ ッ トと シ ョウガ を ユ ウガ オ の椀 に い れ,そ れ に塩(mesi)

を くわ え て手 で よ くもむ。

　 20時45分:飯 が 炊 きあ が り,豚 肉の コ コナ ツ ミル ク煮 もで きあ が った ので,マ リア

・ウタ が
,小 さな 蓋 つ きの飯 カ ゴ(wati lo'o),ユ ウガ オ の椀,ヤ シ殻 の椀 に,飯 と豚

肉 の コ コナ ツ ミル ク煮 を よそ い は じめ る。

　 これ は,す べ て の儀 礼 に あて は ま る こ とで あ る が,飯 に せ よ,肉 の料 理 に せ よ,お

な じ内 容 の供 物 を2つ の 器 に も るの がな らわ しに な って い る。 つ ま り,そ の一 方 は,

他 方 の ダ イdai(供)な ので あ る(図19参 照)。

　 20時53分:ヨ セ ブ ・ボカ が,小 さな蓋 つ きの 飯 カ ゴ(こ の なか に は 肉 の料 理 と上 記

の2種 類 の飯 が つ め られ て い る)を もって,ワ ンゲ ・ンベ テWangge　 Mbete(図4,

図7参 照)の 遺 骨 箱(bhaku)が 安 置 され て い る オネ ・リア の 中二 階(lenの に の ぼ り,

遺 骨 箱 とそ の わ きの石 の上 に 飯 と肉 を少 しず つ の せ る。 この よ うな 行 為 は,ク ウ ィ ・

90)オ ネ ・リアには,オ ラ ・テオolateo(居 間の中央に棟木か らつ りさげ られている,物 をかけ

てお くための鹿 の角)に,串 刺 しにされた乾燥 肉(nakehui)が 常備 されている。 これ は,オ ネ

・リアにもってこ られ るプス ・レマpusulema(直 訳:心 臓 ・舌;説 明:心 臓 と舌をつけたアゴ

か ら下腹部 にかけての肉であり,も っとも価値のある肉 とされ る)を 乾燥肉に した ものである。

プス ・レマがオネ ・リアにおさめ られる理由には,た とえばつ ぎのような ものがある。A氏

の所有する豚が,B氏 の畑にはいって作物をあ らした場合,B氏 は,そ の豚を殺 して,肉 の一

部を取 得することがで きるが,プ ス ・レマは,オ ネ ・リアに居住する首長におさめな ければな

らない。 このような一連の過程 は,tokihasa,saunao(畑 の柵をかみ,柵 の紐 を切 る;意 訳:

他人の所有す る家畜によって作物が食いあらされること)と 表現 される。

また,オ ネ ・リアで は,病 気 の回復(wdnggvro)を ね がって,ウ ェワの成員や ウェアにとっ

て妻の受け手の関係にたつ ものが,豚 を持参 してきて,ウ ェワの祖先に供犠をおこな う。 この

ときにも,プ ス ・レマは,オ ネ ・リアにすむ首長にあたえ られ る。
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(1)ヨ セブ ・ボカ

② サ ミュエル ・レバ

(3)マ リア ・ウタ

(4)ト ウモロコシの木 が立て られて いる場所

㈲ 畑か ら収穫 してこ られた野菜類(儀 礼用の肩か け編 みカゴにはい って い

　 る)

㈲ 豊穣 を もた らすワ トゥ ・ニパ(蛇 石)の はいった肩かけバ ッグ

(7)ユ ウガオの椀 に もられ た祭祀 畑 の種籾(を 精米 した米)を 炊 いた飯。飯

　 の上 にココナツミルクで煮た豚肉がのせ てあ り,ユ ウガオの椀 は,大 型

　 の飯 カゴ(hidha)の なかにすっぽ りとはいっている。

(8)ユ ウガオの椀 に もられ た儀礼畑 の種籾(を 精米 した米)を 炊 いた飯 。飯

　 の 上 にココナ ツミル クで煮た豚 肉がのせ てあ り,ユ ウガオの椀 は,大 型

　 の飯 カゴの なかにす っぽ りとはい ってい る。

(9)ユ ウガオの椀 に もられた豚肉の ココナ ツ ミルク煮

Uo)ユ ウガオの椀 に もられた祭祀畑 の種籾(を 精 米 した米〉を炊 いた飯

ω)ユ ウガオの椀 に もられた儀礼畑の種籾(を 精 米 した米)を 炊 いた飯

(12)ヤシ殻 の椀 に もられた豚肉の ココナッ ミル ク煮

(131ユウガオの椀 にいれ られた ポロ ・ングタ

図19プ サ ・ウタ にお ける ウィ ス ・ル ル の周 辺

ロ ェkuroi　 roe(手 で つ まん で 食 物 を供 え,サ トウヤ シの樹 液 を 醸 した 酒 を ふ りか け る)

と よ ばれ る。 そ して,つ ぎ の よ うに 言 上 す る(mea　 nosi)。

ka  ru'e sai  Wangge  Mbete ina. 

 ba'i mi, bela ngesa do ina.

さ あ,お 食 べ くだ さい ワ ンゲ ・ンベ テ。

苦 きは甘 く,渋 き は 旨 くな ります よ うに 。
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pesa lobo  dozd.  eo uma nggua bapu, 
uma pigu  wera. 

gaga bo'o,  kewi ae

peni  nge,  wesi  nuwa 
tedo  tembu,  wesa  wela 

mba sai, gepa gena 

lora sambu, duga dua  we'Y. 

 Pati do ka, ti'i do ina.

祭 祀 畑 と儀 礼 畑 か らと って きた シカ クマ メ

の 若芽 を食 べ ます 。

豊 作 に な ります よ うに91)。

家 畜 が ふ え ま す よ うに92)。

作 物 が順 調 に 育 ちます よ うに93)。

願 い 事 が か な い ます よ うに94)。

す べ て が成 就 しま す よ うに95)。

食 物 を お供 え い た します 。

　 つ ぎ に 中二 階 か らお りて,ま ず,祭 祀 畑 の種 籾 を 炊 い た 飯,つ ぎ に,儀 礼 畑 の 種 籾

を 炊 い た 飯 を,ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の座)に おか れ て い る石(ω 伽 ω細 観 の と豊 穣

を もた らす ワ トゥ ・ニ パwatu nipa(蛇 石)の はい った肩 か けバ ッグ(普 段 は ウ ィス ・

ル ル に か け られ て い る)の 上 に の せ て ゆ く。 そ して最 後 に,シ カ クマ メの葉 と シカ ク

写真5プ サ ・ウタの儀礼において,ヨ セブ ・ボカが,ウ ィス ・ルルにおか

れている石の うえに飯 と豚肉のココナツ ミル ク煮を供えている。 ヨ

セブ ・ボカの こち ら側 に中二階 にのぼ るための梯子がみえ る。

91)こ れ は意 訳 で あ り,個 々 の単 語 の意 味 は,gα8α(開 墾 す る),bo'o(満 腹 にな る),kewi(サ

トウヤ シの 樹 液を 採取 す る),ae(水)で あ る。 つ づ く4つ の注 で も,儀 礼 言 語 を構 成 す る個

個 の 単語 の 意 味 に言 及 す る が,そ の 理 由 は,か な りの意 訳 を お こな って い るか らで あ る。

92)peni(ニ ワ トリに餌 を あ た え る),.nge(繁 殖 す る),wesi(豚 にえ さ をや る),nuwa(多 産 で

あ る)。

93)tedo(種 を ま く),tembu(発 芽 す る),wesa(ま き散 らす),wela(tembuと ほ とん どお な じ

意 味)。

94)mba(歩 いて ゆ く),SQZ(得 る),8ψ β(手 で つ かむ),gena(当 た る)。 こ のgenaは,イ ン

ドネ シア語 のkenaの 類 縁 語 と考 え られ る0

95)lora(う ろつ きま わ る),sambu(つ な が る),duga(出 会 う),dua(偶 然 に遭 遇 す る)。
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マ メ の葉 で つ つ んで 料 理 した豚 肉 を ち ぎ って,ウ ィス ・ル ル の石 と豊 穣 を もた らす ワ

トゥ ・ニパ の 上 に の せ て ゆ く(図19参 照,写 真5参 照)。(ホ ロ ・ン グタ は,ウ ィス ・

ル ル に供 え られて は い る もの の,ウ ィス ・ルル の 石 の 上 に は おか れ な い 。)そ して,

つ ぎの よ うに言 上 す る。

ka  ru'e sai. 

nitu pa'i ata mata  wisu lulu ina. 

pati do ka, ti'i do  ru'e ina. 
tau pesa do uta ina. 

gaga di bo'o,  Idwi di  ae 

peni  nge  wesi  nuwa  we'e. 
tebo  ma'e dego, lo  ma'e  leko. 

buru  ma'e sa pu'u, haka  ma'e sa bege. 

tebo tu'a  ngere' su'a, 

lo maku  ngere  watu. 

te ma'e le 

 we'ru  m'e nggenggu.

さあ,お 食 べ くだ さい 。

ウィス ・ルル の祖 霊 た ち よ。

食 べ 物 を お供 え い た します 。

これ か ら野 菜 を食 べ は じめ ます 。

豊作 に な りま す よ うに 。

家畜 が ふ え ま す よ うに。

健 康 で あ りま す よ うに96》。

病 気 に な りませ ん よ うに97)。

身 は鉄 の ように か た く,

体 は石 の よ うに じ ょうぶ に な りま す よ うに 。

たた い て も,う こかず,

ゆ さぶ って も,び くと も しませ ん よ うに。

　以 上 の よ うな 祝 詞 を 言 上 す る と,ヨ セ ブ ・ボカ が,ユ ウガ オ の椀 に も られ ウ ィヌ

ル ル に お か れて い る飯 を 手 を つ か って4口 食 べ る。 これ は,ブ ー ・ウ ィウ ィ ・ス トゥ

bu wiwi sutu(4口 の ブ ー)と よ ばれ98),そ の あ とで は じめ て,オ ネ ・リアの 居 間 の

中央 部 に す わ って い る男 た ち(ヤ コブ ・ン ド リ ・ワ ンゲ,ソ ロモ ン ・ウォダ,表10参

照)が 食 事 を は じめ る。

　 ヨセ ブ ・ボ カ とサ ミュエル ・レバ は,手 を つ か って ウ ィス ・ル ル に お か れ て い る ユ

ゥガ オ の椀 や ヤ シ殻 の 椀 に も られて い る飯 と肉 を 食 べ る。 供 物 のの こ りを 食べ ると き

に は,手 をつ か う こ とが な らわ しにな って い るか らで あ る。 だが,他 の人 々 は,ス プ

ー ンをつ か って,べ つ の 食 器 に も られ た飯 と肉(こ れ は ウ ィス ・ル ル に お か れ て い る

飯 や 肉 とお な じ く,マ リア ・ウ タが 右 側 の 炉 で料 理 した もので あ る),そ れに 前 述 の

96)こ れ は意 訳 で あ り,個 々の 単語 の 意 味 は,tebo(身),ma'e(～ しませ ん よ うに),4θgo(老

人 のよ うに腰 がま が る),lo(体),leko(degoと ほ ぼお な じ意 味)。 つ ぎの 注 で も,儀 礼言 語 を

構 成 す る個 々の 単語 の意 味 に言 及す るが,そ の理 由は,か な りの意 訳 を お こな って い る か らで

あ る。

97)buru(お で き),ma'e(～ しない よ うに),sa pu'u(ひ とつ の根),haka(湿 疹),sabege(ひ

とつ の赤 い 斑点)。

98)こ の 文 脈 に お け るbuの 意 味 を たず ね る と,あ る イ ンフ ォー マ ン トは,つ ぎの よ うに語 った ・

「この 場合 のbuは ・・酔 う・ とい う意 味 で は な い。 戦 争 の は じま りを つ げ る最 初 の 銃 撃 はngala

とよ ば れ,2回 目の銃 撃 はbungalaと い われ る。」 この返 答 か ら推 測 を め ぐ らす な らば,食 物 を

供 え る行 為(kuwiroe)は,ngalaに あ た り,buzuiwisutuは,bungalaに あ た る と いえ よ う。
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ポ ロ ゜ン グタhoro　 ngeiaと よば れ るあ え 物 を食 べ る99》。

　 ひ きつ づ く儀 礼 の 記述 に お いて も,お な じよ う な場 面 がで て くるが,と くに こ とわ

りの な い か ぎ り,「男 た ちが 食事 を お こな う」 と い う表現 で,ヤ コブ ・ン ド リ ・ワ ンゲ,

ソ ロモ ン ・ウォダ が オ ネ ・ リア の居 間 の中央 で 食 事 を お こな って い る情 景 を記 述 す る。

　 女 と子供 た ちは,儀 礼 的 な食 事 で あ るか ど うか にか か わ りな く,つ ねに,男 た ちの

食 事 が お わ って か ら,の こ った もの を炉 の 周 囲で 食 べ るの が な らわ しに な って い る。

具 体 的 に のべ る な らば,女 子供 の食 事 に くわ わ った の は,料 理 をつ くった マ リア ・ウ

タ と ク リス テ ィナ ・パ レの ほか に,オ ネ ・リアに 居 住 す るテ レ シア ・コ リ,マ リァ ・

イ メル ダ,そ れ に カタ リナ ・ロ ロ(表10参 照)と そ の弟 と妹で あ る。

　 ひ きつ づ く儀 礼 の記 述 に お い て も,お な じよ うな場 面 が で て くる が,と くに こ とわ

りの な い か ぎ り,「 女 た ちが食 事 を お こな う」 とい う表 現で,女 の料 理 人,テ レ シ ア

・コ リ,マ リア ・イメ ル ダ,そ れ に カ タ リナ ・ロ ロと その 弟 と妹 が炉 の周 囲で 食 事 を

お こな って い る情 景 を 記 述 す る ことに す る。

　 また,こ こで 指 摘 して お か な け れ ば な らな い の は,供 物 の 場 合 と お な じ く,食 べ る

とい う行 為 に も,ダ ィdai(供)が 必 要 だ と い う こ とで あ る。 つ ま り,サ ミュ エル ・

レバ は,ヨ セブ ・ボカ の ダ イ(供)と して,ウ ィス ・ル ル で 食 事 を お こな って い る の

で あ り,こ の よ う な行 為 は,カ ー ・ダ ィka　dai(供 と して 食 事 を す る)と よば れ る。

1人 で 食 事 を お こな う こ と は,日 常生 活 に お い て も,カ ー ・オ ラ ・ポ ロ,ペ サ ・オ ラ

・ウ ェ ラka　 ola　polo ,　pesa　olaω 〃α(ひ と りで 食 べ る は妖術 者)と いわ れ て,忌 み き

らわ れ る。

　 飯 と肉 の つ め られ た 小 さな蓋 つ きの飯 カ ゴは,ワ ンゲ ・ン ベテ に供 え られた もの の

ほか に2つ 用意 され,帰 宅 す る と きに,ヨ セ ブ・ボ カが,そ れ らを オ ネ・リアか ら も っ

て で る。 そ の ひ とつ は,オ ネ ・リア の す ぐそ ば に あ る ン ドリ ・ワ ンゲNdori　 Wangge

の墓(図14参 照)に 供 え られ,も うひ と つ は,テ ボ ・ラ カ村 に あ る トコToko(図7

参 照)の 墓 に供 え られ る。

　 2・4　 3月 ～4月

　 バル ・レ ェbalu　re'e(3月 ～4月)に おい て も,し ば しば 強い 風 を と もな った 雨 が

は げ し くふ る。 この よ う な風 雨 は,バ ル ・ラー ・ロ ロbalu　la　lolo(モ ロ コ シを 流 しさ

るバル)と よば れ る。 しか しなが ら全 般 的 な傾 向 と して 雨 は,し だ いに 減 少 して ゆ き,

99)の ちほ どのべ るように,食 動作を表現する リオ語 の動詞の体系は,な かなか複 雑であ り,飯

を食べ ることは,kaと いう動詞で表現 され,副 食物 となる肉や野菜を食べることは,pesaと

いう動詞で表現 される。だが,horo ngetaの 場合 は,ra'iと いう動詞 がもちい られ る。
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は げ しい 雨 に か わ って 霧 雨 が ふ るよ うに な る。 この霧 雨 が ふ る と,イ ブipuと よばれ

る小 魚(筆 者 は 実見 す る こ とが で きな か った)が 浜 に や って くる よ うに な る ので,海

岸 部 の村 は イ ブ漁 で に ぎわ う。 そ の た めに,3月 ～5月 に か けて ふ る霧 雨 は,ウ ジ ャ

・イ ブuja　 ipu(イ ブ の雨)と よばれ る
。

　 バル ・レエに はい る と,ト ウモ ロ コ シを ふ くむ 野 菜類 の本 格 的 な収 穫 が は じま り,

ウ レ ・ペ リule　periや ウ レ ・ウルule　wuluな ど とい った,竹 や樹 木 に 巣 くう脂 肪 分 を

豊 富 にふ くむ昆 虫 の 幼虫 が食 卓 をか ざ る よ うに な る。 ま た,こ の こ ろに な る と,ベ テ

ル チ ュ ー イ ン グの と きに デカdeka(完 熟 した ビ ンロ ウの種 核 を うす く輪 切 りに して 乾

燥 させ た もの)に か わ って,熟 しは じめ た若 い ビ ンロ ウの 実(外 果 皮 を の ぞ く,中 果

皮 と種 核)が か まれ る よ うに な る。 した が って,食 料 事 情 は い わ ば好 転 しつ つ あ ると

い って よ い。

　 だ が,バ ル ・レエ(悪 い バル)は,「 悪 い 月 」(wula　 re'e)と み な され,病 気 に なれ

ば死 に い た る場 合 が 多 く,出 産が お こな わ れ るな らば,難 産 のす えに,産 婦 か子 の両

方 も し くは一 方 が 死 亡 す るよ う な こと が お こる のだ とい わ れ る。 この時 期 に おけ る病

気 は,ロ ー ・ンガル ・パ レ ro　ngalu　pare(稲 の突 端 の 病気)と よ ばれ100),死 は,マ

タ ・ラエ ・カ ー ・ア レ mata　la'e　ka　are(新 米 を食 べ る まえ の 死)と よ ばれ る。 ま た,

バ ル ・レエに 生 まれ た 子 は,カ オ ・ウ ラ ・レェ ka'o　wula　re'e(悪 い月 の 生 まれ)と

よ ば れ,た とえ生 きな が らえ た と して も,生 ま れつ き頭 が 悪 く,生 涯 に わ た って 病 弱

で あ る こと は さけ られ ない。

　 そ して,バ ル ・レエ に は,タ ナ ・ワ トゥ ・ガ カtana watu gaka,つ ま り,タ ナ ・ワ

トゥ(土 地 神)が,ガ カgakaと よ ば れ る 特有 の鳴 声 を あ げ なが ら,ン ボ ラ ・カ ド(タ

ナ ・ワ トゥに与 え られ た 金)を もと めて 飛 びま わ る現 象 が頻 発 す るよ うに な り,そ れ

が 病 気 の 原 因 と して 語 られ る こと も あ る101)。 ま た,バ ル ・レエ に は,タ ナ ・ワ トゥの

配 下 で あ る妖 術 者 の 活 動 も活 発化 す る。

2・54月 ～5月

　 4月 の お わ りに な る と,雨 量 はか な り減 少 して く る。 そ して,し だ い に晴 れ 間 のみ

え る 日が 多 くな って ゆ く。 この ころ東 か らの 風 が は じめて ふ く。 この 風 は,ア ンギ ・

ンダ レangi　ndale(ndaleと は リセ地 域 の 東 方 にあ る1Vdaleも し くはK(>ja　 Ndaleと

100)「 稲 の 突端 の病気 」 とい うの は,い さ さか 奇妙 な訳 で あ るが,ngaluと い う言 葉 は,た と え

ば,NgaluSada(サ ダ岬,図2参 照)と かngalususu(乳 首)と い った用 例 が しめす よ うに,

「突 出 した部 分 」 を 意 味す る。

101)一 説 に よ る と,バ ル ・レエ に家 の新 築 や 改築 を お こな う こ とは,pire(禁 忌)と な って お り,

この 禁 忌 を お かす な らば,そ の家 にす む 者 には,病 気 や死 が訪 れ る の だ とい わ れ る。
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い う地 名 に 由来 す る と考 え られ る)と よ ば れ,雨 期 か ら乾 期 へ と季 節 が 転 換 す る きざ

しと して 認 識 され て い る。

　 バ ル ・ジ ェbaluji'e(4月 ～5月)に は い る と,パ パ イ ヤ(uta　 ba'i)の 実 が 熟 しは

じめ,こ のパ パ イヤ の季 節 は,10月 ころ ま でつ づ く。 また,グ アバ(リ オ語 名:nggoe

αωα;学 名:Psidium　 guajaaa)の 実 が 熟 して食 べ られ る よ うに な るが,食 料 と して は

あ ま り重 要性 を もた な い。

　 農耕 活 動 と の 関連 す る現 象 に つ い て の べ る と,バ ル ・ジ エに は,屋 根 ふ き の材 料 で

あ る チ ガ ヤ(リ オ語 名:hi;学 名:Imperata　 cylindrica)が 成 長 し,じ ゅ うぶん に か た

くな る(hi nebu kuwa)。 そ の た めに,き た るべ き収 穫 に そ な え て穀 物 倉(kebo)の 屋

根 を ふ きか え る者 も多 い。

2・65月 ～6月

　2・6・1マ ラ ・クテ ィに お け る季 節 現 象

　 5月 の 下旬 に はい る と,ま す ます 晴 れ 間 のみ え る 日が多 くな って ゆ く。 だ が,晴 れ

間 が 一 日 じ ゅ うつ づ くこ とは ま れで あ り,朝 は晴 れ て も,昼 こ ろに な ると霧 が あ た り

を つ つ ん で しま った り,雨 が ふ りだ した りす る場合 が多 い。

　 畑 で は稲 が黄 金 色 に み の り(te'a)102),あ た りは秋 を お もわ せ る風 景 とな る。 リオ

語 の 「月 」 の分 類 体 系 に した が う な らば,5月 ～6月 の時 期 は,マ デ ・クテ ィmala

keti(得 る ・稲 刈 りを す る)と よば れ るが,こ の 名 称 は,稲 刈 り の季 節 が や って きた

こ とを 明 確 に 表 現 して い る。

　 だ が,こ の ころ に な る と,人 々(と くに女 子供)は,見 知 らぬ人 間,と くに 海 の 彼 方 か

らや って くる外 国 人 を極 度 に おそ れ るよ うに な る103)。そ れ と い うの も,か れ らが や っ

て くる 目的 は,女 性 や 子 供 の 「首 を狩 った り」(gete　holo),妊 娠 中 の女 性 の 「腹 を 切 り

102)こ のte'aと いう言葉が,稲 の成長段階の民俗分類のなかでどのような位 置を しめるか につ

いては,表4を 参照 されたい。

te'aとい う言葉 は,パ パ イヤ,パ イナ ップル,カ ンキツ類が熟 した場合に ももちい られ る。

だが,ト ウモロコシや豆類が熟 した場合 には,tu'u(乾 燥 した)と い う表現 がもちい られ,ヤ

ムイモが熟 した場合 には,rara(葉 が枯れる)と い う表現がもちい られ る。

イ ンドネシア語では,作 物が熟す ことと,料 理ができあがることが,と もにmasakと いう言

葉で表現 されるが,リ オ語において,こ の両者 は明確に区別 され,主 食 も副菜 も,料 理 がで き

あがることは,mamiと いう言葉で表現 される。

103)恐 怖の季節において もっともおそれ られるのは,海 の彼方か らや って きた外国人であるが,

かれらは,フ ローレス島民を手下 としてつかい,首 狩 りをお こなわせ ることがあるので,人 々

は,村 にや って くる見知 らぬ人間のすべてに対 して恐怖感をいだ くのである。現在では,フ ロ
ー レス島に もた くさんの外人観光客がや って くるよ うになったが

,観 光客(tourist)はataturis

(ト ゥー リス人)と よばれ ている。 だが,こ のataturisと いう言葉は,モ ロ ・ングレとおな じ
ような意味で もちい られてい るのである。 この点 について は,杉 島[1989b]を 参照 されたい。
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さき」(labi),胎 児(ana　 ghale　one　tuka)を うば う こ とに あ る と考 え られ て い るか らで

あ る。 したが って,人 々は,異 人 に 対 して 警 戒 的 と な り,恐 怖 感 を い だ くよ うに な る。

　 そ して,ど こそ この村 で 首 狩 りが お こな わ れ た と い う噂 が,ど こか らと もな くわ き

お こ り,村 か ら村 へ とひ ろま って ゆ く。 ま た,畑 仕 事 を お こな って いた 女 が,首 狩 り

人 を みた とい って,息 せ き き って 村 に か け こんで くる こ と も,し ば しば お こ るよ うに

な る。 す る と 男 た ちは,首 狩 り人 を と らえ るた めに,山 刀(topo),槍(tomba),そ れ

に 弓(wo'o)を も って 現 場 に 急 行 す る。 だ が,首 狩 り人 を と らえ よ う とす る こ ころ み

は,い つ も失 敗 に おわ る。 な ぜ な らば,首 狩 り人 は 実在 しな い か らで あ る。 こ の幻 の

首狩 り人 は,モ ロ ・ンゲ レ moro　nggele(翻 訳 不 能)も し くは アタ ・ナ カ ata　naka(盗

人)と よば れ る。

　 こ のよ うな 現象 は,野 菜 類 の 収 穫 が は じま る3月 あ た りか ら観 察 され るよ うに な り,

稲 刈 りが お こな われ る時 期 に極 点 に た っす る。 だ が,す べ て の稲 刈 りが 終 了 す る9月

こ ろに な る と,異 人 に対 す る恐 怖 感 は,い つ の まに か うす らぎ,つ い に は消 失 して ゆ

く。 そ して,人 々 は,異 人 に お びえ る こと はな くな り,そ の存 在 を わ す れ て しま った

よ うに な る。 首 狩 りを お こな う異 人 が 出没 す る時期 は,「 恐 怖 の 季節 」(wula ndero)

と よば れ る。

　 2・6・2　 儀 礼 畑 に お け る ピ グ

　 儀 礼 畑 の 稲 刈 りの第1日 目に は,ピ グ ρ忽〃(つ か まえ る,後 ろ 手に しば る)と よば

れ る,つ ぎの よ うな儀 礼 が お こな わ れ る。

　 1984年5.月2日9時46分:ヨ セ ブ ・ボ カ,ロ マ ヌ ス ・ソイ,エ リザ ベ ス ・パ ウ,ク

リス テ ィナ ・パ レ,そ れ に ユ リウス ・ラ トゥ(表10参 照)が 儀 礼 畑 の下 端 に 近 い 場 所

に あ つ ま る。 テ ボ ・ラ カTebo　 Laka村 に あ る ヤ コブ ・ン ド リ ・ワ ンゲ の所 有 す る穀

物 倉 か ら も って こ られ た,ベ ンガ・ピグbenga　 piguと よ ば れ る ピグ儀 礼 専 用の 「編 み

カ ゴ」(benga)と104),オ ネ ・リア か ら もって こ られ た 米 の は い っ た手 さげ 編 み カ ゴ

(huko)が,図20の よ うに配 置 され る。2つ の 編 み カ ゴ の う ち の一方 は,ベ ンガ ・ピグ

・プ ウbenga　 pigu　pu'u(ピ グ儀 礼 のた めの 根本 の編 み カ ゴ)と よ ば れ
,他 方 は ベ ンガ

・ピグ ・ダ イbenga　 pigu　dai(ピ グ儀 礼 のた めの供 の編 み カ ゴ)と よば れ る。

　 まず,ロ マ ヌ ス ・ソイ が 手 さ げ編 み カ ゴ(huko)か ら米 を い く粒 か と りだ し,そ れ

104)こ のベ ンガ ・ピグは,通 常の編みカゴ(bengの と材料や形態の点でことな っているわけでは

な い。だが,ベ ンガ ・ピグを新 しいもの ととりかえるときには,豚 を屠殺 し,そ の血を新 しい

編 みカゴにつけ る,rabenga(編 みカゴに血をつ ける)と いう儀礼がおこなわれなければな ら

ない。そのや りかたは,2・9・4で のべるrapodo(土 釜 に血をつける)と い う儀礼 とほとん

どおな じである。
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(1)ロ マ ヌ ス ・ソイ

(2)ベ ン ガ ・ピグ ・プ ウ(根 本 の 編 み カ ゴ)

(3)ベ ンガ ・ピグ ・ダ ィ(供 の 編 み カ ゴ)

(4)米 の は い っ た 「手 さげ の編 み カ ゴ」(huko)

㈲ エ リザ ベ ス ・パ ウの 毛 髪

(6)4つ の 稲 穂(pare　 wole　 sutu)

図20儀 礼畑の ピグにおける編 みカゴの配置

に つ ぎの よ う な ニ ジ ョ ・ トゥカ ・タ ナnijo　tuka　tana(土 地 の 子宮 の呪 文)さ さや きか

け た う えで,ベ ンガ ・ピグ ・プ ウの 下 に うめ る。

 pue  .1  kau tuka tana. 
tana mite  ine kai tana  mem. 

 tana  mera ine kai tana bara. 

 tana bara  ine kai  tana mite. 

 tana mite ine kai  tana  kune. 

 Lana tana  ine kai hati  gelo  wea.

プ エ1　 土 地 の 子 宮 よ。

黒 い土,そ の 「源 」 は 赤 い土 。

赤 い土,そ の 「源 」 は白 い土 。

白い土,そ の 「源 」 は黒 い土 。

黒 い土,そ の 「源 」 は黄色 い土 。

土,土,そ の 「源 」 はゲ ロ ・ウェ ア と い う

ミ ミズ105}。

　 こう す る こ とに よ って,収 穫 物 が ンゴル ・ン グ レngoru　 ngureに な る の を ふせ ぐこ

とが で きる のだ と い わ れ る。　 ン ゴル ・ン グ レと は,収 穫 物 が トゥカ ・タ ナtuka　 tans

(土 地 の子 宮)に と り こまれ るた あに,少 な くな って しま う こと を意 味 す る。

　 つ ぎに,ふ た た び手 さげ 編 み カ ゴか ら米 を い く粒 か と りだ し,そ れに ニ ジ ョ ・ポヶ

・フ ェ ンゲ ・レ エnijo　poke
,fengge　re'e(盗 み 食 い を 常 習 とす る フ ェ ンゲ ・レエ を追 い

は らうた め の呪 文)を さ さや きか け る。 そ して,そ の米 を 後 ろ をふ りむ か ず に 後 方

(畑 の 下方,つ ま りガ ワ9加 ωαの方 向)に な げ す て る。

 pue! kau  fingge  re'e. 
kou,  gabe, 

podo, pane,

プ エ!　 フ ェ ンゲ ・レエ よ。

飯 を炊 くと きに つ か う棒,お た ま,

釜,食 器,

105)ゲ ロ ・ウ ェア とい う ミ ミズ が,実 在 の ミ ミズ で あ る のか ど うか は 不 明で あ る 。な お,ニ ジ

ョ ・ト ゥカ ・タ ナの 「源 」 は,さ ま ざま な種 類 の ミミズで あ る場 合 が一 般 的で あ る 。
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 benga,  kadho, 

 rembi,  rombo'°6), 

ha'u  hae, 

lika waja: 

 fengge  re'e,  fingge  re'e. 
 ine kai noki nono no'o ngidho lo'o.

編 み カ ゴ,蓋 つ き編 み カ ゴ,

肩 か け編 み カ ゴ,

炉 の 周 囲 に た て られて い る4本 の柱107),

(鍋や 釜 を か け るた あ の)炉 の 三 つ石 。

フ ェンゲ ・レ エ,フ ェ ンゲ ・レ エ,

そ の 「源 」 は ノ キ・ノ ノ と ンギ ド・ロオ108)。

　 つ ぎに,エ リザ ベ ス ・パ ゥが,自 分 の 毛髪 をぬ い て ロマ ヌス ・ソィに わ た す。 ロ マ

ヌ ス ・ソ イ は,そ の 毛 髪で4つ の稲 穂(zuole　sutu)を た ば ね る よ うに して 「しば り」

(rike),そ の稲 穂 を ベ ンガ ・ピグ ・プ ウの な か に た お しい れ る109)。 しか しな が ら,稲

穂 と茎 は,ま だ切 りは な さ れて はい な い(図20参 照)。 この 行為 は,レ ク ・ダ イ ・ベ

ン ガreku　 dai　benga(編 み カ ゴ の供 を た お しい れ る)と よ ば れ る。

　 9時49分:ヨ セブ ・ボ カ,ロ マ ヌス ・ソイ,エ リザ ベ ス ・ll°ウ,ク リス テ ィナ ・パ

レ,ユ リウ ス ・ラ トゥが稲 刈 りを は じあ る。 稲 刈 りは,鉄 製 の ナ イ フや 指 な どを つ か

い,穂 首 刈 りで お こな われ て ゆ く。 刈 られ た稲 穂 が 手 で も ち きれ な くな る と,ヨ セ ブ

・ボ カ が稲 穂 を あつ めて まわ り,そ れ を 逐次 ベ ンガ ・ピグ ・プ ウ(ピ グ儀 礼 の た め の

根 本 の編 み カ ゴ)に い れて ゆ く。 そ して,た くさん は い る よ うに,稲 穂 を足 で ふ み つ

け る110》。 ヨセブ ・ボ カ の は たす この よ うな役 割 は,シ モ ・ヘ グ.limo　hegu(手 に に ぎ

って い る ものを うけ と る)と よば れ る。

　 こ う して,最 初 に た お しい れ られ た4つ の 稲穂 は,し だい に 稲穂 の なか に うず ま っ

て ゆ く。 そ して,ベ ンガ ・ピ グ ・プ ウ(根 本 の編 み カ ゴ)が 一 杯 に な る と,つ ぎに ベ

ンガ ・ピグ ・ダ ィ(供 の編 み カ ゴ)に 稲 穂 を つ めて ゆ く111)。

　 11時22分:ベ ン ガ ・ピグ ・プ ウ とベ ンガ ・ピグ ・ダ イが 稲 穂 で い っぱ いに な る。 稲

106)rembiとromboは 異音同義語であ る。

107)ha'uhaeと つ ぎにのべ られているlikawajaに ついては,図24を 参照されたい。

108)あ るイ ンフォーマ ン トは,「noki nonoと は炉 の周囲に俳徊するネズ ミのような気がする」

とい って いたが,こ れはあ くまで も印象であ り,し たが って,noki nonoの 意味は不明である。

ngidhoは,屋 根をふ くとき[杉 島1986b:76]や,お たまの丸 い部分 と柄 の部分とを接合す る

ときなどにもちい られ る耐水性 の蔓植物であ り,」〆oと は 「小 さい」 という意味の形容詞であ

るが,ngidho lo'oの意味は不明である。

109)今 回の儀礼では,エ リザベス ・パ ウの毛髪がっかわれたが,女 性の毛髪でありさえすれば,

だれの毛髪で もよい。

110)稲 穂を編みカゴにいれる ときには,穂 首→ 稲穂→穂 首→稲穂 …… という具合に,稲 穂が,

編みカゴのなかで 「時計まわ り」(gili nggana)を するように心がける。 このような稲穂のつめ

方 は,の ちほどのべ る 「祭祀畑 の ピグ」と「儀 礼畑 の ピグ・ウェラ」における4回 のgilinggana

と関連づけて考える と,き わめて興味ぶかい。

111)編 み カゴが満杯になると,そ の上に,ta'ifaka(ミ ミズが土中か らはきだ した排泄物)を の

せてお くのが正式のや り方であ るという説明を きいたが,筆 者は,こ のよ うな所作を実見する

ことはなか った。
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刈 りに参 加 して い た人 々は,こ の2つ の編 み カ ゴ を畑 に の こ して,近 くに あ る出 作 り

小 屋(mbe'i)に む か う。

　 出作 り小 屋 で,ロ マ ヌ ス ・ソイが,い く粒 か の米 を手 に と り,そ れに 上 記 の ニ ジ ョ・

トゥカ ・タ ナ(土 地 の 子 宮 の 呪文)を さ さや きか け て,ヨ セブ ・ボカ に わ た す。 ヨセ ブ

・ボカ は,そ れ を トウモ ロ コ シの 皮 に つつ み,自 分 の肩 か け編 み カ ゴ(rembi)に しま う。

　 つ づ い て,ロ マ ヌ ス ・ソ イが ふ た た びい く粒 か の米 に ニ ジ ョ ・ トゥカ ・タ ナ を さ さ

や きか け,そ れ を ヨセ ブ ・ボ カに わ た す。 ヨセ ブ ・ボ カ は,石 を ひ ろ って きて,出 作

り小 屋 の 床 下に は い って い って ゆ く。 そ して,土 に穴 を ほ り,そ の な かに ニ ジ ョ ・ ト

ゥカ ・タ ナ(土 地 の子 宮 の呪 文)の ささ や か れた 米 を うめ る。 こ うす る ことに よ って,

作 物 の一 時 的 な保 管 場 所 と して もつ か わ れ る出作 り小屋 に お い て,ン ゴ ル ・ング レ

ngoru　ngure(収 穫 物 が 「土 地 の子 宮」 に と りこ まれ るた あに,そ の量 が少 な くな って

しま う こ と)が お こ るの をふ せ ぐこと がで きる のだ とい わ れ る。

　 そ の後,カ タ リナ ・ロ ロが オ ネ ・リア か らは こ んで きた飯 と豚 の 腸 の コ コナ ツ ミル

ク煮(uta　 tukawawi)の を食 べ る。 しと しと とふ りは じ めて い た雨 が,豪 雨 に か わ り,・

出 作 り小 屋 の 屋根 を は げ し くた た く。 だが,食 事 を して い るあ い だに,雨 は,し だ い

に 小 ぶ りに な って ゆ く。

(1)ベ ンガ ・ピグ ・プ ウ(根 本の編 みカゴ)

(2)ベ ンガ ・ピグ ・ダイ(供 の編 みカゴ)

(3>米 の はい った 「手 さげの編 みカ ゴ」(huko)

(4)な に もはいっていない 「編みカ ゴ」(benga)

㈲ 米 を貯蔵す るゴモ ・ウウ ィgO〃202[2U2(ヤ ム イ

　 モの穴)と よばれる大 型の編 みカ ゴであ るか,

　 な かには なにもはいっていない。

(6)米 を貯蔵 するボ テboteと よばれ る中型の編 み

　 カ ゴであ るが,な かには なにもはいっていない。

(7)な に もはいっていない肥料袋

(8)な に もはいっていない素焼 きの 「土釜J(pnrlo)

図21穀 物 倉 の 内 部
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　 12時15分:し と しとふ る雨 の な か を ヨセ ブ ・ボカ が,ベ ンガ ・ピグ ・プ ゥ(根 本 の

編 み カ ゴ)が おか れ て い る と こ ろに ゆ き,そ の なか に た お しい れ られ て い た稲 穂 を穂

首 か ら切 りは なす。 そ して,ベ ンガ ・ピグ ・プ ウを 頭 に のせ,手 に 米 の はい った手 さ

げ編 み カ ゴを も って,テ ボ ・ラカ村 に あ る穀 物 倉 に むか う。 ユ リ ウス ・ラ トゥが,ベ

ンガ ・ピグ ・ダ ィ(供 の編 み カ ゴ)を 頭 に の せ て,そ の あ とに つ づ く。 ふ た た び 雨が

はげ しくふ りは じめ る。

　 穀 物倉 につ くまで に は,い く度 か小 川 を わ た らな けれ ば な らな いが,川 をわ た るた

びに,ヨ セブ ・ボ カ が,手 さげ の編 み カ ゴ(huko)に は い って い る米 を川 の なか に な

げ いれ る。 これ は,パ レ ・ラ イ ・ア エpare　 lai　ae(水 を は こび さ る米)と よば れ,収

穫 物 が 流 れ さ って しまわ な い よ うに(aema'ela)す るた め の もの な の だ と い われ る。

　 12時45分:穀 物倉 に到 着 し,は こんで きた ベ ンガ ・ピグ ・プ ウ とベ ンガ ・ピグ ・ダ

イ を,床 面 か ら170cmほ どの 高 さに と りつ け られ て い る棚(lena)の 上 に お く(図21

参 照)。 つ ぎに,ヨ セ ブ ・ボ カ が,穀 物 倉 の床 下 に は い ってい って,土 に穴 を ほ り,

そ の なか に,さ きほ ど ロマ ヌス ・ソイが ニ ジ ョ ・トゥカ ・タ ナ(土 地 の子 宮 の呪 文)

を ささや きか けた 米 を いれ る。 そ して,そ の 上 に 石 を お く。 こ うす る こ とに よって,

ン ゴル ・ン グ レを ふ せ ぐ ことが で き るの だ とい わ れ る。

　 17時30分:ク リス テ ィナ ・パ レが,オ ネ ・リアの 右 側 の炉 にす わ って,飯 を炊 き,

豚 肉(オ ネ ・リア に 保存 さ れて いた 乾 燥 肉)の コ コナ ツ ミル ク煮 をつ く りは じめ る。

　 19時44分:飯 と豚 肉の コ コナ ツ ミル ク煮 が よ うや くで きあ が り,ク リス テ ィナ ・パ

レが,3つ の小 さな蓋 つ きの飯 カ ゴ(wati lo'o),飯 カ ゴ(wati),ユ ウガ オ の椀,ヤ シ

殼 の椀 に飯 と肉 の料 理 を よそ い は じめ る。

　 19時54分:ヨ セ ブ ・ボカ が,飯 と 肉の い れ られ た3つ の 小 さな蓋 つ きの飯 カ ゴの ひ

とつ を も って,ワ ンゲ ・ンベ テ Wangge　 Mbete(図7参 照)の 遺 骨 箱 が 安 置 され て

い るオ ネ ・リア の 中 二階 に の ぼ り,飯 と 肉 を遺 骨 箱 とそ の わ き の石 の 上 に 供 え る。 そ

して,つ ぎの よ うに言 上 す る。

 ka  ru'i sai  Wangge  Mbete. 

keti kema, 

 pope do  wole112), 
 reku do tengu. 

pati do  Ica, ti'i do  ru'i  ina. 

 pope sa  wole, 
benu sa bole.

さ あ,お 食 べ くだ さい ワ ンゲ ・ンベ テ。

稲 刈 りの 仕 事,

稲 穂 を刈 り,

穂 首 を折 りま した。

食べ もの を お供 え しま す。

ひ と つ の稲 穂 を 刈 った だ けで,

編 み カ ゴが い っぱ い に な ります よ うに。

112)pogiと は,親 指 の爪 と人 さ し指の爪をつか って,も のを ちぎりとる動作を意味する・
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reku sa tengu, 

benu sa regu. 

gaga di bo'o,  kiwi di  ai. 

peni di  nge, wesi di nuwa. 
tedo tembu,  wesa di  vela. 

gaga di bo'o,  kiwi di  ae  wee.

ひとつの穂首を折っただけで,

編みカゴがいっぱいになりますように。

豊作になりますように。

家畜がふえますように。

作物が順調に成長しますように。

豊作になりますように。

　 19時57分:中 二階 か ら お りた ヨセ ブ ・ボ カが,図22の よ うに ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の

座)に な らべ られ て い る飯 と 肉を 少 しず つ と って,ウ ィス ・ル ル に お か れて い る石 の

上 に のせ て ゆ く。 そ して,つ ぎの よ うに言 上 す る。

 Ica  nee sai, 

nitu pa'i ata  mata wisu lulu  ina.

さあ,お 食 べ くだ さい,

ウ ィス ・ル ル の 祖 霊 た ち よ。

(1)ヨ セブ ・ポ カ

(2)ク リスティナ ・パ レ

㈲ 豊穣 を もたらす ワ トゥ ・ニパ(蛇 石)の は いった肩か けバ ッグ

(4)飯 カ ゴ(kidltrc)に もられた飯。飯 の うえにココナツ ミルクで煮た豚 肉が

　 のせ てある。

㈲ 飯 カ ゴ(kidha》 に もられた飯

(6)ユ ウガオの椀 に もられた豚肉の ココナ ツ ミル ク煮

(7)ヤ シ殻の椀に もられ た豚 肉の ココナツ ミルク煮

図22儀 礼畑の ピグにおけるウィス ・ルルの周辺
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pati do ka, ti'i do  ru'i  ina, 

 poge sa  wole, 
benu sa  bote. 

reku sa tengu, 

benu sa regu. 

gaga di bo'o,  kiwi di  ae. 

peni di  nge, wesi di nuwa. 
tedo tembu,  wisa di  vela. 

gaga di bo'o,  kewi di  ae we7ed

　 　　 　 　 国立民族学博物館研究報告　 15巻3号

食 べ 物 を お供 え い た します 。

ひ とつ の稲 穂 を刈 った だ けで,

編 み カ ゴが い っぱ いに な りま す よ うに。

ひ とつ の 穂 首 を折 った だ けで,

編 み カ ゴが い っぱ いに な ります よ うに。

豊 作 に な りま す よ う に。

家 畜 が ふ え ま す よ う に。

作 物 が 順 調 に成 長 します よ うに。

豊 作 に な りま す よ う に。

　 20時10分:ヨ セブ ・ボ カ が,手 をつ か って ウ ィ ス ・ル ル(祖 霊 の座)に 供 え られ て

い る飯 と 肉を4口 食 べ た の ち,オ ネ ・リア の居 間 の 中央 で,男 た ちが食 事 を は じめ る。

食 べ られ る もの は,ウ ィス ・ル ル に おか れ て い る もの と お な じ内容 の もので あ る。 シ

モ ン・セ ンダSimon　 Senda(表10,図11参 照)が,供(dai)と して ヨ セ ブ ・ボカ と と

もに ウ ィス ・ル ルで 食 事 を お こな う。 そ して,男 た ち の食 事 が おわ る と,女 た ちが食

事 を は じめ る。

　 肉 と飯 の つ め られ た2つ の小 さな蓋 つ きの 飯 カ ゴが,ま だ の こ って い るわ けで あ る

が,こ れ らは,ヨ セブ ・ボ カが 帰 宅 す る と きに,オ ネ ・リアか ら も ってで られ,そ の

ひ とつ は,オ ネ ・リア のす ぐ近 くに あ る ン ド リ ・ワ ンゲNdori　 Wanggeの 墓(図7,

図13参 照),も う ひ とつ は,テ ボ ・ラ カ村 に あ る トコToko(図7参 照)の 墓 に供 え ら

れ る113)。

写真6　 稲刈 りをお こなう人 々

113)翌 日 は,ρ 認'α 肋(斧 の禁 忌)と い って,畑 に はい る こ とが禁 忌 とな る 。
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　 2・6・3　 稲 刈 り

　 儀 礼 畑 で は,ピ グが 終 了 す ると,稲 刈 り(keti)が お こな わ れ る(写 真6参 照)。 稲

刈 りの方 法 は,ピ グ の 場合 と おな じ く,鉄 製 のナ イ フ,そ れ に指 な どを つ か い,穂 首

刈 りで お こ なわ れ る114)。

　 稲 穂 は,編 み カ ゴ に い れて 出作 り小 屋 に も って い か れ,す ぐに脱 穀 され る。 出作 り

小屋 に ム シロ(te'e)を しき,そ こに稲 穂 が あ け られ る。 そ して,稲 穂 を足 で こね るよ

うに して,脱 穀 を お こな う わ けで あ るが,ひ と りで お こな う脱穀 は,ケ ロkelo,複 数

の人 間 で お こな う脱 穀 は,ト ドtodoと よ ば れ る。

　 脱 穀 が お わ る と,籾 米(dare)と 藁(beta)を わ け,天 候 が ゆ るす な らば,ム シロの

上 に ひ ろ げ て乾 燥 させ る(zvari)。 そ して,編 み カ ゴに い れ た うえで,穀 物 倉 に 保 管 す

る(pa'a　 nena)。 だが,乾 燥 が じ ゅうぶ ん で な い と,穀 物 倉 か らだ して,ふ た たび 天

日で 乾 燥 させ る。 この過 程 で,箕(kidhe)を つ か って 風 選(dhandの を お こな う な ど

して,で き るだ け籾 米 か らヘ タheta(藁 や 空 の籾 殻)を と りの ぞ くよ うに す る。

　 した が って,収 穫 物 は,籾 米 の か た ちで貯 蔵 され るわ けで あ るが,上 記 の ピグ儀 礼

に おい て 収 穫 され た もの は,稲 穂 の ま ま穀 物 倉 に 保 管 され る。 そ して,9月 の下 旬 に

お こなわ れ る ピグ ・ウ ェ ラ μ8π ω6㍑ と よ ば れ る儀 礼(後 述)の と きに,穀 物倉 か ら

だ して脱 穀 を お こな う。

　 2・6・4　 トゥー 。マ エ ・パ レ

　 儀 礼畑 の場 合,稲 刈 りの最 終 日に は,ピ グpigu(つ か まえ る),　 トゥー ・マ ェ ・パ

レto　mae　pare(稲 の霊 魂 を は こぶ),も し くはケ テ ィ ・タ ウ ・ロボketi　tau　lobo(最 終

の稲 刈 り)な どと よば わ る,つ ぎ の よ う な儀 礼 が お こな わ れ る。

　 1983年6月22日8時40分:儀 礼 畑 の 中 央 に あ る カ オ ・ウ ィニkao wini(畑 の 祭 場)

の少 し下方(ghawa)に た ち,ヤ コ ブ ・ン ド リ ・ワ ンゲ が 後方(畑 の下 方,ghawa)と

前方(畑 の 上方,ghele)に 数 粒 の米 を ま く115)。 つ ぎに,4つ の稲 穂 を 刈 りと り,編

み カ ゴ(benga)の 底 に いれ る。 だ が,こ れ は,あ や ま?た や り方 で あ り,本 来 な らば

114)こ れまでに,worn uta(野 菜を収穫する),ketz(稲 刈 りをす る),pogd(親 指の爪 と人さ し

指 の爪をつかって,稲 穂 などをちぎりとる),reku(折 る)な どとい った,作 物の収穫 にかかわ

る動詞がでて きたわけであるが,こ の他 に,pole(コ コヤシの実などをね じ切 る),ρ擁(コ ー ヒ
ーの実な どをも ぐ),kage(ト ウモ ロコシなどを本体か らひ きはなすようにする)な どとい っ

た動詞 があ る。

115)ヤ コブ ・ンドリ・ワ ンゲが農作業を おこな うことはめったにない(表10参 照)。 ヤ コブ ・ン

ドリ・ワ ンゲは,米 を前方 にまくのはタナ ・ワ トゥにあたえ るためであ り,後 方 にま くのはフ

ェンゲ ・レエ(盗 み食いを常習 とする精霊)に あたえ るためであ ると説 明 していたが,こ のよ

うな儀礼行為は,一 般的な ものではない。
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4つ の稲 穂 は刈 りと らな いで,編 み カ ゴの な か に た お しいれ な けれ ば な らな い 。

　 この最 終 日 の稲 刈 りに参 加 した の は,ヤ コ ブ ・ン ド リ ・ワ ンゲ,テ レ シア ・コ リ,

マ リア ・イ メル ダ,ユ リウス ・ラ トゥ,シ モ ン ・セ ンダ,カ タ リナ ・ロロ,フ ェ ロニ

カ ・ウ ィニ,ア ン トニ ウ ス ・ウ ィ クの8名 で あ った(表10参 照)。 前 日まで の 稲 刈 り

で,ほ とん ど の稲 は,す で に 収 穫 が す んで い る116)。 かれ らは,カ オ ・ウ ィニ(畑 の

祭 場)の 周 辺 に の こ って い た稲 か ら刈 りは じめ る(図23参 照)。

　 9時25分:カ オ ・ウ ィニの 周 辺 に の こ って い た稲 を刈 りおわ る と,つ ぎに 畑 の 上端

か らカ オ ・ウ ィニ に む か って稲 刈 りを お こな う(図23参 照)。

　 9時48分:カ オ ・ウ ィニに近 づ い た ので,人 々 は ヒ ソ ヒソ声 で会 話 を は じめ る。 も

し普 通 の 声で 話 を す る な らば,稲 の 霊魂(mae　 pare)が ど こか へ い って しま う,マ エ

・ボパmae　 bopa(霊 魂 の 消失)と よば れ る現象 が お き るか らで あ る。

　 9時50分:ユ リウ ス ・ラ トゥが,カ オ ・ウ ィニ(畑 の祭 場)に 成 育 して い る稲 の稲

穂 を4つ 「す ばや くつ か み」(ra'o　mae　pare),そ れ を テ レシア ・コ リの 毛 髪で たば ね る

(儀 礼 畑 の ピグの と きと お な じよ うに,毛 髪 は,女 性 の もので あ るな らば,だ れ の も

ので もよい)。 そ して,稲 穂 を手 で に ぎ った ま ま 無言 で た ちつづ け る。 他 の人 々 は,

無 言 の まま カ オ ・ウ ィニで 稲 刈 りを お こな う。

　 9時57分:カ オ ・ウ ィニで の稲 刈 りが 終 了 す る。 す る と,ユ リ ウス・ラ トゥが,に ぎ

って い た4つ の稲 穂 を穂 首 か ら切 りは な し,す ぐに トウ モ ロ コ シの皮(hupi　 jazva)で

(1)カ オ ・ウ ィニ(畑 の祭場)

(2)カ オ ・ウ ィニの周辺 に刈 りの こされ ていた稲

(3)畑 の上端か ら帯状 に刈 りのこされていた稲

(4)稲 刈 りに参加 して いた人 々の進行 方向

図23　 トゥー ・マ エ ・パ レに お け る稲 刈 りの進 行 方 向

116)図23に しめされているよ うに,畑 の下端で栽培 されていたparelaka(ボ ビとノ ンビの兄弟

であるLakaと 関連づけ られて いる稲)の 収穫は,す でにおわ って いる。パ レ・ラカを対象 と

する儀礼は,1・2・4で のべておいたように,い っさいお こなわれない。
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写真7　 布製の袋 にいれ られた 「稲 の霊魂」が アウ竹に しば りつけられる。

つつ み,さ らに,あ らか じめ準 備 して あ った布 の袋(pundi)に い れ る。そ して,ア ウ竹

を カ オ ・ウ ィニ に たて,そ れ に稲 の霊 魂 の はい った布 の 袋 を しば りつ け る(写 真7参 照)。

　 10時00分:こ う して,仕 事 が一 段 落 す る と,人 々は,儀 礼 畑 の近 くに あ る 出作 り小

屋 へ む か う。

　 10時25分:オ ネ ・リアか ら出作 り小 屋 に も って こ られ た 飯,塩 魚 の コ コナ ツ ミル ク

煮(uta　 ika),ト ウガ ラ シ(horo)な どで,稲 刈 りに参 加 した 人 々が食 事 を お こな う。

　 10時50分:食 事 が おわ り,し ば ら くの あ い だ 休憩 す る。

　 11時10分:ユ リウ ス ・ラ トゥが カ オ ・ウ ィニ へ ゆ き,稲 の 霊 魂 が は い って い る布 袋

を ア ウ竹 か ら はず して,て い ね い に女 性 の上 体 衣(lambu)で つ つ む117)。 そ して,両

腕 で 抱 きか か え る(eba)よ うに して,ウ ォ ロ ・フ ァイ村(図5参 照)に あ る ヤ コブ ・

ン ド リ ・ワ ンゲ の所 有 す る穀 物倉 に む か う。 穀 物 倉 に つ くまで のあ い だ,道 ゆ く人 と

話 す こと は禁 じられ て い る。

　 11時36分:ユ リウ ス ・ラ トゥが穀 物倉 に 到 着 す る。 そ して,た だ ちに穀 物倉 の な か

に は い り,女 性 の上 体 衣 と布 の袋 か ら トウモ ロ コ シの皮 につ つ まれ た 稲 の 霊魂 を と り

だ し,稲 穂 のつ め られて い るベ ンガ ・ピグ ・プ ウ(ピ グ儀礼 専 用 の根 本 の編 み カ ゴ)

の上 に お く(2・6・2お よ び図21参 照)。　 しば ら くす ると,儀 礼 畑 か ら,さ きほ ど

収穫 さ れ た稲 穂 が 儀 礼畑 か らは こん で こ られ る118)。

117)あ るインフォーマ ン トは,こ の女性 の上体衣は,lopa(産 着)と よんで もよい とのべていた。

U8)翌 日は,　pire　ngi'i　tambi(ク ワの歯 の禁 忌)と よばれ,畑 にはいることが禁忌 となる。
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2・76月 ～7月

　2・7・1　 ア ピ ・ナ ナに お け る季 節 現 象

　 ア ピ ・ナ ナ に は い る と雨 量 は激 減 し,一 年 中で も っ と も寒 い 季 節 に な る。 明方 に は,

気 温 が摂 氏14～15度 まで さが る 日 もあ り,寒 さの た め に 安眠 ので き ない 日がつ づ く。

　 この 寒 さは,つ ぎの よ う な表 現 で い い あ らわ され る。 そ の ひ とつ は,ウ ン ビ ・ル イ,

デ ヌ ・ウ ォ ンガ umbi　lui,　denu　wongaで あ り,寒 さの た めに 皮 膚 が タ ム シ(umbi)を

わ ず らった よ うに む け(lui>,デ ィ ゴ(リ オ語 名:denu;学 名:Erythrina　 indica)の 花

が 咲 く(wonga)と い うのが,こ の 表 現 の 意 味で あ る。 も うひ とつ は,ン ガ ー ・ゴ モレ・

ウヴ ィngga　 gomo　 uzviで あ り,こ れ は,ヤ ム イ モ(uwi)の 収 穫 が お こな われ る 季 節

の寒 さ(ngga)と ヤム イ モが ほ られ た あ とに あ く穴(gomo)を か け た 表現 で あ る。 ヤ

ム イモ は,6月 か ら約3箇 月 に わ た って 収 穫 され る。

　2・7・2　 レ ラ ・ンバ マ

　祭 祀 畑 を 対 象 とす る ンバ マmbamaと よ ばれ る儀 礼(の ち ほ ど の べ る ンバ マ ・カ ー ・

コ エmbama　 ka　koeと ンバ マ ・カ ー ・ウ ェサmbama　 ka　zvesaの 双 方 を ふ くむ)の まえ

に は,6日 後 に ンバ マが お こな わ れ る こと を告 知 す る,レ ラ ・ンマ バrera　 mbama(ン

バ マ を 知 らせ る)と よば れ る儀 礼が お こ なわ れ る。 ンバ マ の開 催 日 は,村 落 共 同体 の

長 で あ るヤ コブ ・ン ドリ ・ワ ンゲ に よ って 決 定 され る。

1983年7月3日10時00分:ヨ セ ブ ・ボ カが,ワ ンゲ ・ンベテWangge　 Mbete(図

7参 照)の 遺 骨 箱(bhaku)が 安 置 され て い るオ ネ ・リアの 中二 階 に ハ シゴを か け て の

ぼ る。 ま ず,米 を遺 骨 箱 に ふ りか け,つ ぎ に,ベ テ ル チ ュ ー イ ン グ(nata)を お こな

うの に 必要 な ビ ンロ ウの 種核(mota),キ ンマ の果 穂(heu),石 灰(oka)を レ ンバ ・ナ

タremba　 nata(編 み 箱)か ら と りだ して,遺 骨 箱 とそ の わ きの石 の上 に お き,つ ぎの

よ うに言 上 す る。

 ka  ru'e sai  Wangge  Mbete  ina. 

tau nggua mbama miu wengi lima esa. 

susu nggua  Leu Du'a, 

nama bapu Woda Kumi  Mera. 

pati do  ka, ti'i do rue  ina. 

gaga bo'o,  kiwi  ae. 

peni  nge, wesi nuwa.

さあ,お 食 べ くだ さい ワ ンゲ ・ンベ テ。

6日 後 に ソバ マを お こな い ま す。

レウ ・ドゥア の御 世 か らの儀 礼 を お こ ない,

ウ ォダ ・ク ミ ・メ ラ(図4参 照)の 御 世 か

らの 儀式 を 遂行 しま す 。

食 べ 物 を お供 え いた します。

豊 作 に な りま す よ うに,

家 畜 が ふ え ま す よ うに 。
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tedo di tembu,  wisa di  vela  we'  e. 

mba sai, gepa gena. 

 lora sambu, duga dua  we'e.

作物が順調に成長 しますように。

願い事がかないますように。

すべてが成就 しますように。

10時5分:つ ぎ に,下 に お りて,オ ネ ・リァ の ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の座)に 米 を ま

き,ウ ィス ・ル ル に おか れ て い る石 の上 に ベ テル チ ュ ーイ ン グを お こな うた め の品 々

(ビ ンロ ウの種 核,キ ンマ の果 穂,石 灰)を お き,つ ぎ の よ うに言 上 す る。

 ka  ru'e sai, 

wisu lulu nitu pa'i  ina. 

 rem  mea nosi do  ina. 

wengi lima esa tau mbama. 

mba sai, gepa guna, 

 lora sambu, duga dua  we'd. 

gaga bo'o,  kewi  ae 

peni  ngd, wesi nuwa  we'd. 
tedo tembu,  wesa di  vela. 

tebo  ma'e dego,  lo  ma'e  leko. 

buru  ma'e sa pu'u,  haka  ma'e sa  bege. 

tu'a  ngere su'a. 

 maku  ngere watu.  

te  ma'e  le. 

 eiru  ma'e  nggenggu.

さあ,お 食 べ くだ さい,

ウ ィス ・ル ル の祖 霊 た ち よ。

言 上 も う しあ げ ま す。

6日 後 に ンバ マ を お こな い ます 。

願 い事 が か な い ま す よ う に,

すべ てが 成 就 しま す よ うに。

豊 作 に な りま す よ うに,

家畜 が ふ え ます よ うに。

作 物 が順 調 に 育 ちま す よ うに。

健康 で あ ります よ うに。

病 気 に な りませ ん よ うに。

鉄 の よ うに か た く,

石 の よ うに じょ うぶ に な りま す よ う に。

た た いて も,う こか ず,

ゆ さぶ って も,び くと も しませ ん よ うに 。

10時8分:オ ネ ・リアか ら外 に で て,Wangge　 Mbeteの 息 子 で あ るNdori　 Wangge

の墓 の と こ ろに ゆ き(図7,14参 照),お な じ よ う に墓 に米 を ふ りか け,ベ テ ル チs一

イ ン グを お こな うた め の品 々(ビ ン ロ ウの種 核,キ ンマ の果 穂,石 灰)を お き,つ ぎ

の よ うに 言 上 す る。

ka rue sai, mamo Ndori  ina. 

tau  mea nosi do  ina. 

tau nggua mbama  la'i wengi lima esa. 

tedo di tembu,  lam di  vela. 

gaga bo'o,  kiwi  ae. 

peni  nge, wesi nuwa. 
mba sai, gepa gena. 

 lora sambu, duga  dua  we'e. 

tau susu nggua  Leu Du'a, 

nama bapu Woda Kumi  Mera.

さあ,お 食 べ くだ さい,ン ド リ ・ワ ンゲ 。

言 上 も う しあ げ ます 。

6日 後 に ンバ マ を お こ ない ま す。

作 物 が順 調 に 育 ち ます よ うに 。

豊 作 に な ります よ うに 。

家 畜 が ふ え ます よ うに 。

目的 が か な い ま す よ うに 。

す べ て が成 就 します よ うに 。

レ ウ ・ドゥア の御 代 か らの 儀 礼 を お こな い,

ウ ォダ ・ク ミ ・メ ラ(図4参 照)の 御 代 か

らの 儀 式 を 遂行 します 。
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10時11分:Ndori　 Wanggeの 息 子で あ るWangge　 Ndoriの 墓 の と ころに ゆ き(図

7,14参 照),墓 に米 をふ りか け,ベ テル チ ュ ー イ ン グを お こ な うた め の品 々(ビ ンロ

ウの種 核,キ ンマ の果 穂,石 灰)を お き,つ ぎ のよ うに言 上 す る。

 ka  ru'e sai mamo  Wangge  ina. 

 meet nosi do  ina. 

 la'e wengi lima esa tau mbama. 

susu nggua  Leu Du'a, 

nama bapu Woda Kumi  Mera. 

tedo tembu,  wesa di wela. 

gaga bo'o,  kewi  ai. 

peni  nge, wesi nuwa. 
tedo tembu,  wesa wela  we'e. 

mba sai, gepa gena. 

 lora sambu, duga dua  we'e.

さあ,お 食 べ くだ さい,ワ ンゲ ・ン ド リ。

言 上 もう しあ げ ま す。

6日 後 に,ン バ マ儀 礼 を お こな い ま す。

レ ウ ・ ドゥア の 御 代 か らの 儀 礼 を お こない,

ウ ォダ ・ク ミ ・メ ラ(図4参 照)の 御 代か

らの儀 式 を 遂 行 します 。

作 物 が順 調 に 育 ちま す よ うに。

豊 作 に な りま す よ うに 。

家 畜 が ふ え ま す よ うに 。

作 物 が順 調 に 育 ちます よ うに。

願 い事 が か な い ま す よ うに 。

す べ て が成 就 します よ うに 。

　 10時14分:最 後 に,ヨ セ ブ ・ボカ は,ウ ォ ロ ・レ レ村 のハ ンガ(円 形 広 場)の 中央

にた ち,ム ス ・マ セ 加魏 〃鰯4(石 柱,図14参 照)に 米 を ま き,つ ぎ の よ うに 「大 声

で さ けぶ 」Gρ〃乃 伽 の。

so! wengi lima esa mbama! 

 polo  nake!

ソー!　 6日 後 に ンバ マ!

肉 を も って こい!

　 2・7・3　 ミ ー ・ ア レ

　稲 刈 りは,か な り以 前に 終 了 して い るが,新 米(pare　 muri)は,す ぐに 食 べ は じめ

られ るわ けで はな い。 トゥカの 成 員 と トゥカ の関 係者 は,ト ゥカの 長 が ミー ・ア レmi

are(飯 を甘 くす る)と よば れ る儀 礼 を お こ な う こ とに よ って は じめ て,新 米 を食 す こ

と が可 能 にな るので あ る119》。

　1983年7月8日19時36分:ク リス テ ィナ ・パ レに よ って オ ネ ・リア の 右 側 の炉 で 準

備 され た 新 米 の 飯 と豚 肉(オ ネ・リアに 保存 さ れて い た 乾燥 肉)の コ コナ ツ ミル ク煮 が,

119)こ こで,精 米の過程にふれてお くことに したい。精米は臼(ngesu)と 杵(alu)を もちいてお

こなわれ,精 米 の全過程 は,ワ ジ,,.wajuと よばれるが,ワ ジュは,2つ の段階にわけておこな

われ る。その第1段 階は,籾 殻を分離する過程であ り,つ きあが った玄米 は,laQaseaと よば

れ,籾 殻 は,betaと よばれる。 また,第2段 階では,玄 米か ら糠(hu'u)が 分離される。最後

にできあが った精 白米は,パ レ ・イ シpardZSZと よばれる。 籾や糠を分離するときには,丸 箕

侮 膨)が もちい られ,箕 を上下にすばや くうこか して,籾 殻や糠を分離する所作は,'吻 とよ

ばれる。
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蓋 つ きの小 さな飯 カ ゴに つ め られ る。 そ れ を も って,マ ル テ ィヌス ・バ サMartinus

Basa(図7参 照)が,ワ ンゲ ・ンベ テWanggeMbete(図7参 照)の 遺 骨 箱 が 安 置

されて い るオ ネ ・リァ の 中 二 階 に の ぼ る。

本 来 な らば ヨ セブ ・ボ カが くるの だ が,病 気 だ った た めに,代 役 と して マル テ ィ ヌ

ス ・バ サ が よば れ た ので あ った。 マ ル テ ィヌ ス ・バサ が オ ネ ・リアで お こな わ れ る儀

礼 に 参 加 す る こと は きわ めて まれ で あ る。

マ ル テ ィ ヌス ・バ サが,飯 と肉 を遺 骨 箱 と その わ きの石 の上 に のせ,つ ぎの よ うに

言 上 す る。 しか しな が ら,マ ル テ ィヌ ス ・バ サ は,祝 詞 を言 上 す る こ とに 慣 れ て い な

い ので,最 後 の1行 は,ヤ コ ブ ・ン ドリ ・ワ ンゲ に 教 え られた もの で あ る。

ka ru'e sai Wangge Mbete.さ あ,お 食 べ くだ さい ワ ンゲ ・ンベ テ。

kobe ina mi are.今 夜 は ミー ・ア レの 儀 礼 で す。

ba'i mi,bela ngesa.苦 きは 甘 く,渋 き は 旨 くな りま すよ うに 。

19時39分:ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の座)に は,飯 の も られ た飯 カ ゴ(kidha)が2つ,

豚 肉の コ コナ ツ ミル ク煮 の はい った ユ ウ ガ オ の椀 が2つ お か れて い る。 マ ル テ ィヌ ス

・バ サ が,中 二階 か ら お りて きて,ウ ィス ・ル ル に す わ り,飯 と豚 肉 を,少 しずつ ウ

ィス ・ル ル の 石 の 上に のせ て ゆ く。 そ して,祝 詞 を言 上 す るが,あ ま りに 下手 な ので,

ヤ コブ ・ン ド リ ・ワ ンゲ に 冷 や か され,マ ル テ ィ ヌス ・バ サ の声 は,ほ とん ど 聞 こえ

な くな って しま う。

この ヤ コ ブ ・ン ド リ ・ワ ンゲ の 態 度 は,か な り冷 笑 的 で あ る よ うに 筆者 に は 感 じ ら

れ た。 す で に の べ た よ うに,マ ル テ ィヌ ス ・バ サ の妻 は,真 正 の妖 術 者 と して お そ れ

られ て お り,妻 か らの影 響 を う けて,マ ル テ ィヌ ス ・バ サ 自身 もな か ば 妖 術者 に な っ

て い るの だ とい わ れ る。 ヤ コ ブ ・ン ド リ ・ワ ンゲ は,し ば しば 妖 術 者 に 対 して冷 た く

あ た った り,相 手 が妖 術 者 で あ る こ とを ほ の め かす 皮 肉 をい った りす るが,こ れ は,

そ の具 体 例 の ひ と つ だ とい え るか も しれ な い。

19時42分:ウ ィス ・ル ル で マ ル テ ィヌ ス ・バ サ が供 物 の の こ りを,手 で4口 食 べ た

の ち,オ ネ ・リア の居 間 の 中央 で,男 た ちが 新 米 の 飯 を 食 べ は じめ る。 女 と子 ど もの

食 事 は,男 た ちの 食 事が おわ った あ とで,よ うや くは じめ られ る。

い つ もな らば,ヨ セ ブ ・ボ カが 帰 宅 す ると きに,飯 と 肉を つ め た2つ の小 さ な蓋 つ

きの カ ゴが オ ネ ・リア か ら もって で られ,ン ド リ ・ワ ンゲNdoriWanggeの 墓(図

7,図14参 照)と トコToko(図7参 照)の 墓 に供 え られ るわ けで あ るが,今 日 の ミー

・ア レで は
,こ の よ うな こ とが お こ なわ れ な か った。
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　 2・7・4　 ンバ マ ・カー 。コエ

　 新 畑 の儀 礼 体 系で は,ン バ マ ・カ ー ・コ ェmbama　 ka　koeと ンバ マ ・カ ー ・ウ ェサ

mbama　 ka　rvesaと よば れ る2種 類 の ンバ マ が お こな わ れ る。 これ に 対 して,旧 畑 の儀

礼 体 系 で は,ン バ マ ・カ ー ・ウ ェサ と お な じ儀 礼 内容 を もつ,ン バ マmbamaと よば

れ る儀 礼 が1回 だ け お こ なわ れ る。 以 下で は,ま ず,ン バ マ ・カ ー ・コエ か らみ て ゆ

くこ とに しよ う。

　 な お,ン バ マ ・カ ー ・コエ の4日 まえ に は,祭 祀 畑 を対 象 とす る ピ レ ・ウマ が お こ

な わ れ て い るが,そ の儀 礼 内容 は,ペ サ ・ウ タ の まえ に お こな われ る ピ レ ・ウマ とま

っ た くお な じな ので,こ こで は省 略 す る。

　 1983年7月9日11時50分:マ リア ・ウタが,マ リア ・イ メル ダ(表10参 照)に 手 つ

だ って も らい,オ ネ ・リアの 居 間 で 金 の耳 飾 りをつ け る。 この金 の耳 飾 りは,オ ネ ・

リア に 保 管 さ れて い る ン ボ ラ ・カ ド(タ ナ ・ワ トゥに あ た え られ た金)の 一 部 を な す

もの で あ る。

　 12時10分:マ リア ・ウタ と ク リス テ ィナ ・パ レが オ ネ ・リア を 出発 し,野 菜 を 収 穫

す るた め に祭 祀 畑 へ むか う(mba woro uta)。2人 は,オ ネ ・ リア に もど って くるま で

の あ い だ,だ れ と も口 を きい て はな らな い。

　 12時26分:テ ボ ・ラカ 村(図5参 照)か ら南 へ 歩 いて数 分 の距 離 に あ る祭 祀 畑 に 到

着 す る。 祭祀 畑 に は,1本 の トウモ ロ コ シの木 が 植 え られ て お り,ま た4本 の トウモ

ロ コ シ,数 片 の シ ョ ウガ,十 数 粒 の シャ ロ ッ ト,2本 の キ ュ ウ リ,数 枚 の シカ クマ メ

の葉,そ れ に ヒメ ボ ウキ な どが はい った 儀 礼 用 の肩 か け編 み カ ゴ(mbola)が おか れ て

い る120)。 祭 祀畑 の作 物 は,害 虫 や鳥 獣 に食 い あ ら され て しま って い る ので,こ れ ら

の野 菜 は,午 前 中 に,ほ か の 畑 か ら も って こ られ た もので あ る。

　 儀 礼 畑 と は こと な り,祭 祀 畑 に は,畑 の上 端 と下 端 の そ れ ぞ れに カ オ ・ウ ィニkao

wini(畑 の祭 場)が も うけ られ て い るが(図40参 照),前 者 の す ぐわ きに たて られ て い

る木 に は,小 さい土 釜 が かぶ せ られ て い る。 これ は,す で に ピレ ・ウマが お こな わ れ

た ことを しめ して い る(2・3・3お よ び2・3・4参 照)。

　 マ リア ・ウタ が ナ イ フ をつ か って トウモ ロ コ シを根 本 か ら切 り,そ れ を 右 肩 に か つ

ぎ,ク リス テ ィナ ・パ レは,野 菜 類 の はい った編 み カ ゴを 肩 に か け る。 そ して,す ぐ

に オ ネ ・リァ に む か って 出発 す る。2人 は終始 無 言 で あ る。

　 12時55分:マ リア ・ウ タ と ク リス テ ィナ ・パ レが,オ ネ ・リア に 到 着 す る。2人 は,

す ぐに オ ネ 。 リアに は い り,は こん で きた トウモ ロ コ シの木 を ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の

120)こ の儀礼用の肩かけ編みカゴは,オ ネ ・リアか らもってこ られた ものである。
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座)に た て か け,野 菜 の は い っ た 編 み カ ゴ を ウ ィ ス ・ル ル 近 くの 竹 床 の 上 に お く。

　 14時34分:オ ネ ・ リ ア の 戸 を し め,マ リア ・ウ タ,ア ナ ス タ シ ア ・ム ク,ク リス テ

・イ ナ ・パ レ
,エ リザ ベ ス ・パ ウ,マ ル ガ レ ー タ ・ウ ェ ア,フ ェ ロ ニ カ ・ ウ ィ ニ,テ レ

シア ・コ リ(表10参 照)が,オ ネ ・ リア の右 側 の炉(waja nggana)と 左 側 の炉(ω ψ

nggeu)の 上 の土 釜 を 保管 して お く場 所(olawelu podo mbama)か ら(図24参 照),ポ ド?

ンバ マpodo　 mbama(ン バ マ儀 礼 専 用 の土 釜),土 鍋(hazyの,ユ ウ ガオ の 壷(kobho),ユ

1)ン バマ 儀 礼専用 の 土釜 の置 き場(oZα ω61多`ρ040'nbarrza)。(2}ン バ マ磯 礼の と きに,

入 々が もって き たニ ワ トリをか けて お く場所(ula　 Geoη 矧錫z∫甥δα漉の。(3)土 釜 の置 き

場へ のぽ って ゆ くた めの 階段(trrrrgi)。(4)明 か りと り(pewo　 pate)。 ㈲ 回廊状 の 中二 階

(leyaa>。(6)　 r}.調 昧料,鍋,釜 な どを保 管 して お く棚(luae>。(7}さ まざ まな物 をかけ

て お く場 所{ola　 teo)。(8)居 間 とマ ガ ・べ 一 ワmaga,　 bewaと を仕切 る扉。(9)食 器,調 味

料,鍋,釜 な どを保 管 して お く棚(12ae}。(10)乾 燥 肉 を つ くるた め に肉 をお い たrJ,ま

た,「 おた ま」を さ してお くため な どに利 用 され る格 子状 の構 造物(hae)。(11)同 上 。(12)炉

の 周囲 の柱(lw'u　 6zae)。(13)薪 をた くわ えて お く場所(noki)。 子 供 の無 事 な成 長が確 か

め られ る までの あ いだ,へ その 緒 をお い てお くための 場所 と して も利 用 され る。(14)この

場 所 も,薪 をた くわ え てお くt所(noki)と して利 用 され るが,へ その緒 をおい て お くた

め の場 所 と して利 用 され る こ とはな い。(15)右側 の炉(waja　 nggana)。 ㈹ 左側 の炉(ω 画α

η896z`)。(17釜 や鍋 を火 にか け るため の三 つ石(lilza　waj<r.)。⑯ 料 理 をお こな う ときに腰

をか け る場 所(lata　 hoja)。(ts)水 瓶(pane　 Belo)を の せ てお く場 所(ladho　 aκ加)。 ⑳ と

りはず し可能 な ハ シゴ(tangi)。 中二 階 にのぼ る ときに は、 この ハ シ ゴが 利 用 され る。

図24右 側の炉 と左側の炉の周辺
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写真8　 マ リア ・ウタを先 頭に女たちが川へ

むか う。手 にもっているのは,ユ ウ

ガオの壷 。
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ウ ガ オの 椀(hens),ヤ シ殻 の椀(he'a),

飯 を炊 くと きにつ か う棒(kou),4つ の

大 きな編 み カ ゴ(benga　 ria),多 数 の飯 カ

ゴ(kidha}を お ろ し は じ め る。 女 た ち

は,終 始 無言 で 作 業 をす す め る。

　 14時45分:上 記 の もの の う ち,ユ ウガ

オ の壷(6つ あ るが,そ の う ちの4つ は こ

わ れ て い る),ユ ウガ オ の椀,飯 炊 き棒(6

本),ヤ シ殻 の椀(約20個)を も って,4

人 の女 た ちが近 く の 小 川(Lowo　 Woa)

に むか って 出 発す る(写 真8参 照,図35

参 照)。 こわ れて い ない ユ ウガ オ の 壷 を

もつ マ リア ・ウ タ を先 頭 に,こ わ れ て い

ない ユ ウガ オ の壺 を もつ ア ナ ス タ シアム

ク,ユ ウガ オ の椀 と こわ れ た ユ ウガ オ の

壷 を もつ ク リス テ ィナ ・パ レ121),飯 炊

き棒 とヤ シ殻 の椀 が は い っ た カ タkata

(コ コヤ シの葉 の編 み カ ゴ)を もつ エ リ

ザ ベス ・パ ウと い った 順 で 川 へ歩 い て ゆ く。

　 14時51分:川 に 到着 して,川 の水 で も って きた もの を 「洗 う」(lego)。 女 た ちは,

オ ネ ・ リアに か え って くるまで の あ い だ,道 ゆ く人 と 口 を きい て はな らな い。

　 そ の あ い だに,オ ネ ・リアで は,フ ェ ロニ カ ・ウ ィニ が 右 側 の炉 と左 側 の炉 の清 掃

を お こ な う。 つ ま り,炉 の灰 を あ つ めて,外(オ ネ ・リアの 左 側 後 方)に す て る作 業

を お こな う。

　 14時56分:女 た ちが,オ ネ ・リアに か え って くる。 女 た ち は,す ぐに オ ネ ・リアに

は い り,川 で 洗 って きた もの を ウ ィス ・ルル(祖 霊 の座)に 近 い 竹 床 の上 に お く。 そ

の後,女 た ちは,ベ テル チ ュー イ ング(nata)を お こない なが ら,し ば ら くの あ い だ

休 憩 す る。 ただ し,フ ェ ロニ カ ・ウ ィニ だ け は,さ き ほ ど土 釜 を 保 管 して お く場 所 か

らおろ され た編 み カ ゴ と飯 カ ゴを外 へ もちだ して,付 着 して い る ほ こ りを お とす 作 業

121)こ われたものがすて られないのは,新 しい ものととりかえ る ことが 予定されているからで

ある。 しか しなが ら,新 しい ものととりかえるには,豚 を屠殺 して,そ の血をつける必要 があ

るために,な かなか実現で きないでいるのである。こわれたものを薪 しいものととりかえ る方

法は,の ちほどのべるrapodo(土 釜に血 をつける)と よばれる儀礼(2。9・4参 照)と ほと

ん どおな じである。
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を は じめ る。 た た き合 わせ た り,ホ ウ キ(πgoπの をつ か って ほ こ りを お と して ゆ くが,

水 はつ か わ な い 。

　 17時18分:マ リア ・ウタ が オ ネ ・リア の右 側 の炉 に す わ り,マ キ ・ン ド リ ・ワ ンゲ

の 長で あ るヤ コブ ・ン ド リ ・ワ ンゲ の 所 有 す る ポ ド ・プ ウpodo　pu'u(根 本 の土 釜)

と よば れ る土 釜 を 火に か け る。 そ して,た だ ちに 水 をそ そ ぎ こむ。 こう して,飯 炊 き

が は じ ま るので あ る。 マ リア ・ウタ は,ヤ コブ ・ン ドリ ・ワ ンゲ の所 有 す る6つ の土

釜(ポ ド ・プ ウをふ くむ)で 飯 を炊 くが,ひ と た び右 側 の炉 に す わ る と,儀 礼 が 終 了

す るま で,オ ネ ・リアか ら外 にで る こと は お ろ か,飲 食 を お こな う こと も,話 をす る

こ と もで きな くな る。

　 こ こで 飯 炊 きの 過程 と所 要 時 間 に つ い て ふ れ て お くと,飯 炊 き は,つ ぎ の よ う に お

こな わ れ る。a)土 釜 を炉 の 三 つ石 の 上 に お い て,火 に か け る。　b)水 を土 釜 の な か

に そそ ぎ こ む。c)ビ ンロ ウヤ シの 葉 鞘 で つ くった 団扇 状 の もの で 風 を お くり,火 を

強 め る(4分 経 過)。d)米 を沸 騰 した 湯 の なか に い れ る(30分 経 過)。　 e)飯 炊 き棒

をつ か って か きま ぜ,煮 え ぐあ い を み る(40分 経 過)。　 f)火 に 水 を か け,火 勢 を よ

わ め る。 土 釜 を三 つ石 か らお ろ し,火 の そ ば に お く(50分 経 過)。　 9)土 釜 を炉 か ら

床 の上 に お ろす(1時 間30分 経 過)。

　 18時20分 ご ろ:ニ ワ トリ(す で に 羽 毛 は む し りと られ,内 臓 もぬ か れて い る)や 串

写真9　 肉を もった人 々がぞ くぞ くとオネ ・リアにや って くる。
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刺 しの豚 肉(長 さ50cmほ ど の竹 の 串に10切 れ 前後 の豚 肉 を さ した もの)を も った人

人 が,つ ぎつ ぎと オ ネ ・リアに はい って くる(写 真9参 照)。 村 落 共 同 体 に居 住 す る

す べ て の 世帯 主 は,ン バ マ の と きに1羽 の ニ ワ トリ{manu　 sa　eka)か1串 の豚 肉(nake

wawi sa depa)を も って くる(poto　 nake)こ とが 義 務 づ け られ て お り122),こ の よ うな

肉 は,ナ ケ ・ンバ マnake　 mbama(ン バ マ儀 礼 の 肉)と 総 称 され る123)。

　 ナ ケ ・ンバ マ を もって きた 世帯 主 は,図7,図8,図9,図10,図11に しめ され て

い ると お りで あ るが124),こ れ らの 図 を くわ し くなが め るな らば,マ キ ・ン ド リ ・ワ

ンゲ に 居 住 して い な い者 が,若 干 名 ふ くまれ て い る ことに 気 づ くはず で あ る。 そ の大

半 は,ウ ェ ワ ・ン ドリ ・ワ ンゲ の成 員 で あ り,ン バマ が お こな わ れ る こと をつ た え き

き,里 が え りを か ね て や って きた ので あ る。

　 ベ ンガ ・トコの前 に す わ った ソ ロモ ン・ウ ォダ が,ニ ワ トリの大 き さや豚 肉 の量 が適

当 か ど うか を 判 断 した うえで125》,だ れ が も って きたか を ノ ー トに 書 い て ゆ く。 そ れ

が す む と,ニ ワ トリや 串刺 しの豚 肉 は,オ ラ ・テ オota　teo(居 間 の 中央 に棟 木 か らつ

る され て い る物 を か け て お くた め の鹿 の角)に か け られ た り,ベ ンガ・トコbenga　 toko

と よば れ る彫 刻 の ほ ど こ され た板 壁 の上 の 中二 階(Lena)に お かれ る(図16参 照)。

　 19時00分:左 側 の炉(zvaja　 nggeu)に 火 が い れ られ,ヤ コブ ス ・ワサYacobus　 Wasa

の妻 が飯 を炊 きは じめ る。

　 ウ ェ ワの成 員 の う ち,表11と 図7に 記 載 さ れて い る32人 の者 は,ポ ド ・ンバ マpodo

mbama(ン バ マ儀 礼 専 用の土 釜)を も って お り,ン バ マ が お こな わ れ る と きに は,ポ

ド ・ンバ マ,米,水,薪 を オ ネ ・リア に もって こな けれ ば な らな い126)。 そ して,そ

122)こ の義務をおこたる と,謝 罪をお こなう(wall)た めの豚1頭 が罰金 と して課 される。 ンバ
マに肉を もってこない者が,オ ネ ・リアでポ ド・プ ウか らの焦げ飯(後 述)を 食べることは,

ka　leka　mila(暗 闇のなかで食べる)と 表 現される。かれ らは,肉 の分配(後 述)に あずかるこ

とができず,horo　 ngeta(後 述)だ けをあたえ られる。 ただ し,ン バマには じめて参加する老

は,肉 をもって こな くて もよいのだ といわれ る。かれ らは,肉 の分配にあずか ることはで きる

が,こ れ は,naka　 Hake(肉 を盗む)と 表現 される。

　　あ るイ ンフォーマ ントは,は じめて ンバマに参加す る者は,ン バマ ・カー ・コエからではな

く,ン バマ ・カー 。ウ ェサか ら参加 しなけれ ばな らないとのべていた。その理由は,ン バマ ・

カー ・コエ(土 をほり食べ る ンバマ)と いう ンバマの 名称であ り,は じめて 参加す る者 は,

「墓をほ られ る」(koe　rate)こ とになる,つ まり,死 へ と導かれ るか らとい うものであった。
123)そ れぞれの世帯で豚 が屠殺 されることはない。何人かの 世帯主があつ まって1頭 の豚を購

入 して屠殺 し,均 等に肉を分配 し,そ の肉でナケ ・ンバマを準備す ることがならわ しにな って
いる。このような作業 は,ン バマがおこなわれ る日の午前 中にすま される。

124)た だ し,図7,図8,図9,図10,図11に しめされているのは,筆 者が調査期間中にウォロ
・レレ村で実見す ることので きた3回 の ンバマ儀礼に参加 した世帯主が網羅 されている。

125)豚 肉の量は一 目でわかるが,ニ ワ トリの大 きさが適当かどうかの判断は,つ ぎのように し
ておこなわれる。羽根のつけ根あた りの胴体の太 さを,親 指 と中指 で輪をつ くってはかり,親

指 と中指がつかない(kepo　duns)ほ ど太 ければ,ナ ケ ・ンバマ として適 当であ り,親 指 と中指

がつけば(kepo　lapo),ナ ケ ・ンバ マとして不適当と判断 され る。

126)こ のポ ド・ンバマは,ン バ マに参加す る者がふ えるにつれて,し だいに数が多 くな って きた
のだといわれる。つま り,の ちほ どのべるよ うに,ポ ド・ンバマで炊かれた飯 は,ン バマの参

加老たちに分配 され るわけで あるが,ン バマの参加者たちがふえ,分 配する飯 が不足す るよ う,
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　　　　　　　　　　　　　　　　X11炉 の 使 用 者 と 順 番

左側の炉の使用者 土釜の番号 右側の炉の使用者 土釜の番号

Yacobus Wasa 

Yosep  Mbete 

Matias Paku 

Nikolaus Pongo 

Laurensius  Mbete 

Markus  Sela 

Pelipus  Mbete 

Matias Tiro 

Romanus  Mari 

Benediktus Wangge 

Ambrosius Ndori 

David Nanga

上流後方の炉の使用者

Stefanus Wasa 

Martinus Basa 

Andreas Wangge 

Dami  Wangge 

Yacobus  Wangge 

 Arnoldus  Senda

..

P10

Pll

P12

P13

P14

P15

P16

P17

..

P19

P20

土釜の番号

P21

P22

P23

P24

P25

P26

Yacob Ndori  Wangge 

Antonius  Ghale 

Moses Hugo 

Donatus Mali 

Agustinus Mali 

Yohanis Ndori 

Daniel Lana 

Martinus Wolo

下流後方の炉の使用者

Nikolaus Dale 

Bernadus Wangge 

Yosep  Wangge 

Alfonsius Tibo 

Marius Woge 

Lambertus Wolo

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7
..

土釜の番号

P27

..

P29

P30

P31

P32

の妻 に は,持 参 した ポ ド ・ンバ マ}米,水,薪 を つ か って,飯 を炊 く義 務 が課 され る。

だれ が,ど の炉 を,ど の よ う な順 番 で つ か うか に つ い て は,表11を 参 照 され た い12?)。

　 図7を み れ ば わ か る よ うに,ポ ド ・ンバ マ は,上 位 世 代 か ら下位 世 代 へ と相 続 され

る もので あ り,ポ ド ・ンバ マ が こわ れ る と,こ わ れ た釜 を あ た ら しい釜 ど と りか え る,

ラー ・ポ ドra　dodo(釜 に 血 をつ け る)と よば れ る儀 礼 が お こな わ れ る。 こ の儀 礼 に つ

い て は,の ち ほど2・9・4に おい て ンバ マ ・カ ー ・コエ との 関 連で のべ る こ とに す る。

　 19時10分:レ ン ドの炉(図16参 照)に 火 が い れ られ る。 そ して,コ コ ヤ シの 実 を割

り(kela　 nio),ニ ワ トリを 切 りわ け る 役 目(ata　geto　nake)の ラ ンベ ル トゥス ・ウ ォ ロ

Lambertus　 Wolo(図7,表11参 照)に,の ち ほど供 され る飯 が 炊 か れ は じめ る。 炊

か れ る米 は,ヤ コ ブ ・ン ド リ ・ワ ンゲ か ら提 供 され る こと が な らわ しに な って い る。

に な る と,村 落 共 同体 の長 は,ウ ェワの成 員の な か で,ポ ド ・ンバ マを もつ にふ さわ しい 「年

輩 の者 」(atadu'anua)を え らん で,ポ ド ・ンバ マ を もた せて きた の で あ る。 だ が,現 在 で は,

マ キ ・ン ド リ ・ワ ンゲ か ら多 数 の住 民 がDesaKotaBaruに 移 住 した ため に(1・1・3参 照),

っ か われ な くな って しま った ポ ド ・ンバ マ も い くつ か あ る。

127)こ れ は,ヤ コ ブ ・ン ド リ ・ワ ンゲ に よ って さだ め られ た 新 しい規 則 で あ る。 ンバ マ の と き

には,村 の 中 央 にあ る円形 広 場 で ガ ゥィgawiと よ ばれ るダ ンスが お こ なわ れ る。 これ に熱 中す

る と,飯 炊 きが お ろそ か に な り,そ の結 果,儀 礼 の進 行 が と ど こお る こ とに な る。 そ ん なわ け

で,こ の よ うな規 則 を さだ め たの だ と,ヤ コブ ・ン ド リ ・ワ ンゲ は説 明 して いた 。
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(1)マ リア ・ウタ をは じめ とす る飯 を炊 く女

(2)ア ナスタシア ・ム ク

{3)ク ル ステ ィナ ・パ レ

(4}コ コヤシをす りおろす フェロニカ ・ウ ィニ

(5)コ コヤ シを割 るランベル トゥス ・ウ ォロ曝

(6)ニ ワ トリを切 るランベル トゥス ・ウ ォロ

〈7)カー ・ケラ ・ニオ をお こなうランベル トゥス ・ウ ォロ

(8)ヤ コブス ・ワサの妻 をは じめ とす る飯 を炊 く女

⑨ ニコラウス ・ダ レの妻 をは じめ とす る飯 を炊 く女

⑯ ステフ ァヌス ・ワサの妻 をは じめ とす る飯 を炊 く女

図25　 4時30分 ごろまでのオネ ・リアにおける人 々の配 置

　 19時40分:下 流 後 方 の 炉 に 火 が い れ られ,ニ コ ラ ウス ・ダ レNikolaus　 Dale(図7,

表11参 照)の 妻 が 飯 炊 きを は じめ る。

　 19時50分:ラ ンベル トゥス ・ウ ォ ロが,コ コヤ シの 実 を 割 る作 業(kela　 nio)を お こ

な う(図25参 照)。 外 果 皮 と 中果 皮(と もにfunaと よば れ る)を と り さっ た コ コ ヤ シ

の 実 を床 に お き,手 で お さえ なが ら山 刀(topの をふ りお ろす。 も し,一 刀 の も とに割 　・
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る ことが で き ない と,そ れ は,な に か 悪 い こと が お こる凶 兆(safe)と み な され る。

コ コヤ シの実 か らで た 胚乳 液(ae nio)は,素 焼 きの 水 い れ(gelo　 ae)に あ け られ る。

　 コ コヤ シの 実が 割 られ る と,す ぐに フ ェ ロニ カ ・ウ ィニが,フ ォエ ・ニ オfoe　 nio

(コ コヤ シ削 り)と よば れ る道具 をつ か って,コ コヤ シの 実 の 胚 乳層(isi　nio)を す り

お ろ しは じめ る(図25参 照)。

　 20時8分:ラ ンベル トゥス ・ウ ォロ が,足 つ きの 素 焼 きの器(ク απげ加'薇 伽 の に も

られ た飯 を,手 を つ か って食 べ る。 しか しなが ら,副 食 物 とな る菜(uta)は なに もな

く,ラ ンベル トゥス ・ウ ォ ロは,こ の よ うな あ つ か いに 文 旬 を つ け る。 す で に の べ た

よ うに,ラ ンベル トゥス ・ウ ォロ の妻 は,妖 術 者 と して お それ られ て お り,そ の妻 に

影 響 を うけ て,ラ ンベル トゥス ・ウォ ロ もな か ば妖 術 者 に な って い る のだ とい わ れ る。

菜 が 用 意 さ れ な か った 背 景 に は,妖 術 老 に 対 す る暗 黙 の憎 悪が あ るの か も しれ な い。

だが,こ れ は,あ くまで も筆者 の 推 測 に す ぎな い。

　 21時00分:フ ェ ロニ カ ・ウ ィニ が,す りお ろ した ココ ヤ シの 胚 乳 層 と水 を まぜ,コ コ

ナ ツ ミル ク(ae　 nio)を つ く りは じめ る。つ ま り,コ コ ヤ シの 実 か らで た胚 乳 液 が は い

って い る素 焼 きの 水 い れに 湯(ae　 petu)と 「す りおろ され た コ コ ヤ シの 胚乳 層 」(nio

foe)を くわ え て,手 で よ くまぜ る。 そ して 漏 斗 状 の濾 し器(kedho)を も ちい て,白 濁

した濃 い 液 体 を こ して,べ つ の素 焼 きの水 い れ に ため て ゆ く。

　 21時30分:ニ ワ ト リや 串刺 しの豚 肉 を も った人 々の 第2波 が や って くる。

　 21時40分:上 流後 方 の炉 に 火 が い れ られ,ス テ フ ァヌ ス ・ワサStefanus　 Wasa(図

7,表11参 照)の 妻 が 飯 炊 きを は じあ る(図25参 照)。

　 1983年7月10日1時00分:円 形 広 場 で は若者 た ちが あ つ ま って,ガ ウ ィgazed(入 々

が 螺 旋 形 に手 をつ な いで お ど るダ ンス)が お こなわ れ て い る。 だ が,ソ ダsodha(ガ

ウ ィの と き に う たわ れ る歌)の 歌 い手(ata　 sodha)が 招 待 され な か った ので,夜 を徹

して お こな わ れ る はず の ガ ウ ィは も りあ が りにか け,1時 半 ご ろに な る と若者 た ちは

踊 りを や め て しま う。

　 ソダ の 歌 い手 が よば れ なか った 理 由 は,ン バ マ・カー ・コエ の と きに,盛 大 な ガ ウ ィ

を お こな う必 要 はな い と い う こ とで あ った。 換言 す る な らば,ン バ マ ・カー ・ウ ェサ は,

ンバ マ ・カ ー ・コエ よ り も盛 大 に お こな わ れ るわ けで あ るが,ン バ マ ・カー ・コ エ(ほ

りお こ して 食 べ る ンバ マ)と ンバ マ ・カー ・ウ ェサ(ま き ち ら して食 べ るンバ マ)と

い う名 称 は,こ う した盛 大 さの 度合 い と関連 づ けて 解 釈 され るべ きな のか も しれ な い。

　 1時30分:オ ネ ・ リアで は,飯 炊 きが ま だ延 々 とつ づ い て い る。

　 4時30分:ベ ンガ ・トコの前 で,ラ ンベ ル トゥス ・ウ ォ ロが 串 か ら豚 肉を ぬ き と り,

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　685
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゜リバ ケ ツや ヤ シの葉 の編 み カ ゴ(kata)に いれ る作 業 を お こな
って い る(図25参 照)。

この 作 業 が おわ る と,ラ ンベ ル トゥス ・ウ ォ ロ は,山 刀(topo)と ま な板(liti>を つ か

って,ニ ワ ト リを切 る作 業(geto　 nakeも し くはgeto　manu)を は じめ る。 この作 業 で

は,ま ず 胴 体 か ら,頭,つ ま先,手 羽先,脂 尻,も もを 切 りは なす 。 そ して,さ らに

胴 体 を4つ に 切 る。 つ ま り,側 面 か ら背骨 と平 行 に 切 断 して胸 部 と背 部 に わ け,そ の

それ ぞれ を2つ に切 る。 この 作 業 を とお して,ニ ワ トリは,頭(holo),つ ま先(kuku),

手 羽 先(mbaku),脂 尻(loge,　mburi>,も も(ha'i),胸(kasa),背(dongga)と い った7

種 類 の部 位 に分 類 され る。

　 ニ ワ トリを切 る作 業 が お わ る と,ラ ンベル トゥス ・ウ ォロが,カ ー ・ゲ ト ・ナ ケ

ka　geto　nake(肉 切 りの 食事),つ ま りニ ワ トリを 切 る作 業 を お こな った者 にふ る まわ れ

る飯 と肉 の 料 理 を食 べ る(だ が,筆 者 は,し ば ら くの あ い だ オ ネ ・リアを は なれ て い

た の で,実 見 す る こ と はで きなか った)。 この食 事 に つ い て は,の ち ほ どンバ マ ・カ

ー ・ウ ェサmbama ka wessaと の 関 連で くわ し くのべ る こ とに した い。

　 ま た,モ セ ス ・ハ ル(表10参 照)が,オ ネ ・リアに はい って きて,ア タ ・ピレata

pire(禁 忌 の人,後 述)た ちが オ ネ ・リア に も って きた ナケ ・ンバ マ(ン バ マ 儀 礼 の

た め の 肉)を,オ ネ ・ア レ ・ピ レone　are　Aire(飯 の禁忌 の家)に も って ゆ く。 この よ

うな こと を モ セ ス ・ハ ル が お こな う理 由 は,か れ 自身 が ア タ ・ピレ だか らで あ る。

　 ア タ ・ピ レと は,ン バ マ に さい して オ ネ ・リア で飯 を食 べ る こ とがで きな い,ク ネ

・マ ラ人(Ata　 Kune　 Mara),ン ビ ピ氏 族(Embu　 Mbipi),ジ ェケ 氏 族(EmbuJeke)

とい った,ラ シ氏 族(Embu　 Rasi)と 奴 隷 層 以 外 の者 で あ り　 　 クネ ・マ ラ人,ン ビ

ピ氏 族,ジ ェケ氏 族,ラ シ氏 族 の相 互 関係 に つ い て は 図3,図4を 参 照 され たい 　 　 ,

か れ らは,オ ネ ・リア の むか い に た て られ て い るオ ネ ・ア レ ・ピ レで,独 自 に飯 と ナ

ケ ・ンバ マ を料 理 して 食 べ る。 この飯 に か か わ る禁 忌(pire　 are)を ま も らな い と,ア

タ ・ピレは,ネ カ ・ラーneka　 ra(血 ので る よ うな 傷)に 苦 しむ ことに な る のだ と い

わ れ る。

　 しか しな が ら,か れ らは,ン バ マ儀 礼 か ら排 除 され て い るわ けで は な い。 なぜ な ら

ば,か れ ら もま た,ナ ケ ・ンバ マ を オ ネ ・リア に もって くる こ とが 義務 づ け られ て お

り,オ ネ ・ピ レで 炊 かれ る米 は,ヤ コブ ・ン ド リ ・ワ ンゲ(表10参 照)が 提 供 す る こ

と に な って い るか らで あ る。

　 7時00分:ま だ,飯 炊 き がつ づ け られ て い るの は左 側 の炉 だ けで あ る。 右 側 の炉,

上 流 後 方 の炉,下 流後 方 の炉 の付 近 に は,そ れ ぞれ の 炉 で 炊 か れ た飯 が,土 釜 に はい

った ま ま の状 態 で お か れて い る。
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　 9時00分:ラ ンベル トゥス ・ウ ォロが,オ ラ ・テ オola　 teo(棟 木 か らつ り さげ られ

て い る,さ ま ざ ま な物 をか けて お くた め の鹿 の 角,図16参 照)に つ る され てい た大 型

の野 ネズ ミ(dheke)を は ず し,山 刀 をつ か って マ ナ板(lata)の 上 で そ の右 後 足(左 後

足 で も よい が,か な らず 後 足 で な けれ ばな らな い)を 切 断 す る。 そ して,そ れ を3切

れ の豚 の 脂 身 で つつ んで,ひ もで しば る。 大 型 の 野 ネ ズ ミの の こ った 部 分 は,ふ た た

び オ ラ ・テ オに か け られ るが,こ れ は,後 日,ヤ コ ブ ・ン ド リ ・ワ ンゲ とそ の 家族 に

よ らて食 べ られ る128)。

　 大 型 の 野 ネ ズ ミは,ン バ マ に な くて はな らな い もので あ り,大 型 の 野 ネ ズ ミを も っ

て きた者 は,ニ ワ トリも しくは豚 肉を オ ネ ・リアに も って くる義 務 を免 除 され る。 し

た が って,レ ラ ・ンバ マ(2・7・2参 照)が あ る と,人 々 は,わ れ さ きに大 型 の野

ネズ ミを 捕 獲 し,内 臓 を と りだ して 乾燥 肉に した もの(labi　 dheke)を オ ネ ・リアに と

ど け るの で あ る。 今 回,こ の 大型 の野 ネ ズ ミを も って きた の は,カ ジ ュ ・マ ニ村 に す

む レオ ・オ ナ(表10参 照)で あ った。

　 9時13分:ラ ンベル トゥス ・ウォ ロが,山 刀 を つ か って,つ ま先,手 羽先,頭 を切

りお と した1羽 の ニ ワ トリを マ ナ板 の 上 で た た い て(ndota},ミ ンチ 肉(nake　 ndota)

を つ くる。

　 9時19分:ハ ワ ・プ ウhawa　 pu'u(根 本 の鍋)と よば れ る土 鍋 が,右 側 の炉 に か け

られ る。 そ の な か に,大 型 の 野 ネ ズ ミの右 後 足 を豚 の 脂 肉で つ つ ん だ もの が い れ られ,

つ づ い て,水 が そ そ ぎ こ まれ る。 肉 の料 理 は,男 性 に よ って お こなわ れ,右 側 の炉 で

は,マ リウス ・ウ ォゲMarius　 Wogeと ドナ トゥス ・マ リDonatus　 Mali(図7参

照)が 料 理 人 とな る。

　 9時20分:ニ ワ ト リの も も,胸,背 の部 位 が ハ ワ ・プ ウに いれ られ,コ コナ ツ ミル
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o

クが くわ え られ る。 だ が,調 味 料 はな に もつ か わ れ な い。

　 9時27分:ラ ンベル ト ゥス ・ウォ ロが,シ ャ ロ ッ トと シ ョウ ガを マ ナ板 の上 で き ざ

ん で,さ きほ ど のニ ワ ト リの ミンチ 肉,フ ェ ロニ カ ・ウ ィニが つ くって お いた コ コヤ

シの胚 乳 層 を す りお ろ した もの(nio foe),コ コナ ツ ミル ク(ae　 nio),塩(mesi),乾 燥

小 魚(ika ewe),ト ウガ ラ シ(horo)を 小 さい 土 鍋(hawa　 lo'o)に いれ る。 そ して,右 側

の 炉 の 三 つ石 の そ ばに お く。 この料 理 は,ポ ロ ・ンゲ タharo　 ngeta(ト ウガ ラ シの ま

128)オ ラ・テ オ に は,切 りわ け られて い ない3羽 の ニ ワ トリもつ る され て い る 。 これ らの ニ ワ ト

リは,ン バ マ が おわ った つ ぎの 日に料 理 され,Pius　 Rasi　Wangge,　 Wangge　 Mbete(別 名Ata
Ngga'e),　 Mbete　 Wangge(別 名Ema　 Seke)の 墓 に各1羽 ずつ 供 え られ る(人 名 に つ い て は

図7参 照)。 これ は,ン バ マ ・カ ー ・コェ に おい て も,の ち ほ どのべ る ンバ マ ・カー ・ウ ェサ

に お いて もお な じで あ る 。Pius　 Rasi　Wanggeの 「墓 」 は,　 Wolo　 Waru(図2参 照)に あ り,

Wangge　 Mbeteの 墓 は,ウ ォ ロ ・レレ村 に あ り(図13参 照),　Mbete　 Wanggeの 墓 は,ウ ォロ

・レ レ村 の背 後 にそ び え たつ トロ ・ロ セ山(Keli　 Tolo　Rose)の 山 頂 に あ る。
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ぜ もの)と よ ば れ る。

　 9時30分:右 側 の炉 で は,ニ ワ トリの も も,胸,背 の は い っ たハ ワ ・プ ウ(根 本 の

土 鍋)が 火 に か け られ て い る。炉 の配 置 につ い て は 図25を 参 照 。

左側 の炉 で は,ピ ウス ・ラ シPius　 Rasi(Pius　 Rasi　Wanggeと は べ つ の 人物,図7

参 照),ベ ネ デ ィ ク トゥス ・ンベ テBenediktus　 Mbete(図7参 照)が 大 きな 鉄 鍋 で

豚 肉 を煮 て い る。

　 下 流 後方 の炉 で は,マ ク シム ス ・テ ィ ボMaksimus　 Tibo(図11参 照)が ニ ワ トリ

の 頭,手 羽 先 を煮 て い る。

　 上 流後 方 の炉 で は,左 側 の炉 の鉄 鍋 に はい り き らな い豚 肉を,ア ン ドレア ス ・バ イ

Andreas　 Ba'i(図7参 照)が 煮 る ことに な って い る が,こ の 炉 は,今 回 の ンバ マで は

つ か わ れ なか った 。

　 レン ドの炉 で は,ベ ル ナ ド ゥス ・ワ ンゲBernadus　 Wangge(図7参 照)が,ニ ワ ト

リの脂 尻 を 煮 る こ とに な って い たが,実 際 に は煮 られ なか った よ うで あ る。 こ の脂 尻

は,分 配 さ れず に,ヤ コ ブ ・ン ド リ ・ワ ンゲ が うけ と る こ とが な らわ しに な って い る。

　 ま た,マ ガ ・ベ ー ワの炉 で は,ニ ワ トリの つ ま先 が煮 られ,あ とで 子供 た ちに あ た

え られ る こ とに な って い た が,実 際に は料 理 され な か っ た。

　 9時48分:三 つ石 の 上に お かれ て い ない に もか かわ らず,小 さな土 鍋 に いれ られ た

ホ ロ ・ンゲ タが,ま わ りか らの熱 気 で グ ッ グ ッと煮 え は じめ る。

　 9時50分:9時30分 の 時 点で は み お と して い たが,左 側 の炉 とそ の 周辺 に は,豚 肉

の は い っ た鉄 鍋 の ほか に2つ の土 鍋 と2つ の土 釜 が おか れ て い る。 土 釜aに は,祭 祀

畑 の種 籾 を炊 い た飯 が はい って お り,土 釜bに は,プ リプス ・ンベ テ の妻 が 炊 いた 飯

が は い って い る。 土 鍋cで は,昨 日,祭 祀畑 か ら収 穫 して こ られ た シカ クマ メ の葉 で

つ つ ん だ豚 の脂 身 が 煮 られ て お り,こ れ は,の ち ほ ど土 釜aの 飯 と と もに ウ ィス ・ル

ル に供 え られ る。 そ して,土 鍋dで は,の ち ほ ど土 釜bの 飯 とと もに ウ ィス ・ル ル に

供 え られ る豚 の脂 身 が 煮 られ て い る。 これ らの飯 と肉 は,ン バ マ ・リァmbama　 ria

(後 述)が 終 了 す る まで,手 をつ けず に と って おか れ る。

　 10時29分:右 側 の炉 に水 が か け られ,火 勢 が弱 め られ る。 そ して,ハ ワ ・プ ウ(根

本 の土 鍋)で 煮 られ た 肉 の一 部 が ユ ウ ガオ の壺 に い れ られ,そ の な か に は い りき らな

い もの は,コ コヤ シの 葉 の 編 み カ ゴ(kata)の な か に いれ られ る。 また,左 側 の炉 や

下 流 後 方 の炉 で料 理 され た 肉 も,ポ リバ ケ ツや ココ ヤ シの 葉 の編 み カ ゴに うつ され る。

肉 のつ あ られ た ユ ウガ オ の壺 は,ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の座)に お か れ るが,そ れ以 外

の 肉 は,す べ て居 間 の 中央 部 に お か れ て い る。
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写真10女 た ちがオネ ・リアにはい ってきて,土 釜 か ら飯をだす作業をおこな う。

　10時58分:肉 を 分 類 す る作 業 が は じま る。 豚 肉 は,a)肉(isi),　 b)脂 肉(ura),

c)骨(toko)の3種 類 に分 類 され,ニ ワ トリの 肉 は,　 a)背(longgo),　 b)足(ha'i)

+胸(kasa),　 c)頭(holo)+手 羽 先(mbaku)の3種 類 に 分 類 され る。 分 類 され た 肉

は,オ ネ ・リア の居 間 の 左 後 方 に お か れ る。

　11時17分:マ リア ・ウタが,大 きな お た ま(gabs　 ria)を つ か って ポ ド ・プ ウ(根 本

の土 釜)か ら飯 を だ し,ユ ウガ オ の壷 に 山 も りに な るまで いれ る。 この ユ ウガ オ の壷

は,ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の 座)に もって い か れ る。

　 これ と 同時 並 行 して,女 た ちが オ ネ ・リア に は い って きて,自 分 が 炊 い た土 釜 か ら,

大 きな お た ま をつ か って,飯 を飯 カ ゴ(kidha)に だ しは じめ る(写 真10参 照)。

　 11時40分:飯 カ ゴに だ され た飯 は,ベ ンガ ・トコの 前 に おか れ てい る4つ の大 きな

編 み カ ゴ(benga ria)に うつ され るが(図26参 照)129),そ の作 業 は,つ ぎの よ うに お こ

な わ れ る。a)土 釜 か らの 飯 がつ め られ た 飯 カ ゴが大 きな編 み カ ゴの 前 まで もっ て こ

られ る。b)飯 カゴ の 飯 が,大 きな編 み カ ゴ と ベ ンガ ・トコのあ い だ に た って い る サ フ

ェ リウス ・セ ンダSaverius　 Senda(図7参 照)の もつ 飯 カ ゴ(kidha　 ria)に 山 も りに な

るま で い れ られ る。c)そ の飯 が,大 きな 編 み カ ゴに あ け られ る。　d)お な じこ と が

もう一 度 くりか え され る。 た だ し,サ フ ェ リ ウス ・セ ンダ は,さ き ほど の 飯 カ ゴ と く ら

べ て,ひ とま わ り小 さい 飯 カ ゴ(kidha　 lo'o)を も ちい る。 した が って,ポ ド・プ ウ を の

ぞ く,す べて の土 釜 か らは,お な じ量 の飯 が 大 き な編 み カゴ に うつ され るの で あ る(の

129)こ の4つ の大きな編みカゴは,昨 日,右 側の炉 と左側 の炉の 上か らおろ してこ られた もの

　 である。
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(1)プ リプス ・ンベ テ

② マ リア ・ウタ

(3)ヤ コブ ・ン ドリ ・ワンゲ

(4)ラ ンベル トゥス ・ウォロ

(5)サ ミュエル ・レバ

(6)「根本 の土鍋」か らの肉がつめ られ たユウガオの壼

(7)「根本 の土釜」か らの飯がっめ られ たユウガオの壼

(8)「根本 の土釜」か らの焦げ飯

(9)飯 がっめ られ.た「大 きな編みカ ゴ」(benga珈)

(10)「根本 の上釜」

Φ)「右側 の炉」でつ かわれた12個 の土釜

(吻 多数のヤ シ殻の椀

⑬ 飯炊 き棒 などをいれた編 みカ ゴ

図26　 ンバ マ ・リア にお ける ウィ ス ・ル ル の周辺

こ った 飯 は土 釜 に い れ た ま ま,儀 礼 の 終 了後,家 に も ちか え られ る)。 こ う して,ベ ン

ガ ・ トコの 前 に お か れて い る4つ の大 きな編 み カ ゴに 飯 が 山 も りに つ め られ て ゆ く
。

この作 業 が お わ る と,マ リア ・ウ タを の こ して,女 た ち は全 員 オ ネ ・リア か らで て ゆ く。

　 12時8分:マ リア ・ウタ に よ って ポ ド ・プ ウ(根 本 の土 釜)の 底 か ら焦 げ 飯(ngudu

mhama)が だ され130),そ れ が,ウ ィス ・ル ル に お か れ て い る 飯 の はい った ユ ウガ オ

の壺 の上 と ・ ベ ンガ ・ トコの前 に お かれ て い る4つ の編 み カ ゴの な かで ,も っ と も大

130)こ の焦 げ 飯 とは,こ うば し く,茶 色 に焦 げて い る(mbaro)「 お こげ」 で あ り,真 っ黒 く焦 げ

て しま った(moe)も ので はな い 。
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きい もの の上 に おか れ る(図26参 照)。

　 12時19分:ヤ コブ ・ン ド リ ・ワ ンゲ が,ラ ギragi(男 性 用 の腰 布),レ スlesu(頭 に

ま く布),ル カluka(肩 か け)と い った 「伝 統衣 装 」 を身 につ け,首 長 と して の地 位

を 表 象 す るス ケseke(象 牙 の腕 輪)を 両腕 に は め る。

　 12時27分:昨 晩,ナ ケ ・ンバ マ(ン バ マ 儀 礼 の 肉)を も って き た男 た ちが,鍋 と蓋

つ きの 飯 カ ゴを も って オ ネ ・ リアに はい って くる。 オ ネ ・リアの 居 間,マ ガ ・べ 一 ワ,

ルル が 男 た ちで い っぱ いに な る。 全 員 が は い る と,戸 が しめ られ るた め に,家 の なか

は うす 闇 につ つ まれ る。 そ して,人 々は,沈 黙 状 態 を た もた な けれ ば な らな くな る。

　 12時28分:ポ ロ ・ンゲ タが 小 さ な土鍋 か ら,約20個 の ヤ シ殻 の椀(昨 日川 で 洗 わ れ,

ウ ィス ・ル ル に お か れて いた もの,図26参 照)に わ け られ,男 た ちに くば られ て ゆ く。

　 12時30分:ヤ コ ブ ・ン ド リ ・ワ ンゲ が,た った ま ま,大 き な編 み カゴ の上 に おか れ

て い た焦 げ飯 をつ かん で 一 口食べ,そ れ を ル ル に す わ って い る男 た ちに わ た す。 そ れ

と 同 時 に,ユ ウガ オ の壺 の上 に お か れ て い た焦 げ飯 も,男 た ちに わ た さ れて ゆ く。

　 男 た ちは,ホ ロ ・ンゲ タ と と もに,こ の焦 げ飯 を 沈 黙 状 態 の な かで 食 べ る。 マ ガ ・

ベー ワとル ル に す わ って い る 男 た ち は,す わ って 食 べ て い るが,居 間に い る男 た ち は,

た って食 べ て い る もの もい る。 だ が,ン バマ ・カ ー ・コエ に お い て,人 々が も っ と も

緊 張 す るの は,こ の焦 げ 飯 を 食 べ る瞬間 で あ り,飯 に むせ て(subhu),食 べ て い る も

の を 口の外 に だす よ うな こと が あ る と,そ れ は 重 大 な凶 兆(sage)と み な され,飯 に

むせ た 者 に は,ほ ど な く死 が お とず れ る のだ とい わ れ る。

写真11ワ ンゲ ・ンベテの遣骨箱 に飯 と肉を供え,こ れ から祝詞を言上 しよ

うとしているプ リプス ・ンベテ。
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　 12時35分:小 さな 蓋 つ きの飯 カ ゴが6つ だ され,そ の なか に ベ ンガ ・トコの 前 に お

か れ て い る大 き な編 み カ ゴか ら飯 がつ め られ る。 そ して,そ の上 にハ ワ ・プ ウ(根 本

の土 鍋)で 煮 られ,オ ネ ・リア の居 間 の左 後 方 にお か れ て い た ニ ワ トリの 肉が一 切 れ

のせ られ る。 つ い で,そ れ ぞ れ の 飯 カ ゴ に蓋 が かぶ せ られ る。

　 12時43分:プ リプ ス ・ン ベテ が,そ の ひ とつ を もって,ワ ンゲ ・ン ベ テの 遺 骨 箱 が

安 置 され て い る中 二階 に のぽ って ゆ く。 そ して,遺 骨 箱 の 上 と そ の わ き の石(図26参

照)に 飯 と 肉 を少 しず つ のせ,つ ぎ の よ うに 言 上 す る(写 真11参 照)。 以 下 の人 物 名

に つ いて は,図7を 参照 の こと。

 Ica  ru'd sai mamo Toko ghawa  mai131), 

 Mbete  Wangge, Ndori  Wangge. 

ka bou, pesa mondo sai gha  ina. 

kami susu do nggua, 

nama do bapu Woda Kumi  Mera. 

gaga di bo'o,  kiwi di  ai. 

peni  nge, wesi nuwa. 
tebo di temu dego,  lo di temu  liko. 

buru di  rna'i sa pu'u, 

 haka di  mde sa  liege. 

tebo di tu'a  ngire su'a, 

 lo di maku  ngere watu. 

 to  ma'd  le,  weru  ma'i  nggenggu.

さ あ,お 食 べ くだ さい,ト コ,

ンベ テ ・ワ ンゲ,ン ドリ ・ワ ンゲ。

あ つ ま って,お 食 べ くだ さい。

ウ ォダ ・ク ミ ・メ ラの 御 代 か らの儀 礼 を

お こな い,儀 式 を 遂 行 しま す。

豊 作 に な ります よ うに。

家 畜 か ふ え ます よ うに。

健 康 で あ ります よ うに。

病 気 に な りませ ん よ うに。

身 は鉄 の よ うに か た く,

体 は石 の よ うに じょ うぶ に な ります よ うに。

ゆ す ぶ って も,び くと も しませ ん よ うに 。

　 つ ぎに,サ ガ ・ウ ラ ・レジ ャsaga　 zvula　leja(ウ ラ ・レ ジ ャの よ り しろ)と,そ の

近 くに おか れ て い る石 の上 に 飯 と 肉を の せ る(図26参 照)。

　 この間 に,飯 と肉 を つ め た5つ の小 さな 蓋 つ きの飯 カ ゴが,オ ネ ・リア の外 に ひ か

え て い る,ン バ マに ま だ 参 加 して い な い若 者 た ちに わ た され る。5つ の 飯 カ ゴ は,オ

ネ ・リアの 戸 口の す ぐ前 に あ る サ ガ ・タ ナ ・ワ トゥ ∫αgα伽 αω伽(タ ナ ・ワ トゥの

よ り しろ,図25参 照),オ ネ ・リアの背 後 に あ る ワ トゥ ・ジュ ー ・ア ンギ,オ ネ ・リ

ア の前 庭 に あ る ワ ンゲ ・ン ベ テWangge　 Mbeteの 墓,村 の 広 場 の ン ド リ ・ワ ンゲ

Ndori　 Wanggeの 墓(図13参 照),そ れ に テ ボ ・ラ カ村 に あ る トコTokoの 墓 に もっ

て い か れ,そ こに 内容 物 が あ け られ る。

　 12時45分:昨 日 フ ェロ ニ カ ・ウ ィニ が ほ こ りを は らって い た 飯 カ ゴ が,オ ネ ・リア

131)こ こでghawa(斜 め下)と い う方向指示 の前 置詞が もちい られている理 由は,テ ボ ・ラカ

村にある トコの墓がウォロ ・レレ村(の オネ ・リア)か らみてghawaの 方向にあることが,1

型の体系で表現されているか らである。
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の居 間 の床 一 面 に な らべ られ,ウ ィス ・

ル ルに おか れ て い るユ ウガオ の 壺(図

26参 照)か ら,そ れ ぞ れ の飯 カ ゴの な

か に,ひ とつ か み の飯 が いれ られ る。

つ ぎに,ベ ンガ ・ トコの 前に おか れ て

い る大 きな編 み カ ゴ(図26参 照)か ら

の 飯 が 山 も りに な るまで いれ られ る。

そ して,こ の2種 類 の 飯 をつ め た飯 カ

ゴが,つ ぎつ ぎ と男 た ちに くば られ て

ゆ く(写 真12参 照)。 男 た ち は,持 参 し

た 蓋 つ きの飯 カ ゴに 飯 を つ めか え,あ

いた 飯 カ ゴを もど して くる。

　 13時5分:飯 の分 配 が 終 了 し,つ ぎ

に 肉の 分 配 が は じま る(写 真13参 照)。

男 た ちの持 参 した 小 さ な鍋 が 居 間 の床

一 面 に な らべ られ る
。 ウ ィス ・ルル に

お かれ て い るユ ウガ オ の壼(図26参 照)

か ら肉が だ され,そ れ ぞれ の鍋 の な か

写真12 オネ ・リアの居間にな らべ られた飯

カゴ。 オネ ・リアのなかにいる男た

ちにつ ぎつ ぎと分配 されて ゆく。

に肉が一切れずついれられる。つぎに,合 計6種 類に分類されたうえで居間の左後方

におかれていた肉が,や はり均等に分配 される。

写真13ユ ウガオの壺か ら肉が とりだされ,こ れか ら分配されよ うと している。
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　 13時22分:肉 をす べ て の鍋 に い れ る作 業 が 終 了 す る。 そ れ ぞ れ の 鍋 に は,平 均7～

8個 の 肉 が は い って お り,肉 の はい った鍋 が,そ れ ぞ れ の所 有 者 に わ た され て ゆ く。

　 13時27分 二以 上 の作業 が す べ て終 了す る と,男 た ちは,い っせ い に ウ ォー とい う奇

声 を あ げ る(dera)。 そ して,飯 と 肉 の料 理 の は い った鍋 や 蓋 つ きの 飯 カ ゴ を もって オ

ネ ・リア か らつ ぎつ ぎとで て ゆ く。 この 飯 と 肉 の料 理 は,家 に もちか え られ,世 帯 員

に わ け あ た え られ る132)。

　 ここ まで の 儀 礼 は,ン バ マ ・リア(大 きな ンバ マ)と よば れ,ひ きつ づ い て お こな

わ れ る,以 下 の よ うな儀 礼 は,ン バ マ ・ロ オmbama　 lo'o(小 さな ンバ マ)と よば れ る。

　 13時37分:プ リプ ス ・ンベ テが,ユ ゥ ガオ の椀 に も られ た 飯 と肉 を ウ ィス ・ル ル に

お かれ て い る石 の 上 に少 しず つ の せ て ゆ く。 そ して,祝 詞 が言 上 され る(だ が,カ セ

ッ ト ・レ コー ダ ー の調 子 が 悪 く,録 音 に 失敗 す る)。 この と きに 供 え られ た飯 と 肉 は,

上 記 の 土 釜aと 土 鍋cか らの もので あ り,し た が って,こ こで は じ めて,祭 祀 畑 を対

象 とす るペ サ ・ウ タ(2・3・4参 照)が お こな わ れ た ことに な る。

　 祝 詞 が言 上 され ると,プ リプス ・ンベ テが,手 を つ か って 飯 を4口 食 べ,そ れ につ

づ い て,さ き ほ ど肉 を料 理 して い た 男 た ちや,ま わ りに い た男 た ちが,ユ ゥガ オ の椀

に の こ って い る飯 と 肉を 食 べ る。

　 13時47分:プ リプス ・ンベ テが,ふ たた び ユ ウガ オ の椀 に も られ た 飯 と肉 を ウ ィス

・ル ル に おか れ て い る石 の上 に のせ て ゆ く。 この飯 と 肉 は,上 記 の土 釜bと 土 鍋dか

らの もので あ り,こ う して,ロ ウ ォ ・コ レ人 の代 役 で あ るプ リプ ス ・ンベ テ(1・1

・6参 照)の 飯 と 肉 が
,ウ ィス ・ル ル に 供 え られ るので あ る。 祝 詞 が言 上 され る こ と

はな い・ プ リプ ス ・ン ベテ が手 で4回 食 べ た あ と,先 ほ ど とお な じ メ ンバ ー が,ユ ウ

ガ オ の椀 に の こ って い る飯 と 肉を 食 べ る。

　 14時1分:男 の 子 供 た ちが,オ ネ ・リア に は い って くるよ うに よば れ る。 その 数 は,

8人 で あ る。 子 供 た ちは,ユ ウガ オ の壺 な どに の こ って い た 飯 を あ た え られ,た だ

黙 々 と食 べ る。 ニ ワ ト リの つ ま先 もあ た え られ るが,生 で あ るた めに,も ちか え られ

る ことに な った。

　 14時9分:プ リプ ス ・ン ベテ と と もに,子 供 た ちが大 きな奇 声 を あ げて ンバ マ ・ロ

オが お わ る。 床 に は,飯 が 一 面 に ち らば り,ヤ コブ ・ン ド リ ・ワ ンゲ の 飼 って い る犬

が オ ネ ・リアに は い って きて,あ た りを な め まわ る。

132)妻 が アタ ・ピレである場合,彼 女は,オ ネ ・リアか らもちかえ られた飯を食べ ることがで

きないわけであるが,一 度夫 とともに ンバマに参加 し,ポ ド ・プ ウ(根 本の土釜)か らの焦 げ

飯をウィス ・ルル(祖 霊 の座)で 食べ るな らば,こ の禁 忌は解消され る。アタ ・ピレの妻にポ

ド・プウ(根 本 の土釜)か らの焦げ飯をあたえるのは,ヤ コブ ・ン ドリ・ワンゲの妻,テ レシ

ア ・コ リ(表10参 照)で ある。
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　 2●8　 7月 ～ 　8月

　 7月 か ら8月 に か けて の 時 期 は,人 々が1年 の う ちで,も っと も自 由 な時 間 の あ る

季 節 で あ る。 この こ と は 「月 」 の 名称 に もあ らわ れ て お り,7月 か ら8月 に か けて の

時 期 は,ベ ボ ・ガ ガbebo　 gaga,つ ま り 「開 墾(gaga)を まだ 知 らな い(bebv)」 とよ ば

れ る。 ま た,米 を は じめ とす る食 料 も豊 富 に あ り,こ の 豊富 な食 料 と 自 由な 時 間 を利

用 して,ベ ボ ・ガガ に は,婚 姻 連 帯 を と りむ す ぶ た め の交 換 儀 礼(婚 資 の支 払 い な ど)

や,婚 姻 連 帯 を と りむ す んで い る者 の あ い だで の交 換 儀 礼(一 連 の葬 送 儀 礼 を しめ く

くるケ レkeleと よ ば れ る儀 礼 な ど)が さか ん に お こな わ れ る。

　 ウ ォ ロ ・レ レ村 に お け る1984年 の8.月 の雨 量 は,7月 の 雨 量 よ り も上 回 って い るが,

例 年 な らば,雨 量 は,7月 か ら8月 に か けて 減少 して ゆ くもの と思 わ れ る。 気 温 は少

しず つ 上昇 す る傾 向に あ る(表6,7参 照)。

　 2●9　 8、弓 ～ 　9月

　 2・9・1　 ヘ ラに お け る季 節 現 象

　 ヘ ラheraと よば れ る8月 か ら9月 に か けて の 時 期 は,一 年 中 で も っと も雨 量 の 減

少 す る時 期 で あ る。 筆 者 が測 定 した ウ ォ ロ ・レ レ村 に おけ る1984年 の8月 と9月 の月

間雨 量 はaそ れ ぞ れ190mmと178　 mmで あ り(表6参 照),7月 の雨 量 よ りも多

くな って い る。 しか しな が ら,「 今 年 は雨 が多 い」 とい う人 々の評 価 と,ウ ォ ロ ・ワ

ル に お け る8年 間 の 雨 量 の統 計 を考 え あ わ せ るな らば,ウ ォ ロ ・レ レ村 に お け る1984

年 の8月 と9月 に お け る雨 量 は,異 例 で あ った と い うべ きで あ ろ う。 気温 は7月 に1

年 中で もっ と も低 下 し,8月 か ら9月 に か けて 上昇 を は じめ る(表7参 照)。

　 この気 温 の 上 昇 に と もな っ て,ポ ロ ・ヘ ラboro　heraと よば れ る 乾 い た 強い 風 が ふ

く。 ヘ ラと は8月 か ら9月 にか けて の時 期 と,ち ょ うど そ の時 期 に 鮮 紅 色 の花 を さか

せ るデ イ コ(Erythrina　 indica)の 双 方 を 意 味 し,ポ ロ とは 風 が な に か を ざ わ あか せ る

こ とを意 味 す る。 した が って,ポ ロ ・ヘ ラ と は,乾 季 の さ なが に さ くデ ィ コの花 を ざ

わ めかせ る 強い 風 の こ とで あ り,こ の 風 のた めに,す で に 紅 葉 して い た 落葉 樹 の葉 は,

た ち ま ちの う ちに ふ き は らわ れ て,あ た りの風 景 はま るで 晩秋 の よ うに な る。

　 ヘ ラの お わ り ころに は,高 い 山 が そ び え る モ ニ地 域(Tana　 Moni)の 方 角 か ら(図

2参 照),は や く も雨 季(wula　 uja　ae)の 到来 をつ げ る雷 の 音(tega nggu)が 聞 こえ は

じめ る。 この 遠 雷 の 音 は,マ パ ・モ ニmapa　 Moni,つ ま り 「モ ニ地 域 の マパ 」 と よ

ば れ る。 つ ま り,モ ニ地 域で は すで に ヘ ラが おわ り,マ パmapa(ヘ ラに つ づ く月)
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が は じま った と いわ れ るの で あ る。

　 ヘ ラに はい ると,入 々 は,農 作業 に ふ た たび 精 を だ す よ うに な り,開 墾地 を は じめ,

村 か ら遠 くは な れ た場所 で 仕 事 を お こな う機 会 が 多 くな る。 だ が,こ の時 期 に な ると,

人 々 は,イ ネ ・レ ケine　lekeと よば れ る存 在 に 恐 れ を い だ くよ う に な る(1・3・3

参 照)。

　 イ ネ ・レケ は,非 常 に 危 険 な存 在 で あ り,話 を した り,食 物 を も らった り した だ け

で も,人 間 は,死 に いた るの だ とい わ れ る[び 杉 島 　 1987e,1988b]。 これ に くわ え,

イ ネ ・レケ は,友 人,知 人,配 偶 者 の姿 に 変 身 す る ことが で き るので,イ ネ ・レケ か

ら身 を ま も る こと は,き わ めて む ず か しい もの と な る。

　 た だ し,つ ぎの よ う な 点に よ く注 意 を は ら って い るな らば,イ ネ ・レケ と人 間 を 区

別 す ことが で き るの だ とい わ れ る。 そ の第1は,か れ らの体 毛(sambe　 ro'a)で あ り,

イ ネ ・レケ の 体 毛 は,人 間 の 体 毛 と は 「さか さ まに は えて い る」(bhale　sala)。 ま た,

そ の第2は,ホ ク ロ(nawa)で あ り,か れ らは,人 間 に変 身 したつ も りで も,額 や 頬

に(leka　 nia　no　o　pipaみ の がす こ との で きな い ホ ク ロが あ る。 また,そ の 第3は,に

お い(zvau)で あ り,イ ネ・レ ケが あ らわ れ るま え に は,バ ンガ ジ ュツ(リ オ 語 名:seku;

学 名:kaempferia rotunda)の よ うな 芳 香 が あ た りに た だ よ う ので あ る[杉 島　 　・::・ 。

　 イ ネ 。レケが,1年 中で も っと もさか んに や って くるの は,8月 か ら10月 に か けて

の 時期 で あ るとい う点 で,人 々 の見 解 は一 致 して い る。 だが,こ の時 期 を す ぎ て もf

油 断 は禁 物 で あ り,イ ネ ・レケ は,稲 刈 りが 終 了 す る翌 年 の5月 ご ろま で,し ば しば

姿 を み せ るの だ とい わ れ る133)。

　 2・9・2　 伐 採 の 準 備

　 開 墾(gaga)は,ほ ぼ2年 ごと に お こなわ れ るが,開 墾 を 計 画 す る もの は,1年 中

で 雨 量 が も っと も減 少 す るヘ ラの期 間 に 開墾 を は じめ る。 しか しなが ら,開 墾 は,多

分 に危 険 性 を は らん だ仕 事 だ と考 え られて お り,そ のた めに,人 々は,卜 占を お こな

うば か りで な く,予 兆(pera　 pati)に も注 意 を は ら う。

　 開墾 の予 定地 が きま る と,ソ ー ・ボ カ ・ア ウso　bhoka　auが お こなわ れ る。 ソー ・

ボ カ ・ア ウ と は,ア ウauと よば れ るか た い竹 の 「先 端 部」(bhoka)を 火 で あ ぶ って 破

裂 させ,そ の亀 裂 の か た ちで 予 定 され て い る行 為 のr可 否」(molo　 di　iroa)を う らな う

方 法で あ る。 も し亀裂 が繊 維 に そ って ま っす ぐに走 れ ば,予 定 され て い る行 為(た と

133)イ ネ・レケに関する体験談や物語 は,妖 術者 に関する ものと くらべるな らば,や や少 ないと

いえるが,そ れで もかなりの量にのぽる。ここでのべたことは,イ ネ ・レケについて語 られる

ことのご く一部であ り,イ ネ ・レケについては,い ずれ機会をあ らためて報告をお こなう。
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え ば,予 定 の場 所 で の開 墾 を お こな う こと)は 実 行 に うつ され るが,そ うで な い 場合

に は,み あわ され る ことに な る。

も しソー ・ボ カ ・ア ウの 結 果 が よ け れ ば,つ ぎに お こな わ れ る の は夢 見 に よ る判 断

(nipitei)で あ る。 開 墾 の予 定 地 か らタ イ ・フ ァカta'ifaka,す な わ ち土 の 上 に も りあ

が って い る ミミズ(hati)の 排 泄 物(ta'i)を ひ ろ って きて,抱 い て ね て み る わ け で あ

るが,悪 い夢(nipi re'e)の を み た と きに は,ソ ー ・ボ カ ・ア ウの 場合 と お な じよ うに,

予定 して い た 場所 で の開 墾 はみ あ わ され る。

以 上 の よ うな ト占 が すべ て 「可 」 とで た 場合,人 々 は,い よ い よ開 墾 の作 業 に と り

か か る。 最 初 の4日 間 の作 業 は,ン グ テ ィngetiと よば れ,開 墾 予定 地 の周 囲 を 伐 採

し,畑 地 の境 界 を 確 定 す る作 業 を お こな う。 この ン グ テ ィの作 業 は,少 しず つ お こな

わ れ な け れ ば な らず,10時 ごろ まで 働 い た だ けで 家 に か え り,昼 食 は家 にか え って 食

べ る。 そ して,午 後 は伐 採 の作 業 を さ しひ か え る。

この よ う に,ン グ テ ィの 仕事 が ゆ っ く りと した ペ ース で お こな わ れ る理 由 は,開 墾

の 予定 地 が,ラ ウ ェ lawe(危 険 な 土地)で ある とい う疑 い を,人 々が ま だ す て て い な

い か らで あ る。 つ ま り,ラ ウ ェで あ る こと を知 らず に,い きな り伐 採 を お こな うな ら

ば,突 然 の死 が お と ずれ るの だ とい われ る134)。 だ が,開 墾 予 定 地 の 周 囲 を少 しず つ

伐 採 し,夢 見 の 内容 に たえ ず 注 意 を は ら って い るな らば,大 きな危 険 に 直 面 せ ず に す

む ことが で き るので あ る。

2・9・3伐 採

ン グテ ィが お わ る と,伐 採 の作 業 は い よ い よ本 格 化 す る。 ま ず,山 刀(topo)を つ

か って 灌 木,竹,そ れ に草 を切 りた お す ガ ガ9架 α とよ ば れ る作 業 が お こ なわ れ る。

そ して,ガ ガが 終 了 す る と,大 きな 山刀(topo ria)や 斧(taka)を つ か って 大 きな 木

を切 りた お す ポ カpokaと よば れ る作 業 が お こな わ れ る135)。ガ ガ もポ カ もか な りの重

労働 で あ り,作 業 を お こな うの は,も っぱ ら男性 で あ る。

伐 採 に か ぎ らな い が,一 度に 多 量 の労 働 力 を必 要 とす る と きに は,村 の家 々を まわ

って手 助 け をね が った り,友 人 に 援 助を も う しで る。 そ して,働 きに きて くれ た人 に

は,休 憩 時 間 に タ バ コや ベテ ル チ ュー イ ン グをお こな うた め の 品 々(キ ンマ の果 穂 や ビ

ンロ ウの 実 な ど)を 供 し,じ ゅ うぶ ん な食 事 をふ るま うよ うに す る。 この よ うな労 働 力

134)す でにのぺたように,森 には,ニ トゥとよばれ る霊 がや どってお り,ラ ウェの危険性は,

「悪いニ トゥ(niturd's)に 遭遇する」(gena nitu re'e)と死んで しま うとい った説 明が語 られる場

合 もある。 しか しながら,い つ もラウェの危険性 とニ トゥの危険性が関連づけ られ るわけでは

ない。

135)た だ し,き わめて大 きな樹木 は,伐 採 されずに放 置され る場合が多いように思われ る。
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調達 の方 法 は,ガ タ ・ガ キBata　 gakiと よば れ る。 ま た,た が いに 労 力 を提 供 しあ う

少人 数 の集 団 をつ く り,そ の メ ンバ ー のな か で 順 番 に労 働力 を提 供 しあ う こ と(kema

9吻 もお こなわ れ な い で はな いが,こ の方 法 は,か な らず し も一 般 的 とは い え ない 。

　 伐 採 の作 業 は,さ ま ざ ま な予兆 に注 意を は らい な が らす す め られ る。 た とえ ば,伐

採 の 過 程 で モ ダ マ(リ オ語:leke,　 hoba　leke;学 名:Entada　 phaseoloides)カ コ'ゆくて を

さ え ぎ るほ ど繁 茂 して い る のが 発 見 され た場 合,開 墾 はた だ ちに 中止 され る。 モ ダ マ

は,リ オ語 で レケlekeと よ ば れ,ま た,8月 ～10月 に か け て の 時期 に は,イ ネ ・レ

ケ(モ ダ マ の母)と よば れ る危 険 な存 在 が や って くる(2・9・1参 照)。 これ らの こ

と を考 えあ わ せ るな らば,モ ダマ が 繁茂 して い る場 所 の 危 険 性 は,イ ネ ・レケの 危 険

性 と密 接 な 関連 を も って い るよ うに 思 わ れ て くる。

　 ま た,ム デ ・ンバ ンガmude　 mbangga(和 名:コ ブ ミカ ン も し くは ス ワ ンギ,学 名:

Citrus　hystrix)の 葉 と よ く似 た,ウ ヌ ・ンバ ンガzvunu　 mbangga(コ ブ ミカ ンの葉)と

よば れ る昆虫 をみ つ け た 場合 に は,そ れ を儀 礼 的 な方 法で 追 い は らわ な け れ ば な らな

い。 そ れ と い う の も,ウ ヌ ・ンバ ンガ を追 い は ら って おか な い と,た とえ収 穫 が よ く

て も,開 墾 を お こな った 者 も しくは 世 帯員 の だれ か が 死 ぬ こ とに な るか らで あ る136)。

　 ウ ヌ ・ンバ ンガ を 「追 い は ら う」(joka)に は,ニ ジ ョ ・ウヌ ・ンバ ン ガ 吻o御 〃鰍

mbanggaとよ ば れ る呪 文 が必 要 と さ れ る。 そ こで,人 々 は,ニ ジ ョ ・ウ ヌ ・ンバ ンガ

を知 って い る者(呪 医)を よんで きて,そ の 呪 文 を ウ ヌ ・ンバ ンガに さ さや い て も ら

う。 こうす る こ とに よ って は じめて,ウ ヌ ・ンバ ンガ を 開墾 地 の外 に なげ す て る こと

が 可 能 に な るの で あ る。 つ ぎに の べ るの は,マ キ ・ン ドリ ・ワ ンゲ に お いて 知 られ て

い る,数 少 ない ニ ジ ョ ・ウ ヌ ・ンバ ンガ の ひ とつ で あ る。

 bere no'o  ae, kolu no'o mesi. 水 と と もに 流れ,潮 と と もに沈 め。

136)ま た,竹 の ような 「節」をもつpoi　bei(つ かまえて運ぷ)と よばれ る昆虫(ナ ナフシの仲

間か?)が 発見 された場合に も,そ のまま作業をつづ けるな らば,死 者 がで るのだといわれる。

ポイ ・ベ イを追いは らうときには,つ ぎのような呪文 が必要 となる。

 bere no'o  ae, kolu no'o mesi. 
molu lau, wora bata. 

 We da  gharu,  jil da  gha. 

poi  bii,  ine kai gala.

水 とともに流 れ,潮 とともに沈め。

海に沈み,波 の泡になれ。

悪い ものはむ こうへ,良 いもの はこち らへ。

ポイ ・ベイ,そ の 「源」 は死体を運ぶための担架。

　 この ポ イ ・ベ イの 危険 性 は,ウ ラ ・レ ジ ャ(天 空 神)の よ り しろで あ るア ウ竹 の もつ 危 険性

と類似 して い る。 ア ゥ竹 は,別 名so　 bpiと よ ばれ,建 材 と して もち い る こと が き らわれ る。 そ

れ とい うの も,SOと は,「(豚 な ど の供 犠 動 物 を どこか へ は こん で ゆ く ときに,4本 の足 を しば

った と こ ろに ア ゥ竹 を)さ しい れ る」 こ とを 意 味 し,beiと は,「 かつ いで ゆ く」 こ とを 意 味 す

るか らで あ る。つ ま り,ア ウ竹 は,人 間を 死 へ とみ ちび くもの な の で あ る。

　 だ が,一 説 に よ る と,ウ ヌ ・ンバ ンガや ポ イ ・ベ イよ り も危 険 な の は,hike　 s・no　hol・(hiku

とい う種 類 の 蛇 が地 面 に頭 をつ っ こん でい る状態)で あ り,こ れ は,ウ ヌ ・ンバ ンガや ポ イ ・

ベ イ とは こ とな り,追 い は らう こと が不 可能(joka　 talo)と され る。
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molu lau, wora  bats. 

 re'e da gharu,  jie da gha. 

wunu mbangga,  ine kai polo  ria.

海 に 沈 み,波 の泡 に なれ 。

悪 しきは む こうへ,良 き は こ ち らへ。

ウ ヌ ・ンバ ンガ,そ の 「源 」 は ポ ロ ・リア

(大妖 術 者)。

　 予 兆 に は,以 上で の べ た ア ジェ ・レケや ウ ヌ ・ンバ ンガ と い った 悪 い 予 兆(pera

pati　eo　re'e)の ほか に,開 墾 地 に 稲 が 自生 して い るの を発 見 した り,女 性 と の性 交 や

子 供 の夢 を み る とい った,良 い 予 兆(pera　 pati　eo　ji'e}も あ る。

　 2・9・4　 ンバ マ ・カ ー ウェサ

　 す で に の べ た ように,新 畑 の儀 礼体 系 で は,ン バ マ ・カ ー ・コエが 終 了 す る と,ン

バ マ ・カ ー ・ウ ェサ 励 α脚 肋 ω伽 と よ ば れ る儀 礼 が お こな わ れ る。 これ に対 して,

旧畑 の儀 礼 体系 で は,ン バ マmbamaと よ ば れ る儀 礼 は1回 しか お こなわ れ ない 。 だ

が,こ の 儀 礼 は,ン バ マ ・カ ー ・ウ ェサ とお な じ儀 礼 内容 を も って い る。 した が って,

以 下 の記 述 は,新 畑 の儀 礼 体 系 に 属 す ンバ マ ・カ ー ・ウ ェサ に 関 す る もので はあ るが,

旧畑 の儀 礼 体 系 に属 す ンバ マ の記 述 を か ね る もので もあ る。

　 すで に のべ た よ うに,ポ ド ・ンバ マ(ン バ マ儀 礼 専 用 の土 釜)が こわ れ る と,あ た

ら しい土 釜 を わ れ た 土 釜 と お きか え る,ラ ー ・ポ ドra　podo(土 釜 に血 をつ け る)と

よ ば れ る儀 礼 が お こなわ れ る。 この儀 礼 は,通 常,ン バ マ(ン バ マ ・カ ー ・コエ,ン

バ マ ・カ ー ・ウ ェサ,ン バ マ)が お こ なわ れ る 日の午 前 中に お こな わ れ る。 ンバ マ ・

カー ・ウ ェサ の 記 述 へ と す すん で ゆ くま え に,以 下 で は,ま ず ラー ・ポ ドの 儀 礼 に つ

い て のべ る ことに しよ う。

　 1983年8月27日9時37分:ヨ セ ブ ・ボ カ(表10参 照)が,米 の は い った手 さげ の 編 み

カ ゴ とべテ ル チ ュ ーイ ン グを お こな うた め の 品 々(ビ ンロ ウ の実,キ ンマ の果 穂,石

灰)の は い っ た レンバ ・ナタremba　 nata(編 み 箱)を もって,ワ ンゲ ・ンベ テWangge

Mbete(図7参 照)の 遺 骨 箱 が 安 置 され て い るオ ネ ・リア の 中二 階 に の ぼ る。 ポ ド・ン

バ マ の所 有 者 で あ るマ ル クス ・セ ラMarkus　 Sela(図7,表11参 照)が,持 参 した 小 さ

な 豚(身 動 きで きな い よ うに4本 の 足 が しば られて い る)を ヨセ ブ ・ボ カに わ たす 。 そ

して,み ず か ら も中二 階 に の ぼ る。 つ づ い て,洗 面 器が マル ク ス ・セ ラに わ た され る。

　 9時38分:ヨ セ ブ ・ボカ が豚 の首 す じに ナ イ フを つ き刺 し,あ ふ れ で る血 を マ ル ク

ス ・セ ラが 洗 面 器で う け る。 マ ル クス ・セ ラ は,あ ば れ る豚 を しっか りとお さえ る。

　 9時40分:ヨ セブ ・ボ カが,上 記 の手 さ げ の編 み カゴ か ら,米 をつ まんで ワ ンゲ ・

ンベ テ遺 骨 箱 とそ の わ き の石 の 上 に お き,つ づ いて,石 の 上 に ビ ンロ ウ の実,キ ンマ
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の果穂,石 灰をおく。そ して,豚 の血を遺骨箱とそのわきの石になす りつけ,つ ぎの

ように言上する。

ka  tu'e sai  Wangge  Mbete. 

 podo  eo  Sela, 

 pusi  eo muri, peja  eo meta. 
susu nggua  Leu Du'a, 

nama bapu Woda Kumi  Mera. 

ro  ji'e, baja  pare  we'e. 

petu keta, rango  now. 
tebo  ma'e dego,  lo  ma'e  liko. 

tebo tu'a  ngere su'a, 

 lo maku  ngere watu. 

 to  ma'e  le, 

 weru  ma'e  ngginggu. 

pati do ka, ti'i do  ru'e  ina. 

pusi walo  eo muri, 

peja walo  eo meta  ina. 

podo  Sela Jara.

さあ,お 食 べ くだ さい,ワ ンゲ ・ンベ テ。

マ ル クス ・セ ラの土 釜 を,

あた ら しい もの と と りか え ま す13?)。

レウ ・ドゥア の 御世 か らの 儀 礼 を お こな い,

ウ ォダ ・ク ミ ・メ ラの御 世 が らの儀 式 を遂

行 しま す。

病気 が な お りま す よ うに138》。

熱 い もの が冷 た くな ります よ うに139》。

健 康 で あ りま す よ う に。

身 は鉄 の よ うに か た く,

体 は石 の よ うに じ ょ うぶに な りま す よ うに。

た たい て も,う こか ず,

ゆ さぶ って も,び くと も しませ ん よ うに。

食 べ 物 を お供 え い た します 。

あ た ら しい もの とと りかえ ます。

セ ラ ・ジ ャラ(マ ル クス ・セ ラ)の 釜 を。

　 9時42分:ヨ セ ブ ・ボ カ とマ ル クス ・セ ラが 中二 階 か らお り,豚 は,オ ネ ・リア の

外 に だ され る。 ヨセ ブ ・ボ カが,オ ネ ・リア の 居 間 に お か れ て い るマ ル クス ・セ ラの

あ た ら しい 土 釜 に,洗 面 器 に はい って い る豚 の血 を 少 量 こす りつ け る。

　 ユ リウ ス ・ラ トゥ(表10参 照)が,オ ネ ・リア の左 わ きで 火 を た き,豚 の毛 を 焼 い

て こそ ぎ お とす作 業 を お こな い,そ れ がす む と,豚 は ただ ちに解 体 さ れ る。

　 11時15分:マ リア ・ウタ が オ ネ ・リアの左 側 の炉 で 準 備 して い た飯 と 肉 の料 理 が よ

うや くで きあ が る。 飯 は,マ ル クス ・セ ラが持 参 した米 を 炊 い た もの で あ り,肉 の料

理 は,さ き ほど屠 殺(wela)さ れ た 豚 の 肉 を煮 た もので あ る。 そ して,テ レ シア ・コ

137)こ れ は意訳で あり,個 々の単語 の意味は,jrusi(い れ る),60(英 語 のwhatの ような働 き

をする関係代名詞),muri(新 しい),peja(こ める),meta(青 い)で ある。

138)筆 者 は,「病気がなおるように」 という表 現がつかわれた理由につ いてたずね るのをわすれ

ていた。おそ らく,マ ル クス ・セ ラは,こ の ところ病気がちで,そ の原因が,ン バマ専用 の土

釜 がわれているにもかかわ らず,新 しいものととりかえていないことにあると,呪 医によって

判断されたか,あ るいは自分 自身でそ う判断 したためであろう。

この儀礼言語を構成する単語の個 々の意味は,ro(病 気 もしくは痛い),jf'e(良 くなる),

Baja(病),pawl(な おる)で あ る。

139)健 康 で正常な状態 は,「冷 た く」(纏 の,不 健康,病 的,異 常な状態 は,「熱い」(petu)と 表

現 される。
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リが,飯 と 肉を 足 つ きの 素焼 き の食 器(pane　 ha'i　bezva)に もる。

　 11時17分:足 つ きの 素 焼 きの食 器 に も られ た飯 と 肉 の料 理,そ れ に洗 面 器 に いれ ら

れ た生 の プス ・レマpusu　 lema(直 訳:心 臓 ・舌;説 明:心 臓,舌,そ れ に肺 臓 の一

部 をつ けた ア ゴか ら下 腹 部 に か けて の 肉で あ り,も っ と も価 値 の あ る 肉 と され る)が,

ワ ンゲ ・ンベ テの遺 骨 箱 の と こ ろに お かれ る140)。 ヨセ ブ ・ボカ が,飯 と肉 の 料 理 を

遺骨 箱 と その わ きの石 の上 に お く。 つ ぎ に プ ス ・レマ を ナ イ フで少 し切 りと り,そ れ

を遺 骨 箱 とそ の わ きの石 の上 に お く。 そ して,つ ぎの よ うに言 上す る。

ka  ru'e sai  Wangge  Mbete. 

pati do  Ica, ti'i do  ru'e  ina. 

pusi do  do muri, peja walo  eo meta. 

podo  Sela Jara. 
ro  ji'e, baja  pawe. 

petu keta, rango  nova  we'd. 
buru  ma'e sa pu'u, 

haka ma'e sa  be'gd. 

tebo di tu'a  ngerd su'a, 

 lo di  maku  ngere watu. 

 to  ma'e  le, 

 weru  ma'e  ngginggu.

さあ,お 食 べ くだ さい,ワ ンゲ ・ンベ テ。

食 べ 物 を お供 え いた しま す。

あ た ら しい もの と と りか え ます 。

セ ラ ・ジ ャ ラ(マ ル クス ・セ ラ)の 土 釜 を。

病 気 が な お りま す よ うに。

熱 い もの が冷 た くな ります よ うに。

病 気 に な りま せ ん よ うに。

身 は鉄 の よ うに か た く,

体 は石 の よ うに じ ょ うぶに な ります よ うに 。

た た いて も,う こか ず,

ゆ さぶ って も,び くと も しませ ん よ うに 。

　11時22分:遺 骨 箱 に供 え られ た 飯,肉 の料 理,プ ス ・レマ が 中 二階 か らお ろ され る。

この プ ス ・レマ は,ヤ コ ブ ・ン ドリ ・ワ ンゲ に あ た え られ る もの とな る。 ヨセ ブ ・ボ

カ は,足 つ きの素 焼 きの 食 器 に の こ って い る飯 と肉 の料 理 を食 べ,他 の者,つ ま りマ

ル ク ス ・セ ラ,ソ ロ モ ン ・ウ ォダ,ユ リウス ・ラ トゥ,テ レ シア ・コ リ,マ リア ・ウ

タ(表10参 照)は,鍋 や 釜 に の こ って い る飯 と肉 の料 理 を 皿 に と りわ けて 食 べ る。 こ

う して,ラ ー ・ポ ドの儀 礼 が 終 了 す る。

　 12時48分:ン バ マ ・カ ー ・ウ ェサ の儀 礼 が は じま る。 マ リア ・ウタ が,金 の 耳 飾 り

をつ け る。 この 金 の 耳 飾 りは,オ ネ ・リア に 保管 され て い る ン ボ ラ ・カ ド(タ ナ ・ワ

トゥに あ た え られ た 金)の 一 部 をな す もので あ る。

　 13時50分:オ ネ ・ リア の戸 が 閉 め られ,マ リア ・ウタ,ア ナ ス タ シア ・ム ク,マ ル

ガ レー タ ・ウ ェ ア,ク リス テ ィナ ・パ レ,テ レ シア ・コ リ(表10参 照)が,オ ネ ・ リ

ア の炉 の上 に あ る物 置 き(ola welu podo mbama)か ら(図24参 照),土 釜,ユ ウガ オ の

壺,ユ ウガ オ の椀,ヤ シ殻 の椀,飯 炊 き棒,飯 カゴ,大 き な編 み カ ゴな どを お ろ す。

140)こ のプス ・レマは,ン バマ儀礼 の主催者で ある ヤコブ ・ン ドリ・ワンゲにあたえ られ る。

　 このよ うなプス ・レマも乾燥肉にされ,注90で のべたプス ・レマとおな じよ うに消費 され る。
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　 14時00分:マ リア ・ウタ,ア ナス タ シア ・ム ク,マ ル ガ レータ ・ウ ェア,ク リス テ

ィナ ・/¥°レが,ユ ウガ オ の壺,ユ ウガ オの椀,飯 炊 き棒,ヤ シ殻 の 椀 を も って,近 く

の川(Lowo　 Woa,図35参 照)に むか う。

　 14時8分:川 で上 記 の よ う な食 器 や 道具 類 を洗 い お わ り,オ ネ ・リアに む か って 出

発 す る。

　 14時13分:オ ネ ・リアに 到 着 し,た だ ちに洗 って きた もの を ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の

座)に 近 い 竹床 の 上 に お く。

　 14時59分:マ ル ガ レー タ ・ウェ アが,オ ネ ・リァの右 側 の炉 を 清 掃 し,オ ネ ・ リァ

の外(左 側 後 方)に す て る作 業 を お こな う。

　 16時16分:女 た ちが,コ ー ヒー を飲 み な が ら休 憩 す る。 そ れ に,は や ば や とや って

きた ラ ンベル トゥス ・ウォ ロLambertus　 Wolo(図7参 照)が くわ わ る。

　 16時23分:マ ル ガ レー タ ・ウ ェァが,左 側 の炉 か ら火 だ ね を も って きて,右 側 の炉

で 火 を 燃 や しは じめ る。

　 16時25分:オ ネ ・リア か ら,飯 カ ゴ(kidha)と 大 きな 編 み カゴ(benga　 ria)が 外 に

だ され,ほ こ りを は らう作 業 が お こな われ る。

　 16時32分:マ リア ・ウタ が,オ ネ ・リァ の 右 側 の炉 に す わ り,ポ ド ・プ ウ(根 本 の

土 釜)を 炉 の三 つ 石 の上 に か け,た だ ちに 水 を い れ る。 飯 炊 きの は じま りで あ る。

　 16時36分:ラ ンベル トゥス ・ウ ォロが,コ コヤ シの実 を割 る作 業 を お こな う。

　 16時50分:フ ェ ロニ カ ・ウ ィニ が,割 られ た コ コヤ シの胚 乳 層 を す りお ろ す。

　 17時18分:コ コヤ シの実 を 割 る作 業 を おえ た ラ ンベル トゥス ・ウ ォ ロが,足 のつ い

た素 焼 きの 食 器(pane ha'i bewa)の に も られ た飯 を 手 で食 べ るが,副 食 物 とな る菜 は な

に もない 。

　 17時32分:コ コヤ シの胚 乳 層 をす り お ろす 作 業 を お え,コ コナ ッ ミル ク作 りが は じ

ま る。

　 18時4分:ニ ワ トリや 串刺 しの豚 肉を も った人 々が大 勢 や って くる。 ンバ マ ・カ ー

・コ エの と き とお な じよ うに,だ れ が 肉 を もって きた か を,ソ ロ モ ン ・ウ ォダが ノ ー

トに ひか え る。

　 20時39分:右 側 の炉 で は,6番 目 の釜(ヤ コブ ・ン ドリ ・ワンゲ の所 有 す る6つ の

土 釜 の最 後 の もの)が 火 に か け られ て い る。 左 側 の炉 で は,1番 目の 釜が 火 に か か っ

て い る。 上 流 後 方 の炉 と下 流 後 方 の炉 に は火 もは い って い な い。 だれ が,ど の 炉 を,

どの よ う な順 番 で つ か うか につ い て は,表11を 参 照 され た い。

　 村 の 円形 広 場 で は,に ぎや か に ガ ウ ィgawi(人 々が 螺 旋 状 に手 をつ な いで お ど るダ
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ンス)が お こなわ れ て い る。 今 回 の ンバ マで は1ソ ダsodha(ガ ウ ィの と きに う たわ れ

る歌)の 歌 い 手 が よ んで こ られ た ので,遠 くの村 か らも若者 た ちが や って きて 踊 りに

くわわ る。 蓄 電池 を 電 源 とす る拡 声器 か らア タ ・ソダata　 soda(歌 い 手)の 歌 声 が ひ

び きわ た り,人 々 が地 面 を ふ み しめ るた び に,地 響 きが オ ネ ・ リアに まで つた わ って

くる。 ガ ウ ィは,熱 気 を は らんで,夜 を徹 して お こな わ れ る。

　 8月28日3時:カ ロル ス ・タ リKarolus　 Tali(図7参 照)が,ベ ンガ ・ トコの前

で ニ ワ トリを 切 る作 業 を は じめ る。 そ の方 法 や ニ ワ ト リの 部 位 の分 類 は,7月10日 に

お こな わ れ た ンバ マ ・カ ー ・コ エ の と き と,ま った くお な じで あ る。

　 4時55分:ニ ワ ト リの大 半 を切 りおわ る。 ラ ンベル ト ゥス ・ウ ォ ロ もひか え て はい

た が,ほ とん どの 作 業 は,カ ロル ス ・タ リに よ って お こ なわ れ た 。

　 5時00分:ラ ン ベル トゥス ・ウ ォ ロ と カ ロル ス ・タ リが 上 流 後 方 の炉 の近 くに す わ

り,足 つ き の素 焼 きの 器 に も られ た飯 と肉 の料 理 を食 べ る。 この 食事 は,カ ー ・ゲ ト

・ナ ケka　 geto　nake(肉 切 りの食 事)と よ ば れ,ニ ワ ト リを 切 る作 業 を お こな った者

に ふ る ま わ れ る。 飯 は,ヤ コ ブ ・ン ド リ ・ワ ンゲ の提 供 した米 を炊 い た もの で あ り,

ま た,肉 の 料 理 は,人 々 が も って きた 肉(Hake　 mbama)の 一 部 を失敬 した もので あ る。

　 5時25分:右 側 の 炉 で は,12個 の釜 が炊 きあ が り,左 側 の 炉 で は,12番 目の釜 が 火

に か か って い る。 こ の12番 目の 釜 は,プ リプ ス ・ン ベテ の もので あ る。(表11に 記載 さ

れ て い る順 番 が ま も られ て い な い わ けで あ る が,そ うな って しま った 理 由 はわ か らな

い)。 そ して 上 流 後 方 の 炉 と下 流 後方 の炉 で は,す で に す べ て の 釜で 飯 が炊 きあ げ ら

れ,も はや つ か わ れ てい ない 。

　 6時28分:マ テ ィア ス ・テ ィロMatias　 Tiro(図7参 照)が オ ネ ・ リア の前 庭 に た

ち,ガ ウ ィ(人 々が 螺 旋状 に手 をつ ない で お ど る ダ ンス)が お こな わ れ て い る 円形 広

場 の方 をむ い て,つ ぎの よ うに さ けぶ 。

 o! Wolo! 

geto  nake!

オ ー!ウ ォ ロ(ラ ン ベ ル ト ゥ ス ・ウ ォ ロ)!

肉 切 り を し ろ!

　 この行 為 ほ,パ イ ・ゲ ト ・ナ ケ ρ認9吻 麗認(肉 切 りを よぶ)と よば れ る が,ラ ン

ベル トゥス ・ウ ォ ロは,す で に オ ネ ・リアの な か に い る。 パ イ ・ゲ ト ・ナケ は,ラ ン

ベル トゥス ・ウ ォロが,オ ネ ・リァ の なか に い るか ど うか に か かわ りな くお こな わ れ

る ので あ る。7月10日 の ンバ マ ・カー ・コ エで は,マ テ ィア ス ・テ ィロ がい な か った

ので,パ イ ・ゲ ト ・ナ ケ はお こな わ れ なか っ た。

　 6時38分:ラ ンベル トゥス ・ウ ォロ の指 示 で,カ ロル ス ・タ リが,切 られ ず に の こ

って い た ニ ワ トリを 切 りは じめ る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 703
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　 ンバ マ ・カ ー ・コ エの と き とお な じよ うに,モ セ ス ・ハ ル(表10参 照)が オ ネ ・リ

アに はい って きて,ア タ ・ピ レ(ン バ マ の と きに オ ネ ・リアで 飯 を 食 べ る ことが で き

な い 人)た ちが オ ネ ・リアに も って きた 肉を,オ ネ ・ピ レに も って ゆ く。 ア タ ・ピレ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コ

と オ ネ ・ピレにつ いて は,2・7・4に おい て す で に説 明 した ので,こ こで は くりか

え さな い。

　 6時40分:ポ ロ ・ンゲ タ と よば れ る料 理 の 材 料 と して,カ ロル ス ・タ リが,頭,手

羽 先,つ ま先 を 切 りお と した ニ ワ ト リを,ま な 板 の 上で た た いて ミンチ 肉 をつ くる。

そ の後,ポ ロ ・ンゲ タ をつ くる作 業 が お こ なわ れ るが,つ く り方 につ い て は,2・7

・4に おい て くわ しくのべ て おい た ので
,こ こで は くりか え さ な い。

　 6時42分:オ ラ ・テ オ(居 間 の中央 に棟 木 か らつ りさ げ られて い る物 を か けて お く

た め の鹿 の 角)か ら大 型 の野 ネズ ミを はず して,そ の 左後 足 を切 断 す る(ン バ マ ・カ

ー ・コ エで は
,右 後 足 が 切 られ た ことか ら もわ か るよ うに,切 られ るの は,右 足 で も

左 足 で も よい。 だ が,か な らず 後 足 で な けれ ば な らない)。 そ して,の こ りの 部 分 は,

ふ たた びオ ラ ・テ オ に も ど され る。 そ して,大 型 の 野 ネ ズ ミの左 後足 を2切 れ の 豚 の

脂 身 で つ つ んで,ヒ モで しば る。 ンバ マ ・カー ・ウ ェサ の と きに の こ され た 大 型 の 野

ネ ズ ミの 肉 は,後 日,ミ ーア エmi　 aeと ピグ ・ウマ ・ング ・バ プpigu　 u〃as　nggua　 bapu

と よば れ る儀 礼に お いて 消 費 され る。

　 6時55分:ハ ワ ・プ ウ(根 本 の土 鍋)が 右 側 の炉 に か け られ,そ のな か に,大 型 の 野

ネ ズ ミの 後 足 を豚 の脂 身で くるん だ ものが い れ られ る。 そ して,す ぐに コ コナ ツ ミル

クとニ ワ ト リの胸 と足 が くわ え られ る。 料 理 人 は,ド ナ トゥス ・マ リDonatus　 Mali

(図7参 照)と ピウス ・ラ シPius　 Rasi(Pius　 Rasi　Wanggeと は べつ の人 物,図7

参 照)で あ る。

　 7時3分:マ テ ィア ス ・テ ィロが,オ ネ ・リア の 前庭 に た って,つ ぎ の よ うに 男 の

料 理 人 た ちを よ ぷ。

 o! ata haki mai  sai! オ ー!　 男 ど も こっ ちへ こい1

　 7.月10日 に お こな わ れた ンバ マ ・カ ー 。コエ で は,マ テ ィア ス ・テ ィロが い な か っ

た ので,大 声 で 男 た ち が よ ばれ る こ と はな か った。

　 7時5分:左 側 の炉 に鉄 の大 鍋 が お か れ,そ のな か に コ コナ ツ ミル クと水 が そ そ ぎ

こ まれ,つ づ いて 豚 肉が い れ られ る。料 理 人 は,ベ ネデ ィ ク トゥス・ンベ テBenediktus

Mb6t6(図7参 照)と ス テ フ ァヌス ・ス ラStefanus　 Sura(図9参 照)で あ る。

　 7時16分:上 流後 方 の炉 で は,左 側 の炉 の鉄 鍋 に は い り き らなか った豚 肉が 煮 られ,
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下 流 後 方 の炉 で は,ニ ワ トリの頭,手 羽先,背 が 煮 られ る。 料 理 人 は,ア ン ドレァ ス

・バ イAndreas　 Ba'i(図7参 照)で あ る。

　 7時35分:レ ン ドの炉 で,ベ ネ デ ィ ク トゥス ・ンベ テが ニ ワrリ の 脂尻 を煮 は じめ

る。 マ ガ ・ベ ー ワ の炉 で は,ス テ フ ァヌ ス ・ス ラが ニ ワ ト リのつ ま先 を 煮 は じめ る。

　 7時42分:オ ネ ・リアか ら,プ リプ ス ・ンベ テ とサ ミュエ ル ・レバ(表10参 照)が

祭 祀 畑 に む けて 出 発 す る141)。 か れ ら は,オ ネ ・リアに か え って くる まで の あ い だ,

道 ゆ く人 と 口を きい て は な らな い 。

　 プ リプ ス ・ン ベ テ は,ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の座)に お か れて い た 斧 を右 手 に も ち,

こわ れ て い る ユ ウ ガ オの壺(kobho　 lo'o)を 左 手 に もつ。 この ユ ウ ガ オの 壺 は,昨 日,

川 で 洗 わ れ た もの のひ とつで あ り,本 来 な らば,そ の な か に は,ク ク ィ ノ キの実 をす

りつ ぶ して 水 と まぜ た アエ ・フ ェオaefeo(ク ク イ ノ キの 実 の 水)と よば れ る もの が

は い って い な け れ ば な らな い。 サ ミュ エル ・レバ は,オ ネ ・リア の ウ ィス ・ル ル(祖

霊 の 座)に つ る して あ った 儀 礼 用 の肩 か け編 み カ ゴ(mbola)を 肩 に か け,右 手 に はタ

イ マ ッ@α)を もって い る。 儀 礼 用の 肩 か け編 み カ ゴに は,ナ イ フ,干 飯(hibi)の は

い った手 さ げ の編 み カ ゴ(huko),石 灰 の はい った 石 灰 い れ(supa　 oka),ビ ンロ ウの実,

キ ンマ の果 穂,レ ンバ ・ナ タ remba　nata(ベ テ ル チ ュー イ ングを お こな うた めに 必 要

な もの を の せ る真 鍮 製 の 皿)が は い って い る。

　 ンバ マ 儀 礼 の 進行 は,多 量 の 飯 を炊 かな けれ ば な らな い た め に,ど う して もお くれ

が ちに な る。 そ の た めに,プ リプ ス ・ン ベテ とサ ミ ュエル ・レバ が祭 祀 畑 に 出発 す る こ

ろ に は,も はや タ イ マ ツ をつ か う必 要 の な い時 刻 と な って い る。 だ が,祭 祀 畑 に い く

と きに は,か な らず タ イ マ ッを もって い か な けれ ば な らな い。 したが って,実 際 の 時

刻 はど うで あれ,か れ らは,「夜 」 の う ちに祭 祀 畑 に 出発 しな けれ ば な らな い ので あ り,

さ らに い うな らば,ン バ マ儀 礼 は,「夜 」 の あ い だ に お こな われ る儀 礼 な ので あ る。 他

の村 落 共 同 体で は,こ の こ とを 強調 す るか の よ うに,た と え あか る くな って も,ン バ

マ が終 了 す るまで の あ いだ,オ ネ ・リア の居 間 に 明 か りが と も して おか れ るので あ る。

　　7時56分:ウ ォ ロ ・フ ァイ村 とテ ボ ・ラ カ村 の 中間 地 点 まで きた と き,サ ミュエ ル

　・レバ が,コ コヤ シの 木 に登 り,若 い ココ ヤ シの 実(nio　 ngura)を もぎ と って くる。

141)か れ ら2人 は,の ち ほ どの べ る よ うな理 由か らat　awesa(散 布 す る人)と よ ばれ るが,マ

テ ィア ス ・テ ィロ は,か れ らが ま さ に出 発 しよ う とす る と きに も``o!　 ata　wesa　ma　isai!"(オ

ー!ア タ ・ウ ェサ,こ っちへ こい!)と よ ぷ のだ といわ れ る。 しか しな が ら,筆 者 は,こ の よ

うに マ テ ィ アス ・テ ィ ロが よぶ の を きか な か った 。

ま た,他 の 村落 共 同体 に おい て,ata wesaは,祭 祀 畑 に 出発 す る ま え に,ま ず,コ コヤ シの

油(lengi nio)を 頭 にぬ って髪 を と との え る(kosa holo)。 ま た,ン ボ ラ ・カ ドの一 部 を な す金 の

装 飾 品 を 身 につ け る こ と もお こな わ れ るが,マ キ ・ン ド リ ・ワ ンゲ で は,こ の よ うな こ とは お

こなわ れ な か った 。
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(1)プ リプス ・ンベテ

② サ ミュエル ・レバ

㈲ 斧

(4)こ われてい るユウガオの壺

㈲ 半分 にわ られた ココヤシの実

(6)レ ンバ ・ナタrumba　 nata(ビ ンロウの

実な どをいれ てお く真鍮製 の皿)

⑦ スパ ・オ カsupa　oha(石 灰 をいれ る容

器)

(81下 方の カオ ・ウィニ(畑 の祭場〉にた

て られ ているヒロハ ノジアオイの木

(9}儀 礼用の肩かけ編み カゴ

(10)干飯 をいれた手さげ編 みカ ゴ

⑪ ナイフ

⑰ タイマ ツ

図2ア 祭 祀 畑 に お け るプ リプ ス ・ンベ テ と サ ミュ エル ・レバ

そ して,プ リプス ・ンベ テ と合 流 して祭 祀 畑 に むか って す す んで ゆ く。

　 8時7分:祭 祀 畑 に 到 着 す る。 祭祀 畑 に は}す で に のべ た よ うに,畑 の 上 端 と下端

のそ れ ぞ れに カ オ ・ウ ィニkao wini(畑 の 祭 場)が あ る が(図40参 照),畑 の 下端 の

カ オ ・ウ ィニ に た て られ て い る ヒロバ ノ ジァ オ イ の木(tebo　 denu)の 上 に,サ ミュエ

ル ・レバ が飯 干(hibi)を のせ る。

　 つ ぎに プ リプ ス ・ンベテ が,斧 で ココ ヤ シの 実 を た た き割 る と,胚 乳 液 があ た りに

飛 び ち る(図27参 照)。 つ づ い て,サ ミュ エル ・レバ が,ナ イ フを つ か って コ コヤ シ

の 実 を完 全 に 割 る。 本 来 な らば,こ こで,コ コヤ シの 胚乳 液 を ア エ ・フ ェオ とま ぜ て,

畑 に散 布 す る(wesa)の す るわ けで あ るが,先 述 の よ うに ユ ゥ ガ オの 壷 が こわ れ て い る

た め に,こ の ウ ェサ wesaを お こな う こと はで きな か った142)。 だ が,プ リプス ・ン

ベテ と サ ミュ エル ・レバ は,ア エ ・フ ェ オを 祭 祀畑 に散 布 す る役 割 を に な って い るの

で,ン バ マ 儀 礼 の 文 脈 に お い て ア タ ・ウェサata wesa(散 布 す る人)と よ ば れ る。

　 レ ンバ ・ナ タremba　 nata(ベ テ ル チ ュー イ ン グを お こな うた めに 必 要 な もの を の せ

る皿)に お か れ て い る ビ ンロ ウ の実,キ ンマ の果 穂,石 灰 で,プ リプ ス ・ンベ テ とサ

ミュ エル ・レバ が ベ テル チ ュ ー イ ン グを お こ な う。 唾 液 が 赤 くな る と,口 の な か に あ

る もの を,割 った コ コヤ シの実(図27参 照)の な か に すべ て は きだ す。 そ の後,お な

じこ とを も う一 度 く りか えす 。

　 8時12分:儀 礼 用 の肩 か け編 み カゴ に,レ ンバ ・ナ タ,石 灰 い れ,手 さげ の編 み カ

ゴ な どを い れ て,か え り じた くを す る。 祭 祀 畑 に や って きた と き とお な じよ う に,プ

142)プ リプス ・ンベテは,祭 祀畑にアエ ・フェオを散布す るときには,祭 祀畑の下端 にもうけ

られているカオ ・ウィニ(畑 の祭場)に た って4回 まわ りなが ら,ア ェ ・フェオを散布す ると

のべていた。
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リプ ス ・ン ベ テが斧 とユ ウガ オの 壺 を も ち,サ ミュ エル ・レバ が タ イマ ツ と儀 礼 用の

肩 か け編 み カ ゴを もつ。

　 これ以 後,つ ま り,8月27日 の夜 か ら数 え て,4晩 の あ い だ祭 祀 畑 へ の 立 ち入 りが

禁 止 さ れ る。 実 際 の 時 刻 か らす れば,す で に8月28日 に な っ て い るわ けで あ るが,儀

礼 的 に は,プ リプ ス ・ン ベテ とサ ミュ エル ・レバ が畑 に ゆ くの は,8月27日 の 夜 で な

けれ ば な らな い ので あ る。

　 8時42分:プ リプ ス ・ンベ テ とサ ミュエル ・レバ が オ ネ ・リア に 到着 す る。 だが,

か れ ら は,す ぐに は オ ネ ・リア の な か に は い らず,し ば ら くのあ い だマ ガ ・ロ オmaga

Lo'o(図25参 照)に す わ って い る。

　 9時14分:土 釜 か ら飯 をだ して,ベ ンガ ・ トコと よば れ る板 壁(図16参 照)の 前 に

お かれ て い る4つ の大 きな編 み カ ゴに い れ る作 業 が お こな わ れ る。

　 10時2分:ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の座)に お かれ て い るユ ウガ オ の壺 に は,す で に 飯

と肉 の料 理 がっ め られ,ベ ンガ ・ トコの前 に おか れ て い る4つ の大 きな編 み カ ゴに も,

飯 が 山 も りに は い って い る。9時14分 か らこ の段 階 に い た るま で の作 業 は,2・7・

4で の べ た ンバ マ ・カ ー ・コ エの 場 合 と ま った くお な じな ので,こ こで は,く わ しい

記 述 を 省 略 す る。

　 10時6分:ヤ コブ ・ン ドリ ・ワ ンゲ が,ラ ギ(男 性 用 の腰 布),レ ス(頭 に ま く布),

ル カ(肩 か け)と い った 「伝 統 衣 装 」 を 身 に つ け,首 長(リ ア ・ベ ー ワ,村 落 共 同体

の長)と して の 地 位 を 表 象す る ス ケ(象 牙 の 腕 輪)を 両腕 に は め る。

　 10時7分:マ テ ィア ス ・テ ィロ が オ ネ ・リア の 前 庭 に た って,つ ぎ の よ うに大 声で

さけぶ 。

o!ata　 haki　mai　 sai!　 　 　 　 　 　 　 　 オ ー!　 男 ど もや って こい!

　 す る と,男 た ちが,鍋 と蓋 つ きの 飯 カ ゴ を もって,つ ぎつ ぎ とオ ネ ・リアに は い っ

て くる。

　 10時15分:オ ネ ・リアに か え って きて は い た もの の,マ ガ ・ロオ に す わ って い た プ

リプス ・ン ベテ と サ ミュ エル ・レバ が は い って きて,祭 祀 畑 か ら も ちか え った ユ ウガ

オ の壺(kobho　 lo'o)を ウ ィス ・ル ル の近 くの 床 に お き,儀 礼 用 の肩 か け編 み カ ゴを ウ

ィス ・ル ル の壁 に か け る。

　 10時24分:オ ネ ・リア の戸 が しめ られ た の ち,6つ の小 さ な蓋 つ きの 飯 カ ゴが 用 意

され,そ の それ ぞ れ に,ベ ンガ ・トコの前 に おか れ て い る大 きな編 み カ ゴか ら飯 が つ

め られ る。 そ して,そ の飯 の上 に,肉(ハ ワ ・プ ウで 煮 られ たニ ワ ト リの足 も し くは
　 　 　 　 　 　 、
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胸 で あ り,居 間 の 左後 方 に おか れ て い た)が のせ られ,蓋 が か ぶせ られ る。

　 10時31分:ワ ンゲ ・ン ベ テの 遺骨 箱 が 安 置 され て い る中 二階 に,プ リプス ・ンベ テ

が の ぼ る と,飯 と 肉 をっ めた 小 さな蓋 つ き飯 カ ゴ のひ とつ が手 わ た され る。 プ リプ ス

・ン ベテ は
,飯 カ ゴ の蓋 を あ けて,ワ ンゲ ・ンベテ の 遺 骨箱,そ のわ きに あ る石,ウ

ラ ・レジ ャの よ り しろ(549α ω〃1α勿 の,そ の わ きの石 とい う順 序 で 飯 と 肉 を 少 しず

つ の せ て ゆ く。 そ して,つ ぎ の よ うに言 上 す る(図26参 照)。 人 名 につ い て は,図7

を 参 照 され た い。

ka  rue sai  Wangge  Mbete  ina. 

 Wangge  Mbete,  Wangge Ndori, 

Tani Ndori, Ndori  Wangge. 

ka bou, pesa mondo gha  ina. 

kami susu do nggua, 

nama do bapu Woda Kumi  Mera. 

kami gaga di bo'o,  kiwi di  ad. 

peni  ngi, wesi nuwa  we'e. 

tebo di temu sai dego, 

 lo di  temu sai  liko. 

buru di  ?nal sa pu'u, 

haka di  ma'i sa  begi. 

wora sa wiwi, nunu sa  lema  we'd1-43). 

tebo di tu'a  ngire su'a, 

 lo di maku  ngere watu. 

 to  ma'd  le, 

 weru  ma'e  nggenggu. 

gaga di bo'o,  kiwi di  ai  we'i.

さあ,お 食 べ くだ さい,ワ ンゲ ・ン ベテσ

ワ ンゲ ・ンベ テ,ワ ンゲ ・ン ド リ,

タ ニ ・ン ドリ,ン ド リ ・ワ ンゲ 。

こ こに あつ ま って,お 食 べ くだ さい 。

ウ ォダ ・ク ミ ・メ ラの 御 代 か らの儀 礼 を お

こな い,儀 式 を遂 行 しま す。

豊作 に な ります よ うに。

家 畜 がふ え ます よ うに。

健 康 で あ ります よ うに。

病 気 に な りませ ん よ うに。

人 々の結 束 が か た くな りま す よ うに 。

身 は鉄 の よ うに か た く,

体 は石 の よ うに じょ うぶ に な ります よ うに。

たた い て も,う こか ず,

ゆ さぶ って も,び くと も しま せ ん よ うに。

豊 作 に な りま す よ うに 。

　 プ リプ ス ・ンベ テが 祝 詞 を言 上 して い る あい だに,飯 と肉 を つ め た5つ の小 さな 蓋

つ きの 飯 カ ゴ が オ ネ ・リア か ら,'外 に ひか え て い る若 者 た ちに わ た され る。 この5つ

の飯 カ ゴ は,オ ネ ・リア の戸 口の す ぐ前 に あ るタ ナ ・ワ トゥの よ り し ろ(saga　 tang

ω伽),オ ネ ・リァ の背 後 に あ るワ トゥ ・ジ ュ ー ・ア ンギ(1・4・2参 照),オ ネ ・

リアの 前 庭 に あ る ンベ テ ・ワ ンゲ の 墓,村 の広 場 に あ る ン ド リ ・ワ ンゲ の墓(図13参

照),そ れに テ ボ ・ラ カ村 に あ る トコの 墓 に も って い か れ,そ こに 供 え られ る。

　 10時33分:オ ネ ・リア の な かで は,男 た ちが,ポ ド ・プ ウ(根 本 の釜)の 焦 げ 飯 を

ポ ロ ・ン グタ と と もに食 べ る。 そ の食 べ 方 は,2・7・4で の べ た ンバ ÷ ・カー ・コ

143)こ れ は意 訳 で あ り,個 々の単 語 の 意 味 は,wora(怒 る),SA(ひ とつ の),wiwi(口),nunu

(話 す),lema(舌)で あ る。
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工の 場合 とお な じな ので,く わ しい 記述 は省 略 す る。 飯 に むせ る こと を凶 兆 とす る信

念 も,ン バ マ ・カ ー ・コエ の 場合 と ま った くお な じで あ る。

　 10時36分:昨 日川 で 洗 わ れ ウ ィス ・ル ル に お か れ て いた ユ ウ ガ オの 椀 が ひ とつ と ら

れ,ベ ンガ ・トコの前 に お か れ て い る大 きな 編 み カ ゴか ら飯 が も られ る。 この ユ ウガ

オの 椀 は,ウ ィス ・ル ル に お か れ る。

　 10時37分:飯 カ ゴ が居 間 の 床 一 面 に ひ ろ げ られ る。 そ して,こ れ らの飯 カ ゴに,ウ

ィス ・ル ル に お か れ て い るユ ウ ガオ の 壺 の飯 と ベ ン ガ ・ トコの前 の大 きな編 み カ ゴの

飯 がつ め られ て ゆ く。 そ して,こ の2種 類 の飯 が つ め られ た 飯 カ ゴが 男 た ち に くば ら

れて ゆ く。 この 飯 の分 配 法 は,2・7・4で のべ た ンバ マ ・カー ・コエ の場 合 と ま っ

た くお な じで あ る。

　 10時43分:プ リプ ス ・ンベ テ が,10時36分 に準 備 され た ユ ウガ オ の椀 か ら飯 を と り,

ユ ゥガ オ の壺 に も られ て い る肉 を ちぎ り,豊 穣 を もた らす ワ トゥ ・ニ パzvatu　 nipa(蛇

石)の は い った肩 か けバ ッグと ウ ィス ・ル ル に お かれ て い る石 の 上 に のせ て ゆ く。 祝

詞 の言 上 は お こな わ れ な か った。 ンバ マ ・カー ・コエ の と きに も,こ れ とお な じ こと

が お こな わ れ た と い う説 明 を 聞 い た が,調 査 期 間 中 に ンバ マ ・カ ー ・コエ は,1回 し

か お こな わ れ な か った ので,こ の情 報 の真 偽 を 確 認 す る こと はで きな か った。

　 11時2分:肉 の分 配 が は じま るが,そ の 方 法 は,ン バ マ ・カ ー ・コ エの 場合 とま っ

た くおな じな ので,く わ しい 記 述 は省 略す る。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

　 11時29分:男 た ちが い っせ いに大 きな奇 声 を あ げ て,こ こで ンバ マ ・リアが おわ る。

ひ きつ づ い て,ン バ マ ・ロ オ が は じま るが,こ れ も また,ン バ マ ・カ ー ・コ エ の場 合

とお な じで あ る。 男 た ちは,肉 と飯 の はい った鍋 や 蓋 つ きの 飯 カ ゴを もって,オ ネ ・

リア か らつ ぎつ ぎ とで て ゆ く。

　 11時38分:プ リプス ・ンベ テ の土 釜 か ら飯 が ユ ウガ オの 椀 に も られ,ウ ィス ・ル ル

に も って こ られ る。 また,左 側 の炉 で 料 理 され た豚 肉 の料 理 　 　 プ リプ ス ・ンベ テ の

所 有 す る土 釜 と対 の関 係 に あ る鍋 で 料 理 され た もので あ り,大 きな 鉄 鍋 で料 理 され た

もの と は こ とな る(2・7・4参 照)　 　 が,ユ ウガ オ の椀 に い れ られ て ウ ィス ・ル

ル に もって こ られ る。 プ リプ ス ・ン ベテが,こ の 飯 と肉 の料 理 を ウ ィス ・ル ル の石 の

上 に少 しず つ の せ て ゆ く。 祝 詞 の 言 上 は な い。 プ リプス ・ンベ テが 手 を つ か って 飯 を

4口 食 べ,さ き ほ ど肉 を料 理 して い た 男 た ちや,ま わ りに い た男 た ちが あ つ ま って,

ユ ウガ オ の椀 に の こ って い る飯 と 肉の 料 理 を食 べ る。

　 11時46分:右 側 の炉 に か け られて い るハ ワ ・プ ウ(根 本 の土 鍋)か らと りだ され た

大 型 の野 ネズ ミの 肉 が,ユ ウガオ の 椀 に いれ られ,ウ ィス ・ル ル に もって こ られ る。
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また,ユ ウガ オ の椀 に も られ た ポ ド ・プ ウの焦 げ 飯 が ウ ィス ・ル ル に お か れ る。 そ し

て,焦 げ飯 と大 型 の野 ネズ ミの 肉 が ウ ィス ・ル ル の石 の上 に 少 しず つ お か れ る。 この

儀 礼 行為 は,ク ウ ィ ・ング ドゥ ・ンバ マ ・ロ オ kuwi ngudu mbama lo'o(ン バ マ ・ロオ

に お い て焦 げ飯 を供 え る)と よ ば れ る。 祝 詞 の言 上 はな い 。 ふ た た び11時38分 と おな

じメ ンバ ーで 食 事 と な る。

　 11時55分:ユ ウ ガオ の 壷 に の こ って い た 飯 が,ユ ウガ オの 椀 に あ け られ る。 そ して,

男 の 子供 た ちが オ ネ ・リア に よ び いれ られ る。 子供 た ちが ウ ィス ・ル ル に や って きて,

ユ ウガ オ の椀 が ら飯 を 食 べ は じめ る。 そ して,ニ ワ ト リのつ ま先 を うけ と る。

　 12時00分:プ リプ ス ・ン ベテ と子 供 た ちが大 きな奇 声 を あ げて,ン バ マ ・ロ オが 終

了 す る。

　 2・9・5　 ミー ・ア ェ

　 新 畑 の儀 礼 体 系 で あ るな らば ンバ マ ・カ ー ・ウ ェサ,旧 畑 の 儀 礼 体 系で あ る な らば

ンバ マが お こ なわ れ た 夜 か ら数 えて4晩 めの 夜 に,ミ ー ・ア エ(水 を 甘 くす る)と よ

ば れ る儀 礼 が,ウ ォ ロ・フ ァイWolo　 Fai村 に あ る オ ネ ・ウ マ ・ング ア ・バ プone　 uma

nggua bapu(祭 祀畑 の家)と よば れ る家 で お こな わ れ る。

　 オ ネ ・ウマ ・ン グ ア ・バ プ は,祭 祀 畑 と関連 す るい くつ か の 儀 礼 が お こなわ れ る小

さな家(one)で あ り,そ こに 常 時 す んで い る者 はい な い。 他 の 村 落 共 同体 に は オ ネ ・

ウマ ・ング ア ・バ プが 存 在 しな いの で,農 耕 儀 礼 を お こな う うえ で,こ の よ うな 家 が

必 要 不 可欠 とい うわ け で は な い。 想 像 を た くま し くす るな らば,オ ネ ・ウマ ・ン グア

・バ プ は,ン ドリ・ワ ンゲ が 追 い は ら った とい わ れ る ロ ウォ ・コ レ人 が す んで い た 家 の

「な ご り」 な の だ と も考 え られ るが,こ の よ う な説 明 は,一 度 と して 聞 か れ な か った。

　 オ ネ ・ウマ ・ン グァ ・バ プ は,図15に えが か れ て い るオ ネ(通 常 の民 家)よ り も さ

らに小 さ な家 で あ り,マ ガ は な く,ま た居 間(one)に は,ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の座)

と右 側 の炉 だ け が存 在 す る(図15参 照)。

　 1983年8月30日18時29分:オ ネ ・ウマ ・ン グア ・バ プ の炉 に 土 釜 が か け られ て い る。

炉 に は,マ リア ・ウタ が す わ ってい る。

　 18時53分:マ リア ・ウタが,オ ネ ・リアか ら も って こ られ た乾 燥 豚 肉を 湯 の な かで

もみ あ らい をす る。

　 18時55分:エ リザ ベ ス ・パ ウが オ ネ ・ リアか ら もって きた編 み カ ゴか ら米 を だ し,

マ リア ・ウ タが,そ の米 を土 釜 のな か に いれ る。

　 18時57分:ア ナ ス タ シァ ・ム クが,コ コヤ シの実 の胚 乳層 を お ろす 。
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　 19時14分:サ ミュエル ・レバ が や って きて,オ ネ ・ウマ ・ン グア ・バ プ の ウ ィス ・

ル ルに おか れ て い るベ ンガ ・ピグbenga　 pigu(翌 朝 の ピグ儀 礼で つ か わ れ る編 み カゴ)

のな か に,ア ウ竹 で つ くった 稲 刈 り用 の ナ イ フ("'の を6本 いれ る。

　 19時28分:釜 が炉 の三 つ 石 か らお ろ され る。 そ して,水 と乾 燥 肉 を い れ た鍋 が火 に

か け られ る。

　 19時34分:ン バ マ ・カ ー ・ウ ェサで の こ して おか れ た 大 型 の 野 ネ ズ ミが半 分 に 切 ら

れ,そ の一方 が鍋 の なか に い れ られ る。 も う半分 は,明 日お こな わ れ る祭 祀 畑 の ピグ

で つ か わ れ る。

　 19時52分:マ リア ・ウタ が,コ コ ナ ツ ミル クを つ くりお わ り,肉 の煮 えて い る鍋 の

な かに いれ る。

　 20時15分:飯 と 肉 の料 理 が で きあが った の で,マ リア ・ウタ が ユ ウガ オ の椀 に も る。

　 20時20分:ヨ セ ブ ・ボカ が,飯 と 肉 の料 理 を ウ ィス ・ル ル の 石 の 上 に少 しず つ の せ

て,つ ぎ の よ うな祝 詞 を言 上 す る。 以 下 の人 名 につ いて は,図7を 参 照 の こと。

ka  ru'e sai,  Wangge  Mbete, 

Ndori  Wangge,  Wangge Ndori, 

Ema  Seke, Woda  Wangge, 

 Wangge  Mbete walo. 

ka rapa bou, 

pesa rapa mondo gha  ina. 

gha susu nggua  Leu Du'a, 
nama bapu Woda Kumi  Mera. 

gaga di bo'o,  kiwi di  ae. 

peni  nge, wesi nuwa. 

tedo tembu,  wesa  vela. 

 mba sai, gepa gena. 

 bra sambu, duga dua  we'd. 

pati miu ka, ti'i do  ru'd  ina.

さ あ,お 食 べ くだ さい,ワ ンゲ ・ンベ テ,

ン ドリ ・ワ ンゲ,ワ ンゲ ・ン ド リ,

エ マ ・セ ケ,ウ ォダ ・ワ ンゲ,

ワ ンゲ ・ン ベテ(Ata　 Ngga'e)。

あ つ ま って,お 食 べ くだ さい 。

レ ウ ・ ドゥア の御 代 か らの儀 礼 を お こな い,

ウ ォダ ・ク ミ ・メ ラの御 代 か らの儀 式 を 遂

行 します 。

豊 作 に な ります よ うに。

家 畜 が ふ え ま す よ うに。

作 物 が順 調 に 育 ち ます よ うに。

目的 が か な い ます よ うに。

す べ て が成 就 します よ うに。

食 べ 物 を お供 え い た します。

　 ヨ セ ブ ・ボカ と サ ミュ エル ・レバが,ウ ィス ・ル ルに 供 え られ て い る飯 と 肉 の料 理

を食 べ は じ め る。

　 20時48分:ヨ セ ブ ・ボ カ とサ ミュエ ル ・レバ が 食事 を お わ る と,女 た ち(マ リア ・

ウ タ,ア ナス タ シア ・ム ク,エ リザ ベ ス ・パ ウ,テ レ シア ・コ リ)が 食事 を す る。

　 ミー ・ア エ は,ロ ウ ォ ・コ レ人 の女 で あ る,マ リア ・ウタ と密 接 な関 係 を もつ儀 礼

で あ り,マ リア ・ウタ(と そ の助 手で あ るア ナス タ シア ・ム ク,ク リス テ ィナ ・パ レ)
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は,　 ミー ・アエ の ま え に,ヤ ム イモ,ン デ ロndelo(ヤ ム イモ の一 種),モ デ ィmodi

(ヤ ムイ モ の 一 種)を 食 べ る こ とが で きな い。 この禁 忌 を やぶ る と,彼 女 た ちは,血

便 ので る下 痢(ta'i　ra)や 血 ので るよ うな傷(neka　 ra)に 苦 しむ こ とに な るの だ と いわ

れ る。 だ が,ミ ー ・ア エが おわ る と,こ の禁 忌 は とけ,彼 女 た ちは,自 由 に各 種 の ヤ

ム イ モを 食 べ る こ とがで き る よ うに な る。

　 2'9'6　 祭 祀 畑 の ピグ

　 ミー ・アエ が終 了す る と,そ の 翌 朝 に は,ピ グpigu(つ か ま え る)と よば れ る祭 祀

(1)プ リプ ス ・ンベ テ

(2)サ ミュ エル ・レバ

(3)エ リザ ベ ス ・パ ウ

(4)ア ンセル ム ス ・ク ワ

㈲ ヤ コ プス ・ワ ンゲ

(6)フ ェ ロニ カ ・ウ ィニ

(7)ア ン ドレア ス ・バ イ

(8)ベ ネ デ ィク トゥス ・ペ カ

(9)マ ク シ ム ス ・テ ィポ

⑩ 上 方 の カ オ ・ウ ィニ(畑 の 祭場)に た て

　 られ て い る ヒ ロバ ノ ジ アオ イ の木

(11)ベ ン ガ ・ピ グ ・プ ウ(根 本 の 編 み カ ゴ)

⑫ ベ ンガ ・ピグ ・ダ イ(供 の編 み カ ゴ)

(13)稲 穂 の は い っ た6つ の 編 み カ ゴ

図28祭 祀畑における参加者たちの配置

(1)ヨ セブ ・ボカ

② サ ガ ・ウラ ・レジャ 〈天空神 の よりし

　 ろ)と よばれ るア ウ竹

(3>サ ガ ・ウラ ・レジャの わきにおか れて

　 い る石

(4)豊 穣 をもた らす ワ トゥ ・ニパ(蛇 石)

　 のはい った肩か けバ ッグ

⑤ 飯 と野ネズ ミの肉の料理がつめ られた

　 蓋っ き飯カ ゴ

⑥ ヒロバノ ジァオ イの葉

⑦ ベ ンガ ・ピグ ・プ ウ(根 本の編み カ ゴ)

⑧ ベ ンガ ・ピグ ・ダイ(供 の編みカ ゴ)

⑨ 通常の編 みカ ゴ

qo)穀 物倉

図29穀 物倉の前庭における脱穀後の状況
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畑 の稲 刈 りに と もな う儀 礼 が お こな われ る。 こ の儀 礼 は,村 落 共 同体 に お け る最 後 の

稲 刈 りに な って い る。

1983年8月31日7時41分:ウ ォロ ・フ ァイWolo　 Fai村 に あ る ヤ コ ブ ・ン ド リ ・ワ

ンゲ の所 有 す る穀 物 倉 の 前 庭(hanga)で は,大 きな 雑 草 を ぬ き,地 面 を な らす作 業 が

お こな わ れ て い る。 そ こに は,サ ガ ・ウ ラ ・レジ ャ(天 空神 の よ り しろ)と よ ば れ る

ア ウ竹 が 植 え られ て お り,ま た,そ の わ きに は平 たい 石 が お かれ て い る(図29参 照)。

　 オ ネ ・ウマ ・ング ア ・バ プ(祭 祀 畑 の家,2・9・5参 照)で は,マ リア ・ウ タ と

ア ナス タ シア ・ム クが,飯 を 炊 き,大 型 の野 ネズ ミ(ン バ マ ・カ ー ・ウ ェサ と ミー ・

ア エ に お い て の こ して お か れ た もの)の コ コナ ツ ミル ク煮 を つ くって い る。

　 7時59分:儀 礼 畑 か ら収 穫 され,編 み カ ゴに は い った ま まに な って い る稲 穂 の一 部

を,6つ の編 み カ ゴに つ めか え る作 業 が,穀 物 倉 の な かで お こな わ れ る。 作 業 に あ た

って い るの は,プ リプ ス ・ン ベテ,サ ミュ エル ・レバ,テ レ シア ・コ リの3人 で あ る。

祭 祀 畑 の作 物 は,害 虫 や 鳥 獣 に くいつ くされ て しま って お り,収 穫 物 を え る こと がで

きな い ので,こ の6つ の 編 み カ ゴが,の ち ほ ど祭 祀畑 に もって い か れ るので あ る。

　 8時7分:稲 穂 をつ めた6つ の編 み カ ゴが穀 物倉 か ら,オ ネ ・ウマ ・ング ァ ・バ プ

(祭 祀 畑 の 家)の マ ガ ・ロ オ(家 の 前 の軒 下 に あ る露 台,図15参 照)に も って こ られ る。

　 8時21分:オ ネ ・ウ マ ・ン グア ・バ プの マ ガ ・ロオ で,こ れ か ら祭 祀 畑 の稲 刈 りに

ゆ くマ ク シム ス ・テ ィ ボMaksimus　 Tibo(図11参 照),ア ン ドレ アス ・バ イAndreas

Ba'i(図7参 照),ア ンセ ル ム ス ・ク ワAnselmus　 Kuwa(図11参 照),ヤ コブ ス ・ワ

ンゲYacobus　 Wangge(図7参 照),ベ ネ デ ィク トゥス ・ペ カBenediktus　 P6ka(図

7参 照)が 飯 と大 型 の 野 ネ ズ ミの 肉 の コ コナ ッ ミル ク煮 を食 べ る。 か れ らは,た また

ま村 に い た ので 儀 礼 に 参 加 す るよ うに いわ れ た だ け で あ り,祭 祀 畑 の ピグ に いつ も参

加 す るわ けで は な い。

　 オ ネ ・ウマ ・ング ア ・バ プで は,プ リプ ス ・ン ベテ が,ユ ゥ ガオ の 椀 に も られ た飯

とヤ シ殻 の椀 に も られ た大 型 の 野 ネ ズ ミの 肉 を,ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の座)の 石 の上

に少 しずつ のせ る。 そ して,の こ っ た飯 と肉 を サ ミュ エル ・レバ,ヨ セ ブ ・ボ カ と と

もに 食べ る。

　 8時35分:オ ネ ・ウマ ・ング ァ ・バ プに 昨 夜 か らお か れて い た,ベ ンガ ・ピグ ・プ

ウbdnga　 pigu　pu'u(ピ グ儀 礼 の た めの根 本 の編 み カ ゴ)と よば れ る編 み カ ゴを プ リプ

ス ・ンベ テ が もち,ベ ン ガ ・ピグ ・ダ イbenga　 pigu　dai(ピ グ儀 礼 の た め の供 の 編 み

カ ゴ)と よ ば れ る編 み カ ゴを サ ミ ュエル ・レバ とエ リザ ベ ス ・パ ウ(表10参 照)が も

って,祭 祀畑 に 出発 す る。 他 の6人 は,稲 穂 の はい った編 み カ ゴを も って,か れ らの
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あ とに つ づ く。

　 8時40分:祭 祀 畑 に 到 着 す る。 ただ ちに 畑 の上 方(ghele)を む いて た ち,図28の よ

うな配 置 と な る。 プ リプ ス ・ン ベテ が,稲 穂 の は い った 編 み カゴ か ら6つ の 稲 穂 をつ

ま み と って,エ リザ ベ ス ・パ ウの毛 髪 で しば り,ベ ンガ ・ピグ ・プ ウに いれ る。 本来

な らば,こ のよ うな儀 礼 行為 は,祭 祀 畑 に 生 育 す る稲 を対 象 と して お こなわ れ るわ け

で あ るが(2・6・2参 照),祭 祀 畑 の作 物 は,鳥 獣 や 害虫 に 食 い つ くされて い るの

で,こ の よ うな こ とが,や む を え ず お こなわ れ るの で あ る。

　 つ づ いて,プ リプ ス ・ンベ テが,ベ ン ガ ・ピグ ・プ ウか ら,ア ウ竹 で つ くった 稲 刈

り用 の ナ イ フ(fi'a)を と りだ し,そ れ を6人 に1本 ず つ わ た す。

　 8時44分:6人 は,祭 祀 畑 の下 端 に ゆ き,稲 刈 りを お こな う動作 を しなが ら上方 に

む か ってす す ん で くる。 だ が,祭 祀 畑 に は ほ とん ど稲 が な く,わ ず か数 本 の稲 穂 が 収

穫 され るだ けで あ る。人 々は,終 始 沈 黙 した 状 態 で仕 事 を お こ なわ な けれ ば な らない

が,稲 刈 りの動 作 を ま ね ると い う滑 稽 な状 況 に た え られ な くな り,ふ きだ す若 者 もい

る。 す る とsふ ざ けて 仕 事 を す る と 「血 ので る よ うな傷 を う け る ぞ」(gena neka ra)

とい って,プ リプ ス ・ンベ テ がた しな め る。

　 収 穫 され た稲 穂 を プ リプ ス ・ンベ テ が うけ と り,ベ ン ガ ・ピグ ・プ ウの なか に いれ

る。 つ づ い て,稲 穂 の はい った編 み カ ゴか ら稲 穂 を 少 しず つ と って,ベ ンガ ・ ピグ ・

プ ウ と2つ の ベ ン ガ ・ピグ ・ダ イ に い れ て ゆ く。 こ う して,稲 穂 の は い った9つ の編

み カ ゴがで きあ が る144)。

　 8時52分:こ の作 業 が 終 了 す る と,プ リプ ス ・ンベ テが,ベ ンガ ・ピグ ・プ ウか ら

6つ の 稲穂 をつ ま んで,稲 刈 用 の ナ イ フで 穂 首 を切 る し ぐさを す る。 こ れ も ま た,本

来 な らば,祭 祀 畑 に成 育 す る稲 を対 象 と して お こな わ れ るわ け で あ るが(2・6・2

参 照),祭 祀 畑 の作 物 は,鳥 獣 に食 い つ くされ て い るの で,こ の よ うな こと がや む を

えず お こな わ れ るので あ る。

　 そ の後,ベ ンガ ・ピ グ ・プ ウを 頭 に の せ た プ リプ ス ・ン ベテ を先 頭 に,穀 物 倉 に む

か って 出発 す る。 ベ ンガ ・ピグ ・ダ イを も った サ ミュ エル ・レバ とエ リザ ベ ス ・パ ウ,

そ れに 通 常 の 編 み カゴ を も った者 が,そ の あ とに つ づ く。 プ リプ ス ・ンベ テ は,川 を

わ た るた びに,手 さ げ の編 み カゴ(huko)に はい って い る米 を 川 に な げ いれ る。 儀 礼

畑 の ピグ の場 合 と おな じ く,こ れ は,収 穫 物 が 流 れ さ って しまわ な い よ うに(ae　 ma'e

144)祭 祀畑の ピグで は,6と9と いう数字が重要視 されているよ うに思われ る。リオ語の6(lima

　 esa)と9(tera　esa)と い う数字 には,　esa(実,果 実)と い う単語がふ くまれている。あるイ ン

　 フォーマ ントは,そ れゆえにこそ,祭 祀畑の ピグで は,6と9と い う数字が もちいられるとい

　 う説 明をお こなっていた。
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ｌａ)す るた あ なの だ とい わ れ る。

　 9時2分:オ ネ ・ウマ ・ン グ ア ・バ プ(祭 祀 畑 の家)に 到着 して,ベ ン ガ ・ピ グ ・

プ ウ とベ ンガ ・プ グ ・ダ イを 家 の な かに い れ る。他 の6つ の編 み カ ゴは,マ ガ ・ロ オ

(家 の前 の軒 下 に あ る露 台)に お かれ る。

　 9時16分:こ こで ふ た た び 食事 とな る。 食 され る もの は,8時21分 に食 され た もの

とお な じで あ り,ま た,メ ンバ ー もお な じで あ る。

　 9時22分:ン ゴル ・ン グ レngoru　 ngureが お こ ら ない よ うにす るた め に,穀 物 倉 の前

庭 に穴 を ほ り,そ の なか に ニ ワ トリの卵(telo　manu)と 鉄 の ナ イ フ(piso)145》 が う あ

られ る。 す で に の べ た よ うに,ン ゴル ・ン グ レ とは,収 穫 物 が トゥカ ・タ ナtuka　 tans

(土 地 の 子 宮)に と りこ まれ るた め に,収 穫 量 が 少 な くな って しま う こと を 意 味 す る。

　 ニ ワ トリの卵 と鉄 の ナ イ フが う め られ る と,そ の 上 に ム シ ロ(te'e)が ひ ろ げ られ る。

　 プ リプ ス ・ン ベテ が,ベ ンガ ・ピグ ・プ ウを も って,穀 物 倉 の 前庭 に むか う。 ベ ン

ガ ・ピグ ・ダ ィを も った サ ミュ エル ・レバ と エ リザ ベ ス ・パ ウ,通 常 の編 み カ ゴを も

った6人 が,そ の あ とにつ づ く。

　 ベ ンガ ・ピグ・プ ウ,ベ ンガ ・ピグ・ダ イ,通 常 の 編 み カゴ とい う順 で,ム シ ロの上 に

稲 穂 を あ け,ム シ ロの 中央 に あ つ め る。 そ の後,す べ て の編 み カ ゴを よ こだ お しに す る。

　 9時28分:ヨ セ ブ ・ボ カ が,つ ぎの よ うな ソダsodha(歌)を うたい,男 た ちが 時

写 真14時 計と反討方向にまわ りなが ら,脱 穀をおこなう男たち

145)ナ イ フ にか ぎ らず,鉄(釧'の で あ るな らば,ど の よ うな もので もよ い 。
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計 と反 対 方 向 に ま わ りな が ら,足 で 稲 穂 を ふ み つ け て脱 穀(todo)を お こな う(写 真14

参 照)。 この作 業 に は,祭 祀 畑 か らか え って きた マ ク シム ス ・テ ィボ,ア ン ドレ アス ・

バ イ,ア ンセル ム ス ・ク ワ,ヤ コブ ス ・ワ ンゲ,ベ ネ デ ィ ク トゥス ・ペ カ,そ れ に,

た また ま村 に い た カ ロル ス ・タ リKarolus　 Taliと マ テ ィアス ・テ ィ ロMatias　 Tiro

(図7参 照)が 参 加 した。 な お()内 は,脱 穀 の作 業 に 参加 した男 た ちに よ る合 い の

手 で あ る。

 sara mondo, ha, mai mondo gha. 

(o, mondo, ha mai mondo  gha.) 
mai  mondo, ha, mai mondo gha. 

(o, mondo, ha mai mondo gha.) 
sara mondo, ha, mai mondo gha. 

(o, mondo, ha mai mondo gha.) 
mai mondo, ha, mai mondo gha. 

(o, mondo, ha mai mondo  gha.) 
mondo, taka  ge  ge. 

(o,  mondo.) 
mondo  se'a no'o kila  Ma. 

(o, mondo.) 
mondo siso no'o pepa nio. 

 (0,  mondo.) 
mondo  lita no'o hoba  ;zeta. 

(o,  mondo.) 
o, gha mai mondo gha. 

(o, mondo.) 
mondo ndu no'o susu muru. 

 (o,  mondo.) 
mondo taka  ge  ge. 

(o,  mondo.) 
o, gha mai mondo gha. 

(o,  mondo.) 
mondo siso no'o pepa nio. 

(o,  mondo.) 
mondo  se'a no'o kila  Ma. 

(o,  mondo.) 
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あつ まれ,さ あ,こ こに あ つ ま って こい 。

(オ ー,あ つ ま って こい 。)

こい,さ あ,こ こに あつ ま って こい。

(オ ー,あ つ ま って こい 。)

あつ まれ,さ あ,こ こに あつ ま って こい 。

(オ ー,あ つ ま って こい 。)

こい,さ あ,こ こに あつ ま って こい。

(オ ー,あ つ ま って こい 。)

あつ ま れ,斧 が よ ちよ ち歩 き をす る者 の 手

を ひい て くる。

(オ ー,あ つ ま って こい 。)

稲妻 と と もに や って こい 。

(オ ー,あ つ ま って こい 。)

あつ まれ,コ コヤ シの葉 をつ た って こい。

(オ ー,あ つ ま って こい 。)

あつ まれ,ア ナ ミル タ(44η αη2ゴγ'βcocculus)

の 蔓 の上 をわ た って こ い。

(オ ー,あ つ ま って こい 。)

オ ー,こ こに あ つ ま って こい 。

(オ ー,あ つ ま って こい 。)

川 エ ビのあ とを つ い て こい 。

(オ ー,あ つ ま って こい 。)

あつ ま れ,斧 が よち よ ち歩 きを す る者 の手

を ひ いて くる。

(オ ー,あ つ ま って こい 。)

オ ー,こ こに あ つ ま って こい。

(オ ー,あ つ ま って こい 。)

あつ まれ,コ コヤ シの葉 を つ た って こい 。

(オ ー,あ つ ま って こい。)

稲妻 と と もに や って こい。

(オ ー,あ つ ま って こい 。)
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o, gha mai mondo gha. 

(o, mondo.) 
mondo nggoro no'o soku lo. 

(o, mondo.) 
o, gha mai mondo gha. 

(o, mondo.) 
mondo mai no'o uja angi. 

 (o, mondo.) 
o, gha mai mondo gha. 

(o,  mondo.)

オ ー,こ こ に あ つ ま っ て こ い 。

(オ ー,あ つ ま っ て こ い 。)

あ つ ま れ,ソ ク ・ロ ー と い う 屋 根 の 部 材 を

す べ り お りて こ い146)。

(オ ー,あ つ ま って こ い 。)

オ ー,こ こに あ つ ま っ て こい 。

(オ ー,あ つ ま って こ い 。)

あ つ ま れ,雨 風 と と も に や って こ い 。

(オ ー,あ つ ま っ て こい 。)

オ ー,こ こ に あ つ ま っ て こ い 。

(オ ー,あ つ ま っ て こ い 。)

　 9時32分:籾 こ きが終 了 す る。 藁 と籾 米 を わ け,藁 を ム シロ の外 に だ し,籾 米 を ム

シロの 中央 に あつ め る。

　 9時37分:オ ネ ・ウマ ・ン グァ ・バ プか ら,2枚 の 箕(kidhe)と シ ョウ ガが も って

こ られ,ム シロの わ きに お か れ る。

　 9時38分:プ リプス ・ンベ テ と ヨセ ブ ・ボカ が藁 と箕 をに ぎ り,時 計 と おな じ方 向

に4回 まわ りな が ら,箕 の 底で 籾 米 の 山 を な らす。 この所 作 は,ン ゲ レ η99躍(ま わ

る)と よば れ る(写 真15参 照)。

写真15時 計 とおな じ方向に4回 まわ りなが ら,箕 の底で籾米の山をならす

　　　　プ リプス ・ンベテ とヨセブ ・ボカ。

146)ソ ク ・ロー という部材につ いては,杉 島[1986b]で くわ しい記述がなされているので参照

されたい。
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写 真16　 ク リ ・マエ ・パ レを お こな う ヨセ ブ ・ボカ 。

　 9時40分:ヨ セ ブ ・ボカ が,ク リ ・マ エ ・パ レkeri　mae　pare(稲 の 霊 魂 を よぶ)も

しくは テ ピ ・ケ リtepi　keriと よ ば れ る,つ ぎの よ うな行 為 をお こな う。 箕で 籾 米 をす

くい と って,籾 米 の 山に す わ る。 そ して,両 手 で も った箕 を上 下 に す ば や く うこ か し

(tepi)な が ら,つ ぎの よ うな言 葉 を と なえ る。 籾 米 は,ザ ッとい う音 とと もに箕 の な

か に お ち る(写 真16参 照)。

 keri  pare! 

 dega kamba, dega jara, 

dega  wea, dega manusia.

こ っ ちへ お いで,稲!

水 牛 の よ う な,馬 の よ うな,

金 の よ うな,奴 隷 の よ うな稲 よ。

　 これ と お な じこと が,時 計 と反 対方 向 に ま わ りなが ら,4回 く りか え して お こ なわ

れ る。 な お,上 記 の デガdeltaと い う言 葉 は,「 ～ の よ う な音 がす る」 と訳 す こ と もで

き る。

　 9時42分:ヨ セ ブ ・ボカ が,ム シ ロのわ きに お か れて い た シ ョウガ をか み,籾 米 の

山 か らひ とに ぎ りの 籾 米 を と り,そ れに シ ョウガ をふ きつ け る。 この儀 礼 行 為 は,プ

プ・レアpupu　 lea(シ ョウ ガを ふ きつ け る)と よ ば れ,4回 く りか え して お こ なわ れ る。

　 9時44分:ヨ セブ ・ボ カ と プ リプ ス ・ン ベテ が,箕 で 籾米 の 山 をあ お ぎな が ら籾 米
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の 山 の周 囲 を 時計 とお な じ方 向 に4回 まわ る。 この所 作 は,ワ ウ ェ ・パ レ ωαω4ραγ4

(籾米 を あ お ぐ)と よ ば れ る。

　 9時47分:プ リプ ス ・ンベテ が,ベ ンガ ・ピグ ・プ ウを籾 米 の 山 の方 に む け,そ の

な か に籾 米 を いれ る。 つ ぎに,ベ ンガ ・ピグ ・ダ ィに も籾 米 を い れ る。 籾 米 はム シ ロ

に少 しの こ って い るが,そ れ は,パ レ ・ル ゲ ・テエpare　 luge　te'e(ム シbを ま る め る

米)と して エ リザ ベ ス ・パ ウに あ た え られ る。

　 9時55分:ヨ セ ブ ・ボカ が,サ ガ ・ウ ラ ・レ ジ ャsagaω π1αleja(天 空 神 の よ り し

ろ)と よ ば れ るア ウ竹(図29参 照)に か け られ て い る,ヒ ロバ ノ ジァ オ イ の枝 か ら4

枚 の 葉 を む し りと る。 そ して,オ ネ ・ウマ ・ン グア ・バ プで 用意 され た 小 さ な蓋 つ き

の飯 カ ゴか ら飯 と大 型 の 野 ネ ズ ミの 肉 をつ まみ と り,ヒ ロバ ノ ジア オ イ の葉4枚 の上

に の せ,そ れ を ひ とつ ずつ ム シ ロの 四 隅 に も って ゆ く。 つ づ い て,オ ネ ・リアか ら も

って こ られ た肩 か けバ ッグ　 　 そ の なか に は 豊 穣 を もた ら す ワ トゥ ・ニパ ωα`猟 ψα

(蛇 石)が は い って い る　 　 と,サ ガ ・ウ ラ ・レ ジ ャの わ きに お か れて い る石 に,飯

と大 型 の 野 ネ ズ ミの 肉 を供 えて か ら,つ ぎ の よ うに 言 上 す る。 以 下 の人 名 に つ い て は

図7を 参照 され た い。

ka  ru'i sai  ina 

 ghele Ndori  Wangge147), 
Wangge  Mbete, 

nitu pa'i ata mata, 

nitu pa'i ata mata,  io  beu  io  we'e, 

ka bou, pesa mondo gha  ina. 

tedo tembu  Lam di  vela. 

gaga bo'o,  kiwi  ae. 

peni  nge, wesi nuwa  we'e. 

pati do  Ica, ti'i do  ru'l  incl. 
tau  salve dowa nggua ura miu  ina.

さあ,お 食 べ くだ さい。

ン ド リ ・ワ ンゲ,

ワ ンゲ ・ンベ テ,

祖 霊 た ちよ,

遠 い祖 霊 も,近 い祖 霊 も,

ここに あ つ ま って,お 食 べ くだ さい。

作 物 が 順調 に 育 ちま す よ うに。

豊作 に な りま す よ うに。

家畜 が ふ え ます よ うに。

食 べ物 を お供 え い た しま す。

これで 貴 方 が た の儀 礼 は すべ て 終 了 しま す。

　 サ ガ ・ウ ラ ・レ ジ ャ(天 空 神 の よ り しろ)と よ ばれ るア ウ竹 に は,ヒ ロバ ノ ジア オ

イ の枝(ngga'a　 denu)の ほか に,米 を いれ て お くため の手 さ げ の編 み カ ゴ(huko),レ

コ ・モ ケleko　moke(サ トウヤ シの樹 液 を いれ る竹 筒 の容 器)が か け られ て い る。 こ

れ らは,そ の ま ま の状 態 で4日 の あ い だ放 置 して お か な けれ ば な らない 。 手 さげ の 編

み カ ゴ は,さ き ほ ど川 の なか に な げ い れ た米 が は い って い た もので あ る。 レコ ・モ ケ

147)こ こで,ghdle(斜 め上)と い う方 向指示 の前 置詞が もちい られて いるわけであるが,こ れ

は,儀 礼がお こなわれている場所か らみて,ン ドリ ・ワンゲの墓が存在す るウォロ ・レレ村が

ghele(斜 め上)の 方向にあることが,1型 の体系で表現 されているか らである。
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に はな に も はい って いな か った が,本 来 な らば モ ケ ・バ イmoke　 ba'i(直 訳:苦 い サ

トウヤ シの 樹 液;意 訳:サ トウヤ シの 樹 液 を醸 した 酒)を い れ て お き,サ ガ ・ウ ラ ・

レジ ャの わ きに あ る石 に モ ケ ・バ イを そ そ ぎ,中 味 を か らに した もの を サ ガ ・ウ ラ ・

レジ ャに か け るので あ る。

　 以 上 の よ うな 儀 礼 が終 了 す る と,籾 米 の はい った ベ ンガ ・ピグ ・プ ウ と ベ ンガ ・ピ

グ ・ダ イ は,穀 物倉(kebo)の な かに しまわ れ る。 しか しな が ら,か つ て は,ウ ォ ロ ・

フ ァイ 村 に祭 祀 畑 専 用 の穀 物 倉(keb・lab・)が あ り,祭 祀 畑 の収 穫 物 は,す べ て そ こ

に しま わ れ て い た の であ った 。

　 2・10　 9月 ～10月

　 2・10・1　 マ パ の季 節 現 象

　 1984年 の10Aの 場合,降 雨 量 は年 間 最 低 と な り,暑 くか わ い た晴 天 の 日が つ づ い て

い た が,ウ ォ ロ ・ワル に お け る9年 間 の 統 計 を み るな らば,雨 量 は9月 か ら10月 にか

け て しだ い に 増 加 す るの が普 通 だ とい え る(表6参 照)。 つ ま り,9月 か ら10月 に か

けて のマ パ 〃ゆ α と よば れ る 時期 は,乾 季 が雨 季 に転 換 しは じめ る季 節 な ので あ り,

だ か ら こそ,マ パ は,別 名 マパ ・キ タmapa　 kits(わ れ わ れ のマ パ)と もよ ば れ,先

ほど のべ たマ パ ・モ ニ(モ ニ地 域 のマ パ)と 対 比 され るの で あ る。

　 ま た,マ パ に は,各 種 の セ ミ(naju)が 地 中か らで て きて 鳴 きは じめ る よ うに な る。

この セ ミの鳴 声 は,11月 の お わ り ころ まで 聞 か れ る。

　 2・10・2　 乾 燥 と火 入 れ

　 ヘ ラか らマパ に か けて 切 りた お され た 草 木 は,し ば ら くの あ い だ 乾燥 の た めに 放 置

され る。 この 乾燥 の過 程 は,ワ リ ω癖(乾 燥 させ る)と よ ばれ る。 そ して,切 りた お

され た草 木 が じ ゅ うぶ ん に 乾燥 す る と,火 入 れ(jengi)が お こな わ れ る。 火 入 れ は,

延 焼 が お こ らな い よ うに,周 囲 の森 と の あい だ に 防 火線 を もうけ た うえで,畑 の下方

か ら上方 に む けて お こな わ れ る。

　 周 囲 の 森 を 延 焼(api　 nora)さ せ て しま う こと は,タ ナ ・タ ガ ・ラ ラ,ワ トゥ ・ピ

ピ ・テ キtang　 taga　rata,　zvatu　pipi　teki(タ ナの ふ くらは ぎを枯 れ て黄 色 く させ,石 の

頬 をひ きは が す)と よば れ,延 焼 を ひ きお こ した者 は,ポ オ ・リアpo'o　 riaと よば れ

る儀 礼(後 述)に お い て,豚 を屠 殺 し,タ ナ ・ワ トゥのゆ る しを こわ な け れ ば な らな

い。

　 火入れは,マ パのなかごろに もっともさかんにおこなわれ,時 間帯としては午後お
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そ くは じめ られ る場 合 が 多 い。 そ のた めに,火 入 れ が さか ん に お こな わ れ る時期 の夕

刻 に は,濃 い煙 の柱 が,澄 ん だ大 気 のな か に い く本 もた ちの ぼ り,し ば ら くす る と,

夜 の 闇 の な か に,懊 火 のあ りか を しめす 暗 赤 色 の 光 りが 点 々 と うか ぶ よ うに な る。

　 ち ょ う どそ ん な夜,タ ナ ・ワ トゥ(土 地 神)が,そ の 住 処 で あ る土 地 か らで て,ガ

カgakaと よば れ る特 有 の鳴 声 を あ げ な が らあ た りを 飛 び ま わ る 現象 が お こ るよ うに

な る。 この よ うな現 象 は,～ 般 的に は タ ナ ・ワ トゥ ・ガ カと よ ば れ る が,マ パ に お け

る ガ カ は,と くに タ ナ ・ワ トゥ ・ライ ・ラ トゥ ・ア ピ6醗 αωα伽 γαぢγα伽api(タ ナ ・

ワ トゥが 燃 え の こ った もの を な め る)と よば れ る。そ して,こ の タ ナ ・ワ トゥ ・ラ イ・

ラ トゥ ・ア ピが ひ ん ぱ んに 発 生 す る ころに は,病 気 や 死 が 多 くな るの だ と い わ れ る。

また,こ の時 期 に は,タ ナ ・ワ トゥの配 下 で あ る妖 術 者 の 活 動 も活 発 化 す る。

　 2・10・3　 パ イ ・ポ オ

　 火 入 れ が お わ りに近 づ くこ ろ,ポ オpo'oと よば れ る6日 間に わ た る儀 礼 が お こな

われ る148)。 だ が,そ の6日 ま え に は,ポ オ が いつ か らお こな わ れ るか を リセ ・ン ゴ ン

デ ・リア の住 民 に 告 知 し,ラ テ ・ンゴ ジRath　 Ngg(求 村 に す む モ サ・ラキ ・プ ウmoss

laki pu'u(根 本 の首 長)と フ ァタ ・ン ドポFata　 Ndopo村 に す む モ サ ・ラ キ ・イ ネ ・

ア メmoss　 laki　ine　ame(妻 の与 え手 の 首 長)を ポオ ・リア(後 述)に 招 待 す るた め に,

パ イ ・ポ オpai　po'o(ポ オ を よび 知 らせ る)と よ ば れ る儀 礼 が お こな わ れ る。

　 1983年9月18日6時51分:ヨ セ ブ ・ボ カと アル ノル ドゥス ・メ コArnoldus　 Meko

(図7参 照)が,オ ネ ・リアに お いて,飯 カ ゴ(kidha)に も られ た飯,足 つ きの 素 焼

きの器(pane　 ha'i　bezva)に も られ た 飯 と豚 肉(オ ネ ・リア に 保 存 されて い た 乾 燥 肉)

の コ コナ ツ ミル ク煮 を 手 で 食 べ る。 ヨ セ ブ ・ボ カ は,毎 年 の よ うに パ イ ・ポ オ を お こ

な うが,そ の従 者 は,特 定 の人 物 で あ る必要 はな い149》。

　 7時40分:ラ テ ・ン ゴ ジ村 を め ざ し,ヨ セブ ・ボ カと アル ノル ドゥス ・メ コが,ウ

ォ ロ ・レ レ村 の オ ネ ・リアを 出 発 す る。

　 8時5分:カ ジ ュ ・マ ニ 村 に到 着 す る。 数 分 の あ い だ休 憩 して,ふ た た び歩 きは じ

め る。

　 9時39分:マ キ ・ン ドリ ・ワ ンゲ 内の ノ ヌNonuと い う 廃 村 に 到 着 す る。 行 政 村

148)ポ オは,火 いれの作業が終了 した時点でおこなわれ るのが本 当であるが,現 在では,少 し

早 めにお こなわれるようにな っている。

149)こ れは,の ちほどのべるpo'oriaとpo'oto'oの 儀礼に参加する人 々について もいえ るが,

パ イ ・ポオにゆ くとき,白 い服をきるζとは禁止 されている。さもない と,稲 や トウモロコシ

がlandobars(日 照 りのために作物が 白くかわ き,か れて しまうこと)に なって しまうのだと

いわれる。
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Desa　 Wolo　 Lele　Aの 村 長(Yohanis　 Wangge,図7,表10参 照)の つ よ い す す めで,

ノ ヌ村 の 人 々は,最 近 ウォ ロ ・ボ アWolo　 Boaと い う カ ジz・ マ ニKaju　 Mani(図

5参 照)村 の 近 くに 移 住 した。 そ の た めに,現 在 ノヌ村 に はだ れ もす ん で い な い。

　 この無 人 の村 で 一 息 い れ た の ち,ラ テ ・ン ゴ ジ村 を め ざ して,ふ た た び歩 きは じめ

る。 パ イ ・ポ オの と きに つ か わ れ る 道 は,現 在で は ほ とん どつ か わ れ な くな って しま

っ た,ふ るい 道 で あ り,い た る と ころで歩 行 は 困難 を きわ め る。 た け 高 く しげ った 草

の トンネル を く ぐ りぬ け,密 林 の なか を 文 字通 りは う よ う に して す す む。

　 14時00分:ラ テ ・ンゴ ジ村 に到 着 す る。 モ サ ・ラキ ・プ ウ(根 本 の首 長)で あ るデ

ド ・バ バDedo　 Baba(図4参 照)の す む オ ネ ・リアで 食 事 を と り,　 しば ら くの あ い

だ 休 憩 す る。

　 15時30分:オ ネ ・リア を 出 発 し,ラ テ・ンゴ ジ村 の す ぐ近 くに あ る小 川 で 水 浴 を して,

汗 を流 す。 水 浴 を お え,身 じた くを と との え た の ち,最 終 の 目的地 で あ る フ ァタ ・ン

ドポ村 に む か って歩 きは じめ る。

　 16時37分:フ ァタ ・ン ドポ村 に到 着 す る。 た だ ちに モ サ ・ラ キ ・イ ネ ・ア メ(妻 の

与 え手 の首 長)で あ る ウ ェ リ ・ワ ンゲWeri　 Wangge(図4参 照)の す む オ ネ ・リア

に ゆ き,オ ネ ・リア のマ ガ ・ロ オ(家 の 前 の軒 下 に も うけ られ て い る露 台)で,タ バ

コ,ベ テ ル チ ュ ーイ ン グを お こな うた めの 品 々(ビ ンロ ウ の実,キ ンマ の果 穂,石 灰),

そ れ に コ ー ヒーの もて な し(nata　 bakoあ るい はnata　 ae)を うけ る。

　 19時30分:オ ネ ・リア の マ ガ ・べ一 ワに あ が り,そ の左 側 の部 分 で 食 事 とな る150》。

足 つ きの素 焼 き の器(pane　 ha'i　bezva)に も られ た飯 と鶏 肉 の コ コナ ツ ミル ク 煮 が 供 、

され る。 そ の夜 は,オ ネ ・リア の す ぐわ きに あ る家 に宿 泊 させ て も らう。

　 9月19日7時11分:オ ネ ・リア の マ ガ ・べ 一 ワに あが り,足 つ きの 素 焼 きの器 に も

られ た飯 と豚 肉の 汁 物 を食 べ る。

　 7時41分:モ サ ・ラ キ ・イ ネ ・ア メ(妻 の 与 え手 の首 長),ヨ セブ ・ボ カ,ア ル ノ

ル ドゥス ・メ コが,フ ァ タ ・ン ドポ村 の 中央 の 広 場 に あ る ヘ ダheda(集 会 所)に む か

う。 そ して,ヘ ダ の主 柱(mangu)に と りつ け て られ て い るサ ガ ・ゴ ナsaga　 Bonaと よ

ば れ る木 製 の筒 　 　 この サ ガ ・ゴ ナは,ウ ォ ロ ・レ レ村 の ヘダ に は と りつ け られ て い

150)ウ ォロ ・レレ村 のオネ ・リアをは じめと し,ラ シ氏族 の成員の家では,マ ガ(マ ガ ・ロオ

とマガ ・ベー ワをふ くむ)の 右側で接客がなされる。 しか しなが ら,こ の ときに,マ ガ ・ベー

ワの左側で接 客がな された ことの背景には,つ ぎの ような理 由がある。 モサ ・ラキ ・イネ ・ア

メは,ク ネ ・マラ人(Ata Kune Mara,図4参 照)の 一員であるが,興 味ぶかいことに,ク ネ
・マラ人の家は,ラ シ氏族の成員の家のつ くりとは対照的な関係にある。た とえば,ク ネ ・マ

ラ人の家の場合,ワ ジャ ・プ ウ(根 本の炉)は,「 右側の炉」ではな く,「左側 の炉」なのだと
いわれ る。 これを左右が逆転 した 「逆構 え」の構造 と考えるべ きか,そ れ とも視点の相違(つ

ま り家を内側 か らみるか,外 側 か らみるかの ちがい)と 考 えるべ きかとい う問題 に答えること
は,現 時点では困難であ る。
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な い。 質 問 を す る時 間が な く,サ ガ ・ゴ ナに つ い て じ ゅうぶ ん な情 報 をえ る こ とは で

き なか っ た　 　 に少 量 の米 を い れ,つ ぎに,広 場 の 中央 に あ るム ス ・マ セ(石 柱)に

も米 を数 粒 お き,モ サ ・ラキ ・イ ネ ・ア メ(妻 の与 え 手 の 首 長)が,つ ぎ の よ うに大

声 で さ けぶ(pai　 bewa)。

SO!ghazva　 Lise　Nggonde　 Ria151》,　 　 ソー!　 下 方 の リセ・ン ゴ ン デ・リア で は,

wengi lima　esa　po'o!　 　 　 　 　 　 　 　 6日 後 に ポ オ!

　 8時4分:モ サ ・ラキ ・イ ネ ・アメ に わ かれ をつ げて,フ ァタ ・ン ドポ 村 を 出発 す る。

　 8時43分:ラ テ ・ン ゴ ジ村 に つ いて,オ ネ ・リア の マ ガ ・ベ ー ワで 休憩 を と って い

る と,モ サ ・ラ キ ・イ ネ ・ア メ の代 行 者 と して,ワ ラ ・マ リWara　 Mariと い う名 の

人 物 が や って くる。

　 9時11分:モ サ ・ラ キ ・プ ウ(根 本 の首 長),ワ ラ ・マ リ,ヨ セブ ・ボ カ,ア ル ノ

ル ドゥス ・メ コが,ラ テ ・ン ゴ ジ村 の 中央 に あ る広 場 へ とむ か う。 モ サ ・ラ キ ・プ ウ

が,広 場 に あ るテ ィボ ・ウ ォダTibo　 Woda,バ バ ・テ ィボBaba　 Tibo,タ ニ ・ウ ォ

ダTani　 Wodaの 墓(図4参 照)と ム ス ・マ セ(石 柱)の 順 で米 をお い て ゆ き,タ ニ

・ウォダ の 墓 の 上 に す わ る。 祝 詞 が言 上 され る こ と はな か った が,心 の 中で と な え ら

れ た よ う な雰 囲 気 が あ った。

　 11時21分:オ ネ ・リアで 食 事 をふ るま わ れ た の ち,リ セ ・ンゴ ンデ ・リア を め ざ し

て 出発 す る。 強烈 な 日射 しの なか を,た だ黙 々 と下 を む い て歩 く。

　 15時4分:昨 日歩 い て き た道 をひ きか え して きたわ けで あ るが,森 の な かで 道 に ま

よ う。 アル ノル ドゥス ・メ コは,タ ナ ・ワ トゥが(土 地 神)「 同意 して い な い」(iwa

simo)か ら,こ の よ うな こ と にな った のだ,な ど とい い は じめ る。

　 しば ら くの あい だ 森 の な か を さ ま よい 歩 い た の ち,よ うや く,ウ ォ ロ ・ガ イWolo

Gaiと い う見 晴 しの き く場 所 に で る。 そ して,大 きな 岩 の 上 で,ヨ セ ブ ・ボ カ と アル

ノル ドゥス ・メ コが 交 互 に,つ ぎ の よ うに さけ ぶ。

 so! wengi  lima esa po'o. 

 so! wengi lima esa po'o. 

 so! wengi  lima esa po'o. 

 so! wengi lima esa po'o.

ソ ー!　 6日 後 に ポ オ。

ソー!　 6日 後 に ポ オ。

ソ ー!　 6日 後 に ポ ォ。

ソ ー!　 6日 後 に ポ オ。

2人 の さ けび声 が,山 々や 深 い 谷間 に こ だ ます る。 これ が1¥°イ ・ポオ ρ認 ρo'o(ポ

151)こ こでghawa(斜 め下)と い う方向指示 の前置詞が もちい られて いる 理由は,す でにのべ

たn型 の体系が適用されているか らにほかな らない。すなわち,フ ァタ ・ンドポ村か らみるな

らば,リ セ ・ンゴ ンデ ・リアは,ghawa(斜 め下)に 存在するのである。 、
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オ を よ ぶ)で あ り,こ の よ う な方 法 で,ポ オ の儀 礼が,あ と6日 で お こ なわ れ る こと

を 告 知 す るので あ る。 ウ ォロ ・ガ イか ら南 に む か って 歩 きな が ら,ヨ セ ブ ・ボ カ とア

ル ノル ドゥス ・メ コは,こ のパ イ ・ポ オ を 断続 的に お こな う。

　 15時58分:ノ ヌNonu村 に 到着 す る。 ウ ォ ロ ・ボ アに 移 住 した 村 人が,飯 と肉 の料

理 を 準備 して,ヨ セブ ・ボ カ と アル ノ ル ドゥス ・メ コの 到 着 を ま って い る。 食 事 の あ

と,し ば ら くの あ い だ 休憩 す る。

17時3分:マ キ ・ンベ テ ・ワ ンゲ 内 の ウォ ロ ・ベ トWolo　 Bheto村(図5参 照)に

到 着 す る。 ン ベ テ ・ワ ンゲMbete　 Wangge(図4参 照)の 墓 の 上で,上 記 の よ うな

パ イ ・ポ オを4回 お こな う。 サ トウヤ シの樹 液(moke　 mi)と 水 が供 され,そ れ を飲 ん

だ の ち,ふ た た び歩 きは じめ る。

　 17時20分:や は り,マ キ ・ンベ テ ・ワ ンゲ 内 のパ ウ ・ベー ワPau　 Bewa村(図5

参 照)に 到着 す る。 パ イ ・ポオ を 断続 的に お こな うだ けで 休 憩 は と らない 。

17時39分:マ キ ・セ ンダ ・ワ ンゲ 内 の ウ ォ ロ ・レ レ ・ロ オWolo　 Lele　Lo'o村(図

5参 照)に 到 着 す る。 マ キ ・セ ンダ ・ワ ンゲ の長 で あ る,ヨ セ ブ ・ロ ワYosep　 Rowa

(1・2・2参 照)が で て きて,水 とタバ コを す す め て くれ る。 一 服 した の ち,パ イ・ポ

オ を くりか え しな が ら,ウ ォ ロ・レ レ・ロ オ村 か らい っ きに坂 道 を南 に か け お りて ゆ く。

18時15分:ハ ゴ ・ワ ウ ォ(1・1・4参 照)の す む ウ ォ ロ ・マゲWolo　 Magi村

　 　Desa　 Detu　 Pera(図2参 照)内 に存 在 す る一 に 到 着 す る。 た だ ちに,ハ ゴ ・

ワ ウ ォ(1・1・4参 照)の 夫 が応 対 に で て,ケ ワ ・ウ ォダKewa　 Woda(図4参 照)

の遺 骨 箱 が 安 置 され て い るバ クbhakuと よ ばれ る建 物 に 案 内 され る。

　 このバ クで,ま ず,タ バ コ と べテ ル チ ュ ー イ ン グを お こな うた め の品 々(ビ ン ロ ウ

の 実,キ ンマ の 果 穂,石 灰)が だ され,つ ぎに コー ヒーが も って こ られ る(nata　 bako

あ るい はnata　 ae)。

　 だ が,こ の ウ ォ ロ ・マゲ 村で,お くれ て い た 旅程 が さ らに お くれ る。 そ れ とい う の

も,料 理 に手 間 ど り,た だ ちに供 され るべ き食 事 が,な か な か だ され なか った か らで

あ る。

　 21時15分:3時 間 ほ どま って,よ うや く飯 と ニ ワ トリの コ コナ ツ ミル ク煮が バ ク に

も って こ られ る。

　 21時45分:本 来 な らば,ウ ォ ロ ・マ ゲ 村 で食 事 す ませ た の ち,ヨ セ ブ ・ボ カと ア ル

ノル ドゥス ・メ コ は,ワ トゥ ・ネ ソWatu　 Nesa村(図2参 照)に むか って 出 発 しな

け れば な らな い。 だが,足 が 痛 い うえに,暗 くて 夜道 を歩 くこと がで き ない,大 幅 に

お くれ て しま っ た ので,ワ トゥ ・ネ ソ村 に い った と して も,も うだ れ もま って い な い,
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な ど と い った 理 由 を つ け て,ヨ セブ ・ボ カ と アル ノル ドゥス ・メ コは,足 を ひ きず る

よ うに して テ ボ ・ラ カ村 に か え って ゆ く。

　 2・10・4　 ピグ ・ウ ェ ラ

　 ポ オ の ま えに,儀 礼畑 の ピグで 収 穫 され た,稲 の 霊 魂 を ふ くむ稲 穂 を対 象 と す る ピ

グ ・ウ ェ ラpigu weraと よば れ る儀 礼 が お こ なわ れ る。 す で に のべ た よ うに,ピ グ と

は,「 つ か ま え る」 と い う意 味 の動 詞 で あ るが,そ れ と同 時 に,稲 刈 りに と もな う さ

ま ざ ま な儀 礼 を も意 味 す る。 ま た,ウ ェラ とい う言 葉 は,ngi'i　 zvera(も っと も奥 に

あ る歯),ana　 zvera(妖 術者 の霊 魂)と い った文 脈 で つ か わ れ る。 これ らの こと を 考 え

あ わ せ るな らば,ピ グ ・ウ ェ ラと は,稲 の 霊 魂 と関係 す る最 終 の 儀 礼 と解 釈 して 大 過

は ない よ うに思 わ れ る。

　 1983年9月21日7時34分:ウ ォ ロ ・フ ァイWolo　 Fai村 に あ る ヤ コ ブ ・ン ドリ ・ワ

ンゲ の穀 物 倉 か ら,ベ ン ガ ・ピグ ・プ ウ(ピ グ儀 礼専 用 の根 本 の 編 み カゴ)と ベ ンガ ・

ピグ ・ダ イ(ピ グ儀 礼 専 用 の供 の編 み カ ゴ)に はい った稲 穂 が だ され る。 これ は,儀

礼 畑 の稲 刈 りの 第1日 目に 収 穫 され た 稲穂 で あ り(図21参 照),ベ ンガ ・ピグ ・プ ウ

の上 に は,儀 礼 畑 の 稲 刈 りの最 終 日に は こん で こ られ た,ト ウモ ロ コ シの 皮 に つ つ ま

れ た 「稲 の霊 魂 」(mae　pare)が お かれ て い る。

　 穀 物 倉 の前 庭 に は,ム シロ が しか れ て お り,そ の下 に は,ニ ワ ト リの卵 と鉄 の ナ イ

フが う め られ て い る。 そ の 目的 は,祭 祀 畑 の ピグの 場合 と お な じ く,ン ゴル ・ング レ

ngoru ngure(収穫 物 が 「土 地 の子 宮 」 に と り こま れ る た め に,収 量 が 少 な くな って し

ま う こ と)を ふ せ ぐ ことに あ る。

　 穀 物 倉 か らだ され た ベ ンガ ・ピグ ・プ ウと ベ ンガ ・ピグ ・ダ イが ム シロの と ころ に

も って こ られ る。

　 7時41分:ト ウモ ロ コ シの皮 か ら 「稲 の 霊 魂」 が だ され,ム シ ロの 中央 部 に お かれ

る。 そ の 上 に,ベ ン ガ ・ピグ ・プ ウと ベ ンガ ・ピグ ・ダ イ の 中身 が あ け られ る。

　 ヨセ ブ ・ボ カが,ソ ダ(歌)を う たい,マ テ ィア ス ・テ ィロMatias　 Tiro(図7参

照),ベ ネ デ ィク トゥス ・ペ カBenediktus　 Peka(図7参 照),ア ン トニ ウス ・ウ ィ ク

Antonius　 Wiku(表10,図11参 照),マ リ ウス ・ウ ォゲMarius　 Woge(図7参 照),

ス テ フ ァヌ ス ・ス ラStefanus　 Sura(図9参 照)が 時 計 と反対 方 向に まわ りな が ら,

足 で稲 穂 をふ みつ けて 脱 穀 を お こな う。 ヨ セ ブ ・ボ カを の ぞ き,脱 穀 の作 業 に 参 加 し

た男 た ち は,た また ま村 に い た ので 手 つ だ う よ うに いわ れ た ま でで あ り,つ ね に ピグ

　・ウ ェラに 参 加 す る こと を義 務 づ け られ て い るわ けで は ない 。
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　 ソ ダの歌 詞 は,祭 祀畑 の ピグに おけ る ソダ の歌 詞 とお な じなの で,こ こで は省 略 す る。

　 7時49分:脱 穀 の作 業 が 終 了 す る。 藁 を ム シロの外 に だ し,籾 米 を ム シロの 中央 に

あつ め る152,。

　 7時54分:オ ネ ・ウマ ・ン グア ・パ プ (祭 祀 畑 の家)か ら,シ ョウガ と2枚 の箕 が

もって こ られ る。

　 7時56分:ヨ セ ブ ・ボカ が,シ ョウ ガ を 口 のな かで よ くか む。 そ して,籾 米 をつ か

み と り,そ れに シ ョウ ガを 吹 きつ け る。 この 動 作 は,4回 くりか え して お こな わ れ る。

　 7時57分:ヨ セ ブ ・ボ カ とマ リ ウス ・ウ ォゲ が,時 計 と お な じ方 向 に4回 ま わ りな

が ら,箕 の底 で 籾 米 の 山 を なで る動 作 を お こな う。

　 7時58分:ヨ セ ブ ・ボ カ が,、ク リ ・パ レを お こな う。 そ の方 法 は,祭 祀畑 の ピグ の

と き とお な じで あ り,時 計 と反 対 方 向に まわ りな が ら,4回 くりか え され る。

　 7時59分:オ ネ ・ウマ ・ング ァ ・バ プか ら,小 さな蓋 つ きの 飯 カ ゴに は い っ た飯 と

豚 肉(オ ネ ・リアに 保 存 され て い た乾 燥 肉)の コ コナ ツ ミル ク煮 が も って こ られ る。

ヨセ ブ ・ボ カが,サ ガ ・ウ ラ ・レジ ャ(天 空 神 の よ り しろ)と よば れ るア ウ竹 につ る

さ れて い る ヒ ロバ ノ ジ アオ イ の 枝か ら葉 を4枚 と り,そ の 上 に 飯 と豚 肉 の コ コ ナ ツ ミ

ル ク煮 を少 しずつ のせ る。 そ して,そ れ を ム シ ロの四 隅 に もって ゆ く(図29参 照)。

　 8時00分:オ ネ ・ウマ ・ン グア ・バ プか ら,ユ ウガ オ の椀 に い れ られ た 飯 と豚 肉 の

コ コナ ツ ミル ク煮 が も って こ られ る。 ヨ セ ブ ・ボカ が,こ の飯 と肉 を ア ウ竹 の近 くの

石 と オ ネ ・ リア か ら もって こ られ た肩 か けバ ッグ 　 　こ のな か に は豊穣 を もた らす ワ

ト ゥ ・ニパ(蛇 石)が はい って い る　 　 に少 しず つ お き,つ ぎの よ うに言 上 す る。

 ka  ru'e sai  ina. 

todo do  bote pigu  ina. 

gaga di bo'o,  kiwi di  ed. 
tedo di tembu,  wesa di  vela  wee. 

pati do ka, ti'i do  ru'd. 
tana watu, 

nitu pa'i  io  bebo  io  mbeo, 

 do  beu  do  wee, 

ka rapa  boil pesa  rapa mondo gha  ina.

さ あ,お 食 べ くだ さい。

この編 み カ ゴの稲 穂 を脱 穀 しま した。

豊 作 に な ります よ うに。

作 物 が順 調 に 育 ちま す よ うに。

食 べ 物 を お供 え い た しま す。

タ ナ ・ワ トゥ(土 地 神)よ,

知 って い る祖 霊 も,知 らない 祖 霊 も,

遠 い祖 霊 も,近 い祖 霊 も,

こ こに あつ ま って,お 食 べ くだ さい 。

152)こ の と き,ヨ セ ブ ・ボ カが,藁 を 右手 に に ぎ り,つ ぎの よ うな 呪文 を さ さや く。

　hu　nipa　kuru,　jebu　wawi　 sawu・　 　 　 クル蛇 の ぬ け が ら,サ ウ豚 の 産巣 。

　lawo　no'o　lambu　bobi　no'o　nombi.　 　 ボ ビと ノ ン ビの腰 布 と上体 衣 。

　 　祭 祀 畑 の ピグ の とき に は,こ のよ うな こ とは お こ なわ れ な か った が,こ れ は,筆 者 の み お と

しで はな い よ う に思 われ る。 そ れ とい うの も,筆 者 は,祭 祀 畑 の ピグ と ピグ ・ウ ェラを4回 ほ

ど みて い る が,こ の よ うな 呪 文 が とな え られ た の は,こ の ピグ ・ウ ェ ラだ けだ った か らで あ る 。
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　 脱穀 の作 業 に 参 加 した 男 た ちが,供 物 のの こ りを食 べ る。 だが,す ぐに な くな っ て

しま うので,オ ネ ・ウマ ・ング ア ・バ プ(祭 祀畑 の家)か ら,お か わ りと して飯 と 肉

の料 理 を も った ユ ウガ オの 椀 が も って こ られ る。

　 8時15分:ベ ンガ ・ピグ ・プ ウの な かに ム シロの 上 の籾 米 が いれ られ る。

　 8時24分:ベ ンガ ・ピグ ・プ ウに い れ おわ った 籾米 が穀 物 倉 のな か に しま わ れ る。

ム シロの 上 に わ ずか に の こ った 籾 米 は,パ レ ・ル ゲ ・テ テ'(ム シロを ま るめ る米)と

して,エ リザ ベ ス ・パ ウ(図11参 照)に あ た え られ る。

　 2・10・5　 ミー ・ア レ

　 儀 礼 畑 の ピグ ・ウ ェラ が おわ る と,祭 祀 畑 の ピグに お い て脱 穀 され た籾 米 と,儀 礼

畑 の ピグ ・ウ ェ ラに お いて 脱 穀 され た 籾米 を対 象 とす る ミー ・ア レmi　 are(米 を甘 く

す る)と よば れ る儀 礼 が お こなわ れ る。 祭 祀畑 の ピグで 脱 穀 され た籾 米 と儀 礼 畑 の ピ

グ ・ウ ェ ラで 脱 穀 され た 籾 米 は,そ れ ぞ れ 祭 祀 畑 と儀 礼畑 に まか れ る種 籾 に な る。 だ

が,そ の 一 部 は,精 米 され て,ポ オの儀 礼 に おい て 消 費 され る米 とな る。 ミー ・ア レ

は,こ の ポ オに お いて 消費 され る米 を食 用可 能 に す る儀 礼 に ほ か な らな い。

　 1983年9月21日18時32分:オ ネ ・リア の右 側 の 炉 で 料 理 がつ づ く。 料 理人 は,マ リ

ア ・ウ タで あ り,ク リス テ ィナ ・パ レ,ア ナ スタ シア ・ム クが仕 事 を手 つ だ って い る。

　 19時45分:料 理 が で きあ が る と,3つ の小 さな 蓋 つ きの 飯 カ ゴ が だ され,そ れ に2

種 類 の飯 が つ め られ る。 ひ とつ は,祭 祀畑 か ら収 穫 され た 米(つ ま り8月31日 に 脱穀

され た籾 米 を 精米 した もの)を 炊 いた 飯 で あ り,も うひ とつ は,今 朝 ほ ど ピグ ・ウ ェ

ラに お いて 脱 穀 され た籾 米(を 精 米 した もの)を 炊 い た飯 で あ る。 そ して,飯 の上 に

は,豚 肉 の ココ ナ ツ ミル ク煮 が のせ られ る。 この3つ の 飯 カ ゴ は,ワ ンゲ ・ンベ テ

Wangge　 Mbete,ン ドリ ・ワ ンゲNdori　 Wangge,ワ ンゲ ・ン ド リWangge　 Ndori

　(図7参 照)の た めの もの で あ る。

　 19時50分:ヨ セ ブ ・ボ カ が,飯 と 肉の つ め られ た小 さな 蓋 つ きの飯 カ ゴ をひ とつ も

ち,ワ ンゲ ・ンベ テの 遺 骨 箱 が 安 置 され て い る オネ ・リア の 中二 階 に の ぼ る。 飯 カ ゴ

の蓋 を あ け,遺 骨 箱 の 上 とそ の わ きの石 に 飯 と肉 を少 しず つ の せ,つ ぎ の よ うに 言 上

す る。 人 名に つ い て は,図7を 参 照 され た い。

ka  ru'e sai  Wangge  Mbete  ina. 

ba'i mi, bela ngesa do  ina. 

uma nggua bapu, 

uma pigu wera, uma  ria.

さ あ,お 食べ くだ さい,ワ ンゲ ・ン ベ テ。

苦 き は甘 く,渋 きは 旨 くな りま す よ う に。

祭 祀 畑(か らの米)も,

儀 礼 畑,つ ま り大 きな畑(か らの米)も 。
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(1)ヨ セブ ・ポカ

(2)マ リア ・ウタ

(3)豊 穣 を もた らすワ トゥ ・ニパ(蛇 石)の はいった肩か けバ ッグ

(4)儀 礼畑 の ピグ ・ウ ェラで脱穀 され た籾米 を精 米 して炊 いた飯。飯 はユ ウ

　 ガオの椀 に もられてお り,飯 の上 にココナッ ミル クで煮た豚 肉がのせ て

　 ある。ユウガオの椀は,大 きな飯 カ ゴ(kidha}の なか にす っぽ りとはい っ

　 ている。

㈲ 儀礼畑 の ピグ ・ウ ェラで脱穀 された籾米 を精米 して炊いた飯。飯 はユ ウ

　 ガオの椀 に もられてい る。

(6>祭 祀畑 の ピグで脱 穀 された籾米 を精米 して炊 いた飯。飯 はユ ウガオの椀

　 に もられてお り,飯 の上 にココナ ツ ミル クで煮た豚肉がのせてあ る。ユ

　 ウガオの椀 は大 きな飯カ ゴのなか にす っぽ りとはい ってい る。

(7)祭 祀畑 の ピグで脱穀 された籾米 を精米 して炊 いた飯。飯はユ ウガオの椀

　 に もられている。

㈲ ユ ウガオの椀 に もられ た豚肉の ココナ ツ ミル ク煮

⑨ ヤ シ殻の椀 にもられた 豚肉の ココナ ツ ミル ク煮

図30　 ミー ・ア レに お け る ウィ ス ・ル ル の周 辺

nitu pa'i ata  mata eio  beu eio  we'e. 

 Mbete  Wangge  ghele, 

Ndori  Wangge,  Wangge Ndori. 

ka rapa bou, 

pesa rapa mondo  gha  ina. 
 kuwi do, mi do are  ina.

遠 い祖 霊 も,近 い祖 霊 も,

ンベ テ ・ワ ンゲ(Ema　 Seke),

ン ドリ ・ワ ンゲ,ワ ンゲ ・ン ド リ。

こ こに あ つ ま って,お 食べ くだ さい 。

お 供 え もの を しま す,米 は甘 くな りま した。
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　 19時56分:供 物 が 図30の よ うに ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の座)に な らべ られて い る。 ヨ

セ ブ ・ボ カ が,そ のそ れ ぞ れ か ら,飯 と 肉 を と って,ウ ィス ・ル ル の石 と豊 穣 を もた

らす ワ トゥ ・ニパ(蛇 石)の は い った肩 か けバ ッグに少 しず つ おい て ゆ く。 そ して,

つ ぎの よ うに言 上 す る。

ka  tu'i sai, 

wisu  lulu, nitu pa'i  ata mata  ina. 

kuwi do uma nggua bapu  ina. 

ba'i mi bela ngesa do  ina. 

gaga bo'o,  kewi  ai. 

peni  nge, wesi nuwa. 
tedo tembu,  wesa  wela  we'e. 

buru  ma'e sa pu'u, 

haka  ma'e sa  bigi. 

tebo di tu'a  ngire su'a, 

 lo di maku  ngire watu. 

 ti  ma'e  le, 

 wiru  ma'e  ngginggu. 

tebo di  ma'e dego, 

kami kunu Ndori  Wangge lei  sawe.

さ あ,お 食 べ くだ さい。

ウ ィス ・ル ル の祖 霊 た ち よ。

祭 祀 畑 の収 穫 物 を お供 え いた しま す。

苦 きは甘 く,渋 きは 旨 くな りま す よ うに。

豊 作 に な り ます よ うに 。

家 畜 がふ え ます よ うに。

作 物 が順 調 に 育 ちま す よ うに 。

病 気 に な りませ ん よ うに。

身 は 鉄 の よ うに か た く,

体 は石 の よ うに じょ うぶ に な ります よ うに。

た た い て も,う こか ず,

ゆ さぶ って も,び くと も しませ ん よ うに 。

健 康 で あ りま す よ うに 。

私 た ち ン ド リ ・ワ ンゲ の ク ヌ(マ キ ・ン ド

リ ・ワ ンゲ に居 住 す る もの)す べ て が。

　 いつ もの よ うに,ヨ セ ブ ・ボ カが ウ ィス ・ル ル に お か れ て い る飯 と肉 の料 理 を手 を

つ か って4口 食 べ た の ち,居 間 に い る男 た ちが ウ ィス ・ル ル に おか れ て い るの と お な

じ飯 と 肉の 料 理 を食 べ る。 女 た ちの食 事 は,男 た ちの 食 事 が お わ った あ とで お こな わ

れ る。

　 2・10・6　 ポオ ・リア

　 ポ オの第1日 目に は153),ム ラ ・ワ トゥ村 の近 くに あ る フ ァタ ・マ リFata　 Mariと

よば れ る川 辺 の森 で,ポ オ ・リアpo'o　ria(大 き なポ オ)と よば れ る儀 礼 が お こ なわ

れ る。 この儀 礼 に は,ラ テ ・ン ゴ ジ村 に す む モサ ・ラキ ・プ ウ(根 本 の首 長)と フ ァ

タ ・ン ドポ村 に す む モサ ・ラキ ・イ ネ ・ア メ(妻 の与 え手 の 首 長)が 列席 し,リ セ ・

ンゴ ンデ ・リアに す む すべ て の 住 民 が参 集 す る ことが な らわ しに な って い る。

　 だ が,モ サ ・ラ キ ・プ ウとモ サ ・ラキ ・イ ネ ・アメ は,か な り高 齢 な ので,代 理 人

153)ポ オ は,す で に のべ た よ うに,リ セ ・ン ゴ ンデ ・リア,リ セ ・ロ ウォ ・ボ ラ,リ セ ・クル ・

ラ ンデ の それ ぞ れ で お こな わ れ る が,そ れ ぞ れ の タ ナ ・ロオ に お いて も 独 自に お こな わ れ る

(表1参 照)。
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表12　 ポ オ ・リ ア に 参 加 す る 首 長 た ち

氏 名

Yacob Ndori  Wangge 
Nggubu Nggai 

 Dedo Baba 
Wara  Mari 

Logho  Wangge 

Dawa  Detu 
 Resi Wasa 

Woda Pula 
 Mbete Woda 

M.  Eja Woda 
 Nggiri  Mbete 

Rengga Ngaba 
Yosep Rowa 

Nikolaus  Woge 
Balu Ona 
Antonius  Ghale 

 Ndori Wangge 
 Senda  Pera 
 Rea  Sae 

Dudu Depa 
 Senda Budo 

Ndopo Weki 
 Meto  Mbete 

Dadi  Mbete 
 Fodhe  Dule 

 Ndori Dawa 
Dawa Tani 
Mapa Sanggu 
Niku Woda 
Deki Depa 
Toni Kuwa 
Tapo Tani 
Logho  Mera 
Kapa Nanga 
Iju  Mbeke 

 Kell  Wet° 
Dadi Sola 

 Senda  Sae 
 Wangge Watu 

 Seso  Gebo 
Lobo  Leta 
Mo'a Wora 
Logho  Gete

地 位 名

 ria  bewa 
 ria  blwa 
 mom laki pu'u 

mosa laki  ine 
 and 

mosa  laki 
 hibe sani 

(hago wawo) 
 hage lo'o 

 hage lo'o 
 hage lo'o 
 hage lo'o 
 huge lo'o 
 hage lo'o 
 hagi lo'o 

 hage lo'o 
 hage lo'o 
 hage lo'o 
 hage lo'o 
 hage lo'o 
 hage lo'o 
 hage lo'o 
 live lo'o 
 hage lo'o 
 hage  ria 
 hage lo'o 
 hage lo'o 
 hage  lo'o 
 hage  lo'o 
 hage lo'o 
 hag" lo'o 
 huge lo'o 
 hage lo'o 
 hage lo'o 
 hage lo'o 
 hage lo'o 
 hage lo'o 
 hage lo'o 
 hage lo'o 
 hage  lo'o 
 hage lo'o 
 hage lo'o 
 hage lo'o 
 hage lo'o 
 hage lo'o

米

6

6

0

0

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

1

1

3

3

1

1

3

1

1

3

3

1

1

3

3

3

3

3

1

3

1

1

3

1

1

1

所属 集団

 Ana  Mbete (N) 
Ana  Mbete 

 Arta  Mbete 
Ata  Kune 
Mara 
Ana  Senda 

Ana  Mbete 
Ana  Mbete 

 Ana  Mbete 
Embu Mbipi 

 Ana  Mbete 
Ana  Mbete 

 ? 
Ana  Mbete (S) 

 Ana  Mbete  (M) 
Ana Pati 
Ana  Mbete (N) 
Ana  Senda 
Ana  Senda 
Ana  Mbete 

 Ana  Senda 
 Ana  Senda 

Ana  Senda 
Ana  Mbete 
Ana  Mbete 
Ana  Mbete 

 ? 
 Ana  Mbete 

Embu Ngera 
Ana  Mbete 
Ana  Mbete 
Ana  Wangge 
Ana  Senda 
Ana  Mbete 
Ana  Senda 
Ana  Senda 

 Ana Mboti 
 Ana  Senda 

Ana  Saida 
 Ana  Senda 
 Ana Wangge 

Ata Ndondo 
 Ana  Senda 
 Ana  Senda

居住する村

Wolo  Lele 
Mula Watu 
Rate Nggoji 
Fata Ndopo 

Watu  Neso 

Wolo  Mage 
Wolo  Mage 

 Detu  Ra'u 
 Detu Ra'u 

Wolo Bheto B 
Wolo Nio 
Watu Wisa 
Wolo  Lele 
Lo'o 
Wolo Bheto 
Wolo  Mude 

 Ae Tungu 
 Keli  Mbape 

 Fend° 
 Fend° 
Rangga  Talo 

 Rangga  Talo 
Rate Mangu 

 Ae Malu 
 Ae Malu 
 Ae Malu 

Nio Lunda 
Tebo  Wea 
Wolo Sambi 
Tebo  Wea 
Pu'u  Jita 

 Wolo Hago 

Jita Panda 
Pu'u Jita 

 Wolo Gomo 
Watu  Neso 
Watu  Neso 
Watu  Neso 
Watu  Neso 
Wolo Aro 
Watu  Neso 
Kali Jawa 

 Ase 
 Ase

居住村の存在する行政府

Desa Wolo Lele A 

Desa Detu Pera 

Desa Tani Woda 

Desa Tani Woda 

Desa Watu Neso 

Desa Detu Pera 

Desa Detu Pera 

Desa Detu Pera 

Desa Detu Pera 

Desa Detu Pera 

Desa Detu Pera 

Desa Detu Pera 

Desa Wolo Lele A 

Desa Wolo Lele A 

Desa WoJo Lele A 

Desa Wolo Lele A 

Desa Lia Beke 

Desa Lia Beke 

Desa Lia Beke 

Desa Detu Pera 

Desa Detu Pera 

Desa Lia Beke 

Desa Detu Pera 

Desa Detu Pera 

Desa Detu Pera 

Desa Detu Pera 

Desa Wolo Sambi 

Desa Wolo Sambi 

Desa Wolo Sambi 

Desa Wolo Sambi 

Desa Wolo Sambi 

Desa Wolo Sambi 

Desa Wolo Sambi 

Desa Watu Neso 

Desa Watu Neso 

Desa Watu Neso 

Desa Watu Neso 

Desa Watu Neso 

Desa Watu Neso 

Desa Watu Neso 

  ? 

Desa Watu Neso 

Desa Watu Neso

 (N)=Wewa Ndori  Wangge,  (M)=--Wewa  Mbete  Wangge,  (S)  =Wewa  Senda Wangge
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を お くって くる場 合 が 多 い。 また,首

長(リ ア ・ベ ー ワ,モ サ ・ラキ,ハ ゲ)

以 外 の 一般 民 は,少 な くと も現在 で は,

ポオ ・リア に 参加 す る こ とを きび し く

義 務 づ け られ て い ない ので,リ セ ・ン

ゴ ンデ ・リア の全 住 民 が フ ァ タ ・マ リ

にあ つ ま って くるわ けで は ない。

　 な お,ポ オ とは,6日 間 に わ た って

お こな われ る儀 礼 の全 体 を意 味 す るが,

そ れ と 同時 に,ポ オ とい う言 葉 は,水

の運 搬 と貯 蔵 のた め に もち い られ る竹

筒,ポ オの 儀 礼 に お け る竹 筒 を も ちい

た 飯炊 き方 法 を も意 味 す る。

　 1983年9月25日8時:ウ ォ ロ ・レ レ

村 の オ ネ ・リアで は,テ レ シア ・コ リ

とマ リア ・イ メル ダ(表10参 照)が,

ポオ ・リア に もって ゆ く米 を6つ の 大

きな 蓋 つ きの編 み カ ゴ(sindu)に 米 を

写真17　 ポオ ・リアがおこなわれるフ ァタ ・

　　　　マ リへむかう人々。

っ めて い る。 この米 は,ミ ー ・ア レの儀 礼(2・10・5参 照)に よ って食 用可 能 に さ

れた2種 類 の米 を まぜ あ わ せ た もので あ る。

　 ポオ ・リアに も って ゆ く米 の 準備 は,ウ ォ ロ ・レ レ村 の オ ネ ・リア ば か りで な く,

ポ オ ・リア に 参加 す るす べ て の家で お こなわ れ て い るが,首 長 の 場合,米 をつ めた 蓋

つ き編 み カ ゴの 数 は,6,3,1の い ず れ かで な けれ ば な らない(表12参 照)。 この

6つ の編 み カ ゴにつ め られ る米 の うち,の ち ほ どのべ るパ レ ・イ シ ・リア ・ル アpare

isi　ria　ruaの た めの 米 は,水 田で とれ た米(pare　 uma　ae)で あ って もよい が,そ れ以 外

の米 は,か な らず 畑 で とれ た 米(pare　 tans　maja)で な けれ ば な らな い。

　 10時 ご ろ:ウ ォ ロ ・レ レ村 の住 人 た ちが,三 々五 々,フ ァタ ・マ リに む け て 出 発す

る。 各 世 帯 ご とに,大 き な蓋 つ きの編 み カ ゴ(sindu)に い れ た 米,ベ ラbelaと い う

竹 で つ く った,何 本 か の ボ クbhoku(節 の 部 分 が 底 に な る よ うに つ くった竹 の容 器),

そ れ に薪(kaju api)を 用 意 して もって ゆ く(写 真17参 照)。

　 10時30分:人 々 が,ぞ くぞ くと フ ァタ ・マ リに あ つ ま って くる。 人 々の服 装 は,ふ

だん よ り も上等 な,い わ ば 「よそ ゆ き」 で あ り,と くに 首 長 た ちは,ラ ギragi(黒 地
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(1>ヤ コ ブ ・ン ド リ ・ワ ン ゲYacob　 Ndori　 Wangg6(ウ ォ ロ ・レ レ村 にす む リア ・べ 一 ワ)

(2)ン グプ ・ン ガ イNggbu　 Nggai(ム ラ ・ワ トゥ村 にす む リア ・べ 一 ワ)

(3)ハ ゴ ・ワ ウ ォ(女 性 の 首 長)

(4)ダ ワ ・デ ト ゥDawa　 DLtu(ハ ゴ ・ワ ウ ォの 夫)

(5)タ ニ ・ダ ワTani　 Dawa(モ サ ・ラ キ ・プ ウ の代 理 人)

(6)ワ ラ ・マ リWara　 Mari(モ サ ・ラ キ ・イ ネ ・ア メ の代 理 人)

(7)ロ ゴ ・ワ ンゲLogho　 Wangg@(モ サ ・ラ キ ・へ べ ・サ ニ)

(8)ウ ォラ ・ワ ラWora　 Wara(ウ ォ ロ ・サ ン ピWolo　 Sambi村 に す む 人 物)

(9)ヘ ナ ・ハ ゴ ・ワ ウ ォhensん ㎎O　 avawoと い う名 前 の ユ ウガ オの 椀

(10?ヘ ナ ・サ ワ ・タtJ　12ena　 sawa　 takaと い う名 前 の ユ ウガ オ の 椀

(11)ヘ ナ ・セ ンガ ・ジ ェプhena　 sengga　 jeb:tと い う名 再ilのユ ウ ガ オ の椀

(12)大 きな 平 カ ゴ(kidlua　 ria)

(13}平 カ ゴ(kidha)

(ゆa群 の編 み カ ゴ

(15)b群 の 編 み ヵ ゴ

⑯ ム ス ・マ セmuse　 mace(石 柱)

(1の大 き な木

ps)石 垣(kota)

(19)土 の な か に埋 め られ て い る石(watu)

⑫0)ウ ォロ ・マ ゲ村 の若 者 が 火 を燃 や し,ア ン トン ・デ キAnton　 Dekiが 料 理 をお こ な った 場 所

図31ロ カ 。ラウにおける人 と物の配置

に 横 縞 の はい った男 性 用 の 腰 布),ル カluka(肩 掛 け),レ スlesu(頭 布)を 身 に つ け

て お り,ま た 妻 た ちは,ラ ウ ォlawo(女 性用 の 腰 布)と ラン プlambu(女 性 用の 上 体

衣)を 身 につ け,髪 を き ちん と ゆい あ げ てい る。

　 10時38分:真 紅 の ラ ンプ(女 性 用 の上 体 衣)を 身 に つ けたハ ゴ ・ワ ウ ォ(女 性 の首

長,1・1・4参 照)が,2つ の大 きな平 カ ゴ(kidha　 ria),ヘ ナ ・セ ンガ ・ジ ェブhens

sengga　jehu(豚 が 出 産 の と きに つ くる巣 を攻 撃 す るユ ウガ オ の椀),ヘ ナ ・サ ワ ・タ カ

hena　saraa　taka(斧 の木 くず の ユ ウガ オ の椀),　 ヘ ナ ・ハ ゴ ・ワ ゥ ォhena　 hago　zvazvo

(ハ ゴ ・ワ ウォ の ユ ウ ガ オの椀)と 名 づ け られ た3つ のユ ウ ガオ の椀 を は こん で きて,
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写真18　 クラ ・ヘナをおこな うハゴ ・ワウォと首長たち。むか って左側

の女性がハ ゴ ・ワウォ。

ロ カ ・ラ ウloka　rau(ポ オ の祭 場)の なか の所 定 の位 置に す わ る154)。 そ して,大 きな

平 カ ゴ と3種 類 の ユ ウ ガ オの 椀 を 図31の よ うに配 置 す る。

　 ハ ゴ ・ワ ウ ォ は,オ ネ ・リァで料 理 を お こな う ロ ウ ォ ・コレ人 の女(マ リア ・ウタ)

とお な じ く,一 度 す わ ると儀 礼 が おわ るまで,た つ こと も,話 をす る こ と もで きな く

な る。

　 とい う こ と は,大 便(ta'i)や 小 便(hoga)を もよ お して も,ハ ゴ ・ワ ウ ォは,そ の

場で 用 を た さな けれ ば な らな い わ けで あ るが,も し小 便 を す るな らば,そ の年 は雨 が

ふ りつ づ き(uja　 ae　lemba),大 便 をす る な らば 豊 作(kema　 bo'o)に な るの だ とい わ れ る。

　 ハ ゴ ・ワ ウ ォが 所定 の位 置 にす わ る と,ウ ォ ロ ・マ ゲ村 の若 者 が,図31に えが か れ

て い る 場所 で 火 を燃 や しは じめ る。 火種 は,ウ ォ ロ ・マ ゲ 村(Desa　 Detu　 Peraに 存

在 す る)の ハ ゴ ・ワ ウ ォの家 か らも って こ られ た もの で あ る。

　 この 火 を つ か って,の ち ほ どア ン トン ・デ キAnton　 Deki　 Desa　 Detu　 Pera内

のWolo　 Nio村 に す む,　Ndopo　 Mbete(図4参 照)の 子孫 で あ り,ポ オ ・リア の と き

に 副食 とな る菜(uta)を 準備 す る役 割 を に な う　 　 が菜 を料 理 す る。 今 回 の ポオ ・リ

アで は,フ ァタ ・マ リの 中央 を 流 れ る川(図33参 照)で とれ た エ ビ(kuraな い しは

susu　muru)を つ か って,エ ビ汁(uta　 kuraな い しはuta　susu　muru)が つ くられ た が,

菜 はか な らず エ ビ汁 だ け とい うわ けで は な い。 つ ま り,火 入 れ の と きに 森 を延 焼 させ

ユ54)ヘ ナ ・セ ンガ ・ジ ェブ とヘ ナ ・サ ワ ・タ カ は,ム ラ ・ワ トゥ村 の(リ ア ・ベ ー ワの すむ)オ

ネ ・リア に保 管 され て お り,ま た,大 きな平 カ ゴ と ヘ ナ ・ハ ゴ ・ワ ウォは,ウ ォ ロ ・マゲ 村 の

ハ ゴ ・ワ ゥ ォの 家 に保 管 されて い る。
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た者 が,タ ナ ・ワ トゥの ゆ る しを こ うた あに 豚 を 屠殺 す ると,こ の豚 もま た菜 と して

料 理 され るので あ る155)。

　 11時36分:首 長 た ちの持 参 した米 を計 量 す る ク ラ ・ヘ ナkula　 hena(ユ ウガ オの 椀 で

計 る)と よば れ る儀 礼 が は じま る(写 真18参 照)。

　 米 の計 量 を お こな うた めに,ロ カ ・ラ ウ(ポ オ の祭 場)に す わ って い るの は,ハ ゴ

・ワ ウ ォ
,ダ ワ ・デ ト ゥDawa　 Detu,タ ニ ・ダ ワTani　 Dawa,ワ ラ ・マ リWara

Mari,ロ ゴ ・ワ ンゲLogho　 Wangge,ウ ォ ラ ・ワ ラWora　 Waraと い った面 々で あ

る。 ダ ワ ・デ トゥは,ハ ゴ ・ワ ウ ォの 夫,タ ニ ・ダ ワは,ラ テ ・ン ゴ ジRate　 Ngg(が

村 か らや って きた モサ ・ラキ ・プ ウmosa　 laki　pu'u(根 本 の首 長)の 代 理 人,ワ ラ ・マ

リは,フ ァタ ・ン ドポFata　 Ndopo村 か らや って きた モ サ ・ラキ ・イ ネ ・ア メmosa

laki　ine　ame(妻 の 与 え 手 の 首 長)の 代 理 人,ロ ゴ ・ワ ンゲ は,ワ トゥ ・ネ ソWatu

首長 の妻,

ダ ワ ・デ トゥ

Dawa  Detu

Dawa  Detu Dawa  Detu

Wara  Mari Wara  Mari
Wara  Mari

ヘ ナ ・サ ワ ・タ カ

 hena sawa taka

ヘ ナ ・セ ンガ ・ジェブ

 hena  sengga jebu
ヘ ナ ・サ ワ ・タ カ

 hena sawa taka

ロゴ ・ワ ンゲ

Logho  Wangge

ウ ォラ ・ワ ラ

Wora Wara

a群の編みカゴ

 Pare isi  lia rua
(2人 の リア ・べ 一 ワ

にあた え られ る米)

ハ ゴ ・ワ ウ ォ

hago wawo

ヘ ナ ・入 ゴ ・ワ ウ ォ

 hena hago wawo

b群の編みカゴ

pare isi hago wawo
(ハ ゴ ・ワ ウ ォにあ

た え られ る米)

① ～⑥:sinduの 番号

タイプ1:sindu① の米

タイプ2:sindu① ～③の米

タイプ3:sndu① ～⑥の米

図32　 クラ ・ヘナの方法

155)1984年 度 の ポオ ・ リア にお いて も,森 を 延 焼 させ た者 は い なか った 。 だ が,ム ラ ・ワ トゥ

村 の リア ・ベ ー ワが,伐 採 の禁 じられ て い る フ ァタ ・マ リの木 を 切 り,家 の 修 繕 のた め に もち

い る とい う こ とが あ った 。そ の た めに,リ ア ・べ 一 ワ は,豚 を1頭 供 出す る こ とにな り,こ の

豚 は,ポ オ ・リア に お いて 屠 殺 され,ア ン トン ・デ キ に よ って,す ぐに料 理 され た。

この 豚 は,ク ラ ・ヘ ナkolahena(後 述)が お こなわ れ る前 に屠 殺 され,豚 の首 か らあふ れ

でた 血 が,ア ン トン ・デ キ によ って ハ ゴ ・ワ ウ ォの手,ハ ゴ ・ワ ウ ォの前 にお か れて い る大 き

な平 カ ゴ,ユ ゥガ オ の椀,そ れ に ムス ・マ セ(石 柱)に な す りつ け られ た 。
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Neso村 にす む モ サ ・ラキ ・ヘ ベ ・サ ニmosa　 laki　hebe　sani(最 下 流 域 の首 長)で あ

る(図4参 照)。 また,ウ ォ ラ ・ワ ラは,Desa　 Wolo　 Sambi(図2参 照)内 の ウ ォ

ロ ・サ ン ビWolo　 Sambi村 に す む クネ ・マ ラ人(Ata　 Kune　 Mara,図4参 照)の 成

員 で あ り,の ち ほ ど のべ るよ うに ジ ョカ ・サ ワ ・タ カ ブo肋5αω硯 α肱 に おい て も重 要

な役 割 を は たす が,こ の よ うな役 割 が あ た え られ るに い た った歴 史 的 ない き さつ に つ

い て,く わ しい 情報 を え る こ とは で き なか った 。

　 クラ ・ヘ ナ に は,3つ の 方 法 が あ り,ど の 首 長 に は,ど の 方 法 が も ちい られ な けれ

ば な らない か が きま って い る。 ま た,ど の 方 法 が も ちい られ るか に よ って 持 参 され る

米 の量 も きま って お り,タ イ プ1の 場 合 に は,米 の はい った大 きな蓋 つ き カゴ(sindu)

が1つ 持 参 され,タ イ プ2の 場 合 に は3つ,タ イ プ3の 場合 に は米 の はい った大 きな

蓋 つ きカ ゴ が6つ 持 参 され る。 以 下 の 記述 は,表12と 図32を 参照 しなが らよ んで い た

だ きたい156)。

　 タ イ プ1:a)首 長 の妻 が 持 参 した大 き な 蓋 つ き カ ゴ(sindu)① か ら,ダ ワ ・デ ト

ゥの近 くに おか れ て い る平 カ ゴ(kidha)に 米 を い れ る。　b)こ の米 を ワ ラ ・マ リが ヘ

ナ ・サ ワ ・タ カに 山 も りに な るまで いれ る。c)ヘ ナ ・サ ワ ・タ カに い れ られ た 米 が,

ロ ゴ ・ワ ンゲ と ウ ォ ラ ・ワ ラの 手 を 介 して,a群 の編 み カ ゴ(benga)に あ け られ る。

この米 は,パ レ ・イ シ ・リア ・ル アpare　 isi　ria　rua(2人 の リア ・ベ ー ワの米)と よ

ば れ,ウ ォ ロ ・レ レ村 とム ラ ・ワ トゥ村 に 居 住 す る2人 の リア ・べ 一 ワ(表2,図4

参 照)に あ た え られ る。

　 タ イ プ2:a)首 長 の妻 が,持 参 した大 きな蓋 つ き カ ゴ② か ら,ダ ワ ・デ トゥの 近

くに お か れて い る平 カ ゴ(kidha)に 米 を い れ る。　 b)こ の 米 を ワ ラ ・マ リが ヘ ナ ・

セ ンガ ・ジ ェ ブに 山 も りに な るまで いれ る。c)山 も りに な って い る部分 を ハ ゴ ・ワ

ウ ォが両 腕 をつ か って,ヘ ナ ・ハ ゴ ・ワ ウ ォの おか れ て い る大 きな平 カ ゴ(kidha　 ria)

に 移 す。 こ の行 為 は,ハ ゴ ・ワ ウ ォ ・トウ ・ン ボ トゥhago　 roazvo,　to'u　mbotu(上 の 部

分 を と り,山 の 部分 をつ ま む)と よば れ る。 ま た,ヘ ナ ・ハ ゴ ・ワウ ォ のお か れ て い

る大 き な編 み ヵゴに 移 され た 米 は,パ レ ・イ シ ・ハ ゴ ・ワ ウ ォpare isi hago wawo(ハ

ゴ ・ワ ウォ の米)と よば れ,ハ ゴ ・ワ ウ ォに あ た え られ る。d)ヘ ナ ・セ ンガ ・ジ ェ

156)タ イプ3が,2入 の リア ・ベ ー ワに だ け適 用 され る こと は理 解 で きるに して も,mosa　 laki,

hagd　ria,hage　 lo'oと い う地 位 と は無 関係 に,特 定 の ク ラ ・ヘ ナの 方法 が 特定 の首 長 に適 用 され

る理 由 は理 解 しがた い 。 こ の点 に 関 して は,さ ま ざ まな 説 明 が きか れ る が,そ の なか で,も っ

とも説 得 力 が あ るの は,つ ぎの よ うな 説 明で あ った 。Pius　 Ras　iWanggeがlandschapの 長 と

して 権 勢 を ふ る って い た時 代 に(1・1・7参 照),数 多 くの 副 次 的 な 首長 の 地 位 が創 設 され

た 。 こ の 「新 た に創設 され た首 長」(hags　eo　baru)に は,タ イ プ1が 適 用 され る。 した が って,

ク ラ ・ヘ ナの方 法 には,も とは タ イ プ2と タ イ プ3し かな か った ので あ る 。
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ブに の こ って い る米 を 首 長 の妻 に返 却 す る。e)首 長 の妻 が,持 参 した大 きな蓋 つ き

カ ゴ① か ら,ダ ワ ・デ トゥの 近 くに おか れ て い る飯 カ ゴに米 を い れ る。f)ワ ラ ・マ

リが,そ の米 を ヘ ナ ・サ ワ ・タカ が 山 も りに な るまで いれ る。9)ヘ ナ ・サ ワ ・タ カ

に はい って い る米 が,ロ ゴ ・ワ ンゲ と ウ ォ ラ ・ワ ラ の手 を 介 して,a群 の 編 み カゴに

あ け られ る。 この米 は,ウ ォ ロ ・レ レ村 とム ラ ・ワ トゥ村 に居 住 す る2人 の リア ・ベ

ー ワに あ た え られ るパ レ ・イ シ ・リア ・ル ァ と な る
。h)首 長 の妻 が,持 参 した大 き

な 蓋 つ きの編 み カ ゴ③ か ら,ダ ワ ・デ トゥの近 くに おか れ て い る編 み カ ゴに 米 を いれ

る。i)こ の米 を ワ ラ ・マ リが ヘ ナ ・サ ワ ・タ カに 山 も りに な るまで い れ る。　 j)ヘ

ナ ・サ ワ ・タ カに はい って い る米 を 首 長 の 妻 に返 却 す る。 首長 の妻 は,dとjに お い

て 返 却 され た米 を 炊 い て ア レ ・ポオare　 po'o(ポ オ の飯)と よば れ る 料 理(後 述)を

つ くるが,ポ オ ・リアで つ か わ れ るの は,dに お いて 返 却 され た米 で あ り,　 jに お い

て 返 却 され た米 は,ポ オ ・ロオpo'o　lo'o(後 述)で つ か わ れ る。

　 タ イ プ3:上 記 のaか らjに い た る行為 が,2度 くりか え され る。 そ の た び ごとに,

持 参 した6つ の大 き な蓋 つ きの カゴ米(① ～⑥)か ら,ダ ワ ・デ トゥの 近 くに お か れ

て い る平 カゴに 米 をい れ る。 首 長 の妻 は,2回 のdとjに おい て返 却 され た 米 を 炊 い

て ア レ ・ポ オを つ くる。 タ イ プ2の 場 合 とお な じ く,dに お い て返 却 され た 米 は,ポ

オ ・リア で つか わ れ,jに お いて 返 却 され た米 は,ポ オ ・ロ オで も ちい られ る。

　米 の は い った 蓋 つ き カゴ(sindu)の 数 と クラ ・ヘ ナ との相 互 関係 に つ い て は図32を,

首 長 た ちが所 属 す る集 団 間 の 関係 に つ い て は 図3,図4を 参 照 され た い。 な お,表12の

なか に 記 載 されて い る アタ ・ン ドン ドAta　 Ndondo(ン ドン ド人)と は,　Desa　 Kota

写真19竹 筒をつか って飯が炊かれてい る。
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DWLA:Desa　 Wolo　 Lele　 A,　DDP:Desa　 Detu　 Pera,　 DWS:Desa　 Wolo　 Sambi

DWN:Desa　 Watu　 Neso,　 DL$:Desa　 Lia　Beke

●:マ ロmaro(竹 筒 で飯 を炊 く場 所)

図33　 フ ァタ ・マ リに おけ るマ ロの 配 置

Baru(図2参 照)と 境 を せ っ す る政 治 共 同体,ン ドン ド地 域(Tana　 Ndondo,図12

で はDondoと 表 記 され て い る)に 出 自 を もつ 者 の ことで あ る。

　 12時6分:ハ ゴ ・ワウ ォの 前 に お か れ て い る大 きな平 カゴか らあ ふ れ そ うに な った

米 がb群 の 編 み カゴ に あ け られ る。 この米 は,ク ラ ・ヘ ナ をお こな う過程 で ヘ ナ ・セ

ンガ ・ジ ェ ブや ヘ ナ ・サ ワ ・タ カ か ら こぼ れ お ちた米 で あ る。

　 13時14分:再 度,ハ ゴ ・ワ ウ ォの 前 に お か れ て い る大 きな平 カゴに た ま って い た米

をb群 の編 み カ ゴに あ け,ク ラ ・ヘ ナ の儀 礼 が すべ て 終 了 す る。a群 の 編 み カゴ もb

群 の編 み カ ゴ も,米 で 満 杯に な って い る。

　 ア レ ・ポ オare　po'o(ポ オ の 飯)を 炊 く作 業(po'o　 are)は,適 宜 は じめ られ る こ と

に な って い るので,ク ラ ・ヘ ナが 終 了 す る こ ろに は,大 多 数 の 人 々が,す で に ア レ ・

ポ オを炊 きは じめて い る(写 真19参 照)。

　 ア レ ・ポオ は,つ ぎの よ うに して 炊 か れ る。a)ま ず あ た りに 落 ちて い る大 きな 石

を あつ め,そ れ を約60～70セ ンチ メ ー トル ほ どの 高 さにつ みあ げ る。 この よ うな 石 山

を数 メ ー トル は な して2つ つ くる。b)そ して,こ の石 山に,丸 太(gega)を のせ,2

つ の石 山 に い わ ば橋 を か け るよ うに す る。 こ の よ うに してつ く られ た もの の全 体 は,

マ ロmaroと よば れ る。 な お,マ ロ は,い くつ か の世 帯 が 共 同で つ くる場合 が 多 く,お

な じ村 落 共 同体 に す む人 々 は,た が い に近 接 した場 所 に マ ロを設 置 す る。 マ ロ が つ く
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られ る場 所 の概 略に つ いて は図33を 参

照 され た い。c)こ の 作 業 と 同時平 行

して,女 た ちが,つ ぎ の よ うな作 業 を

お こな う。 持 参 した竹 筒(bhoku)の な

か に,シ マ オ オ タ ニ ワタ リ(リ オ語 名:

kore;学 名:Asplenium　 nidus)の なが

い 葉 を さ しこみ,竹 筒 の 内側 に は りつ

か せ る。d)つ ぎ に,米 と コ コナ ツ ミ

ル クを 竹 筒 の なか にい れ る。e)こ の

竹 筒 を丸 太 に たて か け る。f)竹 筒 の

わ きで,持 参 した 薪 を もや す。 火 種 は,

10時38分 に燃 や しは じ め られ た 火 か ら

と って くる の が原 則 で あ る。 竹 筒 が 青

い ま ま だ った り,あ るい は燃 え だ した

り しな い よ うに,火 加 減 に注 意 しなが

ら作業 を す す め る157)。

16時14分:ア レ ・ポオ が ロカ ・ラウ

(ポ オ の祭 場)に あ つ め られ る。 一 般 民 も首 長 た ち も,各 世 帯 につ き,最 低 限1本 の

ア レ ・ポ:オを供 出 す る こ とが な らわ しに な って お り,筆 者 の 知 るか ぎ り,首 長 た ちと

い え ど も,1本 以 上 の ア レ ・ポ オ を供 出 した者 は,ほ とん ど い なか った よ うで あ る。

ク ラ ・ヘ ナ に お いて,タ イプ2と タ イ プ3の 方 法 が 適 用 され た首 長 た ち は,dに お

い て 返 却 され た米 で ア レ・ポ オ をつ くるわ け で あ る が,こ の 米 で ア レ・ポオ を つ くる と,

数 本 の ア レ ・ポ オが で き る。 した が って,か れ らは,ロ カ ・ラ ウに も って くる必 要 の

な い ア レ ・ポ オを 複 数 本 も って い るわ け で あ るが,こ れ らの ア レ ・ポ オ は,帰 宅 す る

ま え に,フ ァタ ・マ リで 食 べ られ,そ の と きに あ ま っ た もの は,村 に も ちか え られ る。

と もあ れ,1984年 の ポオ ・リアで は,156本 の ア レ ・ポ オ が ロカ ・ラ ウに あつ め ら

157)た だ し,以 上 の よ うに して 炊 か れ るの は,の ち ほ どア レ ・ア エ ・ウ ジ ャareaeuja(雨 水 の

飯)と して タ ナ ・ワ トゥに供 え られ るア レ ・ポオ で あ り,そ れ 以 外 の ア レ ・ポ オ は,お い し く

か つ食 べ や す くす るた め に,つ ぎの よ うな 方 法 でつ くられ る。

まず,シ ャロ ッ ト,シ ョゥガ,コ シ ョー,塩 な どを,コ コナ ツ ミル ク とと も に米 に 混ぜ て お

く。 そ の米 を シマ オ オ タニ ワタ リ(kore)の 葉 で くるみ,15cm×5cm×lcmほ どの大 き さの

四 角 いつ つ み も のを つ くる。 つ ぎに,こ れ を 竹 筒 のな か にす きま な くつ め こみ,そ こに コ コナ

ッ ミル クを そそ ぎ こむ 。 そ して,竹 筒 を 火 に か け る。

の ち ほ どのべ る こ とで あ るが,こ の よ うに して 炊 か れ た飯 も,ア レ ・ポ オで あ る こと にか わ

りはな く,「 雨 水 の飯 」 とお な じよ う に家 の なか に もち こむ こと は禁止 され る。
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れ た。

　 16時28分:4本 の ア ウ竹 が,ム ス ・マ セ(石 柱)の わ き の大 木(図31参 照)に た て

か け られ,ノ キ ・ア レ ・ポ オnoki　are　po'o(ア レ ・ポ オの 棚)が つ くられ る。 そ して,

ロカ ・ラ ウに も って こ られ た ア レ・ポ オ が,そ の な か に つ み あ げ られ る　 (写 真20参 照)。

ノ キ ・ア レ ・ポ オに つ み あ げ られた ア レ ・ポ オ は,ア レ ・ア エ ・ウ ジ ャare　ae　uja(雨

水 の飯)と よ ば れ る よ うに な る。

　 16時33分:ア ン トン ・デ キが,エ ビ汁 を ヤ シ殻 の椀 に よそ って,近 くに い る ウ ォ ラ

・ワ ラに わ た す。 ウ ォ ラ ・ワ ラは,ビ ン ロ ウヤ シの葉 鞘(mba'o)を お り ま げて つ くっ

た長 さ約40cmほ どの舟(kozva)と ウォ ロ ・マ ゲ 村 の マ ロ(ア レ ・ポ オが 炊 か れ る場

所)で 炊 か れ た ア レ・ポオ の1本 を もって い る。 舟 の なか に は,な に もは い って い ない

が,本 来 な らば,開 墾 地 か らも って こ られ た サ ワ・タカ 鵡ω副 説 α(直 訳:斧 の 木 くず;

意 訳:燃 え の こった 木 の くず)が はい って い な けれ ば な らない の だ とい わ れ る158)。

　 16時36分:ウ ォ ラ ・ワラ が,エ ビ汁,舟,ア レ ・ポ オを も って,川 に むか って歩 い

て ゆ く。 そ して,子 供 た ちが,そ の後 を 追 って ゆ く。 道 々,人 々が ひ とに ぎ りの米 を

舟 の なか に い れ る。

　 16時40分:川 に 到 着 し,竹 筒 を割 っ て ア レ ・ポ オを だ し,エ ビ汁 と と もに舟 の な か

に い れ る。 そ して,つ ぎ の よ うな 呪文 を さ さや くが,イ ネine(「 源」)と よば れ る 呪

文 の キー タ ー ム は声 に だ され な い。

 nu no'o rubu, 
 lela no'o  angi. 

miu aku joka do  ilia. 

miu  Lora wola mba sai da ghawa lau. 

 te'u, hego, wuga, 

teku ku, ana he, 

 bhall walo.

雲 と と もに 彼方 へ む か い,

風 と と もに 飛 び され。

私 は お ま え を追 い は ら う。

海 に む か って ま っす ぐに か え って ゆ け。

ネ ズ ミ,ヘ ゴ虫,ウ ガ 虫159),

山 鳩,ス ズ メ よ,

か え って ゆ け。

　 そ して,舟 を,竹 筒 に の って い る ア レ ・ポオ と と もに川 に なげ す て る。 す ると子 供

た ちが,い っせ い に石 をな げ つ け,舟 は,ま た た くまに 水 の なか に沈 んで しま う。 以

上 の よ うな儀 礼 行 為 は,ジ ョカ ・サ ワ ・タカjoka　 sazva　taka(燃 え の こ った木 の くず

158)サ ワ ・タ カが いれ られ な か った 理 由 はは っき り しな か っ た。 しか しな が ら,人 々は,舟 の

な か に サ ワ ・タ カ が は い って い るこ とを 信 じて 疑 わ な い 。 そ して,リ セ ・ロ ウォ ・ボ ラや,

Desa　Wolo　 Sambiの 東 側 に 隣接 す る ブ ー ・ラグ地 域(Tana　 Bu　Lagu)で お こなわ れ るポ オ で

は,実 際 に開 墾 地 か らサ ワ ・タ カが も って こ られ,海 に む け て流 さ れ る 。 ・

159)ヘ ゴ 虫 は稲 に被害 をお よ ぽ す昆 虫 で あ り,イ ン ドネ シア語 で はwalang　 sangitと よ ば れ る 。

ウェガ 虫 は,ト ウモ ロ コ シや 稲 の茎 に巣 くう,肌 色 を した何 か の幼 虫で あ る。1・5セ ンチ メ ー

トル ほ ど の長 さが あ る。
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(1)Tapo　 Tani(表11参 照)

(2)Logho　 Mera(表11参 照)

(3)Logho　 Gete(表11参 照)

(4)Mapa　 Sanggu(表11参 照 》

(5)Wara　 Mari(本 文 参 照)

(6)Tani　 Dawa(本 文 参 照)

(7)Wora　 Wara(本 文 参 照 〉

(8)Toni　 Kuwa(表11参 照)

(9)ム ス ・マ セ(石 柱)

(10)ヘ ナ ・セ ンガ ・ジ ェプ に も られ た 「雨 水 の 飯 」

⑪ ヘ ナ ・サ ワ ・タ カ に も られ た 「雨水 の 飯J

(12)ヤ シ殻 の椀 に もられ た エ ビ汁

図34「 雨水の飯」を供える首長たち

を追 い は ら う)と よ ば れ る。

　 な お,こ の ジ ョカ ・サ ワ ・タ カが お こなわ れ る川 は,フ ロ ー レ ス 島の 南 に ひ ろ が る

メ シ・ア タ・ハ キmesi　 ata　haki(直 訳:男 の海;意 訳:サ ブ海)に むか って 流 れ て い る。

　 16時39分:ノ キ ・ア レ ・ポ オの前 に バ ナ ナの 葉(zuunu　 muku)が しき つ め られ る。

そ して,竹 筒 を 山刀 で 割 って,ア レ ・ア エ ・ウ ジ ャ(雨 水 の 飯)を バ ナ ナの 葉 の 上 に

だ す作 業(kela　 are　po'o)が お こな われ は じ め る。 ただ し,竹 筒 か らだ され るの は,ノ

キ ・ア レ ・ポ オに つ み あ げ られ た ア レ ・ア エ ・ウ ジャの 一部 で あ る。

　 16時52分:ア ン トン ・デ キが,ア レ ・ア エ ・ウ ジ ャを 手 で適 当 な大 き さに お って,

2つ のユ ウ ガオ の椀(ヘ ナ ・セ ンガ ・ジ ェブ とヘ ナ ・サ ワ ・タ カ)に もる。 そ して,

2つ の ヤ シ殻 の椀 に よそ った エ ビ汁 と と もに,ロ カ ・ラ ウに あ る ムス ・マ セ(石 柱)

の と ころ に もって くる(図34参 照)。

　 16時54分:ワ ラ ・マ リが,手 を つ か って ア レ ・ア エ ・ウ ジ ャ(雨 水 の 飯)と エ ビを

ム ス ・マ セ(石 柱)の 上 に お く。 つ づ いて 図34の な か に え が かれ て い る他 の首 長 た ち

が,お な じよ う な方 法 で ア レ ・アエ ・ウ ジ ャと エ ビを石 柱 の 上 に お い て ゆ き(ム ス ・

マ セ の まわ りに す わ る首 長た ちの 構成 は,毎 年少 しずつ こ とな る),最 後 に モ ケmvke

(サ トウ ヤ シの樹 液 を 醸 した 酒)を 注 ぎか け る。 そ して,ワ ラ ・マ リが,つ ぎ の よ う

な 祝 詞 を言 上 す る。

 ule age leka  lia lubu  eo  bewa. 

mba sai  Mt  beu, 

siga sai  Mixt  bewa. 

 ghele mai tenu  keli 
lau mai tenu mau,

ふ か い洞 穴 か らの 鳥 よ。

遠 くへ ゆ き な さい 。

か な た へ飛 び さ りな さい 。

山 の方 で も,

海 の方 で も,

740



tn  9 2r-Vircill 6-20,MR0,1Eiel LAM

uma lo'o, uma  ria, 

bo'o  lei  salve. 

 Aire leja lima rua, 
 ma'  e  miko  ma'd  heri.

小 さい畑 も,大 き な畑 も,

み ん な 豊 作に なれ 。

7日 の あい だ は禁 忌160》。

動 いた り,さ わが し くす るな。

　 1984年 の ポ オ ・リア で は,お な じ文 脈 で,つ ぎの よ う な祝 詞 が,モ サ ・ラ キ ・へ べ

・サ ニmosa　 laki　hebe　sani(最 下 流域 の ま も りを か た め る首 長)で あ るロ ゴ ・ワンゲ

Logho　 Wangge(図4参 照)に よ って言 上 され た161)。

du'a  gheta lulu  wula, 

 ngga'e  ghale wena tana. 

wa'u sai no'o  mangu au. 

wa'u sai no'o tangi lima esa. 

pa'a ti'i di leka ka. 

pa'a ti'i di leka pesa. 
leka Fata  Mari, 

 ghele no'o lau no'o, 

 ghale no'o mena mai, 
mai  sawe dowa, 

kita mera do sama sama. 

kami rina walo leka kau, 

pati walo kami hiwa  ina. 

gaga di bo'o,  kiwi di  ae. 

peni di  nge, wesi di nuwa. 
rina leka kau. 

du'a  gheta lulu  wula, 

 ngga'd  ghale wena tana.

月 の上 の天 空 神 よ。

土 の下 の土地 神 よ。

ア ウ竹 の主柱 を お りて きて くだ さい 。

6段 の梯 子 を お りて きて くだ さい162}。

飯 を お供 えい た します 。

肉 を お供 えい た しま す。

フ ァタ ・マ リに,

四方 八 方 か ら163),

や って きて,

い っ しょにす わ って お ります 。

お 願 い い た しま す,

今 年 もま た,お あ た え くだ さい ます こ とを。

豊 作 に な ります こ とを,

家 畜 が ふ え ます こ とを,

お 願 い も う しあ げ ます。

月 の上 の 天 空神 よ,

土 の 下 の 土地 神 よ。

　祝 詞 の言 上 が お わ る と,ム ス ・マ セ(石 柱)の ま わ りに しゃが んで い る首 長 た ち が,

ユ ウ ガ オの 椀 とヤ シ殻 の椀 に の こ って い る ア レ ・ア エ ・ウジ ャ(雨 水 の 飯)と エ ビ汁

を手 づ か みで 食 べ る。

　 これ と同 時 並行 して,ハ ゴ ・ワ ウ ォに もア レ ・ア エ ・ウジ ャと エ ビ汁 が あ た え られ

160)ワ ラ ・マ リは,ポ オ ・リアがお こなわれた 日か ら数えて7日 とい って いるが,通 常 は,ポ

オ ・リアの翌 日か ら数 えて6日 間の禁忌(pire leja lima esa)といわれ る。 禁忌の内容 について

はのちほどのべる。

161)ワ ラ ・マ リによる祝詞 も水準以下の 下手な ものであ ったが,こ の ロゴ ・ワ ンゲの祝詞 も,

水 準を はるかに下 まわる祝詞だ といえる。

162)7段 も しくは9段 といわれ ることが普通であるように思われる。

163)方 向を指示するghele,lau,ghale,　menaと いう4つ の前 置詞が もちいられているわけである

が,こ こで適用されているのは,1型 の体系である。1型 の体系が適用 される理 由はほかで も

な く,リ セ ・ンゴンデ ・リアの北部 が南部よ りも高 く,か つ上流になっているからである。
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る。 ハ ゴ ・ワ ウォ は,す わ って い る場 所 の す ぐ前 に あ る石 　 　ハ ゴ ・ワウ ォの 説 明に

よ る と,こ の石 の よ うに み え る もの は,ほ とん ど土 の なか に うず ま って い る が,れ っ

き と した ム ス ・マ セ(石 柱)な の だ とい わ れ る　 　 の上 に ア レ ・ア エ ・ウ ジ ャ(雨 水

の飯)と エ ビを供 え た うえ で,そ の の こ りを食 べ て い る。

　 17時3分:ム ス ・マ セ の まわ りに す わ って い た 首 長 た ち が,食 事 を お え て,た ちあ

が る。 す ぐに,ユ ウガ オ の椀 の なか に の こっ て いた ア レ ・ア エ ・ウ ジ ャが,近 くに い

た 子供 た ちに わ けあ た え られ る。

　 17時5分:竹 筒 か らだ され ず に,ノ キ ・ア レ ・ポ オにつ ま れ た ま ま にな って い た ア

レ ・ア エ ・ウ ジ ャ(雨 水 の飯)が,首 長 た ちに 分配 され る。1984年 の ポ オ ・ リア で は,

リァ ・ベ ー ワria　bezvaに10本 ず つ,モ サ ・ラキmosa　 laki{moss　 laki　pu'uとmosa　 laki

ine　ameの 代 理 人,そ れ にmoss　 laki　hebe　sani)に5本 ず つ,ハ ゲhage(hage　 lo'oと

hage　riaを ふ くむ)に1本 ず つ ア レ ・ア エ ・ウ ジ ャが 分配 された 。 首 長 た ちの 地 位 に

つ いて は,表12を 参 照 され た い 。

　 これ と同 時 平行 して,a群 の編 み カゴ に は い って い た米(pare　 isi　ria　rua)が2つ に

わ け られ,2人 の リア ・ベ ー ワに あ た え られ る。 そ して,ハ ゴ ・ワ ウ ォは,b群 の編

み カ ゴ に はい って い た米(pare isi hago wawo)を も ちか え る。

　 人 々 は,か え る準 備 が で き しだい,つ ぎつ ぎ と フ ァタ ・マ リを さっ て ゆ く。 そ れ と

い うの も,暗 くな る と,タ ナ ・ワ トゥが ア レ ・ア エ ・ウ ジ ャ(雨 水 の飯)を も と めて

や って くる か らで あ り,ポ オ ・リア が お こな わ れた 夜,人 間 は,フ ァタ ・マ リに 近 よ

って は な らな いの だ とい わ れ る。

　 18時30分 ～19時30分:フ ァタ ・マ リか ら ウォ ロ ・レレ村へ む か う途 中,あ た り はX

闇 か ら漆 黒 の闇 にか わ る。 そ の なか を手 さ ぐり状態 で 山道 を の ぼ りつ め,三 々五 々村

人 た ち が ウォ ロ ・レレ村 に到 着 す る。

　 オ ネ ・リア で は,す ぐに 女 た ちが 副食 物 と な る菜(uta)の 料 理 を は じめ る。 菜 は,

塩 魚 の コ コナ ツ ミル ク煮(ula　 ika)と カ ボ チ ャ汁(uta　 besi)で あ った が,そ の 内容 に

き ま りが あ るわ けで は ない。

　 21時00分:こ れ らの 菜 と フ ァタ ・マ リか ら も ちか え られ た ア レ・ア エ ・ウ ジ ャ(雨 水

の飯)が,足 つ きの 素 焼 きの器(pame ha'i bewa)に も られ,オ ネ ・リア の 前 庭 に あ る ワ

ンゲ ・ンベ テWangge　 Mbete(Ata　 Ngga'e)の 墓 と オネ ・リア の 左 前 方 に あ る,そ の

息 子 の ン ベ テMbeteの 墓に10分 間 ほど供 え られ る(図7,図14参 照)。

　 そ の 後,こ れ らの供 物 が オ ネ ・リア のマ ガ ・ロオ(図16参 照)に も って こ られ,ヤ

コブ ・ン ドリ ・ワ ンゲ と ソ ロモ ン ・ウォダ(表10参 照)に よ って 食 され る。 そ れ と 同
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時 に,オ ネ ・リア にす む他 の 人 々 も,べ つ の器 に も られ た ア レ ・アエ ・ウ ジ ャ(雨 水

の 飯)を は じめ とす る ア レ ・ポ オ と菜 を マガ ・ロオ で食 べ る。(ワ ンゲ ・ン ベテ と ン ベ

テの 墓 に だ け供 物 が お か れ た理 由 を くわ し くはた ず ね な か っ た が,そ の 理 由 と して は,

マガ ・ロオ と墓 と の近 さや ンベ テ の妻 が オネ ・ リア に住 ん で い る(表10参 照)こ とな

どが あ げ られ よ う。

　 フ ァタ ・マ リか ら も ちか え られ た ア レ ・ア ヱ ・ウ ジ ャを は じめ とす る ア レ ・ポ オ は,

オ ネ ・リア にか ぎ らず,通 常 の家 屋 の場 合 で も,家 の なか に も ちこ む こ とが禁 じ られ

て い るの で,食 事 は,マ ガ ・ロオ も し くは地 面 の上(ghale　 Lana)で お こな わ な けれ ば

な らない の で あ る。

　 2・10・7　 ポ オ の禁 忌

　 オ゚ ・リァが お わ る と,6日(leja　 lima　esa)の あ い だ リセ ・ン ゴ ンデ ・リア の住 民

に は,ピ レ ・ポ オpiye　po'o(ポ オ の禁 忌)と 総 称 され る,つ ぎ の よ うな禁 忌 が 課 され

る164)。a)畑 仕 事 の全 面 的 な禁 止(pire kema uma)。 　b)ホ ウ キで掃 除 を す る ことの

禁 止(pire　 ngoni)。　 c)ひ げ剃 りの 禁 止(pire hongga kumi。 　 d)髪 の 毛 を く しけず

る こと の禁 止(pire　 subi fu)。　 e)毛 髪 を 切 る ことの 禁 止(Aire　 gutifu}。　 f)顔 を洗

う こと の禁 止(pire　pou　nia)。9)水 浴 の 禁 止(Aire　 rio　ae)i65)。

　 これ らの 禁忌 が ま も られ ない と,作 物 は鳥 獣 や害 虫 の被 害 を う けた り166),凶 作 に

な るの だ とい わ れ,と くに ク ラ ・ヘ ナに 参 加 した 首長 た ちは,禁 忌 を お か さな い よ う

に つ とめ な けれ ば な らな い。

　 2・10・8　 ハ ゴ ・ワウ ォ の儀 礼 行 為

　 フ ァタ ・マ リか らか え った の ち,ハ ゴ ・ワ ウォ の家 で は,つ ぎ の よ うな 儀 礼 が お こ

なわ れ る。 まず,ハ ゴ ・ワウ ォの家 の 前 庭で 火 を た き,そ こで 副 食 物 と な る菜(お そ

ら くは 肉)が 料 理 され る。 菜 がで きあ が ると,ウ ォロ ・マ ゲ 村 の 家 々 に と も され て い

るす べ て の 明か りを消 し,初 代 のハ ゴ ・ワ ウ ォで あ る ケ ワ ・ウ ォダ(1・1・4参 照)

164)以 上のよ うな禁忌の リス トは,け っして完全 なものではない。 なお,ポ オ ・リアにおける

ワラ ・マ リによる祝詞のなかに,「 動いた り,さ わが しくす るな」 という言葉 があるが,調 査

期間中,「音をたてて はな らない」 という禁 忌があるという話 は聞かなかった。

165)と はいえ,こ のような禁 忌が全面 的にま もられてい るわ けではな く,適 当な理 由をつけて,

禁忌は しばしばやぶ られて いる。たとえば,人 々は,1週 間のあいだ顔を洗わないわけではな

く,日 が高 くのぼると顔を洗 うことや髪を くしけず ることもゆ るされるとい った具合に,適 当

に拡大解釈がなされているのであ る。

166)作 物が鳥獣や害虫の被害を うけることは,儀 礼言語で は,hego　kema(ヘ ゴ虫が働 く),　wuga
///(ウ ガ虫が射る),mbiri　Nisi(ン ビリ鳥が実に穴をあけて食 べる),　weka　kare(ウ ェカ鳥が

かみ切る)な どと表現 される。
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の 遺 骨 箱 と ワ トゥ ・エ コ ・リマ ・ル ア ωα伽 既01伽 α7獺(7匹 の石)と よば れ る7つ

の 石 に,ア レ・ア エ ・ウ ジ ャ(雨 水 の飯)と 菜 が 供 え られ る。筆 者 は 実見 しなか った が,

ワ ト ゥ ・エ コ ・リマ ・ル ア は,ケ ワ ・ウ ォダ の遺 骨 箱 が お さめ られ て い るバ クbhaku

と よば れ る建 物 の近 くに あ ると い う説 明 を きい た。

　 そ の後,ハ ゴ ・ワ ウ ォの 家 に すむ 人 々が マ ガ(図15参 照)に あ つ ま って,ア レ ・ア

エ ・ウ ジ ャを は じめ とす るア レ ・ポ オ(竹 筒 で炊 かれ た 飯)を 菜 と と もに 食べ る。

　 また,ハ ゴ ・ワ ウ ォ は,フ ァタ ・マ リか ら も ちか え ったパ レ・イ シ・ハ ゴ ・ワ ウ ォ(ハ

ゴ・ワ ウォに あ た え られ た米)を,ポ オ の期 間 中に 食 べつ く さな けれ ば な らない が167),

パ レ ・イ シ ・ハ ゴ ・ワ ウ ォを食 べ る と きに は,つ ぎの よ うな 禁忌(Aire)が 課 され る。

　 a)パ レ ・イ シ ・ハ ゴ ・ワ ウ ォは,家 の な か に も ちこ む こ とが で きな いので,家 の

前 庭 で 炊 か な けれ ば な らな い。b)お な じ理 由 か ら,食 事 はつ ね に マ ガ(図15参 照)

で お こな わ な けれ ば な らな い。c)日 常 生 活 に お いて,竹 床 に ごぼ れ お ちた食 物 は,

ホ ウ キを つ か って 床 下 に は きお と され る(ngoni)。 だ が,パ レ ・イ シ ・ハ ゴ ・ワ ウ ォ

を は きお と す こと は禁 忌 な ので,ポ オの 期 間 中 は,竹 床 が 飯粒 で よ ご れ る と犬 を よん

で きて な め させ る(la'i)。　 d)パ レ ・イ シ ・ハ ゴ ・ワ ウ ォを洗 い流 す(lego)こ とは禁

忌 な の で,食 事 が す む と食 器 類(pane)や ス プ ー ン(Babe)は,手 で ふ き と った だ け

で(pui no'o uralima),マ ガ に ふせ て おが れ る。 また,お な じ理 由 か ら,釜 や 鍋 を 洗

う こと も禁 じ られ て い る。e)ポ オ の期 間 中,ハ ゴ ・ワウ ォ は,飯 以 外 の もの を主 食

に して はな らな い。f)ポ オ の期 間 中,ハ ゴ ・ワ ウ ォは,炊 事(ringgo ranggo)を お

こな って はな らな い168)。

　 以 上の よ うな禁 忌 を お かす な らば,日 照 りが つ づ いて 作 物 が全 滅 した り(ρ¢7ガαωα

moe made leja ria),鳥 が作 物 を 食 い あ ら した り(ule　ale　koru　no'o　nggae),大 風(angi

ria)や 土 砂 くず れ(kora　 bere)が お こ り,作 物 を 流 しさって しま う(ηgoαuma　 rema)

の だ とい わ れ る。

　 また,ハ ゴ ・ワ ウォ は,ポ オ の 期 間 に,家 の な か(居 間)に はい る こと がで きな く

な り,夜 もマ ガ(図15参 照)で 寝 るよ うに な る。 だ が,リ オ族 の 社 会 に お いて,女 性

は居 間 で寝 るの が普 通 で あ り,マ ガ で寝 る こと は まず あ りえ ない。 した が って,こ の

よ うなハ ゴ ・ワ ウォ の行 為 は異 常 だ と いえ る が,こ れ は,数 世 代 まえ まで お こな わ れ

167)パ レ ・イ シ ・ハ ゴ ・ワ ォ ウは,ポ オ ・リアが お こ なわ れ た 日の 翌 日 か ら食べ は じめ られ る 。

食 べ は じめ る と きに は,「 雨 水 の 飯」 とお な じよ うに,Kewa　 Wodaの 遺 骨箱 とwatu　 eko　lima

　ruaに 供 え られ る 。 また,こ れ でパ レ ・イ シ ・ハ ゴ ・ワ ゥ ォを 食 べ つ くす とい う最 後 の食 事 の

ときに も,Kewa　 Wodaの 遺 骨箱 とwatu　 dko　lima　ruaに 供 え られ る。

168)筆 者 の知 るか ぎり,パ レ ・イ シ ・リア ・ル ア(リ ア ・べ 一 ワに あた え られ た 米)に は,以 上

の よ うな禁 忌 が課 され る こ とはな い よ うで あ る 。
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て いた 乱交 の な ご りな の だ とい わ れ る。 す なわ ち,ハ ゴ ・ワ ウ ォ は,ポ オ の期 間 中,

不 特定 多 数 の 男性 を ま ね きい れ,マ ガに おい て 性 的 な交 渉 を お こな って い た と い う 伝

承 が あ り,こ の よ うな ハ ゴ ・ワ ウォ の行 為 は,テ エ ・タ ナ,ラ ニ ・ワ トゥte'e　tana,

lani　watu(寝 ゴザ は土,枕 は石)と 表 現 され る。

　 しか しな が ら,現 在 の ハ ゴ ・ワ ウォに は正 式 の夫(ダ ワ ・デ ト ゥDawa　 Detu)が

お り(1・1・4,表12参 照),ポ オ の期 間 中,ハ ゴ ・ワ ウ ォは,ダ ワ ・デ トゥ と と も

に マ ガで 就 寝 す る。

　 筆 者 は,ポ オの 期 間 中,ハ ゴ ・ワ ウ ォの 家 に 泊 めて も らい,か れ らと と もに マ ガで

寝 る こと がで きた 。 マ ガ に は棚 がつ くられ,そ の棚 に は,ク ラ ・ヘ ナの と きに つ か わ

れ た大 き な平 カ ゴ(kidha　 ria)と ヘ ナ ・ハ ゴ ・ワ ウ ォが お か れて いた 。 そ して,ハ ゴ ・

ワ ウォ は,ポ オの 期 間 中,マ ガで 寝 な け れ ば な らない 理 由を 「大 きな平 カ ゴの 番 を す

る こと」(dai　kidha　ria)に も とめて い た 。 しか しな が ら,リ セ ・ンゴ ンデ ・リアに お

い て 一 般 に 流布 され て い るの は,こ の よ うな説 明で は な く,上 記 の よ うな伝 承 な ので

あ る。 誤 解 の な い よ うに の べ て お くが,筆 者 は,こ の よ う な伝 承 を 事 実 と して うけ と

めて い るわ け で はな い。 の ち ほど のべ る よ うに,こ の よ う な伝 承 が 事実 で あ っ たか ど

う か を問 う こ とは,ま っ た く無 意 味 な ので あ る。

　 2・10・9　 ポオ ・ロ オ

　 ポ オ の期 間 中に,リ セ ・ンゴ ン デ ・リア 内 の い くつ か の場 所 で,ポ オ ・ロオ1)0'0

●:マ ロ maro(竹 筒をつかって飯 を炊 く場所)

図35ポ オ ・ロオ に おけ るマ ロの配 置
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lo'o(小 さな ポオ)と よば れ る儀 礼 が お こな わ れ る。 この ポ オ ・ロオ は,も っ と.もゲ

タ(上 流 ・山)な い しはゲ レ(斜 め上)の 方 向 に あ る村 落 共 同体 か ら,も っ と も ラウ

(下 流 ・海)な い しは ガ ワ(斜 め下)の 方 向 に あ る村 落 共 同体 へ と,つ ぎつ ぎ と 日に

ちを ず ら して お こなわ れ て ゆ く。 した が って,リ セ ・ン ゴ ン デ ・リア の なか で,も っ

と もゲ タ な い しはゲ レの 方 向 に あ るマ キ ・ン ドリ ・ワ ンゲ(1・1・5参 照)で は,

ポ オ ・リア の 翌 日,た とえば1983年 の 場合 で あ るな らば,9月26日 に ポオ ・ロ オが お

こなわ れ,も っと もラ ゥ ない しは ガ ワの 方 向 に あ る ワ トゥ ・ネ ソWatu　 Neso村 の周

辺 で は,9月30日 に ポ オ ・ロ オが お こな わ れ た。

　 しか しなが ら,お な じ 日に ポオ ・ロオ を お こな う と はい え,村 落共 同体 に 居 住す る

す べ て の 人 々 が,ひ とつ の 場所 に あつ ま って ポオ ・ロ オ を お こな うので は な い。 つ ま

り,お な じ村 落 共 同 体 の な かに あ り,か つ 川 や 山 で か こま れ た(tana　so　 no'o`lowo

no'o wolo)地 域 に あ る村 々が あつ ま って,ポ オ ・ロオ を お こな うの で あ る。 マ キ ・ン

ドリ ・ワ ンゲ(1・1・5参 照)を 例 に と ると,ウ ォ ロ ・レレ村,ア エ ・トゥン グ村,

ウ ォ ロ ・フ ァイ村,テ ボ ・ラカ 村,ウ ォロ ・ム デ村,オ ト ・パ ウ村 の人 々は,ア エ ・

ラボAe　 Laboと よば れ る場所 で,カ ジ ュ ・マ ニ村 の 人 々 は,デ トゥ ・ ドゥ リ Detu

Duliと よば れ る場所 で,ウ ォロ ・ボ ア村 の 人 々は,リ ア ・サ ンベLia　 Sambeと よ

ば れ る場 所 で,そ れ ぞ れ ポ オ ・ロ オを お こな うので あ る。

　 1983年9月26日10時30分 ご ろ:ウ ォ ロ ・レ レ村,ウ ォ ロ ・フ ァイ 村,テ ボ ・ラカ 村,

ア エ ・トゥン グ村,ウ ォロ ・ム デ村,オ ト ・パ ウ村 の人 々が,ウ ォ ロ ・レレ村 の そ ば

に あ る ウ ォア 川(Lobo　 Woa)に 近 い ア エ ・ラ ボAe　 Laboど よば れ る場所 に あつ ま

り,図35の よ うに マ ロmaro(ア レ ・ポ オ を炊 く場 所)を 設 置 し,ア レ ・ポ オ を炊 き は

じ め る。 ア レ ・ポ オ のつ くり方 は,ポ オ ・リアの 場合 とま った くお な じで あ る。 だが,

ポオ ・ロオで は,ク ラ ・ヘ ナ に類 す る儀 礼 は お こ なわ れ な い。

　 15時18分:炊 きあ が った ア レ ・ポオ が,マ ロか らムス ・マ セ(石 柱)の あ る ロ カ ・

ラウ(ポ オの祭 場)に も って こ られ る。 ポ オ ・リア の場 合 とお な じ く,ロ カ ・ラ ウに も

って こ られ た ア レ ・ポオ は,ア レ ・ア エ ・ウ ジ ャ(雨 水 の 飯)と よば れ る よ うに な る。

　 15時32分:ア レ ・ポ オを も って きた 者 の 名 前 を,ソ ロ モ ン ・ウ ォダが ノ ー トに ひ か

え る。 ポ オ ・リア の ク ラ ・ヘ ナに 参 加 した 者 も一 般 民 も,各 世 帯 ご とに 最 低1本 の ア

レ ・ポオ を 供 出 す る こ とが な らわ しに な って お り,筆 者 の知 るか ぎ り,1本 以 上 の ア

レ ・ポオ を 供 出 した者 は,ほ とん どい なか った よ うで あ る。

　 ク ラ ・ヘ ナ に参 加 し,タ イ プ2と タ イ プ3の 方 法 で米 が計 量 され た者 た ちは,jに

お いて 返 却 され た(2・10・6参 照)米 で ア レ ・ポオ を つ くるわ けで あ るが,こ の米
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で ア レ ・ポ オ をつ くる と,数 本 の ア レ ・ポオ が で き る。 した が って,か れ らは,ロ カ

・ラウに も って くる必 要 の な い ア レ ・ポ オを 複 数 本 も って い るわ け で あ る が,こ れ ら

の ア レ ・ポオ は,帰 宅 す る まえ に食 べ られた り,食 べ きれ なか った もの は,村 に もち

か え られ る。

　 と もあ れ,1984年 度 の ポ オ ・ロオ で は,総 計 は105本 の ア レ ・ポオ が ロ カ ・ラ ウに

あっ め られ た 。

　 15時39分:ヨ セブ ・オ ナYosep　 Ona(図8参 照)が,ビ ン ロ ウヤ シの 葉 鞘 で つ く

った舟 と ヤ シ殻 の 椀 に い れ た エ ビ汁{uta　 kura)　 　 これ はヤ コブ ・ン ドリ ・ワ ンゲ の

マ ロで つ くられ た もの で あ る　 を も ち,ニ コ ラウス ・ダ レNikolaus　 Dale(図7参

照)が1本 の ア レ ・ポ オ を も って,ウ ォ ア川(Lobo　 Woa)に むか う。 舟 の な か に は,

鶏 卵1個 とひ とに ぎ りの米 が はい って い る。 だ が,本 来 な らば,開 墾 地 か ら も って こ

られ た サ ワ ・タカ sawa taka(直 訳:斧 の木 くず;意 訳:燃 え の こ った木 の くず)が,

舟 の な か に は い って い な けれ ば な らない 。

　 15時40分:ウ ォ ア川 に 到 着 し,ニ コラ ウス ・ダ レが ア レ ・ポ オを割 り,中 身 を だ し

て 舟 の なか に いれ る。 また,ヨ セ ブ ・オ ナは,エ ビを舟 の なか に い れ る。 そ して,舟

に むか って,つ ぎ の よ うな ニ ジ ョ ・ヘ ゴnijo　hego(ヘ ゴ と い う作 物 に被 害 を お よ ぼ す

害 虫 の 呪文)を さ さや きか け る。

 lora kau lau mata ma'u. 

rago hoe sai  ule. 

mba sai  beu  beu, 

 lora sai  bewa  bewa. 

rago hoe  bewa  bewa. 

 bhale walo sai da lau. 

 ine kai  kera.

海 岸 に むか って ゆ け。

虫 を追 い は ら う。

は るか 遠 くに ゆけ,

は る か彼 方 に ゆけ。

は るか彼 方 に 追 い は らう。

海 に か え って ゆ け。

そ の 「源」 は海 亀 。

　 ヨセブ ・オ ナ とニ コ ラ ウス ・ダ レが,竹 筒 に の こ って い る ア レ ・ポ オ と ヤ シ殻 の椀

に の こ って い るエ ビ汁 を食 べ る。

　15時43分:つ づ いて,ヨ セブ ・オ ナ が,つ ぎの よ うな ニ ジ ョ ・ヘ ゴ を舟 に む か って

さ さや きか け る。

 uld age  lo lau ma'u, 

 ule age  do  et&  keli mai. 

 nu no'o rubu, 

 lela no'o angi. 

tonda tu,

海 か らの 鳥 よ,

山 か らの 鳥 よ。

雲 と と もに 彼 方 へ む か い,

風 と と もに 飛 び さ って ゆ け。

ど こか に も って い って,
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〈1)ヨセブ ・オナ

(2)ニ コラ ウス ・ダ レ.

(3)ユ ウガオの椀 に もられた 「雨水の飯」

(4)ヨ セブ ・オナのマ ロで炊 かれたア レ・ポ

　 オ

⑤ ヨセブ・オ ナのマ ロで料 理 されたエ ビ汁

(6)ヨ セブ・オナのマ ロで料 理 された 「魚の

　　{j'」(7cta　ZICQ)

(7)ヤ コプ ・ン ドリ・ワ ンゲのマ ロで炊 かれ

　 たア レ ・ポオ

(8)ヤ コプ ・ン ドリ・ワ ンゲのマ ロで料理 さ

　 れた豚 肉の ココナ ツ ミル ク煮

(9)ム ス ・マセ(石 柱)

図36ポ オ ・ロ オ にお け る ロカ ・ラ ウの周 辺

medi pati. 

walo sai da lau ma'u. 

 ine kau leka  kh  a.

他 所 に あ た え て くだ さい 。

海 に か え って ゆ け。

お まえ の 「源」 は海 亀。

　 呪 文 を さ さや きお え る と,ヨ セブ ・オ ナが 舟 を 川 の な か にな げ す て る。 す る と子 供

た ち が,石 を な げ つ けて,舟 を水 の な かに 沈 めて しま う。 ポオ ・リア の場 合 とお な じ

く,こ の よ うな 儀 礼 行 為 は,ジ ョカ ・サ ワ ・タ カjoka　 sazua　taka(燃 え の こった 木 の

くず を 追放 す る)と よば れ る。

　 な お,ジ ョカ ・サ ワ・タ カが お こな わ れ るウ ォア 川 は,フ ロ ー レス 島 の南 に ひ ろが る

メ シ・ア タ ・ハ キmesi　ata　haki(直 訳:男 の海;意 訳:サ ブ 海)に む か って 流 れ て い る。

　 ヨセ ブ ・オ ナ が,ポ オ ・ロオ に お い て,こ の よ うな役 割 を は た す 理 由 は,ヨ セブ ・

オ ナの祖 先 で あ る レバ ・ン ゴ オLeba　 Nggo'o(図8参 照)が,ン ドリ ・ワ ンゲNdori

Wangge(図7参 照)に よ って,「 鳥 の見 張 り役」 に任 命 され た か らな の だ とい わ れ

る。 この こ とは,儀 礼言 語 で つ ぎ の よ うに 表 現 され る。

sia singi Woda, 

 we'e mbiri  ma'd hisi. 

masa wena  Wangge, 

 we'e  weka  ma'd  kare. 

miu  ina, 

tau ongga  loka, 

tau laki  lowo.

ウ ォダ ・プ ラの畑 のわ きを 境 界 づ け よ169),

ン ビ リ鳥 が 中味 を食 べ ない よ うに。

ワ ンゲ ・ン ベテ の畑 の下 端 を境 界 づ け よ170),

ウェ カ鳥 が か み き らな い よ うに171)。

お ま え は,

ロカ ・ラ ウ(ポ オ の祭 場)に お け る長,

川 にお け る首 長。

15時50分:ム ス ・マ セ(石 柱,図35参 照)の わ きに バ ナ ナの 葉 を しき,山 刀で 竹 筒

169)ウ ォダ ・プ ラWoda　 Pulaと は,ン ベ テ ・ウ ォダMbete　 Wodaの 息 子(図4参 照)。

170)ワ ンゲ ・ンベ テWang96　 Mb6t6と は,ン ベ テ ・ウ ォダMbcte　 Wodaの 息 子(図4参 照)。

171)ン ビ リ鳥 にせ よ,ウ ェカ鳥 も強 靱 な くちば しを もつ オ オ ム科 の鳥 で あ る。
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を割 って ア レ ・ポ オを だす 作 業 が お こな わ れ る。

　 この作 業 が おわ る と,図36の よ うに ムス ・マ セ(石 柱)の まわ りに供 物 が 配 置 され

る。 ヨセブ ・オ ナ が,ア レ ・ア エ ・ウ ジ ャ(雨 水 の 飯)と エ ビ汁 の エ ビを ム ス ・マ セ

(石 柱)の 上 に のせ,つ ぎの よ うに 言 上 す る。

ka  ru'e sai,  lima bua  tana  watu. 

ulu ela gha tau po'o bhoro  ina. 

 jaws di  ji'e, pare di  mbale  we'e. 

peni di  nge, wesi di nuwa. 

gaga di bo'o,  kiwi di  ae. 
uja di  ma'e  dung, 

leja di  ma'e pate.

お食 べ くだ さい,タ ナ ・ワ トゥ(土 地 神)よ 。

ここで こ う して ポ オ を お こ な って お りま す。

トゥ モ ロ コ シも稲 もよ く実 ります よ うに。

家 畜 が ふ え ま す よ うに。

豊 作 に な ります よ うに。

雨 が 不 足 しませ ん よ うに,

日照 りが つ づ き ませ ん よ うに 。

　そ の後,の こ った供 物 を ヨセ ブ ・オナ が食 べ,バ ナ ナ の葉 の 上 に お か れ て い た ア レ

・ア ェ ・ウ ジ ャが,ロ カ ・ラ ウに あつ ま って い る大 人 た ちに くば られ る。 そ して バ ナ

ナの葉 の上 に の こ った ア レ ・ア エ ・ウ ジ ャが子 供 た ちに あた え られ る。

　つ ぎに,10本 ほ どの こ った,ま だ割 られ て い な い ア レ ・ア エ ・ウ ジ ャが,ヤ コブ ・

ン ド リ ・ワ ンゲ,ソ ロモ ン ・ウ ォダ,

ヨハ ニ ス ・ワ ンゲ,モ セス ・ハル(表

10参 照),ヨ セブ ・オ ナ(図8参 照),

ニ コラ ウス ・ダ レ(図7参 照),そ れ

に ウ ォ ロ ・レ レ村 に あ る小 学 校 の先 生

た ちに くば られ る。

　 ポ オ ・リアの 場合 とお な じ く,ポ オ

・ロオに お いて も,夜 に な る と ロカ ・

ラ ウに は,ア レ ・ア エ ・ウジ ャ(雨 水

の 飯)を もと めて,タ ナ ・ワ トゥが や

って くるの だ とい わ れ る。 そ の た めに,

人 々 は,儀 礼 が終 了 す る とた だ ちに 村

にか え って ゆ く。

　 ポ オ ・ロオ に お い て も,村 に も ちか

え られ た ア レ ・ア エ ・ウ ジ ャ(雨 水 の

飯)を ふ くむ ア レ ・ポ オ は,家 の な か

に も ち こむ ことが禁 止 され て お り,マ

写真21ラ ゴ ・ポオにおいて,半 分に割 った

竹をたたきなが ら歌を うたう子供た

ち。
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ガ ・ロォ も し くは地 面 の上 で 食 べ な けれ ば な らな い。

　 2・10・10　 ラ ゴ ・ポオ

　 ポ オ とよば れ る6日 間 の儀 礼 が終 了す る と,ラ ゴ ・ポ オ と よば れ る儀 礼 が,そ れ ぞ

れ の村 ご とに お こ なわ れ る。 以 下で は,ま ず ウ ォ ロ ・レ レ村 に お け る ラゴ ・ポオ を み

て み る こ とに しよ う。

　 1983年10月2日0時40分:暗 闇 の なか に,突 如,ゴ ング(nggo)と 太 鼓(rvani)の 音

が と どろ きは じめ る。 ウ ォ ロ ・レ レ村 の ヘダ(集 会 所)で,村 の 男 た ちが,ゴ ン グ と

太 鼓 を う ち鳴 ら しは じ めた の で あ る。 目を さま した 子供 た ち が,つ ぎ つ ぎ と村 の 中央

に あ る ヘダ(集 会 所)に あ つ ま って くる。 村 の 男 た ちは,空 が 白み は じめ る まで,ゴ

ン グと太 鼓 を鳴 ら しつ づ けな け れ ば な らな い。

　 2時30分;子 供 た ち と と もに 数 人 の大 人(ト ビア ス ・ドシTobias　 Dosi,そ の妹,

ヨハ ニ ス ・ワ ンゲ の 妹,モ セ ス ・ハ ル,図7と 表10参 照)が,ア レ ・ポオ の竹 筒 を も

って村 の 「頭 」　 　 村 の な かで,も っ と もゲ タgheta(上 流 ・山 の方 向)あ るい はゲ レ

ghele(斜 め上)の 部 分(1・4・1と1・4・2参 照)　 　 に あ る家 の前 に あ つ ま る。 そ

して,家 の 前に お かれ て い る竹 を 半 分 に 割 った もの を,ア レ ・ポ オの 竹 筒 で た た き な

が ら,つ ぎの よ うな歌 を うた い は じめ る。 この ア レ ・ポ オの竹 筒 は,飯 を だ した あ と

の竹 筒 で あ り,ま た,竹 を半 分 に 割 っ た もの は,そ れ ぞれ の家 で 前 日(10月1日)の

夕 方 に 準 備 され た もので あ る(写 真21参 照)。

　 な お,以 下 の歌 詞に は,ダ ・ラゥda　 lau(海 に むか って)と い う語 句 が 頻 出す るが,

この 「海 」 と は,具 体 的 に は,ウ ォ ロ ・レ レ村 か らみて,ラ ウ(下 流 ・海)も し くは

ガ ワ(斜 め下)の 方 向 に あ る メ シ ・ア タ ・ハ キmesi　 ata　haki(直 訳:男 の 海;意 訳:

サ ブ 海,図2参 照)で あ る。

o, lolu da lau  we'd, 

o, lolu da lau  we'd. 

lau  leka pare  do lando  lite, 

lau leka  jaw  do dupa  gipe. 

o, lolu da lau  we'd, 
o, lolu da lau  we'd. 

lau  leka  lobo  do  lobo tobo, 

 lau  leka  bud  do hego  kema. 

o, lolu da lau  we'd, 

o, lolu da lau  we'd.

オ ー,海 に む か っ て ゆ く,

オ ー,海 に む か っ て ゆ く。

枯 れ て しま った稲 の あ る海 へ,

実 のな い トウモ ロ コ シの あ る海 へ。

オ ー,海 に む か って ゆ く,

オ ー,海 に む か って ゆ く。

芽 の 切 られ た モ ロ コ シの あ る海 へ,

ヘ ゴ虫 に や られ た豆 の あ る海 へ。

オ ー,海 に む か って ゆ く,

オ ー,海 に む か って ゆ く。
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 to  kuku di lolu lau, 

ana he di lolu lau. 

o, lolu da lau  wee, 

o, lolu da lau  we'e. 

wuga hego di lolu lau, 

nipa  lako di lolu lau. 

o, lolu da lau  wee, 

o, lolu da lau  wee. 

hutu  dheke di lolu lau, 

 te'u ro'a di lolu lau. 

o, lolu da lau  wee, 

o, lolu da lau  wee. 

hata lodo di lolu lau, 

 muke lodo di lolu lau. 

o, lolu da lau  we'e, 

o, lolu da lau  we'd. 

kamba nai  ma'e sala tangi, 

kamba seda  ma'd  sala wewa. 

o, lolu da lau  wee, 

o, lolu da lau  wee. 

lau  leka hale  io mbo'a mora, 

lau leka  kube  io raga logo. 

o,  lolu da lau  wee, 

o, lolu da lau  we'e. 

lau  leka tiwu  io teda telu, 

lau leka  ndeku  iv  miko mesu.

テ ・ク ク鳥 が海 に むか って ゆ く1?2),

ス ズ メが 海 に むか って ゆ く。

オ ー,海 に む か って ゆ く,

オ ー,海 に む か って ゆ く。

ウ ガ虫 とヘ ゴ虫 が 海 に むか って ゆ く1?3),

蛇 と犬 が 海 に む か って ゆ く1?4)。

オ ー,海 に むか って ゆ くよ,

オ ー,海 に むか って ゆ くよ 。

山 あ ら しと大 型 の野 ネ ズ ミが海 に む か う1?5),

小型 の 野 ネ ズ ミと猿 が 海 に むか って ゆ く176》。

オ ー,海 に む か って ゆ く,

オ ー,海 に む か って ゆ く。

ハ タ 鳥 とロ ド鳥 が海 に む か って ゆ く177),

ムケ 鳥 とロ ド鳥 が海 に む か って ゆ く178)。

オ ー,海 に む か って ゆ く,

オ ー,海 に む か って ゆ く。

水 牛 よ,ま ちが った階 段 を の ぼ る な,

水 牛 よ,ま ちが った戸 口に は い るな。

オ ー,海 に む か って ゆ くよ,

オ ー,海 に むか って ゆ くよ。

とま って いた ハ エ さえ お ち る海 の方 へ,

む らが って い た 黒 ア リさえ お ち る海 の方 へ。

オ ー,海 に むか って ゆ くよ,

オ ー,海 に むか って ゆ くよ。

三 段 の 湖 の あ る海 の方 へ,

ゆ す れ ば お ち る枝 先 の 海 の方 へ。

　 子 供 た ちは,村 の家 を一 軒 ず つ まわ って,こ の よ う な歌 を うた うわ けで あ るが,少

しず つ,村 の 「尾 」　 　 村 の な かで,も っ と も ラ ウ(下 流 ・海 の方 向)あ るい は ガ ワ

(斜 め下)の 部 分(1・4・1と1・4・2参 照)　 　 の方 向に 移 動 して ゆ く。 そ して,

「尾 」 の 部分 に くる と,ア レ ・ポ オ の竹 筒 を 村 の外 に なげ す て,村 の 「頭 」 に も ど っ

て ゆ く。 ア レ ・ポ オの竹 筒 が な くな るま で,こ れ が何 度 も くりか え され るので あ る。

172)作 物を食いあ らす鳥であるが,学 名,和 名不 明。

173)両 者 とも作物を食いあ らす害虫であるが,学 名,和 名不 明。

174)蛇 や犬 が作物に被害をあたえるとは考え られないが,あ るイ ンフォーマ ン トは,蛇 には,

稲を食べるものがあり,ま た,犬 は,ト ウモ ロコシを食べるのだ とのべていた。
175)両 者 とも作物を食 いあ らす害獣であるが,学 名,和 名不 明。

176)作 物を食いあ らす害獣であるが,学 名,和 名不 明。

177)両 者 とも作物を食 いあ らす鳥であるが,学 名,和 名不明。

178)両 者 とも作物を食いあ らす鳥であ るが,学 名,和 名不明。
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　 5時30分 ご ろ:ど この家 で も,ホ ウ キ をつ か って1週 間 のあ い だ に た ま った ゴ ミの

類 を 掃 除 して い る。

　 6時30分:村 の男 た ちが,太 鼓 と ゴ ン グを う ちや め る。 この 瞬 間 か ら,1週 間 の あ

い だ 禁 止 され て いた 畑 仕事 を再 開 す る こ とが 可 能 に な るので あ る。

　 2・10・11　 ワ トゥ ・ネ ソ村 の ラゴ ・ポ オ

　 1983年10月3日4時9分:暗 闇 の なか を,二 手 に分 か れ た 子供 た ち の集 団 が,ワ ト

ゥ ・ネ ソWatu　 Neso村(図2参 照)の 「頭 」 と 「尾 」 の あ い だ を い っ た りきた り し

て い る。村 の 「頭 」 に むか う と きに は,音 を た て ずに 沈 黙 状 態で 歩 い て ゆ か な けれ ば

な らな い が,「 尾 」 に むか う と きに は,両 手 に も った ア レ ・ポ オ の竹 筒 を たた きあわ

せ な が ら,つ ぎ の よ う な歌 を うた う。

ao, lau  we'e. 

 o, lau,  o, lau  we'e. 

ao, lau  wee.

ア オ ー,海 へ(約17回 く りか えす)。

オ ー,海 へ,オ ー,海 へ(約8回 くりかえ す)。

ア オ ー,海 へ(約17回 くりか え す)。

　 4時43分:子 供 た ち の集 団 が,村 か らで て,メ シ・アタ ・ハ キmesi　 ata　haki(直 訳:

男 の 海;意 訳:サ ブ海,図2参 照)に むか って歩 きは じめ る。 途 中 まで は,歌 もつ づ

い て に ぎや か だ っ た。

　 5時50分:メ シ ・アタ ・ハ キ(サ ブ海)に で る。 す で に大 勢 の子 供 た ちが,途 中で

村 に ひ きか え し,海 に つ い た時 に は,20～30人 だ けに な って い た。 そ して 本 来 な らば,

ア レ ・ポ オ の竹 筒 を割 った もの を海 に す て な けれ ば な らない に もかか わ らず,多 くの

子 供 た ち は,海 につ いた と き,な に も も って い な か った 。

　 この ワ トゥ ・ネ ソ村に お け る ラ ゴ ・ポオ を も って,ゲ タ(上 流 ・山)あ るい はゲ レ

(斜 め上)か ら ラウ(下 流 ・海)の 方 向 へ と流 され つ づ けて きた もの は,つ い に メ シ

・ア タ ・ハ キmesi　 ata　haki(直 訳:男 の 海;意 訳:サ ブ海)に 到達 し,リ セ ・ン ゴ ン

デ ・リア に お け る ポオ の儀 礼 はす べ て 終 了 す る。

　 2・11　 10月 ～11月

　2・11・1　 ン ドウル の季 節 現 象

　 ン ドゥル と よ ばれ る10月 か ら11.月に か け て の時 期 に な る と,雨 は しだ い に 多 くな り,

気 温 は わず か に さが る。 この ころ,ン ドゥル ・ル ビ ・ヌ トゥnduru　 rupi　nutuと よば

れ る北 西 の風 が ふ く。 ル ビと は 「息 を ふ きつ け る」 とい う意 味で あ り,ヌ トゥ とは,
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「火 入 れ の と き燃 え の こ った 木 の 枝 な どを あつ め た山 」 を 意 味 す る。 つ ま り,ン ドゥ

ル ・ル ビ ・ヌ トゥ とは,ヌ トゥを一 気 に燃 えあ が らせ るよ うな,ン ドゥル に ふ く風 の

こ とな ので あ る。 また,雨 が ふ った あ とに ン ドゥル ・ル ビ ・ヌ トゥがふ い た場 合,風

に 先 だ つ雨 は,ウ ジ ャ ・パ ラ ・ア ンギuja　 Pala　angi(風 を招 待 す る雨)と よば れ る。

　 マ ンゴ ー(pau)や パ イナ ップル(rea jawa)が 熟 しは じめ る が,子 供 た ちは 未 熟 な

果 物 で もむや み に食 べ る ので,血 便 ので る下 痢(ta'i　ra)を お こす よ うに な る。 また,

傷 が化 膿 す る こと も多 くな り,あ る村 人 は,こ の よ うな季 節 の ことを ウ ラ ・パ ウ ・ノ

オ ・ロー ・ブ ネ ・モ ソwula pau no'o ro bune moso(化 膿 して 腐 るマ ンゴ ー の季 節)と

表 現 して いた。 ま た,べ つ な村 人 は,マ ンゴ ーを食 べ る こ ろに な る と,身 体 が よ ごれ

た よ う な感 じが す る と語 って いた 。 なお,果 実 が 熟 す 時 期 は,高 度 に よ って 多少 こ と

な るので,マ ンゴー の季 節 をマ パ(9月 か ら10月 の 時期)に ふ くめ る こ と も可 能 で あ る。

　 2・11・2　 ン ドゥル に お け る生業 活 動

　 10月 に は い って か ら も,晴 れ た 日に は,火 入 れ が さか んに お こな わ れ る。 しか しな

が ら,火 入 れ は,燃 え の こった もの を 対象 に して お こな わ れ る小 規 模 な もの に か わ って

ゆ く。 つ ま り,1回 目の 火入 れ の の ち,燃 え の こ った 小 枝 な ど を あつ めて ヌ トゥnutu

　(火入 れ の と き燃 え の こ った 木 の枝 な ど を もった 小 山)を い くつ も作 り,そ れ を 燃 や

して ゆ くので あ る。 ま た,燃 え の こった太 い 枝 や 幹 は,土 砂 の 流失 止 め(後 述)の 材

料 と して も ちい られ るので,適 当 な場所 に うつ され た り,ま た,適 当 な 大 き さに 切 っ

て村 に も ちか え り,薪 と して も利 用 され る。 以 上 の よ うな 作業 は,一 括 してパ ウpa'u

(捨 て る)と よば れ る。

　 パ ウの 作業 が おわ る と,土 砂 の 流 出止 め(hebe)を つ くる トカ ・ヘ ベtoka　 hebeと よ

ば れ る作業 が お こなわ れ る。 つ ま り,上 記 の太 い枝 や 幹 を 等 高 線 状 に な らべ,そ の 下

方 に 数 十 セ ンチ の間 隔 で 「クイ を し っか りと打 ち こむ」(toka)の で あ る。 こ うす る こ

と に よ って,畑 地 に な らべ られ た 木 の 枝や幹 は,上 方 か らの土 砂 を うけ と め る強 度 を

もつ よ うに な る。

　 ま た2年 目の畑 で は,繁 茂 して い る雑草 を と り,そ れ を あつ めて 焼 い た の ち,お そ

くと も10月 の末 こ ろまで に トウ モ ロ コ シの種 ま きを お こな わ な けれ ば な らな い。 そ れ

とい うの も,10月 中に 種 ま きを お こな うな らば,12月 に はすで に実 が はい って お り,

た とえ 強風 がや って きて も最 低 限 の収 穫 は確 保 す る こと がで き るか らで あ る。 しか し

なが ら,11月 に な って か ら種 ま きを お こ な うな らば,ま っ た く収 穫 を期 待 す る こと が

で きな くな る。 この10月 中 に ま か れ る トウモ ロ コ シは,ジ ャワ ・デ ガ ブjawa degaと よ
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ば れ,翌 年 の1月 に収 穫 が可 能 に な る。

　 この ジ ャワ ・デガ に か ぎ らな い が,ト ウモ ロ コ シの 種 ま きを お こな う時 期 の夕 暮 れ

時 に,ヒ ゲ の長 い山 羊 の か た ちを した 雲 が東 の 空 に あ らわ れ る と,ト ウモ ロ コ シが豊

作 に な るの だ と いわ れ る。

　 2・12　 11月 ～12月

　2・12・1　 モ レの 季節 現象

　雨 は さ らに 多 くな り,雷 を と もな った激 しい雨 が,夜 間 一時 的に ふ り,日 中 は 晴 れ

と い う 日が つ づ くよ うに な る。 気 温 は ゆ るや か に さが りつ づ け る。

　雨 が多 くな るにつ れて,落 葉 樹 は,し だい に 若 葉 で お お わ れ る よ うに な り,い た る

と ころで 雑 草 が 芽 ぶ きは じめ る。 そ の た め に,畑 地 は,新 畑 にせ よ旧 畑 に せ よ,雑 草

の ま た と な い生 育 地 に な って しま う。

　 ち ょう ど その ころ,夕 方 か ら夜 に か け て,膨 大 な数 の羽 蟻(羽 根 を つ けた 白蟻)が

突 然 に あ らわれ,あ た りを飛 び まわ る 日が 数 日の あい だ つ づ く。 羽 蟻 は明 か りを も と

め て,家 の なか に侵 入 して く るの で,数 日間,ラ ンプ の ま わ りは,羽 根 を 脱 落 させ よ

う と もが く白蟻 で い っぱ い に な る。 この 羽蟻 の 出現 は,種 ま きの季 節 が 到 来 した こ と

の証 と して 認 識 され て い る。 なお,羽 蟻 はハ ルhaluと よば れ,木 材 な ど に巣 く って

い る 時 の 白蟻 はア ナ ・ンガ ナana　 nganaと よば れ る。

ま た,種 ま きの 時期 が到 来 した こ とは,ウ ヌWunuと ワウ ォ ・ トロWawo　 Toro

とよ ば れ る星 を観察 す る こ とに よ って も知 る こと がで き る179)。 なお,ウ ヌ と は,プ

レア デ スで あ り,ワ ウォ ・ トロ と は,ア ンタ レスの こ とで あ る。 ウヌ と ワ ウ ォ ・トロ

に は,つ ぎ の よ うな 神話 が付 随 して い る。

　 ウヌ は,ワ ウ ォ ・トロの本 当の 姉妹(weta dhembi)で あ り,か れ らは,子 供 の ころ,

フ ロー レス 島 の東 端(holo　 tana)に すん で い た 。 そ の ころ,か れ らは,い っ しょに 夜

空 に あ らわ れ て いた 。 と ころ が,キ ョウダ イ 喧 嘩 を して い る う ちに,ウ ヌ は,山 刀 を

ワ ウ ォ ・ トロの頭 に ふ りお ろ し,ワ ウ ォ ・トロ を殺 して しま った。

　 こ う して,ワ ウ ォ ・ トロは,フ ロ ー レス の西 端(eko　 tang)に す み,ウ ヌ は,フ ロー

レス 島 の東 端 に す む こ とに な った。 そ の た めに,大 人 に な った とき,2人 は,お た が

179)ワ ウ ォ ・トロ は,し ば しば ワ ウィ ・トロWawi　 Toro(赤 い 豚)と もよ ばれ,ワ ウ ィ ・トロ

とい う名 称 の方 が,よ く知 られ て い るよ うに も思 わ れ る[P班u1974:51-53]が,こ こで は,

マ キ ・ン ド リ ・ワ ンゲ で一 般 的 な 名称 を採 用 した 。 ま た,中 川 は,エ ンデ 族 にお いて,ndarha

wawi(豚 星)と よば れ る星 か 種 ま き にお いて 重 要 視 され る こ とを の べて い る が[中 川　 1982;

397],こ れ は,リ オ族 に お け る ワ ウ ィ ・トロ も し くは ワ ウォ ・ トロとお な じ星 で あ る 可能 性 も

あ る。
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いに 顔 が ま った くわ か らな くな って い た。

　 あ る 日の こ と,成 人 した ワ ウ ォ ・ トロは,妻 と な る女性 を み つ け るた めに フ ロ ー レ

ス の西 端 か ら旅 に で た。 さん ざん歩 きま わ った あ げ く,ワ ウ ォ ・ トロは,フ ロ ー レス

の東 端 で 美 しい女 性 とで あ い,彼 女 と結 婚 す る こ とに な った 。 そ して,か れ らは 結婚

し,コ ベ ・ス トゥkobe　sutu(直 訳:4晩;意 訳:新 婚 夫 婦 が は じめて 床 を と もに す る

初 夜 の4晩)を むか え た。

　 だ が,コ ベ ・ス トゥの 期 間 中 に,ワ ウ ォ ・トロ は頭 が か ゆ くな り,妻 に シラ ミを さ

が して くれ るよ うに た の ん だ。 妻 は,シ ラ ミを さが しは じ めた が,突 然,お ど ろ きの

あ ま り,夫 を つ きは な して して しま った。 「ワ ウ ォ ・ トロ!」

　 ウ ヌが み た の はtま ぎ れ も な く,自 分 が ワ ウォ ・ トロに お わ せ た,ふ か い傷 で あ っ

た。 ウ ヌ と ワ ウ ォ ・ トロは,知 らぬ まに,近 親 相 姦 と い う重 大 な あや ま ちを お か して

い た(nia　 mils　mats　keo)の で あ り,か れ らは,こ の こ とを恥 ず か し く思 い,2度 と

会 う こと が な い よ うに,ふ たた び フ ロー レス 島 の 東端 と西 端 に わ か れ て す む こ とに な

った。

　 こ う して,ウ ヌが み え な くな る と,ワ ウ ォ ・トロが あ ら われ,ワ ウ ォ ・トロが あ ら

わ れ れ ば,ウ ヌ が き え る こ とに な った わ けで あ るが,昔 か ら,ワ ウ ォ ・ トロ が み え は

じめ る と,種 ま きを お こ な う時 期 に な った の だ とい わ れ る。

　 また,種 ま きの季 節 と の関 連 で も うひ とつ のべ て お きた い の は,種 ま きの 季 節 に な

ると,ト マtomsと よば れ るゲ ー ム が禁 止 され る こ とで あ る。 これ は,　mancalaと 総

称 され る遊 技 の 一 種 で あ り[げ.BARNEs　 l975]180),多 数 の石 と16個 の 穴 を うが った

長 さ60cmほ どの板 が も ちい られ る こ と もあ るが,土 に穴 を ほ って お こ なわ れ る こ

と もあ る。

　 トマ の ル ール は単 純 で あ り,2人 の人 間 が,反 時 計 まわ り(gili　nggana)で,つ ぎ

つ ぎ と石 を穴 の なか に い れ て ゆ き,4つ 目の石 を穴 の な かに い れ た者 が,そ の穴 に は

い って い る4つ の石 す べ て を と りだ して,自 分 の も のに す る こ とがで きる。 これ は,

　「尾 」(eko>と よば れ,「 尾 」 を よ り多 くえた 者 が 勝者 とな る。 ゲ ー ム は,手 も ちの 石

　 (た だ し 「尾 」 とな った石 はの ぞ く)が な くな る まで つ づ け られ,最 後 の 石 が 穴 の な

か に は い る とゲ ーム セ ッ ト(mata)と な る。 そ して,た が いに 「お まえ の 魚 は 何 匹に

な った」(kau　 ika　eko　pija?)と た ず ね あ う。

180)mancalaは,東 南 アジア地域,南 アジア,ア フ リカをふ くむ広大な地域 に分布 する盤上遊

技であるが,Lembata島 のKedangで は,と くに葬儀の文脈 でお こなわれることを,バ ー ン

ズ は報告 している[B㎜s1975]。 次章でのべ るよ うに,種 まきが一種の埋 葬である ことを考

え るな らば,KedangとLioのmancalaは 対照的な関係 にあるといえよ う。
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　 トマ を お こな う禁忌 は,作 物 の収 穫 が す べ て 終 了 す る まで つ づ くが,あ る イ ンフ ォ

ーマ ン トは,禁 忌 が 課 され る理 由 につ い て ,「 作 物 を ほ って,ひ きぬ くこ とに な るか

ら」(olaん04　 kedhu)と 説 明 して い た。

　 2・12・2　 パ キ

　 だ が,種 ま きの時 期 を む か え たか らとい って,人 々は,す ぐに 種 ま きを お こな う こ

とが で き るわ けで はな い 。つ ま り,ま ず パ キkakiと よ ば れ る最 初 の種 ま きが お こなわ

れ な けれ ば な らな い ので あ り,そ の あ とで は じめ て,リ セ ・ンゴ ン デ ・リア の住 民 は,

種 ま きを お こな う こと が可 能 に な るの で あ る。 したが っ て,リ セ ・ンゴ ンデ ・リァの

住 民 は,パ キが お こな わ れ た と い う知 らせ を ま ちな が ら,毎 日を す ごす こ とに な る。

　 リセ ・ン ゴ ンデ ・リア の 場合,パ キを お こな う権 利 を もつ の は,ウ ォロ ・レ レ村 に

す む リア ・ベ ー ワ(ヤ コブ ・ン ドリ ・ワ ンゲ)で あ り,リ ア ・ベ ー ワは,A氏(こ の

A氏 は マ キ ・ン ド リ ・ワ ンゲ に 居 住 す る者 で あ る が,理 由 あ って系 譜 上 の地 位 も氏 名

も公 表 す る こ と はで きな い)に 命 じて パ キを お こなわ せ る。 な お,パ キを お こ な う こ

とは,儀 礼言 語 で は,パ キ ・タ ナ,デ タ ・ワ ト ゥpaki　 tang,　deta　rvatu(土 に 傷 を つ け,

石 に 印 しを つ け る)と よ ばれ る。

　 筆 者 が 調 査 を お こな って い るあ い だ に,パ キ は2回 お こな わ れ た わ けで あ るが(表

8参 照),筆 者 は,そ の2回 と も実 見 す る こと がで きな か った。 つ ま り,パ キの 日程

や 場 所 が 知 ら され な か った わ けで あ るが,こ れ は,い わ ば 当 然 の あ つか いだ とい え る。

そ れ とい うの も,パ キ は,非 公 開 の儀 礼で あ り,終 了 した あ とで は じめて,パ キが お

こな わ れ た こと が 知 らさ れ る だけ だ か らで あ る。 しか しな が ら,非 公 開 の儀 礼 で あ る

と はい え,リ セ ・ンゴ ンデ ・リア のパ キに は,秘 儀 的 な 要 素 は ふ くま れて い ない よ う

で あ る。

　 すで に のべ た よ うに,パ キを お こな う畑 は,ウ マ ・パ キuma　 paki(パ キを お こな う

畑)と よば れ,広 さ は1平 方 メ ー トル 程 度 の きわ めて 小 さな畑 で あ る。 このパ キ畑 は,

毎年 開墾 され るた めに,他 の 畑 の よ うに,数 年 に わ た って使 用 され る こ とは な い。

　 パ キ畑 の 場合,開 墾 や 種 ま きに と もな う儀 礼 行 為 は い っさい な く,開 墾 が お こなわ

れ ると す ぐに,種 ま きが お こな わ れ る。 また,収 穫 や収 穫 物 を 食 べ るた めの儀 礼 行 為

もい っ さい な く,か りに 収 穫 物 が あ るな らば,そ れ は,A氏 とそ の 家 族 に よ って 食 さ

れ ると い う説 明 を 聞 いた が,詳 細 は不 明で あ る。

　 以 上 の よ うに,リ セ ・ン ゴ ン デ ・リア のパ キは,ま ことに 簡 素 な儀 礼 だ とい え るが,

他地 域 のパ キ は か な らず し もそ うで は な い。
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　 リセ ・ロヴ ォ ・ボ ラLise　 Lowo　 Boraの 場 合,パ キ は,ベ ラ ・ン ゴ村 に居 住 す るモ

サ ・ラキ(表2参 照)が,B氏(ベ ラ ・ンゴ村 に す む ワ ンゲ 氏 族 の 成 員)に 命 じて お

こなわ せ て い る。

　 パ キ は,真 夜 中 に お こな わ れ るので,B氏 は,昼 間 の う ちにパ キ畑(uma　 paki)の

開 墾 を す ま せ て お く。

　 夜 に な る と,B氏 の家 で,飯 が小 さな土 釜(podo　 lo'o)で 炊 か れ る。 これ と 同時 平

行 して,豚 も し くは ニ ワ トリが 屠殺 され,そ の 血 が ス ア ・パ キsu'a　paki(ア ウ竹 で つ

くったパ キ儀 礼 専 用 の掘 り棒)に つ け られ る。 そ して,そ の豚 な い しはニ ワ トリが 料

理 され る。

　 料 理 がで き る と,飯 と 肉 を ユ ウ ガオ の 椀 に も って,ウ ィス ・ルル(祖 霊 の座)に 供

え る。 そ して,ガ ガ ・ボオ ・ケ ウ ィ ・ア エ,ペ ニ ・ンゲ ー ・ウ ェ シ ・ヌ ワgaga　 bo'o

kewi ae, peni nge wesi nuwa(豊 作 に な ります よ うに,家 畜 が ふ え ま す よ うに)な ど と

祝 詞 を言 上 す る。

　 B氏 は,供 物 を少 しだ け食 べ,の こ りの 大半 を 妻 に あた え る。大 き な土 釜(podo　 ria)

で も飯 を炊 くが,こ れ は,B氏 の家 に あつ ま って い る村 人 た ちの た めの もの で あ り,

B氏 の家 に あ つ ま った村 人 た ちは,こ のパ キ の飯 を食 べ る(ka　 are　paki)。

　 そ の後}B氏 の 家 にあ つ ま って い た 人 々 が帰 宅 し,眠 りにつ くと,B氏 は,一 人 だ

けお きだ して パ キ畑 に む か う。 そ して,裸 に な って 種 ま きを お こな う。

　 B氏 は,種 ま きを お こな うと き に,裸 に な る こ とは け っ して な い と筆 者 に断 言 して

い た 。 だ が,ベ ラ ・ン ゴ村 の人 々や 他 村 の 住 人 は,B氏 が 裸 に な る ことを 確信 して い

る。 そ れ と い う の も,B氏 の妻 が,あ ち こ ちでB氏 が 裸 に な る こ とを 吹聴 して い るか

らで あ る。 つ ま り,も っ と も身 近 に い る者 が い うの だ か ら,信 じざ るを え ない とい う

わ けで あ る。

　 これ に くわ え,パ キを お こな う男性 が裸 に な る とい う話 は,B氏 の お こな うパ キだ

け に付 随 して い るので は ない。 た とえ ば,ウ ォ ウォWowo村 　 　 リセ地 域 の タ ナ ・

ロオで あ るタ ナ ・ウォ ウ ォTana　 Wowo(表1参 照)の 本 村 　 　や ウ ォ ロ・ソ コWolo

Soko村 　 　リセ ・デ トゥ地 域(Tana　 Lise　Detu)内 の タ ナ ・ロ オで あ るタ ナ ゜ウォ

ロ ・ソ コTana　 Wolo　 Sokoの 本 村 　 で も,パ キを お こな う男 性 は,裸 に な ると い

う話 が きかれ る。 そ して,パ キを お こな う男 性 が,こ の ことを み ず か ら告 白 して くれ

た 例 もあ る181)。

181)な ぜ裸 にな る の か とい う質 問 に 対 して,は っき り した 返 答 を え る こ と はで きな か った。 た

だ し,あ る イ ン フ ォーマ ン トは,「 タ ナ ・ワ トゥ と親 し くす る」(uli　no'o　tana　watu)た め で あ る

との べ て いた 。
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　 だ が,B氏 が 裸 に な るに せ よ,な らな い にせ よ,そ の 夜,人 々は,ど うい うわ けか

熟 睡 して しま う(yoke　 ndate)の だ とい わ れ る。 そ の た めに,だ れ ひ と り と して,パ キ

畑 に むか うB氏 の す が た をみ か けた者 は な く,ま た,た とえ み た と して も,話 しか け

る こと は禁忌 とな って い る。

　 B氏 は,ス ア ・パ キsu'a　paki(ア ウ竹 で つ くった パ キ儀 礼 専 用 の 掘 り棒)と 作 物

(稲,ト ウ モ ロ コ シ,シ ャ ロ ッ ト,シ ョゥガ)の 種 を もって パ キ畑 に むか う。 パ キ畑

に つ くと,ま ず,ス ア ・パ キで4つ の 穴 を ほ り,そ のな か に 種 籾 を い れ る が,こ の と

き 目は と じて い な けれ ば な らない 。 あ とは 目を あ けて 種 ま きを お こな う。B氏 に よれ

ば,あ た りは漆黒 の 闇に つ つ まれ て い るに もか か わ らず,な ぜ か パ キ畑 だ け は真 昼 の

よ うに あ か る くみ え るの だ と い う。

　 種 ま きが おわ る と,た だ ちに 帰 途 に つ く。 ス ア ・パ キ(ア ウ竹 で つ くっ たパ キ儀礼

専 用 の掘 り棒)は 家 に も って か え り,ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の座)に たて か けて お か れ

る。 ス ア ・パ キに み だ りにふ れ るこ と は禁 止 され て お り,子 供 が さわ った り しな い よ

うに 注 意 が は らわ れ る。 ま た,こ の ス ア ・パ キ は,祭 祀 畑 に お け る種 ま きで もも ちい

られ,種 ま きが お わ る と,カ オ ・ウ ィニ(祭 祀畑 の祭 場)の 近 くに よ こた え ら れ る

(soro　su'a)0

　 2・12・3　 儀 礼 畑 に お け る種 ま きの準 備

　 す で に のべ た よ うに,新 畑 にせ よ 旧畑 に せ よ,種 ま きま えの 畑 に は,雑 草 が繁 茂 し

て い る。 そ の た め に,種 ま きの ま え に は,雑 草 を除 去 し,耕 地 を な らす 作 業(ngoro)

が お こなわ れ る。 この作 業 を お こな う と きに は,ア ウ竹 や木 に鉄 製 の 先 端 部 を と りつ

けた掘 り棒(su'a)の ほか に,鍬(tambi)が も ちい られ る182》。

　 儀 礼 畑 の 場合,草 と りが お わ る と,畑 の 中 心部 の地 面 を 少 しほ りさ げ,1,5メ ー ト

ル 四方 の た い らな 場所 をつ くる,コ ェ ・カ オ ・ウ ィニkoe　 kao　zvini(カ オ ・ウ ィニ を

ほ る)と よ ば れ る 作業 が お こな わ れ る。 この場 所 は,カ オ ・ウ ィニkaoω 認(籾 を汲

む)と よば れ,さ ま ざ ま な儀 礼 が お こな わ れ る畑 の祭 場 とな る。

　 2・12・4　 儀 礼畑 の ケ デ ・コ レ

　 儀 礼 畑 で の 種 ま きが 予定 され て い る 日の 前 日,作 物 の種 を準 備 す るケ デ ・コレkede

kole,つ ま り(作 物 の種 を)「盛 って,据 え て お く」と よば れ る儀 礼 が オ ネ・リァで お こな

182)現 在,リ セ地域(と くに南部地域)で は,畑 の柵囲いがほとん どつ くられな くな っている。

その理 由は,水 牛が激減 した ことと,豚 が村のなかも しくは柵囲い(kopo　wawi)の なかで飼わ

れるようにな ったためであるよ うに思われるが,確 かなことはいえない。
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(1)ヨ セブ ・ボカ

(2)ク リステ ィナ ・パ レ

㈲ 豊穣 を もた らす ワ トゥ ・ニパ(蛇 石)の はいった肩か けバ ッグ

(4)ユ ウガオの椀に もられた飯。飯 の上に ココナ ッ ミル クで煮た豚肉か

のせてあ り,ユ ウガオの椀 は大 型の 「飯カ ゴ」(kidha)の なかにす

っぽ りとはいって いる。

(v)ヤ シ殻の椀 にもられ た豚 肉のコ コナ ツミル ク煮

(6)儀 礼用の肩か け編みカ ゴ(mbola)

(7)種 籾のはい った 「手さげの編 みカ ゴ」(huko)

⑧ トウモ ロコシをは じめ とす るさまざまな作物の種

図37ケ デ ・コ レにお け る ウィス ・ル ル の周 辺

わ れ る。

　 1984年12月9日19時41分:ク リス テ ィナ ・パ レに よ って オ ネ ・リアの 右 側 の炉 で 料

理 さ れた 飯 と豚 肉(オ ネ ・リア に 保存 され てい た 乾 燥 肉)の コ コナ ツ ミル ク煮 が,3

つ の小 さ な蓋 つ きの 飯 カ ゴに つ め られ る。 そ れに つ づ い て,2つ の ユ ゥ ガオ の 椀 に は

飯 が も られ,2つ の ヤ シ殻 の 椀に 豚 肉 の コ コナ ツ ミル ク煮 が も りつ け られ る。

　 ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の座)に は,儀 礼 用 の 肩か け カ ゴ(mbola)に いれ られ た 稲,ト

ウ モDコ シ,モ ロ コシ,シ ャ ロ ッ ト,シ ョウガ,キ ュ ウ リ,カ ボ チ ャな ど とい った 作

物 の 種 が お か れ て い る。 た だ し,種 籾 だ け は,手 さげ の 編 み カ ゴ(huko)の な か に い

れ られ て い る(図37参 照)。

　 19時44分:ヨ セ ブ ・ボ カ が,飯 と肉 の料 理 をつ め た小 さな 蓋 つ きの飯 カゴの ひ とつ
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を も って,ワ ンゲ ・ンベ テ の遺 骨 箱 が お か れ て い る中二 階(lena)に の ぼ り,遺 骨 箱

とそ の わ きの石 に 飯 と肉 を少 しず つ の せ る。 そ して,つ ぎの よ うに言 上 す る。

 ka  ru'd sai, Wangge  Mbete  ina. 

pati do ka, ti'i do  ru'd  ina. 
wi'i sia tedo kema uma  ria. 

gaga bo'o,  kiwi  ad. 

peni  nge, wesi nuwa. 
tedo di tembu,  wisa di  vela  we'd. 

hoe sai  beu  beu, 

rago sai  bewa  bewa, 

ana he  ule age. 

mba sai, gepa gena. 

 lora sambu, duga dua  we'd. 

 pati do ka, ti'i do  ru'd  ina.

さあ,お 食べ くだ さ い,ワ ンゲ ・ンベ テ。

食 べ 物 を お供 え い た します。

明 日 は,大 きな 畑 の 種 ま きで す。

豊 作 に な りま す よ うに 。

家 畜 が繁 殖 します よ うにρ

作 物 が 順 調 に育 ち ます よ うに。

遠 くへ 追 い は らい,

彼 方 へ 追放 して くだ さい,

スズ メ や 鳥 た ちを 。

願 い 事 が か な い ます よ うに。

す べ て が 成 就 します よ うに。

食 べ 物 を お供 えい た しま した。

　 19時47分:中 二 階 か らお りて,ウ ィス ・ル ル に 供 え られて い る飯 と豚 肉 の コ コナ ツ

ミル ク煮 を,豊 穣 を もた らす ワ トゥ ・ニ パ(蛇 石)の は い った 肩 か け バ ッグ(rembi}

と ウ ィス ・ル ル の石 の 上 に少 しず つ お き,つ ぎ の よ うに言 上 す る(以 下 の人 名 に つ い

て は 図7を 参 照 の こ と)。

 Ica  ru'i sai. 

nitu pa'i wisu lulu ata  mats  ina. 

 ghele mai Ndori  Wangge, 
 Wangge Ndori, 

 ghele mai  Mbete  Wangge, 
mena babo Ata  Ngga'e, 

 ghele mai  ria  bewa, Dhego, 
mai ka bou pesa mondo gha  ina. 

gha tau susu nggua  Leu Du'a, 
nama bapu Woda Kumi  Mera. 

tedo di tembu,  wesa di  vela. 

gaga bo'o,  kewe  ae. 

peni  nge, wesi nuwa.

さあ,お 食 べ くだ さい 。

ウ ィス ・ル ルに あつ ま る祖 霊 た ちよ。

ン ドリ ・ワ ンゲ,

ワ ンゲ ・ン ドリ,

ンベ テ ・ワ ンゲ(Ema　 Seke),

アタ ・ンガ エ(ワ ンゲ ・ンベ テ)

リア ・べ 一 ワ,デ ゴ183),

あ つ ま って お食 べ くだ さい。

レウ ・ ドゥア の 御代 か らの儀 礼 をお こな い,

ウ ォダ ・ク ミ ・メ ラの 御代 か らの儀 式 を 遂

行 しま す0

作 物 が順 調 に 育 ちま す よ うに 。

豊 作 に な ります よ うに。

家 畜 がふ え ます よ うに。

183)リ ア ・べ 一 ワとは地 位 名で あ る。 しか しな が ら,デ ゴDhegoが,ヤ コブ ・ン ドリ ・ワ ンゲ

Yacob　 Ndori　 Wanggeの 母 で あ る こ とを考 え るな らば,こ の場 合 の リア ・ベー ワ とは,ヤ コブ

　 ・ン ド リ ・ワ ンゲ の父 で あ り,か つ て リア ・ベ ー ワで あ ったWoda　 Wanggeだ と考 え られ る

　 (図7参 照)。
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mba sai, gepa gena. 

 lora sambu, duga dua  we'e. 

pati do  ka, ti'i do  ru'e  ina. 
tedo kema uma  ria  mena184).

願い事がかないますように。

すべてが成就 しますように。

食べ物をお供えいた します。

大きな畑の種まきをいた します。

19時52分:ヨ セ ブ ・ボカ が,ウ ィス ・ル ル で 供物 の の こ りを 食 べ る。 それ に ひ きつ

づ き,オ ネ ・リア の居 間 の中央 で は,男 た ちが,飯 と豚 肉の コ コナ ッ ミル ク煮 を 食 べ

は じめ る。 そ して,男 た ちの食 事 が おわ る と女 た ちの食 事 と な る。

飯 と豚 肉の コ コナ ツ ミル ク煮 をつ め た2つ の 飯 カ ゴ が の こって い るが,こ れ は,ヨ

セブ ・ボ カが 帰 宅 す る と きに,テ ボ ・ラカ村 に あ る トコToko(図7参 照)の 墓 と ウ

ォ ロ ・レ レ村 に あ る ン ド リ ・ワ ンゲ(図7,図13参 照)の 墓に 供 え られ る。

2・12・5　 儀 礼 畑 の 種 ま き

1984年12月 ユ0日7時10分:ウ ォ ロ ・レ レ村 の オネ ・リア か ら出発 した,ア グ ネス ・

(1)レ オ ・オナ

(2)ヨ セブ ・ホカ

(3)ア グネス ・ジャワ

(4)ク リステ ィナ ・パ レ

(5)6種 類の植物 を うえた場 所

(6}ヒ ロバノ ジアオ イの木

⑦ 平たい石

(8)豊 穣 をもた らす ワ トゥ・ニパ(蛇 石)

　 のはい った肩か けバ ソグ

(9)種 籾の はいった編み カゴ

㈹ トゥ・ンガ ジャ とよばれ る金の耳飾

　 り

(u)昨 夜,オ ネ ・リアのウ ィス ・ルル にお

　 かれ てい た,さまざまな作物の種 がは

　 いってい る儀礼 用の肩か け編 み カ ゴ

(12)さまざまなtY物 の種の はい った編 み

　 カ ゴ

(13)助夜,オ ネ ・リアのウ ィス ・ルル にお

　 かれ ていた,種 籾のはいった 「手 さげ

　 の編 みカ ゴJ(htrfio)

㈹ 飯のはい った土釜

⑮ 豚肉 の ココナ ツ ミル ク煮 の はい った

　 鍋

㈹ 豚肉 の ココナ ッ ミル ク煮 を もっ たユ

　 ウガオの椀

㈲ 飯を もったユ ウガオの椀(そ の.f.に

　 ココナツ ミル クで煮 た豚肉が ひ とき

　 れのせてあ る)

㈹ 土砂の流IM一 め(励 の

図38カ オ ・ウィニにおける人 と物の配 置

184)以 上の祝言 のなかで,ghkleとmenaと いう方向指示の前 置詞が もちいられて いるが,こ れ

は,儀 礼がおこなわれているオネ ・リア と祖先の墓や畑 との位 置関係が,1型 の体 系で表現さ

れてい るか らであ る。つまり,オ ネ・リアか らみて,祖 先の墓がgheleとmenaに あるので ある。
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ジ ャワAgnes　 Jawa(図7参 照),ヨ セ ブ ・ボカ(表10参 照),シ プ リァ ヌ ス ・テ ィボ

Siprianus　 Tibo(図11参 照),レ オ ・ ドオLeo　 Do'o(図7参 照),モ セ ス ・ハ ル(表

10,図7参 照),マ ル ガ レー タ ・ウ ェア(表10,図7参 照)が 儀 礼 畑 に 到 着 す る。 この

5人 の う ち,儀 礼 畑 の種 ま き(tedo　uma　 nggua)に い つ も参 加 す るの は,ア グ ネス ・ジ

ャ ワ と ヨセ ブ ・ボ カで あ り,他 の3人 は,た ま た ま手 が あ い て い た ので,種 ま きを手

つ だ い に きた ので あ る。

　 一行 は,レ オ ・オ ナ(表10,図9参 照)が カ ジs・ マ ニ 村 か ら到 着 す る のを ま つ 。

レオ ・オ ナ は,さ ま ざま な 呪 文 を 知 ってい るので,儀 礼 畑 で儀 礼 が お こなわ れ る と き

に は,い つ も援 助 を こわ れ るの で あ る。

　 7時27分:昨 日,地 面 を掘 りさ げ てつ くって お い た カオ ・ウ ィニkaoω 翻(畑 の 祭

場)で,レ オ ・オ ナが 土 に 穴 を ほ る。 そ して,オ ネ ・リア か ら もって こ られ た米 を い

く粒 か つ まみ と り,そ れ に ニ ジ ョ・トゥカ ・タ ナ(土 地 の子 宮 の 呪 文)を さ さや きか け

る。 こ うす る こと に よ って,ン ゴル ・ング レ(作 物 が 「土 地 の 子 宮 」 に と りこ まれ る

た めに,収 穫 物 が とぼ し くな って しま う こと)を ふ せ ぐ ことが で き るの だ といわ れ る。

　 ニ ジ ョ ・トゥカ ・タ ナ の 内容 は,2・6・2で 記 述 され た もの とま った くお な じな

ので(表10参 照),こ こで は省 略 す る。

　 レオ ・オ ナ は,そ の 米 を穴 の な かに い れ,そ こに 皮 を むい た 長 さ30cm,直 径5

cmほ どの ヒ ロバ ノ ジァ オ イの 木(denu)を たて る。 この ヒロバ ノ ジ ァオ イの 木 は テ

ボ ・デ ヌtebo　denu(ヒ ロバ ノ ジ アオ イ の 身体)と よば れ る(図38参 照)。

　 そ して,そ のす ぐわ きに,サ トウキ ビ(鋤 の,ア ダ ン(リ オ 語 名:rea;学 名:

1)andanus　tectorius),モ ダ マ(リ オ語 名:hoba　 like;学 名:Entada　 phaseoloides),セ

バ ・ンガ コseba　 nggako(学 名 不 明),レ ルlelu(学 名 不 明),ケ ラkela(学 名 不 明)と

い った 植物 を植 え る。 そ して,あ た りに お ちて いた 平 た い石 を テ ボ ・デ ヌの わ きに お

く(図38参 照)。

　 そ の後,レ オ ・オ ナが ふ たた び 米 を つ ま み と り,そ の 米 に,も う一 度 ニ ジ ョ ・ トゥ

カ ・タ ナ を さ さや きか け,カ オ ・ウ ィニ の ほ ぼ 中央 部 に う め る。 そ して,そ の上 に 種

籾 の は い った 編 み カ ゴを お く。 この 種 籾 は}テ ボ ・ラカ 村 に あ る穀 物 倉 か らも って こ

られ た もので あ り,昨 夜,オ ネ ・リア の ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の座)に おか れ て い た種

籾で は ない 。

　 7時35分:レ オ ・オ ナが 米 をい く粒 か つ ま み と り,そ の米 に,ニ ジ ョ ・イ ネ ・パ レ

(稲 の母 の 呪 文)を ささや きか け る。 ニ ジ ョ ・イネ ・パ レは,2・3・3で 記 述 され

た もの と ま った くお な じなの で 省 略 す る。
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写真22儀 礼畑 のカオ ・ウィニで祝詞を言上す るヨセブ ・ボカ。写真の右上

には,6種 類の植物 と樹皮をむ きとられた ヒロバ ノジアオイの木が

みえる。また,右 下の編みカゴにはい っている種籾の うえには,金
の耳飾 りがおかれているのがかすかにみえ る。

　 昨 夜,手 さ げの 編 み カゴ に いれ て ウ ィス ・ル ル に おか れ て い た種 籾 と と もに,こ の

ニ ジ ョ ・イ ネ ・パ レの さ さや か れ た米 を,編 み カ ゴ に は い って い る種籾 に まぜ こむ 。

そ して,オ ネ ・リア か ら も って こ られ た デ トゥ・ンガ ジ ャDetu　 Nggajaと い う名 前 の

金 の耳 飾 りを 種 籾 の 上 に お く。 デ トゥ ・ンガ ジ ャと は,こ の金 の耳 飾 りの 固有 名 で あ

り,種 ま きの と きに種 籾 と まぜ あ わ され る金 の装 飾 品 は,ゲ ウ・ウ ィニ9伽 πω禰(種

籾 と混 ぜ る)と 総 称 され る。

　 オ ネ ・リァ か ら もって こ られた 飯 　 　 この 飯 は ア レ ・ トゥカ ・タ ナare　 tuka　tana

(土 地 の子 宮 の 飯)と よば れ る　 　 と豚 肉(オ ネ ・ リア に保 存 さ れ て い た乾 燥 肉)の

コ コナ ツ ミル ク煮 を,ア グ ネ ス ・ジ ャ ワが ユ ウガ オ の椀 に も りつ け る。

　 そ の 飯 と 肉を レオ ・オ ナ がつ まみ と り,作 物 を食 いあ らす 鳥獣 や害 虫 に 効 果 の あ る

ニ ジ ョ ・ソ キ ・セ ルraijo　soki　seru(ソ キ ・セル の 呪文;補 足:ソ キ ・セル の 意 味 は不

明)と よば れ る,つ ぎ の よ うな 呪文 を ささや きか け る185)。

185)だ が,あ る イ ン フ ォーマ ン トは,ニ ジ ョ ・ソキ ・セ ルの効 能 は,ア シナガ バ チ が獲 物 を巣

に は こん で くるよ うに,豊 穣 が畑 の 外 か ら もた らされ る よ う にす る こ とに あ る とい う説明 を お

こな って い た 。

　 ま た,べ つ の イ ンフ ォー マ ン トは,こ の とき につ か われ るの は,ニ ジ ョ ・ソキ ・セ ルな どで

はな ぐ,nijo　repo(お りたた ん で お く呪文)で あ る とのべ て い た 。 畑 は,収 穫 に い た るま で の

あ い だ,小 さけれ ば 小 さ い ほ どよい 。 そ こで 種 ま きの と きに は,つ ぎの よ うなnijo　repoを つ か

って,羽 根 を と じた蝶 の よ うに 畑 を小 さ ぐす るの で あ る 。

　 nijo　repo,　ine　kai　nggake　nggepo・　 　 　 ニ ョレ,そ の 「源 」 は,羽 根 を と じた 蝶 。　

そ して,収 穫の と きに は,収 穫 量 が2倍 にな るよ うに,つ ぎの よ うなuij・nggea(広 げ る呪

文)を つ か うので あ る。

nijo  nggia,  ine kai  nggake  lila. ニ ジ ョ ・ンゲ ア,そ の 「源 」 は飛 ぷ 蝶 。
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プ エ!　 ソ キ ・セル よ6

そ の 「源 」 は,ト キ 。セル(咬 ん で 引 い て

くる)と よ ばれ るア シナ ガバ チ。

　 そ して,ヒ ロバ ノ ジァ オ イ の樹 皮(hoko　 denu)を2つ に お った もの で,ニ ジ ョ ・ソ

キ ・セル を さ さや きか けた 飯 と肉 をつ つ み,カ オ ・ウ ィニ のす ぐ下手 に あ る土 砂 の 流

出 止 あの な かに う め る。 この ヒ ロバ ノ ジァ オ イの樹 皮 は,上 記 の ヒロバ ノ ジァ オ イ の

木 か らむ き と られた もの で あ る。

　 7時49分:ア グ ネ ス ・ジ ャ ワが,あ らた に 飯 と豚 肉 の ココ ナ ツ ミル ク煮 を,飯 カ ゴ

(kidha)と ユ ウ ガオ の 椀 に よそ うと,ヨ セ ブ ・ボ カ が,そ の 飯 と肉 を少 しず つ ヒロハ

ノ ジァ オ ィの 木,そ の わ きの石,そ れ に オ ネ ・リアか らも って こ られ た 肩 か けバ ッグ

に は い った豊 穣 を もた らす ワ トゥ ・ニパ(蛇 石)の 上 に お いて ゆ く。 つ ぎに,上 記 の

6種 類 の植 物 の葉 を 少 しず つ ち ぎ りと って,飯 と肉 とと もに,編 み カ ゴ の なか の 種 籾

の 上 に お く(写 真22参 照)。 そ して,つ ぎ の よ うに言 上 す る(以 下 の 人 名 に つ い て は,

図7参 照)。

ka  ru'i sai  ina. 

lau  mai  Wangge  Mbete, 

mamo Ndori  Wangge, 

 ghili mai Ema  Sekel-86), 
babo Ata  Ngga'e, 

 ria  bewa, 

ka rapa bou, pesa rapa mondo, 

tedo di tembu,  wisa di  vela. 

gaga bo'o,  kiwi  ai. 

peni  nge, wesi nuwa  we'e. 

 pad do ka, ti'i do  ru'd  ina. 
nitu  paii ata mata  io  beu  io  we'd. 

ka rapa bou, 

pesa rapa mondo gha  ina.

さあ,お 食 べ くだ さい。

ワ ンゲ ・ンベ テ,

ン ドリ ・ワ ンゲ,

エマ ・セ ケ,

アタ ・ンガ ェ,

リア ・ベ ー ワ(Woda　 Wangge),

あつ ま って,お 食 べ くだ さい。

作 物 が順 調 に育 ち ます よ うに 。

豊 作 に な りま す よ うに。

家 畜 が ふ え ま す よ うに。

食 べ 物 を お供 え いた しま す。

遠 い 祖 霊 も,近 い祖 霊 も,

こ こに あ つ ま って お食 べ くだ さ い。

　 以 上 の よ うな言 葉 を言 上 す る と,ま ず ヨセ ブ ・ボ カ が飯 カ ゴ とユ ウガ オ の椀 に もら

れ て い る飯 と 肉 を食 べ,そ の後,レ オ ・オ ナ,シ プ リア ヌス ・テ ィボ,レ オ ・ドオ が

食 事 に くわ わ る。 また,モ セス ・ハ ルや ア グ ネス ・ジ ャワ もべ つ の皿 に も られ た 飯 と

186)lauとghe'leと いう方向指示 の前置詞がつかわれているわ けであるが,こ れは,儀 礼 がおこ

　なわれている儀礼畑か らみて,Wangge　 Mbeteの 墓がlauの 方向にあり,Ema　 Sekeの 墓が

gheleの 方 向にあ ることが,1型 の体系で表現 されているか らである。
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肉 を食 べ る。

　 8時10分:食 事 が おわ る と,マ ル ガ レー タ ・ウ ェアが 食 器 類 を か た ず け る。

　 8時13分:レ オ ・オ ナ が,米 を い く粒 かつ まんで,ニ ジ ョ ・セ ウ ェ ・フ ング ・ハ イ

nijo sewe hungu ha'i(つ ま先 を ふ み しめ る 呪文)を さ さや きか け,そ の米 を ヒ ロバ ノ

ジア オ イ の 木 のす ぐ下方(ghazva)に し ゃが んで い る ア グ ネ ス ・ジ ャ ワに わ た す。 ア

グ ネス ・ジ ャワ は,そ れ を右 足 で 強 くふ み つ け る。 この 呪 文 は,作 物 の 根 を しっか り

させ(hamu　 ma'e　rera),作 物 をた お れ に くくす る効 力 を もって い るの だ とい わ れ る。

　 レオ ・オ ナ に よ る と,上 記 のニ ジ ョ ・ソキ ・セル とニ ジ ョ ・セ ウ ェ ・フ ング ・ハ イ

は,お な じ 内容 を も って い る との ことで あ った が,こ の よ うに のべ る ことで,ニ ジ ョ

・セ ウ ェ ・フ ング ・ハ イ の 内容 を秘 密 に した 可能 性 も じゅ うぶ んに 考 え られ る。

　 そ の後,ア グ ネ ス ・ジ ャワ が,種 籾 の 上 に お か れ て い る デ トゥ ・ンガ ジ ャとい う名

前 の金 の耳 飾 りを 身 に つ け る。 これ と同 時並 行 して,レ オ ・オ ナが ふ た た び米 をつ ま

み,ニ ジ ョ ・ボケ ・フ ェ ンゲ ・レエ(フ ェ ンゲ ・レエ とよ ば れ る盗 み食 い を す る精 霊

を追 い は らう呪 文)を ささや きか け る。 そ して,畑 の 上方(ghele)を む い て しゃが ん

で い るア グ ネス ・ジ ャワに わ た す と,彼 女 は,後 を ふ りか え らず に,そ の米 を 畑 の下

方,つ ま りghawa(斜 め下)の 方 向 に な げす て る。

　 ニ ジ ョ ・ボケ ・フ ェ ンゲ ・レエの 内容 は,2・6・2で 記 述 され た もの と ま った く

お な じな ので,こ こで は省 略 す る。

　 8時18分:ア グ ネス ・ジ ャ ワが,ア ウ竹 の先端 を とが らせ て つ くった,種 ま き儀 礼

専 用 の 掘 り棒(su'a　 tedo　au)で カ オ ・ウ ィニ(畑 の祭 場)に 穴 を4つ ほ り,そ こに 種

籾 を う め る。

　 これ がす む と,ア グ ネ ス ・ジ ャワ が,ヤ シ殻 の 椀 を つ か ってt編 み カ ゴか ら人 々

の も って い る肩 か け の 編 み カ ゴ(rembi)に 種 籾 を い れ て や る。 この行 為 は,カ オ ・ウ

ィニkao　 zvini(種 籾 を汲 む)と よば れ,畑 の 中央 に あ る祭 場 は,こ のカ オ ・ウ ィ ニが

お こなわ れ る場 所で あ る か らこそ,カ オ ・ウ ィニ とよ ば れ るのだ とい わ れ る。

　 ア グ ネス ・ジ ャ ワか ら種 籾 を う け と ると,人 々 は,つ ぎつ ぎ と畑 の 下 の方(ghazva)

に むか って お りて ゆ く。

　 8時25分:ア グネ ス ・ジ ャ ワが,シ ャ ロ ッ トと シ ョウ ガを カ オ ・ウ ィニ の す ぐ上 方

の部 分(loka　 somu　lea)に う え る。 畑 の 下 の方 に む か った 人 々 が,右 手 に に ぎ った 掘

り棒(こ の 掘 り棒 は,村 か ら各 自が もって きた もので あ り,木 も し くは ア ウ竹 の一 端

に 鉄 製 の 先 端 部 が と りつ け られ て い る)で 地 面 に穴 を あ け,左 手で 作 物 の種 をい れ な

が ら,上 の方(ghele)に むか って す す ん で くる。 ヨセ ブ ・ボ カだ けは,ア ウ竹 の先 端
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を とが らせ た掘 り棒(8時18分 に ア グ ネス ・ジ ャ ワが つ か った も の)を つ か って い

る187)Q

　 8時30分:モ セ ス ・ハル が,ナ ンギ ・ンダ レnangi　 ndale(ン ダ レの 哀 歌)と よば れ

る,イ ネ ・パ レ(稲 の母)を 主 題 と す る哀 歌 を うた い は じめ る。 ナ ンギ(哀 歌)と は,

お もに 葬儀 の文 脈 で うたわ れ る歌 の 総称 で あ り,ン ダ レと は,作 物起 源 神話 のな か に

登 場 す る ンダ レNdaleも し くは コ ジ ャ ・ンダ レK(ja　 Ndaleと よば れ る場 所 の 名

前 に由 来 す る と考 え られ る。 だ が,種 ま きの と きに うた わ れ る ナ ン ギが,ナ ンギ ・ン

ダ レと よば れ る理 由 は,か な らず しもあ きらか で はな い。

　 しば ら くす る と,ヨ セ ブ ・ボ カ もナ ンギ ・ン ダ レを うた い は じめ,2人 の 歌声 が 畑

に響 きわ た る。 ナ ン ギ ・ン ダ レの 歌 詞 は,各 自が ア ドリブ を くわ え なが らつ くって ゆ

くもので あ り,さ だ ま った 内容 が あ るわ けで は な い。

　 人 々は,肩 か けの 編 み カゴに 種 籾 が な くな る と,カ オ ・ウ ィニ にや って きて,ア グ

ネス ・ジ ャワに 種 籾 を補 充 して もらい な が ら,種 ま き をす す め る。

　 ま た,オ ネ ・リァ か ら も って こ られ た トウモ ロ コシ,モ ロ コ シ,キ ュ ウ リ,カ ボチ

ャとい った作 物 の種 も,種 籾 と おな じ方 法 で土 の なか に う め られ て ゆ く。

　 この 日は,イ ネ ・パ レ(稲 の母)の 兄 弟 と 関連 づ け られ るパ レ ・ラカpare　 lakaの

種 籾 が ま か れ る こと は なか った が,畑 の 下端 に は,後 日,パ レ ・ラカ の種 が まか れ な

けれ ば な らな い。 す で に のべ た よ うに,パ レ ・ラカ は,作 物 を さま ざ ま な外 敵 か らま

も って くれ る の だ とい わ れ る。

　 種 ま きは,1時 間 た らず で終 了す る。

　 種 ま きが お こ なわ れ た 日の夜,オ ネ ・リアで は,つ ぎの よ うな 儀 礼 が お こなわ れ る。

　 19時12分:オ ネ ・リアで 飯 と 肉が 料 理 され,そ れ が2つ の ユ ゥガ オ の椀 に もられ る。

ヨセ ブ ・ボ カ が,ウ ィス ・ルル(祖 霊 の 座)の 石 と豊 穣 を もた らす ワ トゥ ・ニパ(蛇

石)の は い った 肩 か けバ ッ グに 飯 と 肉を のせ,つ ぎ の よ うに 言 上 す る(人 名 につ い て

は図7参 照)。

ka  ru'e sai  ina. 

tau wake lobo do uma  ria  ina. 

 Wangge  Mbete, 

Ndori  Wangge, 

 Wangge Ndori,

さあ,お 食 べ くだ さい 。

大 きな 畑 の 種 ま き を しま した。

ワ ンゲ・ ンベ テ,

ン ドリ ・ワ ンゲ,

ワ ンゲ ・ン ドリ,

187)女 たちは,ゆ って いた髪の毛をほどいて(towa)の,種まきをお こなう。 これ とおな じことは,

出産の ときにもおこなわれる。つま り,難 産 にな らないよ うに,産 婦 は,か な らず髪をほどか

なければな らないのである。
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Ema  Seke, 

 ria  bewa, 

mamo  Wangge  Mbete. 

 Ica rapa bou, 

pesa rapa mondo gha  ina. 
tebo  ma'i dego,  lo  ma'd  leko. 

pare gha  mei lodu. 

pati do ka, ti'i do  ru'd  ina. 
ana he  uld age, 

hoe  beu  beu, rago  bewa  bewa.

エ マ ・セケ,

リア ・ベ ー ワ(Woda　 Wangge),

ワ ンゲ ・ン ベ テ(Ata　 Ngga,e),

あ つ ま って お食 べ くだ さい。

健康 で あ ります よ うに。

稲 が枯 れ た り しませ ん よ うに。

食 べ 物 を お供 え い た しま す。

ス ズ メや 鳥 を,

遠 い 彼方 に追 い は ら って くだ さい。

　 19時13分:ま ず,ヨ セ ブ ・ボカ が 供 物 の の こ りを食 べ,そ の 後,居 間 の 中央 部 で は

男 た ち が食 事 を お こな う。 いつ もの こ とで あ るが,女 と子 供 た ちの食 事 は,男 た ちの

食 事 が お わ ってか ら は じ め られ る188)。

　 2・13　 12月 ～1月

　 2・13・1　 ベ ケ ・リア の季 節 現 象

　 ベ ケ ・ リァbeke　 ria(大 きな ブ ケ)と よば れ る12月 か ら1月 に か け て の 時 期 に は い

る と,雨 量 は ます ま す 増 加 し,毎 日の よ うに,強 風(anti　 ria)を と もな った豪 雨 がや

っ て くる よ うに な る。 だ が,風 雨 の な い 静 か な夜 に は,無 数 の ホタ ル(lepの が い た る

と ころで 飛 び か い,家 の な か に も小 さな 青 緑 色 の 光 が迷 い こんで くる よ うに な る。

　 この時 期 に な る と,畑 に お け る種 ま き も水 田に お け る 田植 もおわ り,人 々 は農 閑 期

を む か え る。 しか しな が ら,と ぼ し くな って きて い た 日 々 の食 事 内容 は,さ らに 不 足

の 度 を くわ え,ウ ラ ・ロ ワwula lowa(空 腹 の季 節)が は じま る。 乾燥 トウモ ロ コ シ

を,や わ らか くな るまで ゆで た り(jawa mbombo),空 い り した り(ブσαノα540),空 い り

後 に粉 末 に した もの(hu'u jawa),そ れに キ ャ ッサ バ な どが,主 食 と して 毎 日の よ うに

食 べ られ る よ うに な る。 この ウラ ・ロ ワは,ベ ケ ・リァbeke　 riaか ら,野 菜 類 の収

穫 が 本 格化 す るバ ル ・レエbalu　 re'e(3月 か ら4月)ま で つ づ く。

　 2・13・2　 パ イ ・ム ク

　 新 畑 の 儀礼 体 系 で は,祭 祀 畑 の 火 入 れ(jengi)に と もない,パ イ ・ム クpa'i　muku

(バ ナ ナ と夜 を あか す)と ブイ ・ム クbui　muku(バ ナナ を 焼 く)と よば れ る儀 礼 が お

188)種 ま きの 翌 日は,Aire　 ngi'i　tambi(ク ワの 歯 の禁 忌)と よ ばれ,畑 に は いる ことが 禁 止 さ

れ る。
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写真23パ イ ・ムクにおいてオネ ・リアの ウ

ィス ・ルルにつ りさげ られ たバ ナナ。

その下 にプサ ・ウタのときに祭祀畑

にもってゆかれ る儀礼 用の肩かけ編

みカゴなどがつ りさげ られている。

　 　 　 国立民族学博物館研究報告　　15巻3号

こな わ れ る。 しか しな が ら,こ の2つ

の儀 礼 は,通 常 の 畑 と儀 礼畑 に お け る

種 ま きが 終 了 して,約1箇 月 がす ぎた

1月 の 中旬 に な って よ うや くお こな わ

れ る。

　 1985年1月13日19時35分:ヨ セ ブ ・

ボ カ とサ ミュエル ・レバ(表10参 照)

が,ム ク・マ ‐muku　 maと よ ばれ る焼

い て しか食 べ られ る こ との な い バ ナ ナ

2房(muku ma wolo ruaと ム ク・マ ー

の プ ス ・ム クpusu　 muku(直 訳:バ ナ

ナ の 心臓;意 訳:バ ナ ナ の 花芯)を 木

に しば りつ けて,オ ネ ・リアに も って

くる189)。 そ して,木 に しば りつ けた

状 態 の ま まで,オ ネ ・リア の ウ ィス ・

ルル(祖 霊 の 座)に つ るす(写 真23参

照)。

　 本 来,バ ナ ナ と プ ス ・ム クは,ウ ォ

ロ ・フ ァイ 村 に あ るオ ネ ・ウマ ・ン グア ・バ プ(祭 祀 畑 の 家)の ウ ィス ・ル ル につ る

す ので あ るが,老 朽 化 して い たオ ネ ・ウマ ・ングァ ・バ プ が倒 壊 し,つ か え な くな っ

て しま った ので,オ ネ ・リアに も って こ られ た の で あ る。

　 20時 す ぎ:マ リア ・ウタ が,飯 と豚 肉(オ ネ ・ リア に保 存 さ れて いた 乾 燥 肉)の コ

コナ ツ ミル ク煮 を 飯 カゴ(kidha)と ユ ウガ オ の 椀 に も りつ け る。 い つ もの ように,飯

と 肉の料 理 が ウ ィス ・ル ル に な らべ られ,ヨ セブ ・ボ カ が,ウ ィス ・ル ル に お か れ て

い る石 の 上に 飯 と 肉の 料 理 を のせ て ゆ く。 そ して,つ ぎ の よ うに 言 上 す る(以 下 の 人

名 につ いて は図7を 参 照)。

ka  ru'i sai. 

nitu  pa'i  wisu lulu  ina. 

 Wangge  Mbete, 

Ndori  Wangge, 

 Wangge Ndori,

さ あ,お 食 べ く だ さ い 。

ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の 座)の 祖 霊 た ち よ 。

ワ ン ゲ ・ ン ベ テ,

ン ド リ ・ワ ン ゲ,

ワ ンゲ ・ン ド リ,

189)一 説 によると,バ ナナとともに,ウ ウィ ・マヌuwi　manuと い う種類の ヤムイモもも って こ

　 られなければな らないのだといわれるが,こ の点 については,も う少 し調査が必要である。
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 ghele mai Ema  Seke190), 
Ata  Ngga'e, 

 ria  bewa. 

ka rapa bou, 

pesa rapa mondo gha  ina. 

pati do ka, ti'i do rue  ina. 

gha tau  hage tau soro su'a. 

tau leda pa'i muku  kobe  ina. 

 pati do ka, ti'i do  ru'e  ina. 
tedo tembu,  wesa  vela. 

gaga bo'o,  kewi  ad. 

peni  nge, wesi nuwa  we'e.

エ マ ・セケ,

ア タ ・ンガ ェ,

リア ・ベ ー ワ(Woda　 Wangge),

あ つ ま って,お 食 べ くだ さい。

食 べ 物 を お供 え い た しま す。

ア ウ竹 の掘 り棒 を よ こた え よ う と して お り

ま す。

同 時 に,今 夜 はパ イ ・ム ク もお こな い ま す。

食 べ 物 を お供 えい た しま す。

作 物 が順 調 に 育 ち ます よ うに。

豊 作 に な ります よ うに 。

家 畜 が ふ え ます よ うに 。

　 いつ もの よ うに,ヨ セ ブ ・ボカ と サ ミュ エル ・レバ は,ウ ィス ・ル ル に供 え られ た

飯 と 肉の 料 理 を食 べ る。 そ して,男 た ち が,居 間 の 中央 で 食 事 を お こな い,つ ぎに 女

た ちの食 事 と な る。

　 儀 礼 の名 称 はパ イ ・ム ク(バ ナ ナ と夜 を あ か す)で あ るが,本 当に 徹 夜 が お こな わ れ

る ので はな い。 も っ と も祖 霊 た ちが 徹夜 で バ ナ ナの 番 を す る と考 え る こ と はで き るが。

　 2・13・3　 ブイ ・ム ク

　 パ イ ・ム クが お わ ると,そ の翌 日に は,祭 祀 畑 の火 入 れ に と もな うブ イ ・ム クbui

muku(バ ナ ナ を焼 く)と よば れ る儀 礼 が お こな わ れ る。 伐 採 は,し ば ら くまえ に おわ

って い たの だ が,火 入 れ は,こ の と きに な って は じめて お こな わ れ るので あ る。

　 1985年1月14日8時:サ ミュエル ・レバ,ア ン トニ ウ ス ・ウ ィク(表10参 照)が,

伐採 後 に放 置 されて いた 樹 木 を 祭 祀畑 の 中央 部 に あつ めて,火 入 れ をお こな う。 炎 が

しず ま る と,オ ネ ・リア か ら編 み カゴ に い れて も って こ ら れ た バ ナ ナ とプ ス ・ム ク

(バ ナ ナ の 花芯)を 火 の な か に な げ こむ 。

　 8時37分:焼 きあ が った バ ナ ナ の皮 をむ い て,編 み カゴ の な かに い れ て ゆ く。 そ れ

と同時 並 行 して,ア ン トニ ウス ・ウ ィク が,鍬 を つ か って畑 の 上端 と下端 の 部 分 を少

しほ りさげ て,カ オ ・ウ ィニkao wini(畑 の祭 場)を つ くる。 すで にの べ た よ うに,

祭 祀畑 の場 合 に は,畑 の 上端 と下 端 の そ れ ぞ れに カオ ・ウ ィニ が もう け られ る。

190)9硯 げとい う方 向 指示 の前 置 詞 が もちい られて い るが,こ れ は,パ イ ・ム クが お こな わ れ て

い る オネ ・リアか らみて,Ema　 Sekeの 墓 の あ る トロ ・ロ セ山(Keli　 Tolo　 Rose)が8姻4(斜

め上)の 位 置 にあ る こ と が,1型 の体 系 で表 現 されて い るた め であ る。
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(1)ヨ セブ ・ボカ

(2)マ リア ・ウ タ

(3)さ まざまな種 をいれ た儀礼用の 肩かけ編 みカ ゴ(mbolo?

(4)豊 穣 をもた らす ワ トゥ ・ニパ(蛇 石)の はい った肩か けバ ソグ

㈲ ユウガオの椀に もられた飯。飯 の上 に ココナツ ミル クで煮 た豚 肉

がのせてあ り,ユ ウガオの椀 は大 型の飯カ ゴ(kidha)の なか にす っ

ぽ りとはい って いる。

(6)飯 カ ゴ(kidha)に もられ た飯

⑦ ユウガオの椀 にもられ た豚 肉の ココナツ ミル ク煮

⑧ ヤ シ殻の椀 に もられ た豚 肉の ココナツ ミル ク煮

図39祭 祀畑のケデ ・コレにおける ウィス ・ルルの周辺

　 カ オ ・ウ ィニを ほ る作 業 が おわ る と,儀 礼 畑 の種 ま きで つ か わ れ た の と ほぼ お な じ

大 き さの樹 皮 を むい た ヒ ロバ ノ ジァ オ イ の木 を カ オ ・ウ ィニ に た て る。 だ が,こ の と

き ニ ジ ョ ・ トゥカ ・タ ナ(土 地 の子 宮 の 呪 文)が つ か わ れ る こ とは な か った 。

　 8時41分:バ ナ ナ が焼 きあが り,カ オ ・ウ ィニ を ほ る作業(koe　 kaoω ∫ηゴ)も 終 了す

るが,オ ネ ・リアか ら,料 理 や ベテ ル チ ュー イ ングに 必 要 な 品 々(ビ ンロ ウの 実,キ

ンマ の果 穂,石 灰)が も って こ られ な い ので,祭 祀 畑 に す わ って まつ 。 そ れ とい うの

も,こ れ らの ものが オ ネ ・リア か ら もって こ られ な い と,タ バ コを す う こと も,ベ テ

ル チ ュー イ ン グを お こ な う こ と もで きな い か らで あ る。

　 9時35分:よ うや く,オ ネ ・リア か らマ リア ・ウ タ とマ リア ・イ メル ダ が や って く
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る。 ベテル チ ュ ー ン グを お こな うた め の品 々 がだ され,男 た ちは,ベ テ ル チ ュー イ ン

グを お こな い つ つ,タ バ コを す う。 マ リア ・ウタ は,ン ボ ラ ・カ ド(タ ナ ・ワ トゥに

あ た え られ た 金)の 一 部 を なす金 の耳 飾 りをつ けて い る。

　 オ ネ ・リア か ら も って こ られ た 飯 と豚 肉(オ ネ ・ リア に保 存 され て い た乾燥 肉)の

コ コナ ツ ミル ク煮 を ユ ウガ オ の椀 に も りつ け,畑 の上 端 に あ るカ オ ・ウ ィニに 供 え る。

また,編 み カ ゴに はい った焼 いた バ ナ ナ もカ オ ・ウ ィニ に お か れ る。

　 9時39分:サ ミュ エル ・レバ が,飯,豚 肉 の コ コナ ッ ミル ク煮,焼 き バナ ナ を ヒ ロ

バ ノ ジア オ イ の木 とそ の わ きの石 の上 に 供 え る。 そ れか ら,参 加 者 全 員 が,カ オ ・ウ

ィニ にあ つ ま り,飯,豚 肉の コ コナ ツ ミル ク煮,そ れに 焼 い た バ ナ ナ を 食べ る。

　 10時:食 事 が お わ り,か え り じた くを は じめ る。

　 2・ ユ3・4　 祭 祀 畑 の ケ デ ・コ レ

　 祭 祀畑 に お け る種 ま き は,村 落 共 同 体 に お け る最 終 の 種 ま きで あ り,儀 礼 畑 に お け

る種 ま きの場 合 とお な じ く,そ の 前 日に は,ケ デ ・コ レkede　kole,つ ま り(祭 祀畑 に

まか れ る種 を)「 盛 って,据 えて お く」 とよば れ る儀 礼 が お こな わ れ る。

　 1985年1月14日20時00分:マ リア ・ウタ に よ って準 備 され た 飯 と豚 肉 の コ コナ ツ ミ

ル ク煮(オ ネ ・ リア に保 存 され て い た乾 燥 肉)が,3つ の小 さ な蓋 つ きの飯 カ ゴ,ユ

ゥ ガオ の椀,飯 カ ゴ,そ れ に ヤ シ殻 の 椀 に も りつ け られ る(図39参 照)。

　 20時8分:ヨ セ ブ ・ボ カが 飯 と肉 の つ め られ た小 さな蓋 つ きの飯 カゴの ひ と つ を も

っ て,ワ ンゲ ・ンベテ の 遺 骨箱 が安 置 され て い る 中二 階 に の ぼ る。 そ して,遺 骨 箱 と

そ のわ きの石 の上 に 飯 と肉 を お き,つ ぎ の よ うに言 上 す る。

 ka  ru'i sai. 

 Wangge  Mbete  Ma. 

tau  kede  kole uma nggua bapu. 

gaga bo'o,  kiwi  ae. 

peni  nge, wesi nuwa. 
tedo tembu,  'visa  vela  we'e. 

hoe  beu  beu, rago  bewa  bewa, 

 uld age ana he. 

 pad do ka, ti'i do  ru'i  Ma. 

 Ma  hage soro su'a.

さあ,お 食 べ くだ さい。

ワンゲ ・ン ベテ。

祭 祀畑 の ケ デ ・コ レを お こない ま す 。

豊 作 に な ります よ うに。

家 畜 が ふ え ます よ うに。

作 物 が順 調 に 育 ち ます よ うに。

遠 い彼 方 に追 い は ら って くだ さい,

鳥 や ス ズ メ を。

食 べ 物 を お供 え い た します。

掘 り棒 を よ こた え よ う とす る と こ ろで す 。

20時11分:中 二 階 か らお りて,ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の座)に 供 え られて い る食 物 を,

ウ ィス ・ル ル の 石 と豊 穣 を も た らす ワ トゥ ・ニパ(蛇 石)の は い って い る肩 か け バ ッ
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グ に の せ て ゆ き(図39参 照),つ ぎ の よ うに言 上 す る。

ka  ru'e sai. 

nitu pa'i  ina. 

pati do ka, ti'i do  ru'i  ina. 
tedo tembu,  wesa  vela. 

gaga bo'o,  kewi  ae  wi'i. 
mba sai, gepa gena. 

 bra  sambu, duga dua  wee. 

pati do ka, ti'i do  ru'e  ina. 
 ina  hage soro su'a.

さあ,お 食べ ください。

祖霊たちよ。

食べ物をお供えいたします。

作物が順調に育ちますように。

豊作になりますように。

願い事がかないますように。

すべてが成就しますように。

食べ物をお供えいたします。

掘 り棒をよこたえようとするところです。

　 そ の後,ヨ セ ブ ・ボ カが供 物 の の こ りを 食 し,居 間 の 中央 で 男 た ちが 食 事 を は じ め

る。 いつ もの よ うに,女 た ちの食 事 は,男 た ちの食 事 が お わ って か らは じめ られ る。

　 飯 と 肉 の はい った小 さな蓋 つ き の飯 カ ゴが2つ の こ って い るわ けで あ るが,こ れ は,

ヨセブ ・ボ カ が帰 宅 す る と きに,オ ネ ・リアか ら も ってで られ,ウ ォ ロ ・レ レ村 に あ

るNdori　 Wanggeの 墓(図7,図13)と テ ボ ・ラカ 村 に あ るToko(図7参 照)の 墓

に供 え られ る。

　 2・13・5　 祭 祀 畑 に お け る種 ま き

　 ケ デ ・コ レが お こな わ れ ると,そ の 翌 朝,祭 祀 畑 の種 ま き(tedo　 uma　 nggua　 bapu)

が お こな わ れ る。 した が って,1985年 の場 合,祭 祀畑 の種 ま き は,1月15日 に お こな

わ れ た わ けで あ る が,こ の と きの種 ま きは,ヨ セブ ・ボ カが 参 加 して い な か った た め

に,さ ま ざ ま な 点で 異 例 で あ った。 した が って,以 下で は,1984年 に お こなわ れ た祭

祀 畑 に お け る種 ま き を と りあ げ る こ とに したい。

　 1984年1月23日8時13分:祭 祀 畑 の上 端 に あ るカ オ ・ウ ィニ(畑 の祭 場)に,サ ト

ウ キ ビ,ア ダ ン,モ ダ マ,セ バ ・ンガ コseba　nggako(学 名 不 明),レ ルlelu(学 名 不

明),ケ ラkela(学 名不 明)と い った6種 類 の 植 物 が植 え られ る。 とはい って も前 年 の

種 ま きの と きに植 え られ,枯 れ ず に成 育を つ づ けて い る ア ダ ンは,そ の ま ま流 用 され,

樹 皮 を む い た ヒロバ ノ ジア オ イ の木 に して も,前 年 度 の もの が そ の ま ま も ちい られ る。

祭 祀畑 が 新畑 で あ る な らば,い うまで もな く,ヒ ロバ ノ ジァ オ ィ の木 と上 記 の6種 類

の 植 物 は,す べ て あ らたに 準 備 され る。

　 8時14分:8時14分 か ら,9時29分 まで,な に もお こな う こ とがで き ない。 そ れ と

い うの も,豚 肉(オ ネ ・リア に保存 されて いた 乾 燥 肉)の コ コ ナ ツ ミル ク煮 を オ ネ ・

リア に わ す れ て きた た めで あ る。 そ れ を フ ェ ロニ カ ・ウ ィニ が と りに か え る。 マ リア ・
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(1)ヒ ロハノ ジアオ イの木

② 平 たい石

③6種 類の植物が うえ られた場 所

(4)豊 穣 を もた らす ワ トゥ ・ニパ

(蛇石1の はい った肩かけバ ッグ

⑤ さ まざまな作物 の種が はい って

いる編 みカ ゴ

⑥ 飯 のはい ってい る土釜

(z)豚 肉の コ コナ ツ ミル ク煮 の はい

ってい る鍋

(8)飯 を もったユウガオの椀

(9)豚 肉の コ コナ ツ ミル ク煮 を もっ

たユウガオの椀

Uo)土 砂 の流 出止め(hebe)

pt)上 方のカオ ・ウ ィニ(畑 の祭場)

働 下 方のカオ ・ウ ィニ(畑 の祭場)

(]3)横たえ られたア ウ竹の掘 り棒

(14)ロカ ・ソム ・レアlokasomulea

(シ ャロソ トや シ ョウガを栽 培す

るための場所)

図40祭 祀畑における種ま き

ウタ,ク リス テ ィナ ・パ レ,プ リプス ・ンベ テ,ヨ セブ ・ボカ,サ ミュエル ・レバ

(表10参 照)は,ベ テル チ ュ ーイ ング を お こな い,ま た 男 た ちは,タ バ コ も吸 い な が

ら,フ ェ ロ ニカ ・ウ ィニが も ど って くるの を まつ 。

　 9時30分:フ ェ ロニ カ ・ウ ィニ が も ど って きた ので,マ リア ・ウタ が,オ ネ ・リア

か らも っ て こ られ た 飯 　 　儀 礼 畑 の 種 ま きの と きと お な じよ うに,こ の飯 は,ア レ ・

トゥカ ・タ ナare　 tuka　tang(土 地 の 子 宮 の 飯)と よば れ る　 　 と豚 肉 の コ コナ ツ ミル

ク煮 を ユ ウガ オ の椀 に も りつ け,そ れ か らホ ー ロー の皿 に もよそ う。 ホ ー ロ ー の皿 に

よそ った飯 は供 物 で はな く,儀 礼 に 参 加 した者 が,の ち ほ ど食 べ るた めの もので あ る。

　 9時35分:図40の よ うに供 物 な どが,祭 祀 畑 の上 の方(ghele)に あ る カ オ ・ウ ィニ

に お か れ る。 そ して,ヨ セ ブ ・ボ カ が,飯 と豚 肉 の コ コナ ツ ミル ク煮 を,ヒ ロバ ノ ジ

ア オ イ の 木,そ のわ きに お か れ て い る石,オ ネ ・リア か ら もって こ られ た ワ トゥ ・ニ

パ(蛇 石)の はい った肩 か けバ ッグの上 に のせ て ゆ く。 そ れ か ら,カ オ ・ウ ィニ に植

え られ て い る6種 類 の植 物 の 葉 を ち ぎ りと って,少 量 の 飯 と豚 肉 とと もに 種 籾 に まぜ

る。 マ リア ・ウタ が,オ ネ ・リア か ら身 につ けて きた ゲ ウ ・ウ ィニ94ω πω翻(種 籾

と まぜ る)と よば れ る金 の耳 飾 りを はず し,種 籾 の 上 に お く。

　 9時37分:ヨ セブ ・ボ カ が,つ ぎの よ うに言 上 す る(人 名 に つ い て は 図7参 照)。
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 ka  ru'i sai, 

 ghele mai  Wangge  Mbete191), 
Ndori  Wangge, 

 ghele mai babo Ata  Ngga'e, 
Ema  Seke, 

 Ica bou, pesa mondo gha  ina. 

gha  tau tedo kema, 
uma nggua bapu  ina. 

pati do ka, ti'i do  ru'd. 

gaga di bo'o,  kiwi di  ae. 

peni  nge, wesi nuwa. 
tedo di tembu,  Lam di  vela  we'e. 

uja di  maid duna, 

leja di  ma'd pate. 

 uld age hoe  beu  beu, rago  bewa  bewa.

さあ,お 食 べ くだ さい,

ワ ンゲ ・ンベ テ,

ン ドリ ・ワ ンゲ,

ア タ ・ンガ エ,

エ マ ・セ ケ,

こ こに あつ ま って,お 食 べ くだ さい。

祭 祀畑 の種 ま きを す る と ころ で す。

食 べ 物 を お供 えい た します 。

豊 作 に な ります よ うに。

家 畜 がふ え ます よ うに。

作 物 が順 調 に 育 ちま す よ うに 。

雨 が た りなか った り,

日照 りがつ づ い た り しませ ん よ うに。

鳥 を遠 い彼 方 へ追 い は ら って くだ さい。

　 ヨセ ブ ・ボカ が供 物 の の こ りを,手 で4口 食 べ た の ち,他 の参 加 者 た ちが ス プ ー ン

をつ か って,飯 と豚 肉 の コ コ ナ ツ ミル ク煮 を食 べ は じ め る。

　 9時58分:食 事 が お わ り,種 ま きが は じま る。 ク リス テ ィナ ・パ レが,ア ウ竹 の先

端 を とが らせ て つ くった 種 ま き儀 礼専 用 の掘 り棒(su'a　 tedo　au)を つ か って,畑 の上

端 にあ るカ オ ・ウ ィニに4つ の穴 を ほ って 種 籾 を い れ る。 そ して,こ の カ オ ・ウ ィニ

のす ぐ上 の 場所(loka　 somu　lea)に 数 多 くの穴 を ほ り,シ ャロ ッ トと シ ョ ウガを う め

る(図40参 照)。 他 の 人 々は,こ れ と ほ ぼ 同時 平 行 して,種 籾 を 祭 祀 畑 の全 体 に ま い

て ゆ き,種 籾 を ま きおわ る と,つ ぎに トウ モ ロ コ シの種 を まい て ゆ く。

　 10時5分:ま た た くまに,種 ま きが終 了 す る。

　 10時7分:土 砂 の流 出止 め(hebe)の 下 に,そ れ と平 行 に な る よ うに,種 ま き儀 礼

専 用 の 掘 り棒(su'a　 tedo　au)を お しこ む(図40参 照)。 これ が,ク デ ・コ レの儀 礼 に お

いて 言 及 され て い た 「掘 り棒 を よ こた え る」(soro　su'の で あ り,こ う して,す べ て の

種 ま きが 終 了 す るので あ る。

　 この ア ウ竹で つ く られ た 種 ま き儀 礼 専 用 の掘 り棒 は,日 照 りが つ づ くと,祭 祀 畑 か

らも ちだ され,川 の なか に 沈 め られ る。 そ うす る と,ど うい うわ けか,雨 がふ りは じ

め るの だ とい わ れ る。

　 この 日の 種 ま きで は,畑 の 下端 に あ るカ オ ・ウ ィニ(畑 の祭 場)の 役割 が 明確 に な

191)8観4と い う方向指示 の前置詞が もちい られて いるが,こ れは,祭 祀畑か らみて,祖 先 の墓

　 のある場所がghele(斜 め上)の 位置にあることが,1型 の体系で表現 されているためである。
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らな か っ たが,こ の カオ ・ウ ィニ は,パ レ ・ラカdare　 lakaの 種 が まか れ る場所 と し

て利 用 され る。 パ レ ・ラ カ と は,す で に のべ た よ うに,イ ネ ・パ レ(稲 の 母)の 兄弟

で あ る ラカLakaと 関 連 づ け られ る稲 で あ り,作 物 を さま ざ ま な外 敵 か らま も って く

れ るの だ とい わ れ る。 した が って,パ レ ・ラカ の種 は,後 日,畑 の下 端 に まか れ ね ば

な らな い。

　 種 ま きが お こ なわ れ た 日の夜,オ ネ ・リアで は,つ ぎ のよ うな儀 礼 が お こな わ れ る。

　 20時00分:サ ミュ エル ・レバ(表10参 照)が,ウ ィス ・ル ル に す わ り,ク リス テ ィ

ナ ・パ レが料 理 した飯 と肉 を,ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の座)の 石 の 上 に のせ て ゆ く。 祝

詞 の言 上 は,き わ めて み じか く,ま た 小 さな声 で お こなわ れ た の で,録 音 す る こと は

で き なか った。 シモ ン ・セ ンダ(表10,図11参 照)が,サ ミ ュエ ル ・レバ の 「供 」 と

して,ウ ィス ・ル ル に 供 え られ て い る飯 と豚 肉 の コ コナ ッ ミル ク煮 を食 べ る。

　 2・14　 1月 ～2月

　 ベケ ・ロオbeke　 to'o(小 さな べ ケ)と よば れ る1～2月 の季 節 の は じ めに は,ア ン

ギ ・ジ ョ ド ・ベ ケ ・ロ オangi　jodho　beke　lo'o(ベ ケ ・ロオを まね く風)が ふ き,例 年

な らば わ ず か に 雨量 が減 少 し,ベ ケ ・バ ラ・ブェbeke　 bara　bue(豆 を乾 燥 させ るブ ケ)

とよば れ る数 日間 の晴 れ間 がつ づ くの だ と いわ れ る。

　 ウォ ロ ・レレ ・ア ー村 に お け る1984年1月 の 雨 量 は,323mmで あ り,2月 の 雨量

は,1月 よ りも さ らに増 加 して い るが,ウ ォ ロ ・ワル に お け る8年 間 の統 計 資料 か ら

判 断 す るな らば,上 記 の よ うな人 々の 言葉 は,当 を え て い ると い うべ きで あ ろ う(表

6参 照)。 と はい って も,ブ ケ ・ロオ が,強 風(angi　 ria)を と もな った 豪 雨(uja　 ria)

に み ま わ れ る雨 期 で あ る こ とにか わ り はな い。

　 ブケ ・ロ オに はい る と,柑 橘 類 の実 が,し だ いに 大 き くな って ゆ く。 ザ ボ ン(リ オ

語 名:mude　 ria;学 名:Citrus　 maxima)や ヘ ソ ミカ ン(リ オ語 名:mude　 mi;学 名:

Citrus　sinensis)が 食 され るよ うに な る の はJま だ 先 の ことで あ る が,ト ウ ガ ラ シ(horo)

や塩 と まぜ られ た ライ ム(リ オ語 名:mule　 telo;学 名:Citrus　 aurantifolia)が,食 卓

をか ざ る よ うに な る。

　 また,ブ ケ ・ロ オに は,昨 年 の10月 に種 を ま いた トウモ ロ コ シ(jawa dega)が 収 穫

され,「 空 腹 の季 節 」(wula lowa)に お ける貴 重 な 食 料 とな る。 とは い って も,雨 季 の

悪天 候 が わ ざわ い し,さ ほ どの 収穫 量 は期 待 で きな い。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ?75
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第3章 文 化 表 象

3・1儀 礼 の 解 釈

　 3・1・1　 予備 的 考 察

　 前 章 で 記 述 され た農 耕 儀 礼 の解 釈 へ とすす ん で ゆ くま え に,い くつ か の 予備 的 な考

察 を お こな って お くこ とに した い。

　 山下 の言 葉 を か りるな らば,儀 礼 は,「 多 次元 的 に 構 成 され た 複雑 な 全 体 」[山 下

1988:148]で あ り,そ の 全 体 を 一 挙 に と りあ げ る こ とは不 可 能 に 近 い。 した が って,

儀 礼 を い くつ か の要 素 に分 解 す る こ とが必 要 に な って くるわ けで あ るが,リ オ族 の社

会 に は,ン デ ン ブ族 の チ ジ キ ジル(chijikijilu)に 相 当す るよ うな,儀 礼 の構 成 要 素 に

関す る抽 象 的 な概 念 が み られ ない192)。 しか しなが ら,た とえ 明確 に概 念化 され て い

な くて も,儀 礼 を い くつ か の構 成 要素 に分 解 す る こ とはで き る はずで あ る。 なぜ な ら

ば,リ オ族 の 人 々 は,儀 礼 を描 写 す る場 合,最 初 にaを お こない,つ ぎにbを お こな

い,最 後 にcを お こ な う と い った具 合 に,儀 礼 を い くつ か の プ ロ ッ トに わ けて 語 るば

か りで な く,儀 礼 に 必 要 と され る さま ざ まな 舞 台装 置 を列 挙 す る こ とがで きるか らで

あ る193》Q

　 す で に のべ た よ うに,農 耕儀 礼 は,首 長(村 落 共 同体 の長)や トゥカ(ウ ェ ワ

首 長 を 代 表者 とす る父 系 リネー ジ　 　 の下 位 分 節 体)の 代 表者 に よ って主 催 され る儀

礼 と,そ れ以 外 の儀 礼 に分 類 され る。 そ して,前 者 の 儀 礼 に は,a)飯 を 炊 き(tabha

are),　 b)菜 を料 理 し(nasu　 rzta),　c)祖 霊 に飯 と菜 を 供 え(kuwi　 roe)
,　 d)祖 霊 に

祝 詞 を言 上 し(mea　 nosi),　 e)儀 礼 に 参加 した者 が 飯 と菜 を食 べ る(ka,　pesa)と い っ

た,5つ の儀 礼 要 素 が ふ くま れ て い る。 だ が,こ れ らの儀 礼 要 素 は,農 耕 儀 礼 が2つ

の 種類 に 区分 され る こ とを 明 確 に認 識 す るな らば,解 釈 の 対 象 か ら除外 す る こ と がで

き る はず で あ る。 な ぜ な らば,こ の5つ の 儀礼 要 素 は,首 長や トゥカ の代 表 者 に よ っ

て 主 催 され る個 々の 儀 礼 を 特 徴 づ け る要 素 で は な い か らで あ る。 た だ し,ペ サ ・ウタ,

ミー.ア レ,ン バ マ ・ヵ 一 ・コ ェ,ン バ マ ・カ ー ・ウ ェサ とい った 儀 礼 の よ うに,

「食べ る」 ことが 儀 礼 の 中 心 的 な構 成 要 素 に な って い る場合,cとeを 解 釈 の 対 象 か

192)ン デ ンブ族の社会で は,儀 礼 のなかでもちい られ る品 々,所 作,歌,そ れに祈 りなどが,

すべて チジキジルとよばれ る抽象的な 単位 として 概念化 されているのだ といわれる[TURNER
1969:15]0

193)だ が,儀 礼を要素 に分解するや り方は,個 人 ごとで さまざまであ りうる。 したがって,ブ

レイクが めざ したような儀礼の唯一完全な 「台本」 の作成 とい う目的は,な かなか達成 しがた

い[FRAKEl969]o
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ら除外 す る こ とはで き ない 。 なぜ な らば,cとeを 解 釈 の 対 象 か ら除 外 す る こ とは,

儀 礼 の 中心 的 な要 素 を捨 象 す る こ とに な るか らで あ る194》。

　 農 耕儀 礼 で は,特 定 の 目的 を 達 成 す るた め の手 段 と して,呪 文(nano)が も ちい ら

れ る。 しか しなが ら,呪 文 は謎 の よ うな言 葉 に み ちて お り,と りわ け イ ネineと よば

れ る キ ー ・タ ー ムを 有 意 的 に す る こと は困難 で あ る。 つ ま り,筆 者 が リオ族 の 文 化 に

つ い て 知 って い る手 も ちの 知 識 を利 用 した だ けで は,呪 文 の 内容 を 有 意 的 にす る仮 説

的文 脈 を 思 い えが くこ とは 不可 能 に近 い ので あ る。 想 像 を た くま し くす る な らば,事

情 は,リ オ族 の人 々に と って もお な じで あ り,呪 文 の もつ 効 力 は,有 意性 を確 立 す る

ことが 困難 で あ る ことに 由来 す るの か も しれ な い。 した が って,以 下 で は,呪 文 の 内

容 を解 釈 す るので は な く,呪 文 の 使 用 さ れ る 目的 を解 釈 の 対象 と して さ だ め る ことに

す る。

　 以 下 で は,前 章 で記 述 され た農 耕 儀 礼 を順 次 と りあ げ,そ の 構成 要 素 を 解釈 す る試

み が 展 開 され る。解 釈 の対 象 と して と りあ げ られ る要 素 の リス トは,で き るだ け網羅

的 で あ る こと を理 想 とす るが,さ ま ざ まな 理 由 か ら,こ の理 想 を 実現 で きない 場 合 が

あ る ことを,こ こで は っ き り とのべ て お くこ とに した い。

3・1・2　 ピレ ・ウマ

儀 礼 畑 の ピレ ・ウマ の儀 礼 要 素:

　 a)作 物 の大 敵 で あ る 野 ネ ズ ミの 肉 を,カ オ ・ウ ィ ニ(畑 の祭 場)に 供 え て,コ

ブ ミカ ンで こす る。

　 b)ア エ ・フ ェオ(ク ク イ ノ キの 実 を 口 の なか で ドロ ドロに な る まで か ん で 水 と

L94)リ オ語 に お け る食 動作 を 表 現 す る動 詞 は かな り複雑 であ り,前 章 で は,　ka,　ru'd,　pesa,　ya'iと

い う4種 類 の 動詞 が で て きた 。 こ こで 少 しば か り整 理 と補 足 を お こな って お くと,リ オ語 に

は,食 動作 を 表 現 す る動 詞 が,少 な くと も6種 類 はあ る 。kaは,　 are(飯),　 uwi　kaju(キ ャ ッ

サバ),uwi(ヤ ム イ モ),　bue(豆 類),　 lolo(モ ロ コ シ),　 arejawa(ト ウモ ロ コシ と と もに炊

いた 飯)な どの ほ か に,timu(キ ュウ リ),　uta　ba'i(パ パ イ ヤ),　muku(バ ナ ナ),　pau(マ ン

ゴ ー)と い った生 の野 菜 や果 物 を 食 べ る こ とを表 現 す る 。pesaは,　 nake(肉 類),　 ika(魚 類),

川 エ ビ(kura),ウ ナギ(nake　 ae),　uta　ba'i(パ パ イヤ の葉 を 煮 た もの)な ど とい った,副 食 物 と

な る菜 を食 べ る こ とを 表 現 す る動 詞 であ り,素 材 が 何 で あれ,菜 と し て食 され る もの には,

uta　nake(肉 料 理),uta　ika(魚 料 理),uta　 kura(川 エ ビの料 理)な ど とい ったよ うに,す べ てuta

(野 菜)と い う名 詞 がつ く。ru'eは,煮 た り,煎 った り したjawa(ト ウモ ロ コ シ),　hibi(飯 干 し),

煎 ったdowe(シ カ クマ メ)を 食 べ る こ と な どを表 現 す る 。rakoは,ほ とん どwunu　 uta　ba'i　eo　meta

(生 のパ パ イヤの 葉)を 食 べ る とき だ け に もち い られ る 動 詞で あ る。ra'iは,　 horo(ト ウガ ラ

シ),mesi(塩)な ど とい った 調 味料 を な め る よ うに して食 べ る こ とを 表 現 す る 。　 woriは,　 ae

nake(肉 を 煮 た 汁)な どを すす る こ とを表 現 す る動 詞 で あ る 。

　 この よ うに,リ オ語 の食 動 作 に か かわ る 動詞 は,複 雑で あ るが,こ こで は っき り と認 識 して

お か な け れ ばな らない の は,ペ サ ・ウタ,ミ ー ・ア レ,ン バ マ ・カ ー ・コェ,ン バ マ ・カ ー ・

ウ ェサ とい った 農耕 儀 礼 に お いて,「 食 べ る」 と い う行 為 の対 象 に な るの は,イ ネ ・パ レ(稲

の母)の 身 体 か ら発生 した,稲 や 野 菜 と い った作 物 だ とい うこ とで あ る。
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　 　 　 　ま ぜ た 白 い液 体)が,カ オ ・ウ ィニ(畑 の祭 場)か ら畑 に ま か れ る。

　 　 c)稲 が じ ょう ぶに 育 つ よ うに,ニ ジ ョ ・イ ネ ・パ レ(稲 の母 の 呪 文)を 米粒 に

　 　 　 　 さ さや き,成 育 しつ つ あ る稲 の根 本 に う め る。

　 　 d)4晩 の あ い だ,畑 へ の 立 ち入 りが禁 止 され る。

　 ピ レ ・ウマ(畑 の禁 忌)は,種 ま き後 に お こなわ れ る最初 の儀 礼 で あ り,ピ レ ・ウ

マ が お こなわ れ る ころ,畑 で は,稲 を は じめ とす る さ まざ まな作 物 が 土 中か ら芽 を だ

し,生 長 をつ づ けて い る。 だ が,畑 はた ん な る畑 で は な く,作 物 は たん な る作 物 な の

で はな い。 開 墾 後 の 畑 は,ブ ガ ・ラ カ ・ゲ レ ・ライ(畑 の上 端 まで の女 陰)と よ ば れ,

その地 下 は,ト ゥカ ・タ ナ(土 地 の子 宮)と よ ば れ る(1・3・2参 照)。 そ して,そ

こか ら芽 ば え て くる作 物 は,女 性 に ほ か な らな い(1・2・5参 照)。

　 これ らの 知 識 を材 料 とす る な らば,タ ナ ・ワ トゥ(土 地 ・土 地 神)が 作 物 を 出産 す

る イ メ ー ジを思 い え が くこ と は,さ して 困難 で はな い とい え る が,畑 に お け る アエ ・

フ ェオ の散 布(bの 儀 礼 要 素)と 畑 へ の4晩 の立 入 禁 止(dの 儀 礼 要 素)を 有意 的 に

す るの は,こ の よ うな イ メ ー ジ(仮 説 的 文脈)だ とい え る。 なぜ な らば,出 産 が おわ

り,付 着 して い る産 血 が水 で 洗 い流 され る と,新 生 児 は,ア エ ・フ ェ オを ぬ り こ め ら

れ(rio　remo　no'o　aefeo)た うえ で,母 とと もに,少 な くと も4晩 の あ い だ(家 のな か

に)隔 離 され た 状態 に お か れ るか らで あ る。

　 新 生 児 が少 な くと も4晩 の あ い だ隔 離 され た 状態 に お か れ るの は,新 生 児 が きわ め

て脆 弱 な 存 在 だ と考 え られて い るか らで あ る。 新 生 児 は,噂 され る(dagu)だ けで も

落 ちつ か な くな り,夜 泣 き を は じめ るの だ とい わ れ る195》。 また,そ の霊 魂(mae)は,

身 体 か ら遊 離 しや す く196),妖 術者(ata　 polo)の 攻 撃 を う け ると,ひ とた ま り も な く

死 んで しま うの だ と され る。 この 脆 弱 な存 在 を 保 護 す るの は,父 の役 割 で あ り,父 は,

とな り近 所 の 人 々 と と もに,妖 術者 か らの攻 撃 にそ な え て4晩 の あい だ徹 夜 で 番 を し

(pa'i　kobe),来 客 が あ ると 「他 所 に い って子 供 の 噂 を しな い よ う」(ma'e　 dagu　leka　ata

rezvo)に 注 意 を うな が す。

　 作 物 の場 合,こ れ とお な じよ うな役 割 を はた す の が,ポ ロ ・リアpolo　 ria(大 妖 術

者)と よば れ る存 在 で あ る。 現 在で は,カ トリ ック教会 か らの 強 い指 導 の た めに197),

ほ とん どみ か け な くな って しま った が,過 去 に お いて は,ち ょう ど ピ レ ・ウマが お こ

なわ れ る ころ(も し くは同 時 に),サ ガ ・ポ ロ ・リアsaga　 polo　ria(大 妖 術 者 の よ り

195)こ のような状態 は,～wole　 node,つ ま り 「～が干渉 している」 と表現 され る。

196)身 体か ら霊魂が遊離す ることは,作 物の霊魂 がどこかへい って しま う場合 とおな じく,マ

ェ ・ボパmae　 bopa(霊 魂消え)と 表現 される。

197)具 体的にのべ るな らば,こ の教会か らの強い指導 とは,注54で のべ られているような状況

を意味する。
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しろ)　 　 ア ウ竹 の 上 に楕 円形 に 切 った バ ナ ナ の樹 皮(hoko　 muku)を の せ た も の

と よば れ る もの を畑 の四 隅 に た て,そ の上 に 肉 と飯 を供 えて,ウ ィ ウ ィ ・リウ ・レマ

・ンガ ス wiwi riwu, lema ngasu(千 の 口,百 の 舌)か らの保 護 を ポ ロ ・リァに 願 っ た

の で あ った。 ウ ィ ウ ィ ・リウ ・ル マ ・ン ガス と は,鳥 獣 や 害 虫 など に よ って作 物 が 被

害 を う け る ことや,噂 の対 象 に され るた め に198),作 物 ので きが 悪 くな って しま う こ

と を意 味 す る。

　 こ の作 物 の 保 護者 と して の ポ ロ ・リア につ いて,人 々 は,く わ しい知 識 を ほ とん ど

も ちあ わ せ て い な い。 だ が,ポ ロ ・リアが 作 物 に 対 して 父 の よ うな役 割 を はた す こと,

サ ガ ・ポ ロ ・リァ の材 料 と して ウ ラ ・レジ ャの よ り しろで あ る ア ウ竹(1・4・3参 照)

が も ちい られ る こ と,そ して,の ち ほどのべ るよ うに,作 物 の成 長 が ウ ラ ・レジ ャ(天

空 神)と タ ナ ・ワ トゥ(土 地 神)と の性 的 交合 の 結 実 と して解 釈 され る こと な どを 考

え あ わ せ るな らば,ポ ロ ・リア が ウ ラ ・レ ジ ャ と同 一 の存 在 と して思 い えが か れ る可

能 性 は きわ め て高 い と い え る。

　 そ うで あ るな らば,コ ブ ミカ ンを作 物 の大 敵 で あ る野 ネ ズ ミ(の 肉)に こす りつ け

る行 為(aの 儀 礼 要 素)は,サ ガ ・ポp・ リア を た て る行 為 と おな じよ うな 目的 を も

つ 行 為 と して解 釈 され る こ とに な ろ う。 なぜ な らば,「 コブ ミカ ンの 葉」 とよば れ る

昆虫 を 追 い は ら う呪文 の なか で,「 コブ ミカ ンの葉 」 の 「源 」(ine)は,ポ ロ ・リア に

も とめ られて い るば か りで な く(2・9・3参 照),の ち ほ ど のべ る よ うに,コ ブ ミカ

ンは,ア ウ竹 とお な じよ う な ウ ラ ・レ ジ ャの よ り しろ だ とい え るか らで あ る。

　 以 上 の よ うな 論 述 か らあ き らか な よ うに,a,　 b,　 dの 儀 礼要 素 を有 意 的 に す る文

脈 に お いて,作 物 は,新 生 児 に もひ と しい脆 弱 な存 在 と して 思 い え が か れ る こ とに な

るわ け で あ る が,cの 儀 礼要 素(稲 が じょ うぶ に育 つ よ うに,ニ ジ ョ ・イ ネ ・パ レ と

よば れ る呪文 を とな え る)を 有 意 的に す る文脈 も,お そ ら くは,こ れ と お な じよ うな

内容 を もつ と考 え られ る。 そ れ とい うの も,こ の よ うな文 脈 と結合 され る こと に よ っ

て は じめて,作 物 が じ ょうぶ に 育 つ よ うに,ニ ジ ョ ・イ ネ ・パ レ(稲 の 母 の 呪文)を

とな え な ければ な らな い理 由が あ き らか に な るか らで あ る199)。

198)た とえば,畑 が道ばたにあ るような場合,道 行 く人が,作 物について うわ さをするな らば,

作物 の出来が悪 くな って しま うのだ といわれる。

199)し か しなが ら,呪 文の内容が一般 的な知識 ではない ことや,コ ブ ミカ ンと 「コブ ミカ ンの

葉」 との関係が不明瞭であることを考えるな らば,上 記のような解釈がみ ちびきだ される可能

性 は,そ う大 きなものではないともいえる。

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 779



　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　 国立民族学博物館研究報告　　15巻3号

　3・1・3　 ペサ ・ウタ

　 ペサ ・ウタ の儀 礼 要 素:

　　 a)ン ボ ラ ・カ ド(土 地 神 に あ たえ られ た金)を 身 に つ け た女性 が,野 菜(ウ タ)

　　 　　 を収 穫 して くる。 だが,こ の儀 礼 的 な収 穫 に さ きだ って 野 菜 を 食 べ た者 に は,

　　 　　 ベ ラ ・ク ラ,イ ア ・シサ と よば れ る,落 雷 に よ る突 然 の死 が お とず れ る。

　　 b)収 穫 され た 「野菜 を 食 べ る」(ペ サ)。

　　 c)野 菜 と と もに,テ ラ(種 ま きの と きに の こ った種 籾 を炊 いた 飯)を 食べ る。

　 す で に のべ た よ うに,野 菜 が イ ネ ・パ レ(稲 の母)の 身 体 か ら発生 した とい う神 話

は,か な り一 般 的 に 知 られて い る。 また,食 べ ると い う行 為 と性 的 な行 為 と のあ い だ

に は,つ ぎ に のべ る よ うな 関連 が あ る。

　 女 性 と 牲 的 な 関係 を もつ こと の+r曲 語 法 と して,ペ サMesa(野 菜 や 肉 な どの 副菜 を

食 べ る)あ るい は カ ーka(飯 を は じめ とす る主 食 や 果 物 な どを食 べ る)と い った動 詞

が も ちい られ,ま た,こ れ と呼 応 す るか の よ うに,ウ タuta(野 菜),ジ ャワ ブαωα(ト

ウモ ロ コ シ),パ レpare(稲),ロ ロlolo(モnコ シ),ベ シbesi(カ ボ チ ャ),テ ィム

timu(キ ュウ リ),ソ ムsomu(シ ャ ロ ッ ト),ス ンガsunga(ニ ンニ ク)な ど とい った

作 物 の名 前 や200),パ ウpau(マ ンゴ ー),ム クmuku(バ ナ ナ)な ど と い った 果 物 の名

前 が,女 性 の一 般 的 な名 前 と して も ちい られ て い る。　 した が って,ペ サ ・ウタMesa

utaと い う表 現 は,「 野菜 を食 べ る」 とい う意 味で もち い られ るば か りで な く,「 ウタ

とい う名前 の 女 性 と性 的 な 関係 を もつ 」 こ とを も意 味 す るの で あ る201)。

　 こ う した一 連 の知 識 を文 脈 と して も ちい る な らば,bの 儀 礼 要 素 は,女 性 と して の

作 物 と性 的 な 関係 を もつ こと と して 解 釈 され る こ とに な ろ う。

　 だ が,こ の よ う な解 釈 は,野 菜が 女 性 や 子 供 に よ って も食 され る とい う事実 と ま っ

こ うか ら矛 盾 す るよ うに 思 わ れ る。 しか しな が ら,例 外 的 な文 脈 をの ぞ き,食 べ る と

い う行 為 に お いて 主 役 を 演 ず るの は,男 た ち(そ の な か に は,生 者 の 食 事 に さ きだ っ

て 食 物 の 供 え られ る男 性祖 先 が ふ くまれ て い る)で あ る ことに 注 意 を は ら う必 要 が あ

る。 つ ま り,女 と子供 の食 事 は,男 た ちの食 事 が 終 了 した時 点で は じ ま るので あ り,

200)ベ シ,テ ィム,ソ ム,ス ンガ とい った名前 の女性 とであうことはなか ったが,イ ンフォー

　 マ ントによると,こ のような名前の女性 もい るとのことである。

20ユ)青 木 は,西 リオ語圏内に広 く流布する 「はや り歌」のなか の,「乙女MbEmbEが パパイヤ

　 の葉のあえものをつ くった。あえもの はとって もおい しい。す こしずつつまみ食いをす る。遊

　 びでつまみ食いす るな。 本気でな くちゃいけない。」 とい う歌詞について,つ ぎのようにのべ

　 ている。 「パパ イヤの葉 のあえ もの」 は,「 女性の性 的な価値の隠喩」 となってお り,「この歌

　 のなかには,男 性はそれをつまみ食いする者 としてほのみえ る。」[青木1986b:215-216]。
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か れ らは,男 た ちの 食 事で の こ され た もの を食 べ るの で あ る。

　 リオ族(リ セ地 域)の 社会 で は,女 性 の母 に,婚 資(zveli　ngazvu)と して 金 の 装 飾

品 を 支払 う こと に よ って は じめ て,男 女 間 の 性 関 係 は合 法 的 な もの に な る。 婚 資 の 支

払 い を と もなわ ない 性 的 関係 は,す べ て ペ ラ ・パ ニpela　pani(非 合 法 的 な性 関 係 の総

称 で あ り,近 親 相 姦や 強 姦 を ふ くむ)と み な され,ペ ラ ・パ ニ を お か した男 性 に は,

女 性 側 の 関係 者 へ の金 品の 支払 い をふ くむ 処 罰 が課 さ れ る。

　 こう した 一連 の知 識 と結 合 され るな らば,aの 儀 礼要 素 は,つ ぎの よ うに 解 釈 され

る ことに な ろ う。 す な わ ち,落 雷 に よ る突 然 の 死 は,正 当 な手続 きを ふ まず に,女 性

と して の 作 物 と 関係 した者 に くだ され る,ウ ラ ・レ ジ ャ(天 空 神)も し くは ウ ラ ・レ

ジ ャと同 一視 され る ポ ロ ・リア か らの処 罰 と して解 釈 され,ン ボ ラ ・カ ドがタ ナ ・ワ

トゥにあ た え られ た 金で あ るこ と(1・4・3参 照)や,タ ナ ・ワ ト ゥと作 物 が母 と

娘 の 関係 に あ る こ と(ピ レ ・ウマ を解 釈 す る ことに よ って構 成 され る イ メー ジ)を 考

え あ わせ る な らば,ン ボ ラ ・カ ドを身 に つ け た女 性 に よ る野菜 の収 穫 は,母(タ ナ ・

ワ トゥ)が 娘(作 物)を 婚 家に み ちび い て くる行 為 と して解 釈 され る ことに な ろ う。

　 こ う して,プ サ ・ウタ と と もに新 耕 作年 度 に お け る作 物 の収 穫 が は じま るわ け で あ

る が,そ れ に と もな って,収 穫 されつ つ あ る作 物 の種 は存 在 理 由 を う しな う。 上 記 の

cの 儀 礼 要 素 は,こ の よ うに理 解 して お くの が も っと も適 当で あ る よ うに 思 わ れ る。

　 3・1・4儀 礼 畑 の ピグ

　 稲 刈 りに と もな う ピグ(つ か まえ る)と よば れ る儀 礼 は,稲 刈 りの初 日に お こ な わ

れ る儀 礼(ピ グ)と 最 終 日に お こな わ れ る儀 礼(ト ゥー ・マ エ ・パ レ)か らな りた っ

て い るが,以 下 で は,こ の2つ の儀 礼 を一 括 して のべ る こと に した い。

　 儀 礼 畑 の ピグの儀 礼 要 素:

　 　 a)ン ゴル ・ング レー 収 穫 物 が トゥカ ・タ ナ(土 地 の子 宮)に と り こま れ るた

　 　 　　 めに,そ の量 が少 な くな って しま う こと　 　 が お こ らな い よ うに,ニ ジ ョ ・

　 　 　　 トゥカ ・タ ナ(土 地 の子 宮 の 呪 文)を 米 粒 に さ さや きか け,そ れ を畑 の祭 場,

　 　 　　 出作 り小 屋(出 作 り小 屋 は,食 事 や 休 息 の場 で あ るばか りで な く,脱 穀 を お

　 　 　　 こな っ た り,作 物 を一 時 的 に 保 管 して お く場所 と して も利 用 され る)の 床 下,

　 　 　　 そ れ に穀 物 倉 の床 下 に うめ る。

　 　 b)収 穫 された 稲 が,フ ェ ンゲ ・レエ(盗 み ぐい を常 習 とす る精 霊)に 盗 まれ な

　 　 　　 い よ うに,ニ ジ ョ ・ボ ケ ・フ ェ ンゲ ・レエ(フ ェ ンゲ ・レエ を追 い は らうた

　 　 　　 め の 呪文)を つ か って,フ ェ ンゲ ・レエ を追 い は ら う。
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　 　 c)4つ の稲 穂 を 女 性 の毛 髪 で た ば ね,編 み カ ゴの なか に た お しいれ,そ の上 に

　 　 　 　刈 りと った 稲 穂 を つ めて ゆ く。

　 　 d)収 穫 した 稲 を穀 物 倉 に は こん で ゆ くと き,パ レ ・ラ イ ・アエ(水 を は こ び さ

　 　 　 　 る米)と よば れ る米 を川 に なげ い れ,稲 が 流 れ さ って しまわ な い よ うに す る。

　 　 e)稲 刈 りの 最 終 日に,カ オ ・ウ ィニ(畑 の祭 場)で4つ の 稲 穂 を女 性 の 毛 髪 で

　 　 　 　 しば る こ とに よ って稲 の霊 魂 を と ら え る。 そ して,そ れ を トウモ ロ コ シの皮

　 　 　 　 や 布製 の袋 で つ つ ん だ うえで,ア ウ竹 に しば りつ け る。

　 　 f)稲 の 霊 魂 を女 性 の 衣 服 に つつ んで 穀 物 倉 に は こんで ゆ く。

　 3・1・3で のべ た よ うに,男 性 は,女 性 の母 に 婚 資 を支 払 う こ とに よ って の み,女

性 と性 的 な 関 係 を もつ ことが 可 能 に な る。 しか しな が ら,そ うな った と して も,女 性

の両 親(と りわ け母 親)は,娘 を手 放 す ことを い や が り,そ のた めに,娘 は,し ば ら

くの あ いだ 親 も とに と ど ま る。 した が って,夫 は,夜 は妻 の実 家 に ゆ き,翌 朝 は 自分

の家 に か え って くる とい う生 活(denge)を しい られ る こ とに な る。 そ して,過 去 に お

いて は,初 産 が 親 も とで お こ なわ れ る こ と もまれ で は なか った。

　 これ と呼応 す るか の よ うに,作 物 を代 表 す る存 在 で あ る稲 は,ペ サ ・ウ タの 終 了 後

に,パ レ ・ベ ト ゥ(直 訳:妊 娠;意 訳:穂 ば らみ)の 時 期 を む か え る。 そ して,稲 穂

は,稲 の子 供 の よ うに あつ かわ れ,稲 穂 をつ つ んで い る止 葉 は,ロ バ(産 着)と よば

れ る。 ま た,籾 殻 の なか に炭 水 化 物 をふ くん だ 白 い水 が た ま って ゆ くこと は,ア エ ・

ス ス ・ダ マ(直 訳:母 乳 が はい る;意 訳:登 熟)と 表現 され る(1・2・5参 照)。 こ

れ に くわ え,稲 の まわ りに は,そ の母 で あ るタ ナ ・ワ トゥ,父 の よ う な役 割 を はた す

ポロ ・リア(ウ ラ ・レ ジ ャ),そ れに 兄 弟 で あ る パ レ ・ラカ(1・2・4参 照)な どが

い る。

　 この よ うな一 連 の知 識 を 材 料 とす るな らば,妊 娠 と 出産 を へ た 女性 が,親 もとに と

ど ま って い る イ メ ー ジを 構 成 す る こと は,さ して 困難 で は な い とい え る が,aの 儀 礼

要 素 を 有 意 的 に す るの は,お そ ら く,こ の よ う な仮 説 的文 脈 だ と考 え られ る。 なぜ な

らば,こ う した仮 説 的 文 脈 と結 合 され る こ とに よ って は じめて,ペ サ ・ウタ が終 了 し

て い るに もか か わ らず,ニ ジ ョ ・トゥカ ・タ ナ(土 地 の子 宮 の 呪文)を つ か って ンゴ

ル ・ン グ レ(収 穫 物 が 「土 地 の 子 宮」 に と りこ まれ るた め に,収 穫 量 が 少 な くな る

こと)を ふ せ が な ければ な らな い 理 由 が あ き らかに な るか らで あ る。

　 だ が,ニ ジ ョ ・トゥカ ・タ ナ をつ か って,稲 を タ ナ ・ワ トゥか らひ き はな す な らば,

稲 は,庇 護 者 の も とを は な れ る ことに な る。bとdの 儀 礼要 素 を有 意 的 に す るの は,

この よ うな 仮説 的文 脈 だ と考 え られ る。 そ れ とい うの も,こ の よ うな仮 説 的 文脈 と結
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合 され る ことで,フ ェ ンゲ ・レエ(盗 み ぐい を常 習 とす る精 霊)を 追 い は らい,稲 が

流 れ さ って しまわ ない よ うに,パ レ ・ライ ・ア エ を川 に なげ い れ な け れ ば な ら ない 必

然性 が あ き らか に な るか らで あ る。

　 ピグに お け る稲 刈 り(keti)そ の もの は,通 常 の 稲 刈 りと こと な って い るわ け で は な

い(2・6・3参 照)。 しか しな が ら,ピ グで は,女 性 の 髪 の毛 で しば った4つ の稲 穂

を,編 み カ ゴに た お しい れ た うえ で(cの 儀 礼 要 素),稲 刈 りが は じ め られ る。

　 すで に の べ た よ うに,稲 の霊 魂 は,幼 児 や 女 性 の 霊 魂 とお な じよ うに,身 体 か ら遊

離 しや す い の だ とい わ れ る(1・2・5参 照)。 ま た,髪 の 毛 を しば った り,か らみ あ

った状 態 に して お くな らば,頭 に や ど る霊 魂 が ひ よ め き(wuwu)を とお して ぬ けで る

の を防 ぐ ことが で き る とい う知 識 も一般 的 に 知 られ て い る。

　 これ らの知Pと 結合 され る な らば,cの 儀 礼 行 為 は,稲 の霊 魂 を と らえ る行 為 と し

て解 釈 され る こ とに な るが,こ の よ うな解 釈 は,eの 儀 礼 要 素　 　稲 刈 りの最 終 日に,

カ オ ・ウ ィニ(畑 の 祭 場)で4つ の稲 穂 を 女 性 の毛 髪 で しば り,稲 の 霊魂 を と らえ る

　 　 に よ って支 持 され る とい うべ きで あ ろ う。 なぜ な らば,eの 儀 礼要 素 は,実 際上,

Cの 儀 礼要 素 と おな じだ か らで あ る202)。

　 fの 儀 礼要 素 で は,稲 の 霊 魂 が女 性 の衣 服 で つ つ ま れ,穀 物 倉 へ は こんで い か れ る

わ けで あ るが,こ の儀 礼 要 素 を 有 意 的 にす る の は容易 で あ る。 そ れ とい うの も,作 物

が 女 性で あ る こ とを考 え るな らば,fの 儀 礼 要 素 は,作 物 を女 性 と して 処 遇 す る 当然

の方 法 だ とい え るか らで あ る203)。

　 3・1・5　 レラ ・ンバ マ

　 ンバ マ(ン バ マ ・カ ー ・コエ,ン バ マ ・カ ー ・ウ ェ サ)の まえ に は,レ ラ ・ンバ マ

とよば れ る儀 礼 が お こな わ れ る。 この儀 礼 は,ン バ マ が6日 後 に お こな われ る こ とを,

ウ ェ ワの祖 先,タ ナ ・ワ トゥ,村 落 共 同体 の 住 民に 告 知 す る儀 礼 で あ り,そ の なか に

は,と りた てて 解 釈 す べ き儀 礼 要 素 はふ くま れ て い な い よ うに 思 わ れ る。

　 レ ラ ・ンバ マで は,墓 や遺 骨 箱 に 米 が ま か れ,ベ テル チ ュ ーイ ン グを お こな う た め

の ビ ン ロ ウの 実,キ ンマ の果 穂,そ れ に石 灰 が 供 え られ る が,こ れ は,儀 礼 が お こな

わ れ る こ とを祖 先や 神 々に つ た え るた めの,ご く一 般 的 な方 法 で あ る。

202)eの 儀礼要素では,ア ウ竹がっかわれるわ けであるが,こ のア ウ竹 は,祭 祀畑の ピグにお

　 けるア ウ竹のナイフとおな じよ うに解釈す る(後 述)の が,も っとも適 当だと考え られ る。

203)杉 島[1988a]で は,若 干 ことなる解釈がのべ られているが,こ の2っ の解釈は両立す るし,

　 また,ど ちらが真で,ど ちらが偽であるかを問 うことは無意味であ るよ うに思われる。
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　 3・1・6　 ミー ・ア レ

　 ミー ・ア レの儀 礼 要 素:

　 　 a)儀 礼 畑 か ら収 穫 され,穀 物 倉 に 保 管 されて いた 新米 を炊 いて 食 べ る。 この新

　 　 　 　 米 は,通 常 の 稲 刈 りに よ って 収穫 され た もの で あ り,ピ グ に よ って収 穫 され

　 　 　 　 た米 の ミー ・ア レは,ポ オ の 直前 に な って か らお こな わ れ る。

　 　 b)ミ ー ・ア レを お こな う こ とに よ って,そ れ ま で食 べ る ことの 禁止 され て い た

　 　 　 　 新 米 を 食べ る こと が可 能 に な る。

　 な お,こ こで ミー ・ア レ(米 を甘 くす る)の ア レareと い う言 葉 に 説 明 を くわ えて

お くと,パ レpare(稲),パ レ ・イ シdare　 isi(米),ア レare(飯)の 区別 は,日 本 語

の稲,米,飯 の 区別 よ り もは るか に ゆ るや かで あ り,日 常 的 な会 話 表 現 で は,こ の三

者 は,す べ て ア レareと い う言 葉 で 表 現 され る場 合 が 多 い。

　 ミー ・ア レの儀 礼 につ いて も,ペ サ ・ウタ の 儀 礼 とお な じよ うな 解釈(3・1・3

参 照)を お こ な う こと が 可 能で あ る。 なぜ な らば,女 性 と性 的 な 関係 を もっ こと は,

しば しば カ ー-ka(飯 を は じ めと す る主 食 や果 物 を食 べ る)と 表 現 され るば か り で な

く,パ レpareは,女 性 の 名 前 と して ご く一般 的 だ か らで あ る。

　 これに くわ え,リ オ族 の社 会 に は,女 性 を稲 に た とえ た り,稲 を 女 性 に た とえ た り

す る表 現 が 数 多 くみ られ る。 た とえ ば,ア ナ ・ワウ ォ ・パ レana wawo pare(稲 の上

の子)と い う表 現 は,稲 と して の 女 性 に む らが り,そ れ をつ い ば んで生 活 す る ア ナ ・

ヘ ーana　 he(ス ズ メ)に もにた ム コ養 子 の ことを 意 味 し,パ ア ・フ ァイ ・カ ウpa'a fai

kau(お ま えの 妻 を つ けて い る)と い う表 現 は,食 事 の と きに 口の ま わ りに 飯 粒 をつ

けて い る こ とを 意味 す る。

　 また,ミ ー ・ア レに お いて も,ペ サ ・ウタの 場合 とお な じ く,バ イ ・ミー,ベ ラ ・

ンゲ サba'i　 mi,　bela　ngesa(苦 きは甘 く,渋 きは 旨 くな る)と い う儀 礼言 語 で
,食 物

とか か わ る禁忌 の解 消が 表 現 され るが,バ イ(苦 い)が 男性 の名 前 と して一 般 的で あ

り,ミ ー(甘 い)が 女 性 の 名 前 と して 一般 的で あ る こ とは,上 記 のよ うな解 釈 と関 連

づ けて み るな らば,き わ めて 興 味 ぶ か い事 実 だ とい え る。

　 だ が,飯 を食 べ る とい う行 為 は,べ つ なか た ちで も解 釈 す る こ とが で きる。 稲 の生

長 過程 に は,炭 水 化 物 をふ くむ 白い水 が籾 殻 の なか に た ま って ゆ く時 期 が あ り,こ の

液 体 は母 乳(ae　 susu)に た とえ られ る(1・2・5参 照)。 した が って,米 は,あ る意

味 で は母 乳 が 固 ま った もの な ので あ る。 そ して,タ ナ ・ワ トゥ は,作 物 の恵 み をあ た

え,人 間 を養 育 す る存 在 なの だ とい わ れ る(1・3・2参 照)。 そ うで あ るな らば,母
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乳 と して の米 を人 間 に あた え るタ ナ ・ワ トゥは,母 の よ うな存 在 で あ り,人 間 は,タ

ナ ・ワ トゥか らの授 乳 を う け る子供 の よ う な存 在 だ とい う ことに な る204)。

　 この よ うな タ ナ ・ワ トゥの イ メー ジと,妻 の与 え手 と して の タナ ・ワ トゥの イメ ー

ジは,け っ して 矛盾 す る もので は ない 。 なぜ な らば,リ オ 族 の社 会 で は,妻 の 与 え 手

は イ ネ ・ア メ　ine　ame(母 ・父)と よば れ,妻 の 受 け 手 は ア ナ ・エ ン ブana　 embu(子

・孫)と よ ば れ るか らで あ る205)。 ま た,こ れ と呼 応 す る か の よ うに,妻 の母 は,娘

の夫 に 言 及 す ると き に,か れ を 「赤 ん坊 」(benge)と よぶ206)。

　 3・1・7　祀 畑 の ピレ ・ウマ

　 旧畑 の儀 礼 体 系 に お け る祭 祀 畑 の ペ サ ・ウタ は,ン バ マ ・カ ー ・コ エ と よば れ る儀

礼 の な か で お こなわ れ る。 そ の た めに,ン バ マ ・カ ー ・コエ の ま え に は,祭 祀 畑 を 対

象 とす る ピ レ ・ウマ が お こな わ れ る。 だ が,そ の 内容 は,儀 礼畑 を対 象 とす る ピレ ・

ウマ と ほ とん ど お な じで あ る。 した が って,こ こで あ らた めて祭 祀畑 の ピ レ ・ウマ を

と りあ げ,そ の儀 礼 要 素 を解 釈 す る必 要 は ない と考 え られ る。

　 3・1・8　 ンバ マ ・カ ー ・コェ

　 ンバ マ ・カ ー ・コエ の儀 礼 要 素:

　 　 a)ン ボ ラ ・カ ド(タ ナ ・ワ ト ゥに あ た え られ た 金)を 身 につ けた ロ ウ ォ ・コ レ

　 　　 　 人 の女(マ リア ・ウタ)が 祭 祀畑 か ら野菜 を収 穫 して くる。

　 　 b)ン ボ ラ ・カ ドを 身 に つ けた ロ ウ ォ ・コ レ人 の女 が ポ ド ・プ ウ(根 本 の 釜)で

　 　　 　 炊 い た飯 を男 た ちが死 の恐 怖 を感 じな が ら食 べ る。

　 　　c)飯 と と もに,肉 の 料 理(ホ ロ ・ン グタ)が 食 され る。

　 　 d)肉 の 料 理 と ポ ド ・プ ウ(根 本 の釜)と は べ つ の 釜で 炊 か れ た 飯 が,タ ナ ・ワ

　 　　 　 　トゥ(土 地 神),ウ ラ ・レ ジ ャ(天 空 神),イ ネ ・レケ(フ ロー レス 島 の東

　 　　 　 端 か らや って くる大 妖 術 者)に 供 え られ る。

　 　　e)デ ラと よば れ る奇声 で ンバ マ ・リア(大 きな ンバ マ)が 終 了 す る。

　 　　f)大 型 の野 ネ ズ ミが 犠牲 に され,そ の 肉が 食 され る。

　 　　9)祭 祀 畑 か ら収 穫 され た 野菜 と と もに テ ラ(祭 祀 畑 の 種 ま きの と きに の こ った

204)オ ネ ・リアのベ ンガ ・トコ(図16参 照)に は,乳 房の彫刻 がほ どこされてい る場合が多い

　 が,こ の彫刻 とタナ ・ワ トゥとの関係については,杉 島[1987b]を 参照 されたい。

205)こ れは,東 イン ドネシア地域 に広 くみられる現象であ り,比 較研究のテーマと して重要で

　 ある[Cf　e.g.　BARNES　 1974;FORTH　 1981;Fox(ed.)1980]。

206)こ のよう奇妙 な呼称がつかわれることの 背景 には,妻 の母 と娘の夫 とのあい だの忌避関係

　 があ り,こ の両者 は,た がいに名前を 口にす ることが禁止 されて いる。
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　 　 　 　 種 籾)を 炊 い た飯 が 食 され る。

　 　 h)ン バ マ ・ロ オ(小 さな ンバ マ)に な って は じめ て,プ リプ ス ・ン ベテ の飯 と

　 　 　 　 肉 の料 理 が ウ ィス ・ルル(祖 霊 の 座)に 供 え られ る。

　 　 i)オ ネ ・リア に よ び い れ られ た子 供 た ちが,ン バ マ ・リァ の と きに の こ して お

　 　 　 　 か れ た 飯 と 肉 の料 理(ニ ワ ト リのつ ま 先)を 食 べ る。

　 　 」)ラ シ氏 族 と奴 隷 層 以 外 の者 は,オ ネ ・ リアで は な く,オ ネ ・ア レ ・ピ レ(飯

　 　 　 　 の禁 忌 の 家)と よ ば れ る家 で 飯 と肉 を料 理 して 食べ る。

　 ンバ マ ・カ ー ・コエ のaと9の 儀 礼要 素 は,ペ サ ・ウタ に お け るa,b,　 cの 儀 礼要

素(3・1・3参 照)と お な じで あ り,ン バ マ ・カ ー ・コエ は,別 名 ンバ マ ・ペ サ ・

ウタmbama　 pesa　uta(ペ サ ・ウタ の ンバ マ)と もよば れ る。 そ うで あ る な らば,ン

バマ ・カ ー ・コエ は,祭 祀 畑 の ペサ ・ウタ をか ね た 儀 礼 な の だ と い え よ う。 しか しな

が ら,ン バ マ ・カ ー ・コエ と ペサ ・ウタ を 同一 視 す る こ とはで き ない。 なぜ な らば,

ンバ マ ・カ ー ・コエ に は,ペ サ ・ウタ に は み られ な い,数 多 くの儀 礼 要 素 が ふ くまれ

て い るか らで あ る。

　 ンバ マ ・カ ー ・コエ が お こなわ れ るの は,野 菜 の収 穫 が 開始 され てか らほぼ4箇 月

が す ぎ た7月 の初 旬 で あ り,畑 の野 菜 類 は あ らかた 消 費 され,野 菜 の季 節@π 廊 吻

αの は おわ りに近 づ いて い る。 そ して,ン バ マ ・カ ー ・コエ は,野 菜 の収 穫 に と もな

う最後 の儀 礼 にな って い る。

　 この よ う な 状況 と野 菜 が女 性で あ る こ と とを むす び あわ せ るな らば,野 菜 の 「死 」

を 思 い えが くこ と は,さ して 困難 で は ない と い え るが,ン バ マ ・カ ー ・コエ に お け る

b,c,　 d,　 eを 有 意 的 に す る の は,お そ ら く,こ の よ うな 仮 説 的文 脈 だ と考 え られ

る。 そ れ と い う の も,こ れ とお な じよ うな 儀 礼要 素 は,一 連 の 葬 送儀 礼 を しめ く くる

ケ レkeleと よ ば れ る儀 礼 に もふ くまれ て い るか らで あ る。

　 この 儀 礼 に お いて,妻 の 受 け手(死 者 の子 や孫)は,妻 の与 え 手 集団 を代 表す る女

性(死 者 の 子 を エ ゴ とす るな らば,「 母 方 オ ジ」 の妻)が 料 理 した 飯 と 肉を,ム トゥ

山(Keli　 Mutu)　 ム ト ゥ山 は,別 名,ヌ ア ・リアnua　 ria(大 きな村)と もよ ば れ,

死 者 の 霊 魂 が あ つ ま る 「あ の 世 」 とみ な さ れて い る　 　 に むか う死 者 の 霊 魂 とと もに

食 べ る。

　 この食 事 に お いて,妻 の受 け手 は,極 度 の緊 張 を しい られ る ことに な る。 なぜ な ら

ば,飯 に むせ た者 に は,ほ どな く死 が お とず れ るの だ と信 じ られ て い る か らで あ る。

この死 の恐 怖 を と もな う食 事 は,ホ ェ ・マ ヌhoe　manu(ニ ワ トリを 追 い は ら う)と よ

ば れ る儀 礼 行 為 に よ って 終 了 す る。 つ ま り,死 者 が 男 性 の場 合 に は,雄 の ニ ワ ト リを,
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死 者 が 女 性 の 場合 に は,雌 の ニ ワ トリを 準 備 して(注43参 照),そ れ を デ ラ(eの 儀

礼要 素)に もに た 奇 声で 追 い は らうの で あ る。 ま た,ケ レで は,妻 の 受 け手 が 飯 と肉

の料 理 を準 備 し,妻 の 与 え手 を もて なす こ と もお こな わ れ る207)。

　 しか しな が ら,ン バ マ ・カ ー ・コエで は,ケ レで はつ か わ れ る こと のな い大 型 の 野

ネ ズ ミが 犠 牲 に され る(fの 儀 礼要 素)。 そ こで 考 え て み な けれ ば な らな い の は,祭

祀 畑 に お け る作 物 の生 育 状 況 で あ る。 ンバ マ ・カ ー ・コエ が お こな われ る こ ろ,祭 祀

畑 の野 菜 は,害 獣 や 害虫 に よ って 食 い つ くされ て お り,祭 祀 畑 か らはt何 も収 穫 す る

ことが で きない 。 だ が,ン バマ ・カ ー ・コエで は,正 当な 方 法 に よ って 野菜 を収 穫 し

た者 が,死 の宣 告 に お び え るので あ る。 そ うで あ るな らば,強 力 な 歯 と爪 を もち,害

獣 の な か の害 獣 と もい え る大 型 の 野 ネ ズ ミが,ン バ マ ・カ ー ・コエに おい て 犠 牲 に さ

れ るの は 当 然 だ とい え よ う。

　 以 上 の よ うな儀 礼 要 素 の ほか に,ン バ マ ・カ ー ・コエ に は,h,　 i,jと い った 儀 礼 要

素 が ふ くま れ て い る が,こ れ らの 儀 礼要 素 は,飯 の共 食 を とお して ウ ェワ の成 員 と ロ

ウ ォ ・コ レ人 の後 継 者 で あ る プ リプ ス ・ンベ テ(1・1・6参 照),扶 養 者 と被 扶 養者,

ラ シ氏 族 の成 員 とそ れ以 外 の者 とを 区分 す る儀 礼要 素 の よ うに 思 わ れ る。 この よ うな

解 釈 につ い て は,再 考 の余 地 もあ る が,こ こで は と りあ え ず,上 記 の よ うな 区分 が,

か な らず しも絶 対 的 な もの で は な い ことを 指 摘 して お くこ とに したい。

　 ロ ウ ォ ・コ レ人 の後 継者 で あ るプ リプ ス ・ンベ テ の 飯 と 肉 の料 理 は,ン バ マ ・ロオ

に お い て 釜 と鍋 か らだ され,ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の 座)に も って こ られ る(hの 儀 礼

要 素)。 した が って,プ リプ ス ・ンベ テ の飯 と 肉の 料 理 は,他 の 飯 や 肉 の料 理 と まぜ

あわ され る こ とは な い わ けで あ るが,プ リプ ス ・ン ベ テ は,後 者 の飯 と 肉の 料 理 を食

べ る ばか りで な く,ユ ウガ オ の壺 に はい って いた 飯 や 肉の 料 理 を 蓋つ きの飯 カ ゴに い

れ て も ちか え りもす る。 これ に くわ え,プ リプ ス ・ンベ テの 飯 と 肉の料 理 は,ウ ィス

・ル ル に供 え られ た の ち,ウ ェワ の成 員 に よ って も食 され るの で あ る。

　 ま た,iの 儀 礼 要 素(ン バ マ ・ロ オ)で は,ン バ マ ・リア に 参 加 す る こ との で きな

い子 供 た ちに,飯 と 肉 の料 理(ニ ワ ト リのつ ま先)が あ た え られ る。 だ が,こ の 飯 と

肉 の料 理 は,子 供 た ちの た めに ンバ マ ・リアに おい て の こ して お かれ た もので あ る こ

とに くわ え,子 供 た ちは,数 年後 に は ンバ マ ・リア に参 加 す る よ うに な ると い う事 実

に も注 意 を は ら う必要 が あ る。

　 そ して,jの 儀 礼要 素で は,ラ シ氏 族(と 奴 隷 層)以 外 の者 が,オ ネ ・リア に お け

207)dの 儀礼要素で は,イネ ・レケに飯 と肉の料理が供え られるわけであるが,イ ネ ・レケと ウ

　 ラ ・レジャとの微妙な関係 については,の ちほど3・2・5で 論 じる ことに したい。
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る共 食 か ら排 除 され る わ けで あ るが,か れ らは,け っ して ンバ マ ・カ ー ・コエ の儀 礼

か ら排 除 され て い るわ けで は ない 。 なぜ な らば,か れ らに も,オ ネ ・リアに 肉 を も っ

て くる義 務 が課 されて お り,ま た,オ ネ ・ア レ ・ピレで 炊 か れ る米 は,ウ ェ ワの代 表

者 で あ るヤ コ ブ ・ン ドリ ・ワ ンゲ が提 供 す るか らで あ る。

　 3・1・9　 ンバ マ ・カ ー ・ウ ェサ

　 ンバ マ ・カー ・ウ ェサ の構 成 要 素:

　 　 a)ロ ウ ォ ・コ レ人 の 後 継 者 で あ るプ リプ ス ・ン ベテ が 斧 を もって 祭祀 畑 に ゆ き,

　 　 　 　 アエ ・フ ェオ(ク ク イ ノ キ の実 と水 を まぜ た 白い 液 体)を 散 布 す る。

　 　 b)4晩 の あ い だ,祭 祀 畑 へ の立 ち入 りが禁 止 され る。

　 　 c)ン ボ ラ ・カ ド(タ ナ ・ワ トゥに あ た え られた 金)を 身 に つ け た ロ ウ ォ ・コ レ

　 　 　 　 人 の 女(マ リア ・ウ タ)が ポ ド ・プ ウ(根 本 の釜)で 炊 い た飯 を,男 た ちが

　 　 　 　 死 の 恐 怖 を 感 じな が ら食 べ る。

　 　 d)飯 と と もに,肉 の料 理(ポ ロ ・ン グタ)が 食 され る。

　 　 e)肉 の料 理 とポ ド ・プ ウ(根 本 の釜)と はべ つ の釜 で 炊 か れ た飯 が,タ ナ ・ワ

　 　 　 　 トゥ,ウ ラ ・レ ジ ャ,イ ネ ・レケ に供 え られ る。

　 　 f)デ ラ と よば れ る奇 声 で ンバ マ ・リア(大 きな ンバ マ)が 終 了 す る。

　 　 9)大 型 の野 ネ ズ ミが 犠 牲 に され,そ の 肉が食 され る。

　 　 h)ン バ マ ・ロオ(小 さな ンバ マ)に な って は じめ て,プ リプス ・ンベ テ の飯 と

　 　 　 　 肉 の料 理 が ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の座)に 供 え られ る。

　 　 i)オ ネ ・リア に よ び い れ られ た 子供 た ち が,ン バ マ ・リアで の こ して おか れた

　 　 　 　 飯 と 肉 の料 理(ニ ワ トリの つ ま先)を 食 べ る。

　 　 」)ラ シ氏 族 以 外 の もの が,オ ネ ・ア レ ・ピ レに お い て 肉 を料 理 し,飯 を炊 いて

　 　 　 　 食べ る。

　 ンバ マ ・カ ー ・ウ ェサ は,3・1・8に お いて と りあ げ た ンバ マ ・カ ー 。コエ と数

多 くの儀 礼要 素 を 共 有 して お り,ン バ マ ・カ ー ・ウ ェサ のc,d,　 e,　f,　g,　h,　i,jの 儀 礼

要 素 は,ン バ マ ・カ ー ・コェ のb,c,　 d,　e,　f,　h,　i,　jの 儀 礼 要 素 と ま った くお な じで

あ る。 そ して,こ れ らの儀 礼 要 素 を 有 意 的 に す る文 脈 も,き わ め て類 似 して い る よ う

に思 わ れ る。 な ぜ な らば,ン バ マ ・カ ー ・ウェサ が お こな わ れ るの は,畑 の野 菜 類 が

あ らか た 収 穫 され,米 も また す で に か な りの量 が 消 費 され た8月 の 中旬 か ら下 旬 に か

けて で あ り,祭 租 畑 の稲 は,こ の ころ す でに 鳥 獣 や 害 虫 に よ って 食 い あ ら され て い る

か らで あ る。 した が って,ン バ マ ・カ ー ・ウ ェ サに お け る上 記 の よ うな儀 礼 要 素 は,
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ンバ マ ・カ ー ・コェが お こな わ れ る年(新 畑 の 儀 礼 体 系)で あ る な らば,稲 を対 象 と

す るケ レ と して解 釈 され よ う し,ン バ マ ・カ ー ・コエ が お こなわ れ ない 年(旧 畑 の儀

礼 体 系)で あ るな らば,野 菜 を ふ くむ作 物 を 対 象 とす るケ レと して解 釈 され る こ とに

な ろ う。

　 しか しな が ら,ン バ マ ・カ ー ・ウ ェサ に は,ン バ マ ・カ ー ・コ エに はみ られ な い儀

礼 要 素 が ふ くま れ て い る。 つ ま り,ン バ マ ・カ ー ・ウ ェサ で は,ア エ ・フ ェオ が 散 布

され(aの 儀 礼 要 素),そ の後4晩 のあ い だ,祭 祀 畑 へ の 立 ち入 りが 禁 止 され る(b

の儀 礼 要 素)の で あ る。 この2つ の儀 礼 要 素 を有 意 的 に す る文脈 は,ピ レ ・ウマ に お

け る ア エ ・フ ェオ の 散布 と4晩 の立 入禁 止 を有 意 的に す る文 脈 とお な じ内容 を も って

い ると考 え られ る。 な ぜ な らば,葬 送儀 礼 の過 程 に は,死 を 再 生 の 出 発 点 と して 思 い

え が かせ る よ うな 儀 礼 行為 や表 現 が 数 多 くふ くま れて い るか らで あ る(な お,ン バ マ

・カ ー ・ウ ェサで は,ア エ ・フ ェオ を畑 に ま きに ゆ くと きに 斧 が も って い か れ る が,

この儀 礼要 素 に つ いて は,の ち ほど のべ る こ とに した い)。

　 た とえ ば,遺 体 は,埋 葬 に さ い し て 赤 子 の よ う に 「手 足 を ち ぢ め た 姿 」(kuru

kudhu)に され た うえで,　 トゥカ ・タ ナ(直 訳:土 地 の 子 宮;意 訳:地 下)の な か に

埋葬 され る。 そ して,こ の こ とは,し ば しば キタ ・ワロ ・レカ ・タナ 纏kita walo leka

tang(直 訳:わ れ わ れ は土 地 へ もど る;意 訳:わ れ わ れ は 死 ぬ と,土 地 に帰 還 す る)

と表現 さ れ る。 だ が,死 が再 生 の 出発 点 で あ る こと を よ り鮮 明 に 思 い え が かせ る の は,

ナ イ ・レカ ・ トゥカ ・イネ ・カ イnai　 leka　tuka　ine　kai(母 の 子 宮 に は い った)と い う

表 現で あ り(1・3・2参 照),こ れ は ケ レの儀 礼 が 終 了 した 死者 に適 用 さ れ る。

　 そ れ とと もに,こ こで も うひ とつ 指 摘 して お きた い の は,葬 送 儀 礼 に は,ウ ラ ・レ

ジ ャ(天 空 神)が 死 と再 生 の 過程 にふ か く関 与 して い る こと を暗 示 す る表 現 や 儀 礼行

為 が 数 多 くふ くま れ て い る こ とで あ る。

　 ウ ラ ・レ ジ ャは,死 が間 近 に せ ま った状 況 に おい て 意 識 され は じめ,危 篤 状 態 に あ

る者 は,す で に ウラ ・レ ジ ャに よ って 「しっか りと抱 か れ て い る」(gao　negi)の だ と

いわ れ る。 した が って,危 篤 状 態 に あ る者 を す くうに は,オ ネ ・リアに おい て トワ ゜

リマ ・ ドゥアとわリマづ’あ(天 空 神 の 手 を ほど く)も し くは ソ ー レ ・テ ボ　sore　tebo

　 (直訳:身 体 を 交 換 す る;意 訳:身 代 わ りを さ しだす)と よ ば れ る儀 礼 が お こ なわ れ

る。

　 過 去 に お い て,遺 体 は,埋 葬 され る まえ に少 な くと も4晩 の あい だ 家 に お か れて い

た とい わ れ るが,死 肉 に うえ た妖 術 者 が 遺 体 を うば った り,犬 な どが 遺 体 か ら した た

りお ち る屍 汁(nga)を な め た り しな い よ うに,床 下 の 空 間(luwu)は,遺 体 が 家 の な
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か に おか れ て い る あ い だ,コ ブ ミカ ンの枝(ngga'a mude mbangga)で か こわれ た ので

あ った208)。 この よ うな死 者 と コ ブ ミカ ンの 関係 が,ピ レ ・ウマ に お け る作 物 と コ ブ

ミカ ンの 関係 と酷 似 して い る こと はい うまで もな いで あ ろ う。

　 ま た,埋 葬 を お こな うと きに は,ウ ラ ・レ ジ ャの よ り しろ で あ るア ウ竹 で つ くっ た

アル ・ア ウalu　 auと よば れ る掘 り棒 で,妻 の 与 え手 の代 表 者 が,墓 掘 りの 作業 を は じ

め る(Maki　 tana,deta watu)の こ とが な らわ しに な って い る。

　 そ して,ケ レの 儀 礼 で は,妻 の与 え 手 の代 表者 が,タ カ ・ア ルtaka　 alu(斧 ・ア ウ竹 の

堀 り棒)と よば れ るア ウ竹 の掘 り棒(alu　au)と コブ ミカ ンの 枝(ngga'a　 mude　mbangga)

を,リ セ地 域 の西 方 にそ び え るム トゥ山(Keli　 Mutu)の 方 角(図2参 照)に な げ す

て るが,そ れ に と もな って,死 者 の 霊魂 は,ム トゥ山　 　 ム トゥ山 は,別 名,ヌ ア ・

リアnua　 ria(大 きな村)と もよ ば れ,死 者 の霊 魂 が あ つ まる 「あ の 世 」 と み な され

て い る　 　 を め ざ して 出発 す るの だ といわ れ る。死 者 の霊 魂 は,こ う して 「母 の子 宮

に はい る」 わ けで あ るが,こ の こ とは,コ ル ・ノオ ・ウ ラ,モ ル ・ノ オ ・レジ ャkolu

no'o wula, molu no'o leja(ウ ラ=月 と と もに 土に 埋 ま り,レ ジ ャ=太 陽 と と もに地 に

没 す る)と も表 現 され る。 した が って,死 者 は,葬 送儀 礼 の最 終 段 階 に い た るまで,

ウ ラ ・レ ジ ャ(天 空 神)の 手 の な か に あ る ので あ り,コ ブ ミカ ンの枝 は,ア ウ竹 と お

な じよ うな 役割 を は たす ウ ラ ・レ ジ ャの よ り しろ なの だ とい うこ とが で き る。

3・1・10　 ミー ・ア エ

ミー ・ア エ の 儀 礼 要 素:

a)オ ネ ・ウマ ・ングア ・バ プ(祭 祀畑 の家)の ウ ィス ・ルル(祖 霊 の 座)に,

翌 朝 の祭 祀畑 の ピグで つ か わ れ る編 み カ ゴが お か れ,そ の な かに,ア ウ竹で

つ くった 稲刈 り用 の ナ イ フが い れ られ る。

b)ン バ マ(ン バマ ・カ ー ・ウ ェサ)の と きに の こ して お か れ た大 型 の 野 ネ ズ ミ

の 肉が食 され る。

c)ミ ー ・ア エ に い た るまで ロウ ォ ・コ レ人 の女(と そ の 助手 た ち)が ま も って

きた ウ ウ ィuwi,モ デ ィmodi,ン デ ロndeloと い った各 種 の ヤ ム イモ を 食 べ

る禁 忌 が と け る。

　 ミー ・ア レ との 関連 で のべ た よ うに,ミ ー(甘 い)と い う形 容 詞 に は,「 食 物 に か

か わ る禁 忌 が と け る」 とい う含 意が あ る(3・1・6参 照)。 そ うで あ る な らば,ミ

208)こ う した文 脈 にお い て,犬 の な か には,妖 術 者 を妖 術 者 た ら しめ るア ナ ・ウ ェ ラana　wera

とよ ばれ る霊 魂 が はい って い る(ana　 weya　meli　leka　lako)と 考 え られて い る 。 このana　 wera　meli

の 現 象を ふ くめ,妖 術 者 を め ぐる言 説 の 内容 に つ いて は,杉 島[1986a]を 参 照 され たい 。
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一 ・ア エ(水 を甘 くす る)と よば れ る儀 礼 の 中心 的 な 要素 は
,cの 儀 礼 要 素 だ とい う

こ とに な る。

　 す で に のべ た よ うに,ヤ ム イモ は,イ ネ ・パ レ(稲 の母)と 関連 づ け られ る こ との

ない 作物 の ひ とつ で あ った(1・2・4参 照)。 そ して,作 物 の起 源 神 話 で は,オ ン

ドと よば れ るヤ ム イ モが イ ネ ・パ レ(稲 の母)の 殺 され る以 前か らす で に 存 在 して い

た こ とが,は っき りと語 られ もす る(i・2・2参 照)。 だ が,ヤ ム イモ は,女 性 と

無 関係 な もの と して よ りも,男 性 と密 接 な 関係 を もつ食 物 と して 特 徴 づ け る必 要 が あ

るよ うに 思 わ れ る。 以 下 の よ うな 知識 は,こ の こ とを 明 確 に示 唆 して い る209》。

　 リセ地 域 の人 々 は,作 物 を盗 人 か らま もる た めに,ル ウru'uと よば れ る 呪 術 を も

ちい る。 ル ウの か け られて い る作 物 を盗 む と,盗 人 に は,な ん らかの 災 い が もた らさ

れ るの だ とい わ れ るが,災 い の 内容 は,ル ウの 種 類 に よ って こ とな る。 ル ウに は 数 十

もの種 類 が あ るが,こ の文 脈 で 注 目 され る の は,ル ウ ・ウ ウ ィ γぬ π痂(ヤ ム イ モの

ル ウ)と よば れ る呪術 で あ り,こ れ が か け られ て い る作 物 を 盗 ん だ者 は,ペ ニ ス の 激

痛 に苦 しむ の だ とい わ れ る。

　 ま た,男 た ちの あ い だで 語 られ る,つ ぎ の よ う な狸 談 も,ヤ ム イモ と男性 と の密 接

な 関係 を 示 唆 して い る。

　 これ は ボ ラ地 域(Tana　 Pora)210)で 本 当 に お こった 話 で あ る。 あ る 日,女 が 畑 で ヤ

ムイ モ を ほ って い た。 そ の女 は,ま だ 独 身 で あ った が,な に を思 った の か,ナ イ フで

ヤ ム イ モ を ペ ニス の か た ち に け ず り,そ れ を つ か って 自慰 を は じめた。 だ が,女 は あ

ま りに もなが く自慰 をつ づ け た た めに,し まい に は,ヤ ム イ モが おれ て しま った。 女

は,膣 の な か に の こ った ヤ ムイ モ を と りだそ う と懸 命 に な った が,ど う して も と りだ

す こ とが で きな か った 。

　 そ の 一 部始 終 を と な りの 畑 か ら若 者 が み て い た 。 若者 は,い ったい なに を や って い

る のか と女 に た ず ね た が,む ろん,女 は,本 当 の ことを い うは ず が な い。 だ が,あ た

りは夕 闇 に つつ ま れ は じめ,お ま けに,女 は,つ よ く尿 意 を もよ お して い た。 だ が,

ヤ ム イモ が つ ま って い るた めに排 尿 は不 可 能 で あ った 。 思 い あ ま って,女 は,「 私 と

関係 を も って」(daujadi　 no'o　aku)と い って 若 者 に た す けを も とめた 。 若者 は,「 自分

に は経 験 が な い か ら」 と い って 一 度 は こ とわ った もの の,女 は,な お も若者 に た す け

を も とめた 。

209)こ の文脈で,ヤ ムイモの部分名称 について のべてお くな らば,ヤ ムイモは,以 下 のような

各部か ら構成 されている。kulu(蔓 がついている付近の部分 。 ヤムイモを収穫 したときには,

この部分を切 りとって,種 芋 として地中にうめ る),2S2(食 べ られる部分),　hamu(毛 根),　loge

(ヤムイモの先端部分)。

210)図12で は,Nggelaと い うdistrict(オ ランダ時代 の行政区分)の なか にふ くまれている。
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　若 者 は,苦 労 の す え,女 の膣 か らヤ ム イモ を と りだす ことに 成功 した が,そ の あ と

で,自 分 の ペ ニス を 挿 入 す るに い た っ た。 若 者 は,家 に か え り,「 あ の女 とで きて し

ま った」(jadi dowa no'o kai)と 父親 に 報 告 した。 若者 と女 は,結 婚 で きな い 間柄 に

あ った が,周 囲 の反 対 を お しき って 結婚 した。

　 これ と類 似 す る話 は,ヤ ム イ モを トーテ ム とす る母 系 氏 族(tebu uwi)　 　詳 細 な 報

告 は べつ の機 会 に ゆ ず らな け れば な らない が,リ オ族 の人 々 は,父 系 的 な集 団 に帰 属

す る と と もに,非 地 縁 的 な母 系 トー テ ム氏 族(tebu}に も帰 属 して い る　 　 の起 源 神

話 に も登 場 す る。 「あ る 日 の こ と,1人 の女 が ヤ ム イモ を ほ って い ると,突 如,ヤ ム

イモ が 膣 の な か に は い って しま った。 この不 意 の 性交 に よ って 女 は妊 娠 し,子 供 を産

ん だ。 テ ブ ・ウウ ィtebu uwi(ヤ ム イ モ を トーテ ム とす る母 系 氏 族)は,こ う して 誕

生 した の で あ り,そ れ ゆえ に,テ ブ ・ウウ ィの成 員 は,現 在 で もヤ ムイ モ を 食べ る こ

とが 禁忌 に な って い る の で あ る。」

　 この よ うな ヤ ムイ モ と ペ ニ スの 関係 は,ヤ ム イモ の収 穫 を め ぐる信 念 の な か に もみ

られ る。 ヤ ム イ モを収 穫 す る と きに は,ほ るタ イ ミング を み はか らわ な けれ ば な らな

い。 つ ま り,ヤ ムイ モ を ほ って み て,あ ま りに も小 さい ことが あ る。 そ の よ うな と き

に は,ほ りつ づ け るの をや め,少 しま って み る必 要 が あ る。 なぜ な らば,ヤ ム イ モ は,

大 き くな った り,小 さ くな った りす るので あ り,収 穫 の タ イ ミングが 正 しい か(meti

molo),誤 って い る(meti　 sala)か に よ って,ヤ ム イモ の収 穫 量 は,大 き くこと な って く

るか らで あ る。

　 ま た,リ セ地 域 の東 側 に 隣接 す る ブ ー地 域(Tana　 Bu)で は,カ ー ・ウ ウ ィ(ヤ ム

イ モ を食 べ る)と よば れ る儀 礼 が7月 の 中 ・下 旬 に お こな わ れ るが,こ の儀 礼 も ヤム

イ モ と 男性 と の密 接 な 関係 を示 唆 して い る。 そ れ とい うの も,カ ー ・ウ ウ ィで は,ヤ

ム イ モ を食 べ る こ とが 中心 的 な儀 礼 要 素 に な って お り,男 た ちが ま さに ヤ ムイ モ を食 　 、

べ よ う とす る瞬 間 に,ン ボ ウ ・フ ァイ,ラ ンバ ・ア ナmboufai,　 ramba　 ana(女 を うば

い,子 供 を 略奪 せ よ;意 訳:他 人 の 女 房 と姦通 せ よ)と い う言 葉 が と な え られ,ふ だ

ん の 生 活 で は抑制 され て い る男 性 の性 的 な 欲 望が 高 揚 され るか らで あ る。

　 以 上 で の べ た よ う な知 識 を材 料 とす る な らば,ヤ ム イモ を 男 性 の性 と密 接 な 関係 を

もつ もの と して イ メ ー ジす る こ とは,さ して 困 難で は ない が,こ の よ う な仮 説 的 文脈

と結合 され るな らば,cの 儀 礼 要 素 は,ロ ウ ォ ・コ レ人 の女(と その 助 手 た ち)が,

男 性 と性 的 に 交渉 しう る状 態 に な った ことの 証 と して 解釈 され る ことに な ろ う211)。

211)ロ ウォ ・コレ人の女であるマ リア ・ウタが,ヤ ムイモの禁 忌とともに,性 交の禁忌をまも

っているか どうか を質問することはで きなか った。
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そ して,ミ ー ・ア エ(水 を 甘 くす る)の ア エ(水)と は,男 性 の 性的 な 「水」,つ ま

り精 液 　 　精 液 は,ア エ ・ダ ーae　da(滴 る水),ア エ ・ウ ォ ジae　zvoji(垂 れ る水),

ア エ ・ビタae　 bita(ベ タ ベ タす る水)な ど とよば れ る 　 に ほか な ら な い と い う推

測 も な りたつ 。 だ が,ア タ ・ロ ウォ人 の女 が,こ れ まで の儀 礼 にお い て,タ ナ ・ワ ト

ゥと 同一視 され るよ う な役 割 を は た して き た こ とを 考 え るな らば,cの 儀 礼要 素 は,

タ ナ ・ワ トゥが生 殖 行 為 を再 開 で き る状態 に な った こ との暗 示 と して も解 釈 され よ う。

　 この よ うな解 釈 は,一 見 す る と ころ荒 唐 無 稽 で あ る よ うに 思 わ れ る。 だが,子 供 の

無事 な 成長 が み と どけ られ る まで の あ い だ,夫 婦 間 の 性 交 が禁 止 され る こ と212),翌

朝 お こな われ る祭 祀畑 の ピグ は,収 穫 に と もな う最 後 の 儀 礼 で あ り,そ れ に と もな っ

て,タ ナ ・ワ トゥの 「母 」　 (つ ま り作 物 に対 す る母)と して の 役割 が お わ りを つ げ る

こ とを 考 え あわ せ るな らば,上 記 の よ うな解 釈 は,多 少 な りと も納得 の ゆ く もの とな

る。 これ に くわえ,祭 祀畑 の ピグ,儀 礼畑 の ピグ ・ウ ェ ラ,そ して ポ オ とい った儀 礼

に 頻 出す る 「雨 水 」 の イメ ー ジを 有 意 的 に す るに は,上 記 の よ うな解 釈 を仮 説 的文 脈

と して も ちい る こと が不 可 欠 で あ るよ うに 思 わ れ る。

3・1・11　 祭 祀 畑 の ピグ

祭 祀 畑 の ピグ の儀 礼 要 素:

a)女 性 の髪 の毛 で4つ の稲 穂 を しば って編 み カ ゴ に い れ る。

b)そ して,ア ウ竹 で つ くった稲 刈 り用 の ナ イ フ(フ ィア)を つ か って稲 刈 りを

お こな い,編 み カ ゴ の なか に収 穫 物 を つ め る。

c)穀 物 倉 の 前 の広 場 に は,サ ガ ・ウラ ・レ ジ ャ(天 空 神 の よ り しろ)と よば れ

る ア ウ竹 が植 え られ て い る。

d)穀 物 倉 の 前 の 広 場 に穴 を ほ り,そ の なか に 鶏 卵 と鉄(ナ イ フな ど)を う め,

そ の上 に ム シ ロを し く。 その 目的 は,ン ゴル ・ン グ レ(収 穫 物 が 「土 地 の 子

宮 」 に と りこま れ るた めに 少 な くな って しま う こと)を ふ せ ぐ ことに あ る。

e)ム シロ の上 に 祭 祀畑 か らは こん で きた稲 穂 を あ け,「 右 方 向 に ま わ り」(反

時計 まわ り)な が ら脱穀 を お こな う。 この と きに ソダ と よば れ る歌 が うたわ

れ る。

f)4回 「右 方 向 に まわ り」(時 計 まわ り)な が ら,籾 の 山を な らす 。

9)「 右 方 向 に まわ り」(反 時 計 まわ り)な が ら,ク リ ・マ エ ・パ レ(稲 の 霊魂

を よ ぶ)を4回 お こな う。

212)子 供が幼 いうちに夫婦が性交することは,ラ ンガ ・ロバlangga　lopa(産 着を越える)と よ

ばれ,ラ ンガ ・ロバをお こな うならば,子 供 はやせ細 って しまうと信 じられている。
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h)プ プ ・レア(シ ョ ウガ をふ きつ け る行 為)が4回 お こな わ れ る。

i)箕 で 籾 米 の 山 を あ お ぎ なが ら,籾 米 の 山 の まわ りを4回 「右 方 向 に ま わ る」

　 　 (時計 まわ り)。

j)ン バ マ ・カ ー ・ウ ェサ の と きに の こ され た大 型 の 野 ネ ズ ミの 肉 がつ か わ れ る。

k)サ ガ ・ウラ ・レ ジ ャ(ウ ラ ・レジ ャ の よ り しろ)と よば れ る ア ウ竹 につ る さ

　 　れ て い る ヒ ロバ ノ ジァ オ イ の 枝 か ら4枚 の 葉 を と って,籾 米 の お か れて い る

　 　ム シ ロの 四隅 に1枚 ず つ お き,そ の上 に 飯 と肉 の料 理 を お く。(こ の 籾米 は,

　 祭 祀 畑 の種 ま きが お こな わ れ るまで,種 籾 と して保 存 され るが,そ の一 部 は,

　 　 ポ オで 消 費 され る。)

　祭 祀 畑 の ピグに お け るaの 儀 礼 要 素 は,儀 礼 畑 の ピグに お け るc,eの 儀 礼要 素 と

基本 的 に は お な じで あ り(3・1・4参 照),ま た,祭 祀 畑 の ピグ は,祭 祀 畑 に お け

る最初 で 最 後 の稲 刈 りに ほか な らな い。 した が って,aの 儀 礼要 素 に おい て 収穫 され

るの は,霊 魂 を ふ くん だ稲 な の だ と いえ る。 だ が,祭 祀 畑 の ピグで は,稲 刈 りを お こ

な う と きに,ア ウ竹 で つ くった ナ イ フ(フ ィア)が も ちい られ(bの 儀 礼 要 素),こ

れ が祭 祀畑 の ピグ に お け る稲刈 りを 特徴 づ け る もの に な って い る。

　 祭 祀 畑 の ピグは,ン バ マ ・カ ー ・ウ ェサ の4日 後 に お こなわ れ る儀 礼 で あ り,ン バ

マ ・カ ー ・ウ ェサ に は,作 物 を 再 生 の 出 発 点に た つ死 者 と して 思 い え が かせ るよ うな

儀 礼 要 素 が ふ くま れ て い る。 これ に くわ え,jの 儀 礼 要素(ン バ マ ・カ ー ・ウェサ の

と きにの こ して お か れ た大 型 の 野 ネ ズ ミの 肉が もちい られ る)は,祭 祀畑 の ピグ が ン

バ マ ・カ ー ・ウ ェサ の延 長 部で あ る こ とを示 唆 して い る。 これ らの仮 説 的文 脈 と結 合

され るな らば,bの 儀 礼要 素 は,作 物 を ウ ラ ・レ ジ ャの手 に ゆ だ ね る行 為 と して 解釈

さ れ る こ とに な ろ う。 そ れ とい うの も,フ ィア(稲 刈 り用の ナ イ フ)は,ウ ラ ・レ ジ

ャの よ り しろで あ る ア ウ竹 で つ くられて い る こ とに くわ え,3・1・9で の べ た よ う

に,死 者 とは,ウ ラ ・レジ ャに 抱 か れ た存 在 だ か らで あ る213)。

　 だが,上 記 の よ うな仮 説 的 文 脈 は,bば か りで な く,　c,　 e,　 f,9,　 iの 儀 礼要

素 を有 意 的 に す る文 脈 と して も利 用 され るはず で あ る。 なぜ な らば,一 連 の葬 送 儀 礼

を しめ く くる ヶ レの 儀礼 に お い て も,こ れ か ら 「ウ ラ ・レ ジ ャと と もに地 下 に しず み

213)だ が,bの 儀礼要素 については,少 しことなった解釈をおこなうこともで きる。 ンバマ ・

カー ・ウェサには,再 生の出発点 にた つ死者を 新生児 と して 思いえが かせるような儀礼要素

(アエ ・フェオの散布 と祭祀畑への4晩 の立入禁止)が ふ くまれて いることに くわえ,ア ウ竹

のナイフは,新 生児のへその緒(aje　puse)を 切るための道具 として ももちい られる。このよう

な文脈 と結合され るな らば,bの 儀礼要素は,再 生の出発点にたつ新生児(死 者)の へその緒

を切る行為 として解釈されることになろう。そ してhの 儀礼要素 の解釈か らみちび きだされ る

解釈 も,お そ らく,こ れとおなじよ うな内容をもっていると考えられる。なぜな らば,シ ョウ

ガは,出 産を容 易にするための 「薬」 として もちいられるか らで ある。
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ゆ く」(kolu no'o wul, molu no'o leja)死 者 の霊 魂 の 周 囲 を,呪 医(ata　 nipi)が4回

「右 方 向 に ま わ る」 か らで あ る。 そ して,こ の4回 の 「右 方 向 に まわ る」 所 作 が お こ

なわ れ る場所 の 近 くに は,タ カ ・アル(斧 と ア ウ竹 の掘 り棒)と よば れ る ア ウ竹(と

コブ ミカ ンの 枝)が たて か けて おか れ る。

　 しか しなが ら,祭 祀畑 の ピグに お け る 「右 方 向 に ま わ る」所 作 に は,こ み い った 問

題 がふ くまれ て い るよ うに思 わ れ る。 そ れ とい うの も,実 際 に は,「 時 計 ま わ り」 と

「反 時 計 まわ り」 とい う2種 類 の回 転 方 向 が あ るに もか か わ らず,そ れ らは,と もに

「右 方 向 に ま わ る」(gili　nggana)と 表現 さ れ るか らで あ る。

　 だが,こ れ は,ギ リ ・ンガ ナgili　nggana(左 手 の方 向 か ら右 手 の方 向に ま わ る)を

「右 まわ り」(時計 ま わ り)と 混 同 す る ことに 由来 す る,一 一種 の疑 似 問 題 に ほか な らな い。

なぜ な らば,ギ リ ・ンガ ナで あ る か ど うか は,回 転 軌 道 の 内 側か らみ るか,外 側 か ら

み るか に よ って きま って くるか らで あ る。 つ ま り,eと9に お け る 「反 時 計 ま わ り」

は,回 転 軌 道 の 外 側 か らみ るか ら こそ,ギ リ・ンガナ とな るので あ り,fとiに お け る

「時 計 まわ り」 は,回 転 軌 道 の 内側 か らみ るか らこそ,ギ リ ・ンガ ナ とな るの で あ る。

　 この よ うな 観 点 か らなが め る な らば,作 物(稲 の霊 魂)が よび よせ られ る場 合 に か

ぎ って 「反 時計 まわ り」 の ギ リ ・ンガ ナ が お こな わ れ る(eと9の 儀 礼要 素)の は 当

然 だ とい え る。 なぜ な らば,「 反 時計 ま わ り」 は,回 転 軌 道 の 外 側 に い る もの か らみ

て ギ リ ・ンガ ナ と な る回転 方 向 だか らで あ る。

　 だ が,そ うで あ るな らばs祭 祀 畑 の ピグ とケ レ との あ い だ に は,大 きな ちが い が あ

る こ とに な る。 な ぜ な らば,ケ レで は,死 者 の 霊魂 が 生者 とわ か れ を つ げ るの に 対 し,

祭 祀 畑 の ピグで は,稲 の 霊 魂 が よび よせ られ るか らで あ る。 しか しな が ら,こ の よ う

な相 違 は,外 見 的 な ものに す ぎ ない とい うべ きで あ ろ う。 なぜ な らば,稲 の霊 魂 も,

死 者 の 霊魂 も,ウ ラ ・レ ジ ャに 抱 か れて い る とい う点 で は,ま っ た くおな じだ か らで

あ る。

　 この こ とを端 的 に しめ して い るの は,eで うたわ れ る ソダ(歌)の 内容 だ とい え る。

ソダ に は,「 ソク ・ロ ー とい う 屋 根 の 部材 を すべ りお りて こい 」 とい う 歌 詞 がふ くま

れ て い るが,こ れ は,ウ ラ ・レ ジ ャに降 臨 を ねが う と きに も ちい られ る儀 礼言 語 に ほ

か な ら ない 。ま た,ソ ダ を うた う ヨセ ブ ・ボカ は,「 ア ウ竹 で つ くっ た家 の主 柱 を お り

て こい 」(wa'u　 no'o　mango　 au)と い う 表現 を 歌 詞 に くわ え て もよい とい って い たが,

この 表現 もまた,ウ ラ ・レ ジ ャに 降 臨 を ね が う儀 礼 言 語 に ほか な らな い。 これ に くわ

え,ソ ダ に は 「雨 風 と と もにや って こい」,「稲 妻 と と もに や って こい」,「コ コヤ シの

葉 を つ た って こい 」,「ア ナ ミル タ の 蔓 の 上 を わ た って こい 」 の よ うに,天 か ら葉 や 蔓
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木 に ふ りそ そ ぐ雨 水 と と もに,作 物 が あつ ま って くるイ メ ー ジや,「 川 エ ビの あ とをつ

いて こい」 の よ うに,川 と な って 流 れ さ る雨 水 の なか か ら,作 物(稲 の霊 魂)が や っ

て くる よ うな イ メ ー ジを喚 起 す る歌 詞 もふ くま れ て い る。 そ して,こ れ と お な じこ と

は,「 あつ まれ,斧 が よ ちよ ち歩 きをす る者 の 手 を ひ いて くる」 とい う歌 詞 につ い て

もい え るが,こ の 点 に つ い て は,の ち ほ ど ポオ ・リァ との 関連 で のべ る こ とに しよ う。

　 ソダ の 内容 を め ぐる以 上 の よ うな解 釈 は,9の 儀 礼要 素(ク リ ・マ エ ・パ レ)に も

あ て は ま る。 なぜ な らば,「 ク リ ・パ レ1」(さ あ,お い で)と い って稲 の霊 魂 を よ び

よせ るた び に,ソ ダ の歌 詞 を くりか え す の が正 式 のや り方 な の だ と い われ るか らで あ

る。

　 だ が,eと9の 儀 礼 要 素 を 同一視 す る こ とはで きない 。 そ れ とい うの も,9の 儀 礼

要 素 で は,「 ク リ ・パ レ!」(こ っ ちへ お いで,稲!)と い う よ びか けの あ とに,「 デ

ガ ・カ ンパ,デ ガ ・ジ ャ ラ,デ ガ ・ウ ェア,デ ガ ・マ ヌ シァ」(水 牛 の よ う な,馬 の

よ うな,金 の よ うな,奴 隷 の よ うな稲 よ)と い う言 葉 が つ づ くか らで あ る。 した が っ

て,稲 は,水 牛,馬,金,奴 隷 と い っ た貴 重 な 財 に た とえ られて い るわ けで あ るが,

この 隠喩 が 有 意 的 に な るの は,ポ オ ・リア の 文脈 に お いて で あ る よ うに思 わ れ る。

　 祭 祀 畑 の ピグに は,以 上 の よ うな儀 礼 要 素 の ほか に,ヒ ロバ ノ ジア オ イ の葉 を も ち

い るkの 儀 礼 要 素 が ふ くま れて い る。 ヒロバ ノ ジア オ イ は,グ ジ ュ ・レカ ・テ ボ ・デ

ヌ,ビ ラ ・レカ ・ロ ー ・ジタ geju　leka　tebo　denu,　bila　leka　to　jita(ヒ ロバ ノ ジア オ イ

の 身 か らあ らわ れ,ジ タ ノ キの 体 か ら割 れ で た)214)と い う儀 礼言 語 に 登場 し,こ の儀

礼 言 語 は,妻 の 受 け 手 が,妻 の与 え手 か ら派生 した ことを 強 調 す る と きに もちい られ

る。

　 この よ うな文 脈 と結 合 され るな らば,kの 儀 礼要 素 は,祭 祀 畑 か ら収 穫 された 籾米

を,ウ ラ ・レ ジ ャの手 に ゆ だ ね る行 為 と して 解 釈 され るよ うに 思 わ れ る。 そ れ とい う

の も,ウ ラ ・レジ ャは,作 物(妻)の 父 と して 思 い え が か れ るよ うな 存 在 で あ る こと

に くわ え,ヒ ロバ ノ ジア オ イ の 葉 は,サ ガ ・ウ ラ ・レ ジ ャ(ウ ラ ・レジ ャ の よ り し

ろ)に か け られて い る ヒロバ ノ ジア オ イ の枝 か らと られ た ものだ か らで あ る。 そ して,

この よ うな解 釈 を 裏 づ け るか の よ うに,作 物(妻)の 母 で あ る タナ ・ワ トゥは,dの

儀 礼要 素 に よ って 籾 米 に 接 近 す る こ とを は ば まれ て い る。

　 ま た,こ の儀 礼 要 素 は,つ ぎの よ うに解 釈 す る こ と もで き る。 ヒロバ ノ ジア オ イ は,

214)ジ タノキは,キ ョウチク トウ科の樹木であ り,そ の学名は,Alstonia　scholaris[CORNER　and

WATANABE　 l　969:638]で あ る。はか らず も和 名の ジタノキ とリオ語名のjitaが 一致 してい る

が,そ の理由はわか らない。Corner　and　Watanabe[1969]で は,ジ タノキのマ レー語名は,

pulaiに なっている。
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苦 い 味 の す る木 と して 知 られ て お り,そ の 樹 皮 は,サ トウ ヤ シ(リ オ語:moke;学 名:

Arenga　pinnata)の 樹 液,モ ケ ・ ミーmoke　 mi(甘 い モ ケ)に つ け こんで,モ ケ ・バ イ

moke　ba'i(苦 い モ ケ)と よば れ る発酵 酒 をつ くるた め に もち い られ る。 こ の よ うな 知

識 と結 合 され るな らば,kの 儀 礼 要 素 は,ペ サ ・ウ タや ミー ・ア レを とお して 「甘 く」

され て い た 作 物 を,「 苦 く」 す る操作 と して 解 釈 され る こ とに な ろ う。 この 「苦 く」

状態 は,ポ オに お い て 消 費 され る籾 米 の 一 部 を の ぞ き,翌 年 の ペ サ ・ウタ や ミー ・ア

レの と きまで つ づ く(3・1・6参 照)。

　 3・1・12　 パ イ 。ポ オ

　 パ イ ・ポオ(ポ オを よ び 知 らせ る)と よば れ る儀 礼 は,ラ テ ・ン ゴ ジ村 に居 住 す る

モサ ・ラ キ ・プ ウ(根 本 の 首長)と フ ァタ ・ン ドポ村 にす む モサ ・ラ キ ・イ ネ ・ア メ

(妻 の 与 え手 の首 長)を ポオ ・ リア に招 待 し,リ セ ・ンゴ ンデ ・リア の 住 民 に6日 後

に ポ オが お こな わ れ る こ とを 告 知 す る儀 礼 に ほか な ら ない。 レ ラ ・ンバ マ の 場 合 とお

な じ く,こ の 儀 礼 に も,と りた て て 解釈 す べ き儀 礼 要 素 はふ くま れて い ない よ うに 思

わ れ る。

　 3・1・13　 儀 礼 畑 の ピグ ・ウ ェ ラ

　 儀 礼畑 の ピグ ・ウ ェ ラの儀 礼 要 素:

a)穀 物 倉 の前 の 広 場 に穴 を ほ って ニ ワ トリの卵 と 鉄(ナ イ フ な ど)を う め,

　 　そ の上 に ム シロを し く。 そ の 目的 は,ン ゴ ル ・ン グ レ(収 穫 物 が 「土 地 の子

　 　宮 」 に と りこ まれ るた め に少 な くな って しま う こと)を ふ せ ぐこ とに あ る。

b)儀 礼畑 の ピグで収 穫 され た稲 の霊 魂 を ふ くむ稲 穂 を穀 物 倉 か らだ し,ム シロ

　 　の 中央 に お く。

c)穀 物倉 の前 の広 場 に は,サ ガ ・ウラ ・レ ジ ャ(天 空 神 の よ り しろ)と よば れ

　 　 る ア ウ竹 が植 え られ て い る。

d)　 「右 方 向 に ま わ り」(反 時 計 まわ り)を しなが ら 脱 穀 を お こな う。 こ の と き

　 　に ソダ と よば れ る歌 が うた わ れ る。

e)4回 「右 方 向 に ま わ り」　 (時 計 まわ り)な が ら,籾 の 山 を な らす。

f)　 「右方 向に ま わ り」　 (反時 計 まわ り)な が ら,ク リ ・マ エ ・パ レ(稲 の霊 魂

　 　 を よ ぶ)を4回 お こな う。

9)プ プ ・レアが4回 お こなわ れ る。

h)箕 で籾 米 の山 を あ お ぎな が ら,籾 米 の山 の ま わ りを4回 「右 方 向 に ま わ る」
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(時計 まわ り)。

i)サ ガ ・ウ ラ ・レ ジ ャ(ウ ラ ・レジ ャの よ り し ろ)と よば れ るア ゥ竹 に つ る さ

れ て い る ヒロバ ノ ジァ オ イ の 枝 か ら4枚 の 葉 を と って,籾 米 の お か れ て い る

ム シ ロの 四隅 に1枚 ず つ お き,そ の上 に 飯 と 肉の料 理 を お く。(こ の籾 米 は,

儀 礼畑 の種 ま きが お こな わ れ るまで,種 籾 と して 保 存 され る がJそ の一 部 は,

ポ オで 消 費 され る。)

儀 礼 畑 の ピグ ・ウ ェ ラを 構 成 す る,上 記 のa,c,d,e,f,g,h,iの 儀 礼 要 素 は,祭

祀 畑 の ピグを 構 成 す るc,d,e,f,g,h,i,kの 儀 礼要 素 と ま った く お な じで あ り,両

者 の相 違 点 は,前 者 が儀 礼 畑 の ピグに お け る収 穫 物 を対 象 に す る(bの 儀 礼 要 素)の

に対 し,後 者 が 祭 祀畑 の ピ グに お け る収 穫 物 を 対象 にす る こ とだ けで あ る。 また,こ

の両 者 を有 意 的 にす る文脈 が こと な って い な けれ ば な らない 理 由 は存 在 しな い よ うに

思 わ れ る。 した が って,上 記 の よ うな儀 礼 要 素 に つ いて,こ こで くり返 し解 釈 を お こ

な う必 要 は な い と考 え られ る。

3・1・14　 ミ ー ・ア レ

ミ ー ・ア レ の 儀 礼 要 素:

a)ポ オ ・リア の前 日,祭 祀 畑 の ピグで 脱 穀 され た米 と儀 礼 畑 の ピグ ・ウ ェ ラで

脱穀 され た米 の一 部 が 精米 され る(精 米 され な か った2種 類 の 籾米 は,祭 祀

畑 と儀 礼 畑 に お け る種 ま きに お いて 種 籾 と して も ちい られ る)。 そ して,ン

ボ ラ ・カ ド(タ ナ ・ワ ト ゥに あ た え られ た 金)を 身 につ けた ロ ウ ォ ・コ レ人

の女 に よ って炊 かれ た,こ の2種 類 の米 が 食 され る。

b)こ の儀 礼 を お こな う こ とに よ って,精 米 され た の こ りの米 を,ポ オに お い て

消 費 す る こと が可 能 に な る。

この ミー ・ア レ(米 を 甘 くす る)と よば れ る儀 礼 は,そ れ まで 食 べ る こ とが 禁 止 さ

れ て い た米 を 食 用 可 能 に す る とい う点 に お い て も,ま た,食 べ る とい う行 為 に お い て

主 役 を 演 ず るの が 男 性で あ る とい う点 に お い て も,ン バ マ の ま え に お こなわ れ る ミー

・ア レと類 似 して い る。

だ が,ポ オ の 前 日に お こな わ れ る ミー ・ア レが,ン バ マ の ま え に お こなわ れ る ミー

・ア レと ま った くお な じよ うに解 釈 され る とは考 え られ ない。 な ぜ な らば ,ポ オ の 前

日に お こな われ る ミー ・ア レで 食 され る米 は,す で に祭 祀 畑 の ピグ と儀 礼 畑 の ピグ ・

ウ ェ ラを とお して ウ ラ ・レ ジ ャの手 に ゆ だね られ た もの だか らで あ る。 そ うで あ るな

らば,ポ オ の前 日に お こな わ れ る ミー ・ア レ は,ウ ラ ・レ ジ ャが 独 占 す る ものの 一 部
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を,ウ ラ ・レジ ャと人 間 の 男性 と の共 有 物 に転 換 す る儀 礼 な のだ とい え よ う。

　 3・1・15　 開 墾 の 過 程

　 ポオ ・リアへ と論 をす す め て ゆ くま えに,開 墾 の 過程 に注 意 を む けて み る必 要 が あ

る。 なぜ な らば,ポ オ は,原 則 的 に は 開墾 の終 了 後 に お こな わ れ る儀 礼 で あ り,そ の

な か に は,開 墾 の作 業 と関 連 す る儀 礼要 素 が ふ くまれ て い るか らで あ る。

　 開 墾 の対 象 とな る森 は,タ ナ ・ワ トゥの側 に 属 し,か つ タ ナ ・ワ トゥと一 体化 した

もの と して 思 い え が かれ る こ とに な るは ずで あ る。 な ぜ な らば,火 入 れ の と きに森 を

延 焼 させ る こ と は,タ ナ ・タ ガ ・ララ,ワ トゥ ・ピ ピ ・テ キtana　 tags　rara,ω 磁 ρ@

teki(タ ナ=土 の ふ くらは ぎを枯 れ させ,ワ トゥ=石 の 頬 を ひ きは が す)と 表 現 され るば

か りで な く,森 を 延焼 させ た 者 は,ポ オ ・リア に お いて 豚 を供 犠 し,タ ナ ・ワ トゥの

許 しを こわ な けれ ば な らな いか らで あ る。 す で に のべ た よ うに,人 々 は,開 墾 を お こ

な う ことに 強 い恐 怖 感 を い だ くが,そ の 背後 に は,開 墾 とい う行 為 を,タ ナ ・ワ トゥ

(も し くは タ ナ ・ワ トゥの側 に属 す もの)に 対 す る破 壊 行 為 とみ な す解 釈 があ るよ う

に 思 わ れ る。

　 しか しな が ら,人 々 は,こ う した 恐 怖 感 に 素手 で た ちむか うの で は な い。 な ぜ な ら

ば,開 墾 は,ウ ラ ・レ ジ ャの 同 意 を え た うえ で お こな わ れ る行 為 だ とい え るか らで あ

る。 す で に の べ た よ うに,開 墾 の 予定 地 が き ま る と,ア ウ竹 を つ か って ソー ・ボカ ・

ア ウ と よば れ る ト占 を お こ ない,開 墾 を お こ な う こ との 可否 が う らな わ れ る。 ソー ・

ボカ ・ア ウは,現 在 で は ほ とん ど お こなわ れ な くな った た めに,じ ゅ うぶ ん な資 料 を

え る こ とはで き なか ったが,ア ウ竹 が ウラ ・レ ジ ャの よ り しろで あ る こ とを考 え るな

らば,ソ ー ・ボカ ・ア ウ は,開 墾 を お こな う こ とに ウ ラ ・レ ジ ャが 同意 して い るか ど

うか を判 断 す るた めの方 法で あ った の だ と推 測 され る。

　 お な じ こ とは,「 コブ ミカ ンの葉 」 と よば れ る昆 虫 に つ い て もい え る。 開墾 の過 程

で 「コ ブ ミカ ンの 葉 」 が みつ か る と,作 業 は と りあ えず 中止 され る が,「 コ ブ ミカ ン

の葉 」 を 追 い は ら う呪 文 に お い て,「 コブ ミカ ンの 葉 」 の 「源 」 伽 の が ポ ロ ・リア に

もと め られ て い る こと　 　 す で に のべ た よ うに,ポ ロ ・リア と ウ ラ ・レ ジ ャは 同一 の

存 在 と解 釈 され る可 能性 を もつ　 　 や,コ ブ ミカ ンが立 ち入 りを禁 止 す る ウ ラ ・レ ジ

ャの よ り しろ と して解 釈 され る こと を考 え る な らば,「 コ ブ ミカ ンの葉 」 の 出現 は,

ウ ラ ・レジ ャが 開墾 に 同意 して い な い ことの 証 なの だ とい え る。

　 これ に くわ え,開 墾 に従 事 す る男性 　 　 開 墾 は男性 に よ って の みお こな わ れ る仕 事

で あ る こと を想 起 され た い　 　 は,ウ ラ ・レ ジ ャと と もに開 墾 を お こな って い るよ う
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な イ メ ー ジを思 い えが くこ と もで きる はず で あ る。 なぜ な らば,タ カ(斧)は,伐 採

を お こな うた めの 道 具 で あ るば か りで な く,ウ ラ ・レ ジ ャの よ り しろ と して解 釈 され

る一 種 の儀 礼 用具 だ か らで あ る。

　 す で に のべ た よ うに,一 連 の 葬送 儀 礼 を しめ く くるケ レと よば れ る儀 礼 で は,妻 の

与 え 手 の代 表者 が,タ カ ・アル(斧 ・ア ウ竹 の 堀 り棒)と よば れ るア ウ竹 と コブ ミカ

ンの 枝 を,リ セ地 域 の 西方 に そ び え るム ト ゥ山 の方 角 に なげ す て る。 それ に と もな っ

て,死 者 の霊 魂 は,ム トゥ山 に むか うわ け で あ るが,こ の こ とは コル ・ノオ ・ウ ラ,

モ ル ・ノ オ ・レ ジ ャ(ウ ラ ・レ ジ ャと と もに 地 中 に は い る)と 表現 され る。 そ うで あ

るな らば,斧 は,実 際 に は な げす て られ な い に もか か わ らず215),ア ウ竹 や コ ブ ミカ

ンと お な じ く,ウ ラ ・レ ジ ャの よ り しろ と して解 釈 され る こ とに な ろ う。

　 ンバ マ ・カ ー ・ウ ェサ で は,ア エ ・フ ェオ が祭 祀 畑 に 散 布 され,そ の後,4晩 の あ

い だ祭 祀 畑 へ の立 ち入 りが禁 止 され るが,こ れ とお な じよ う な儀 礼 要 素 は,祭 祀畑 の

ピ レ ・ウマ に もふ くまれ て い る。 だ が,こ の 両 者 は,つ ぎ の よ うな 点で こ とな って い

る。 ンバ マ ・カ ー ・ウ ェサ の 場合 に は,ア エ ・フ ェオ を散 布 す る と きに斧 が もって い

か れ るの に対 し,ピ レ ・ウマ の 場合 に は,斧 が つ か わ れ る こと は ない。 これ と呼 応 す

るか の よ うに,ピ レ ・ウ マに お け るア エ ・フ ェオ の散 布 と4日 間 の立 入 禁 止 は,作 物

の 誕 生 とか か わ る儀 礼 行 為 と して解 釈 され,ン バ マ ・カ ー ・コエ に お け る ア エ ・フ ェ

オ の散 布 と4日 間 の立 入 禁 止 は,死 者 と して の 作 物 を再 生 の 出発 点 に お く儀 礼 行 為 と

して解 釈 され た。 そ して,死 と再生 の過 程 に は,す で に のべ た よ うに,ウ ラ ・レ ジ ャ

が ふ か く関与 して い る(3・1・9参 照)。 そ うで あ る な らば,ン バ マ ・カ ー ・ウ ェサ

に お け る斧 の 使 用 は,作 物 を ウ ラ ・レジ ャと関 係 づ け る こ との 出発 点 と して 解 釈 され

る ことに な ろ う。

　 祭 祀 畑 の ピグ と儀 礼 畑 の ピグ ・ウ ェ ラで う たわ れ る ソダ に は,作 物 が,天 か らふ り

そ そ ぐ雨 水 や ウ ラ ・レ ジ ャ(天 空神)と と もに や って くる イ メ ー ジを喚 起 す る数 多 く

の歌 詞 が ふ くま れ て い る。 そ の なか にあ って,タ カ ・ゲ ー ・ゲ ー(斧 が よ ちよ ち歩 き

をす る者 の 手 を ひ い て くる)と い う歌 詞 だ け は,例 外 的 で あ る よ うに 思 わ れ た(3・

1・11参 照)。 だ が,斧 を ウ ラ ・レジ ャの よ り しろ と して思 い えが くな らば,こ の歌

詞 は,他 の 歌 詞 とお な じよ う な イ メー ジを喚 起 す る もの と な る。

　 リセ地域 の作 物起 源 神 話 に は,ボ ビと ノ ン ビが斧 で 足 に け がを した の ち,死 へ の旅

立 ちをす る とい う,不 可解 な モ チ ー フが ふ くま れて い る216)。 しか しな が ら,斧 を作 物

215)だ が,儀 礼的 にはなげすて られた ものとみな され,妻 の受け手 は,妻 の与え手に斧 の代金

　 を支払 う。

216)ヨ セブ ・ボカの異伝では,斧 ではな く,山 刀でけがを した ことにな ってい る。 だが,斧 と/
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の 父で あ る ウ ラ ・レ ジ ャの よ り しろ と 考 え るな らば,こ のモ チ ー フ は,不 可 解 な もの

で はな くな る。 なぜ な らば,マ ンガ ラ イ族,リ オ族 の 西 部地 域sシ ッカ 族,ラ マ ホ ロ

ッ ト族(図2参 照)に お け る作 物 の起 源 神 話 で は,作 物 を 創 造す るた め に 殺 害 を お こ

な った 人物 は,殺 害 され た者 の父 や 兄弟 で あ った こと が語 られ るか らで あ る[ARNDT

1932:61-63;BURGER　 1941:413-416;PETU　 1974:143;SUCHTELEN　 1921:

161;山 口　 1983:22,1989:485-486;NATTER　 1932:106]◇ つ ま り,マ ンガ ラィ

族,リ オ族 の 西 部地 域,シ ッカ族,ラ マ ホ ロ ッ ト族 の作 物 起 源 神 話 に お け る殺 害 者 は,

イネ ・パ レ(稲 の 母)が 殺 害 され る き っか けを つ くった もの に姿 をか え て,リ セ地 域

を ふ くむ リオ族 の東 部地 域 に お け る作 物 起 源 神 話 の な か に 登場 して い るの で あ る。

　 以 上 の こと を念 頭 に お き なが ら,ポ オ ・リアの 儀 礼 要 素 へ と論 を すす めて ゆ くこ と

に しよ う。

　3・1・16　 ポオ ・リァ

　 前章 で は,ポ オ ・リア,ハ ゴ ・ワウ ォ の儀 礼行 為,ポ オに お け る禁 忌 の そ れ ぞれ に,

べ つべ つ の項 を もうけ て記 述 を お こな った が,以 下 で は,こ の三 者 を 一 括 して のべ る

こ とに した い。

ポオ ・リア の儀 礼 要 素:

a)真 紅 の上 体衣 を身 に つ け たハ ゴ ・ワウ ォ(女 の 首 長)が 所 定 の 位 置 にす わ る。

ハ ゴ ・ワ ウォ は ひ とた び す わ ると,儀 礼 が終 了 す るまで た つ こと がで きな く

な る。

b)ハ ゴ ・ワ ウ ォを は じめ とす る首 長 た ちに よ って,ク ラ ・ヘ ナ(米 を計 量 す る

儀 礼)が お こな わ れ る。 ヘナ ・セ ンガ ・ジ ェ ブ と名 づ け られ た ユ ウガオ の 椀

で 計 量 され た米 の 一 部 は,ハ ゴ ・ワ ウ ォが 取 得 し,の こ り は,ポ オ ・リアに

お いて 炊 かれ る。

c)ヘ ナ ・サ ワ ・タ カ と名 づ け られ た ユ ウ ガ オの 椀 に よ る米 の計 量 は2回 お こな

わ れ,1回 目に 計 量 され た米 は,ウ ォ ロ ・レ レ村 に す む リア ・ベ ー ワ とム ラ

・ワ ト ゥ村 にす む2人 の リア ・ベ ー ワ(表2 ,図4参 照)に あ た え られ,2

回 目に 計 量 され た米 は ポ オ ・ロオ(後 述)に おい て 炊 か れ る。

d)竹 筒 をつ か って 飯 を炊 き,ア レ ・ポ オ(ポ オ儀 礼 の 飯)を つ くる。

山刀 は,相 互転換的だといえる。それとい うの も,理 由 はは っきり しないが,斧 を所有 してい

る者 はきわめて少な くなり,斧 のもっていた役割を現在で は山刀がはた しているか らであ る。

また,斧 も山刀 も男性の道具とみなされてお り,女 性 の道具であるナイフ(piso)と 対比 的な関

係 におかれてい る。 この ことは,出 産がおわ り,新 生児の性 別を たずねるときに,``Togodi

ρ畑2"(山 刀 かナ イフか?)と い う疑問文が もちい られる ことからもわか る。
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e)開 墾 の と きに 森 を 延焼 させ た者 が い る と,タ ナ ・ワ トゥの 許 しを こ うた めに

豚 を供 犠 す る。

f)サ ワ ・タカ(燃 え の こ った木 の くず)と よ ば れ る もの をr舟 」 に い れ た うえ

で,川 に な げ こみ,ラ ウ(下 流 ・海)な い しはガ ワ(斜 め下)の 方 向 に あ る

サ ブ海 に 追 い は らう。 同 様 に,作 物 を 食 い あ らす鳥 獣 や 害 虫 を ラ ウ(下 流 ・

海)な い しは ガ ワ(斜 め下)の 方 向 に あ るサ ブ海 に追 い は ら う。 この 行 為

は,ジ ョカ ・サ ワ ・タ カ(燃 え の こった 木 の くず を 追 い は ら う)と よ ば れ

る。

9)ア レ ・ポ オ を ロカ ・ラ ウ(ポ オ の祭 場)に あ つ め,ア ウ竹 で つ くった ノ キ ・

ア レ ・ポ オ と よば れ る 「棚 」 につ み あ げ る。

h)ア レ ・ア エ ・ウ ジ ャ(雨 水 の 飯)の 中味 をバ ナナ の葉 の 上 に だ し,川 エ ビ と

と もに ム ス ・マ セ(石 柱)の 上 に供 え る。

i)フ ァタ ・マ リか ら村 に もちか え った ア レ ・ポ オ を マ ガ(マ ガ ・ロ オ を ふ く

む)も し くは 屋外 で 食 べ る。

j)ポ オ の 期 間 中 に は,さ ま ざ まな 禁忌 が課 され る。

k)ハ ゴ ・ワ ウ ォは,ポ オ の期 間 中,マ ガで 就 寝 しな けれ ば な らな い。 そ して,

過 去 に お い て は,こ の と き に不 特 定多 数 の 男 性 と 性的 交 渉 を も った の だ とい

わ れ る。

1)ハ ゴ ・ワ ウ ォ は,ポ オ ・リアで あ た え られ た米 を,ポ オ め 期 間 中 に,し か も

マ/Jaべ つ ぐまな け れ げ な らな い.

　 米 の 計 量 を お こな う儀 礼(bの 儀 礼要 素)で は,2種 類 の ユ ウガオ の 椀 が もち い ら

れ,そ のひ とつ は,ヘ ナ ・セ ンガ ・ジ ェブ(豚 の産 巣 を 破 壊 す る ユ ゥ ガオ の 椀)と よ

ば れ る。 ジ ェブ と は,字 義 的 に は 「豚 が 出 産 の た めに つ くった巣 」 を意 味 す るが,そ

れ と と もに,ジ ュ ドゥ ・フ ー,ジ ョガ ・ジ ェブjudhu　 hu,　joga　jebu(直 訳:蛇 のぬ け

殻 をつ つ き,豚 が 出産 の た めに つ くった巣 をつ きあ げ る;意 訳:妻 の与 え 手 に無 礼 を

は た ら くこ と)の よ うに,妻 の 与 え 手 の 隠喩 的 表現 と して も も ちい られ る。

　 そ うで あ る な らば,セ ンガ ・ジ ェ ブ とは,「 妻 の与 え 手 を 破 壊 す る」 と い う意 味 に

な るわ けで あ るが,こ の よ うな 意 味 に解 され た セ ンガ ・ジ ェブ とい う表 現 を有 意 的 に

す るの は,3・1・15で のべ た一 連 の仮 説 的文 脈 だ とい え る。 それ とい うの も,タ

ナ ・ワ トゥは,女 性 と して の作 物 を あた え る妻 の与 え手 で あ る こ とに くわ え,開 墾 と

い う破 壊 行 為 を こ う む って もい るか らで あ る。 した が って,ヘ ナ ・セ ンガ ・ジ ェ ブに

よ って 計 量 され る米 は,開 墾 とい う破 壊 行 為 を タ ナ ・ワ トゥに 謝 罪 す る た め の米 なの
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だ と い え よ う。

　 この よ うな解 釈 は,祭 祀 畑 の ピグと儀 礼 畑 の ピグ ・ウ ェ ラの儀 礼 要 素 に よ って 支 持

され る。 なぜ な らば,妻 の与 え手 に無 礼 を は た らいた(ジ ュ ドゥ ・フ ー,ジ ョガ ・ジ

ェ ブ)場 合,妻 の受 け手 は,金 や 家 畜 を支 払 う ことに よ って 妻 の与 え 手 のゆ る しを こ

わ な けれ ば な らな い が,ヘ ナ ・セ ンガ ・ジ ェブ に よ って 計 量 され る米 は,祭 祀畑 の ピ

グや 儀 礼畑 の ピグ ・ウ ェ ラに お い て,水 牛,馬,金,奴 隷 とい った タ ナ ・ワ トゥに あ

た え るに ふ さわ しい財 物 に た とえ られて い るか らで あ る217)。

　 そ うで あ るな らば,ヘ ナ ・セ ンガ ・ジェ ブに も られ た米 の一 部 を 取得 す るハ ゴ ・ワ

ウ ォは,タ ナ ・ワ トゥに もひ と しい存 在 とみ な され る こ とに な るわ け で あ る が,こ の

よ うな解 釈 は,つ ぎ に のべ る よ うな3つ の儀 礼 要 素 か ら も導 き だす こ とがで きる。

　 そ の第1の 儀 礼 要 素 は,森 を 延 焼 させ た 当事 者 が,タ ナ ・ワ トゥの ゆ る しを こ うた

め に お こな う豚 の 供 犠(eの 儀 礼要 素)で あ り,あ ふ れ で た豚 の血 は,す ぐにハ ゴ ・

ワ ウ ォの手 と,ロ カ ・ラ ウに あ る ム ス ・マ セ(石 柱),ユ ウガ オ の椀(ヘ ナ ・セ ンガ

・ジ ェブ,ヘ ナ ・サ ワ ・タ カ,ヘ ナ ・ハ ゴ ・ワ ウ ォ),大 きな平 カ ゴ(kidha　 ria)な ど

に 塗 りつ け られ る。

　 第2の 儀 礼 要 素 は,ハ ゴ ・ワ ウォに 課 され る禁忌(aの 儀 礼 要 素)で あ る。 ハ ゴ ・

ワ ウ ォ は,ひ とた び所 定 の 位 置 に す わ る と,小 便 も大 便 もそ の場 で しな け れば な らな

くな るが,も し小 便 をす れ ば,雨 が ふ りつ づ くこ との 前兆 と考 え られ,大 便 をす れば,

豊 作 が え られ る こ との前 兆 とみ な され る。

　 第3の 儀 礼 要 素 は,ハ ゴ ・ワ ウ ォ,ト ウ ・ンボ ト ゥと表 現 され る,ク ラ ・ヘ ナ(b

の儀 礼 要 素)に お け るハ ゴ ・ワ ウ ォの 行 為で あ る。 上 記 の よ うに,ヘ ナ ・セ ンガ ・ジ

ェ ブに よ っ て計 量 され る米 は,開 墾 とい う破壊 行 為 を タ ナ ・ワ トゥに 謝罪 す るた めの

米 と解 釈 され る が,リ オ語 の ル サ ・ラサrusa　 rasa(破 壊 され た)と い う 表 現 に は,

「物 が こわ れ た」 と い う意 味 の ほかに,「 性 的 に 陵辱 され た 」 と い う意 味が あ る218)。

この よ うな 文 脈 と結 合 され る な らば,ク ラ ・ヘ ナ に お け るハ ゴ ・ワ ウ ォの行 為(ハ ゴ

217)奴 隷 は,数 世代まえまでは,ニ ワ トリ,山 羊,豚,水 牛よりも価値 のあ るものとして,神

神に供犠されていた。

218)青 木の報告す る 「西 リオ語地域」で広 くうたわれているUmu　 La'e　Tungga(年 端 もいかず)

という題名の歌 には,つ ぎのような歌詞がふ くまれている。「おかあさん。 私 はみ じめだ。私

はまだ待 っている。愛 しい男。あなた は去 ってい った。私は,さ まよ う。待 っている私 には涙

ばか り。私の体 はメチ ャクチ ャにな った。 とうとう子供 がで きて しま った。私が手をさ しのべ

て と呼ぶ と,彼 は 叩き 殺すそ と脅か した。子供を産んだ 私をのこ して,彼 は去 ってい った。

(以下省略)」。 この歌詞のなかにふ くまれている 「私 の体 はメチ ャクチ ャにな った」 という部

分の リオ語 は,tebo　ku　rasa　rasa[青木　 1986b:217]と な ってお り,「体が壊れて しま った」 と

訳す こともで きる。
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・ワ ウ ォ,　 トウ ・ンボ ト ゥ)は,「 陵 辱 され た 性」 を うば い か え す行 為 と して 解釈 さ

れ る こ とに な ろ う。 そ れ とい うの も,ハ ゴ ・ワ ウ ォ,ト ウ ・ン ボ トゥと い う儀 礼言 語

に は,す で に のべ た よ うに,「 処女 を うば う」 とい う意 味が あ るか らで あ る(1・1・

4参 照)219)。

　 ク ラ ・ヘナ の儀 礼(cの 儀 礼要 素)で は,以 上 で のべ た ヘ ナ ・セ ンガ ・ジ ェブ の ほ

かに,ヘ ナ ・サ ワ ・タ カ と よば れ るユ ゥガオ の 椀 が もち い られ る。 この ヘ ナ ・サ ワ ・

タ カ は,あ き らか にfの 儀 礼 要 素(ジ ョカ ・サ ワ ・タ カ)と 関連 を も って い る。 なぜ

な らば,fの 儀 礼 要 素で は,サ ワ ・タ カ(直 訳:斧 の木 くず;意 訳:燃 え の こ った 木

の くず)と よ ば れ る もの が,ビ ン ロ ウヤ シの葉 鞘 で つ くった 「舟 」 にの せ て海 へ と ジ

ョカ(追 放)さ れ るか らで あ る。 した が って,ヘ ナ ・サ ワ ・タ カに よ る米 の 計 量 へ と

すす んで ゆ くま え に,fの 儀 礼 要 素 に つ いて 論 じて お く必要 が あ る。 な お,　 fの 儀 礼

要 素で は,サ ワ ・タ カ とと もに,作 物 を食 い あ らす 鳥 獣 や 害 虫 が 海 に なが され るが,

この 点 につ いて は ラゴ ・ °オ と の 関連 で のべ る ことに す る。

　 す で に のべ た よ うに,畑 は,女 性 と して の作 物 が,母,父,兄 弟 な ど の庇 護 を うけ

て 生 育 す る場 所 で あ り(3・1・4参 照),ま た,女 性(と して の 作 物)を 外 敵 か ら保

護 す る男性(ボ ビと ノ ン ビの兄 弟 で あ る ラカ と 関連 づ け られ る稲)は,人 間 の住 居 と

お な じよ うに,畑 の 下端,す な わ ち畑 の なか で も っ と もガ ワghawa(斜め 下)の 場 所

に 配 置 され て い る(1・2・4,1・4・3,1・4・4参 照)。

　 この よ うな知 識 を材 料 とす るな らば,畑 を 作 物 の 住居 と して 思 い えが くこ とは,さ

して 困 難で は ない とい え るが,fの 儀 礼 要 素 を 有 意 的 に す るの は,こ の よ うな仮 説 的

文 脈 だ と考 え られ る。 な ぜ な らば,家 屋 を建 築 す る と きに は,樹 木(建 材)に や ど る

ニ トゥ(霊)を 追 い は らうた め に,ジ ョカ ・サ ワ joka sawa(木 くず を 追 い は ら う)

も し くは ジ ョカ ・ニ トゥjoka　nitu(霊 を追 い は らう)と よ ばれ る 儀 礼 が お こな わ れ る

か らで あ る。 この儀 礼 が お こな わ れ な い と,そ の家 にす む者 は,た えず 病 気 に み ま わ

れ る(rveki　tebo　tango　ro)こ とに な るの だ といわ れ る。

　 ジ ョカ ・サ ワの儀 礼で は,家 の各 部 か らけ ず り と った木 くず(躍 ωの に,つ ぎの よ

うな ニ ジ ョ ・ジ ョカ ・サ ワnijo　joka　sazva(木 くず を 追 い は らう 呪文)を さ さ や き か

け た うえで,そ の木 くず を村 の外 に な げ す て る。

nitu  beu, nitu  we'e, 
 ine kai rajo no'o kowa lau ma'u. 

 ine kai lau  ma'u.

近 い ニ トゥ,遠 い ニ トゥ,

そ の 「源」 は海 の大 きな 船 と小 さい 舟 。

そ の 「源」 は海 。

219)こ の性 的な陵辱のなかに,初 代 の ハゴ ・ワウォであ るケワ ・ウォダがこうむ った性 的な陵

辱(1・1・4参 照)を ふ くめて解釈す ることも可能であろう。
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　 した が って,サ ワ ・タカ と して海 に 流 され るの は,伐 採 された 樹 木 に や ど るニ トゥ

も し くはニ トゥを ふ くむ木 くず な ので あ り,サ ワ ・タ カ が海 に 流 され るの は,そ れ が

作 物 に 有 害 な影 響 を お よぼ す か らな のだ とい え よ う220)。

　 だ が,タ ナ ・ワ トゥに 無 断 で ジ ョカ ・サ ワ ・タ カ(fの 儀 礼 要 素)を お こな う こと

はで き ない はず で あ る。 それ とい うの も,ニ トゥの や ど る樹 木 は,タ ナ ・ワ トゥの側

に 属 し,タ ナ ・ワ トゥと一 体 化 した もの だか らで あ る(3・1・15参 照)。 この よ うな

仮 説 的 文 脈 と結合 され る な らば,ヘ ナ ・サ ワ ・タ カ に よ って 計量 され る米 は,海 に 流

され る サ ワ ・タ カ に対 す る代 償 と して解 釈 され る こ とに な ろ う。 そ れ とい うの も,ヘ

ナ ・サ ワ・タ カに よ って 計量 され る米 は,ヘ ナ・セ ンガ ・ジ ェブ に よ って 計 量 され る米 と

お な じ く,祭 祀畑 の ピグ と儀 礼畑 の ピグ ・ウ ェラに お い て,水 牛,馬,金,奴 隷 とい

った,タ ナ ・ワ トゥに あ た え るに ふ さわ しい 財 物 に た とえ られ て い たか らで あ る。

　 た だ し,ヘ ナ ・サ ワ ・タ カに よ る米 の計 量 は2度 お こな わ れ,そ の う ちの1回 で は,

リア ・ベ ー ワに あ た え られ る米 が 計 量 され る。 しか しな が ら,ヘ ナ ・セ ンガ ・ジ ェブ

で 計 量 された 米(の 山 も りに な って い る部分)を う け と るハ ゴ ・ワ ウォ と は こ とな り,

リア ・べ 一 ワが タ ナ ・ワ トゥと 同一視 され る こと はな い よ うに思 わ れ る。 な ぜ な らば,

リア ・ベ ー ワに あ た え られ る米 は,水 田 か ら収 穫 され た 米で もか ま わ な い と され るか

らで あ る。 だが,タ ナ ・ワ トゥと 同一視 され る こ とはな い に せ よ,タ ナ ・ワ トゥと と

もに サ ワ ・タ カの 代 償 を うけ と る ことを とお して,リ ア ・ベー ワは,タ ナ ・ワ トゥと

ご く近 しい 関係 に あ る者 と して思 い えが か れ る こ とに な ろ う。

　 つ ぎ に,dと9の 儀 礼 要 素 へ と論 を す す めて ゆ くこ とに しよ う。 ク ラ ・ヘ ナ が お わ

る と,ヘ ナ ・セ ンガ ・ジ ェブ に よ って 計 量 され た米(た だ し,ハ ゴ ・ワ ウ ォに あ た え

られ た米 は の ぞ く)は,竹 筒 をつ か って 炊 か れ,ア レ ・ポ オ(ポ オ の 飯)が つ く られ

る。 ま た,ポ オ ・リアに は,多 数 の 一般 民 も参 加 して い るが,か れ ら もまた,竹 筒 を

つ か って飯 を炊 き,ア レ ・ポ オ をつ くる。 そ して,こ れ らの ア レ ・ポオ は,ロ カ ・ラ

ウ とよ ば れ る場 所 に あつ め られ,ノ キ ・ア レ ・ポオ(ア レ ・ポ オの 棚)に つ み あ げ ら

れ る。

　 ポ オ とは,6日 間 に わ た って お こなわ れ る儀 礼 の 総 称で あ ると と もに,水 を 運搬 し,

貯 蔵 す るた めにつ かわ れ る竹 筒 を 意 味す る。 した が って,ア レ ・ポ オ とは,「 水 筒 に

はい った 飯 」 と翻 訳 す べ きな の か も しれ ない 。 この 「水 筒 の飯 」 は,ノ キ ・ア レ ・ポ

オに つ み あげ られ る こ とに よ って,ア レ ・ア エ ・ウ ジ ャ(雨 水 の飯)と よば れ る よ う

220)斧 が ウラ ・レジャのよりしろとして解釈 されることを考えるな らば,サ ワ・タカ(斧 の木 く

ず)と い う名称は,ニ トゥを追放することに,ウ ラ ・ルジ ャが何 らかのか たちで関与 している

ことを暗示 しているよ うに思われ る。
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に な るが,ノ キ ・ア レ ・ポオ は,ウ ラ ・レ ジ ャの よ り しろで あ る ア ウ竹 で つ くられ て

い る。 この よ うな 知識 を文 脈 と して もち い る な らば,9の 儀 礼 要 素 は,ウ ラ ・レジ ャ

(天 空 神)の 手 に ゆ だね る こと を と お して,「 水 筒 の な か の 飯」 を 「雨 水 の 飯」 に 転 換

す る行 為 と して解 釈 され る こ とにな ろ う。

　 ノ キ ・ア レ ・ポ オ につ みあ げ られ た 「雨 水 の飯 」 の一 部 は,バ ナ ナ の葉 の上 で 中身

を だ され,ム ス ・マ セ(石 柱)に 供 え られ る(hの 儀 礼 要 素)わ けで あ る が,こ の行

為 は,「 雨 水 の飯 」 を タ ナ ・ワ トゥに 供 え る行 為 と して 解 釈 され る こ とに な る はずで

あ る。 なぜ な らば,「 雨 水 の飯 」 に は,ヘ ナ ・セ ンガ ・ジ ェブ で計 量 さ れた米(す で

に のべ た よ うに,こ の米 は,タ ナ ・ワ トゥに あ た え られ た 米 に ほか な らな い)を 炊 い

た ア レ ・ポ オが ふ くまれ て い る ば か りで な く,夜 に な る と タ ナ ・ワ トゥが 「雨 水 の

飯 」 を うけ と りに や って くる とい う信 仰 が あ るか らで あ る(2・10・6参 照)。

　 そ して,こ れ とお な じ解釈 は,iの 儀 礼要 素 か ら もみ ちび きだ す ことが で き る。 な

ぜ な らば,村 に も ちか え られ た 「雨 水 の飯」 を は じ め とす るア レ ・ポ オは,家 屋(one)

や 居 間(one)と い った人 間 の 住 居 の 「内」(one)側 に も ち こむ ことが 禁 じ られ お り,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

マ ガ ・ロオ とい う 「外 」(sia)な い しは地 面 と 境 を せ っす る 空 間(1・4・3参 照)や

完全 に 屋外 の地 面 の 上 で(ghale sia, ghale tana)食 べ な け れば な らない か らであ る。

　 だ が,hの 儀 礼 要 素 を め ぐる解 釈 は,こ れ に とど ま る もの で はな い。 ウ ラ ・レ ジ ャ

とタ ナ ・ワ トゥは,女 性 で あ る作 物 の父 と母 に相 当 す る存 在 で あ り,「 雨 水 の 飯」 は,

ウ ラ ・レ ジ ャか らタ ナ ・ワ トゥに あ た え られ る。 これ に くわ え,ミ 茜 ・ア エ(水 を 甘

くす る)の 儀 礼 を とお して,タ ナ ・ワ トゥが 男 性 の性 的 な 「水 」 を 受 容で き る状 態 に

あ る とい うイ メ ー ジが 構 成 され て もい る(3・1・10参 照)。 これ らの こと をYL+合 す

る な らば,「 雨 水 の飯 」 を ウ ラ ・レ ジ ャか らタナ ・ワ トゥに あ た え られ る性 的 な 「水 」

(精 液)と して 思 いえ が くこ とは,そ う困 難 で は な い とい え るが,こ の よ う な イ メ ー

ジ を仮 説 的 文 脈 と して も ちい る な らば,hの 儀 礼要 素 は,ウ ラ ・レ ジ ャとタ ナ ・ワ ト

ゥを性 的 に 結合 させ る行 為 と して解 釈 され る ことに な ろ う221)。

　 そ して,こ の よ うな解 釈 は,jの 儀礼 要 素 に よ って支 持 され る とい うべ きで あ ろ う。

なぜ な らば,a,　 b,　 eの 儀 礼 要 素 を と お して,ハ ゴ ・ワ ウォ は,タ ナ ・ワ トゥに も

ひ と しい存 在 と して解 釈 され るわ けで あ るが,ハ ゴ ・ワ ウォ は,ポ オの期 間 中,マ ガ

とい う 「外 」 と境 をせ っす る空 間 に 寝 て,多 数 の 男 性 と 性交 を お こな って い た(jの

221)hの 儀礼要素では,「雨水の飯」 とともに川エ ビが供え られ る。川エ ビは,祭 祀畑の ピグと

儀礼畑の ピグ ・ウェラで うたわ れるソダ(歌)の なかで,天 か らふ りそそ ぐ雨水 やウラ ・ルジ

ャのよりしろであ る斧 とおな じような役割を はた してい る。つま り,雨 水,斧,川 エビととも

に作物(稲)が や って くるよ うにうたわれるのである。
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儀 礼 要 素)と い わ れ るか らで あ る。 そ して,こ の ハ ゴ ・ワウ ォの 行 為 は,テ エ ・タ ナ,

ラニ ・ワ トゥ te'e tana, lani watu(寝 ゴザ は土 一 タ ナ,枕 は石eワ ト ゥ)と よばれ る。

　 だ が,ハ ゴ ・ワ ウ ォが,過 去 に お い て テ エ ・タ ナ,ラ ニ ・ワ トゥを本 当 に お こな っ

て い た か ど うか を 問 う こ とは無 意 味 だ とい え る。 なぜ な らば,テ エ ・タ ナ,ラ ニ ・ワ

トゥは,食 べ る とい う行 為(1の 儀 礼 要 素)を と お して もな りたつ か らで あ る。 ハ ゴ

・ワ ウォ は
,ポ オ ・リアに お いて あ た え られ た米 を,ポ オの期 間 中に,し か もマ ガで

食 べ つ くさな け らば な らな い。 この米 は,祭 祀 畑 の ピグ と儀 礼 畑 の ピグ ・ウェ ラに お

い て,ウ ラ ・レ ジ ャの手 に ゆ だね られ た もので あ り,天 か らふ りそ そ ぐ雨水 の イ メ ー

ジが付 託 され て もい る。 また,こ の米 は,ポ オ ・リア の 直 前 に お こな わ れ る ミー ・ア

レを と お して,ウ ラ ・レジ ャと人 間 の 男性 と の共 有 物 に もな って い る。 そ うで あ る な

らば,1の 儀 礼 要 素 は,男 性(ウ ラ ・レ ジ ャと人 間 の 男 性)の 側 か らあ た え られ る,

性 的 な 「水 」 を う け と る行 為 と して解 釈 され る ことに な ろ う。

　 した が って,ポ オの期 間 に おい て,神 々 と人 間 をへ だ て る境 界 は多 少 な りと も曖 昧

に な り,男 性 と女 性 とい う性 的 な カ テ ゴ リーが 顕 在 化 す るの だ とい え る。

　 この よ う な解 釈 は,jの 儀 礼 要 素 に よ って 支 持 され る よ うに思 わ れ る。 なぜ な らば,

ハ ゴ ・ワウ ォ を は じめ とす る首 長 た ち(と くに タ イ プ2と タ イ プ3の 方法 で米 が計 量

され る首 長)は,一 般 民 よ り もポ オの 期 間に 課 され る禁 忌 を厳 守 しな けれ ば な らな い

とい わ れ る が,ポ オ の期 間 に 課 され る禁 忌 は,コ ベ ・ス トゥkobe　sutu(4晩)と よば

れ る初 夜 の期 間 に 新 婚 夫婦 に 課 され る禁忌 と き わ めて 類 似 して い るか らで あ る。

　 以 上で のべ た よ うな解 釈 との 関 連 で,ペ トゥ神 父 に よ るポ オに つ い て の 報告 は,興

味 ぶ か い 内容 を ふ くんで い る。 ペ トゥ神 父 は,天 空 神(Du'a)と 土地 神(Ngga'e)を,

そ れ ぞ れ 「男 性 原 理 も しくは夫 」 と 「女 性原 理 も し くは妻 」 と規 定 した うえで222),

ポオ の儀 礼 につ い て,つ ぎ の よ うに の べ て い る。

　 「ポ オ は,暗 くな っ て か らお こな わ れ る儀 礼 で あ り,夕 方 か ら準 備 がは じめ られ る。

ア レ ・ポ オ が炊 か れ,炊 きあ が った もの は,汚 れか ら遠 ざ けて お くた め に,木 につ る

され る。 あ た りが 暗 くな ると,モ サ ・ラキ ・プ ウ(根 本 の首 長)が ウラ ・レジ ャ とタ

ナ ・ワ トゥに来 臨 を ね が い,ワ トゥ ・ポ オ watu　po'o(ポ オ の石)と よば れ る神 聖 な石

に ア レ ・ポ オを の せ る。 だ が,そ れ と同 時 に,ワ トゥ ・ポ オは,バ ナ ナ の葉 で お お わ

れ て しま う。 これ は,天 空 神 と土 地 神 との性 交 を か くす た め で あ り,こ う して 豊 穣 の

源 泉 で あ る宇 宙 的 な交 合 が は た され るので あ る。」[PETu　 1982:147-160]223)。

222)た だ し,ペ トゥ神父は,Du'a　 lulu　uvula(天 空神),　Ngga'e　wens　tana(土 地神)と い う表現

をつか って いる[PETu　 I982:147-150]。

223)ペ トゥ神父の文体 は,か なり冗漫なので,こ こでは大幅な要約 と意訳をおこな っている。
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　 ペ トゥ神 父 に あ って 確 か めた と ころで は,こ の ポオ は,リ セ地 域 で お こな わ れ る ポ

オで は な く,ま た,上 記 の よ うな 説 明 の大 半 は,自 分 の恣 意 的 な解 釈 で はな い(つ ま

り人 々の 口か ら直接 に 聞 いた 説 明)と い う ことで あ った 。

　 ま た,ン ブ リ地 域(Tana　 Mbuli)で は,ジ ョカ ・ジ　 ‐joka　ju(ジ ュ ー ・ア ンギ

ju　angiを 追 い は ら う)と よ ば れ る儀 礼 が,リ セ地 域 の ポ オ と ほぼ お な じ時 期 に お こな

わ れ るが,こ の儀 礼 も,上 記 の よ うな解 釈 との 関連 で 興 味 ぶ かい 内 容 を ふ くん で い る,

この儀 礼 は,4日 間 に わ た って お こなわ れ るが,第1日 目に は,昼 間,男 た ちだ け で

ポ オを お こな い,ア レ ・ポ オ の 一部 は,夜 に な って か ら,フ ロー レス 島 の東 端 か ら飛

来 す る ジ ュー ・ア ンギ と よば れ る ポ ロ ・リアpolo　ria(大 妖 術 者)に 供 え られ る。 つ ま

り,男 た ちは,ジ ュー ・ア ン ギ と と もに ア レ ・ポ オを 共食 す るわ けで あ るが224》,重

要 で あ るの は,ジ ュー ・ア ンギ が飛 来 す る第1日 目の夜 で あ り,こ の夜 を かわ き りに,

日常 生 活 に お け る性 の規 範(た だ し近 親 相 姦 の禁 忌 はの ぞ く)が 消失 し,ジ ョカ ・ジ ュ

ー の期 間 中
,男 女 は,自 由 に 性 的 な交 渉 を もつ こと がで き るよ うに な る ので あ る225)。

3・1・17　 ポ オ ・ロ オ

ポ オ ・ロ オ の 儀 礼 要 素:

a)竹 筒 をつ か って 飯 を 炊 き,ア レ ・ポ オ をつ くる。

b)ア レ ・ポ オを ロカ ・ラ ウに あつ め る。

c)サ ワ ・タ カ(燃 え の こ った樹 木 の木 くず)と よば れ る もの を 「舟」 に い れ た

うえ で,川 に な げ こみ,ラ ウ(下 流 ・海)な い しは ガ ワ(斜 め下)の 方 向 に

あ るサ ブ海 に 追 い は らう。 同様 に,作 物 を 食 い あ らす鳥 獣 や 害 虫 を ラ ウ(下

流 ・海)な い しはガ ワ(斜 め下)の 方 向に あ るサ ブ海 に 追 い は らう。 この行

為 は,ジ ョカ ・サ ワ ・タ カ(燃 え の こった 木 の くず を追 い は らう)と よ ば れ

る。

224)ジ ュー ・ア ンギ との共食は,漆 黒の闇のなかでおこなわれ,手 をのば して アレ ・ポオをつ

ま もうとす ると,し ば しばジs`一 ・ア ンギの冷 たい手にふれ ることがあるのだとい う。 ジ ョカ

・ジューについては,い ずれ機会をあらためて報告をおこな う。

225)と はいって も,筆 者が実見 したかぎりでは,男 女が乱交におよぶよ うなことはな く,ま た,

第1日 目の夜,ジ ュー ・ア ンギをさけるために,人 々が森 にでかけた ときにも,男 たちは,男

た ちだけでかた まってすわ り,ト ランプに興 じていた。 リセ地 域の老人のなかには,ン ブ リ地

域でお こなわれるジ ョカ ・ジューにで かけてゆき,何 人もの女性を ものに したな どと,若 か り

しころの武勇伝を語 る者 もいるが,こ れは一種 の 「ほら話」であると筆者 は考えている。ただ

し,ジ ョカ ・ジューの ときに,性 的な規範が多少ゆ るむのは事実であ り,普 段 は女性の手をに

ぎった り,身 体にふれただけで も,悪 くする と首長か ら罰金の支払いを命 じられ るが,ジ ョカ
・ジューのときには,こ のよ うな問題にはとりあわないのだと,ン ブ リ地域 のあ る首長 はのべ

ていた。
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　 　 d)ア レ ・ア エ ・ウ ジ ャ(雨 水 の 飯)を 川 エ ビと と もに タ ナ ・ワ トゥに 供 え る。

　 　 e)村 に もちか え った ア レ ・アエ ・ウ ジ ャ(雨 水 の 飯)を は じめ とす るア レ ・ポ

　 　 　 　 オ をマ ガ(マ ガ ・ロオ をふ くむ)も しくは屋 外 で食 べ る。

　 以 上 の よ う な ポオ ・ロオ(小 さなポ オ)の 儀 礼 要 素 は,ポ オ ・ リア(大 きな ポ オ)

に お け るd,f,　 g,　h,　iの 儀 礼要 素 と ほ とん どお な じで あ り,ま た,こ れ らの儀 礼 要 素

を 有 意 的 に す る文 脈 が,ポ オ ・リア と ポオ ・ロ オ との あい だ で こ とな ってい な けれ ば

な らな い理 由 は み あた ら ない。 した が って,以 下 で は,ポ オ ・ロオ を共 同で お こな う

地 理 的 な範 囲 に焦 点 あ て る こ とに した い 。

　 ポオ ・ロ オ は,す で に のべ た よ うに,リ セ ・ンゴ ン デ ・リア の なか で,も っ と もゲ

タ(上 流 ・山)な い しはゲ レ(斜 め上)の 方 向 に あ る村 落 共 同体 か ら,も っと も ラゥ

(下 流 ・海)な い しは ガ ワ(斜 め下)の 方 向 に あ る村 落共 同体 へ と,つ ぎつ ぎ と 日に ち

をず ら して お こなわ れ て ゆ く。 だ が,お な じ日に ポオ ・ロオ を お こな うと はい え,村

落 共 同体 に 居 住 す る す べ て の者 が,ひ とつ の場所 に あ つ ま って,ポ オ ・ロオ を お こな

うので は ない 。 つ ま り,お な じ村 落共 同体 の なか に あ り,か つ 大 き な川 や 山で か こま

れ た地 域(tana so no'o lowo no'o wolo)に あ る村 々が あつ ま って,ポ オ ・ロオ を お こな

うわ けで あ るが,こ れ と おな じ地 理 的 な範 囲 は,葬 送 儀 礼 の文 脈 に お い て も顕在 化 す る。

　 死 者 がで る と,ポ オ ・ロオ を共 同で お こな う地 理 的 範 囲 で は,畑 仕 事 をお こ な う こ

とが禁 忌 とな り(Aire　kema　uma),こ の 禁忌 を お かす な らば,作 物 は死 滅 して しま うの

だ といわ れ る226)。 この禁 忌 を と くた めに お こ な わ れ る の が,ジ ョカ ・フ ァタjoka

fata(朽 ちた 木 を な げ す て る)も し くは セル ・フ ァタseru　 fata(朽 ちた 木 を 引 きず っ

て ゆ く)と よば れ る儀 礼 で あ り,こ の儀 礼 は,つ ぎ の よ うに お こな わ れ る。

　 埋 葬 の翌 日,死 者 が女 性で あ るな らば,カ ジ ュ ・フ ァイkaju　fai(直 訳:女 の 木;

和 名:セ ンゴ ン ジ ャワ;学 名:Albizia　 chinensis),男 性 で あ る な らば,カ ジュ ・ラ ヌ

kaju　lane(直 訳:雄 の木;和 名:タ イ ワ ンネ ム;学 名:Albizia　 procera)を 用 意 し,禁

忌 の課 され て い る地 理 的範 囲 の な か に あ る家 々を ま わ って 炉 の灰 を あ つ め る(た だ し,

炉 の灰 はあ つ め られ な い こと もあ る)。 つ ぎに,カ ジ ュ ・フ ァイ も し くは カジ ュ ・ラ

ヌ,炉 の灰,鶏 卵 を ビ ン ロ ウヤ シの 葉 鞘で つ つ み,死 者 ので た家 か ら村 の 外 に ひ きず

って ゆ く。 そ して,つ ぎの よ うな ニ ジ ョ ・ジ ョカ ・フ ァタnijo　joka　fats(朽 ちた 木 を

な げ す て る呪 文)を さ さや きか けた うえ で,な げ す て た り,け り飛 ば した りす る。

fata mapa, よ こた わ る朽 ちた 木,

226)死 者がでたときに課され る禁 忌に したがわずに,作 物が死滅す ることは,ule　ngola　nai(作

物 に甚大 な被害をもた らす ンゴラとよばれ るア リがのぼる)と 表現され る。

809



国立民族学博物館研究報告　　15巻3号

 ine kai  mori mapa nanga. 

fata todho, 
 ine  kai mangu rajo. 

 seru  ghele, 

 jade da lau. 

fata fata,  ine kai muku moso.

そ の 「源」 は,河 口に よ こた わ る ワニ 。

た って い る朽 ちた 木 。

そ の 「源」 は,船 の帆 柱。

上 流(山 の方 向)に ひ きず って ゆ き,

下 流(海 の方 向)に むか って ひ きず りあ る く。

朽 ちた 木,そ の 「源 」 は腐 った バ ナ ナ。

　 この儀 礼 に よ って,死 者 の霊 魂 は,ガ ワ ・プ ウ ・ム クghawa　 pu'u　muku(バ ナ ナ の

根本),つ ま りバ ナ ナ の生 育 して い る よ うな森(二 次 林)へ むか い,し ば ら くの あ い

だ,そ こに と ど ま る こ とに な るの だ ろ う。 な ぜ な らば,ケ レの儀 礼(3・1・9参 照)

に おい て,死 者 の霊 魂 は,ガ ワ ・プ ウ ・ム クか らで て,い った ん村 に はい り,子 や孫

た ち と食 事 を と もに した あ とで,ム トゥ山に むか って 出 発 す る ことに な る とい わ れ る

か らで あ る。 そ して,こ の よ う な過程 を へ た死 者 の霊 魂 だ け が,ウ ィス ・ル ル に群 が

るニ ト ゥ ・パ イnitu　pa'i(祖 霊)に な るので あ る。

　 この よ うな 概 略 的 な 説 明 か ら もわ か る よ うに,ケ レは,す べ て の死 者 に対 して お こ

な わ れ るわ けで は ない 。 す な わ ち,ケ レは,子 や孫 が い るよ うな 年 配 の者 が死 ん だ 場

合 に だ け お こなわ れ,幼 死者 や若 死 者 に 対 して ケ レが お こなわ れ る こ とは な い ので あ

る。 した が って,幼 死 者 ない しは若死 者 の霊 魂 は,い つ まで もガ ワ ・プ ウ ・ム クに 滞

留 す る こ とに な る。 だ が,開 墾 で は,伐 採 や 火 入 れ を とお して,バ ナナ を ふ くむ すべ

て の草 木 が 除 去 され,死 者 の霊 魂 の す ま う森 は,女 性 と して の 作物 の住 居 とな る。

　 以 上 の よ うな 一連 の 知識,と りわ け,ポ オ ・ロオ が お こな わ れ る地 理 的 な 範囲 と死

者 がで た と きに 畑仕 事 の禁 忌 が課 され る地 理 的 な範 囲 が 一 致 す る こ と,そ れ に人 間 の

死 が 作 物 に有 害 な影 響 を お よ ぽ す こと など を文 脈 と して もちい るな らば,ジ ョカ ・サ

ワ ・タ カ に お いて 海 に流 され るニ トゥと は,ニ トゥ ・パ イ に な りえな か った幼 死 者 や

若死 者 の 霊 魂 と して 解 釈 され る こ とに な ろ う22?)。

　 した が って,ポ オ ・ロ オ(小 さな ポ オ)は,村 落共 同体 が相 互 に 連携 を た も ちつ つ,

ゲ タ(上 流,山 の方 向)な い しはゲ レ(斜 め上)か ら,ラ ウ(下 流,海 の方 向)な い

しは ガ ワ(斜 め 下)に む けて,ニ トゥ ・パ イに な りえ な か った ニ トゥ(霊)を 流 しさ

る こ とに 焦 点 を あ て た儀 礼 な のだ と い え る。 そ して,こ の よ うな解 釈 は,ポ オ ・ リア

に お け る ク ラ ・ヘ ナ の儀 礼 に よ って支 持 され る。 そ れ とい うの も,ヘ ナ ・サ ワ ・タ カ

に よ って 計 量 され た米 は,ポ オ ・ロ オに お いて 消費 され る こ とが な らわ しに な って い

るか らで あ る。

527)杉 島[1985b]で は,こ れと少 しことなる解釈が提示 されているが,現 在の ところ,筆 者は,

本稿で提示 された解釈 の方 がよ り正 しい と考えている。
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　 なお,上 記 のcの 儀 礼 要 素 で は,サ ワ ・タ カ と と もに,作 物 を 食 い あ らす鳥 獣 や 害

虫 が 海 に 流 され るが,こ の点 に つ い て は,ラ ゴ ・ポオ との 関連 で の べ る こ とに す る。

　 3・1・18　 ラゴ ・ポ オ

　 ラゴ ・ポオ の 儀 礼 要素:

　 　 a)ゴ ング と太 鼓 を う ち鳴 らす 。

　 　 b)　 「雨 水 の 飯 」 を は じめ とす るア レ ・ポ オ(ポ オ ・リア や ポオ ・ロオ で炊 か れ

　 　 　 　 た飯)の はい って いた 竹 筒 を う ち鳴 ら しなが ら,ラ ゴ ・ポ オ の歌 を くりか え

　 　 　 　 しう た い,鳥 獣 ・害 虫 を ラウ(下 流 ・海)な い しはガ ワ(斜 め下)の 方 向 に

　 　 　 　 あ る サ ブ海 に 追 い は ら う。 そ して,竹 筒 を村 の 「尾 」 の 部分 か ら,ラ ウ ない

　 　 　 　 しは ガ ワの方 向 に む か って な げす て る。 ワ トゥ ・ネ ソ村 の ラゴ ・ポ オで は,

　 　 　 　 竹 筒 を フ ロー レス 島 の 南 に ひ ろが る サ ブ海 に な げす て る。

　 aの 儀 礼要 素 は,「 騒 音 」　 (ゴ ング と太 鼓 の 音)と 「移 行 」　 (新耕 作年 度 の は じま

り)を 関連 づ けて[`NEEDHAM　 l967],解 釈 を お こな う こと も不 可 能 で はな い。 だ

が,ゴ ング と太 鼓 の 音 は,本 村 か ら分 村 に む け て発 せ られ る,「 ラ ゴ ・ポ オ を お こ な

うべ し」 との 指 令 と して と らえ るの が適 当で あ る よ うに思 わ れ る。 なぜ な らばrゴ ン

グと太 鼓 は,分 村 に な にか をつ た え よう と す ると きに も ちい られ る,重 要 な通 信手 段

だ か らで あ る。

　 ラ ゴ ・ポ オ の歌 詞 の構 成 は,整 然 と して お り,「 オ ー,海 に むか って ゆ く」 と い う

歌 詞 を さ しは さ み なが ら,ま ず 「枯 れ て しま った稲 の あ る海 の方 へ」,「実 の は い って

い ない トウモ ロ コ シの あ る海 へ」,「芽 の 切 られ た モ ロ コ シの あ る海 へ」,「ヘ ゴ虫 に や

られ た 豆 の あ る海 へ」 とい った歌 詞 が つ づ く。

　 その 後,テ ・クク ー鳥,ス ズ メ,ヴ ガ虫,ヘ ゴ虫,蛇,犬,山 あ ら し,大 型 の 野 ネ

ズ ミ,小 型 の 野 ネ ズ ミ,猿,ハ タ鳥,ロ ド鳥,ム ケ 鳥 とい った,作 物 に被 害 を お よ ぼ

す鳥 獣 や 害 虫 の 名 前 が列 挙 され,そ れ らがす べ て 海 に む か って ゆ くこ とが う た わ れ る。

だ が,し ば しば 作物 に 甚 大 な被 害 を あた え る と はい え,ク ル ・カ ンパkuru　 kamba(水

牛 の放 牧 地)と い う独 自 の居 住 空 間 を あ た え られ て い る水 牛 につ いて は,「 ま ち が っ

た 階 段 を のぼ る な」,「ま ち が った 戸 口に は い るな」 と さ と され る だけ で あ る。

　 そ して,最 後 に 「とま ってい た ハ エ さえ お ち る海 の方 へ」,「む らが って い た黒 ア リ

さえ お ち る海 の方 へ」,「 三段 の湖 の あ る海 の方 へ」,「 ゆ すれ ば お ち る枝 先 の 海 の 方

へ 」 とい った難 解 な 歌 詞 がつ づ くが,こ れ は,何 もの かを は るか遠 方 に 追 い は ら う と

きに もちい られ る一 種 の 決 ま り文 句 で あ り,こ こで 解 釈 の 対 象 に す る必 要 は ない と考
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え られ る。

　 と ころ で,作 物 は女 性で あ り,作 物 の な かで もと りわ け 稲 は,人 間 とお な じよ うに

霊魂 を もって い る。 した が って,幼 死 も し くは若 死 した 作 物 の 霊 魂 は,ニ トゥ ・パ イ

に な りえ な か っ た死者 の 霊魂 とお な じよ うに,作 物 に害 を お よ ぼす ニ トゥに な る こ と

が 予 想 され る。 この よ うな仮 説 的文 脈 と結 合 され るな らば,「 日照 りで枯 れ た稲 の あ

る海 の 方 へ」,「実 の はい って い な い トウモ ロ コ シの あ る海 へ」,「芽 の 切 られ た モ ロ コ

シの あ る海 へ」,「ヘ ゴ虫 に や られ た豆 の あ る海 へ 」 とい う歌 詞 は,幼 死 も し くは若 死

した 作 物 の 霊魂 が,ポ オに お け る ジ ョカ ・サ ワ ・タ カ の儀 礼 を とお して,す でに 海 に

い って い る状 態 を思 い えが か せ る こと に な ろ う。

　 この4行 の 歌 詞 につ づ いて,作 物 を食 い あ らす 鳥 獣 や 害 虫 の 名 前 が言 及 され,そ れ

らが すべ て 海 に む か って ゆ くこ と が うた わ れ るわ けで あ る が,お な じこ とは,ポ オ ・

リァ と ポオ ・ロオ に お いて も表 現 され て い た。 つ ま り,ジ ョカ ・サ ワ ・タカ で は,ニ

トゥ(サ ワ ・タ カ)と と もに,鳥 獣 や 害 虫 が 海に むか って追 い は らわ れ る ので あ る。

　 筆 者 の知 るか ぎ り,野 生 動 物 の 肉が ナケ ・ニ トゥHake　 nitu(ニ トゥの 肉)と よば れ

ると い った断 片 的 な知 識 を の ぞ き228),ニ トゥ と鳥 獣 ・害 虫 との 関 係 に つ い て,は っ

き り した こ とは なに も知 られ て い な い よ うに 思 われ る229)。 そ うで あ る な らば,ラ ゴ ・

ポオ の 歌詞 や ポ オ ・リァ とポ オ ・nオ に お け る ジ ョカ ・サ ワ ・タ カ は,ニ トゥと鳥 獣

・害 虫 とい う 「森 の居 住者 」 ど う しの親 密 な関係 を,さ ま ざ まな か た ちで思 い えが か

せ る儀 礼要 素 な の だ とい え よ う230》。 この よ うな解 釈 を 間 接 的 な形 で 支 持 す るの は,

水 牛 に 対 す るよ び か けで あ り,ク ル ・カ ンパ(水 牛 の放 牧地)と い う独 自の 空 間 に す

ま う水 牛 に は,海 へ むか うよ うに 命 じ られ る こ とが な い ので あ る。

　 で は,ニ ト ゥと鳥 獣 ・害 虫 を ラ ウ(下 流 ・海)な い しはガ ワ(斜 あ下)の 方 向 に追

放 す る こと は,い った い どの よ うに 解釈 され るの で あ ろ うか。 まず,ラ ウや ガ ワ とい

った方 向指 示 の 前 置詞 に まつ わ る知 識 を列 挙 してみ る こ とに しよ う。 畑 の もっ と もガ

ワ(斜 め下)の 部分 に は,パ レ ・ラ カ とよ ば れ る稲 が 栽 培 され,こ のパ レ ・ラ カは,

畑 の外 か らや って くる鳥 獣 や 害 虫 か ら作 物 を ま も って くれ るの だ といわ れ る(1・4

・4参 照)。 村 の も っと もガ ワの 部 分 に は,フ ロー レス島 の東 端 か らや って くるイ ネ

228)野 生動物とは,た とえば,猿(m'の,大 型の野ネズ ミ(4h6雇),そ れにジャコウネコ(beku)

などのことであ り,そ の肉は,ngawu　 ngebo(森 の財物)と もよばれる。

229)こ の問題 との 関連で示唆的 であるのは,リ セ ・デ トゥ地域 にすむ老入が語 った,イ ア山に

到達で きなか った死者 の霊魂は鳥(ule　age)に なるという話(注87参 照)で あるが,リ セ地域 に

おいて,こ の ような話 は一度 も聞かなか った。

230)た だ し,こ のような解釈 は犬 にだけはあてはま らない。前章でのべたよ うに,犬 は トウモ

ロコシに被害をおよぼすと,あ る村人 はのべていたが,犬 は,主 として村 と畑に出没する動物

であ り,森 と関連づけるぺ き理 由はないか らである。
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・レケに 食 物 を 供 え るた あ の石(ワ トゥ ・ジ ュー ・ア ン ギ)が おか れ て い る(1・4

・2参 照)
。 フ ロー レス島 の 外 か らや って くる異 人 は,ア タ ・マ ング ・ラ ゥ ・ラ ジ ャ

・ガ ワata　mangu　 lnu　laja　ghazera(海 の方 向 に あ る帆柱 ,斜 め 下に あ る 帆 の 人)と 表

現 され る。 した が って,か れ らは,ガ ワの方 向に 存 在 す る メ シ ・アタ ・ハ キmesi　 ata

haki(直 訳:男 の 海;意 訳:サ ブ海)か らや って くるので な けれ ば な らな い。 そ して,

家 の 出入 口 は,も っ と もガ ワ(斜 め下)の 部 分 に もう け られ て い る(1・4・3参 照)。

　 した が って,1型 の体 系 が 適 用 され る畑 や村,II型 の 体 系 が適 用 され る政 治共 同体

の 領地,V型 の 体 系 が適 用 され る フ ロ ー レス 島 と外 界 との 関係,　 VI型 の 体 系 が適 用 さ

れ る家 のす べ て に お い て,「 出入 口」 は,も っ と もガ ワの 部 分(の 付 近)に も うけ ら

れて い るので あ る。 この よ うな仮 説 的 文 脈 と結 合 され るな らば,ニ トゥ と鳥 獣 ・害 虫

を ガ ワな い しは ラウに追 い は ら う こと は,か れ らを 「出入 口」 か ら外 に 追 い だ す行 為

と して解 釈 され る ことに な る。

　 す で に のべ た よ うに,サ ワ ・タ カ(斧 の 木 くず)と い う名 称 は,ニ トゥを追 放 す る

こと に,ウ ラ ・レ ジ ャが 何 らか の形 で 関与 して い る ことを 思 い え が かせ る が,お な じ

こ と は,ラ ゴ ・ポ オに お け る竹 筒 につ いて もい え る。 なぜ な らば,ア レ ・ポ オの 竹 筒

は,ウ ラ ・レジ ャか らタ ナ ・ワ トゥに あた え られた 男 性 の 性 的 な 「水 」 が は い って い

た 容 器 だ か らで あ る。 した が って,竹 筒 を つ か って,ニ トゥと鳥獣 ・害 虫を ガ ワ ない

しは ラ ウに追 い は ら う こと は,ウ ラ ・レジ ャと と もに(あ るい は ウラ ・レ ジ ャの 力 を

か りて),ニ トゥと鳥 獣 ・害 虫 を 「出入 口」 か ら外 に だす 行 為 と して解 釈 され る こと

に な ろ う。

　 3・1・19　パキ

　 パ キ は,ウ ォ ロ ・レレ村 に 居 住 す る リア ・ベ ー ワ(が 指 名 した者)に よ って お こな

わ れ る リセ ・ン ゴ ン デ ・ リアに お け る最初 の種 ま きで あ る。 祭 祀 畑,儀 礼 畑,そ れ に

通 常 の畑 に お け る種 ま きが お こなわ れ るの は,か な らず パ キの終 了後 で な けれ ば な ら

ない 。

　 パ キ は,儀 礼言 語 で はパ キ ・タナ,デ タ ・ワ トゥpaki　tana, deta watu(土 に 傷 を つ

け,石 に 印 を つ け る)と 表現 され るが,こ れ とお な じ名 前 で よ ば れ る儀 礼 行 為 は,埋

葬 儀 礼 の なか に もふ くま れ て い る。 埋 葬 を お こな うに は,妻 の与 え手 の代 表 者(死 者

の母 方 の オ ジ も し くは 死 者 の息 子 か らみ て 「母方 の オ ジ」)の 参 加 が 不 可欠 で あ り,

妻 の 与 え手 の代 表者 は,ウ ラ ・レ ジ ャの よ り しろで あ るア ウ竹 で 掘 り棒(alu　 au}を つ

くり,そ れ をつ か って 埋 葬 の 予定 地 に傷 をつ け る。 これ がパ キ ・タ ナ,デ タ ・ワ トゥ
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と よ ば れ る行 為 で あ り,そ の あ とで は じめ て,人 々 は,墓 穴 を ほ り,埋 葬 を お こな う

ことが で き る よ うに な る。 そ して,こ れ まで く りか え しのべ て き たよ うに,女 性 と し

て の作 物 は,す で に死 者 と化 して お り,ウ ラ ・レ ジ ャの手 に抱 かれ て い る。

　 この よ うな 仮説 的文 脈 と結 合 され るな ら ば,農 耕 儀 礼 に お け るパ キは,種 ま き(作

物 の 埋 葬)に さ きだ って お こな わ れ るパ キ ・タ ナ,デ タ ・ワ トゥと して解 釈 され る よ

うに 思 わ れ る。 そ して,パ キを 遂 行 す る リア ・ベ ー ワは,リ セ ・ンゴ ンデ ・リア の住

民 に と って,女 性 と して の 作 物 を あ た え る側 に属 す 男 性,つ ま り,ウ ラ ・レジ ャに も

ひ と しい 存 在 と して 思 い えが か れ る ことに な ろ う。

　 しか しな が ら,こ の よ うな解 釈 に対 して は,つ ぎの よ うな疑 問 が う まれ て くるはず

で あ る。 つ ま り,農 耕 儀 礼 の 場合 に は,種 ま き(作 物 の埋 葬)の まえ に,す で に ケ レ

に相 当す るよ うな儀 礼(ン バ マ)が お こ なわ れ るが,葬 送 儀 礼 の場 合 に は,埋 葬 の数

箇 月 後 に ケ レが お こなわ れ る場合 が多 い か らで あ る。 しか しなが ら,こ れ は,矛 盾 を

は らむ 奇妙 な事 態 で は ない。 なぜ な らば,葬 送 儀 礼 の場 合 で も,経 済 的 に余 裕 の あ る

者 は,埋 葬 の ま えに ケ レの儀 礼 を す ませ て しま う ことが で き るか らで あ り,こ の よ う

な方 法 は,ケ レ ・メマkele　memaと よば れ る。

　 この ケ レ ・メマ は,現 在 で は ほ とん どお こな わ れ な くな って い るた め に,じ ゅ うぶ

ん な 資料 を え る こ とはで き なか った。 しか しな が ら,ケ レの ま えに 埋 葬 が お こな わ れ

るな らば,ジ ョカ ・フ ァタ(3・1・17参 照)の 儀 礼 を お こな う必 要 は な い と考 え ら

れ る。 農 耕 儀 礼 に は,ジ ョカ ・フ ァタ に 相 当す る よ うな儀 礼 が ふ くま れ て い な い が,

この こ とは,作 物 を 対 象 とす る葬 送 儀 礼 が,ケ レ ・メマで お こなわ れ る こと を示 唆 し

て い るよ うに思 われ る。

　 3・1・20儀 礼 畑 の ケ デ ・コ レ

　 儀 礼 畑 に おけ る 播種 の前 日に は,ケ デ ・コ レ(作 物 の種 を 「盛 って 据 え お く」)と

よ ば れ る儀 礼 が お こな わ れ る。 ケ デ ・コ レで は,儀 礼 畑 に まか れ る作物 の種 が準 備 さ

れ,ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の座)に コ レkola,つ ま り据 え おか れ るわ けで あ る が,こ れ

とお な じよ うに,遺 体 もま た,埋 葬 に さ きだ って家 の なか に コレkole,つ ま り安 置 し

て お か れ る。 こ ζで は,と りあ えず この こ とだ け を指 摘 して お くこ とに した い。

　 3・1・21儀 礼 畑 に お け る種 ま き

　 儀 礼 畑 に お け る種 ま きの儀 礼 要 素:

　 　 a)畑 の 中 心 に あ る祭 場 に穴 を ほ り,ニ ジ ョ ・トゥカ ・タ ナ(土 地 の 子 宮 の 呪文)
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を とな え た米 を う め る。

b)そ こに 樹皮 を む きと った ヒロバ ノ ジ ア オ イの 木 を た て る が,こ の木 は,テ ボ

・デ ヌ(ヒ ロバ ノ ジ ア オ イの身 体)と よば れ る。

c)そ の そ ば に,6種 類 の植 物 を植 え る。

d)ニ ジ ョ ・ トゥカ ・タ ナ(土 地 の子 宮 の 呪文)を とな え た米 を,種 籾 の はい っ

た編 み カ ゴの 下 に うめ る。

e)ニ ジ ョ ・イ ネ ・パ レ(稲 の母 の 呪 文)を さ さや きか け た 米 を種 籾 と まぜ る。

f)ゲ ウ ・ウ ィニ(種 籾 とま ぜ る)と よば れ る金 の装 飾 品 を 種 籾 と ま ぜ あ わ せ

る。

9)6種 類 の 植物 の葉 を 少 しずつ ち ぎ りと って種 籾 とまぜ る。

h)飯 と肉 に ニ ジ ョ ・ソ キ ・セル を さ さや きか け,そ れ を ヒロバ ノ ジア オ イ の樹

皮 で つ つ み,カ オ ・ウ ィニ(畑 の祭 場)の す ぐ下手 に あ る土 砂 の 流 出 止 めの

なか に う め る。

i)ア グ ネス ・ジ ャワ が,ン ゲ ウ ・ウ ィニ と よば れ る金 を 身 に つ け る。

j)ニ ジ ョ ・フ ング ・ハ イ(つ ま 先 をふ み しめ る呪 文)の さ さや かれ た米 を,ア

グ ネス ・ジ ャワが足 で ふ みつ け る。

k)ニ ジ ョ ・ボケ ・フ ェ ンゲ ・レエ を つ か って,フ ェ ンゲ ・レエ と よば れ る盗 み

食 い を常 習 とす る精 霊 を追 い は らう。

1)ス ア ・ア ウ(ア ウ竹 の掘 り棒)を つ か って,種 ま きを お こな う。

m)ナ ンギ ・ンダ レ(ン ダ レの哀 歌)が うた わ れ る。

　 3・1・19で の べ た よ うに,パ キが,埋 葬 を お こな うに あ た って 必 要 と され るパ キ ・

タ ナ,デ タ ・ワ トゥで あ るな らば,種 ま き は,そ れ に ひ きつ づ い て お こな わ れ る埋 葬

だ とい う こと に な る。 上 記 のf,m,　 iの 儀 礼 要 素 を 有 意 的 に す る の は,こ の よ うな仮

説 的 文 脈 だ と考 え られ る。 なぜ な らば,墓 穴 は,ア ル ・ア ウ(ア ウ竹 の 長 い掘 り棒)

も し くはス ア ・ア ウ(ア ウ竹 の 短 い掘 り棒)を つ か って ほ られ,埋 葬 され る死 者 の 口

に は金 が い れ られ るか らで あ る。 これに くわ え,埋 葬 を は じめ とす る葬送 儀 礼 の 場面

で は,ナ ンギnangiと よ ば れ る哀 歌 が うた わ れ る。

　 だ が,種 ま きに は,埋 葬儀 礼に はみ られ な い 数 多 くの儀 礼要 素 が ふ くま れて い る。

これ らの儀 礼 要 素 は,ど の よ うに解 釈 され るの で あ ろ うか。

　 bの 儀 礼 要 素 で は,テ ボ ・デ ヌtebo　denu(ヒ ロバ ノ ジア オ イ の 身 体)と よば れ る ヒ

ロバ ノ ジァ オ ィ の樹 皮 を むい た ものが畑 の祭 場 に た て られ る。 す で に のべ た よ うに,

ヒロバ ノ ジア オ イ は,グ ジ ュ ・レカ ・テ ボ ・デ ヌ,ビ ラ ・レカ ・ロー ・ジ タ(ヒ ロバ
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ノ ジア オ イ の 身 か らあ らわれ,ジ タ ノ キの 体 か ら割 れ で た)と い う儀 礼 言語 に お いて,

妻 の与 え手 の 隠 喩 的 な 表 現 と して もちい られ,祭 祀 畑 の ピグと儀 礼 畑 の ピグ ・ウェ ラ

で は,ヒ ロバ ノ ジァ オ ィ の なか に 種籾 が と りこ まれ るよ うな イ メ ー ジが構 成 され て も

い た。

　 この よ う な仮 説 的 文脈 と結 合 さ れ る な らば,ヒ ロバ ノ ジア オ イ の樹 皮 を む き,畑 の

中心 部 に たて る行 為(bの 儀 礼 要 素)は,畑 と そ の地 下 を,死 者 と化 した女 性 と して

の 作物 の帰 還 す る場所 か ら　 　 種 ま き直 前 の畑 は女 陰 に た とえ られ,地 下 は トゥカ ・

タ ナ(土 地 の子 宮)と よ ば れ る こと を想起 され た い(1・3・2参 照)　 　 ,作 物 が 生

まれ て くる場 所 へ と転 換 す る行 為 と して 解釈 され る ことに な ろ う。

　 また,こ れ と おな じこと は,aとdの 儀 礼 要 素 につ いて もい え る。 なぜ な らば,ニ

ジ ョ ・トゥカ ・タ ナ(土 地 の 子 宮 の呪 文)は,ン ゴル ・ン グ レ(「 土 地 の 子 宮」 に と

りこ まれ て しま うた めに,収 穫 物 が と ぼ し くな って しま う現 象)を ふ せ ぐた めに つ か

わ れ る呪文 だ か らで あ る。

　 そ して,こ の よ うな解 釈 は,hの 儀 礼要 素 に よ って 間 接的 に 支 持 され る とい うべ き

で あ ろ う。hで は,ニ ジ ョ ・ソ キ ・セル(ソ キ ・セ ル の 呪文)の さ さや か れ た飯 と 肉

の料 理 が,ヒ ロバ ノ ジァ オ イ の樹 皮 に つ つ まれ,土 の なか に う め られ る。 この 呪文 は,

作 物 を食 い あ らす 害 虫 や鳥 獣 に 効 果 の あ る呪文 なの だ とい われ,獲 物 を 刺 し殺 し,巣

に は こんで くる トキ ・セルtoki　seru(直 訳:刺 して ひ きず って くる;意 訳:ア シナ ガ

バ チ の 一種)が,そ の 「源」(キ ータ ー ム)に な って い る。　 したが って,ヒ ロバ ノ ジ

ア オ イ や トゥカ ・タナ(土 地 の子 宮)に と りこまれ る こ と は,再 生 の期 待 で きな い死

に い た る過 程 な のだ とい え る。

　 と ころ で,儀 礼畑 に お け る種 ま きで は,ア グネ ス ・ジ ャワ とい う名 前 の老 女 が 重要

な役 割 を はた す。 この女 性 は,種 ま きが は じま ると 同時 に,ン ゲ ゥ ・ウ ィニ(種 籾 と

混 ぜ られ る金)を 身 につ け(iの 儀 礼 要 素),稲 の根 を しっか り させ る た めに,ニ ジ

ョ ・フ ング ・ハ イ(つ ま先 を ふ み しめ る 呪文)の ささ や かれ た米 を 足 で ふ み つ け る

(」 の儀 礼要 素)。 した が って,埋 葬 され る作 物 とア グネ ス ・ジ ャワ は,曖 昧な 形 で 同

一視 され るわ け で あ る が
,こ の よ うな ア グ ネ ス ・ジ ャ ワの行 為 は,こ れ か ら埋 葬 され

よ うと す る作 物 を,理 想 的 な死 を むか え た婚 入 女 性 と して思 い えが か せ るで あ ろう。

そ れ と い う の も,ア グ ネ ス ・ジ ャワ は,ト ゥカ ・ンベ テ・ワ ンゲ(図6参 照)に 婚 入 し,

子 や孫 を数 多 く養 い 育 て た女 性 で あ る こ とに くわ え,儀 礼 の主 催 者(ヤ コ ブ ・ン ドリ

・ワ ンゲ)が,イ ネine(母)　 　 つ ま り1世 代 上 の婚 入 女性　 　 とよぶ に ふ さわ しい

女 性 だ か らで あ る(図7参 照)。
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　 儀 礼 畑 に お け る種 ま きに は,以 上 の よ う な儀 礼 要 素 の他 に,cと9の 儀 礼要 素(6

種 類 の植 物 を カ オ ・ウ ィニ に 植 え,そ の葉 を ちぎ りと って種 籾 と まぜ る)が ふ くま れ

て い る。 断 片 的 な 情報 か ら判 断 す るな らば,cと9の 儀 礼要 素 は,た とえ ば,ケ ラの

よ うに 青 々 と し(meta　 ngere　kela),サ トウ キ ビの よ うに 甘 く(ｍi ngere tewu)と い った

具 合 に,6種 類 の 植物 の属 性 を 作 物 に分 有 さ せ る行 為 と して解 釈 され る よ うに 思 わ れ

る。 だ が,こ の よ うな解 釈 に つ い て は,あ くまで も示 唆 に と ど めて お くの が賢 明 で あ

る よ うに 思 わ れ る。

3・1・22　パ イ ・ム ク と ブ イ ・ム ク

　 祭 祀畑 を 開墾 し,火 入 れ を お こな う と きに は,パ イ ・ム ク(バ ナ ナ と夜 をあ か す)

と ブイ ・ム ク(バ ナナ を焼 く)と よば れ る儀 礼が お こな わ れ る。パイ ・ム クと ブ イ ・

ム クは,2日 にわ た って お こなわ れ る儀 礼で は あ る が,相 互 に 密接 な 関係 を も って い

るので,以 下 で は,こ の2つ の儀 礼 を 一 括 して のべ る こ とに した い。

　 パ イ ・ム ク と ブ イ ・ム ク の儀 礼 要 素:

a)焼 い て しか食 べ られ る こ との ない ム ク ・マ ー と よば れ るバ ナ ナ とプス ・ム ク

(バ ナ ナの 花芯)を オ ネ ・ウマ ・ン グア ・バ プ(祭 祀畑 の家)の ウ ィス ・ル

ル(祖 霊 の座)に つ るす。

b)パ イ ・ム クの お こな わ れ た 日の 翌 朝,伐 採 を お こな った あ と放 置 され た ま ま

に な って い る樹木 を,祭 祀 畑 の 中央 に あ つ めて 火 入 れ を お こな う。

c)そ して,パ イ ・ム クに お いて オ ネ ・ウマ ・ン グア ・バ プ につ る され て い た バ

ナ ナ と プ ス ・ム クを,そ の火 で 焼 く。

　 この よ うに儀 礼 要 素 を 列挙 した だ けで も,パ イ ・ム ク と ブ イ ・ム クの儀 礼 に おい て

バ ナ ナが 重 要 な 役割 を はた して い る こ とが あ き らか とな る。 そ こで 以 下で は,バ ナ ナ

に 付 随 す る表 現 や儀 礼 行 為 を,な るべ く網 羅 的 に ひ ろい あ げ て み る こ とに しよ う。

　 出産 の文 脈 に お いて,破 水 は,ム ク ・ベ ラ ・ペ シmuku　 Bela　pesi(渋 い 味 の バ ナ ナ

が割 れ る)と よば れ る。 そ して,出 産が 終 了 す る と,新 生 児 に 付着 して い る産 血 は水

で 洗 い流 され るが(ア エ ・フ ェオ が ぬ り こめ られ るの は,こ の あ とで あ る),こ の産

血 ま じ りの 水 は,リ サ ・ム クlisa　muku(バ ナナ が 群生 してい る場 所)に す て られ る。

　 ま た,バ ナナ は,つ ぎに の べ る よ うな意 味 で,子 供 の成 長 と も密 接 な 関 係 を も って

い る。 なか なか 口が きけ る よ うに な らな い と,親 は,子 供 を リサ ・ム クに つ れ て ゆ き,

額 を プ ウ ・ム クpu'u　muku(バ ナナ の根 本)に こす りつ け る。 そ うす る こ とに よ って,

子 供 は,た ちど こ ろに 口 が きけ る よ うに な る の だ と いわ れ る。 ま た,バ ナナ が 近 くに
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な い と,子 供 を 床 下 に つ れ て ゆ き,額 を レケ ・プ ゥleke　pu'u(根 本 の土 台 柱)も し く

は レケ ・ペ ラleke　pera(こ す りつ け る土 台柱)と よば れ る土 台柱(図15,16参 照)に

こす りつ け る こと もお こな わ れ る。 した が って,バ ナ ナ と レケ ・プ ウ は,お な じよ う

な 役割 を は たす わ け で あ る が,レ ケ ・プ ウ は,タ ナ ・ワ トゥの配 下で あ る妖 術 者 が家

に 出入 りす る通 路 で あ るば か りで な く,タ ナ ・ワ トゥが 家 に 出 入 りす る た め の通路 に

もな って い る とい う こ とがで きる(1・4・3参 照)。

　 これ に くわ え,ポ オ の儀 礼 で は,バ ナ ナ の葉 の上 で,男 性 の 性 的 な 「水 」 と して の

「雨 水 の飯 」 を 竹 筒 か らだ す作 業 が お こ なわ れ る。

　 だ が,バ ナナ は,「 生」(誕 生 や 成 長)と 密 接 な 関連 を もつ ば か りで な く,す で に の

べ た よ うに,人 間 の 「死 」 と も密 接 な関 連 を も って い る。 つ ま り,死 者 の 霊 魂 は,ケ

レが お こなわ れ るま で の あ い だ,ガ ワ ・プ ウ ・ム ク(バ ナ ナ が は えて い る よ うな二 次

林)に と ど ま るの だ とい わ れ る。 だ が,開 墾 で は,バ ナナ を は じめ とす るす べ て の草

木 が伐 採 され,火 入 れ が お こなわ れ る。

　 以上 で のべ た ことを 総合 す るな らば,バ ナ ナ を,生 の 与 え 手で あ ると 同時 に 死 の与

え手 で もあ るタナ ・ワ トゥ(1・3・2参 照)の 側 に 属 す もの,も し くは タナ ・ワ ト

ゥの身 体 そ の もの と して思 い えが くこ とは,そ う困難 で は な い とい え るが,こ の よ う

な 仮説 的文 脈 と結合 され るな らば,上 記 のa,b,　 cの 儀礼 要 素 は,開 墾 と い う行 為 が,

ま さに タ ナ ・ワ ト ゥの 「身体 を破 壊 」 す る行 為で あ る ことを 鮮 明 に思 い えが か せ る こ

とに な るはず で あ る。

　 そ れ と 同時 に,こ こで指 摘 して お き たい の は,祭 祀 畑 か らは ニ トゥが 追 い は らわ れ

て い な い可 能 性 が あ る とい う ことで あ る。 ポオ は,火 入 れ の 終 了後 に お こ なわ れ る儀

礼 で あ り,ポ オに おい て 海 に流 され るサ ワ ・タ カ を,人 々は,燃 え の こ っ た樹 木 の一

部 と して説 明す る。 だが,祭 祀 畑 の火 入 れ(ブ イ ・ム ク)は,ポ オ の数 箇 月後 に お こ

な わ れ る。 これ に くわ え,サ ミュ エル ・レバ とア ン トニ ウス ・ウ ィク は,祭 祀 畑 の サ

ワ ・タ カ は まだ 海 に 流 され て い ない とい う主 旨の説 明 をお こな って いた 。

　 以上 の よ うな 推 測 や 情 報 が正 しい とす れ ば,祭 祀 畑 と はJニ トゥが 滞 留 を つ づ け る

畑 な の で あ り,ニ トゥが作 物 に有 害 な影 響 を お よぼ し,鳥 獣 ・害虫 と親 密 な関 係 に あ

る(3・1・18参 照)こ とを 考 え るな らば,祭 祀畑 とは,は じ めか ら収 穫 を期 待 す る

こ とので きな い畑 なの だ とい る。

　 儀 礼 畑 を対 象 とす る儀 礼 と は こと な り,祭 祀畑 を対 象 とす る儀 礼 で は,ほ とん ど と

い って よ い ほ ど呪 文 が も ちい られ な い が,こ れ は,祭 祀 畑 か らの収 穫 が 期 待 され な い

こ と と密 接 な 関係 を も って い るよ うに 思 わ れ る。

818



杉島　　リオ族における農薪儀礼の記述と解釈

　 3・1・23　 祭 祀 畑 のケ デ ・コ レ

　 儀 礼 畑 に お け る種 ま きの場合 とお な じ く,祭 祀 畑 の種 ま きの まえ に も,ケ デ ・コ レ

とよば れ る儀 礼 が お こなわ れ る。 そ して,こ の 儀 礼 につ いて も,儀 礼畑 の ケ デ ・コ レ

とお な じ ことが い え る。 つ ま り,祭 祀畑 の ケ デ ・コ レに お いて も,祭 祀畑 に ま か れ る

作 物 の種 が ウ ィス ・ルル(祖 霊 の 座)に コ レkole,つ ま り据 え お かれ るわ けで あ るが,

これ とお な じよ うに,遺 体 もまた,埋 葬 に さ きだ って 家 の な か に コ レkole,つ ま り安

置 して お か れ る。

　 そ れ と と もに,こ こで指 摘 して お きた い の は,祭 祀 畑 の ケ デ ・コ レで は,ソ ロ ・ス

アsoro　su'a,つ ま り,ス ア ・ア ウ(種 ま き儀 礼 専 用 の ア ウ竹 の 掘 り棒)を よ こた え る

行 為 に 注 意 が む け られ る ことで あ る。 この ソ ロ ・ス ア は,祭 祀畑 に お け る種 ま きの 終

了 後 に お こな わ れ,祭 祀 畑 の種 ま きは,最 終 の 種 ま きと して 認 識 され て い る。 そ うで

あ る な らば,ス ア ・ア ウ は,祭 祀 畑 の種 ま き とい う最 終 の種 ま きに い た るまで,い わ

ば 「た った」(dari)状 態 に あ る の だ とい え る。 そ して,こ の よ うな解 釈 は,リ セ ・ロ

ウ ォ ・ボ ラに お け るパ キに よ って 支 持 され る とい うべ きで あ ろ う。 なぜ な らば,パ キ

で もちい られ た ス ア ・ア ウ は,祭 祀畑 の種 ま きに い た る まで の あい だ,ウ ィス ・ル ル

に たて て おか れ るか らで あ る(2・12・2参 照)。

3・1・24　 祭祀畑における種まき

祭祀畑における種まきの儀礼要素:

a)カ オ ・ウ ィニ(畑 の 祭 場)に,ヒ ロバ ノ ジア オ イ の木 が 立 て られ,6種 類 の

野 生 の 植 物 が植 え られ る。

b)6種 類 の 野生 の植 物 の 葉 を ち ぎ りと って,種 籾 とまぜ る。

c)ゲ ウ ・ウ ィニ と よば れ る金 の装 飾 品 が種 籾 の 上 に おか れ る。

d)ア ウ竹 の 掘 り棒 をつ か って,種 ま きが お こなわ れ る。

e)ス ア ・ア ウ(種 ま き儀 礼 専 用 の ア ウ竹 の掘 り棒)を,土 砂 の 流 出止 めに お し

こんで よ こた え る。 だ が,日 照 りが つ づ い た と きに は,雨 を ふ らせ る た めに,

この掘 り棒 を も ちだ して,川 の なか に ひた す 。

f)こ の種 ま きが お わ ると,ロ ウ ォ ・コ レ人 の女(と そ の 助手 た ち)は,ミ ー ・

アエ(水 を甘 くす る)の 儀 礼 にい た るまで,各 種 の ヤム イ モ を 食べ る こ と が

で き な くな る。

以上のような儀礼要素のうち,eとfを のぞくすべての儀礼要素は,儀 礼畑の種ま
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きに お け るb,c,　 f,　g,1の 儀 礼 要 素 とお な じで あ り,こ れ らの儀 礼 要 素 を 有 意 的 に す

る文 脈 が,儀 礼 畑 の種 ま き と祭 祀 畑 の種 ま きの あ い だで こ とな って い る必 然 性 はな い

と考 え られ る。 そ うで あ るな らば,以 下 で 論 じな ければ な らない の は,eとfの 儀 礼

要 素 だ とい う こと に な る。

　 すで に のべ た よ うに,種 ま きに と もな う儀 礼 は,死 者 と化 した 作 物 の埋 葬 儀 礼 と し

て解 釈 され る(3・1・20,3・1・21,3・1・23参 照)。 だ が,そ れ と同 時 に,種 ま き

は,ポ オ を 出発 点 とす る ウ ラ ・レ ジ ャと タ ナ ・ワ トゥ との性 的 な交 渉 の一 部 と して 解

釈 す る こと もで き る。 種 ま きに おい て も ちい られ る掘 り棒 は,ウ ラ ・レ ジ ャの よ り

しろで あ る ア ウ竹 でつ くられ て お り,そ れ は,パ キか ら祭 祀 畑 の 種 ま きに いた る まで

の あ い だ,い わ ば 「た った」 状 態 に あ る(3・1・23参 照)。 ま た,種 ま き がで きる状

態 に ま で しあげ られ た畑 は 「女 陰 」 に た と え られ,地 下 は 「土 地 の 子 宮」 と よば れ る

(1・3・2参 照)。 これ に くわ え,種 籾 の一 部 は,ポ オ に お いて 男 性 の性 的 な 「水 」 と

して タ ナ ・ワ トゥに供 え られ,祭 祀畑 の ピグ と儀 礼畑 の ピグ ・ウ ェ ラで は,種 籾 に天

か らふ りそそ ぐ雨 水 の イ メ ー ジが 付 託 されて も い る(3・1・11と3・1・13参 照)。 こ

の よ うな仮 説 的 文脈 と結 合 され る な らば,上 記 のeの 儀 礼 要 素 は,ポ オ に は じま る ウ

ラ ・レ ジ ャと タナ ・ワ トゥ との性 的 な交 渉 に終 止 符 を うつ行 為 と して 解 釈 され る こ と

に な ろ う。

　 そ して,こ の よ うな解 釈 は,fの 儀 礼要 素 に よ って 支 持 され る とい うべ きで あ ろ う。

ミー ・ア エ(水 を 甘 くす る)の 儀 礼 は,す で に のべ た よ うに,ヤ ム イ モを め ぐる禁 忌

の 解 消 を とお して,タ ナ ・ワ トゥが 男 性 の 性 的 な 「水 」 を 受 容 で きる状 態 に な った こ

とを 思 い え がか せ る儀 礼 だ と いえ るが(3・1・10参 照),祭 祀畑 の種 ま きが 終 了 す る

と,ロ ウ ォ ・コ レ人 の女(と そ の助 手 た ち)に は,ふ た た び ヤ ムイ モ を食 べ る禁 忌 が

課 され るか らで あ る231》。

　 ペ トゥ神 父 は,以 上 の よ うな 一連 の解 釈 との 関連 で,き わ めて 興 味 ぶ か い報 告 を お

231)ロ ウォ ・コレ人 の女 とハゴ ・ワウォは,農 耕儀礼 において タナ ・ワ トゥと同一視されるよ

うな役割をはたすという共通点を もっている。だが,前 者 は,黒 のランプZambu(女 性 用の上

体衣)を 身につけ,後 者は,真 紅の ランプを身につ けている。 この色の対比は,さ まざまに解

釈で きるように思 われ るが,た とえば,つ ぎのような解釈が 可能であろう。17ウ ォ ・コレ人

の女 は,祭 祀畑の種ま きか ら,ミ ー ・アエにいたるまでのあいだ,ヤ ムイモ(男 性の性 的な

「水」)を食べることができない。そ して,ミ ー ・アエの後にお こなわれ るポオには,真 紅 の

ランプを身につけたハ ゴ ・ワウォが登場 して,男 性 の性的な 「水」を積極的に受 容 す る。 し

たがって,両 者は,男 性の性 的な 「水」に対 して,対 比的な関係にあるのであ り,黒 は,す で

に 「水 」を受容 した状態,赤 は,「水」を必要 とする状態 として解釈 され ることにな ろう。間接

的にではあるが,こ の ような解釈を支持するのは,tana　mite(黒 い土)と い う表現であ り,こ

れは,雨 期が到来 して,種 まきがで きる状態にな った土や,埋 葬後の黒 く湿 った土(が 地面を

おおっている状態)を 意味する。
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こな って い る。 そ の報 告 とは,セ ・ソラSe　 Solaと い う人 物(リ セ地域 の北 西 に 存 在 す

るDesa　 Muku　 Saki,ケ リ ・テ ンプKcli　 Tembu村 に在 住)が 語 った 人 間 の死 を め

ぐる観 念で あ り,セ ・ソ ラは,ペ トゥ神 父 に 「人 間 は2つ の死 を経 験 す る。 最 初 の死

は,人 聞 が霊 魂 と な る肉体 の 死 で あ り2回 目 の死 は,霊 魂 を ア ブapu(露)に す る」

とのべ た のだ とい わ れ る[PETu　 l　974:74]。

　 ペ トゥ神 父 は,こ の ア ブ(露)と な った霊 魂 が,そ の後 ど うな るか に つ い て くわ し

い こ とは 何 も のべ て い な い。 しか しな が ら,リ オ族 の 人 々が,女 性 の体 内で胎 児 が 形

成 され る こ とを,サ イSLI'2(露 や雨 水 が木 の 枝 や 葉 に た ま り,大 き な水 滴 に な る)と

い う動詞 で 表 現 す る ことを 考 え る な らば,ア ブ とな った霊 魂 につ い て 思 い え が くべ き

イ メー ジの 内容 は,そ う荘 漠 と した もの で はな い とい え よ う。

　 3・1・25　 農 耕 儀 礼 の 文化 表 象

　 これ ま で の論 述 か らあ き らか な よ うに,農 耕 儀 礼 の解 釈 か らみ ち び きだ され る文 化

表 象 に お いて,農 耕 の サ イ クル は,女 性 と して の 作 物 が,誕 生 か ら,結 婚 を へ て,死

に い た る過 程 と して 思 い えが か れ る こ とに な る。 つ ま り,農 耕 の サ イ クル は,女 性 と

して の 作物 の ラ イ フサ イ クル な ので あ り,こ の サ イ クル の 到達 点(死)は,人 間に と

って 妻 の 与 え手 の 関係 に たつ タ ナ ・ワ トゥと ウラ ・レ ジ ャとの 性的 な交合 を と お して,

出発 点(誕 生 も し くは再生)と 重 ねあ わ され る。

　 こう して,農 耕 のサ イ クル は,更 新 を くりか え して ゆ くわ けで あ る が,こ の 閉鎖 体

系 の なか で,人 々 は,神 々(タ ナ ・ワ トゥと ウラ ・レ ジ ャ)と の遠 近 関係 に そ って差

異 化 され る ことに な る。 農耕 儀 礼 の文 化 表象 にふ くまれ て い る,こ の よ うな 側 面 につ

い て は,の ち ほ ど3・3で と りあ げ る こ とに したい 。

　 そ れ と と もに,こ こで のべ て お か な けれ ば な らない の は,本 章 に お いて 提示 された

農耕 儀 礼 の文 化 表 象 が,あ くまで も概 略 的 な ものに す ぎな い ことで あ る。 文脈 や仮 説

的 文脈 がゆ た かで あれ ば あ る ほど,有 意的 に で き る儀 礼 要 素 の 数 は増 加 し,儀 礼要 素

を 有 意的 に す る ことの で き る道 筋 も多 様 化 して ゆ く ことが 予 想 され る。

　 こ う して,農 耕 儀 礼 の解 釈 に は際 限 が な くな るわ けで あ る が,か と い って,こ れ ま

で の論 述 に お いて 利 用 され た 文 脈 や仮 説 的 文脈 が,ど う しよ う もな く不 足 して い た と

は考 え られ ない。 なぜ な らば,本 稿 で は,文 脈 あ るい は 仮説 的文 脈 の材 料 と して もち

い られ る知 識 を 農 耕儀 礼 に参 加 す る者 と舞 台 装 置 に 関 す る知識 に 限 定 した とは い え,

そ の なか に は,歴 史,政 治共 同体 の 構 成,農 耕 サ イ クル,ラ イ フサ イ クル,宗 教 的信

念 物 質文 化 な ど とい った,知 識 の さま ざ ま な領 域 が 包 含 されて い るか らで あ る。
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　 3・2　 季 節 的 信 念 の サ イ ク ル

　 3・2・1　 季 節 的 信念

　 前 章 に お け る記 述 に は,バ ル ・レエ(病 気 の 季節)の 到 来,モ ロ ・ンゲ レ(首 狩 り人)

の 来 訪,タ ナ ・ワ トゥ ・ガ カ(タ ナ ・ワ ト ゥがあ た りを飛 び まわ る現 象)の 発 生,イ

ネ ・レケ(フ ロ ー レス 島 の東 端 に すむ 妖 術者)の 来 訪 と い った 現 象 の記 述 が ふ くまれ

て い た。 以下 で は,こ れ らの現 象 を 「季 節 的信 念 」(seasonal　 belief)と 総 称 す るが,

その 理 由 は,こ れ らの 現 象 が,雨 や 風 を は じめ とす る さま ざ ま な 自然 現象 と お な じよ

うに,季 節 の 交 替過 程 に と もな って生 起 す る現 象 とみ な されて い るか らで あ る。

　 そ うで あ るな らば,季 節 的 信 念 は,農 耕 の サ イ クル とは ま った く無 関係 な ので あ ろ

うか。 以 下 で は,こ の 問題 に つ い て 考 え て み る こと に しよ う232)。

　 3・2・2　 バル ・レエ

　 バル ・レエ とよ ば れ る季 節(3月 ～4月)は,死 と病 気 が一 年 中で も っと も多 くな

る季 節 と して 認 識 され て い る。 これ に くわ え,こ の時 期 に 出産が お こなわ れ ると,産

婦 と新 生 児 の ど ち らか が死 亡 した り,た とえ無 事 に 成 長 して も,バ ル ・レエ に 生 ま れ

た者 は,病 弱 な 人 間 や精 神 薄 弱 者 に な って しま うの だ とい わ れ る。 そ して,バ ル ・レ

エ に は,タ ナ ・ワ トゥが,オ ネ ・リア に収 蔵 されて い る ンボ ラ ・カ ド(タ ナ ・ワ トゥ

に あ た え られ た金)を も とめ て飛 び まわ る,タ ナ ・ワ トゥ ・ガカ とよば れ る現 象 が 頻

発 す る。

　 農 耕儀 礼 の文 化 表 象 に お い て,神 々 と人 間 との 関係 は,妻 の 与 え手 と妻 の 受 け 手 と

の関 係 と して思 い えが か れ るわ けで あ る が,妻 の 与 え手 と妻 の受 け手 との あ い だに は,

つ ぎに のべ るよ う な交 換 関係 が成 立 して い る。 妻 の 与 え手 か ら は,妻 と して の 女 性 や

米 と織 物 か らな る レグ ・パ タregu　data(女 財)が あた え られ る が,そ の ほかに,妻 の

与 え 手 は,健 康,多 産,豊 作 な ど を妻 の 受 け 手 に もた らす。 だ が,妻 の受 け手 は,こ

の よ うな 「生 命 」 とで も総 称 すべ き ものを,無 償 で う け と る ことがで き るわ けで は な

い。 妻 の 受 け手 は,「 生 命」を う け と るま え に,家 畜 や金 か らな る リウ ・エ コrirou　eko

(男 財)を 妻 の与 え手 に お くらな けれ ば な らな い の で あ り,さ もな けれ ば,妻 の与 え

手 は,病 気 を は じめ とす る さま ざ ま な災 厄 を 妻 の 受 け手 に もた らす こと がで き るの だ

232)以 下でのべ られ ることは,杉 島[1985b,1986a,1987b]に おける季節的信念の説明 とは,

い くつかの点で ことなっている。 この相違 は,調 査資料の補足 と再考 によるものである。現在

のところ,本 稿で提示す る説明の方が,よ り正 し くかつ経済的であると考えて いる。
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とい わ れ る。 つ ま り,病 気 を は じ め とす るさ ま ざ まな 災厄 は,妻 の与 え手 が家 畜 や金

を 要 求 して い る こと の証 と して解 釈 され るの で あ る。

　 バ ル ・レエ は,作 物 の 収 穫 が 開始 され る時 期 で あ り,ブ ケ ・ リア(12月 か ら1月)

か らは じま る 「空 腹 の季 節 」(wula　 lowa)は,バ ル ・レエ にい た って よ うや くお わ り

を つ げ る。 だ が,人 々は,こ の よ うな 状 況 を 手放 しで よ ろ こぶ こ と はで きな い は ずで

あ る。 な ぜ な らば,「 生 命 」 を うけ と るに は,家 畜 や 金(riwu eko)を 妻 の 与 え 手 で あ

る神 々に 支払 わ な けれ ば な らな いか らで あ る。 さ もな け れ ば,妻 の与 え手 と して の神

神 は,妻 の 受 け手 と して の人 間 に,病 気 を は じめと す る さま ざ ま な災 厄 を もた らすで

あ ろ う。 バ ル ・レエ とい う不吉 な季 節 の 到 来 は,農 耕儀 礼 の文 化 表 象 が 含 意 す る,こ

の よ うな イメ ー ジ の集合 で あ るよ うに 思 われ る。

　 3・2・3　 モ ロ ・ンゲ レ

　 モp・ ンゲ レは,海 の彼 方 か らや って くる異 人 で あ り,女 ・子供 の首 を 切 り お と し

て も ち さ った り,妊 婦 の腹 を さい て 胎 児 を うば い さ る,一 種 の ア タ ・ナ カ atanaka

(泥棒)な の だ とい わ れ る。 海 の彼 方 か らや って くる異 入 は,II型 の 体 系 に お け る ラ

ウやV型 の体 系 に お け るガ ワ と い う方 向指 示 の 前 置詞 を も ちいて,ア タ ・マ ング ・ラ

ウ ・ラ ジ ャ ・ガ ワ ata mangu lau laja ghawa(海 の方 向 にあ る 帆 柱,斜 め下 に あ る 帆

の 人)と 表現 され る。 した が って,異 人 が や って くる海 は,フ ロ ー レス 島 の 南 に ひ ろ

が る メ シ ・ア タ ・ハ キmesi　 ata　kaki(直 訳:男 の 海;意 訳:サ ブ海)で な けれ ば な ら

な い。

　 モ ロ ・ンゲ レは,野 菜 の 収 穫 が 開始 され る こ ろに や って きて}稲 刈 りの季 節 に 猛 威

を ふ るう。 だ が,こ の 時期 をす ぎ る と,モ ロ ・ンゲ レの 出没 は 間 遠 くな り,つ い に は

そ の 存在 さ え もが わ す れ さ られ る。 した が って,モ ロ ・ンゲ レが 出没 す る時 期 は,作

物 の収 穫 時 期(3月 ～9月)と ほぼ 一致 す る ので あ る。

　 作 物 が み の り,収 穫 が お こなわ れ る時 期 に は,当 然 の こ とな が ら,作 物 が 鳥 獣 や 害

虫 の 被 害 を うけ る こ とに な る。 農 耕 儀 礼 の 文化 表象 に した が うな らば,鳥 獣 や 害 虫 は,

メ シ ・ア タ ・ハ キ(男 の 海)か らや って くるの で な け れば な らな い。 な ぜ な らば,ポ

オ に おい て,鳥 獣 や 害 虫 は,メ シ ・ア タ ・ハ キに 追 い は らわ れて い るか らで あ る。 こ

の 点 につ い て,あ るイ ンフ ォ ーマ ン トは,「 鳥獣 や害 虫 は,す べ て メ シ ・ア タ ・ハ キ

か らや って くる とい われ,ま た,私 は,そ う信 じて い る」 と のべ て い た。

　 これに くわ え,農 耕 儀 礼 の文 化 表 象 に お いて,作 物 は 女性 に た と え られ るば か りで

な く,女 性 は,し ば しば 作 物 に た とえ られ る(3・1・3,3・1・6参 照)。 そ う
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で あ るな らば,鳥 獣 や 害 虫 が作 物 を 食 い あ らす 時 期 に は,女 性 もまた,メ シ ・ア タ ・

ハ キ(男 の海)か らや って くる存 在 の脅 威 に さ ら され る こ とに な る。 アタ ・ナ カ(泥

棒)と い うモ ロ ・ンゲ レの 別 名 は,こ の モ ロ ・ンゲ レと 鳥獣 や 害 虫 との類 似性 を暗 示

して い るよ うに思 わ れ る。

　 3・2・4　 タ ナ ・ワ トゥ ・ライ ・ラ トゥ ・ア ピ

　 バ ル ・レエ のよ うに,特 別 な名 称 が付 与 されて い るわ けで はな い が,開 墾,と りわ

け 火入 れ が お こなわ れ る 時 期(9月 ～10月)に も,病 気 と死 が 多 くな り,タ ナ ・ワ ト

ゥが オ ネ ・ リアに 収 蔵 され て い る ンボ ラ ・カ ド(タ ナ ・ワ ト ゥに あ た え られ た 金)を

もと めて飛 び まわ る,タ ナ ・ワ トゥ ・ガ カ(あ るい は タ ナ ・ワ トゥ ・ライ ・ラ トゥ ・

ア ピ)と よ ば れ る現 象 が 頻 発 す るよ うに な る。

　 妻 の 与 え手 と妻 の 受 け手 との 関係 に は,つ ぎの よ うな信 念 が 付 随 して い る。 妻 の 受

け手 は,妻 の与 え手 に 無 礼 を はた らか な い よ うに つ と め る。 なぜ な らば,妻 の受 け 手

の無 礼 なふ る まいに 腹 を たて ると,妻 の与 え 手 は,妻 の 受 け手 に 病 気 を は じめ とす る

さまざ まな災 厄 を もた らす ことが で きるか らで あ る。 妻 の受 け手 は,こ の よ う な事 態

を恐 れ るの で あ り,身 にふ りか か って きた災 厄 の原 因 が,妻 の与 え手 に あ る こと がわ

か ると,家 畜 や 金 を お くる ことに よ って,妻 の与 え 手 の許 しを こう こ とに つ とあ る。

　 農 耕 儀 礼 の文化 表象 に した が う な らば,タ ナ ・ワ ト ゥは,女 性 と して の 作 物 を人 間

に あ た え て くれ る妻 の 与 え手 と して 思 い え が か れ る。 に もか か わ らず,人 間 は,タ ナ

・ワ トゥに 対 して 開墾 とい う破 壊 行 為 を お こな う(開 墾 を お こな う ことに ,人 々 が 強

い 恐怖 を感 じて い る こ と は,3・1・15で の べ て お い た とお りで あ る)。 そ うで あ るな

らば,タ ナ ・ワ トゥ が,無 礼 を は た らい た 妻 の 受 け手 と して の 人間 に,病 気 を は じめ

とす る災 禍 を もた ら し,家 畜 や金 を も と めて 飛 び ま わ る の は当 然 だ とい え よ う。 開墾

の時 期 とか さな りあ う不 吉 な季 節 の到 来 は,農 耕 儀 礼 の文 化 表象 が 含意 す る,こ の よ

うな イ メ ー ジの集合 で あ るよ うに 思 わ れ る。

　 3・2・5　 イ ネ ・レケ

　 イ ネ ・レケ が さか ん に や って くるの は,8月 か ら10月 に か けて の 時 期 で あ ると い う

点で,人 々の 意見 は一 致 して い る。 だ が,イ ネ ・レケ は,そ の後 も しば しば姿 を みせ,

稲 の 収 穫 が 終 了 す る5月 こ ろ まで,出 没 を く りか え す の だ と いわ れ る。

　 農 耕 儀 礼 の 文化 表象 に した が う な らば,こ の 時 期 は,ウ ラ ・レジ ャの 存在 を人 々 が

もっ と も身 近 に 感 じる時 期 に ほか な らな い。 つ ま り,男 性 は,ウ ラ ・レ ジ ャと と もに
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開墾 を お こな い(3・1・15参 照),タ ナ ・ワ ト ゥに 供 え る米 や 飯 を ウ ラ ・レジ ャと共

有 す る(3・1・14参 照)。 これ に くわ え,畑 で 成 育 す る作 物 は,す で に のべ た よ うに,

ウラ ・レ ジ ャ(ポ ロ ・リア)の 庇 護 を うけ て い る(3・1・2参 照)。

　 イ ネ ・レケ の来 訪 は,こ の よ うな解 釈 が 含 意 す る イ メ ー ジの 集合 な の だ と考 え られ

る。 そ れ とい うの も,イ ネ ・レケ の起 源 神 話 に よれ ば,イ ネ ♪ レケ は,一 種 の ポ ロ ・

リア と して 説 明 され るか らで あ る(1・3・3参 照)。

　 ンブ リ地 域 の ジ ョカ ・ジ ュ ー とよ ば れ る儀 礼(3・1・16参 照)は,間 接 的に で は あ

る が,こ の よ うな説 明 を支 持 して くれ るよ うに思 わ れ る。 なぜ な らば,ジ ュー ・ア ン

ギ は,イ ネ ・レケ と 同一 視 され る存在 で あ る こ とに くわ え,ジ ョカ ・ジ ューで は,リ

セ地 域 に お け るポ オ と お な じよ うな儀 礼 行 為 が,ジ ュ ー ・ア ン ギ との 関連 で お こ なわ

れ るか らで あ る。

　 3・2・6　 農耕 儀 礼 の 文 化 表 象 と の 関連

　 以 上 の よ うな論 述 か らあ き らか な よ うに,バ ル ・レエの 到来,モ ロ ・ンゲ レの来 訪,

タナ ・ワ トゥ ・ガ カの 発 生,イ ネ ・レ ケの 来 訪 とい った 季 節 的 信 念 の サ イ クル は,農

耕 儀 礼 の文 化 表 象 が 含 意 す るイ メ ー ジの 集合 な の だ とい え る。 換言 す るな らば,季 節

的信 念 は,農 耕 儀 礼 の 文化 表象 を想 定 しな けれ ば,ア ドホ ックな か た ちで しか 説 明 し

よ うの な い 現象 で あ り,そ れ ゆえ に,3・1で 提 示 され た よ うな解 釈 の正 しさ を,間

接 的に で はあ るが,証 明 して い るよ うに 思 わ れ る233)。

　 3・3　 儀 礼 に よ る 差 異 化

　 3・3・1　 村 落 共 同体 内 の儀 礼

　 リオ族(リ セ地域)の 人 々 は,農 耕儀 礼 の文 化 表 象 や それ が 含 意 す る季 節 的信 念 の

なか で,神 々 を は じめ とす る人 間 以 外 の 存在 と相 互 交渉 を お こな う。 しか しな が ら,

人 々 は,差 異 化 され る こ との な い一 様 な 存 在 と して,人 間 以 外 の 存在 者 と ま じわ りあ

うので はな い。 以下 で は,本 章 に お け る これ まで の論 述 に 補 足 を くわ え なが ら,農 耕

儀 礼 の 文 化 表 象 が 内包 す る,こ の差 異 化 とい う問 題 を 正 面か ら と りあ げ る ことに した

233)ま た,3・1で 提 示 さ れ た農 耕 儀礼 の文 化表 象 につ い て は,つ ぎの よ うに のべ る こと もで き

る。 本稿 で は,ほ とん ど とい って よ い ほ ど比 較研 究 の手法 を も ちい なか った 。 だ が,東 イ ン ド

ネ シア を対 象 とす る民 族 誌 に は,農 耕 儀 礼 の文 化 表 象 と数 多 くの点 で 一 致 す る 内容 がふ くまれ

て い るの で あ る。 したが って,3・1で 提示 され た 農耕 儀 礼 の文 化 表 象 に は,ほ とん ど とい

って よ い ほ ど新 鮮 味 がな い ので あ る[cf.e.g・BARNES 1974; FORTH 1981 ;Fox(ed・) 1980;

Hicxs 1976 ,1984; TxnvsE 1985]o
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い。

　 すで に の べ た よ うに,農 耕 儀 礼 は,ウ ェ ワ(首 長 を代 表者 とす る父 系 リネ ー ジ)と

トゥカ(そ の 下位 分 節 体)の 成 員 に よ って主 催 され るr村 落共 同体 内の農 耕 儀 礼 」 と,

そ れ以 外 の 儀 礼,つ ま り,パ イ ・ポオ,ポ オ ・リア,ポ オ ・ロ オ,ラ ゴ ・ポ オ,パ キ

をふ くむ 「村 落共 同体 間 の 農 耕儀 礼 」に 分 類 され る。 前者 の 儀 礼 は,村 落 共 同体 の 内

部 で お こなわ れ る儀 礼 で あ り,そ れ に 参加 す る人 々 の範 囲 が,村 落 共 同体 の外 に ま で

ひ ろが る こ とは な い234)。 これ に 対 して,後 者 の 儀 礼 は,村 落 共 同体 の範 囲を こえ,

リセ ・ンゴ ンデ ・リアに居 住 す る人 々の全 体 を ま き こんで お こなわ れ る。

　 村 落 共 同体 内の 農 耕 儀 礼 の文 化 表象 に おい て,作 物 は,そ の 母 で あ るタ ナ ・ワ トゥ

か ら生 ま れ,結 婚 をへ て,死 に い た る女 性 と して 思 い え がか れ る。言 葉 を か え るな ら

ば,村 落 共 同体 内 の農 耕 儀 礼 は,女 性 と して の 作物 を対 象 とす る通過 儀 礼 な の で あ る。

村 落共 同 体 内 の農 耕儀 礼 を主 催 で き るの は,ウ ェワ の成 員 だ け で あ り,そ れ 以 外 の者

が 村 落 共 同体 内の 農 耕 儀 礼 を お こな う こと は禁 止 されて い る。 した が って,ウ ェ ワは,

村 落 共 同体 を構 成 す る さま ざ ま な集 団 のな か で,作 物 を女 性 と して あつ か い,そ の父

母 で あ る神 々(ウ ラ ・レ ジ ャ とタ ナ ・ワ トゥ)か ら妻 と して う け とる こ との で き る唯

一 の 集 団 な ので あ る
。 換言 す るな らば,神 々 と ウ ェ ワは,妻 の 与 え手 と受 け手 の 関係

に た つ の で あ り,こ の 神 々 との婚 姻 連 帯 は,ウ ェ ワ に よ って い わ ば独 占 され て い るの

で あ る。

　 だ が,ウ ェワに と って 妻 の 与 え手 の 関係 に た つ 集 団 が,村 落 共 同体 の なか に存 在 す

る な らば,こ の よ うな 神 々 との排 他 的 な関 係 を 保持 す る こ と はで きな くな る。 な ぜ な

らば,そ の よ う な集 団 は,ウ ェ ワに と って 神 々と お な じ位 置(も しくは神 々に よ り近

い 位 置)を しめ る こ とに な るか らで あ る。 口頭伝 承 に した が う な らば,ウ ェ ワ ・ン ド

リ ・ワ ンゲ の始 祖 で あ る ン ド リ ・ワ ンゲ は,妻 の与 え手 の 関係 に あ った ロ ウ ォ ・コ レ

人 を 村 落 共 同体 か ら追 放 した とい わ れ るが(1・1・6参 照),そ の 目的 は,神 々 との

排 他 的 な 関係 を 確 立 す る こ とに あ ったの だ と考 え られ る。

　 つ ぎに,ウ ェ ワの 成 員 に よ って 遂 行 され る儀 礼 の 内部 に 目を む けてみ る ことに しよ

う。 ウ ェ ワは,ト ゥカ(サ ブ ・ リネ ー ジ)に 区分 され,そ の代 表者 は,通 常 の 畑(ウ

マ)と は こ とな る儀 礼 畑 を 耕作 す る。 そ して,ト ゥカ の代 表 者 は,こ の儀 礼畑 を対 象

と して,ピ レ ・ウマ,ペ サ ・ウタ,ピ グ,ミ ー ・ア レ,ピ グ ・ウェ ラとい った儀 礼 を

234)前 章でのべたように,村 落共同体の外 に居住す るウェワの成員が,ン バマ の ときに里帰 り

をおこな うという現象 がみられる。だが,こ のような現象 は,あ くまで も部分的なもの にす ぎ

ない。それ というのも,図7で は,い っさい捨象 して しま ったが,ウ ェワ ・ン ドリ ・ワンゲの

成員 のなかで,村 落共 同体に居住 している成 員は,村 落共同体に居住 して いない成員よ りも少

ないのである。
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主 催 す るわ けで あ るが,こ れ らの儀 礼 に 参 加 す るの は,ト ゥカ の 成員 に 限定 され る。

これ に対 して,首 長(村 落共 同体 の長)が 主催 す る儀 礼 は,通 常 の畑 や儀 礼 畑 と は こ

とな る祭 祀 畑 を 対 象 と して お こな われ,そ れ に参 加 す る人 々の範 囲 は,村 落 共 同体 の

全 成 員(ウ ェ ワ の成 員 と ウ ェ ワの 関係 者)に まで 拡大 され る。

　 この よ うな儀 礼 に おい て,主 催 者 で あ る首 長 は,は っ き りと他 の 参 加者 た ち か ら区

別 され る。 首 長 が 主 催 す る儀 礼 に は,タ ナ ・ワ ト ゥと同一 視 され る よ うな役 割 を はた

す ロ ウ ォ ・コ レ人 の女(マ リア ・ウタ)が 登 場 す るわ けで あ る が,こ の首 長 と ロウ ォ

・コ レ人 の 女 との密 接 な 関係 は,ン バ マ儀 礼(ン バ マ ・カ ー ・コ エ,ン バ マ ・カ ー ・

ウェ サ,ン バ マ)に お いて も っ と も鮮 明 な もの に な る。 そ れ と い う の も,ロ ウ ォ ・コ

レ人 の女 は,首 長(ヤ コブ ・ン ド リ ・ワ ンゲ)の た めだ けに,6つ の 釜 で 飯 を炊 くか

らで あ る。 そ の ひ とつ は,ポ ド ・プ ウ(す べ て の土 釜 の 根 幹 を な す釜)と よば れ,オ

ネ ・リアに あ つ ま った 男 た ちは,死 の危 険 に お び えな が ら,こ の ポ ド ・プ ウで 炊 か れ

た飯 を食 べ る。 ンバ マ は,ケ レに 相 当 す る儀 礼 で あ り,ケ レで は,妻 の 与 え手 集 団 を

代 表 す る女 性 が 飯 を炊 き,妻 の受 け手 は,ン バマ の と き とお な じよ うに,そ の 飯 を 死

の危 険 に お び え なが ら食 べ る。 したが って,ポ ド ・プ ウを 所 有 す る首 長 は,神 々(ウ

ラ ・レ ジ ャとタ ナ ・ワ トゥ)を 妻 の与 え手 とす る集団(ウ ェ ワ)の 代 表 者 と して,ウ

ェ ワの 成員 のだ れ よ りも神 々 と親 密 な 関係 に あ るの だ とい え る。

　 そ れ と同 時に,こ こで 指摘 して おか な けれ ば な らな いの は,ン バ マで は ウ ェ ワ の成

員 と ウ ェ ワの 関係 者 との 区 別 が あ い ま いに な って しま う ことで あ る。 オ ネ ・リア は,

ウ ェ ワの全 成員 のた めの 家 で あ り,ン バ マ は,オ ネ ・リアを 祭 場 と して お こな われ る。

だ が,ン バ マ に は,ウ ェワの 関 係者(1・1・5参 照)も 参 加 し,か れ らは,ウ ェ ワの

成 員 と ま った くお な じよ うに,ポ ド ・プ ウの 飯 を 食 べ,飯 と 肉の 分 配 に あ ず か る。 ま

た,ン バ マ で は,飯 の共 食 を とお して,ウ ェワ の成 員 と ロ ウ ォ ・コ レ人 の後 継 者,扶

養 者 と被 扶 養 者,ラ シ氏 族 の成 員+奴 隷層 と そ れ以 外 の者 が 区分 され る ことに な るが,

す で に のべ た よ うに,こ の 区分 は,か な らず しも絶 対 的 な もの とはい え な い(3・1・

8参 照)。

　 3・3・2　 村落 共 同体 間 の 儀 礼

　 ポオ ・リア に お け る ク ラ ・ヘ ナ(米 を 計 量 す る儀 礼)の 方法 に は,3つ の種 類 が あ

り,ど の首 長 に は,ど の方 法 が も ちい られ な けれ ば な らない か が きま って いた 。 この

クラ ・ヘ ナ に お け る米 の 授 受 を とお して,首 長 た ちは,a)タ ナ ・ワ トゥと 同一 視 さ

れ るハ ゴ ・ワ ウォ,b)タ ナ ・ワ トゥと ご く近 い 関係 に あ る とみ な され る リア ・べ 一
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ワ,c)タ ナ ・ワ トゥ,ハ ゴ ・ワ ウ ォ,リ ア ・ベ ー ワに米 を あ た え る首 長,　 d)リ ア

・べ 一 ワに米 を あ た え る 首 長 とい う4つ の カ テ ゴ リーに 区 分 され る　 (2・10・6参

照)。

　 ま た,ク ラ ・ヘ ナ が 何回 お こ なわ れ るか に よ って,首 長 た ちは,a)6回 の ク ラ ・

ヘ ナ がお こな わ れ る首 長(リ ア ・ベ ー ワ),b)3回 の ク ラ ・ヘ ナが お こな わ れ る首

長,c)1回 の ク ラ ・ヘ ナが お こな わ れ る首 長 とい う3つ の カ テ ゴ リーに 分 類 され る

(2・10・6参 照)。 しか しな が ら,ク ラ ・ヘ ナの 回 数 は,米 の授 受 とは こ とな り,

首 長 た ちを 明 確 に 区分 す る も の と はい え な い。 な ぜ な らば,ク ラ ・ヘ ナが 何 回 お こわ

れ るかに よ って,タ ナ ・ワ トゥに 供 え るべ きア レ ・ポオ の 本 数 が きま って くるわ け で

あ る が,そ の 量 の ち が い は,た か だ か数 本 に す ぎな い 。 これ に くわ え,6回 の ク ラ ・

ヘ ナが お こ なわ れ る首長 と い え ど も,「 雨水 の飯 」 と して 供 出す る ア レ ・ポ オ は1本

で じ ゅうぶ ん な の で あ る。 ま た,一 般 民 が1本 以 上 の ア レ ・ポ オ を供 出 して はな らな

い とい う規 則 もない 。

　 すで に のべ た よ うに,リ セ地 域 に は,政 治共 同体 の全 体 を ま き こん だ形 で お こ なわ

れ る農 耕 儀 礼 は存 在 しな い。 だ が,ポ オ ・リア に は,リ セ ・クル ・ラ ンデに 居 住 す る

モ サ ・ラキ ・プ ウ とモ サ ・ラキ ・イ ネ ・アメ とい う2人 の 首 長 が 参加 し,か れ らは,

ハ ゴ ・ワ ウォ と リア ・ベー ワに あ た え るた めの米 を計 量 す る。 ま た,招 待 され る こ と

はな い が,リ セ ・ロウ ォ ・ボ ラに居 住す る首長 た ち も,リ セ・ンゴ ンデ ・リァ の ポ オ ・

リア に参 加 す る ことが 禁 じられ て い るわ けで は な い235)。 した が って,　 °オ ・リア は,

リセ ・ンゴ ンデ ・リア の 内部 で お こなわ れ る儀 礼で は あ る が,政 治 共 同体 の儀 礼 と し

て の 性 格 を も って い るの で あ り,少 な くと も リセ ・クル ・ラン デに 居 住 す る2人 の首

長 た ちは,米 の計 量 を とお して,ハ ゴ ・ワ ウ ォが タ ナ ・ワ トゥと 同一 視 され る こと や,

リア ・ベ ー ワが タ ナ ・ワ トゥと ご く近 い 関係 に あ る こ とを 承認 して い るの だ とい え る。

　 つ ぎに,パ キに 目を む けて み る こ とに しよ う。 パ キ は,ウ ォ ロ ・レレ村 に居 住 す る

リア ・ベ ー ワ(の 代 行 者)に よ って 遂行 され る簡 素 な 儀 礼 で あ り,リ セ ・ンゴ ンデ ・

リアに 居 住 す る人 々がパ キ の儀 礼 に 参 集 す るわ けで はな い。 しか しなが ら,リ セ ・ン

ゴ ンデ ・リア の全 住 民 は,パ キの まえ に種 ま きを お こ な う こ とが禁 止 され て お り,ウ

ォ ロ ・レ レ村 の リア ・ベ ー ワと ム ラ ・ワ トゥ村 の リア ・ベ ー ワは,こ の禁 忌 が ま も ら

れ て い るか ど うか を共 同で 監 視 す る236)。 した が って,リ セ ・ンゴ ンデ ・リア の 住 民

235)本 稿で はくわ しくのべることはできないが,リ セ ・ロ ウォ ・ボラに居住す る首長 とリセ ・ン

ゴンデ ・リアに居住する首長 との関係 が疎遠である理 由は,政 治共 同体の内部構成に由来する

というよ りはむ しろ,偶 発的でかつ歴史的要因 によるものだ といえ る。

236)正 確 にのべるな らば,「監視 していた」 というのがただ しい。なぜな らば,リ ア ・ペーワは,

現在では,禁 忌がまもられて いるかど うかを,き び しく監視 しているとはいえないからである。
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は,こ の禁忌 に したが う ことを とお して,パ キ の儀 礼 に参 加 して い るの だ とい え る。

　 すで にの べ た よ うに,パ キ は,埋 葬 の と きに お こ なわ れ るパ キ ・タナ ・デ タ ・ワ ト

ゥに 相 当す る儀 礼で あ り,こ の 儀 礼 は,妻 の与 え手 の代 表者 に よ って 遂 行 され る。 そ

うで あ る な らば,ウ ォ ロ ・レ レ村 の リア ・ベ ー ワと ム ラ ・ワ トゥ村 の リア ・ベ ー ワは,

リセ ・ンゴ ン デ ・リア の全 住 民 に と って,妻 と して の作 物 をあ た え る神 々 の側 に 属 す

者 と して 思 い えが か れ る ことに なろ う。

　 3・4　 儀 礼 の 規 則 の 位 置 づ け

　 3・4・1　 日常 の 社会 生 活 に お け る首長

　 以 上 の よ うな論 述 か らあ き らか な よ うに,農 耕 儀 礼 の参 加 者 た ち は,農 耕 儀 礼 の文

化 表 象 のな か で 神 々と ど の程 度 近接 した 関係 に あ るか に よ って差 異 化 され,そ れ ぞれ

の地 位 を しめ る ことに な る。 だ が,農 耕 儀 礼 に 参 加 す る者 は,神 々 と の遠 近 関 係 とい

う尺 度 の上 に 等 間 隔 で分 布 して い るわ け で はな い。 つ ま り,神 々 と同一 視 され た り,

ご く近 しい 関係 に あ る とみ な され る者 は ご くわ ず かで あ り,そ れ 以外 の者 は,人 間 の

側 に属 す者 と して 一 括 され る ことに な る。 この よ うな差 異 化 は,日 常 の 社会 生 活 と ど

の よ うな 関係 を も って い るので あ ろ うか237》。

　 ハ ゴ ・ワ ウ ォや ロ ウォ ・コ レ人 の女 は,日 常 の 社会 生 活で は,一 般 の 女 性 とお な じ

よ うに,家 事,育 児,そ れ に農 作業 と い った 活 動 に従 事 す る238)。 す で に の べ た よ う

に,ハ ゴ ・ワ ウ ォは,現 在 で は 正 式 の夫 を も って お り,日 常 の社 会 生 活 にお け るハ ゴ

・ワ ウ ォと一 般 の 既婚 女 性 との 相 違 点 は
,も は や 消失 した とい って も過 言 で はな い。

ま た,祭 祀 畑 で の種 ま きが お こなわ れ る と,ロ ウ ォ ・コレ人 の女 は,ミ ー ・アエ に い

た るま で の あ い だ,ヤ ムイ モ を食 べ る こ とが 禁 止 され る。 だが,こ の禁 忌 に して も,

ロ ウ ォ ・コ レ人 の女 とそ れ以 外 の女 性 とを 区 分 す るだ けの 効 力 は もた な い。 なぜ な ら

ば,こ の 禁 忌 を お か す こと は,自 分 の身 を あ や う くす る だ け の結 果 しか もた ら さな い

か らで あ る239)。

　 これに 対 して,首 長(村 落 共 同体 の長)の はた す 役 割 は,き わ めて 重要 で あ る。 首

237)以 下でつかわれ るのとおな じ資料を,筆 者 は,か つてべつな視点か らま とめた ことがある

[杉島1987a,1987b]。

238)儀 礼畑の種 まきにおいて重要 な役割をはたす アグネス ・ジャワが,こ こで は言及 されてい

ない。その理由は,女 性 は,作 物にたとえ られ るがゆえに,埋 葬され る作物 と同一視 され るこ

とは,ア グネス ・ジャワを他の女性 か ら差異化す るものではないことにある。

239)こ のような農耕儀礼 における 女性の役割を,東 イ ンドネ シアの 各地か ら報告 されている二

重主権 の問題 として とらえるべ きであるのか,あ るいは,た んなる ジェ ンダーの問題 として と

らえ るべきなのか という点 については っきりしたことをのべ るには,も う少 し比較研究の材料

をあっめることが必要である。
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長 は,村 落 共 同 体 の領 地 の所 有 者 と して,耕 地 を配 分 す る権 限 を も って い る。 した が

って,村 落 共 同 体 に居 住 す る人 々 は,首 長 の許 可 を えた うえ で な けれ ば,開 墾 を お こ

な う こと がで きな い の で あ る240)。 ま た,首 長 は,村 落 共 同 体 の な かで 発生 す る さま

ざ ま な係 争 の 裁 定者 で もあ り,た とえ ば,作 物 や財 物 の 窃 盗,近 親 相 姦 や 強 姦 とい っ

た非 合 法 的 な性 交 渉,そ れ に傷 害 事 件 な どが お こ った場 合,首 長 は,訓 戒 を あ たえ た

り,賠 償金 の支 払 い を 命 じた り,一 定 の 処 罰 を 課 した りす る。 これ に くわ え,現 在 で

は警察 の手 に ゆ だね られ る殺 人 事件 につ い て も,過 去 に おい て は 首長 が裁 定 を くだ し

て い た ので あ り,か つ て首 長 は,ウ ェ ラ ・ポ ロ ω伽 ρoJo(直 訳:妖 術者 殺 し;意 訳:

数 多 くの人 間 を死 に い た ら しめた妖 術 者 を 処 刑 す る こと)を お こな う権 限 も も って い

た。

　 首 長 は,以 上 で のべ た よ うな さ まざ ま な権 限(power)を タナ ・ワ トゥと 近 しい 関

係 を もつ 者 と して 行 使 す る。 た とえば,首 長 が 口 に す る言 葉 は,ウ ィ ウ ィ ・タ ナ ・ワ

ト ゥ wiwi tana watu(土 地 神 の 口)と よば れ るが,こ れ は,首 長 の言 葉 が,タ ナ ・ワ

トゥの言 葉 とひ と しい もの で あ る こと を意 味 す る。 つ ま り,首 長 の言 動 は,タ ナ ・ワ

トゥが,そ の根 拠(pu'u)を 正 しい(molo)と み と めるか ぎ り,タ ナ ・ワ トゥか らの 強

い 支 持 を え る ことが で き るの だ とい わ れ,こ の こ とは,ロ ンゴ ・ベイ ・ケ リ,ハ イ ・

セダ ゜メ シlonggo　 be'i　keli,　ha'i　seda　mesi(背 は山 に よ りか か り,足 を しっか りと海

に お しつ け る)と 表 現 され る。 だ が,首 長 に はむ か う者 に は,タ ナ ・カ ー ・ワ トゥ ・

プ サtang　 ka,watu pesa(タ ナ が食 べ,ワ ト ゥが食 す)と よば れ る懲 罰 的 な 死 が お とず

れ るの だ と いわ れ る(1・3・2参 照)。 これ に くわ え,村 落共 同体 の 領 地 の所 有者 で

あ る首 長 は,デ オ ・ポ ロ ・タ ナdeo　holo　tana(土 地 の頭 をに ぎ る者)と よば れ る が,

この 表 現 が タ ナ ・ワ トゥと ご く近 しい 関係 に あ る者 を 意味 す る こと は,す で に のべ た

と お りで あ る(1・3・2参 照)。

　 だ が,首 長 は,タ ナ ・ワ トゥに近 しい関 係 を もつ者 と して ば か りで な く,ウ ラ ・レ

ジ ャ と近 しい 関係 を もつ者 と して も,そ の 権 限 を行 使 す る よ うに 思 わ れ る。 非合 法 的

な 性 交 渉 が 発覚 した 場 合,首 長 は,男 性 の 当 事 者 に,謝 罪 の宴 を は り(na'u　 nena),女

性 の 当 事者 に ピニ ・ピ ピ,ラ ペ ・ニ アpini　pipi,　lape　nia(頬 を お お い,顔 を と ざ す)

とよ ば れ る支 払 いを お こな う よ うに 命ず る。 だ が,非 合 法 的 な 性 交 渉 が近 親 相 姦 に該

当 す る場合,男 性 の 当事者 は,首 長 に対 して トゥケ ・リル,ド ゥバ ・ウ ラtuke　liru,

dubaω 〃Zα(天 を お しあ げ,月 を さ さえ る)と よば れ る 支 払 いを お こなわ な け れば な

240)た だ し,各 トゥカにあたえ られているngebo　podoと よばれ る土地は,こ のか ぎりで はない

(1・1・5参 照)。
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らな くな る。 これ は,近 親 相 姦 を お こな った 男 性 が,「 天 に お しつ ぶ され ない よ うに」

(liru　ma'e　nggebhe)す るた めの支 払 い で あ り,こ の支 払 い を お こた るな らば,近 親 相

姦 を お こ な った 男性 に は,メ ア ・ベ ラ,ン ゴ リ ・キ ラmea　 bela,　ngoli　kila(落 雷 に よ

る突 然死)が お とず れ る こ とに な る。 ま た,危 篤 状 態 に あ る者 を す くうに は,オ ネ ・

リア に お いて トワ ・リマ ・ ドゥア(天 空神 の手 を ほど く)と よば れ る儀 礼 が お こなわ

れ るが(3・1・9参 照),こ の儀 礼 をお こな うに は首 長 の許 可 が必 要 と な る。「ウ ラ ・

レ ジ ャに 抱 かれ る」 こ とに よ って,人 間 は死 へ とみ ちび か れ る こ とを 考 え るな らば,

首 長 は,間 接 的 に で は あ る が,ウ ラ ・レ ジ ャと近 しい 関係 を もつ もの と して,さ ま ざ

まな権 限 を行 使 して い るの だ とい え る。

　 つ ぎに,政 治 共 同体 の社 会 生 活 に おけ る リア ・ベ ー ワ(首 長)の 権 限 に つ い て のべ

る こ とに しよ う241)。 政 治 共 同体 の社会 生 活 に お いて も,リ ア ・べ 一 ワの はたす 役 割

は重要 で あ り,た とえ ば,領 地 の所 有権 を め ぐる争 い が 発 生 した 場 合,リ ァ ・ベ ー ワ

に は,裁 定 者 と して の 役割 が期 待 され る。 つ ま り,リ ァ ・ベー ワは,そ の 領地 に ま つ

わ る 「歴 史 」 を と きあ か し,真 の所 有者 が だ れで あ るか を 裁 定 す る権 限 を も って い る

ので あ る 。 そ れ と い うの も,リ ア ・ベ ー ワは,他 の政 治 共 同体 と の戦 争 を お こな う う

えで 戦 略 を た て242),実 際 の 戦 闘 に お いて は陣 頭 に た って 指 揮 を と り,戦 争 が 終 了 す

る と征 服 した 領地 を 戦 功者 た ちに配 分 す る,戦 争 の リーダ ーだ ったか らで あ る。 だ が,

政 治 共 同体 内外 の 紛 争 は,現 在 で は,エ ンデ県(Kabupaten　 Ende)の 県 都 で あ る エ

ン デEndeに 設 置 されて い る地方 裁 判 所(Pengadilan　 Ende)に も ち こま れ るケ ース

が 多 くな って い る。 しか しなが ら,そ の場 合 で も,リ ア ・ベ ー ワは,対 立 す る陣 営 の

一 方 も し くは 双方 か ら
,証 人 と して公 判 に 出席 す る こ とが もと め られ る。

　 リア ・ベ ー ワ は,こ う した権 限 を タ ナ ・ワ トゥと近 しい 関係 に あ る もの と して 行 使

す る。 リア ・ベ ー ワは,係 争 中 の問 題 に つ い て なに か わ か らない ことが あ った り,判

断 に ま よ う こ とが あ ると,夢 を と お して 「全 知」(mbe　o　lei　sazve)の 存 在 た るタ ナ ・ワ ト

ゥが 知 識 を さず け て くれ るの だ とい わ れ る。 この よ うな現 象 は,コ ベ ・ラカkobe　 laka

241)副 次的な首長をのぞいて も,リ セ地域 には,8人 の首長がおり(1・1・3お よび表2参 照),

ここで リア ・べ一ワだけを とりあげ ることは片手落 ちだ といえる。また,す でにのべたように,

首長間 には,競 合 ・敵対関係がうずまいてお り,個 別 に対話 をかわすな らば,か れ らは,自 分
こそが政治共 同体の 「ナ ンバーワ ン」であることを,さ まざまな理由を列挙 しながら力説する

はずであ る。だが,本 稿 は,リ セ ・ンゴンデ ・リアとマキ ・ン ドリ・ワ ンゲでおこなわれる農

耕儀礼 についての研究で あり,そ こに登場す る中心人物に焦点をあてることは,け っ して あや

ま りで はないはずである。そ して,こ の段落でのべ られ ることに異議をとなえる首長 は,ま ず

いないと考え られ る。いずれにせよ,政 治共 同体の全体的な構成を とりあつか う研究 は,べ つ

の機会におこな う必要 がある。

242)戦 争の勝敗を うらな う ト占を お こな う場所が,ウ ォロ ・レレ村のオネ ・リアに しかなか っ

たことを想起 されたい(1・4・3参 照)。
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(夜 が 助 け る)も し くはニ ピ 。テ ィnipi　tei(夢 見)と よば れ る。 つ ま り,リ ア ・べ 一

ワ の語 る言 葉 は,タ ナ ・ワ ト ゥの言 葉(ZPJZZPI2　tansωo'π)な ので あ り,リ ア ・ベ ー ワ

は,全 知 の人 間 で あ る ことが 期 待 され て い るので あ る243)。 また,タ ナ ・ワ トゥは,

ど こに ゆ くに も リア ・べ 一 ワ と行 動 を と もにす るた め に,リ ア ・ベ ー ワの お もむ く先

先 で は,ガ カgakaと よば れ るタ ナ ・ワ ト ゥの 鳴 き声 が 聞 か れ るの だ とい わ れ る。 こ

の よ う な現 象 は,ン バ ー ・ダ ィ,ロ ラ ・エ ン ガmba　 dai,　Lora　enga(歩 きて 守 り,行 き

て護 る),も し くは タ ナ ・ワ トゥ ・ムール ー,カ ミ ・ン ドゥーtana　 zvatu　mulu,　 kami

ndu(土 地 神 が 先 にゆ き,我 々 は後 に つ づ く)な どと表 現 され る244》。 これ に くわ え,

タ ナ ・ワ トゥ・メ リ 伽 σωα伽 解読(タ ナ ・ワ トゥが は い る)と よば れ る現 象 も 知 られ

て お り,こ れ は,妖 術者 の身 体 を ぬ け で た妖 術 者 の霊 魂(anaω67α)が 動物 の身 体 に は

い り こむ(1・3・2,注208参 照)の とお な じよ うに,土 地 をぬ けで た タ ナ ・ワ トゥが

身 体 の な か に はい りこむ た めに,首 長 が 神秘 的 な力 を もつ よ うに な る現 象 を意 味 す る。

　 3・4・2　 2次 ル ール と して の儀 礼 の規 則

　 以 上 で のべ た よ うに,首 長(村 落 共 同体 の 長 も しくは リア ・ベー ワ)は,神 々 と近

しい 関 係 を もつ 者 と して権 限 を行 使 す るわ けで あ るが,そ の基 盤 は,き わ め て脆 弱 だ

とい え る。 なぜ な ら ば,首 長 は,公 的 な 暴 力装 置 を も って い な い た め に,村 落 共 同体,

ウ ェ ワ(首 長 を代 表 者 とす る父 系 リネ ー ジ),も し くは トゥカ(ウ ェワ の下 位 分 節 体)

を 単 位 と して 反 乱 が くわ だ て られ る と,そ れ に 鎮 圧 を くわ え る こ とは,ほ と ん ど不 可

能 だか らで あ る。

　 そ の た めに,過 去 にお い て は,唯 一 の解 決 手 段 と して 戦 争 が お こな わ れ た わ けで あ

るが,こ の戦 争 で は,首 長 側 の 集 団 が敗 走 す る こ と もま れで は なか った 。 そ れ と い う

243)筆 者の質問に答 えることがで きないと,マ キ ・ン ドリ・ワンゲの 人 々が しばしば 口にする

のは,ヤ コブ ・ン ドリ ・ワンゲ な らば知 っているにちがいないとい う言葉であ った。

244)こ うした現象 については,つ ぎのよ うな逸話が数 かぎりな く存在する。 すでにのべたよ う

に,タ ナ ・ラ ンデは,首 長のすんでいない領地であるが,つ い最近まで,そ こにすむ人 々は,

タナ ・ランデを所有する首長が来訪 し,長 く滞在することを喜んだのだ といわれる。つま り,

タナ ・ランデの住民は,タ ナ ・ワ トゥが首長 とともに滞留するな らば,そ の結果と して豊作 が

もた らされることを期待 し,首 長の来訪 を歓迎 したのであ った。

また,つ ぎのような逸話 もきかれる。Kabupaten Endeの 県都であ るEndeで ひ らかれ る公

判 に証人 として喚 問されたヤ コブ ・ン ドリ・ワンゲが,ウ ォロ ・レレ村か らお りてきて,Ende

行 きのバスをまつ ために,Wolo Waru(図2参 照)に すむ ウォロ ・レレ村出身の中学校教師,
Benediktus Wangge(図7お よび表11参 照)の 家 に泊ま った ときのことであった。夜 になる と,

ガカとよばれるタナ ・ワトゥの鳴き声が何度 もきかれ,た だ ごとではない雰囲気があ った。だ

が,さ らにおどろいたことに,翌 朝,Ende行 きのバスにのる リア ・ベーワを見送ろうと して

玄 関先にでると,そ こは,一 面 の血だま りにな っていた。それが何の血であ るのかはわか らな

い。 しか しなが ら,リ ア・ベーワと対決 した人物は,敗 訴 して しま った。 このように,Benedi・

ktus Wanggeの 妻 は語 っていた。
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の も,婚 姻連 帯 の ネ ッ トワ ー クを ひろ げて お くな らば,政 治 共 同体 の 内外 か ら援 軍 を

よ び よせ る こと が可 能 だ った か らで あ る。 本 稿 で は くわ し くのべ る こ とはで き な い が,

口頭 で つ た え られ て い る リセ地 域 の 「歴 史 」 と は,首 長(の 側 に たつ 集 団)と そ れに

反 抗 を くわ だて る者(の 側 に たつ 集 団)と の抗 争 の 歴 史 で あ り,し た が って,政 治共

同体 の構 成 は,つ ね に 過程 の なか に あ った ので あ る。

　 そ うで あ る な らば,首 長 が権 限 を行 使で き るの は,そ うす る ことを 人 々が う けい れ

て い るか ぎ りに おい て な の だ とい え るが,農 耕 儀 礼 は,こ の こ とを社 会 的に 承 認 す る

重 要 な機 会 の ひ とつ に ほか な らな い245)。 なぜ な らば,農 耕 儀 礼 の 文化 表象 に お いて,

首 長 は,ほ か の誰 よ り も神 々 と近 しい 関係 に あ る者 と して 差 異 化 され る か らで あ る。

　 農 耕儀 礼 を この よ うなか た ちで と らえ る な らば,農 耕 儀 礼 を お こな うと きに遵 守 さ

れ る儀 礼 の規 則(序 言 参 照)を,法 学,社 会 学,哲 学 とい った さまざ まな 分 野 に影 響

を お よ ぼ して きた,社 会 的 ル ール(social　 rule)に 関 す る ハ ー トの 議 論 と 関 連 づ け る

こ とが可 能 に な る246)。

　 周 知 の よ うに,ハ ー トは,さ まざ ま な法 ・社 会 現象 を解 明す るた め のモ デル と して,

1次 ル ール(primary　 rule)と2次 ル ール(secondary　 rule)の 結合 か らな る法 体 系

のモ デル を 提 示 した。 ユ次 ル ール とは,社 会 生 活 の 基 底 に あ って,人 々の行 為 を方 向

づ け る よ うな 規 則 の総 体 を意 味 す る。 ま た,2次 ル ー ル とは,1次 ル ール に さま ざ ま

なか た ちで 関 与 す る 「メ タ ・ル ール 」[守 屋 　 1981:54]の 総 称 で あ り,そ の なか に

は,1次 ル ー ル を変 更 す る権 限(power)を 個 人 や集 団 に 付 与 す る 「変 更 のル ール 」

(rule　of　change),1次 ル ール が 破 られ た か ど うか を 判 断 す る権 限 を個 人 に 付 与 す る

　「裁 定 のル ール 」(rule　of　a(ijudication),な に が 妥 当 な1次 ル ール で あ るか を確 認 す

るた め の 「承 認 の ル ー ル 」(rule　of　recognition)と い う3種 類 の規 則 が ふ くま れて い

る と した[HART　 1961:77-107;橋 爪 　 1985:119-137]。

　 この ハ ー トの モ デル に つ い て は,数 多 くの 批 判 的 な議 論 が か わ され て お り[Cf　 e.9・

245)現 在では,ま れに しかお こなわれな くなってお り,筆 者は実見することがで きなか ったが,

かつては,首 長たちがおたがいの地位を相互に確認 しあ う機会が数多 くあ った。たとえば,首

長の継承儀礼(nuka pulu ,gawi sia)や 首長の地位をあ らた にもうけるための儀礼(ω α雇 」α紛

では,水 牛を はじめ とす る獣肉の分配儀礼があ り,分 配 される肉の部位によ って,首 長た ちの

地位の相互承認がおこなわれたのであ り,も っとも高い価値を もつ ρ螺Temaと よばれ る部位

は,半 分に切 られ,2入 の リア ・ベーワにあたえ られた。 また,オ ネ・リアの新築(kemabare)

をは じめとするさまざまな機会におこなわれていた ん01諏oげ(土に穴を ほり,タ ナ ・ワ トゥに

供物を供える儀礼)で は,だ れが穴を ほり,だ れが最初にタナ ・ワ トゥに供物を供えるかによ

ってタナ ・ワ トゥとの近接 関係が相互 に承認 されていた。

246)そ の量 はあまりにも多いので,文 献を列挙 す ることはさ しひ かえるが,た とえば,橋 爪

[1985,1986]で は示唆 的な議論が展開されている。また,規 則 に関するハー トの議論は,ブ ラ

ック,ロ ールズ,サ ール らの議論BLACK 1962; RAwLs 1955; SEARLE 1969]と も密接な関係

を もって いるように思われる[Cf森 際1981,1981-1983]。
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voN　 WRIGHT　 1971;森 際　 1981,1981-1983],筆 者 も,と くに2次 ル ール の 内容

区分 の定 式 化 に つ いて は多 大 の疑 問 が あ る。 だ が,農 耕 儀 礼 を お こな うと きに 遵 守 さ

れ る儀 礼 の 規 則 を,一 種 の2次 ル ール も し くは メ タ ・ル ール と して位 置づ け る こ とは,

儀 礼 の 規 則 を位 置 づ け る も っと も簡 明な 方 法 だ と考 え られ る。

　 すで にの べ た よ うに,日 常 の 社会 生 活 に お い て,首 長(村 落共 同 体 の長 ない しは リ

ア ・ベ ー ワ)は,神 々(ウ ラ ・レ ジ ャ,タ ナ ・ワ トゥ)と 近 しい 関係 を もつ 者 と して,

裁定 を は じ め とす る さま ざ ま な権 限 を 行使 す る。 そ して,農 耕 儀 礼 の 文化 表象 に おい

て,首 長 は,神 々 と近 しい関 係 を もつ者 と して 差 異 化 され る。 した が って,ハ ー トの

定 義す る裁 定 のル ール と完 全 に か さな りあ うわ け で は な い が,し か じか の者 が 神 々 と

近 しい 関係 に あ る こ とを社 会 的 に 承認 す る機 会 儂 耕儀 礼)を な りたた せ て い る と い

う意 味で,儀 礼 の規 則 は,裁 定 の ル ール とに て い ると い うべ きで あ ろ う。

　 ま た,儀 礼 の 規 則 は,つ ぎに の べ るよ う な意 味 で,承 認 のル ール だ とい う こと もで

きる。 首 長 は,日 常 の社 会 生 活 に お い て,ル ール が や ぶ られ た とい う事 実 に つ いて 権

威 的 な決 定 を くだ す わ けで あ るが,「 この決 定 は,な に が ル ー ルで あ るか に つ い て の

権 威 的 な 決定 と み な され ざ るを えな い」[HART　 l961:94-95]。 それ ゆ え に,裁 定

者 と して の権 限を 首長 に付 与 す る儀 礼 の 規則 は,間 接 的に で は あ るが,な に が1次

ル ール で あ るか を確 認 す るた めの承 認 のル ール で もあ る の だ と い え よ う[Cf　 HART

1961:95]0

　 した が って,農 耕 儀 礼 に参 与 しな い ことは,首 長 の権 限 に 対 す る反 抗 的 な意 思 の 表

明 とな るので あ り,た とえ ば,つ ぎに の べ るよ う な 「歴 史 」 伝 承 な ど は,そ の 好 例 だ

とい え る。 マ ング氏 族(Ana　 Mangu)が タ ナ ・ロガTana　 Rogaか ら追 い だ され る

こ とに な った(表1,図4参 照)き っか けは,か れ らが,ポ オ の禁 忌(Aire　 po'o)に し

た がわ ず に,火 入 れを お こな った ことに あ る。 当 時,リ ア ・ベー ワの地 位 に あ った の

は,ン ド リ ・ワ ンゲNdori　 Wangge(図4,図7参 照)で あ った。 この こ とをSenda

Woda　 Pula(表1,図4参 照)か ら知 ら され た ン ドリ ・ワ ンゲ は,マ ン グ氏 族 を い さ

め た。 だ が,マ ング氏 族 は,ン ドリ ・ワンゲ の ペ ニ ス は,コ コヤ シの 幹 の よ う に リア

・ベー ワria　bezva(大 き くて 長 い)な ど と い って,ン ドリ ・ワ ンゲ を罵 倒(noka}す

る態 度 に で た。 そ こで,ン ドリ ・ワ ンゲ は,フ ァタ ・ン ドポFata　 Ndopo村 に す む

モサ ・ラキ ・イ ネ ・ア メ(妻 の与 え手 の首長)に,ベ ラ ・ビマBela　 Bima(ビ マ の稲

妻)と い う名 前 の大 砲 を も って きて くれ るよ うに た の み,そ れ をつ か って か れ らを追

い は らった ので あ った。

　 ま た,つ ぎの よ うな例 も あ る。 筆 者 が調査 地 に は い る数年 ま え,ワ トゥ ・ネ ソ村 に
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す む モ サ ・ラキ ・ヘ ベ ・サニmosa　 laki　hebe　sani(最 下 流域 の首 長,表2参 照)が ポ

オ ・リア に 参 加 しな い と い う ことが お こった 。 これ は 意 図的 な行 為 で あ った。 そ れ と

い うの も,も し参 加 で き ない 正 当 な理 由が あ る な らば,代 理 人 をつ かわ す こと もで き

た か らで あ る。 だ が,モ サ ・ラ キ ・へ べ ・サ ニ は,代 理 人 を お くって こな か った。 ポ

オ ・リアの 翌 日,リ ア ・ベ ー ワで あ る ヤ コブ ・ン ドリ ・ワ ンゲ は,ウ ォ ロ ・レ レ村 を

お りて ワ トゥ ・ネ ソ村 に む か った。 モ サ ・ラキ ・へ べ ・サ ニ は,ワ トゥ ・ネ ソ村 に お

り,ヤ コブ ・ン ド リ ・ワ ンゲ が や って く るな り,豚 を 屠 殺 して,ポ オ ・リァ に 参 加 し

な か った こ とを 「謝 罪」(wale)し た。 モサ ・ラ キ ・ヘ ベ ・サニ が ポオ ・リア に 参 加

しな か った理 由は あ き らかで はな か った。 だ が,人 々 は,こ の モ サ ・ラキ ・ヘ ベ ・サ

ニ の行 為 を,リ ア ・ベ ー ワに対 す る反 抗 的 な意 志 の表 明 と して 理解 して い た。

　 結 語

　 こ れ まで の論 述 を ふ りか え って み る な らば,か な らずや,つ ぎ の よ うな疑 問 が うか

んで くる はずで あ る。 リオ族 の農 耕 儀 礼 を 解釈 す る こと は,そ うむず か しい ことで は

な く,ど の よ うに 解 釈 して よ い か見 当 もつ か な い儀 礼 の構 成要 素 は,ご くわず かで あ

る。 た か だか2年 あ ま りの 調 査 を お こな った者 が,こ う した実 感 を もつ の で あ れ ば,

半 世紀 以 上 もの あ い だ,リ オ族 の社 会 に 生 きつ づ け きた老 人 た ちに と って,農 耕 儀 礼

を解 釈 す る こ とは,け っ して む ず か しい作 業 で はな い は ずで あ る247)。

　 しか しなが ら,老 人 と い え ど も,儀 礼 の解 釈 を語 る こと は まれ で あ り248),「 この儀

礼 は 何 を 目的 と して い るのか 」(nggua　 ina　tau　apの,「 この儀 礼 の 『根 本』(意 味,存

在 理 由)は 何 なの か」(nggua　 ina　pu'u　kai　apa)と た ず ね る筆 者 に対 して,ほ とん どの

場合 「これ は我 々の や り方 で あ る」,「 これ は慣 習 で あ る」 と答 え るだ けで あ った 。 だ

が,人 々は,農 耕 儀 礼 の 文化 表 象 を 調 査者 に 対 して秘 密 に して い るので は ない。 リオ

族 の社会(と りわ け リセ地 域)に は,農 耕 サ イ クル の文 化 表 象 に つ い て語 りあ う とい

247)あ る と き,ヤ コブ ・ン ドリ ・ワ ンゲ は,イ ン ドネ シ ア語 で,筆 者 につ ぎの よ うに のべ た こ

とが あ った 。 「私 た ちに と って,儀 礼 を 理 解 す る こ と は簡 単な の です 。 それ は,す ぐに理 解 で

き るので す(lansung mengerti)。 そ の ため に は,ま ず,そ のな か に とび こん で みな け れ ば な り

ま せん(mesti terjun ke dalam)。 」

248)「 ま れ であ る」 と い う こ とは,老 人 た ちが完 全 に沈 黙 を た も って い るわ け で はな い こ とを 意

味す る 。 た とえ ば,「 ピレ ・ウマ にお い て コ ブ ミカ ンを 野 ネズ ミに こす りつ け るの は,野 ネズ

ミの歯 が痛 くな る よ う に(ngi'i nilu)す るた め で あ る」 とい った 解釈 や,「 ポ オ ・リア でつ かわ

れ るヘ ナ ・セ ンガ ・ジ ェブ の セ ンガ ・ジ ェブ とは,開 墾 を お こな うと い う意 味 であ る」,「 サ ワ

・タカ と して 海 に 流 され るの は,ニ トゥで あ る」 と い った解 釈 な どが 聞 かれ る。ま た,ヨ セ ブ
・ロワ によ る作 物 起源 神 話 の最 終 部分 は

,ペ サ ・ウタの 儀礼 に関 す る ヨセ ブ ・ロワの 解釈 だ と

い え る。
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う社 会 的 な 文脈 が そ もそ も存 在 しな い ので あ る。

　 この解 釈 の 容 易 さと,そ れ が語 られ な い とい う事 実 の 背 後 に は,い った い どの よ う

な問 題 が 存 在 す るの だ ろ うか 。

　 現 在,リ オ族 の 社会 は,学 校,教 会,市 場,都 市,そ れ に行 政 機 関 との 相互 交渉 を

と お して,以 前 に もま して 大 きな 変 化 を とげつ つ あ る。 焼畑 耕 作 に 依 存 す る自 給 自足

的 な生 活 は,程 度 の 低 い もの と み な され,現 金 収 入 を え る こ とに よ って,生 活 水 準 と

教 育程 度の 向 上 を は か ろ う とす る意 識 が め ば えつ つ あ る。 そ の た めに,山 間 部 に居 住

す る人 々 は,コ ー ヒー,ク ク イ ノ キ,チ ョウ ジ,カ カ オな ど と い った 換 金 作 物 の 栽 培

に熱 を い れ,平 野 部 に居 住 す る人 々 は,水 稲 耕 作 に よ りい っそ う の努 力 を 傾注 す る よ

うに な って きて い る。 した が って,焼 畑 耕 作 の サ イ クル と表 裏一 体 の 関係 に あ る農耕

儀 礼 は,し だ いに 人 々の 関心 を ひ きつ けな くな りつ つ あ るよ う に思 わ れ る。

　 ま た,リ オ 族 の居 住 地 域 は,県(kabupaten),郡(kecamatan),村(desa),そ れ に

村落 な どと い った 行政 単位 に 区分 され て お り,こ れ らの 行 政単 位 と行 政 機構 は,首 長

を 中心 とす る村 落 共 同 体 や政 治共 同体 の シス テ ムが 消失 して も,地 域 社 会 が 混 乱 に お

ちい らな い可 能 性 を 準 備 しつ つ あ る よ うに思 わ れ る。 また,筆 者 の 調査 期 間 中に は,

首 長 が 所 有 す る土 地 を分 割 し,個 人 登 記 を 実 現 しよ うとす る行 政 府 の意 向 が,そ れ ぞ

れ の行 政 村 に 下 達 され,こ の問 題 を話 しあ うた め の会 議 が行 政 府に よ っ て 開催 され て

い た。

　 これ に くわ え,農 耕儀 礼 を は じめ とす る伝 統 的 な儀 礼 を,異 教 徒 の 習慣(Sara　 ata

kafir)と して蔑 視 す る声 も聞 か れ な いわ けで は な く,ま だ少 数 派 で あ る とは い え,ア

タ ・ク ドゥスata　 kudus(敬 慶 な カ トリ ックの信 者)で あ るこ とを 自 認 す る人 々 は,何

か と理 由を つ けて,伝 統的 な儀 礼 に参 加 しな い態 度 をつ らぬ い て い る。 リセ地 域 で は,

ウ ラ ・レジ ャ(天 空 神)を 対 象 と す る儀 礼 が お こな わ れ な くな って きて い る が,こ の

現象 は,伝 統 的 な 儀 礼 を異 教 徒 の習 慣 とみ な す態 度 と,ふ か い と ころで 密 接 な 関 連 を

も って い る よ うに 思 わ れ る。 また,ン ボ ラ ・カ ド(タ ナ ・ワ トゥに あ た え られ た金)

は,タ ナ ・ワ トゥ と相 互 交渉 を お こな う うえで,き わ めて 重 要 な 財 物で あ るに もか か

わ らず,そ れ を 売 却 して しま った首 長 もか な りの数 に のぼ る249)。

　 以 上 の よ うな 事 実 を 総合 す るな らば,農 耕 儀 礼 を お こな う と きに遵 守 さ れ る儀 礼 の

規則 に 対 して,「 外 的 な視 点 」(external　 poillt　of　view)　 　 自分 自身 はル ール を う け

249)あ る老 人 は,タ ナ ・ワ トゥ ・ガ カ に関 す る 対話 の な かで,「 た くさん の ンボ ラ ・カ ドが 売 り

は らわ れ た た め に,い まで は,タ ナ ・ワ トゥ ・ガ カが,あ ま りお こ らな くな って しま った」 と

のべ て い た 。
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いれ て い な い観 察 者 の 視 点[HART　 1961::・ 　 　 　 にた つ 者 が ふ え て い る こ とは

た しか で あ るよ うに 思 わ れ る。 つ ま り,ア タ ・ク ドゥス の よ うに,儀 礼 の規 則 を完 全

に 拒 否 す る者(農 耕 儀 礼 に 参 加 しない者)や,儀 礼 の規 則 に 違 反 す る こと が,不 快 な

結 果 を もた らす ことを おそ れ て,い や い や なが ら農耕 儀 礼 に 参 加 す る者 は,と りわ け

若 者 た ちの あ い だ で は,か な りの数 に の ぼ る こ とが 予想 され る。 この 文 脈で 思 い だ さ

れ るの は,祭 祀 畑 の ピ グに お け る情景 で あ り,プ リプ ス ・ンベ テ は,「 血 ので る よ う

な 傷 を うけ る ぞ」 とい って,ふ ざけ て稲 刈 りを お こな って い る若 者 を た しな め た ので

あ った(2・9・6参 照)。

　 しか しなが ら,こ の ことを 論 拠 に,儀 礼 の解 釈 が語 られ な い ので は な く,解 釈 そ の

もの が お こな わ れ な くな って しま った と結 論 づ け る こ と はで きな い。 なぜ な らば,儀

礼 を 解 釈 す る こと は,す で に のべ た よ うに,そ うむず か しこ とで は な く,ま た,儀 礼

の 解 釈 が語 られ な い の は,リ オ族 にか ぎ った 現 象 で は ない か らで あ る。 つ ま り,筆 者

が 調 査 地 に お い て直 面 した よ うな状 況 は,マ ダ ガ ス カル の メ リナ族,ニ ュ ー ギニ ア の

ア ベ ラム 族,ケ ニ ア の ドゥル マ族,エ チオ ピアの ドル ゼ族 や ハ マ ル族 に お いて,ブ ロ

ッ ク[BLOCH　 1986:178],フ ォー ジ[FORGE　 1966:23],浜 本[浜 本 　 1989],ス

ペル ベル[SPERBER　 1975],ス トレ ッカ ー[STRECKER　 l　988]が 直面 した状 況 と き

わ めて 類 似 して い るので あ る。

　 そ こで,ま ず 考 え て み な けれ ば な らな い の は,農 耕 儀 礼 の解 釈 か ら導 き だ され る農

耕 儀 礼 の文 化 表 象 が,ど の よ うな 内容 を も って い るか とい う ことで あ る。 た と えば,

ピ レ ・ウマ の儀 礼 を 有 意 的 に す る に は,作 物 が人 間で あ る こ とや,土 地(タ ナ ・ワ ト

ゥ)が 作 物 を 出産 す る状 況 を 思 い えが か な けれ ば な らな い。 そ して,こ の よ う な仮 説

的 文脈 と結合 され る結 果,ピ レ ・ウマ は,作 物 の 誕生 と か か わ る儀 礼 行 為 と して解 釈

され る ことに な る。 しか しな が ら,稲 は,人 間 よ り もは るか に畑 とそ の 周 囲 に繁 茂 す

る ピーhiと よば れ るイ ネ科 の雑 草(チ ガ ヤ,Imperata cylindrica)と 類 似 して お り,

作 物 が芽 を だ す 状況 は,出 産 の 状 況 よ り も,チ ガ ヤが繁 茂 しは じめ る 状 況 と に て い

る。

　 お な じ こと は,他 の儀 礼 につ い て もい え る。 作 物 の収 穫 は,婚 姻 の最 終 段 階 と解 釈

され,竹 筒 をつ か って炊 か れ る飯 は,男 性 の 性 的 な 「水 」 と解 釈 され る。 そ して,種

ま き は,女 性 と して の 作 物 の埋 葬 と解 釈 され る。 だ が,解 釈 の 過程 か らい った ん 外 に

で る な らば,こ の よ うな イ メー ジが 構 成 され る必 然 性 は なに もな い。 つ ま り,飯 は た

ん な る飯 で あ り,作 物 の 収穫 は,婚 姻 の 過 程 とに て もにつ か ない もので あ り,種 ま き

は,コ ー ヒー,カ カ オ,チ ョウ ジな ど とい った 換金 作 物 の苗 をつ くる行 為 と ことな っ
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て い るわ けで は な い。 これ に くわ え,お な じ稲 の 栽 培 で あ りなが ら,水 稲 耕 作 の サ イ

クル は,農 耕 儀 礼 と は ま った く無 関係 にす す め られ て ゆ く(2・1参 照)。

　 以 上 の よ うな説 明 か ら あ き らが な よ うに,農 耕 儀 礼 の解 釈 を とお して 構 成 され る農

耕 儀 礼 の 文化 表 象 は,経 験 的 な知 識(empirical　 knowledge)と ま っ こ うか ら矛 盾 す

るの で あ り250),そ の 真偽 を経 験 的 な知 識 との 関連 で 問 うな らば,そ れ は,端 的 に い

って 偽 な の で あ る。 つ ま り,ど れ ほ どた くみに 語 られ よ う と も,経 験 的 な知 識 と関 連

づ け られ る と,農 耕 儀 礼 の文 化 表 象 は,ば かば か しい もの で あ る こと が あ らわ に な る

の で あ る。

　 だ が,農 耕 儀 礼 の文 化 表 象 を 語 るか わ りに,「 これ は慣 習(規 則 に した が う行 為)

で あ る」 との べ るか ぎ り,こ の よ うな 事 態 は お こ りえ な い。 な ぜ な らば,規 則 は,真

で も偽 で も な く,ま た,規 則 に したが う こと の背 後 に は,す で に のべ た よ うに,規 則

を 受 容 して い る(accept)と い う原 初 的 な 事 態 が 存在 す るだ け だか らで あ る。 ウ ィ ト

ゲ ン シュタ イ の言 葉 を か りる な らば,そ れ は,説 明 の 対 象 と は な りえ な い 「原現 象 」

(Urphanomen)な の で あ る251》。

　 ハ ー トは,2次 ル ール の ひ とつ で あ る承 認 のル ール に つ い て,つ ぎ の よ う にの べ て

い る。 承 認 の ル ール は,内 的視 点(internal　 point　 of　view)一 規 則 を行 為 の 指 針 と

して 受 容 して い る人 々 の視 点[HART　 l961:86-87]　 にた つ 者 に と って,そ れ 自

体,妥 当(valid)で も非妥 当(invalid)で もあ りえな い ので あ って,1次 ル ール が妥 当

で あ る こ とを 確認 す るた めに も ちい る ことが 適 当で あ る と して,た ん に 受容(simply

accepted)さ れ て い る だ けな の で あ る。 「承 認 の ル ール の妥 当性 は 『想 定 され て い る

が証 明 さ れ えな い』 と曖 昧 に のべ る ことで,こ の 単純 な事 実 を 表 現 す る こ とは,メ ー

トル に よ るす べ て の測 定 の究 極 的 な テス トで あ るパ リの メ ー トル 原 基 が そ れ 自 体 正

250)「 経 験 的知 識 」 とい う概 念 は,Sperber[1985b:83]か ら借 用 し,ま た,こ の段 落 を書 くに

あ た って は,Sperber[1985a,1985b]か ら着 想 をえ た 。

251)ウ ィ トゲ ン シュ タ イ ンは,つ ぎの よ うに の べて い る。「わ れ わ れ の 錯誤 は,事 実 を 〈原 現象 〉

とみ る べ き と ころ で,説 明 を求 め る とい うこ と。す なわ ち,か か る言 語 ゲ ー ムが お こな わ れて

い る,と い う言 うべ きと ころで 。」[WITTGENSTEIN 1976:332]

周 知 の よ うに,ウ ィ トゲ ン シュ タ イ ンは,言 語ゲ ー ムの基 礎 に は,規 則 に した が うとい うこ

とが あ る と考 えて い たわ け であ るが,規 則 に した が うこ とに つ いて,ウ ィ トゲ ン シ ュタ イ ンは,

た とえ ば,つ ぎの よ うな 言 葉を の こ して い る。

「『どの よ うに わ た しは規 則 に した が う こと がで きる のか 。』 も しこれ が原 因 に 関す る問 い

で な い と した ら,そ れ は,わy4/Vし が規 則 に従 って か く行 動 した こ との 正 当化 に関 す る問 い で あ

る。

わ た しが根 拠 づ け の委 細 を つ く した ので あれ ば,わ た しは確 固た る基盤 に達 して い るの で あ

り,わ た しの鋤 は そ りか え って しま う。 そ の と きわ た しは 『自分 はま さ に この よ うに行 動 す る

のだ 』 と言 い た くな る。」[WITTGENSTEIN l976:170]
の つ 　

「規 則 に したが って い る と き,わ た しは選 択 を しな い。 わ た しは規 則 に盲 目的 に した が って

い る のだ 。」tWIT'1'GENSTEIN 1976:171]
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しい こと は 想定 で き るが,け っ して 証 明 で き な い と い う の と に て い る」[HART

l961:105-106;Cf守 屋 　 1981:59]。 　 した が って,「 それ は慣 習で あ る」 と い う 表

現で,人 々 は,農 耕 儀 礼 が真 偽 を 問 う こと ので き ない 対 象で あ る とい う事 実 を 表 明 し

て い るの で あ る。

　 ここで 指 摘 して お か な け れば な らな い の は,真 偽 を 問 う こ とが で き ない とい う点で,

農 耕儀 礼 が,ス ペ ル ベル の い う 「引 用符 の なか の表 象 」(representation　 in　quotes)

[SPERBER　 1975:106]と ま った くおな じよ うに 作 用 す る とい う ことで あ る。 ス ペ ル

ベル は,つ ぎの よ うに のべ て い る。

　 「あ る 総合 命 題 が,そ れ を妥 当に した り,妥 当で な くす る,他 の総 合 命 題 と比較 さ

れ る こ とな しに,い か な る条件 で,こ の 総合 命題 が論 理 的 に 真 と され う るの だ ろ うか。

この よ うに 問題 を設 定 す る な らば,パ ラ ドクス を ご く簡 単 に解 くことが で き る。 命 題

Pを と りあ げて み る こ とに しよ う。 も しも,PがJ他 の種 々の命 題 と おな じよ うに,

私 の 百 科全 書 的知 識(筆 者 補足:先 に の べ た経 験 的知 識 と おな じと理 解 され た い)の

一 部 で あ るな らば
,そ れ は,他 の命 題 と必 ず つ き あわ され る こ とに な る。 だ が,Pは,

他 の 仕方 で も,つ ま り,命 題(19)の 一 部 と して 登場 す る こ とがで き るので あ る。

　 (19)「P」 は真 で あ る。

　 ・Pを知 らず に(19)を 知 る こ とは完 全 に 可 能 で あ る。 た と えば,だ れ か が,命 題 」Pが

か か れ た紙 片 の は い って い る封 筒 を わ た し,命 題 」Pが真 で あ る とい った とす る と,私

は,(19)を 知 って はい るが,Pを 知 って はい な い。」[SPERBER　 1975:99]

　 こ う して,「P」(引 用符 に か こ まれ た命 題)はr経 験 的 知 識 と比 較 され る こと を ま

ぬが れ る よ うに な る わ けで あ るが,ス ペル ベル は,ひ きつ づ いて つ ぎの よ うに のべ る。

　 「つ ぎの よ うな(筆 者 補 足:ラ カ ンの)言 明 は,多 数 の 人 々に よ って真 とみな さ れ

て い る。

　 (25)『 無 意 識 は言 語 活 動 と おな じ構 造 を そ なえ て い る。』

　 批 判 的 な読者 は,言 明(25)の 妥 当性 を証 明す るた め に,そ れ が どの よ うな命 題 を 表

現 して い るか を 知 ろ うとす るだ ろ う。　 　 (中 略)　 　 私 と して は,(25)の 意 味 に 適

合 す る妥 当 な 命題 を考 え られ な い。 しか しなが ら,私 は,ラ カ ン主 義者 が 私 の議 論 に

承 伏 す るか ど うか疑 わ しい と思 って い る。 も しも,わ れ わ れが(25)の 正 確 な意 義 を ラ

カ ン主 義 者 に た ず ね た と しよ う。 かれ は,た とえ そ の 意 義 を定 義 で きな くて も,そ れ

が真 で あ る こ とを疑 お う と は しな い だ ろ う。 か れ に と って問 題 は,命 題 を 妥 当化 した
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り妥 当 で な く した りす る こ とで は な い の だ。 つ ま り,か れ は(25)が 妥 当 な 命題 を表 現

す る こ とを 知 って は い る が,し か し,そ れ が どの よ うな 命題 で あ るか を 知 らな い ので

あ る。 そ こで,か れ は探 求 をつ づ け る。　 　 (中 略)　 　 そ れ ゆ え にか れ は,か な ら

ず しも言 明(25)を 妥 当化 す るた めに 時 間 を 費 や した ので は なか った。 そ の言 明 を 引 用

符 で か こむ ことに よ って,か れ は,そ れ を解 釈 に ゆ だ ねた の で あ り,そ れを 象 徴 的 に

あ つ か った ので あ る。 例 を ふ や して,わ れ わ れ は,多 くの マ ル クス主 義 者,フ ロ イ ト

主 義者 あ るい は構 造 主 義者 に と って,か れ らの教 義 が象 徴 的 に機 能 して い る ことを し

あす こ とが で きる。 か れ らは,さ ま ざ ま なテ ー ゼ を真 で あ る とみ なす が,そ れ らが 含

意 す る こと を正 確 に は知 らな い ので あ る。経 験 に もと つ く反 論 は,　 　 か れ らが,そ

れ を 気 に か けれ ばの 話 で あ るが 　 　 テ ー ゼを 放 棄 させ るので は な く,テ ーゼ の意 義 を

修 正 す るよ うに,か れ らをみ ちび くので あ る。」[SPERBER　 1975:101}

　 ま と めて み る こと に しよ う。 リオ族 の人 々が 農 耕儀 礼 の文 化 表 象 を語 る こ とは まれ

で あ り,「 『P(ピ レ ・ウマ の と きに アエ ・フ ェ オ を畑 に 散 布 す る)』 は,た ん な る習

慣 で あ る」 とい う常 套 句 を もちい る。 あ らた めて 指 摘 す るま で もな く,Pを 解 釈 す る

こ とは可 能 で あ り,ま た,解 釈 を お こな う こと は,け っ して む ず か しい 作業 で は な い。

だ が,農 耕 儀 礼 の 文化 表象 を語 る こ とが 日常 化 し,Pが 一 種 の 表 現行 為 に な って しま

う こ とは避 けな けれ ば な らない 。 な ぜ な らば,Pは,経 験 的 な 知識 と関 連 づ け られ る

と,た ん な るば か げ た行 為 と して放 棄 され る可 能性 が あ るか らで あ る。 だ が,」Pが 規

則 に した が う行 為で あ りつ づ け るか ぎ り,そ の よ うな 事 態 はお こ りえ ない 。 そ れ とい

うの も,規 則 と規 則 に した が う行 為 は,真 で も偽 で もあ りえ な い か らで あ る。 こ う し

て,農 耕 儀 礼 は,内 的視 点 が 保 持 されつ づ け られ るか ぎ り,異 議 を う けつ け な い ま ま,

パ ァ ・ピー,パ ベ ・ラペpa'a　 pi,　pabe　Tape(世 代 か ら世 代 へ と う けつ が れて ゆ く)さ

れ て ゆ くので あ る252)。

252)ハ ー トの法哲学 に対する ウィ トゲ ンシュタ インの影響 は,し ば しば指摘され ることである

が[守 屋1981;橋 爪1985],つ ぎのよ うなウィ トゲ ンシュタイ ンの言 葉は,ウ ィ トゲ ンシュタ

イ ンが規則 にしたがう行為 と解釈 との関係についてのべているよ うに思われる。

「ゲームは規則によって規定 されていな くてはならない!そ れゆえ,チ ェスの勝負に先 立 っ

て王将が抽篭につかわれ るべきであ ることを,ゲ ームの規 則が指示 して いるので あれば,そ れ

は本質 的にゲームの一部である。 これに対 して,ひ とはどのような異議を唱えることがで きる

だろうか。このような指示のね らいがわか らないとい うこと。た とえば,各 駒を動 かす前 に,

それを三度回転 させ なければな らない,と い った規則のね らいがわか らない ときのように。こ

う した規則を盤台ゲームに見つ けた としたら,わ れわれは驚 いて,そ の規則の目的 について憶

測することだろ う。(『この指示 は,ひ とがよ く考 えず に駒 を動かすのを妨げるためのものなの

か』〔などと。〕)」[WITTGENSTEIN 1976:300]。

われわれ は,「各駒を動かす前 に,そ れを3度 回転 させなけれ ばな らない」 というかわ りに,

「脱穀をおこな うときに,右 方向に4回 まわ らなければ な らない」 という例を もちいることが

で きよう。
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　 だが,リ オ 族 の社 会 で は,儀 礼 の規 則 に 対 して 外 的視 点に た つ 者 が,す で に のべ た

よ うに,確 実 に増 加 して い る。 そ れ につ れ て,農 耕儀 礼 の文 化 表 象 は,饒 舌 に語 られ

るよ うに な って ゆ くことが 予 想 され る。 なぜ な らば,外 的視 点に た つ者 は,農 耕 儀 礼

の文 化 表 象 を 経 験 的 な知 識 とつ きあ わせ る こ とに,い さ さか の抵 抗 もな いか らで あ る。

つ ま り,か れ らに と って,農 耕 儀 礼 は,サ ラ ・アタ ・ヌ アsara　 ata　nua(教 育程 度 の

低 い 田舎 者 の 慣 習)あ る い はサ ラ ・ア タ ・カ フ ィルsara　 ata　kafir(異 教 徒 の慣 習)に

す ぎな い ので あ る。

　 全 体 と して なが め るな らば,こ の 研 究 に お い て筆 者 は,リ オ族(リ セ地 域)の 農耕

儀 礼 の もつ 認 知 的 な 側 面 と法 的 な側 面 との あ い だを 往 復 した こと に な る。 この過 程 で

論 じ られ た こ とは,あ くま で も,民 族誌 的 な 研究 の文 脈 に属 す もので あ り,一 般 化 や

普 遍 的 な 理論 を め ざ した もので は ない 。 しか しなが ら,認 知 的 な現 象 と法 的 な 現象 の

あ い だに は,探 求 され るべ き広 大 な領 野 が ひ ろ が って お り,こ の 領 野 にわ けい り,空

白地 帯 の地 図 をつ く りあ げ る こと は,理 論 的 に ゆ た かな 成 果 を もた ら して くれ る よ う

に思 わ れ る。
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